
筑
波
大
学
博
士
（
文
学
）
学
位
請
求
論
文 

   

 
 

鈴
木
大
拙
の
思
想
的
研
究 

 
 

 
 

 

―
体
系
的
解
釈
の
試
み

― 
  

蓮
沼 

直
應 

 

二
〇
一
三
年
度 



凡
例 

 
・
本
論
文
に
お
け
る
鈴
木
大
拙
の
引
用
は
原
則
的
に
以
下
の
『
鈴
木
大
拙
全
集
』
（
岩
波
書
店
）
及
び
『
鈴
木
大
拙
坐
談
集
』
（
読
売
新
聞
社
）
に
依
っ
た
。 

久
松
真
一
・
山
口
益
・
古
田
紹
欽
（
編
）
『
鈴
木
大
拙
全
集
』
岩
波
書
店
、
初
版
、
全
三
十
二
巻
、
一
九
六
八
～
七
一
年 

 
 

 

久
松
真
一
・
山
口
益
・
古
田
紹
欽
（
編
）
堀
尾
孟
・
桐
田
清
秀
（
編
集
協
力
）
『
鈴
木
大
拙
全
集
』
岩
波
書
店
、
増
補
新
版
、
全
四
十
巻
、 

一
九
九
九
～
二
〇
〇
〇
年 

古
田
紹
欽
編
『
鈴
木
大
拙
坐
談
集
』
全
五
巻
、
読
売
新
聞
社
、
一
九
七
一
～
七
二
年 

 

著
作
部
分
に
つ
い
て
は
旧
版
に
依
り
、
論
文
・
書
簡
等
お
よ
び
新
録
の
著
作
に
つ
い
て
は
増
補
新
版
に
依
っ
た
。 

 

『
鈴
木
大
拙
全
集
』
お
よ
び
『
鈴
木
大
拙
坐
談
集
』
か
ら
の
引
用
情
報
に
関
し
て
は
、
以
下
の
形
式
で
引
用
の
末
尾
に
注
記
し
た
。 

旧
版
全
集
か
ら
の
引
用 

 
 

（
『
全
集
』
巻
数
、
頁
数
） 

増
補
新
版
全
集
か
ら
の
引
用 

（
『
増
補
新
版
全
集
』
巻
数
、
頁
数
） 

 
 

 

坐
談
集
か
ら
の
引
用 

 
 

 

（
『
坐
談
集
』
巻
数
、
頁
数
） 

『
全
集
』
の
巻
数
頁
数
に
対
応
す
る
著
作
名
に
つ
い
て
は
、
巻
末
の
図
１
で
示
し
た
。 

ま
た
、
論
文
の
目
的
に
照
ら
し
、
第
二
部
の
み
引
用
部
分
の
初
出
年
代
を
併
記
し
た
。 

な
お
、
引
用
に
際
し
て
は
旧
字
体
を
当
用
漢
字
に
改
め
た
。
ま
た
、
筆
者
に
よ
る
引
用
文
中
へ
の
注
記
は
〔
〇
〇
・
蓮
沼
〕
と
い
う
形
式
で
示
し
た
。 

・
本
論
文
に
お
け
る
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
（
大
蔵
出
版
）
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
形
式
で
注
記
し
た
。 

 
 

 

（
『
大
正
蔵
』
巻
数
、
頁
数
） 

 

な
お
、SAT

大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
併
せ
て
利
用
し
た
。 

・
学
術
研
究
の
観
点
に
鑑
み
、
人
名
に
敬
称
は
付
さ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
「
禅
師
」
、
「
国
師
」
、
「
大
師
」
等
の
歴
史
的
呼
称
は
除
く
。 

・
注
は
各
章
の
末
尾
に
付
し
た
。
ま
た
、
注
に
お
け
る
文
献
情
報
は
、
各
章
初
回
の
み
出
版
社
と
発
行
年
を
併
記
し
た
。 
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･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

151 

 

第
五
章 

体
用
論
的
思
惟
の
受
容 

―
南
宗
禅
へ
の
思
想
回
帰

― 

序 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

155 

第
一
節 

大
拙
に
お
け
る
体
用
論
の
位
置 

―
「
日
本
的
霊
性
」
か
ら
― 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

156 

第
二
節 

体
用
論
の
歴
史
概
観 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

163 

第
三
節 

大
拙
を
取
り
巻
く
体
用
論
の
文
脈 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

169 

第
四
節 

中
国
禅
思
想
の
研
究
と
大
拙
の
体
用
論 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

176 
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･
･
･
･
･
･
･

183 



 

第
六
章 

「
即
非
の
論
理
」
の
成
立
と
展
開 

―
禅
思
想
の
立
場
へ

― 

序 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

190 

第
一
節 

大
拙
と
『
金
剛
般
若
経
』
の
間 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

191 
第
二
節 

定
式
の
評
価
を
め
ぐ
る
変
遷
と
そ
の
思
想
的
背
景 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

194 

第
三
節 
「
即
非
の
論
理
」
に
お
け
る
知
性
と
霊
性 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

200 

第
四
節 

定
式
と
し
て
の
「
即
非
の
論
理
」 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

203 

第
五
節 

矛
盾
の
自
己
同
一
と
し
て
の
「
即
非
の
論
理
」 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

209 

第
六
節 

華
厳
教
学
の
四
法
界
と
「
即
非
の
論
理
」 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

216 
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･
･

220 

  

第
三
部 

鈴
木
大
拙
の
倫
理
思
想 

 

第
七
章 

行
為
と
こ
と
ば 

―
大
拙
思
想
に
お
け
る
価
値
の
構
造

― 
 

序 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

226 

第
一
節 

大
拙
の
凡
夫
理
解 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

227 

第
二
節 

大
拙
に
お
け
る
「
善
」
と
「
悪
」 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

231 

第
三
節 

無
限
と
有
限
の
関
係 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

233 

第
四
節 

無
限
な
る
事
実
の
世
界 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

237 

第
五
節 

宗
教
的
価
値
と
道
徳
的
価
値 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
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第
六
節 

無
功
徳
の
功
徳 
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･
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･
･
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･
･
･
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･
･
･
･
･
･

244 

第
七
節 

生
の
充
溢 

･
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･
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･
･
･
･
･
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･
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･
･
･
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第
八
章 
他
者
へ
の
ま
な
ざ
し 

―
禅
思
想
の
社
会
性
へ
の
展
開

― 
 

 
 

序 
･
･
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･
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･
･
･
･
･
･
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･
･
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･
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･
･
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･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

255 

第
一
節 

仏
教
に
お
け
る
「
慈
悲
」
概
観 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

256 

第
二
節 

般
若
の
弁
証
法
と
体
用
論 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

260 

第
三
節 

大
悲
の
具
体
相 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

266 

第
四
節 

大
悲
か
ら
方
便
へ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

273 

第
五
節 

方
便
の
具
体
相 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
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･
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･

282 

 

第
九
章 

自
由
の
創
造
性 

―
科
学
技
術
と
の
相
克

― 
 

 
 

序 
･
･
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･
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･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

285 

第
一
節 

「
自
由
」
と
悟
り 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

287 

第
二
節 

技
術
と
自
由 

―
疎
外
論
と
し
て
― 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

294 

第
三
節 

技
術
論
の
視
座 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

297 

第
四
節 

身
体
の
表
現
可
能
性 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

302 

第
五
節 

「
大
地
性
」
概
念
の
裏
側 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
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･
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･
･
･
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結
章 

思
想
家
と
し
て
の
鈴
木
大
拙 
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･
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第
一
節 

本
論
の
ま
と
め 
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･
･
･

316 

第
二
節 
今
後
の
課
題 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
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･
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図
２
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大
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図
３
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一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
大
拙
と
い
う
名
は
居
士
号
で
、
彼
の
本
名
は
貞
太
郎
と
い
う
。
一
八
七
〇
年
（
明
治
三
年
）
に
石
川
県
金
沢
市
に
生
ま
れ
る
。
家
は

先
祖
代
々
加
賀
藩
の
家
老
本
多
家
の
主
治
医
を
任
さ
れ
て
お
り
、
貞
太
郎
の
父
良
準
も
侍
医
と
町
医
者
を
兼
業
す
る
こ
と
で
生
活
を
支
え
て
い
た
。
父
は
医
学

と
と
も
に
儒
学
に
も
造
詣
が
深
く
、
自
分
の
子
供
た
ち
に
み
ず
か
ら
が
編
ん
だ
漢
籍
を
読
ま
せ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
六
歳
の
と
き
そ
の
父
が
亡
く
な
る
と

一
家
の
生
活
は
次
第
に
困
窮
し
て
い
く
。
兄
や
姉
は
早
く
か
ら
家
を
出
て
働
い
て
い
た
た
め
貞
太
郎
は
母
増
と
の
二
人
暮
ら
し
で
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
。
一

八
八
三
年
（
明
治
一
六
年
）
、
石
川
県
専
門
学
校
付
属
初
等
中
学
科
に
入
学
、
そ
こ
で
友
人
と
な
っ
た
山
本
良
吉
（
一
八
七
一
～
一
九
四
二
年
）
、
藤
岡
作
太
郎

（
一
八
七
〇
～
一
九
一
〇
年
）
、
西
田
幾
多
郎
（
一
八
七
〇
～
一
九
四
五
年
）
ら
と
の
親
交
は
彼
ら
の
生
涯
を
通
じ
た
も
の
と
な
る
。
在
学
中
か
ら
藤
岡
作
太
郎

ら
と
と
も
に
同
人
誌
『
明
治
余
滴
』
を
自
主
的
に
編
纂
し
、
み
ず
か
ら
の
論
文
や
漢
詩
を
掲
載
さ
せ
る
な
ど
、
学
生
時
代
か
ら
旺
盛
な
創
作
力
を
有
し
て
い
た
。

ま
た
の
ち
に
発
揮
さ
れ
る
卓
越
し
た
英
語
力
も
当
時
す
で
に
そ
の
片
鱗
を
現
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
学
制
改
革
に
よ
っ
て
石
川
県
専
門
学
校
が
第
四
高

等
中
学
校
に
改
編
さ
れ
る
直
前
の
一
八
八
八
年
七
月
、
鈴
木
家
の
家
計
は
い
よ
い
よ
厳
し
く
な
り
学
費
を
払
え
な
く
な
っ
た
た
め
、
貞
太
郎
は
学
校
を
去
っ
た
。 

序
章 

研
究
の
射
程
と
方
法 

明
治
以
降
、
最
も
活
躍
し
た
禅
の
研
究
者
と
し
て
鈴
木
大
拙
（
一
八
七
〇
～
一
九
六
六
年
）
の
名
を
挙
げ
る
人
間
は
多
い
だ
ろ
う
。
彼
は
一
九
世
紀
末
か
ら

二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
十
年
余
り
を
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
す
と
い
う
稀
有
な
経
歴
の
た
め
、
日
本
に
お
い
て
も
世
界
的
な
視
野
で
仏
教
界
に
発
言
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
特
に
そ
の
知
名
度
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
顕
著
で
、
禅
の
研
究
者
と
い
う
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、
東
洋
の
伝
統
を
弘
め
た
こ
と
で
西
洋
世
界
に
対
し

て
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
論
は
、
禅
の
研
究
者
で
あ
る
鈴
木
大
拙
の
思
想
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
鈴
木
大
拙
の
名
は
、
広

く
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
本
論
の
論
述
を
よ
り
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
大
拙
の
生
涯
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 

彼
は
近
隣
の
小
学
校
で
英
語
教
師
を
務
め
た
の
ち
、
兄
の
援
助
で
上
京
し
、
東
京
専
門
学
校
（
早
稲
田
大
学
）
の
門
を
叩
く
。
と
こ
ろ
が
、
当
時
の
彼
は
大

学
に
は
二
ヶ
月
程
通
っ
た
だ
け
で
、
以
後
は
鎌
倉
円
覚
寺
で
の
参
禅
に
専
念
し
て
い
た
。
当
時
円
覚
寺
に
住
し
て
い
た
の
は
今
北
洪
川
（
一
八
一
六
～
九
二
年
）

 

 

序 
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大
拙
の
生
涯
が
急
転
す
る
の
は
一
八
九
七
年
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
生
活
に
よ
る
。
彼
の
渡
米
を
も
た
ら
し
た
因
縁
は
師
の
釈
宗
演
が
参
加
し
た
一
八
九
三
年
の

万
国
宗
教
会
議
に
遡
る
。
こ
の
会
議
は
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
市
で
開
催
さ
れ
た
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
大
陸
発
見
四
百
年
記
念
大
博
覧
会
に
付
属
し
て
催
さ
れ
た
も
の

で
、
世
界
各
国
か
ら
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
宗
教
の
代
表
者
が
一
堂
に
会
す
る
場
で
あ
っ
た
。
日
本
か
ら
は
天
台
宗
、
真
言
宗
、
浄
土
真
宗
の
代
表
者
と
と
も
に
釈

宗
演
が
招
か
れ
た
（
た
だ
し
禅
宗
の
代
表
と
し
て
で
は
な
く
、
日
本
仏
教
の
代
表
と
し
て
で
あ
る
）
。
こ
の
と
き
、
釈
宗
演
が
発
表
す
る
原
稿
を
英
訳
し
た
の
が

鈴
木
大
拙
だ
っ
た
。
大
拙
自
身
は
シ
カ
ゴ
ま
で
同
行
し
な
か
っ
た
が
、
釈
宗
演
は
そ
の
会
議
で
、
雑
誌
『
オ
ー
プ
ン
コ
ー
ト
』
を
編
集
し
て
い
た
ポ
ー
ル
・
ケ

ー
ラ
ス
（
一
八
五
二
～
一
九
一
九
年
）
と
知
り
合
い
、
仏
教
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。
宗
演
は
一
週
間
程
で
帰
国
す
る
の
だ
が
、
そ
の
頃
ケ
ー
ラ
ス
は
東
洋
思

想
に
つ
い
て
の
関
心
を
強
め
て
お
り
、『
老
子
道
徳
経
』
の
研
究
を
企
図
し
て
い
た
。
そ
こ
で
彼
は
宗
演
に
、
中
国
の
古
典
語
を
英
語
に
翻
訳
で
き
る
人
物
を
ア

メ
リ
カ
に
派
遣
し
て
ほ
し
い
と
願
い
出
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
適
任
者
と
し
て
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
が
大
拙
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
の
と
き
既
に
ケ
ー
ラ

ス
の
著
作
を
邦
訳
す
る
な
ど
の
実
績
を
挙
げ
て
い
た
。
大
拙
が
最
初
に
見
性
し
た
と
さ
れ
る
の
も
、
ア
メ
リ
カ
行
き
を
目
前
に
控
え
た
一
八
九
六
年
一
二
月
の

こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

大
拙
の
在
米
生
活
は
十
年
に
及
ん
だ
。
そ
の
間
、
彼
は
ケ
ー
ラ
ス
の
下
で
雑
誌
編
集
者
と
し
て
の
仕
事
に
携
わ
り
、
道
教
の
文
献
を
中
心
に
漢
籍
を
英
訳
す

る
日
々
に
追
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
頃
の
書
簡
に
は
、
学
生
時
代
の
同
窓
た
ち
が
そ
の
才
覚
を
発
揮
し
故
国
で
活
躍
す
る
一
方
、
ア
メ
リ
カ
の
片
田
舎
で
雑
誌
編

集
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
の
嘆
き
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
西
田
幾
多
郎
が
帝
国
大
学
選
科
生
出
身
と
い
う
身
の
上
か
ら
地
方
の
学
校
教
師
に
甘
ん
じ
る
し
か
な
い

惨
め
さ
を
恨
ん
で
い
た
の
と
同
様
、
大
拙
も
ま
た
当
時
の
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
か
ら
は
逸
脱
し
た
珍
奇
な
身
の
上
に
、
自
分
自
身
を
納
得
さ
せ
か
ね
て
い
た
よ
う

で
あ
り
貞
太
郎
は
彼
か
ら
禅
の
薫
陶
を
受
け
た
。
貞
太
郎
が
金
沢
時
代
に
挑
ん
だ
富
山
の
国
泰
寺
で
の
参
禅
は
機
縁
が
熟
さ
ず
失
敗
に
終
わ
っ
た
も
の
の
、
鎌

倉
で
の
参
禅
は
順
調
に
進
み
、
彼
は
居
士
の
身
で
円
覚
寺
に
入
り
浸
っ
て
参
禅
に
身
を
捧
げ
て
い
た
。
今
北
洪
川
が
亡
く
な
る
と
彼
は
そ
の
法
を
嗣
い
で
円
覚

寺
管
長
と
な
っ
た
釈
宗
演
（
一
八
六
〇
～
一
九
一
九
年
）
の
下
で
参
禅
を
続
け
た
。
一
八
九
一
年
六
月
に
入
学
し
た
東
京
専
門
学
校
に
は
延
べ
三
か
月
程
度
通

っ
た
後
に
退
学
す
る
。
翌
年
に
は
西
田
幾
多
郎
の
勧
め
で
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
選
科
に
入
学
し
直
す
。
こ
の
頃
に
大
学
の
講
義
や
書
籍
を
通
じ
て
西
洋

哲
学
の
知
識
を
大
量
に
取
り
入
れ
た
が
、
結
局
は
円
覚
寺
で
の
参
禅
生
活
に
戻
っ
て
し
ま
い
、
大
学
も
中
退
し
て
し
ま
っ
た
。
一
八
九
六
年
ま
で
の
参
禅
生
活

の
中
で
、
貞
太
郎
は
釈
宗
演
か
ら
「
大
拙
」
の
号
を
受
け
、
ま
た
最
初
の
見
性
体
験
も
得
て
い
る
。 
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大
拙
は
ア
メ
リ
カ
で
の
十
余
年
の
生
活
を
終
え
、
一
九
〇
九
年
に
帰
国
す
る
。
オ
ー
プ
ン
コ
ー
ト
社
の
経
営
者
へ
ゲ
ラ
ー
が
没
し
た
た
め
、
経
済
的
に
そ
れ

ま
で
の
仕
事
を
継
続
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
帰
国
後
し
た
大
拙
は
ま
ず
学
習
院
大
学
に
英
語
教
師
と
し
て
奉
職
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
学
習
院
大
学
で
の
研
究
環
境
は
必
ず
し
も
彼
の
期
待
し
た
通
り
の
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
学
生
寮
の
寮
長
と
し
て
学
生
を
常
に
監
督
す
る
立
場

に
あ
っ
た
た
め
に
時
間
の
自
由
が
き
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
一
因
で
あ
る
が
、
貴
族
の
子
息
た
ち
の
遊
民
的
な
雰
囲
気
の
強
か
っ
た
当
時
の
学
習
院
が
、

貧
し
い
家
庭
に
育
ち
な
が
ら
自
己
の
人
生
を
宗
教
的
熱
情
に
捧
げ
て
き
た
大
拙
に
馴
染
ま
な
か
っ
た
こ
と
も
大
き
い
。
加
え
て
大
拙
の
伴
侶
と
な
っ
た
女
性
が

ア
メ
リ
カ
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。
ビ
ア
ト
リ
ス
・
レ
ー
ン
（
一
八
七
五
～
一
九
三
九
年
）
は
大
拙
が
ア
メ
リ
カ
で
知
り
合
っ
た
女
性
で
、
自
身

も
密
教
を
中
心
に
仏
教
研
究
に
従
事
し
て
い
た
。
一
九
一
一
年
に
二
人
は
結
婚
す
る
が
、
当
時
の
日
本
は
明
治
も
終
わ
り
が
直
前
に
迫
っ
て
お
り
、
新
政
府
に

よ
る
近
代
化
が
一
定
の
成
果
を
上
げ
、
よ
う
や
く
西
洋
列
強
と
肩
を
並
べ
て
き
た
頃
で
あ
る
。
そ
の
時
勢
に
あ
っ
て
、
外
国
人
の
伴
侶
を
連
れ
て
い
る
こ
と
は

乃
木
希
典
が
院
長
を
務
め
て
以
来
軍
隊
様
式
の
生
活
が
規
範
と
な
っ
て
い
た
当
時
の
学
習
院
で
は
、
向
か
い
風
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
他
に
も
何
点
か
の
理

由
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
二

、
結
局
、
一
九
二
一
年
に
は
浄
土
真
宗
の
佐
々
木
月
樵
（
一
八
七
五
～
一
九
二
六
年
）
の
招
き
を
受
け
、
大
拙
夫
妻
は
真
宗
大
谷

大
学
に
そ
れ
ぞ
れ
教
授
・
講
師
と
し
て
籍
を
移
し
た
。
以
後
、
彼
は
戦
後
ま
で
大
谷
大
学
で
仏
教
研
究
に
没
頭
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

大
谷
大
学
時
代
の
業
績
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。Studies in L

ankavatara Sutra, 1930

（
『
楞
伽
経
の
研
究
』
）
で
の
博
士
号
取
得
、
敦
煌
か
ら
新
た
に
出
土
し

た
禅
籍
の
校
訂
出
版
、
新
た
に
始
め
た
浄
土
教
研
究
、
講
演
「Z

en B
uddhism

 and its Influence on Japanese C
ulture

（
禅
と
日
本
文
化
）
」
と
そ
の
活
字
化
、

そ
れ
ま
で
無
名
だ
っ
た
近
世
の
禅
者
・
盤
珪
永
琢
の
発
掘
な
ど
、
そ
の
研
究
領
域
は
多
岐
に
渡
る
。
彼
の
仏
教
解
釈
が
一
つ
の
完
成
系
を
見
る
の
も
こ
の
時
期
、

具
体
的
に
は
一
九
四
〇
年
頃
で
あ
る
。
彼
の
思
想
の
根
幹
と
な
る
「
即
非
の
論
理
」
が
こ
の
頃
確
立
し
、
そ
れ
ま
で
の
宗
教
心
理
学
的
な
観
点
か
ら
の
仏
教
解

で
あ
る
。
さ
て
、
彼
の
こ
の
時
期
の
業
績
と
し
て
著
名
な
も
の
が
『
大
乗
起
信
論
』
の
英
訳
と
そ
れ
を
基
礎
に
し
て
出
版
さ
れ
たO

utlines of M
ahayana 

B
uddhism

（
『
大
乗
仏
教
概
論
』
）
で
あ
る
。
西
洋
世
界
に
向
け
て
大
乗
仏
教
の
真
の
思
想
を
知
ら
せ
よ
う
と
し
た
こ
の
書
は
、
英
文
著
作
の
代
表
作
の
一
つ
と

さ
れ
る
。
こ
の
書
に
よ
っ
て
大
拙
の
名
は
世
界
的
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
の
ち
の
国
際
的
活
躍
の
基
礎
と
な
っ
た
の
で
あ
る
一

。
こ
の
在
米
生
活
十
年
の

間
に
、
釈
宗
演
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
講
演
旅
行
に
通
訳
と
し
て
随
行
し
た
こ
と
は
、
彼
の
晩
年
の
活
動
を
予
見
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
の
ち
の

妻
と
な
る
女
性
と
知
り
合
う
の
も
、
こ
の
講
演
旅
行
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。 
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大
拙
は
戦
後
、
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
五
八
年
に
至
る
ま
で
、
活
動
の
中
心
を
再
び
ア
メ
リ
カ
に
移
す
。
そ
の
期
間
に
数
度
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
、
メ
キ
シ

コ
旅
行
な
ど
が
挟
ま
る
が
、
こ
れ
は
単
な
る
旅
行
で
は
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
の
目
的
は
ス
イ
ス
の
ア
ス
コ
ナ
で
開
催
さ
れ
る
エ
ラ
ノ
ス
会
議
に
出
席
す
る

た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
会
議
は
一
九
三
三
年
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
宗
教
学
・
神
話
学
・
神
秘
主
義
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
東
西
の
研
究
者
が
集
ま
り
、
生
活
を

共
に
し
な
が
ら
議
論
を
交
わ
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
、
当
時
は
精
神
分
析
家
の
カ
ー
ル
・
グ
ス
タ
フ
・
ユ
ン
グ
（
一
八
七
五
～
一
九
六
一
年
）
が
会
を
主
導

し
て
い
た
。
し
か
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
活
動
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
彼
は
三
か
月
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
で
二
十
六
回
の
講
演
を
積
極
的
に
行
っ
た
ば
か
り
で

な
く
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
（
一
八
八
九
～
一
九
七
六
年
）
、
カ
ー
ル
・
ヤ
ス
パ
ー
ス
（
一
八
八
三
～
一
九
六
九
年
）
ら
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
と
も
会
見
し

て
い
る
。
翌
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
も
同
様
で
、
エ
ラ
ノ
ス
会
議
に
出
席
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
な
が
ら
各
地
で
講
演
の
足
跡
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
メ
キ

シ
コ
旅
行
で
は
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
フ
ロ
ム
（
一
九
〇
〇
～
一
九
八
〇
年
）
ら
精
神
分
析
学
の
一
派
と
と
も
に
過
ご
し
、
禅
に
関
す
る
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

滞
在
の
成
果
は
『
禅
と
精
神
分
析
』
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
や
ク
レ
ア
モ
ン
ト
大
学
な
ど
で
講
義
を
も

ち
、
休
暇
中
は
講
演
旅
行
で
各
地
を
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
大
学
で
の
講
義
は
、
大
学
が
招
聘
し
た
も
の
で
は
な
く
、
大
拙
の
後
援
者
で
あ
っ
た
コ
ー
ネ
リ

ア
ス
・
ク
レ
イ
ン
の
寄
付
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
一
年
毎
の
特
別
講
義
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
三

。
大
拙
が
西
洋
世
界
に
大
き
な
知
名
度
を
有
し
て
い
る
の
は
、

O
utlines of M

ahayana B
uddhism

の
出
版
に
加
え
て
、
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
で
の
活
動
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。 

 

帰
国
後
か
ら
没
す
る
ま
で
の
間
は
、
基
本
的
に
鎌
倉
に
拠
点
を
お
き
、
研
究
に
従
事
し
て
い
た
。
時
折
海
外
に
出
か
け
て
い
く
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
様
々
な

宗
教
者
や
研
究
者
の
訪
問
を
受
け
て
、
独
自
の
活
動
を
続
け
て
い
た
。『
趙
州
録
』
の
校
訂
刊
行
や
、
仙
厓
義
梵
（
一
七
五
〇
～
一
八
三
七
年
）
の
紹
介
な
ど
は

こ
の
時
期
の
仕
事
で
あ
る
四

。
老
い
て
ま
す
ま
す
精
力
的
で
、『
教
行
信
証
』
の
英
訳
事
業
、
禅
語
に
特
化
し
た
辞
典
の
編
纂
な
ど
、
仏
教
研
究
の
将
来
に
必
要

釈
と
は
一
線
を
画
す
新
し
い
視
野
を
広
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
「
即
非
の
論
理
」
を
基
盤
と
し
て
新
た
に
提
唱
さ
れ
た
理
念
が
「
日
本
的
霊
性
」
で
あ

る
。
戦
前
戦
中
の
こ
の
時
期
は
、
妻
ビ
ア
ト
リ
ス
や
親
友
西
田
幾
多
郎
を
亡
く
す
な
ど
、
大
拙
に
と
っ
て
老
境
の
孤
独
を
か
み
し
め
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。
他

方
、
後
の
研
究
拠
点
と
な
る
松
ヶ
岡
文
庫
の
建
設
は
、
こ
の
頃
に
計
画
、
着
工
さ
れ
た
。
彼
は
大
学
の
学
期
中
は
京
都
に
留
ま
り
、
夏
と
冬
は
暑
さ
寒
さ
を
避

け
る
た
め
に
鎌
倉
に
滞
在
し
て
い
た
の
で
、
京
都
と
鎌
倉
を
頻
繁
に
往
復
す
る
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
西
田
幾
多
郎
と
は
、
こ
の
時
期
互
い
の
家
を
訪
問
し
あ

う
こ
と
で
、
思
想
交
流
を
深
め
て
い
た
。 
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し
か
し
、
彼
の
業
績
の
大
き
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
思
想
は
本
人
の
意
図
し
た
通
り
に
は
受
容
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
に

お
い
て
は
一
九
五
〇
年
代
にZ

E
N

ブ
ー
ム
が
起
こ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
彼
の
言
説
は
反
体
制
的
、
反
伝
統
的
な
文
脈
で
切
り
取
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

ビ
ー
ト
禅
と
し
て
結
実
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
一
九
六
〇
年
代
に
な
る
と
、
そ
の
よ
う
な
政
治
的
な
主
張
か
ら
も
切
り
離
さ
れ
て
、
ヒ
ッ
ピ
ー
が
気
ま
ま

で
自
由
な
生
き
方
を
確
立
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
禅
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
イ
ン
ド
の
瞑
想
を
は
じ
め
と
す
る
東
洋
の
宗
教
伝
統
だ
け
で

な
く
、
薬
物
に
よ
る
神
秘
体
験
を
も
そ
の
方
法
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
た
五

。
無
論
、
大
拙
の
唱
え
た
仏
教
は
反
社
会
的
傾
向
や
薬
物
使
用
に
よ
る
安
易
な
神

秘
体
験
を
容
認
し
た
も
の
で
は
な
い
。
彼
は
あ
く
ま
で
も
人
間
の
宗
教
的
実
践
を
社
会
の
た
だ
中
で
行
じ
て
い
く
こ
と
を
唱
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

 

加
え
て
、
日
本
に
お
い
て
も
彼
の
主
張
は
客
観
的
に
捉
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
嫌
い
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
彼
の
著
作
を
通
じ
て
み
ず
か
ら
実
践
に
身
を
捧
げ

た
求
道
者
が
い
た
と
い
う
事
実
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
点
で
彼
が
真
に
意
図
し
て
い
た
宗
教
へ
の
導
き
は
達
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
こ
と
は
、
彼
の
言
説
の
構
造
が
学
問
の
場
で
正
当
に
客
観
視
さ
れ
て
き
た
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。 

 

鈴
木
大
拙
の
功
績
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
日
本
仏
教
の
一
部
分
で
あ
っ
た
「
禅
」
は
、
世
界
的
な
言
論
空
間
に
お
い
て
「Z

en
 B

u
ddh

ism

（
禅
仏
教
）
」
と

い
う
独
自
の
位
置
を
獲
得
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
三
六
年
欧
米
各
地
の
大
学
で
為
さ
れ
た
講
演
「Z

en
 B

u
ddh

ism
 an

d its in
flu

en
ce on

 Japan
ese 

C
u

ltu
re

（
禅
と
日
本
文
化
）
」
や
、
一
九
五
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
の
講
演
旅
行
は
多
大
な
反
響
を
呼
び
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
るZ

E
N

ブ
ー
ム
の
理
論
的
下

地
を
用
意
し
た
。
ま
た
、
戦
後
で
は
ハ
ワ
イ
で
開
催
さ
れ
た
東
西
哲
学
者
会
議
、
ユ
ン
グ
が
中
心
と
な
っ
て
主
催
し
た
エ
ラ
ノ
ス
会
議
な
ど
世
界
的
な
活
動
に

参
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
国
の
内
外
を
問
わ
な
い
彼
の
活
動
は
、
当
時
の
知
識
人
と
し
て
は
稀
有
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

鈴
木
大
拙
が
一
人
の
禅
の
研
究
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
彼
が
残
し
た
大
量
の
論
文
は
、
同
じ
く
禅
の
研
究
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
は
二
次
文
献
と
し
て
の
意

義
し
か
持
た
な
い
。
禅
の
研
究
に
お
い
て
は
達
摩
の
『
二
入
四
行
論
』
、
慧
能
の
『
六
祖
壇
経
』
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の
禅
籍
こ
そ
が
第
一
義
的
な
意
味
を

な
事
業
を
、
寸
暇
を
惜
し
ん
で
計
画
実
行
し
て
い
た
の
だ
が
、
一
九
六
六
年
七
月
に
そ
れ
ら
の
完
成
を
見
な
い
ま
ま
腸
閉
塞
で
そ
の
生
涯
を
終
え
た
。 

  

第
一
節 

鈴
木
大
拙
の
業
績
と
研
究
の
必
要
性 
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と
は
い
え
、
両
者
が
単
純
に
同
一
視
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
な
い
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
本
論
文
が
あ
く
ま
で
も
大
拙
の
思
想
的
研
究
を
試
み
る
も
の
で
あ
る

以
上
、
彼
自
身
の
思
想
が
よ
り
直
接
的
に
言
明
さ
れ
て
い
る
も
の
を
考
察
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
場
合
、
よ
り
直
接
的
な
資
料
と
な
る
も

の
は
テ
キ
ス
ト
の
校
訂
を
中
心
と
す
る
彼
の
文
献
学
的
研
究
よ
り
も
、「
日
本
的
霊
性
」
や
「
即
非
の
論
理
」
と
い
っ
た
彼
の
創
造
し
た
諸
概
念
で
あ
る
こ
と
は

 

そ
も
そ
も
大
拙
の
業
績
は
非
常
に
多
様
で
あ
る
。
ま
ず
、
禅
の
研
究
と
し
て
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
発
見
さ
れ
た
敦
煌
文
書
の
校
訂
に
関
わ
る
文
献
学
的
研

究
と
、
そ
れ
と
同
時
に
展
開
さ
れ
た
禅
の
思
想
的
研
究
の
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。
ま
た
、
彼
の
学
位
論
文
と
も
な
っ
た
『
楞
伽
経
』
の
研
究
は
、
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
原
典
に
ま
つ
わ
る
文
献
学
的
な
研
究
で
あ
る
。
真
宗
を
中
心
と
す
る
浄
土
教
研
究
も
晩
年
ま
で
精
力
的
に
続
け
ら
れ
、
一
つ
の
思
想
的
峰
を
築
い
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
仏
教
研
究
に
軸
足
を
置
い
た
大
拙
は
晩
年
に
な
る
と
「
東
洋
」
を
主
題
と
す
る
著
作
も
多
数
執
筆
し
て
い
く
。
そ
し
て
仏
教
と
い
う
枠
を

超
え
て
東
西
の
宗
教
を
一
つ
の
観
点
か
ら
論
じ
る
こ
と
を
企
図
し
た
「
日
本
的
霊
性
」
の
提
唱
。
こ
の
よ
う
な
研
究
領
域
の
内
部
を
よ
り
詳
細
に
見
て
い
く
と
、

彼
の
業
績
に
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
側
面
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
原
典
に
即
し
た
文
献
研
究
者
と
し
て
の
面
と
、
自
身
の
参
禅
経
験
を
十
二
分
に
発

揮
し
た
解
釈
者
、
思
想
家
と
し
て
の
面
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
二
つ
の
面
は
厳
密
に
区
別
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
文
献
研
究
に
お
い
て
研
究
者
自
身
の
主

観
的
解
釈
を
完
全
に
排
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
加
え
、
あ
る
人
間
の
思
想
が
彼
の
学
的
背
景
か
ら
全
く
独
立
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
以
上
、
両
者

は
截
然
と
切
り
分
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
両
者
は
相
互
に
循
環
的
に
規
定
し
あ
っ
て
い
る
。
大
拙
の
テ
キ
ス
ト
研
究
は
彼
の
思
想
に
依
っ
て
い
る
と

同
時
に
、
彼
の
思
想
は
彼
の
テ
キ
ス
ト
研
究
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ま
で
大
拙
の
思
想
的
側
面
に
対
す
る
研
究
を
重
ね
て
き
た
の
は
、
西
田
幾
多
郎
の
哲
学
を
仏
教
的
観
点
か
ら
分
析
し
て
き
た
秋
月
龍
珉
（
一
九
二
一
～

九
九
年
）
と
上
田
閑
照
（
一
九
二
六
年
～
）
で
あ
っ
た
。
鈴
木
禅
学
六

と
西
田
哲
学
と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
彼
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
既
に
大
部
分
が
解
明

さ
れ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
研
究
は
鈴
木
禅
学
と
西
田
哲
学
の
対
応
関
係
を
最
初
か
ら
前
提
と
し
て
お
り
、
大
拙
自
身
の
論
述
か
ら
彼
の
思
想
全
体

を
再
構
築
し
て
い
こ
う
と
す
る
点
で
は
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。 

担
う
も
の
で
あ
り
、
大
拙
の
著
作
そ
の
も
の
は
禅
研
究
の
文
脈
で
は
一
つ
の
解
釈
と
し
て
の
位
置
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
現
在
で
は
禅
に
対
す
る
研
究
は
語

録
や
燈
史
を
対
象
と
す
る
文
献
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
禅
研
究
と
し
て
「
鈴
木
大
拙
の
思
想
」
と
い
う
主
題
を
緻
密
に
追
及

し
た
研
究
は
思
い
の
他
少
な
い
。 
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禅
と
は
一
般
に
「
教
外
別
伝
」
「
不
立
文
字
」
を
特
徴
と
す
る
仏
教
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
で
成
立
し
た
経
典
の
記
述
そ
の
も
の
を
絶
対
視
せ
ず
、

経
典
が
意
味
す
る
真
理
を
言
語
的
な
理
解
を
超
え
て
み
ず
か
ら
体
験
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
禅
の
独
自
の
立
場
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
体
験
は
言
語
以
前

の
世
界
を
直
接
的
に
捉
え
る
も
の
と
さ
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
「
体
験
（
悟
り
）
」
と
「
言
語
」
と
は
相
反
す
る
二
つ
の
要
素
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
そ
し

て
本
来
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
体
験
」
を
「
言
葉
」
に
よ
っ
て
、
不
完
全
な
も
の
で
は
あ
り
な
が
ら
も
表
現
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
禅
籍
の
歴
史

は
展
開
し
て
き
た
と
も
い
え
る
。
こ
こ
で
は
「
禅
」
を
暫
定
的
に
こ
の
よ
う
に
規
定
し
て
お
く
（
そ
も
そ
も
こ
の
規
定
自
体
が
共
有
さ
れ
な
い
可
能
性
も
あ
る
）
。 

 

禅
を
学
術
的
に
研
究
す
る
と
い
う
こ
と
は
こ
の
表
現
さ
れ
た
言
葉
を
取
り
上
げ
る
こ
と
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
こ
の
「
体
験
」
と
「
言
葉
」
と
い
う

二
つ
の
要
素
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
は
、
禅
者
と
禅
研
究
者
を
含
め
て
様
々
な
立
場
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
次
の
よ
う
な
分
類

に
よ
っ
て
問
題
の
整
理
を
し
た
い
。 

 

第
一
に
、「
言
葉
」
を
理
解
す
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
悟
り
を
得
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
と
す
る
立
場
。
批
判
仏
教
を
提
唱
し
た
松
本
史
朗
や
袴
谷
憲
昭
の
立
場

は
こ
こ
に
近
い
立
場
を
と
る
。
言
語
的
な
知
を
否
定
す
る
体
験
を
想
定
す
る
こ
と
は
、
イ
ン
ド
仏
教
と
の
連
続
性
か
ら
考
え
れ
ば
本
来
あ
り
え
な
い
こ
と
で

あ
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
立
場
で
あ
る
七

。 

 

第
二
に
、
「
言
葉
」
に
よ
っ
て
「
言
葉
」
へ
の
囚
わ
れ
を
脱
し
て
悟
り
を
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
立
場
。
『
碧
巌
録
』
や
『
無
門
関
』
な
ど
の
公
案
集
に
は
矛
盾

的
な
言
明
を
多
用
す
る
こ
と
で
、
言
明
そ
の
も
の
か
ら
の
離
脱
を
手
助
け
す
る
役
目
を
果
た
す
も
の
が
含
ま
れ
る
。 

 

で
は
、
大
拙
思
想
の
考
察
を
可
能
と
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
態
度
及
び
方
法
が
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
態
度
で
大
拙
を
理
解
す

る
か
と
い
う
方
法
論
の
選
択
は
、
研
究
者
自
身
の
宗
教
的
立
場
、
哲
学
的
立
場
と
無
縁
に
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
に
は
重
大
な
問
題
が
あ
る
こ
と

を
は
じ
め
に
断
っ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。 

  
第
二
節 

研
究
の
基
本
的
方
向
性 
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第
三
の
丙
は
、
哲
学
。
禅
の
「
体
験
」
を
完
全
に
論
理
的
に
、
学
的
な
も
の
と
し
て
客
観
化
す
る
こ
と
。
こ
こ
に
は
京
都
学
派
の
仏
教
哲
学
者
、
西
田
幾
多

郎
や
西
谷
啓
治
が
当
て
は
ま
る
。 

 

第
三
の
乙
は
、
思
想
。
道
元
は
言
葉
を
尽
く
し
て
仏
法
を
思
想
と
し
て
示
し
た
と
さ
れ
る
（
た
だ
し
道
元
自
身
は
体
験
と
し
て
の
悟
り
を
否
定
し
た
）
。
鈴
木

大
拙
も
こ
こ
に
分
類
さ
れ
る
。 

 

第
三
に
、
「
言
葉
」
は
「
体
験
（
悟
り
）
」
を
表
現
し
う
る
と
す
る
立
場
。
こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
位
相
が
存
在
す
る
。 

 
第
三
の
甲
は
、
詩
的
表
現
。
つ
ま
り
本
来
不
可
説
の
悟
り
を
詩
的
に
表
現
し
た
立
場
で
あ
る
。
中
国
の
禅
籍
に
は
漢
詩
を
も
っ
て
み
ず
か
ら
の
境
涯
を
言
語

化
し
た
者
が
多
数
登
場
す
る
。 

思
想
と
哲
学
の
区
別
に
つ
い
て
こ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
思
想
と
は
「
体
験
」
の
言
語
化
と
い
う
事
態
そ
の
も
の
を
メ
タ
的
に
自
覚
し
、
そ
れ
に
つ

い
て
の
言
明
を
し
て
い
く
立
場
を
指
す
。
そ
し
て
「
哲
学
」
は
「
体
験
」
の
言
語
化
そ
れ
自
体
を
言
語
化
す
る
思
想
を
、
論
理
的
に
徹
底
さ
せ
、
学
問
と
し
て

の
客
観
性
を
持
つ
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
「
禅
思
想
」
、
「
禅
哲
学
」
と
呼
ば
れ
る
八

。
し
か
し
、
こ
の
類
型
は
当
然
完
全
な

も
の
で
は
な
い
。
ま
ず
、
こ
の
類
型
を
作
成
し
た
筆
者
の
視
点
そ
の
も
の
が
、
鈴
木
大
拙
や
西
田
幾
多
郎
、
さ
ら
に
は
そ
の
流
れ
を
組
む
宗
教
哲
学
的
禅
研
究

を
基
盤
と
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
類
型
は
、
悟
り
と
し
て
の
体
験
を
認
め
な
い
第
一
の
立
場
か
ら
は
そ
も
そ
も
成
り
立
た
な
い
し
、
第
三
の

甲
乙
丙
の
ど
こ
ま
で
を
禅
の
立
場
か
ら
認
め
う
る
の
か
と
い
う
視
点
も
そ
れ
ぞ
れ
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
ミ
シ
ェ
ル
・
モ
ー
ル
は
「
一
九
世
紀
末
の
師
家
に
と

っ
て
「
禅
」
は
あ
く
ま
で
も
体
得
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
提
唱
以
外
に
こ
れ
を
公
の
場
で
論
じ
た
り
、
他
の
「
思
想
」
と
並
べ
た
り
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
九

と
し
、
「
禅
思
想
」
と
い
う
立
場
そ
の
も
の
が
大
拙
ら
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
論
じ
た
。 

で
は
、
仮
に
鈴
木
大
拙
の
言
葉
が
彼
自
身
の
「
禅
体
験
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
す
れ
ば
、
彼
の
言
葉
に
基
づ
く
禅
思
想
を
上
述
の
ど
の
立
場

（
ど
こ
ま
で
認
め
る
の
か
と
い
う
立
場
）
か
ら
見
る
こ
と
が
妥
当
な
の
だ
ろ
う
か
。
禅
思
想
や
禅
哲
学
と
い
う
立
場
を
肯
定
す
る
宗
教
哲
学
的
禅
研
究
は
、
実

は
そ
の
禅
思
想
、
禅
哲
学
を
創
作
し
た
（
「
創
作
し
た
」
と
い
う
判
断
自
体
も
立
場
に
よ
っ
て
は
成
立
し
な
い
）
大
拙
や
西
田
の
論
を
前
提
と
す
る
あ
る
種
同
語

反
復
的
な
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
拙
を
考
察
す
る
際
に
ど
の
立
場
を
採
用
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
決
め
る
基
準
を
上
述
の
も
の
の
中
か
ら
合
理
的
に

決
定
し
よ
う
と
い
う
こ
と
は
、
い
ず
れ
の
立
場
か
ら
も
再
帰
的
な
自
家
撞
着
に
陥
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
は
、
不
可
説
な
体
験
を
合
理
的
に
位
置
付
け
る
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こ
れ
ま
で
の
研
究
の
中
に
は
大
拙
を
禅
者
と
し
て
位
置
づ
け
、
彼
の
言
葉
を
禅
の
祖
師
た
ち
の
語
録
と
同
等
に
扱
お
う
と
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
し
か
し

そ
れ
は
大
拙
の
提
示
し
た
枠
組
み
か
ら
大
拙
の
見
方
を
考
察
す
る
と
い
う
同
語
反
復
的
な
自
家
撞
着
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
彼
の
没
後
に
彼
を
賛
美
す
る
研
究

が
続
出
し
た
の
は
、
大
拙
の
組
み
立
て
た
思
想
的
枠
組
み
が
圧
倒
的
影
響
力
を
持
ち
、
そ
の
枠
組
み
を
前
提
と
し
な
く
て
は
禅
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
そ
の
視
点
か
ら
大
拙
自
身
を
見
返
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
循
環
的
な
構
造
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ

う
。
そ
し
て
、
禅
経
験
な
く
し
て
禅
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
大
拙
の
こ
と
ば
が
、
世
界
の
禅
者
た
る
彼
自
身
の
人
格
的
な
魅
力
と
結
び
つ
く
と
き
、

大
拙
自
身
の
思
想
も
禅
経
験
な
く
し
て
は
真
に
理
解
し
得
な
い
と
す
る
言
論
空
間
が
彼
を
取
り
巻
く
人
間
た
ち
の
間
に
成
立
す
る
。
そ
こ
で
は
大
拙
の
言
葉
も
、

 

こ
れ
ま
で
の
大
拙
研
究
は
上
述
の
宗
教
哲
学
的
禅
研
究
も
含
め
て
、
大
拙
自
身
の
枠
組
み
を
前
提
と
し
て
展
開
し
て
き
た
。
つ
ま
り
、
大
拙
や
彼
の
弟
子
に

よ
っ
て
禅
の
研
究
に
は
研
究
者
自
身
の
禅
体
験
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
繰
り
返
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。 

 
 

 

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
も
し
く
は
そ
れ
が
禅
の
本
質
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
い
が
遡
及
し
て
く
る
。
つ
ま
り
、
結
局
は
ど
の
立
場
に
筆
者
自
身
が
コ
ミ
ッ

ト
す
る
の
か
と
い
う
問
題
に
帰
着
す
る
。
上
述
の
類
型
は
単
に
研
究
者
の
立
場
を
示
し
た
も
の
で
は
な
く
、
同
時
に
宗
教
的
に
臨
済
禅
か
曹
洞
禅
の
い
ず
れ
に

コ
ミ
ッ
ト
す
る
の
か
、
と
い
う
信
仰
上
の
立
場
表
明
を
迫
る
側
面
も
有
し
て
く
る
。
学
術
的
に
可
能
な
限
り
の
一
般
性
、
客
観
性
を
担
保
し
た
い
本
研
究
で
は
、

特
定
の
立
場
を
前
提
と
し
て
論
を
進
め
る
こ
と
は
避
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

大
拙
の
言
葉
を
通
じ
て
禅
の
本
質
を
探
ろ
う
と
い
う
試
み
は
大
拙
自
身
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
。
大
拙
は
む
し
ろ
そ
の
試
み
の
不
可
能
性
を
示
す
こ
と
で
、
読

者
を
宗
教
的
実
践
に
招
き
入
れ
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
十

。
そ
し
て
同
様
の
主
張
は
大
拙
の
弟
子
で
あ
り
、
研
究
者
で
あ
る
秋
月
龍
珉
に
も
継
承

さ
れ
た
十
一

。 

 

そ
れ
故
、
禅
学
者
も
禅
の
事
実
に
関
す
る
叙
述
を
分
析
し
て
、
こ
れ
に
合
理
的
解
説
を
付
与
せ
ん
と
す
る
に
は
、
単
に
批
判
的
・
研
究
的
才
能
だ
け
で
な

く
、
禅
の
事
実
に
対
し
て
、
こ
れ
を
或
る
程
度
ま
で
、
体
験
し
、
感
受
し
、
同
情
的
に
評
価
し
得
る
だ
け
の
主
観
的
準
備
が
あ
つ
て
ほ
し
い
。
そ
の
時
始

め
て
、
叙
述
的
・
翻
訳
的
・
解
説
的
禅
に
も
、
徹
底
が
あ
り
、
精
彩
が
あ
り
、
明
確
が
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
八
巻
、
一
〇
頁
） 
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大
拙
を
一
人
の
禅
者
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
研
究
に
お
い
て
、
彼
の
語
る
言
葉
は
、
彼
の
人
格
と
の
結
び
つ
き
の
下
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。「
禅
」
と

い
う
仏
教
伝
統
が
修
行
者
の
人
格
陶
冶
と
い
う
面
を
も
つ
以
上
、
こ
の
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
。
し
か
し
そ
の
た
め
、
彼
の
語
っ
た
言
葉
そ
の
も
の
を

整
合
的
解
釈
し
よ
う
と
い
う
試
み
は
、
第
二
義
に
置
か
れ
て
き
た
傾
向
が
あ
る
。
本
論
が
目
指
す
「
思
想
研
究
」
と
は
、
彼
の
残
し
た
著
作
群
を
第
一
義
と
し

て
扱
い
、
そ
の
内
容
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
論
理
的
に
解
明
す
る
作
業
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
個
々
の
テ
ー
マ
に
お
い
て
、
大
拙
の
思
想
を
論
及
し
た
先
行
研

究
も
多
い
が
、
個
々
の
領
域
で
の
研
究
は
未
だ
大
拙
思
想
の
全
体
像
を
浮
き
彫
り
に
す
る
程
に
横
断
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。 

で
は
、
そ
の
よ
う
な
大
拙
の
禅
研
究
を
捉
え
る
視
点
と
し
て
妥
当
な
立
場
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
拙
の
禅
思
想
の
枠
組
み
を
前
提
と
し
て
、

大
拙
の
思
想
を
捉
え
る
こ
と
は
、
厳
密
に
い
え
ば
禅
の
実
参
者
に
の
み
可
能
な
営
み
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
既
に
論
じ
尽
く

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
他
方
、
禅
体
験
を
認
め
な
い
立
場
か
ら
大
拙
を
捉
え
よ
う
と
す
る
視
座
も
、
こ
れ
ま
で
道
元
研
究
の
領
域
で
為
さ
れ
て
き
た
が
、
こ

こ
で
は
逆
に
体
験
主
義
に
対
す
る
否
定
的
態
度
が
前
提
と
さ
れ
る
た
め
、
大
拙
思
想
は
批
判
の
対
象
と
は
な
り
得
て
も
、
客
観
的
考
察
の
対
象
と
は
な
り
に
く

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
禅
に
関
す
る
特
定
の
立
場
を
前
提
と
す
る
場
合
、
大
拙
思
想
に
対
す
る
大
局
的
評
価
が
分
析
の
当
初
か
ら
既
に
決
定
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
立
場
の
対
立
は
い
う
な
れ
ば
、
禅
（
仏
教
）
の
本
質
と
は
何
か
、
と
い
う
点
に
帰
着
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
立
場

（
宗
派
）
が
存
在
す
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
だ
が
、
本
論
が
ど
の
立
場
を
採
用
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
も
は
や
合
理
的
に
決
定
で
き
る
問
題
で
は
な
い
十
二

。 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
問
題
は
本
研
究
が
大
拙
を
「
禅
」
と
し
て
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
す
が
故
に
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
禅
研
究
の
一
分
野
と
し
て
鈴
木
大
拙

を
考
察
し
よ
う
と
す
る
時
に
、
研
究
者
自
身
の
禅
理
解
、
宗
教
的
立
場
表
明
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
選
択
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
上

述
の
「
禅
研
究
」
と
い
う
前
提
を
改
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
禅
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
の
中
で
大
拙
を
捉
え
よ
う
と
す
る
営
み
は
、
賛
美
に
せ
よ
批

判
に
せ
よ
、
対
象
に
対
す
る
態
度
が
予
め
用
意
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
目
的
自
体
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
体
験
」
と
「
言
葉
」
の

関
係
に
つ
い
て
、
本
論
は
能
動
的
に
判
断
停
止
す
る
こ
と
と
し
、
鈴
木
大
拙
を
「
思
想
研
究
」
の
対
象
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
。 

禅
体
験
な
し
に
軽
々
し
く
論
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
一
種
の
宗
教
的
テ
キ
ス
ト
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
大
拙
の
言
葉
を
思
想
と
し
て
分
析
し
よ
う
と
い
う
営
み
が

希
薄
で
あ
っ
た
の
は
、
禅
に
対
す
る
大
拙
自
身
の
態
度
と
彼
の
圧
倒
的
な
人
格
的
影
響
力
が
導
い
た
結
果
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
大
拙
の
語
っ
た
内
容
を
第
一
義
と
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
、
彼
の
人
格
的
側
面
を
軽
視
す
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
の
人
格
に
直
接
触
れ
る
こ
と
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し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
大
拙
の
立
場
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
、
結
果
と
し
て
彼
の
立
場
と
相
応
す
る
こ
と
も
あ
る
。
大
拙
は
禅
経
験
の
重

要
性
を
説
く
と
同
時
に
、
そ
の
経
験
を
客
観
的
な
哲
学
、
思
想
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
大
拙
が
表
現

し
た
こ
と
ば
を
客
観
的
思
想
と
し
て
再
構
築
し
よ
う
と
い
う
立
場
は
、
先
程
と
は
異
な
る
意
味
で
大
拙
自
身
の
意
図
に
合
致
し
た
も
の
と
な
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。

彼
は
確
か
に
禅
体
験
に
よ
っ
て
宗
教
的
、
実
存
的
課
題
が
解
決
す
る
も
の
だ
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
彼
が
九
十
六
年
の
生
涯
で
残
し
た
膨
大
な
テ
キ
ス
ト
の

す
べ
て
を
「
禅
体
験
の
神
秘
」
と
い
う
闇
に
葬
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
む
し
ろ
大
拙
自
身
の
活
動
を
も
否
定
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
加
え
て
そ
の
よ
う

な
態
度
は
思
想
史
研
究
の
観
点
か
ら
も
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
拙
の
活
動
が
真
に
世
界
的
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
、
一
度
彼

自
身
の
立
場
を
即
自
的
に
で
は
な
く
、
対
自
的
に
示
す
作
業
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
大
拙
の
枠
組
み
を
尊
ぶ
あ
ま
り
、
却

っ
て
為
し
得
な
か
っ
た
視
座
、
す
な
わ
ち
大
拙
思
想
の
形
成
史
を
体
系
的
に
描
き
、
そ
の
上
で
そ
の
現
代
的
意
義
を
示
す
こ
と
が
本
研
究
の
目
的
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
と
異
な
る
独
自
の
視
点
で
あ
る
。 

 

そ
の
た
め
本
研
究
で
は
あ
く
ま
で
も
彼
の
言
葉
に
即
し
て
考
察
を
進
め
て
い
く
。
文
字
で
表
現
さ
れ
た
も
の
は
禅
の
本
質
た
る
悟
り
そ
の
も
の
で
な
く
、
あ

く
ま
で
も
そ
の
影
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
本
研
究
は
あ
え
て
、
言
葉
に
着
目
す
る
こ
と
で
そ
の
影
の
構
造
を
論
理
的
、
体
系
的
に
理
解
す
る
こ
と
を
試
み
る
も

の
で
あ
る
十
三

。 

で
仏
教
の
魅
力
に
気
づ
い
た
人
々
、
彼
の
著
作
を
通
じ
て
生
の
真
実
に
開
眼
し
た
人
々
、
彼
ら
に
と
っ
て
大
拙
が
尊
崇
に
値
す
る
人
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
本
論
は
、
彼
自
身
が
提
示
し
た
禅
研
究
の
枠
組
み
か
ら
で
は
な
く
、
思
想
史
も
し
く
は
倫
理
思
想
の
立
場
か
ら
彼
の
思
想
を
捉
え
る
こ
と
で
、
禅
研
究

の
文
脈
で
は
な
く
、
思
想
研
究
の
文
脈
で
彼
の
著
述
活
動
が
如
何
な
る
意
義
を
も
つ
の
か
を
解
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
「
禅
」
を
中
心
に

問
わ
れ
て
き
た
「
禅
思
想
」
を
、「
思
想
」
の
側
か
ら
捉
え
直
す
こ
と
で
あ
る
。
禅
を
研
究
す
る
に
は
禅
体
験
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
大
拙
の
主
張
は
、
禅
を
研

究
す
る
人
間
に
と
っ
て
は
自
身
の
宗
教
的
問
題
と
し
て
受
け
止
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
研
究
対
象
の
思
想
を
文
献
に
基
づ
い
て
闡
明
し
て
い
く
思
想
研
究

に
お
い
て
は
、
一
つ
の
価
値
的
主
張
と
し
て
対
処
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
本
研
究
の
目
的
は
禅
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
鈴
木
大
拙
の
禅

思
想
（
と
呼
ば
れ
る
も
の
）
の
形
成
を
思
想
史
的
に
解
明
し
、
そ
の
主
張
を
我
々
の
生
の
現
実
に
即
し
て
倫
理
学
的
に
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。 
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大
拙
の
思
想
の
中
心
が
政
治
で
も
経
済
で
も
な
く
宗
教
に
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
彼
の
宗
教
思
想
の
基
盤
を
為
し
て
い
る
も
の
が
禅
、

特
に
臨
済
禅
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
思
想
は
禅
に
基
づ
き
つ
つ
も
、
浄
土
教
思
想
、
曹
洞
禅
、
イ
ン
ド
の
大
乗
仏
教
、
神
秘
主
義

思
想
を
含
め
て
世
界
の
宗
教
を
広
く
視
野
に
収
め
て
い
る
。
そ
こ
で
最
初
の
問
題
は
、
臨
済
禅
を
本
領
と
す
る
大
拙
の
宗
教
理
解
が
こ
れ
ら
他
の
宗
教
伝
統
を

如
何
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
生
じ
る
。
加
え
て
そ
の
大
拙
の
解
釈
が
ど
の
よ
う
な
偏
り
を
有
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
も
問
わ
ね
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
偏
り
」
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
時
に
大
拙
の
解
釈
を
相
対
化
す
る
比
較
対
象
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
比
較
対
象
は

一
律
に
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
拙
の
解
釈
の
特
殊
性
を
最
も
鮮
や
か
に
描
き
出
す
た
め
の
比
較
対
象
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
伝
統
の
研
究
史
か
ら
選
び

出
す
必
要
が
あ
る
。
第
一
部
で
は
浄
土
教
、
曹
洞
禅
、
そ
し
て
神
秘
主
義
と
い
う
各
領
域
で
、
大
拙
の
解
釈
と
そ
の
特
殊
性
を
考
察
す
る
。
彼
の
宗
教
理
解
全

体
が
禅
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
彼
の
諸
宗
教
解
釈
に
お
い
て
も
そ
の
（
臨
済
）
禅
的
な
偏
り
が
見
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
各
宗
教
に
対
す
る
解

釈
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
大
拙
の
偏
り
そ
の
も
の
が
一
貫
し
た
思
想
構
造
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
大
拙
の
宗
教
論
の
主
要
な
部

分
を
占
め
る
浄
土
教
思
想
、
臨
済
禅
へ
の
批
判
を
通
じ
て
成
立
し
て
き
た
曹
洞
禅
も
し
く
は
宗
祖
で
あ
る
道
元
（
一
二
〇
〇
～
一
二
五
三
年
）
の
思
想
、
そ
し

 

で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
考
察
の
手
順
を
踏
ん
で
大
拙
の
思
想
を
明
ら
か
に
す
る
の
か
。
こ
の
点
を
示
す
た
め
に
は
、
本
論
文
の
問
い
を
よ
り
具
体
的
に

提
示
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
大
拙
の
思
想
を
明
ら
か
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
単
に
思
想
史
的
な
関
心
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
の
業
績
は
世
界
的

規
模
の
影
響
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
彼
が
単
に
人
間
の
現
実
と
無
縁
な
歴
史
を
語
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
同
じ
近
代
を
生
き
る
人
間
た
ち
に
向
け

た
規
範
的
言
説
を
投
げ
か
け
る
と
い
う
一
面
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。
彼
自
身
の
文
献
学
的
禅
研
究
は
現
代
ま
で
の
禅
研
究
史
の
中
で
一
定
の
限
界
を
迎

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
乗
り
越
え
ら
れ
た
側
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
思
想
研
究
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
展
開
さ
れ
た
近
代
へ
の
提
言
は
、
今
な
お
近

代
社
会
の
矛
盾
の
中
に
生
き
て
い
る
我
々
に
と
っ
て
は
、
過
去
の
も
の
と
し
て
切
り
捨
て
る
こ
と
の
で
き
な
い
示
唆
を
有
し
て
い
る
。
本
論
が
目
指
す
こ
と
は
、

彼
の
主
張
し
た
「
思
想
」
を
通
じ
て
、
我
々
自
身
の
生
の
在
り
様
を
捉
え
な
お
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
本
論
は
ま
ず
彼
の
思
想
そ

の
も
の
の
構
造
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

 
第
三
節 

考
察
の
手
順 
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次
に
そ
の
よ
う
な
諸
宗
教
の
解
釈
の
枠
組
み
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
か
を
問
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
彼
の
思
想
は
最
初
か
ら
円
熟
し
た
形
で
提

示
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
そ
こ
で
第
二
部
は
大
拙
の
宗
教
理
解
全
体
を
構
成
し
て
い
る
枠
組
み
を
通
時
的
に
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
画
定
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
大
拙
思
想
全
体
の
大
き
な
流
れ
で
あ
る
。
大
拙
の
生
涯
中
に
は
様
々
な
展
開
が
あ
り
、
そ
れ
を
区
分
し
て
い
く
視
点
は
多
分
に
存
在

す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
彼
の
「
思
想
」
全
体
の
区
分
を
可
能
と
す
る
視
点
は
限
ら
れ
て
い
る
。
本
論
第
四
章
で
は
、「
神
秘
主
義
」
へ
の
評
価
を
基
軸
と
し
て

大
拙
思
想
を
三
期
に
区
分
し
、
そ
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
。
第
五
章
で
は
、
大
拙
思
想
の
根
幹
に
あ
る
体
用
論
が
、
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
経
た
か
、
そ
し
て
そ

の
変
遷
の
背
景
に
何
が
あ
っ
た
か
、
ま
た
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
大
拙
の
禅
理
解
を
思
想
と
し
て
展
開
さ
せ
た
も
の
が

「
即
非
の
論
理
」
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
「
即
非
の
論
理
」
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
が
第
六
章
の
テ
ー

マ
で
あ
る
。
体
用
論
と
即
非
の
論
理
、
こ
の
二
つ
の
基
本
構
造
の
形
成
と
意
味
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
四
章
で
明
ら
か
に
し
た
思
想
形
成
史
が
よ
り

鮮
明
な
形
で
そ
の
姿
を
現
す
こ
と
に
な
る
。 

て
大
拙
が
宗
教
全
体
を
扱
う
際
の
切
り
口
と
な
っ
た
神
秘
主
義
、
こ
れ
ら
の
解
釈
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
大
拙
の
禅
思
想
が
彼
の
宗
教
論
全
体
と

密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
証
拠
づ
け
る
こ
と
に
も
な
る
。
第
一
部
で
は
大
拙
と
諸
宗
教
の
切
り
結
び
の
現
場
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。 

以
上
の
作
業
は
大
拙
の
思
想
を
歴
史
的
に
理
解
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
現
代
を
生
き
る
人
間
と
直
接
的
に
関
係
す

る
倫
理
学
的
な
諸
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
第
三
部
の
課
題
で
あ
る
。
「
行
為
」
、
「
他
者
」
、
「
自
由
」
、
こ
こ
で
扱
う
諸
問
題
は
特
定
宗
教
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
如
何

に
か
か
わ
ら
ず
、
我
々
自
身
の
現
実
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
大
拙
の
論
に
従
う
と
い
う
こ
と
が
、
厳
密
に
は
臨
済
禅
の
枠
組
み
を
前
提
と
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
以
上
、
特
定
宗
教
と
完
全
に
無
縁
な
論
述
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
部
、
第
二
部
を
通
じ
て
彼
の
思
想
を
分
析
す
る

中
で
、
そ
れ
が
単
純
な
宗
教
的
言
説
で
は
な
く
、
存
在
論
、
認
識
論
を
含
ん
だ
一
定
の
哲
学
的
主
張
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ

る
。
第
三
部
が
目
指
す
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
哲
学
的
主
張
に
基
づ
く
大
拙
の
宗
教
思
想
か
ら
、
如
何
な
る
倫
理
思
想
が
導
か
れ
る
の
か
を
確
か
め
る
こ
と
に

あ
る
。
こ
れ
ま
で
倫
理
思
想
と
し
て
主
題
化
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
大
拙
思
想
の
中
に
、
現
代
を
生
き
る
我
々
の
生
と
結
び
つ
く
実
践
性
を
見
出
す
こ
と
が

本
論
の
最
終
目
的
で
あ
る
。 

第
一
部
は
大
拙
の
宗
教
思
想
を
、
諸
宗
教
、
諸
宗
派
横
断
的
に
考
察
す
る
。
第
二
部
は
大
拙
思
想
の
形
成
を
歴
史
縦
断
的
に
追
跡
す
る
。
そ
し
て
、
縦
横
に
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大
拙
の
残
し
た
著
作
が
大
量
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
数
え
方
に
よ
っ
て
多
少
の
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
彼
が
存
命
中
に
刊
行
さ
れ
た
日
本
語
著
作
は

八
十
七
を
数
え
る
。
ま
た
、
彼
の
没
後
に
編
集
さ
れ
た
も
の
も
含
め
る
と
そ
の
数
は
百
を
超
え
る
。
他
方
、
英
文
で
書
か
れ
た
著
作
は
没
す
る
ま
で
に
三
十
四

作
品
が
残
さ
れ
、
さ
ら
に
没
後
に
十
前
後
の
著
作
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
と
は
い
え
、
全
て
の
著
作
が
完
全
な
書
き
下
ろ
し
作
品
で
あ
る
の
で
は
な
い
。
英
文
著

 

大
拙
の
思
想
を
論
じ
る
こ
と
の
必
要
性
と
そ
の
方
法
論
に
つ
い
て
は
以
上
の
よ
う
に
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
で
は
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で

そ
れ
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
論
が
大
拙
の
言
葉
と
し
て
参
照
す
べ
き
主
な
資
料
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

両
者
の
全
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
著
作
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
異
同
が
な
い
も
の
の
、
三
十
年
の
間
に
新
資
料
が
数
多
く
発
見
さ
れ
、「
講
演
」「
書
簡
」「
論
考
」

の
項
目
で
約
十
冊
分
の
増
補
が
為
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
彼
の
全
著
作
が
こ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
彼
の
遺
稿
の
整
理
は
現
在
で
も
完
了
し

て
お
ら
ず
、
大
拙
没
後
す
ぐ
に
刊
行
さ
れ
た
『
全
集
』
だ
け
で
な
く
、
二
〇
〇
三
年
に
完
結
し
た
『
増
補
新
版 

鈴
木
大
拙
全
集
』
に
お
い
て
も
す
べ
て
の
遺
稿

は
網
羅
さ
れ
て
い
な
い
。
未
発
表
原
稿
の
整
理
及
び
出
版
は
、
『
財
団
法
人
松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報
』
を
中
心
に
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。 

描
出
さ
れ
た
大
拙
の
思
想
面
を
、
現
代
を
生
き
る
我
々
と
の
距
離
感
に
よ
っ
て
立
体
的
に
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
第
三
部
の
仕
事
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
方
向

の
分
析
を
通
じ
て
、
大
拙
の
思
想
の
各
テ
ー
マ
が
各
個
に
独
立
し
た
言
説
群
で
は
な
く
、
互
い
に
密
接
な
連
関
を
有
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る

だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
個
々
の
領
域
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
大
拙
思
想
の
全
体
像
を
整
合
的
に
示
す
こ
と
が
、
本
論
の
目
指
す
体
系
的
解

釈
で
あ
る
。 

    

第
四
節 

資
料
の
選
定 

 

久
松
真
一
他
編
『
増
補
新
版 

鈴
木
大
拙
全
集
』
全
四
十
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
～
二
〇
〇
三
年 

久
松
真
一
他
編
『
鈴
木
大
拙
全
集
』
全
三
十
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
～
七
一
年 
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一
九
五
〇
年
代 

 

一
九
三
〇
年
代 

 

一
九
四
〇
年
代 

書
か
ら
の
翻
訳
、
異
な
る
出
版
社
か
ら
の
再
版
な
ど
の
事
情
で
重
複
す
る
も
の
、
講
演
録
の
出
版
な
ど
を
除
く
と
、
純
粋
に
著
作
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
の
数

は
半
分
以
下
と
な
る
。
そ
こ
で
大
拙
在
世
中
に
発
行
さ
れ
た
主
な
日
本
語
著
作
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

 

一
九
二
〇
年
代
以
前 

『
盤
珪
の
不
生
禅
』
（
一
九
四
〇
年
）
、
『
禅
と
日
本
文
化
』
（
一
九
四
〇
年
）
、
『
禅
へ
の
道
』
（
一
九
四
一
年
）
、
『
禅
問
答
と
悟
り
』
（
一
九
四
一
年
）
、
『
禅

の
諸
問
題
』（
一
九
四
一
年
）
、『
仏
教
の
核
心
』（
一
九
四
一
年
）
、『
一
真
実
の
世
界
』（
一
九
四
一
年
）
、『
続 

禅
と
日
本
文
化
』（
一
九
四
二
年
）
、『
東
洋

的
一
』
（
一
九
四
二
年
）
、
『
浄
土
系
思
想
論
』
（
一
九
四
三
年
）
、
『
文
化
と
宗
教
』
（
一
九
四
三
年
）
、
『
一
禅
者
の
思
索
』
（
一
九
四
三
年
）
、
『
宗
教
経
験
の

事
実
』（
一
九
四
三
年
）
、『
禅
思
想
史
研
究
第
一
』（
一
九
四
三
年
）
、『
禅
の
思
想
』（
一
九
四
三
年
）
、『
禅
百
題
』（
一
九
四
三
年
）
、『
日
本
的
霊
性
』（
一

九
四
四
年
）
、
『
今
北
洪
川
』
（
一
九
四
四
年
）
、
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
（
一
九
四
六
年
）
、
『
自
主
的
に
考
へ
る
』
（
一
九
四
七
年
）
、
『
仏
教
の
大
意
』
（
一

九
四
八
年
）
、『
日
本
の
霊
性
化
』（
一
九
四
七
年
）
、『
宗
教
と
近
代
人
』（
一
九
四
八
年
）
、『
青
年
に
与
ふ
』（
一
九
四
八
年
）
、『
禅
一
拶
』（
一
九
四
八
年
）
、

『
東
洋
と
西
洋
』
（
一
九
四
八
年
）
、
『
妙
好
人
』
（
一
九
四
八
年
）
、
『
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
』
（
一
九
四
九
年
）
、
『
禅
学
へ
の
道
』
（
一
九
四
九
年
）
、
『
古
代

中
国
哲
学
史
』
（
一
九
四
九
年
）
、
『
臨
済
の
基
本
思
想
』
（
一
九
四
九
年
） 

『
禅
と
は
何
ぞ
や
』
（
一
九
三
〇
年
）
、
『
宗
教
経
験
に
就
き
て
』
（
一
九
三
〇
年
）
、
『
支
那
仏
教
印
象
記
』
（
一
九
三
四
年
）
、
『
禅
堂
の
修
行
と
生
活
』
（
一

九
三
五
年
）
、
『
無
心
と
い
ふ
こ
と
』
（
一
九
三
九
年
） 

『
般
若
経
の
哲
学
と
宗
教
』（
一
九
五
〇
年
）
、『
禅
思
想
史
研
究
第
二
』（
一
九
五
一
年
）
、『
宗
教
の
根
本
疑
点
に
つ
い
て
』（
一
九
五
二
年
）
、『
宗
教
入
門
』

『
新
仏
教
論
』（
一
八
九
六
年
）
、『
禅
の
第
一
義
』（
一
九
一
四
年
）
、『
向
上
の
鉄
槌
』（
一
九
一
五
年
）
、『
禅
の
研
究
（
大
正
五
年
版
）
』（
一
九
一
六
年
）
、

『
禅
の
立
場
か
ら
』
（
一
九
一
六
年
）
、
『
百
醜
千
拙
』
（
一
九
二
五
年
）
、
『
随
筆 

禅
』
（
一
九
二
七
年
） 
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一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と
講
演
録
の
出
版
が
本
格
化
す
る
。『
禅
と
は
何
ぞ
や
』
や
『
宗
教
経
験
に
就
き
て
』
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
三
〇
年
代
で
大
拙
思
想

を
知
る
上
で
重
要
な
も
の
は
『
禅
と
念
仏
の
心
理
学
的
基
礎
』
、
『
無
心
と
い
ふ
こ
と
』
で
あ
る
。
前
者
は
大
拙
の
浄
土
教
研
究
の
嚆
矢
と
し
て
、
後
者
は
仏
教

の
本
質
を
「
無
心
」
に
求
め
た
も
の
と
し
て
彼
の
思
想
の
変
遷
を
証
拠
づ
け
る
一
つ
の
目
印
と
な
る
。
英
著
か
ら
の
翻
訳
と
し
て
は
『
禅
堂
の
修
行
と
生
活
』

 

一
九
六
〇
年
代 

『
新
宗
教
論
』
は
大
拙
渡
米
前
に
物
し
た
処
女
作
で
、
日
本
語
著
作
の
刊
行
が
本
格
化
す
る
の
は
帰
国
し
て
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
初
期
の
大
拙
は
必
ず
し
も

著
作
を
目
的
と
し
て
執
筆
活
動
を
始
め
た
の
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
て
い
た
時
期
か
ら
日
本
の
仏
教
系
雑
誌
へ
の
論
文
や
エ
ッ
セ
イ
の
寄
稿
な
ど
が

活
動
の
中
心
で
あ
っ
た
。
大
拙
の
在
米
生
活
は
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
十
年
間
に
及
ん
で
い
た
が
、
こ
の
頃
の
日
本
仏
教
界
は
伝
統
教
団
か
ら
離

れ
た
場
所
で
新
た
な
局
面
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
新
仏
教
徒
同
志
会
の
主
宰
す
る
機
関
紙
『
新
仏
教
』
や
、
清
沢
満
之
（
一
八
六
三
～
一
九
〇
三
年
）
の

精
神
主
義
運
動
の
思
想
的
発
信
源
で
あ
っ
た
『
精
神
界
』
、
真
宗
本
願
寺
派
が
新
た
に
開
校
し
た
普
通
教
校
の
学
生
有
志
に
よ
る
『
反
省
雑
誌
』
な
ど
、
伝
統
的

な
教
団
か
ら
独
立
し
た
新
時
代
の
仏
教
運
動
を
目
指
し
た
人
間
に
よ
っ
て
、
様
々
な
情
報
発
信
の
場
が
新
設
さ
れ
た
。
一
九
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け

て
大
拙
は
『
大
乗
禅
』
、
『
禅
道
』
、
『
新
仏
教
』
、
『
中
外
日
報
』
な
ど
の
雑
誌
、
新
聞
へ
寄
稿
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
こ
の
頃
の
大
拙
の
著
作
の
多
く
は
こ
れ
ら

の
雑
誌
、
新
聞
へ
の
投
稿
を
一
書
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
『
禅
の
第
一
義
』
や
『
向
上
の
鉄
槌
』
、
『
百
醜
千
拙
』
、
『
随
筆 

禅
』
と
い
っ
た
著
作
は
そ
れ
ま

で
の
論
稿
を
ま
と
め
る
形
で
成
立
し
た
。
そ
の
中
で
当
時
の
大
拙
の
宗
教
思
想
を
ま
と
ま
っ
た
形
で
探
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
『
禅
の
立
場
か
ら
』
、
特
に
そ

の
第
二
編
「
如
是
説
」
で
あ
る
。
同
時
期
の
『
禅
の
研
究
（
大
正
五
年
版
）
』
も
彼
の
禅
理
解
を
探
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、
自
身
が
「
雑
記
」
と
評
し

て
お
り
、
ま
だ
体
系
的
な
思
想
に
は
至
っ
て
い
な
い
。 

 

『
日
本
仏
教
』
（
一
九
六
一
年
）
『
東
洋
的
見
方
』
（
一
九
六
三
年
）
、
『
禅
』
（
一
九
六
五
年
）
、
『
東
洋
の
心
』
（
一
九
六
五
年
）
、
『
大
拙
つ
れ
づ
れ
草
』
（
一

九
六
六
年
） 

（
一
九
五
二
年
）
、
『
宗
教
論
集
』
（
一
九
五
二
年
）
、
『
よ
み
が
へ
る
東
洋
』
（
一
九
五
四
年
）
、
『
華
厳
の
研
究
』
（
一
九
五
五
年
）
、
『
禅
に
よ
る
生
活
』
（
一

九
五
七
年
）
、
『
禅
の
研
究
（
昭
和
三
十
二
年
版
）
』
（
一
九
五
七
年
）
、
『
宗
教
と
現
代
生
活
』
（
一
九
五
八
年
） 
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一
九
六
〇
年
代
の
著
作
は
さ
ら
に
少
な
く
な
り
、
論
文
集
と
し
て
『
日
本
仏
教
』
、『
東
洋
的
な
見
方
』
、『
東
洋
の
心
』
、『
大
拙
つ
れ
づ
れ
草
』
、
英
著
か
ら
の

翻
訳
は
『
禅
』
の
名
が
挙
が
る
に
止
ま
る
。 

 

一
九
五
〇
年
代
に
な
る
と
、
海
外
で
の
講
演
活
動
が
本
格
化
し
た
た
め
か
、
新
た
な
著
作
は
少
な
く
な
る
。
論
文
集
と
し
て
は
、
『
禅
思
想
史
研
究
第
二
』
、

『
宗
教
論
集
』
、
『
よ
み
が
へ
る
東
洋
』
、
『
宗
教
と
現
代
生
活
』
が
あ
り
、
講
演
集
と
し
て
『
宗
教
入
門
』
が
あ
る
。
英
著
か
ら
の
和
訳
書
と
し
て
は
『
般
若
経

の
哲
学
と
宗
教
』
、
『
禅
に
よ
る
生
活
』
、
『
禅
の
研
究
（
昭
和
三
十
二
年
版
）
』
、
『
華
厳
の
研
究
』
が
あ
る
。 

 
そ
し
て
量
的
に
も
質
的
に
も
最
も
重
要
な
著
作
を
残
し
た
時
期
が
一
九
四
〇
年
代
で
あ
る
。
先
に
列
挙
し
た
著
作
の
半
数
が
こ
の
時
期
に
発
表
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
彼
の
著
作
の
性
質
も
変
わ
っ
て
く
る
。
既
存
の
論
文
を
一
書
に
ま
と
め
る
と
い
う
形
を
採
っ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
禅
に

関
す
る
著
作
は
エ
ッ
セ
イ
集
的
な
色
彩
が
濃
く
、
様
々
な
問
題
に
そ
の
都
度
言
及
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
主
題
の
一
貫
性
と
い
う
意
味
で

は
統
一
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
論
文
集
の
形
式
を
採
っ
て
い
て
も
明
確
な
テ
ー
マ
を
掲
げ
た
著
作
が
、
そ
れ
ま
で
の
講

演
集
や
エ
ッ
セ
イ
集
的
性
格
の
著
作
に
加
わ
る
形
で
登
場
す
る
。
講
演
録
と
し
て
は
『
禅
と
日
本
文
化
』
、
『
続
禅
と
日
本
文
化
』
、
『
仏
教
の
核
心
』
、
『
仏
教
の

大
意
』
、
『
日
本
の
霊
性
化
』
、
『
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
』
、
ま
た
論
文
集
の
形
式
を
採
る
も
の
と
し
て
は
『
禅
の
諸
問
題
』
、
『
一
真
実
の
世
界
』
、
『
東
洋
的
一
』
、

『
浄
土
系
思
想
論
』
、
『
文
化
と
宗
教
』
、
『
一
禅
者
の
思
索
』
、
『
禅
百
題
』
、
『
宗
教
と
近
代
人
』
、
『
禅
一
拶
』
、
『
東
洋
と
西
洋
』
、
『
臨
済
の
基
本
思
想
』
が
挙
げ

ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
時
期
に
著
作
と
し
て
書
き
下
ろ
さ
れ
た
も
の
は
、『
盤
珪
の
不
生
禅
』
、『
禅
問
答
と
悟
り
』
、『
宗
教
経
験
の
事
実
』
、『
禅
思
想
史
研
究
第

一
』
、
『
禅
の
思
想
』
、
『
日
本
的
霊
性
』
、
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
、
『
妙
好
人
』
な
ど
多
数
あ
る
。
ま
た
英
著
か
ら
の
翻
訳
と
し
て
は
『
古
代
中
国
哲
学
史
』
が

あ
る
。 

が
あ
る
。 

ま
た
、
大
拙
本
人
の
著
作
で
は
な
い
が
、
彼
が
校
訂
出
版
し
た
禅
籍
類
に
つ
い
て
も
整
理
し
て
お
き
た
い
。 

『
敦
煌
出
土
荷
沢
神
会
禅
師
語
録
』（
一
九
三
四
年
）
、『
敦
煌
出
土
六
祖
壇
経
』（
一
九
三
四
年
）
、『
興
聖
寺
本
六
祖
壇
経
』（
一
九
三
四
年
）
、『
校
刊
少
室

逸
書
及
解
説
』
（
一
九
三
六
年
）
、
『
韶
州
曹
渓
山
六
祖
師
壇
経
』
（
一
九
四
〇
年
）
、
『
盤
珪
禅
師
語
録
』
（
一
九
四
一
年
）
、
『
仏
果
碧
巌
破
関
撃
節
』
（
一
九
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時
期
に
よ
る
偏
り
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
膨
大
な
出
版
活
動
を
可
能
に
し
た
背
景
に
は
、
経
済
面
で
の
支
援
を
続
け
た
安
宅
弥
吉
（
一
八
七
三
～
一

九
四
九
年
）
と
、
彼
の
原
稿
を
編
集
し
た
古
田
紹
欽
の
存
在
が
大
き
い
。
一
九
四
五
年
、
安
宅
を
は
じ
め
と
す
る
実
業
家
た
ち
の
出
資
に
よ
り
北
鎌
倉
の
地
に

設
立
さ
れ
た
松
ヶ
岡
文
庫
に
は
、
大
拙
が
そ
れ
ま
で
蒐
集
し
て
き
た
大
量
の
書
籍
が
納
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
こ
は
大
拙
の
仏
教
研
究
の
拠
点
と
も
な
っ
た
の

で
あ
る
が
、
大
拙
が
海
外
講
演
で
同
地
を
離
れ
て
い
る
間
、
文
庫
の
活
動
を
支
え
て
い
た
人
物
が
『
鈴
木
大
拙
全
集
』
の
編
者
、
古
田
紹
欽
で
あ
る
。
一
九
三

〇
年
代
以
降
の
著
作
の
中
に
は
古
田
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
も
の
が
数
多
く
あ
る
。
な
お
、
鈴
木
大
拙
の
全
著
作
と
そ
の
出
版
社
、
出
版
年
等
に
つ
い
て
は
、

巻
末
の
図
２
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
概
観
し
て
み
る
と
、
膨
大
な
彼
の
著
作
の
中
で
ど
の
よ
う
な
も
の
に
注
目
す
べ
き
か
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
本
論
文
は

大
拙
の
思
想
に
着
目
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
お
の
ず
か
ら
大
拙
の
思
想
を
よ
り
明
確
に
読
み
取
れ
る
も
の
を
優
先
的
に
取
り
扱
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ

れ
に
は
ま
ず
大
拙
自
身
が
一
つ
の
テ
ー
マ
を
念
頭
に
お
い
て
執
筆
し
た
も
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。
そ
し
て
ま
た
、
著
作
と
し
て
の
初
出
で
は
な
い
も
の
の
著
作
全

体
が
一
つ
の
思
想
的
テ
ー
マ
で
ま
と
ま
っ
て
い
る
も
の
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
条
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。 

こ
こ
に
は
大
拙
一
人
の
手
に
よ
る
も
の
の
他
、
公
田
蓮
太
郎
（
一
八
七
四
～
一
九
六
三
年
）
や
古
田
紹
欽
（
一
九
一
一
～
二
〇
〇
一
年
）
、
秋
月
龍
珉
ら
と
の
共

編
校
の
も
の
も
含
ま
れ
る
。
本
論
で
も
触
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
、
大
拙
は
各
地
で
新
た
に
発
掘
、
発
見
さ
れ
た
禅
籍
類
の
出
版
と
い
う

禅
研
究
の
基
礎
固
め
に
も
奔
走
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

  

四
二
年
）
、
『
盤
珪
禅
師
説
法
』
（
一
九
四
三
年
）
、
『
抜
隊
禅
師
法
語
』
（
一
九
四
三
年
）
、
『
大
燈
百
二
十
則
』
（
一
九
四
四
年
）
、
『
月
庵
和
尚
法
語
』
（
一
九

四
四
年
）
、『
燉
煌
出
土
積
翠
軒
本
絶
観
論
』（
一
九
四
五
年
）
、『
無
難
禅
師
道
歌
』（
一
九
四
七
年
）
、『
驢
鞍
橋
』（
一
九
四
八
年
）
、『
校
訂
国
訳
趙
州
禅
師

語
録
』
（
一
九
六
四
年
） 

 
『
新
仏
教
論
』
、
『
禅
の
立
場
か
ら
』
、
『
無
心
と
い
ふ
こ
と
』
、
『
盤
珪
の
不
生
禅
』
、
『
禅
問
答
と
悟
り
』
、
『
宗
教
経
験
の
事
実
』
、
『
禅
思
想
史
研
究
第
一
』
、

『
禅
の
思
想
』
、
『
日
本
的
霊
性
』
、
『
日
本
の
霊
性
化
』
、
『
妙
好
人
』
、
『
禅
思
想
史
研
究
第
二
』
、
『
禅
と
日
本
文
化
』
、
『
続
禅
と
日
本
文
化
』
、
『
浄
土
系
思
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本
論
文
は
以
上
の
構
想
の
下
で
考
察
を
進
め
て
い
く
。
そ
の
具
体
的
な
作
業
は
、
彼
の
言
葉
を
整
合
的
に
読
み
解
い
て
い
く
単
調
な
道
で
あ
る
。
し
か
し
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
彼
の
言
動
全
て
を
論
理
的
に
解
き
明
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
の
思
想
の
中
心
に
は
、
思
想
に
よ
る
解
釈
を
ど

こ
ま
で
も
拒
否
す
る
「
体
験
」
と
い
う
要
素
が
控
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
本
研
究
は
、
大
拙
の
い
う
そ
の
「
体
験
」
の
内
実
を
問
う
こ
と
は
し
な
い
。

「
体
験
」
の
外
面
、
す
な
わ
ち
概
念
と
し
て
の
「
体
験
」
が
他
の
諸
概
念
や
範
疇
と
ど
の
よ
う
な
連
関
に
あ
る
の
か
を
問
う
。
球
体
の
内
側
を
覗
く
こ
と
な
く
、

球
体
が
ど
こ
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
を
問
う
。
そ
れ
は
、
禅
問
答
の
内
容
を
直
接
に
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
問
答
を
大
拙
が
ど
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て

語
っ
て
い
る
か
を
論
じ
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
研
究
は
ど
こ
ま
で
も
禅
の
周
縁
を
徘
徊
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
拙
の
語
っ
た
禅
の
周

縁
が
ど
こ
に
接
し
て
い
る
か
を
確
か
め
る
こ
と
は
、
禅
の
中
心
を
目
指
す
人
間
に
と
っ
て
も
決
し
て
無
意
味
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

し
か
し
、
大
拙
の
思
想
が
こ
の
よ
う
な
著
作
に
よ
り
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
本
論
の
考
察
は
著
作
単
位
で
進
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
と
い

う
の
も
、
本
論
が
先
に
掲
げ
た
主
題
の
多
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
著
作
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
と
い
う
よ
り
も
、
各
々
の
著
作
の
中
に
、
断
片
的
な
記
述
と
し
て
散

り
ば
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
浄
土
教
解
釈
は
『
浄
土
系
思
想
論
』
に
、
道
元
解
釈
は
『
禅
思
想
史
研
究
第
一
』
や
『
禅
の
思
想
』
に
、
神

秘
主
義
解
釈
は
『
禅
の
立
場
か
ら
』
に
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
考
察
の
中
心
と
な
る
著
作
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
著
作
の
中
で

言
及
さ
れ
な
い
点
や
判
然
と
し
な
い
点
が
、
他
の
著
作
中
の
全
く
関
係
な
い
文
脈
の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
本
論
は
以
上
の
よ
う

な
著
作
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、
考
察
の
対
象
を
そ
こ
に
限
定
せ
ず
、
大
拙
の
著
作
全
体
を
常
に
視
野
に
含
め
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、『
全
集
』

以
外
の
一
次
資
料
と
し
て
、
近
年
の
邦
訳
本
や
『
鈴
木
大
拙
坐
談
集
』
も
適
宜
参
照
し
て
い
く
。 

    

結 想
論
』
、
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
、
『
仏
教
の
大
意
』
、
『
臨
済
の
基
本
思
想
』
、
『
般
若
経
の
哲
学
と
宗
教
』
、
『
華
厳
の
研
究
』 
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一 
と
は
い
え
、
こ
の
書
が
手
放
し
に
賞
賛
だ
け
を
も
っ
て
受
容
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
ベ
ル
ギ
ー
の
仏
教
学
者
ド
・
ラ
・
ヴ
ァ
レ
ー
・
プ
サ
ン
（
一
八
六
九
～
一
九
三
八
年
）
は
大
拙

の
大
乗
仏
教
理
解
に
厳
し
い
批
判
を
加
え
た
。
プ
サ
ン
は
、
大
拙
の
理
解
が
多
様
な
宗
教
現
象
で
あ
る
大
乗
仏
教
の
一
面
を
切
り
取
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
か
つ
そ
の
解
釈
も
仏
教
と
い

う
よ
り
も
六
派
哲
学
の
一
つ
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
学
派
の
思
想
で
あ
る
と
難
じ
た
と
い
う
（
鈴
木
大
拙
著
・
佐
々
木
閑
訳
『
大
乗
仏
教
概
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
四
二
五
～
四
二

八
頁
）
。 

二 

桐
田
清
秀
「
学
習
院
時
代
の
鈴
木
貞
太
郎
大
拙
」
『
禅
学
研
究
』
第
八
十
二
号
、
花
園
大
学
、
二
〇
〇
四
年
、
参
照
。 

三 

桐
田
清
秀
「
戦
後
ア
メ
リ
カ
滞
在
期
の
鈴
木
大
拙
」
『
禅
学
研
究
』
第
八
十
八
号
、
二
〇
一
〇
年
、
六
三
頁
。 

四 

大
拙
と
仙
厓
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
嶋
本
浩
子
「
鈴
木
大
拙
と
仙
厓
の
書
画 

―
不
二
思
想
を
中
心
に
し
て
―
」（
宝
塚
造
形
芸
術
大
学
大
学
院 

造
形
・
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
学
位
論
文
、

二
〇
〇
九
年
）
に
詳
し
い
。 

五 

石
井
清
純
監
修
『
禅
と
林
檎 
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
と
い
う
生
き
方
』
ミ
ヤ
オ
ビ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二
〇
一
二
年
、
一
八
六
頁
。 

六 

「
鈴
木
禅
学
」
と
い
う
呼
称
は
、
秋
月
龍
珉
が
恩
師
大
拙
の
禅
思
想
を
捉
え
る
た
め
に
造
っ
た
語
で
あ
る
。 

七 

次
の
よ
う
な
言
葉
に
、
悟
り
を
体
験
で
は
な
く
言
葉
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
立
場
が
表
れ
て
い
る
。
「
…
…
批
判
者
と
し
て
の
仏
教
が
、
（
一
）
縁
起
、
（
二
）
利
他
、
（
三
）
言
葉

と
い
う
三
点
を
重
ん
ず
る
思
想
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
否
定
対
象
と
し
て
の
「
本
覚
思
想
」
は
、
老
荘
で
あ
れ
禅
で
あ
れ
、
そ
の
三
点
を
無
視
す
る
こ
と
で
は
共
通
し
た
性
格
を
示
し
て

い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
（
袴
谷
憲
明
『
本
覚
思
想
批
判
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
九
年
、
一
六
頁
）
。
「
…
…
基
本
的
に
は
、
い
か
な
る
禅
定
説
と
い
え
ど
も
、
〝
思
考
の
停
止
〟
を

目
指
さ
な
い
も
の
は
、
存
在
し
な
い
。
し
か
る
に
、
仮
り
に
私
見
に
従
っ
て
〝
仏
教
は
縁
起
説
で
あ
る
〟
と
考
え
る
な
ら
ば
、
仏
教
の
悟
り
と
は
、
正
に
、
〝
縁
起
説
を
対
象
と
す
る
思

考
〟
で
あ
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
」
（
松
本
史
朗
『
禅
思
想
の
批
判
的
研
究
』
大
蔵
出
版
、
一
九
九
四
年
、
六
四
頁
）
。 

八 

こ
の
類
型
化
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
以
下
の
論
文
を
参
照
し
た
。
上
田
閑
照
「
禅
と
世
界
」（
西
谷
啓
治
監
修
・
上
田
閑
照
編
『
禅
と
哲
学
』
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
八
八
年
）
、

大
橋
良
介
「
禅
と
哲
学
」
（
前
掲
書
）
。
末
木
文
美
士
「
禅
の
言
語
は
思
想
を
表
現
し
う
る
か 

―
公
案
禅
の
展
開
―
」
（
『
思
想
』
九
六
〇
号
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
。 

九 

ミ
シ
ェ
ル
・
モ
ー
ル
「
近
代
「
禅
思
想
」
の
形
成 

―
洪
岳
宗
演
と
鈴
木
大
拙
の
役
割
を
中
心
に
―
」
（
『
思
想
』
第
九
四
三
号
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
、
四
九
頁
。 

十 

こ
の
点
で
、
大
拙
の
主
張
は
以
下
の
神
秘
主
義
研
究
上
の
問
題
点
を
如
実
に
表
し
て
い
る
。「
つ
ま
り
神
秘
主
義
的
テ
ク
ス
ト
は
、
そ
こ
か
ら
絶
対
的
真
理
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

主
張
し
つ
つ
も
、
そ
の
真
理
の
読
者
の
「
立
場
」
か
ら
の
読
解
を
禁
じ
、
さ
ら
に
は
「
読
解
」
可
能
性
そ
の
も
の
を
も
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
テ
ク
ス
ト
が
要
請
す
る
こ
と
は
、
従

っ
て
、
テ
ク
ス
ト
の
「
解
釈
」
と
い
う
枠
組
み
自
体
の
さ
ら
に
「
外
」
に
出
る
こ
と
、
つ
ま
り
テ
ク
ス
ト
の
真
理
の
知
的
「
読
解
」
、「
解
釈
」
を
放
棄
し
て
、
そ
の
真
理
を
体
得
す
る
こ

と
、
つ
ま
り
宗
教
的
実
践
の
要
求
と
な
る
」
（
鶴
岡
賀
雄
「
宗
教
学
者
は
神
秘
家
の
テ
ク
ス
ト
に
い
か
に
接
近
す
る
か
」
、
脇
本
平
也
・
柳
川
啓
一
編
『
現
代
宗
教
学
二 

宗
教
思
想
と
言

葉
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
、
九
六
頁
）
。 

十
一 

「
禅
書
を
い
く
ら
読
ん
で
い
く
ら
あ
て
推
量
し
て
み
て
も
、
禅
そ
の
も
の
の
研
究
に
は
な
ら
ぬ
で
し
ょ
う
。
禅
を
研
究
し
よ
う
と
い
う
学
者
に
も
自
ら
な
に
ほ
ど
か
の
禅
経
験
が
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
な
け
れ
ば
、
自
ら
禅
そ
の
も
の
を
研
究
し
て
い
る
つ
も
り
で
、
た
だ
い
た
ず
ら
に
禅
の
周
囲
を
馳
せ
廻
る
結
果
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
」
（
『
秋
月
龍

珉
著
作
集
』
第
七
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
七
八
年
、
一
三
八
頁
）
。 

十
二 

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
は
従
来
の
禅
研
究
が
言
語
行
為
論
に
お
け
る
「
確
認
的
発
話
」
で
は
な
く
、
「
遂
行
的
発
話
」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
（
金
子
奈
央

「
訳
者
解
題
」
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
「
禅
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
興
起
（
上
） 

―
鈴
木
大
拙
と
西
田
幾
多
郎
―
」
『
思
想
』
第
九
六
〇
号
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
参
照
）
、

こ
の
こ
と
は
上
述
の
諸
類
型
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
、
文
献
に
基
づ
く
客
観
性
が
主
張
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
の
立
場
の
真
理
性
が
創
造
さ

れ
る
と
い
う
側
面
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

十
三 

神
秘
主
義
で
語
ら
れ
る
「
宗
教
体
験
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
大
拙
の
在
世
中
か
ら
宗
教
学
の
領
域
で
議
論
さ
れ
て
き
た
。
深
澤
英
隆
は
次
の
よ
う
な
Ｗ
・
ス
テ
イ
ス
と
Ｓ
・
Ｔ
・

カ
ッ
ツ
の
間
に
起
こ
っ
た
神
秘
主
義
論
争
に
言
及
し
て
い
る
。
ス
テ
イ
ス
は
伝
統
を
超
え
た
普
遍
的
な
神
秘
体
験
と
、
体
験
の
後
に
事
後
的
に
為
さ
れ
る
言
語
的
把
握
と
い
う
「
体
験
―
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解
釈
」
と
い
う
図
式
で
神
秘
主
義
を
捉
え
よ
う
と
す
る
。
他
方
カ
ッ
ツ
は
、
ス
テ
イ
ス
の
見
方
に
批
判
を
向
け
、
神
秘
体
験
が
そ
の
体
験
に
先
行
す
る
伝
統
的
文
化
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
し
か
し
、
深
澤
は
体
験
と
伝
統
と
い
う
二
項
を
中
心
に
し
た
神
秘
主
義
理
解
の
限
界
を
見
出
し
て
い
る
。
「
無
造
作
に
す
べ
て
を
実
的
体
験
の
記
述
・
表
現

と
見
な
し
つ
つ
近
代
的
（
あ
る
い
は
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
な
）
体
験
神
学
を
展
開
す
る
と
い
っ
た
態
度
に
、
あ
る
い
は
他
方
で
す
べ
て
を
思
想
的
存
在
命
題
と
解
し
つ
つ
神
秘
主
義
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
批
判
に
終
始
す
る
、
と
い
っ
た
立
場
」
に
対
す
る
代
案
と
し
て
、
「
言
語
（
思
想
的
テ
ク
ス
ト
か
ら
即
物
的
体
験
報
告
に
至
る
）
が
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
探
求
の
第
一
の
通
路

と
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
「
通
常
の
言
語
使
用
（
例
え
ば
知
覚
言
語
）
に
習
熟
し
た
人
間
で
あ
る
神
秘
家
が
、
あ
え
て
日
常
的
・
共
同
的
生
よ
り
の
「
神
秘
的
」
偏
差
を
言
表

し
た
も
の
が
神
秘
主
義
の
こ
と
ば
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
そ
う
し
た
「
意
図
」
の
（
心
理
的
な
ら
ぬ
）
意
味
論
的
画
定
を
お
こ
な
う
こ
と
は
、
決
し
て
無
駄
で
は
な
い
」
と
結
論

し
て
い
る
（
以
上
、
深
澤
英
隆
『
啓
蒙
と
霊
性 

近
代
宗
教
言
説
の
生
成
と
変
容
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
第
Ⅱ
部
第
五
章
参
照
）
。
言
語
を
超
え
た
真
理
を
語
る
大
拙
を
、
こ
こ
で

広
義
の
神
秘
家
と
み
な
す
な
ら
ば
、
本
論
が
大
拙
の
い
う
体
験
そ
の
も
の
の
妥
当
性
で
は
な
く
、
彼
の
「
こ
と
ば
」
の
意
味
を
第
一
に
考
察
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
現
代

の
神
秘
主
義
研
究
の
立
場
と
も
一
致
す
る
で
あ
ろ
う
。 



第
一
部

鈴
木
大
拙
の
諸
宗
教
理
解



 

こ
の
よ
う
に
浄
土
教
と
禅
と
は
本
来
全
く
対
極
に
定
位
さ
れ
る
べ
き
思
想
伝
統
で
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
両
者
は
古
く
か
ら
「
禅
浄
一
致
」
と
い
う
よ
う
に
、

そ
の
根
源
に
お
い
て
軌
を
一
に
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
日
本
近
代
に
お
い
て
禅
と
浄
土
の
一
致
を
説
い
た
代
表
的
人
物
が
鈴
木
大
拙
で
あ
る
。

大
拙
の
宗
教
理
解
、
特
に
本
来
枠
組
み
を
共
有
し
え
な
い
は
ず
の
他
宗
教
や
他
宗
派
の
教
理
を
彼
が
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の
か
を
探
る
上
で
、
こ
の
浄

土
教
の
問
題
は
重
大
な
意
義
を
担
っ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
大
拙
の
浄
土
教
解
釈
を
考
察
し
、
そ
の
理
解
の
背
景
に
あ
る
彼
の
思
想
的
枠
組
み
を
浮
き
彫
り
に

し
た
い
と
思
う
。
こ
の
テ
ー
マ
は
、
禅
浄
一
致
の
思
想
史
上
の
問
題
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
大
拙
自
身
の
宗
教
論
全
体
の
中
で
も
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。

上
述
の
よ
う
に
彼
の
浄
土
教
論
は
、
彼
の
仏
教
論
全
体
の
中
で
禅
に
次
ぐ
規
模
の
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
ま
ず
は
、
彼
の
浄
土
教
理
解
を
闡
明

第
一
章 

無
限
と
有
限
の
円
環
的
統
一 

鈴
木
大
拙
の
宗
教
論
の
中
心
が
禅
に
あ
る
こ
と
は
既
に
序
で
述
べ
た
が
、
禅
に
及
ば
な
い
ま
で
も
彼
が
多
大
な
紙
幅
を
割
い
て
そ
の
重
要
性
を
喚
起
し
た
教

え
が
浄
土
教
で
あ
る
。
浄
土
教
は
龍
樹
（
一
五
〇
～
二
五
〇
年
頃
）
の
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
、
世
親
（
四
〇
〇
～
四
八
〇
年
頃
）
の
『
浄
土
論
』
に
源
を
発
し
、

曇
鸞
（
四
七
六
～
五
四
二
年
頃
）
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
の
祖
師
た
ち
に
よ
る
発
展
を
経
て
日
本
に
受
容
さ
れ
た
。
さ
ら
に
日
本
で
は
源
信
（
九
四
二
～
一
〇

一
七
年
）
、
法
然
（
一
一
三
三
～
一
二
一
二
年
）
、
親
鸞
（
一
一
七
三
～
一
二
六
二
年
）
、
そ
の
他
多
く
の
念
仏
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
日
本
独
自
の
浄
土
系
思
想
が

築
か
れ
る
に
至
っ
た
。
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
よ
る
浄
土
往
生
を
そ
の
本
質
と
す
る
浄
土
教
に
お
い
て
は
、
真
宗
に
お
い
て
特
に
顕
著
な
よ
う
に
、
他
力
に
よ
る

救
い
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
彼
ら
は
自
ら
の
教
え
を
他
力
宗
と
位
置
づ
け
、
凡
夫
の
側
の
作
為
が
か
け
ら
で
も
介
在
す
る
立
場
を
自
力
と
し
て
斥
け
よ
う
と
し

た
。
一
般
に
信
心
為
本
と
い
わ
れ
る
真
宗
教
学
で
は
、
自
分
た
ち
に
は
修
行
を
達
成
す
る
能
力
が
欠
如
し
て
い
る
と
い
う
凡
夫
の
自
覚
こ
そ
が
宗
教
的
実
践
の

大
前
提
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
表
現
す
れ
ば
、
禅
と
は
自
ら
の
身
体
を
駆
使
し
た
禅
堂
生
活
の
中
で
、
悟
り
を
目
指
し
て
い
く
実
践

で
あ
る
と
い
え
る
。
外
面
的
な
基
準
に
従
う
な
ら
ば
、
禅
は
自
力
的
宗
教
と
い
う
一
面
を
有
し
て
い
る
。 

  
序 

―
鈴
木
大
拙
の
浄
土
教
解
釈

― 

23 



 
大
拙
の
浄
土
教
理
解
を
探
求
す
る
上
で
、
ま
ず
は
彼
の
人
生
が
弥
陀
救
済
の
教
え
と
ど
の
よ
う
な
接
触
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

彼
の
思
想
は
実
生
活
と
無
縁
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
当
然
そ
の
時
々
の
状
況
か
ら
の
影
響
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

大
拙

は
北
陸
金
沢
に
生
を
受
け
た
。
生
家
は
臨
済
宗
の
檀
家
で
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
の
地
に
は
元
来
真
宗
の
教
線
が
古
く
か
ら
進
出
し
て
い
た
た
め
、
大
拙
も
幼
少

期
に
秘
事
法
門
（
異
端
と
さ
れ
る
呪
術
的
な
念
仏
）
を
体
験
し
た
と
い
う
一

。 

 

そ
の
後
彼
が
浄
土
教
に
親
近
感
を
抱
く
こ
と
に
な
る
直
接
の
き
っ
か
け
は
、
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。 

彼
自
身
の
言
葉
に
従
う
な
ら
ば
、
大
拙
と
浄
土
教
と
の
接
近
は
、
こ
の
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
年
）
頃
、
す
な
わ
ち
、
大
拙
が
一
〇
年
間
余
り
の
在
米
生
活

を
終
え
、
日
本
で
の
著
述
活
動
を
本
格
化
さ
せ
た
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
帰
国
直
後
の
こ
の
時
期
に
真
宗
東
本
願
寺
と
協
力
し
、P

rincipal Teachings o

the P
ure L

and

の
一
書
を
為
し
、
ま
た
、
翌
年
に
は
共
英
訳
書T

he L
ife of the S

hon
in S

inran

を
刊
行
し
た
。
真
宗
の
教
学
者
で
あ
る
佐
々
木
月
樵
（
一

八
七
五
～
一
九
二
六
年
）
と
は
こ
の
時
に
知
己
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
関
係
が
上
述
の
引
用
へ
と
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。 

す
る
必
要
が
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
彼
の
真
宗
へ
の
関
心
が
、
独
自
の
研
究
へ
と
展
開
し
て
い
く
一
つ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
彼
が
学
習
院
大
学
か
ら
真
宗
の
大
谷
大
学
に
所
属

を
移
し
た
こ
と
で
あ
る
。
帰
国
後
か
ら
学
習
院
大
学
で
英
語
教
師
と
し
て
奉
職
し
て
い
た
大
拙
で
あ
っ
た
が
、
様
々
な
状
況
が
絡
み
合
い
な
が
ら
彼
は
一
九
二

一
年
に
佐
々
木
月
樵
の
招
き
を
受
け
、
京
都
へ
の
赴
任
を
決
意
し
た
の
で
あ
っ
た
二

。 

 

そ
の
頃
〔
明
治
四
五
年
・
蓮
沼
〕
暁
烏
敏
君
が
、
信
仰
の
五
部
…
…
ぢ
や
な
か
つ
た
、
三
部
の
や
う
に
思
ふ
で
す
け
ど
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
い
い
や
う

な
、
小
さ
な
本
を
印
刷
し
て
を
つ
た
で
す
。
そ
れ
は
『
歎
異
抄
』
と
『
蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞
書
』
と
『
安
心
決
定
鈔
』
の
三
部
の
や
う
に
覚
え
て
を
り

ま
す
。
…
…
と
こ
ろ
が
『
歎
異
抄
』
や
『
安
心
決
定
鈔
』
、『
蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞
書
』
を
読
ん
で
、「
こ
れ
な
ら
真
宗
と
い
ふ
も
の
も
、
た
だ
極
楽
詣
り

を
云
ふ
だ
け
の
も
の
ぢ
や
な
い
、
面
白
い
な
」
と
い
ふ
こ
と
を
、
佐
々
木
君
〔
佐
々
木
月
樵
・
蓮
沼
〕
に
話
し
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
を
読
ん
で
、

そ
し
て
真
宗
に
対
し
て
一
段
の
興
味
を
持
つ
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
た
で
す
。
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
二
十
九
巻
、
二
九
六
頁
） 
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さ
て
、
こ
の
よ
う
な
多
岐
に
渉
る
大
拙
の
浄
土
教
研
究
を

も
十
全
に
表
現
し
て
い
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
は
や
は
り
『
浄
土
系
思
想
論
』
で
あ

る
。
本
書
は
、
そ
れ
ま
で
の
浄
土
三
部
経
や
日
本
の
浄
土
教
文
献
に
加
え
て
、
真
宗
の
根
本
聖
典
た
る
『
教
行
信
証
』
、
さ
ら
に
は
曇
鸞
の
『
浄
土
論
註
』
の
研

究
成
果
を
踏
ま
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
真
宗
の
多
大
な
影
響
下
に
あ
っ
た
大
拙
の
研
究
環
境
を
考
え
れ
ば
、
前
者
の
教
理
研
究
の
焦
点
は
お
の
ず
と
親
鸞
へ

と
向
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
真
宗
の
教
理
的
側
面
に
対
す
る
大
拙
の
考
え
を
知
る
上
で
は
こ
の
著
作
が

も
よ
い
資
料
と
な
る
。
そ
し
て
他
方
、
生
活
実
践

へ
の
展
開
を
鑑
み
た
と
き
に
、
親
鸞
以
上
の
評
価
を
与
え
ら
れ
る
妙
好
人
研
究
に
つ
い
て
は
、『
宗
教
経
験
の
事
実
』
と
『
妙
好
人
』
が
そ
の
手
が
か
り
と
な
る
。

彼
が
晩
年
ま
で
論
じ
続
け
た
妙
好
人
が
浅
原
才
市
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
に
着
目
す
れ
ば
、
彼
を
主
題
的
に
扱
っ
て
い
る
『
妙
好
人
』
が
ま
ず
第
一
の
資
料
と

な
る
だ
ろ
う
。 

 

大
拙
の
浄
土
教
研
究
は
こ
れ
以
後
一
九
二
〇
年
代
後
半
と
一
九
四
〇
年
代
前
半
に
集
中
し
て
行
わ
れ
た
。
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
は
浄
土
三
部
経
や
日
本
の

浄
土
宗
関
連
文
献
を
、
一
九
四
〇
年
代
前
半
に
は
、『
浄
土
論
註
』
や
『
教
行
信
証
』（
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
）
等
を
研
究
し
た
三

。
前
者
の
成
果
は
『
禅

と
念
仏
の
心
理
学
的
基
礎
』
（
一
九
三
七
年
）
に
、
後
者
は
『
浄
土
系
思
想
論
』
（
一
九
四
二
年
）
に
そ
れ
ぞ
れ
結
晶
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
一
九

四
〇
年
代
を
通
じ
て
、
彼
は
妙
好
人
の
紹
介
に
も
力
を
割
い
て
い
た
。
讃
岐
の
庄
松
（
谷
口
庄
松
、
一
七
九
九
～
一
八
七
一
年
）
や
浅
原
才
市
（
一
八
五
〇
～

一
九
三
二
年
）
と
い
っ
た
妙
好
人
た
ち
に
対
す
る
注
目
は
そ
れ
ぞ
れ
『
宗
教
経
験
の
事
実
』（
一
九
四
三
）
、『
妙
好
人
』（
一
九
四
八
年
）
に
お
い
て
結
実
し
た
。

そ
し
て
大
拙
の
浄
土
教
研
究
が

後
に
目
指
し
た
も
の
は
『
教
行
信
証
』
の
英
訳
事
業
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
大
拙
生
前
に
は
出
版
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

彼
の
浄
土
教
研
究
の
終
着
点
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
四

。 

本
章
の
考
察
は
こ
れ
ら
一
九
四
〇
年
代
の
著
作
を
中
心
に
大
拙
の
解
釈
を
追
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
彼
の
浄
土
教
理
解
の
思
想
的
側
面
が
、
そ
れ
ら
の
著
作
に

強
く
表
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
九
四
〇
年
代
以
前
の
浄
土
教
研
究
は
、『
禅
と
念
仏
の
心
理
学
的
基
礎
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
念
仏
の
も
つ
心
理
学
的

側
面
に
着
目
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
浄
土
教
の
称
名
念
仏
を
形
而
上
学
的
思
索
と
い
う
よ
り
も
、
宗
教
的
実
践
の
も
つ
心
理
作
用
が
主
題
と
さ
れ

て
い
る
。
大
拙
は
浄
土
教
理
解
に
限
ら
ず
、
禅
の
実
践
に
お
い
て
も
同
様
の
見
解
を
有
し
て
お
り
、
浄
土
教
の
称
名
念
仏
、
禅
の
看
話
が
い
ず
れ
も
、
分
別
の

二
元
的
性
格
が
放
逐
す
る
と
こ
ろ
を
目
指
す
実
践
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
加
え
て
、
そ
こ
で
彼
が
念
仏
の
実
践
を
神
秘
主
義
と
し
て
み
な
し
て

い
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
五

。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
立
場
は
後
年
に
な
る
と
明
確
に
斥
け
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
禅
に
よ
る
生
活
』
（
一
九
五
七
年
）
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親
鸞
の
思
想
は
「
信
心
為
本
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、「
信
」
も
し
く
は
「
信
心
」
が
そ
の
根
本
に
あ
る
と
い
え
る
。
親
鸞
に
お
い
て
「
信
」
は
様
々
に
論
じ

 
 第

一
節 

親
鸞
を
め
ぐ
る
諸
概
念 

で
語
ら
れ
る
、「
禅
に
は
心
理
学
的
な
面
の
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
禅
は
更
に
心
理
学
的
な
も
の
を
超
え
て
ゆ
く
も
の
だ
」（
『
全
集
』
第
十
二
巻
、
二
九
三
頁
）

と
い
う
一
節
は
、
単
に
禅
だ
け
で
な
く
彼
の
浄
土
教
理
解
に
対
す
る
反
省
と
し
て
も
読
む
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
よ
う
に
、
心
理
学
的
側
面
に
着
目
し
た
浄
土

教
研
究
は
、
大
拙
自
身
の
基
本
的
立
場
の
変
化
と
と
も
に
乗
り
越
え
ら
れ
た
と
い
う
見
方
が
可
能
と
な
る
（
こ
の
変
遷
の
意
味
は
第
二
部
全
体
を
通
じ
て
考
察

す
る
）
。 

『
日
本
的
霊
性
』
は
法
然
の
念
仏
に
着
目
す
る
。
「
一
心
の
念
仏
」
に
お
い
て
、
此
土
と
彼
土
、
穢
土
と
浄
土
と
が
一
体
と
な
る
と
い
う
点
は
、
「
信
」
を
強
調

す
る
親
鸞
に
比
し
て
「
念
仏
」
の
強
調
と
し
て
対
置
さ
れ
る
が
、
両
者
の
差
異
は
本
質
的
な
異
質
性
で
は
な
く
、
同
じ
浄
土
教
の
体
系
の
中
の
強
調
点
の
違
い

に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
大
拙
の
浄
土
教
解
釈
は
、
真
宗
を
論
じ
つ
つ
も
そ
れ
は
同
時
に
法
然
の
浄
土
宗
を
も
視
座
に
含
め
た
も
の
な
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
本
章
で
は
真
宗
を
中
心
に
大
拙
の
浄
土
教
解
釈
を
考
察
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
法
然
の
浄
土
宗
を
軽
視
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
大
拙

の
法
然
論
は
『
日
本
的
霊
性
』
に
お
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
大
拙
は
「
法
然
と
親
鸞
を
同
一
人
格
と
し
て
見
る
」
と
い
う
特
殊
な
見
方
を
採
る
。

そ
れ
は
法
然
を
親
鸞
と
異
質
な
念
仏
者
と
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
両
者
の
念
仏
を
表
裏
一
体
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
大
拙
の
浄
土
教
論
の
中
心
が
親
鸞
の
真
宗
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
章
で
は
以
下
、
親
鸞
及
び
真
宗
の
念
仏

者
を
基
軸
に
大
拙
の
浄
土
教
理
解
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

   

学
問
的
に
云
ふ
と
、
真
宗
も
浄
土
宗
も
共
に
、
同
一
の
心
理
的
事
実
に
つ
い
て
語
つ
て
ゐ
る
も
の
と
云
へ
る
が
、
実
際
の
教
へ
方
か
ら
見
れ
ば
、
真
宗
は

後
の
瞬
間
を
強
調
す
る
に
対
し
、
浄
土
宗
は
教
育
的
過
程
に
重
き
を
置
く
も
の
と
云
へ
よ
う
。
（
『
全
集
』
第
六
巻
、
五
二
頁
） 
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し
か
し
、
大
拙
は
こ
の
因
と
し
て
の
信
心
と
、
証
と
し
て
の
往
生
・
涅
槃
を
一
つ
の
事
態
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
。 

『
教
行
信
証
』
が
「
涅
槃
の
因
と
し
て
の
信
心
」
を
表
し
て
い
る
の
に
対
し
、
大
拙
は
こ
こ
で
「
涅
槃
そ
の
も
の
と
し
て
の
信
心
」
を
示
し
て
い
る
。
大
拙
が

こ
の
よ
う
な
解
釈
を
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
そ
も
そ
も
彼
が
「
信
心
」
を
「
衆
生
が
本
願
を
信
じ
る
」
と
い
う
事
態
と
し
て
は
捉
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

親
鸞
自
身
の
言
説
に
お
い
て
「
信
心
」
と
は
、
阿
弥
陀
仏
が
法
蔵
菩
薩
で
あ
っ
た
こ
ろ
に
誓
っ
た
四
十
八
の
誓
願
、
特
に
本
願
た
る
第
十
八
願
に
向
け
ら
れ
る

す
な
わ
ち
、
浄
土
へ
の
往
生
が
疑
い
な
く
信
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き
に
摂
め
取
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
事
態
で
あ
り
、
言

い
換
え
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
信
心
は
阿
弥
陀
仏
か
ら
与
え
ら
れ
た
信
心
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
信
心
に
つ
い
て
は
、『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
「
証
大
涅
槃
の

真
因
」
、
「
涅
槃
の
真
因
は
た
だ
信
心
を
以
て
す
」
八

と
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
凡
夫
が
浄
土
に
往
生
し
、
そ
こ
で
涅
槃
を
証
す
る
た
め
の
真
実
の
原
因
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
自
力
に
よ
っ
て
成
仏
す
る
こ
と
も
往
生
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
凡
夫
に
と
っ
て
は
、
阿
弥
陀
仏
か
ら
授
か
っ
た
信
心
に
よ
っ
て
の
み
、
浄
土

往
生
と
そ
の
浄
土
で
の
涅
槃
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
信
心
を
因
と
し
て
、
果
と
し
て
の
証
（
涅
槃
）
を
得
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
。 

ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
例
え
ば
『
末
燈
鈔
』
中
で
は
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
六

。 

    

信
は
そ
れ
自
体
で
充
足
し
て
ゐ
る
。
信
以
外
の
も
の
を
、
求
め
た
り
、
証
し
た
り
す
る
時
、
信
は
自
分
で
な
く
な
る
。
信
の
絶
対
性
は
湮
滅
す
る
。
信
は

無
上
涅
槃
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ
故
に
、「
大
涅
槃
を
証
す
る
の
真
因
な
り
」
と
読
ま
ず
に
、
信
は
即
ち
自
力
人
に
よ
り
て
証
せ
ら
れ
た
大
涅
槃
そ
の

も
の
で
あ
る
と
読
み
た
い
。「
真
因
」
と
は
、
そ
の
も
の
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
、
か
う
す
る
と
、
真
宗
教
学
の
機
構
が
こ
は
れ
る
と
感
ぜ
ら
れ
る
か
も
知
れ

ぬ
。
が
、
こ
の
見
方
で
昭
和
時
代
の
真
宗
信
仰
を
組
み
直
し
て
も
よ
い
で
は
な
い
か
と
思
ふ
こ
と
も
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
六
巻
、
二
一
七
頁
） 

ま
こ
と
の
信
心
の
さ
だ
ま
る
こ
と
は
、
釈
迦
・
弥
陀
の
御
は
か
ら
ひ
と
み
え
て
候
ふ
。
往
生
の
心
う
た
が
ひ
な
く
な
り
候
ふ
は
、
摂
取
せ
ら
れ
参
ら
せ
た

る
ゆ
ゑ
と
み
え
て
候
ふ
。
七 
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こ
こ
で
大
拙
は
「
自
力
」
の
立
場
と
、
分
別
智
（
分
析
的
な
対
象
認
識
）
と
を
結
び
つ
け
て
理
解
し
て
い
る
。
親
鸞
の
言
う
よ
う
に
、「
信
心
」
が
阿
弥
陀
仏
か

ら
与
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
他
力
」
の
信
心
で
あ
っ
て
「
自
力
」
の
信
心
で
な
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
、「
他
力
」
で
あ
る
と
「
考
え
ら
れ
た
他

力
」
も
ま
た
親
鸞
の
い
う
「
他
力
」
で
は
な
い
。
大
拙
に
と
っ
て
は
、「
他
力
」
と
は
「
自
力
」
に
よ
る
理
解
を
一
切
受
け
付
け
な
い
た
め
に
、
同
時
に
「
不
可

思
議
」
と
も
評
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
な
る
一
〇

。
そ
し
て
ま
た
、
そ
の
「
他
力
」
の
信
心
を
得
た
念
仏
者
に
と
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
も
そ
の
誓
願
も
、
自
分
の
思
議

に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
た
対
象
的
な
も
の
で
は
も
は
や
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
彼
は
述
べ
て
い
る
。
大
拙
は
『
日
本
的
霊
性
』（
一
九
四
四
年
）
に
お
い
て
『
蓮

如
上
人
御
一
代
記
聞
書
』
で
の
表
現
に
触
れ
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。 

も
の
で
あ
る
九

。
と
こ
ろ
が
、
大
拙
は
そ
の
よ
う
に
信
じ
る
念
仏
者
と
信
じ
ら
れ
る
本
願
と
い
う
二
者
が
、
念
仏
者
の
意
識
に
お
い
て
二
者
と
し
て
残
っ
て
い

る
限
り
、
そ
れ
は
「
自
力
」
の
信
心
で
あ
る
と
断
じ
て
い
る
。 

   
自
力
の
本
質
は
、
分
別
で
あ
り
、
分
析
す
る
こ
と
で
あ
り
、
対
象
的
に
物
を
見
て
、
い
つ
も
此
か
ら
彼
、
彼
か
ら
此
へ
と
動
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
、

ま
づ
弥
陀
を
彼
方
に
お
い
て
、
自
分
に
対
立
せ
し
め
る
。
而
し
て
彼
の
本
願
力
な
る
も
の
を
考
へ
る
、
…
…
他
力
不
可
思
議
の
論
理
を
獲
得
せ
ん
に
は
、

ど
う
し
て
も
分
別
智
の
制
約
か
ら
遁
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
自
力
の
は
た
ら
き

、
、
、
、
を
そ
の
根
柢
か
ら
覆
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
『
全
集
』
第
六
巻
、
二
二
七
頁
） 

信
心
を
得
る
と
云
ふ
こ
と
は
南
無
阿
弥
陀
仏
の
主
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
此
主
に
な
る
こ
と
が
弥
陀
を
た
の
む
の
義
で
あ
る
。
普
通
の
考
へ
方
で

見
る
と
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
主
と
な
る
こ
と
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
そ
の
も
の
に
な
る
こ
と
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
即
ち
自
分
と
南
無
阿
弥
陀
仏
と
が
二
つ

も
の
で
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
。
二
つ
に
な
つ
て
居
れ
ば
、
ど
ち
ら
か
が
主
で
、
他
は
従
と
な
る
で
あ
ら
う
。
自
分
が
南
無
阿
弥
陀
仏
に
な
る
こ
と
は
、
自
分

が
自
分
の
主
人
公
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
個
己
で
あ
る
自
分
を
捨
て
、
超
個
己
の
霊
性
に
目
覚
め
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
信
が
確
立
す
る
。
そ
れ
が
弥

陀
を
た
の
む
こ
と
で
あ
る
と
云
ふ
の
は
、
頼
ま
れ
る
弥
陀
と
頼
む
自
分
と
が
二
つ
に
な
ら
な
い
で
、
自
分
が
自
分
を
頼
む
と
云
ふ
こ
と
で
な
く
て
は
な
ら

ぬ
。
或
は
弥
陀
が
弥
陀
自
ら
の
存
在
に
覚
醒
す
る
と
云
つ
て
も
よ
い
。
つ
ま
り
、
二
つ
の
と
こ
ろ
に
成
立
つ
信
で
な
く
て
、
一
つ
が
一
つ
と
自
覚
す
る
の
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以
上
の
よ
う
に
、
大
拙
は
念
仏
者
が
み
ず
か
ら
の
は
か
ら
い
や
分
別
を
放
棄
し
た
と
き
、
弥
陀
と
念
仏
者
と
い
う
二
者
の
分
別
す
ら
も
為
さ
れ
な
く
な
っ
た
と

こ
ろ
に
お
い
て
、
弥
陀
と
念
仏
者
が
「
一
つ
」
と
い
う
し
か
な
い
境
地
に
立
つ
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
彼
の
解
釈
は
、
弥
陀
と
念
仏

者
だ
け
で
な
く
、
浄
土
往
生
と
そ
こ
で
の
涅
槃
と
い
う
こ
と
も
ま
た
、「
一
つ
」
の
宗
教
的
経
験
の
観
点
か
ら
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
が
如
何
に
不
合
理
な

解
釈
で
あ
ろ
う
と
も
、
彼
は
そ
の
「
不
合
理
」
と
い
う
判
断
そ
の
も
の
を
、
人
間
の
自
力
の
思
議
で
あ
る
と
し
て
退
け
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
間
の
は

か
ら
い
を
超
え
た
他
力
の
信
心
を
得
る
と
い
う
経
験
か
ら
、
大
拙
は
「
信
と
証
と
真
因
と
を
皆
一
つ
に
見
る
解
釈
法
も
成
り
立
ち
得
よ
う
」（
『
全
集
』
第
六
巻
、

二
一
四
頁
）
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

次
に
、
浄
土
往
生
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
、
大
拙
の
解
釈
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
大
拙
は
信
心
を
得
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
浄
土
往
生
で
あ
る
と
考
え
て

い
た
。「
浄
土
往
生
」
に
つ
い
て
は
、
人
間
が
臨
終
に
際
し
て
往
生
す
る
と
い
う
臨
終
往
生
説
と
、
人
間
が
そ
の
生
の
間
に
往
生
を
経
験
す
る
と
い
う
即
得
往
生

説
と
の
二
つ
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
即
得
往
生
説
は
『
一
念
多
念
文
意
』
に
お
け
る
一
節
に
根
拠
を
も
つ
一
方
一
一

、
臨
終
往
生
説
は
親
鸞
の
弟
子
唯
円
の
作

と
さ
れ
る
『
歎
異
抄
』
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。『
歎
異
抄
』
の
言
説
を
親
鸞
の
思
想
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
親
鸞
思
想
に
お
い
て

は
臨
終
往
生
と
即
得
往
生
と
い
う
二
つ
の
往
生
を
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
一
二

。 

上
述
の
よ
う
に
大
拙
の
往
生
理
解
は
、
弥
陀
か
ら
信
心
が
与
え
ら
れ
た
と
き
に
、
往
生
を
遂
げ
る
と
い
う
即
得
往
生
説
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め

大
拙
は
『
日
本
的
霊
性
』
中
で
、
臨
終
往
生
説
に
対
し
て
批
判
を
向
け
て
い
る
一
三

。 

大
拙
は
こ
の
「
円
環
性
」
、
よ
り
厳
密
に
言
え
ば
「
不
断
の
円
環
性
」
を
浄
土
往
生
の
本
当
の
姿
で
あ
る
と
繰
り
返
し
論
じ
る
。
そ
れ
は
往
相
還
相
と
い
う
二
種

  

 

真
宗
は
時
間
を
直
線
的
に
見
ん
と
す
る
傾
向
を
も
つ
。
そ
れ
は
真
宗
は
い
つ
も
感
情
と
情
性
の
世
界
に
動
か
ん
と
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
浄
土
往

生
も
死
後
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
。
禅
は
こ
れ
に
反
し
て
時
間
の
円
環
性
を
固
持
せ
ん
と
す
る
。
（
『
全
集
』
第
八
巻
、
九
三
頁
） 

が
信
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
（
『
全
集
』
第
八
巻
、
一
六
三
頁
） 
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も
し
、
こ
の
よ
う
に
往
相
と
還
相
の
二
種
廻
向
を
浄
土
往
生
の
真
相
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
先
の
臨
終
往
生
説
は
、
死
後
の
往
生
と
そ
こ
か
ら
再
び
還
っ

て
く
る
と
い
う
不
合
理
な
事
態
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
一
七

。
大
拙
は
少
な
く
と
も
、
臨
終
し
た
死
者
が
浄
土
か
ら
還
っ
て
き
て
廻
向
す
る
と
い
う
考
え
は
も

っ
て
い
な
か
っ
た
。
仮
に
「
夢
告
」
の
よ
う
な
体
験
に
お
い
て
死
者
が
生
者
に
廻
向
す
る
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
一
度
き
り
の
「
円
環
」

で
あ
り
、
大
拙
の
い
う
「
不
断
の
円
環
」
に
は
妥
当
し
な
い
。
従
っ
て
、
大
拙
は
即
得
往
生
説
に
則
っ
て
往
相
還
相
二
種
廻
向
を
考
え
て
い
た
と
理
解
す
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
即
得
往
生
と
は
、
先
の
「
信
心
」
に
お
い
て
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
現
世
に
お
け
る
「
宗
教
経
験
」
と
し
て
の
往
生
に
他
な
ら
な

い
。 二

種
廻
向
と
は
『
教
行
信
証
』
教
巻
の
冒
頭
に
お
い
て
、
「
謹
ん
で
浄
土
真
宗
を
按
ず
る
に
、
二
種
の
廻
向
あ
り
。
一
つ
に
は
往
相
、
二
つ
に
は
還
相
な
り
」

一
五

と
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
親
鸞
思
想
の
中
核
を
な
す
概
念
で
あ
る
一
六

。
親
鸞
の
解
釈
に
お
い
て
、
往
相
廻
向
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
力
に
よ
っ
て
念
仏
者

が
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
で
あ
り
、
還
相
廻
向
と
は
、
そ
の
念
仏
者
が
浄
土
か
ら
再
び
凡
夫
の
世
界
た
る
娑
婆
世
界
に
戻
っ
て
き
て
、
他
の
衆
生
を
救
う

よ
う
に
弥
陀
か
ら
働
き
か
け
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
親
鸞
思
想
に
お
い
て
は
、
浄
土
往
生
を
遂
げ
た
念
仏
者
は
、
そ
の
浄
土
か
ら
再
び

娑
婆
世
界
へ
と
還
っ
て
く
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

廻
向
の
問
題
と
関
係
し
て
く
る
一
四

。 
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
往
相
廻
向
と
は
浄
土
へ
と
往
生
す
る
方
向
、
還
相
廻
向
と
は
浄
土
か
ら
還
っ
て
く
る
方
向
を
意
味
し
て
い
た
。
大
拙
の
論
は
往
相
が
還

相
で
あ
り
、
還
相
が
往
相
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
「
浄
土
へ
往
く
こ
と
」
は
必
ず
「
浄
土
か
ら
還
っ
て
く
る
こ
と
」

以
上
、
大
拙
の
解
釈
す
る
「
往
生
」
が
現
世
に
お
け
る
即
得
往
生
で
あ
り
、
そ
の
内
実
が
二
種
廻
向
と
い
う
不
断
の
円
環
性
と
い
う
構
造
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
次
に
そ
の
「
円
環
性
」
を
よ
り
詳
細
に
見
て
い
き
た
い
。
大
拙
は
次
の
よ
う
に
言
う
。 

 

廻
向
の
二
種
の
相
を
区
別
で
き
る
が
、
こ
れ
は
相
に
す
ぎ
ぬ
、
廻
向
の
運
動
そ
の
も
の
は
一
つ
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
が
循
環
的
で
あ
る
。
即
ち
、
往
相

と
見
え
る
も
の
は
還
相
で
あ
り
、
還
相
と
見
え
る
も
の
は
往
相
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
六
巻
、
一
七
二
頁
） 
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そ
れ
故
、
衆
生
の
側
か
ら
、
一
切
衆
生
を
救
う
た
め
に
願
う
往
生
の
は
た
ら
き
は
、
一
切
衆
生
を
摂
め
と
ろ
う
と
い
う
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
は
た
ら
き
と
一

致
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
ち
ら
か
ら
発
し
た
願
が
向
う
か
ら
の
本
願
の
は
た
ら
き
と
し
て
還
っ
て
来
る
と
い
う
円
環
構
造
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
願
い
と
本
願
の
は
た
ら
き
か
け
に
出
会
う
と
こ
ろ
に
信
心
が
成
立
す
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
往
相
が
そ
の
ま
ま
還
相
で
あ
り
、
還
相
が
そ
の
ま
ま

で
往
相
で
あ
る
と
い
う
彼
の
言
葉
を
、
「
一
つ
の
は
た
ら
き
」
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
「
願
力
が
自
ら
に
還
る
時
、
そ
れ
は
信
心
の
相
形
で

還
つ
て
来
る
。
自
分
か
ら
出
る
時
は
願
力
で
、
戻
つ
て
来
る
時
は
信
心
で
あ
る
。
」（
『
全
集
』
第
六
巻
、
二
三
六
頁
）
と
い
う
彼
の
言
葉
は
こ
の
解
釈
を
支
持
す

る
も
の
で
あ
る
。 

 
こ
の
こ
と
は
廻
向
と
い
う
こ
と
の
内
実
を
詳
細
に
観
察
す
る
こ
と
で
よ
り
鮮
明
に
な
る
だ
ろ
う
。 

 

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
内
容
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
大
拙
の
理
解
し
て
い
た
浄
土
が
往
相
還
相
二
種
廻
向
の
は
た
ら
く
場
と
し
て
の
浄
土
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
如
何
な
る
意
味
で
あ
ろ
う
か
。 

こ
こ
で
は
「
は
た
ら
き
」
の
呼
応
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
。
浄
土
に
摂
め
取
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
衆
生
の
願
い
と
、
弥
陀
の
主
宰
す
る
浄
土
か
ら
の
本
願

と
が
、
同
時
に
響
く
。
此
土
か
ら
の
は
た
ら
き
に
応
じ
て
浄
土
か
ら
の
は
た
ら
き
か
け
が
あ
り
、
浄
土
か
ら
の
は
た
ら
き
が
此
土
の
は
た
ら
き
を
可
能
と
す
る
、

こ
の
よ
う
な
循
環
的
な
関
係
が
廻
向
の
内
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
い
う
「
浄
土
に
往
く
」
と
か
「
還
つ
て
く
る
」
と
か
い
う
言
葉
は
、
こ
ち
ら
か
ら

の
浄
土
往
生
の
「
願
い
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
浄
土
往
生
が
そ
も
そ
も
還
相
廻
向
を
目
的
と
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
浄
土
に
往
く
と
い
う
こ
と
は
、
末
法
に
至
り
自
力
で
仏
道
修
行
を
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
た
め
に
、
浄
土
に
お
い
て
成
仏
を
目
指
す
、
そ
れ
故
の

往
生
で
あ
っ
た
。
浄
土
へ
の
願
生
と
は
同
時
に
一
切
衆
生
の
救
済
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

 

浄
土
の
は
た
ら
き

、
、
、
、
は
動
く
と
同
時
に
此
土
に
加
は
り
、
此
土
の
作
願
は
、
衆
生
が
そ
れ
に
気
づ
く
と
同
時
に
浄
土
に
も
響
き
渡
る
の
で
あ
る
。
浄
土
と
此

土
と
は
い
つ
も
呼
応
し
て
ゐ
る
。
此
方
で
叩
け
ば
彼
方
で
応
じ
、
彼
方
で
叩
け
ば
此
方
で
応
ず
る
。
函
蓋
相
応
と
も
啐
啄
同
時
と
も
云
つ
て
よ
い
。 

こ

れ
が
廻
向
の
真
実
相
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
六
巻
、
一
七
三
頁
） 

 

31 



こ
こ
で
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
拙
の
浄
土
観
は
「
娑
婆
即
浄
土
、
浄
土
即
娑
婆
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
大
拙
は
浄
土

と
娑
婆
と
の
両
者
が
そ
の
も
の
と
し
て
同
一
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
。「
娑
婆
と
浄
土
と
は
固
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
を
も
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
混

同
せ
ら
る
べ
き
で
な
い
、
融
化
す
べ
き
で
な
い
」（
『
全
集
』
第
六
巻
、
二
七
九
頁
）
二
〇

と
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
両
者
は
往
相
還
相
二
種
廻
向
に

凡
夫
の
世
界
た
る
こ
の
娑
婆
世
界
を
離
れ
て
浄
土
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
娑
婆
世
界
に
対
し
て
は
廻
向
の
は
た
ら
き
か
け
を
可
能
と
す
る
場
と
し
て

浄
土
が
経
験
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
浄
土
」
と
は
、
こ
の
娑
婆
（
穢
土
）
か
ら
隔
絶
さ
れ
て
、
十
万
億
土
の
彼
方
に
存
在
す
る
よ

う
な
別
世
界
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
念
仏
者
の
生
き
る
娑
婆
世
界
に
お
い
て
現
れ
る
も
の
と
し
て
大
拙
は
理
解
し
て
い
た
。 

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
そ
の
は
た
ら
き
を
経
験
す
る
念
仏
者
の
心
理
に
お
い
て
意
識
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
信
心
の
決
定
に
よ
る
即

得
往
生
と
は
、
現
世
に
お
け
る
宗
教
経
験
に
お
い
て
浄
土
に
往
生
す
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
一
八

。
別
の
い
い
方
を
す
れ
ば
、
大
拙
の
主
張
す

る
「
浄
土
」
も
ま
た
、
信
心
決
定
の
経
験
の
う
ち
に
存
在
す
る
と
い
え
る
。
大
拙
は
自
ら
の
考
え
る
浄
土
を
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。 

   

浄
土
は
此
土
を
離
れ
て
考
へ
ら
れ
ず
、
此
土
も
浄
土
を
離
れ
て
考
へ
ら
れ
ぬ
も
の
だ
と
云
ふ
の
が
、
愚
見
で
あ
る
。
尚
ほ
歩
を
進
め
て
云
へ
ば
、
此
土
は

絶
え
ず
浄
土
を
顧
み
て
存
立
し
、
浄
土
は
ま
た
不
断
に
此
土
に
は
た
ら
き
か
け
る

、
、
、
、
、
、
、
こ
と
に
よ
つ
て
そ
の
意
義
を
有
つ
も
の
だ
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
浄
土
を

独
立
の
実
在
と
考
へ
る
限
り
、
浄
土
は
ど
う
し
て
も
受
け
取
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
浄
土
と
云
へ
ば
此
土
が
あ
り
、
此
土
と
云
へ
ば
浄
土
が
な
く
て
は
な

ら
ぬ
。
（
『
全
集
』
第
六
巻
、
一
三
七
～
一
三
八
頁
） 

而
し
て
煩
悩
は
、
方
便
界
の
も
の
、
娑
婆
の
も
の
で
、
菩
提
は
、
真
実
界
の
も
の
、
浄
土
の
も
の
で
あ
る
な
ら
、「
煩
悩
菩
提
体
無
二
」
の
「
和
讚
」
は
、

浄
土
で
歌
は
る
べ
き
で
な
く
、
ま
た
娑
婆
で
歌
は
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
娑
婆
即
ち
浄
土
、
浄
土
即
ち
娑
婆
と
云
ひ
得
る
場
所
で
な
い
と
、
そ
ん
な
「
和

讚
」
は
作
ら
れ
な
い
。
（
『
全
集
』
第
六
巻
、
二
七
一
～
二
七
二
頁
）
一
九 
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さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
真
宗
理
解
が
可
能
と
な
る
の
は
、『
教
行
信
証
』
や
『
浄
土
論
註
』
の
枠
組
み
や
前
提
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
こ
と
は
自

明
で
あ
ろ
う
。
彼
の
解
釈
に
お
い
て
、
凡
夫
が
往
生
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
踏
む
べ
き
信
心
そ
の
も
の
が
、
目
的
で
あ
る
往
生
と
同
格
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
。
彼
の
こ
の
よ
う
な
強
引
な
解
釈
は
当
然
、
真
宗
の
枠
組
み
に
則
っ
て
い
る
限
り
承
服
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
、
実
際
に
教
学
者
で

あ
る
曽
我
量
深
（
一
八
七
五
～
一
九
七
一
年
）
は
大
拙
の
考
え
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
教
義
の
重
要
性
を
訴
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
以
下
は
大
拙
と

曽
我
量
深
、
金
子
大
栄
（
一
八
八
一
～
一
九
七
六
年
）
、
西
谷
啓
治
（
一
九
〇
〇
～
九
〇
年
）
の
四
者
に
よ
る
座
談
会
で
の
一
幕
で
あ
る
。 

以
上
の
大
拙
の
主
張
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
「
信
心
」
と
は
『
教
行
信
証
』
で
示
さ
れ
る
よ
う
な
「
証
涅
槃
の
真
因
」
で
は
な
く
、

「
証
涅
槃
」
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
次
に
「
往
生
」
と
は
現
世
に
お
け
る
「
即
得
往
生
」
で
あ
り
、
そ
の
内
実
は
「
往
相
即
還
相
、
還
相
即
往
相
」

の
不
断
の
円
環
性
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

後
に
浄
土
と
は
、
娑
婆
を
離
れ
た
別
個
の
浄
土
で
は
な
く
、
娑
婆
に
は
た
ら
き
か
け
る
浄
土
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

こ
の
よ
う
に
大
拙
は
親
鸞
を
中
心
と
し
た
浄
土
教
解
釈
に
お
い
て
、
親
鸞
自
身
の
言
説
を
も
読
み
替
え
て
、
あ
ら
ゆ
る
概
念
を
一
つ
の
宗
教
経
験
か
ら
説
明
し

よ
う
と
す
る
。
そ
の
宗
教
経
験
と
は
、
信
心
決
定
で
あ
り
、
証
涅
槃
で
あ
り
、
即
得
往
生
で
あ
り
、
往
相
廻
向
で
あ
り
、
還
相
廻
向
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
往

相
廻
向
と
還
相
廻
向
が
同
時
に
成
り
立
つ
こ
と
か
ら
、
浄
土
即
娑
婆
、
娑
婆
即
浄
土
と
い
う
こ
と
も
結
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

よ
っ
て
橋
渡
し
さ
れ
る
限
り
、
よ
り
厳
密
に
は
、
こ
の
二
種
廻
向
が
「
往
相
即
還
相
、
還
相
即
往
相
」
と
い
う
関
係
を
有
す
る
限
り
に
お
い
て
、「
娑
婆
即
浄
土
、

浄
土
即
娑
婆
」
と
い
う
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
大
拙
の
論
に
お
い
て
は
、
往
相
廻
向
が
真
の
意
味
で
往
相
廻
向
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
一
切

衆
生
を
救
う
と
い
う
還
相
廻
向
で
も
あ
る
。
そ
こ
に
現
れ
る
円
環
的
な
「
一
つ
の
は
た
ら
き
」
が
生
じ
る
と
き
に
限
っ
て
、
そ
の
場
で
あ
る
と
こ
ろ
の
浄
土
も

ま
た
、
娑
婆
と
は
不
可
分
な
在
り
様
で
そ
の
姿
を
露
わ
に
す
る
の
で
あ
る
。 

   

第
二
節 

教
理
的
解
釈
の
問
題
と
妙
好
人
へ
の
傾
倒 

曽
我 

…
…
問
題
は
、
体、
と
義、
と
い
う
こ
と
で
す
わ
ね
。
体
と
義
。
体
は
一
つ
だ
け
れ
ど
も
、
義
に
お
い
て
ち
が
う
。
え
え
、
教
え
と
い
う
も
の
は
教
義
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大
拙
の
親
鸞
理
解
は
、
親
鸞
自
身
の
文
章
を
論
理
的
整
合
的
に
解
釈
す
る
と
い
う
作
業
で
は
な
く
、
彼
の
文
章
自
体
を
読
み
替
え
る
こ
と
も
辞
さ
な
い
強
烈

な
営
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
親
鸞
思
想
の
解
体
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
身
の
宗
教
経
験
の
立
場
に
即
し
た
浄
土
教
の
再
提
示
で
あ
っ
た
。
従
っ

て
親
鸞
自
身
の
文
章
を
根
本
的
聖
典
と
み
な
す
立
場
、
思
索
の
出
発
点
と
す
る
人
間
に
と
っ
て
は
、
そ
の
前
提
を
覆
そ
う
と
す
る
大
拙
の
読
み
方
を
そ
の
ま
ま

首
肯
す
る
こ
と
は
難
し
い
。 

も
ち
ろ
ん
親
鸞
に
対
す
る
大
拙
の
尊
崇
の
念
は
、
著
作
中
を
通
じ
て
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
拙
が
親
鸞
の
教
理
を
こ
こ
ま

で
解
体
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
、
親
鸞
の
学
問
的
態
度
に
対
す
る
大
拙
の
反
抗
で
あ
る
。
大
拙
は
宗
教
の
理
想
を
生
そ

の
も
の
、
生
活
現
場
で
の
活
用
と
い
う
点
に
見
出
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

曽
我
の
批
判
の
内
容
は
、
大
拙
の
い
う
体
験
そ
の
も
の
の
存
在
と
意
義
は
否
定
し
な
い
も
の
の
、
教
義
が
方
便
と
し
て
立
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
大
拙
が
こ
の
よ
う
な
規
則
破
り
の
解
釈
を
施
し
た
の
は
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
浄
土
教
を
宗
教
経
験
と
い
う
活
き
た
も
の
に
帰
着
さ
せ
る
た

め
で
あ
っ
た
。
浄
土
教
の
諸
概
念
は
そ
こ
で
解
体
さ
れ
、
「
一
」
な
る
経
験
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
再
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

曽
我 

え
え
、
そ
れ
は
、
お
お
せ
の
と
お
り
だ
。
そ
の
と
お
り
で
す
け
ど
、
あ
な
た
の
い
い
方
で
す
る
と
、
義
ま
で
一
つ
に
な
っ
て
し
も
う
て
で
す
ね
…

…
（
笑
い
）
。
私
ら
は
そ
の
義
と
い
う
も
の
を
混
乱
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
鈴
木
先
生
の
話
を
聞
く
と
、
義
と
い
う
も
の
も
、
そ
の
体
の
同
一
で
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
け
を
主
張
さ
れ
て
、
義
の
ち
が
う
こ
と
を
軽
く
お
考
え
に
な
る
。
（
『
坐
談
集
』
第
四
巻
、
一
五
三
～
一
五
四
頁
） 

曽
我 

は
あ
、
体
は
一
つ
で
あ
っ
て
で
も
で
す
ね
、
義
と
い
う
も
の
は
、
ち
ゃ
ん
と
筋
道
を
た
て
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
そ
れ
で
筋
道
を
た
て
て
話
を
す
る

た
め
に
、
浄
土
と
い
う
も
の
と
娑
婆
と
い
う
も
の
を
話
し
な
さ
る
の
で
あ
っ
て
、
な
に
も
娑
婆
と
浄
土
と
二
つ
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で
す

わ
。
体
か
ら
み
れ
ば
一
つ
で
す
わ
。 

大
拙 

え
、
体
か
ら
み
れ
ば
娑
婆
が
浄
土
で
、
浄
土
が
娑
婆
だ
ね
。 

大
拙 

あ
あ
、
体
と
義
か
。 

と
い
い
ま
し
て
、
教
え
に
は
や
は
り
義
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
わ
。
義
、
い
わ
れ

、
、
、
で
す
。
義
理
、
道
理
。 
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大
拙
の
浄
土
教
理
解
の
輪
郭
を
よ
り
明
確
に
示
す
た
め
、
次
に
こ
の
妙
好
人
の
問
題
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
妙
好
人
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
大
拙
の
解
体

と
再
提
示
の
意
義
も
ま
た
、
よ
り
鮮
明
な
も
の
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
妙
好
人
の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
鸞
思
想
と
の
対
比
関
係
も
新
た
な
視

 

大
拙
が
妙
好
人
に
注
目
す
る
動
機
づ
け
は
こ
こ
か
ら
生
じ
て
来
る
。
妙
好
人
の
念
仏
称
名
に
徹
し
た
生
き
方
は
、
彼
自
身
の
理
想
的
宗
教
性
を
体
現
す
る
も

の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
言
う
ま
で
も
な
く
真
宗
の
開
祖
で
あ
る
親
鸞
が
念
仏
に
徹
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
対
比

さ
れ
る
べ
き
点
は
、
生
活
に
即
し
て
い
た
か
否
か
で
は
な
く
、
そ
の
信
心
の
生
活
か
ら
表
出
さ
れ
る
言
葉
が
、
ど
の
よ
う
な
質
の
も
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
学
問
的
残
滓
を
有
す
る
と
評
さ
れ
た
親
鸞
と

も
対
比
さ
れ
る
べ
き
は
、
学
問
的
教
養
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
か
っ
た
浅
原
才
市
の
よ
う
な
市
井
の

念
仏
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
親
鸞
の
教
理
研
究
に
一
応
の
決
着
を
つ
け
た
大
拙
が
、
信
心
の
生
活
を
詩
に
残
し
て
い
た
浅
原
才
市
に
注
目
し
て
い
く
こ
と
は
、

あ
る
種
の
必
然
的
な
連
続
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
れ
は
『
日
本
的
霊
性
』
に
お
け
る
一
節
で
あ
る
。
大
拙
の
言
は
、『
教
行
信
証
』
解
釈
の
試
み
の
中
で
実
感
し
た
も
の
を
十
分
に
伝
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

親
鸞
の
よ
う
に
い
く
ら
緻
密
な
体
系
と
論
理
を
も
っ
て
表
現
し
よ
う
と
も
、
宗
教
経
験
そ
の
も
の
の
表
現
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
も
冗
長

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
え
る
。 

    

第
三
節 

浅
原
才
市
の
「
機
法
一
体
」
と
大
拙
の
「
即
非
の
論
理
」 

そ
れ
故
に
、
親
鸞
宗
の
本
領
は
『
教
行
信
証
』
に
あ
る
の
で
な
く
て
、
そ
の
『
消
息
集
』
、
そ
の
和
讃
、
殊
に
そ
の
『
歎
異
抄
』
に
あ
る
の
で
あ
る
。
真
宗

の
学
者
は
『
教
行
信
証
』
を
以
て
無
上
の
聖
典
の
や
う
に
見
て
居
る
が

―
そ
れ
も
尤
も
で
あ
ら
う
が

―
親
鸞
の
真
骨
頂
に
は
そ
こ
で
見
参
す
べ
き
で

な
く
て
、
彼
が
何
と
な
く
吐
露
し
た
言
語
の
中
に
直
覚
す
べ
き
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。『
教
行
信
証
』
に
は
、
彼
の
公
卿
文
化
・
教
相
哲
学
・
学
者
気
質

の
残
滓
が
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
八
巻
、
八
四
頁
） 

35 



妙
好
人
の
存
在
が
現
代
に
も
一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
契
機
と
し
て
、
仰
誓
、
僧
純
、
象
王
の
手
に
よ
っ
て
近
世
の
篤
信
者
を
伝
記
的
に
紹
介
し
た

『
妙
好
人
伝
』（
一
八
四
二
～
五
二
年
）
の
刊
行
が
あ
る
が
、
大
拙
は
主
に
讃
岐
の
庄
松
や
浅
原
才
市
と
い
っ
た
幕
末
、
明
治
を
生
き
た
妙
好
人
に
焦
点
を
当
て

て
い
た
。
特
に
後
者
の
研
究
は
晩
年
ま
で
続
け
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
浅
原
才
市
は
真
宗
の
外
部
に
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
二
一

。
妙

好
人
と
呼
ば
れ
る
念
仏
者
た
ち
に
通
底
す
る
一
般
的
な
特
徴
を
描
き
出
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
大
拙
が
評
価
し
て
い
た
点
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
一
、
学
問
お
よ
び
教
養
に
通
じ
て
い
な
い
こ
と
、
二
、
社
会
的
地
位
の
低
い
こ
と
、
三
、
信
心
の
表
現
が
素
朴
で
あ
る
こ
と
な

ど
で
あ
る
二
二

。 

一
般
的
に
あ
る
人
間
の
持
つ
文
学
的
教
養
が
そ
の
人
の
表
現
そ
の
も
の
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
事
実
を
考
え
れ
ば
、
上
述
の
一
か
ら
三
が
導
か
れ
る
こ
と

は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
大
拙
が
親
鸞
を
は
じ
め
と
す
る
「
学
匠
」
た
ち
と
の
対
比
の
下
で
妙
好
人
を
捉
え
よ
う
と
し
た
場
合
、
こ
の
点
が
強
調
さ
れ
て
く
る

こ
と
は
自
然
な
流
れ
で
あ
ろ
う
。 

話
を
真
宗
に
限
定
す
れ
ば
、
宗
教
意
識
が
文
学
的
に
表
現
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
表
現
形
態
は
論
書
、
語
録
、
和
讃
、
書
簡
、
詩
な
ど
多
岐
に
渡
る
が
、
大
拙

は
そ
れ
ら
の
形
式
の
間
に
明
確
な
価
値
的
区
別
を
設
け
て
い
る
。
親
鸞
を
例
に
と
れ
ば
、
『
教
行
信
証
』
と
い
う
論
書
と
、
『
歎
異
抄
』
、
『
三
帖
和
讃
』
と
い
っ

た
語
録
や
和
讃
の
間
に
は
、
知
性
の
は
た
ら
き
の
有
無
を
め
ぐ
っ
て
明
確
な
差
異
が
あ
る
と
彼
は
い
う
。『
教
行
信
証
』
は
親
鸞
の
学
者
と
し
て
の
側
面
を
象
徴

し
て
お
り
、
論
理
的
秩
序
を
多
分
に
含
む
も
の
で
あ
り
、
同
様
に
「
和
讃
」
も
ま
た
文
学
的
工
作
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
他
方
、
弟
子
が
彼
の
言
行
を

ま
と
め
た
『
歎
異
抄
』
に
対
し
て
は
親
鸞
自
身
の
他
力
信
仰
の
端
的
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
論
理
的
秩
序
、
文
学
的

工
作
と
い
っ
た
知
性
的
営
み
に
妨
げ
ら
れ
な
い
、
宗
教
意
識
そ
の
ま
ま
の
吐
露
、
直
叙
を
よ
り
深
い
思
想
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
妙
好
人
の
多

く
は
学
問
的
背
景
を
も
た
な
い
ど
こ
ろ
か
、
文
字
の
読
み
書
き
も
難
し
い
人
物
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
漢
文
的
な
表
現
技
法
を
用
い
ず
に
日
々
の
口
語

的
な
言
葉
づ
か
い
を
そ
の
ま
ま
文
字
に
残
し
た
。
文
学
的
評
価
に
お
い
て
は
通
常
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
こ
の
よ
う
な
素
朴
さ
も
、
学
問
や
智
慧
才
覚
を
信

仰
に
進
む
も
の
に
と
っ
て
の
障
礙
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
大
拙
に
と
っ
て
は
、
む
し
ろ
肯
定
す
べ
き
事
態
で
あ
っ
た
。
学
問
的
著
作
と
し
て
『
教
行
信
証
』
を

残
し
た
親
鸞
に
対
し
て
、
妙
好
人
は
あ
く
ま
で
も
み
ず
か
ら
の
信
仰
を
文
学
的
脚
色
な
し
に
書
き
つ
づ
っ
た
人
物
と
し
て
よ
り
肯
定
的
に
描
か
れ
て
い
る
。 

点
か
ら
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 
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な
む
あ
み
だ
ぶ
を
助
け
た
り
、 

 
 

親
の
心
、
親
の
心
わ
、
子
の
心
。 

 
 

な
む
あ
み
だ
ぶ
の
ほ
か
な
し
、 

 
 

親
子
の
心
、
ふ
た
つ
な
し
。
ひ
と
つ
心
。 

 
 

 

 
 

機
法
一
体
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
。 

こ
こ
で
も
大
拙
が
強
調
し
て
い
る
点
は
「
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
」
、
す
な
わ
ち
念
仏
者
の
行
と
し
て
の
称
名
で
あ
る
。
浅
原
才
市
に
お
い
て
は
次
に
よ
う
に
歌
わ
れ

て
い
る
。 

大
拙
は
妙
好
人
の
中
で
も
浅
原
才
市
を
特
別
視
し
て
い
た
。
彼
は
『
宗
教
経
験
の
事
実
』
（
一
九
四
三
年
）
や
『
日
本
的
霊
性
』
（
一
九
四
四
年
）
な
ど
で
多

数
の
妙
好
人
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
『
妙
好
人
』
（
一
九
四
八
年
）
以
後
の
論
述
は
浅
原
才
市
に
焦
点
を
絞
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
大
拙
が
彼
の
ど
の
よ
う
な

点
を
評
価
し
て
い
た
か
を
確
認
し
た
い
。
大
拙
が
注
目
す
る

も
重
要
な
語
は
、
阿
弥
陀
仏
と
才
市
と
の
一
体
性
を
意
味
す
る
「
機
法
一
体
」
で
あ
る
。
大
拙

は
こ
の
「
機
法
一
体
」
を
高
く
評
し
て
い
る
。 

 

 

「
機
法
一
体
」
は
大
乗
仏
教
の
頂
点
で
あ
る
。
才
市
の
「
学
問
」
も
、
こ
れ
だ
け
は
い
や
、
、
と
云
ふ
ほ
ど
取
り
入
れ
て
居
る
。
（
『
全
集
』
第
十
巻
、
二
三
七

頁
） 

  

子
の
心
、
子
の
心
わ
、
親
の
心
よ
、 

浄
土
系
思
想
の
真
実
に
触
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
で
一
つ
に
な
る
と
こ
ろ
を
自
覚
す
る
の
義
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
八

巻
、
二
一
二
頁
） 
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な
む
あ
み
だ
ぶ
に
助
け
ら
れ
た
り
、 

 
 

ご
を
ん
う
れ
し
や
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
。
（
『
全
集
』
第
十
巻
、
二
七
〇
頁
） 

こ
の
よ
う
な
「
機
法
一
体
」
を
詠
ん
だ
詩
が
他
に
も
複
数
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
い
う
「
一
体
」
と
は
、
凡
夫
で
あ
る
才
市
が
弥
陀
に
合
一
す
る
と
い

う
関
係
を
表
し
た
も
の
で
は
な
い
。
大
拙
は
阿
弥
陀
仏
と
凡
夫
の
関
係
を
「
二
に
し
て
一
、
一
に
し
て
二
」
と
表
現
し
、
そ
の
関
係
が
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
に

お
い
て
成
立
す
る
と
言
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
称
名
行
を
通
じ
た
二
者
の
統
一
が
こ
こ
で
は
意
図
さ
れ
て
い
る
。 

言
い
換
え
れ
ば
、
大
拙
は
自
身
の
作
り
出
し
た
「
即
非
の
論
理
」
に

も
相
応
す
る
思
想
と
し
て
、
浄
土
教
の
「
機
法
一
体
」
の
観
念
を
強
調
し
た
と
い
え

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
「
機
法
一
体
」
を
大
拙
が

も
理
想
と
す
る
形
で
表
現
し
た
人
物
こ
そ
が
浅
原
才
市
で
あ
っ
た
。
浅
原
才
市
は
、
宗
教
を
自
身
の

生
活
と
乖
離
し
た
も
の
と
は
見
て
い
な
か
っ
た
。
下
駄
職
人
で
あ
る
彼
に
と
っ
て
、
鉋
で
下
駄
を
削
り
出
す
一
つ
一
つ
の
行
為
そ
の
も
の
が
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

と
い
う
称
名
の
現
場
で
あ
り
、
生
活
そ
の
も
の
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
宗
教
性
を
重
ん
じ
る
大
拙
に
と
っ
て
は
、
浅
原
才
市
の
「
機
法
一
体
」
は
観
念
的
な
も

の
を
す
べ
て
捨
象
し
た
、
リ
ア
ル
な
宗
教
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

妙
好
人
、
特
に
浅
原
才
市
に
対
す
る
大
拙
の
評
価
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
が
念
仏
者
と
阿
弥
陀
仏
と
の
「
一
体
」
を
意
味
す
る
「
機
法
一
体
」
を

も

重
要
な
考
え
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
再
び
親
鸞
の
文
脈
に
立
ち
返
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
顕
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。
次
に
、
「
即
非
の
論
理
」
が
浄
土
教
の
文
脈
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
か
、
彼
の
言
を
見
て
み
た
い
。 

大
拙
は
、
浅
原
才
市
の
繰
り
返
す
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
、
阿
弥
陀
仏
と
凡
夫
両
方
か
ら
の
お
互
い
に
対
す
る
は
た
ら
き
か
け
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
阿

弥
陀
仏
と
才
市
が
あ
く
ま
で
も
別
の
存
在
と
し
て
、
「
行
為
」
に
お
い
て
一
体
と
な
る
と
い
う
状
況
を
、
大
拙
は
「
即
で
非
、
非
で
即
な
る
と
こ
ろ
」
（
『
全
集
』

第
十
巻
、
三
二
一
頁
）
と
表
現
し
て
い
る
。
彼
は
妙
好
人
論
を
発
表
す
る
以
前
か
ら
『
金
剛
般
若
経
』
か
ら
見
出
し
た
「
即
非
の
論
理
」
を
般
若
の
論
理
、
禅

経
験
の
論
理
と
し
て
提
唱
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
「
機
法
一
体
」
を
説
明
す
る
論
理
と
し
て
そ
れ
を
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
浅
原
才
市
の
「
機
法
一
体
」

の
思
想
は
、
大
拙
の
禅
理
解
の
根
幹
で
あ
る
「
即
非
の
論
理
」
と
直
結
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
大
拙
が
浅
原
才
市
に
対
し
て
思
想
的
親
近
性
を
持
つ
も

の
だ
と
し
た
ら
、
ま
さ
に
宗
教
経
験
の
内
実
を
直
接
に
表
現
し
た
こ
の
「
機
法
一
体
」
に
こ
そ
見
出
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。 
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こ
こ
で
は
親
鸞
の
文
脈
に
お
い
て
論
じ
た
往
相
還
相
二
種
廻
向
が
「
即
非
の
論
理
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
大
拙
に
と
っ
て
念
仏
と
は
阿
弥
陀
仏
と
念
仏
者

と
の
「
交
渉
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
彼
は
こ
の
よ
う
な
「
交
渉
」
を
問
題
と
す
る
際
に
は
必
ず
そ
れ
を
「
は
た
ら
き
」
や
「
作
用
」
と
し
て
論
じ
る
。

例
え
ば
、「
凡
夫
が
阿
弥
陀
仏
に
対
し
て
受
動
的
で
あ
る
」
と
い
う
時
に
は
、
阿
弥
陀
仏
か
ら
凡
夫
へ
の
は
た
ら
き
か
け
が
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
浄

土
教
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
と
凡
夫
の
み
な
ら
ず
、
能
動
と
受
動
が
論
じ
ら
れ
る
場
に
は
、
無
限
な
る
も
の
か
ら
の
愛
や
慈
悲
、
そ
し
て
人
間
か
ら
の
祈
り
と
い

っ
た
互
い
が
相
手
に
向
け
て
差
し
向
け
る
は
た
ら
き
か
け
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
親
鸞
や
浅
原
才
市
に
お
い
て
、
そ
の
両
者
の
は
た
ら
き
か
け
を
同
時
に
現
実

化
す
る
も
の
が
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
で
あ
っ
た
。
上
述
の
「
還
自
性
（
円
環
）
」
と
は
、
名
号
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
が
凡
夫
を
救
い
と
ろ
う
と
い
う
本

願
（
愛
・
慈
悲
）
と
、
凡
夫
が
た
だ
ひ
た
す
ら
阿
弥
陀
仏
を
頼
ん
で
浄
土
に
摂
め
と
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
願
い
と
が
、
同
時
に
動
き
出
す
相
互
作
用
を
描
き

だ
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
還
自
性
」
と
い
う
よ
う
に
、
凡
夫
が
発
し
た
弥
陀
へ
の
働
き
か
け
が
、
弥
陀
か
ら
の
働
き
か
け
と
し
て
還
っ
て
く
る
。
ま
た

弥
陀
の
側
か
ら
い
っ
て
も
、
自
ら
立
て
た
本
願
が
凡
夫
の
称
名
と
し
て
還
っ
て
く
る
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
二
重
の
「
還
自
性
」
を
、
大
拙
は
「
円
環
」
と
い
う

言
葉
で
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
自
ら
の
弥
陀
へ
の
は
た
ら
き
か
け
と
弥
陀
か
ら
の
は
た
ら
き
か
け
が
別
々
の
も
の
と
し
て
存
在
す

 

二
は
一
か
ら
出
て
一
に
戻
る
こ
と
に
よ
つ
て
二
で
あ
る
。
二
に
こ
の
還
自
的
運
動
が
あ
る
の
で
始
め
て
二
で
あ
り
能
ふ
。
二
は
無
視
で
き
ぬ
。
如
来
は
如

来
で
、
衆
生
は
衆
生
で
あ
る
、
願
力
は
願
力
で
、
信
心
は
信
心
で
あ
る
。
が
、
こ
の
二
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
願
力
は
信
心
で
あ
る
、
信
心
は
願
力
で
あ

る
。
煩
悩
即
菩
提
も
、
涅
槃
即
生
死
も
、
…
…
皆
こ
の
論
理

―
横
超
の
論
理

―
即
非
の
論
理

―
光
明
慧
か
ら
出
る
の
で
あ
る
。（
『
全
集
』
第
六
巻
、

二
三
七
頁
） 

   

「
願
力
の
廻
向
」
は
一
方
向
き
の
運
動
で
は
な
い
、
願
力
は
い
つ
も
往
還
性
・
回
互
性
・
還
自
性
を
持
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
、
願
力
の
廻
向
は

考
へ
ら
れ
ぬ
。
願
力
が
自
ら
に
還
る
時
、
そ
れ
は
信
心
の
相
形
で
還
つ
て
来
る
。
自
分
か
ら
出
る
時
は
願
力
で
、
戻
つ
て
来
る
時
は
信
心
で
あ
る
。
即
非

の
論
理
は
い
つ
も
こ
の
還
自
性
を
持
つ
。
（
『
全
集
』
第
六
巻
、
二
三
六
頁
） 
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る
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
大
拙
に
と
っ
て
は
弥
陀
へ
の
は
た
ら
き
か
け
と
弥
陀
か
ら
の
は
た
ら
き
か
け
は
一
つ
の
も
の
の
二
つ
の
側
面
と
し
て
説
明
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
両
者
の
は
た
ら
き
か
け
を
可
能
と
す
る
行
と
し
て
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
称
名
が
不
可
欠
の
実
践
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
（
「
行
為
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
第
七
章
に
て
詳
述
す
る
）
。 

大
拙
は
思
想
解
釈
に
際
し
て
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
の
内
容
よ
り
も
そ
れ
を
著
し
た
宗
教
者
の
内
的
体
験
を
重
視
す
る
と
い
う
方
法
論
を
採
る
た
め
、
彼
の
浄

土
教
解
釈
に
特
有
の
偏
り
が
あ
る
こ
と
は
上
述
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。
結
果
と
し
て
そ
の
よ
う
な
阿
弥
陀
仏
と
念
仏
者
の
「
一
」
を
強
調

す
る
理
解
は
、
「
一
遍
上
人
の 

称
ふ
れ
ば 

仏
も
我
も
な
か
り
け
り 

南
無
阿
弥
陀
仏 

南
無
阿
弥
陀
仏 

こ
れ
が
先
生
の
御
領
解
に

も
近
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
」（
曽
我
量
深
）
と
か
、「
と
い
っ
て
も
、
先
生
の
立
場
は
や
は
り
禅
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
」（
金
子
大
栄
）
と
い

う
よ
う
に
、
真
宗
の
教
学
者
た
ち
か
ら
は
「
禅
的
な
も
の
」
と
し
て
距
離
を
置
か
れ
る
に
至
っ
た
二
三

。 

確
か
に
親
鸞
自
身
は
「
機
法
一
体
」
と
い
う
語
を
用
い
て
は
い
な
い
。
加
え
て
親
鸞
は
阿
弥
陀
仏
の
廻
向
に
よ
っ
て
念
仏
者
の
浄
土
往
生
が
「
決
定
」
す
る

と
い
う
旨
は
論
じ
て
い
て
も
、
そ
の
廻
向
が
即
座
に
念
仏
者
の
成
仏
を
実
現
す
る
と
は
明
言
し
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
り
、
大
拙
の
上
述
の
解
釈

が
彼
の
禅
経
験
お
よ
び
「
即
非
の
論
理
」
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
解
は
一
定
の
説
得
力
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
も
強
調
さ
れ
て

き
た
。 

し
か
し
彼
は
常
に
禅
体
験
と
い
う
外
在
的
立
場
か
ら
の
み
浄
土
教
を
論
じ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
彼
の
研
究
が
禅
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、

浄
土
教
の
中
心
思
想
を
論
じ
る
に
際
し
て
は
可
能
な
限
り
浄
土
教
の
文
脈
に
即
し
た
主
張
を
展
開
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
何
故
な
ら
、
そ
の
細
部
を
考
察

し
て
い
く
と
そ
の
解
釈
の
背
後
に
、
常
に
彼
を
後
押
し
す
る
思
想
的
枠
組
み
の
提
供
者
が
想
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
に
は
彼
自
身
の
立
場
を
裏

づ
け
得
る
典
拠
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
探
る
た
め
に
、
こ
の
「
機
法
一
体
」
の
概
念
の
歴
史
を
よ
り
詳
細
に
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

以
上
の
考
察
か
ら
、
大
拙
の
い
う
「
即
非
の
論
理
」
が
「
称
名
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
と
念
仏
者
の
相
即
関
係
」
を
意
味
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
判
明
す

る
。
阿
弥
陀
仏
と
念
仏
者
と
い
う
「
二
」
は
称
名
行
の
「
は
た
ら
き
」
に
お
い
て
「
一
」
と
い
う
関
係
を
構
築
す
る
。
こ
の
こ
と
を
、
大
拙
は
「
二
に
し
て
一
、

一
に
し
て
二
」
と
い
う
矛
盾
的
言
説
で
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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派
祖
証
空
に
お
け
る
「
機
法
一
体
」
の
内
実
に
つ
い
て
は
、
既
に
普
賢
晃
寿
、
徳
永
道
雄
ら
の
手
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
二
六

。『
観
経
疏
他
筆
鈔
』『
述

成
』
と
い
っ
た
文
献
が
証
空
の
真
撰
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
を
孕
ん
で
は
い
る
も
の
の
二
七

、
い
ず
れ
の
研
究
も
証
空
の
「
機
法
一
体
」
を
、
衆
生
と
仏
の
原
理

的
な
一
体
性
を
主
張
す
る
も
の
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
三
つ
の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
。
ま
ず
は
、
阿
弥
陀
仏
の
正
覚
と
衆
生
の
往
生
が
と

し
か
し
さ
ら
に
遡
れ
ば
、
こ
の
語
は
蓮
如
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
以
前
か
ら
、
既
に
日
本
の
浄
土
教
思
想
の
中
に
浸
透
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
日
本
浄

土
教
の
伝
統
の
中
で
「
機
法
一
体
」
の
語
を
積
極
的
に
使
用
し
た
の
が
証
空
（
一
一
七
七
～
一
二
四
七
年
）
を
祖
と
す
る
浄
土
宗
西
山
派
の
念
仏
者
た
ち
で
あ

っ
た
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
語
は
証
空
や
彼
の
門
弟
に
よ
っ
て
多
用
さ
れ
る
に
止
ま
ら
ず
、
の
ち
に
時
宗
の
一
遍
や
真
宗
の
覚
如
、
存
覚
、
蓮
如

へ
も
継
承
さ
れ
て
い
き
、
そ
し
て
更
に
は
浅
原
才
市
や
鈴
木
大
拙
に
ま
で
伝
播
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
西
山
義
で
用
い
ら
れ
た
「
機
法
一

体
」
と
真
宗
義
で
用
い
ら
れ
た
「
機
法
一
体
」
と
が
内
容
的
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
概
念
史
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
ま
ず
そ
の
成
果
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

浅
原
才
市
の
「
機
法
一
体
」
に
つ
い
て
は
、
自
身
が
た
び
た
び
詩
の
中
で
言
及
し
て
い
る
蓮
如
の
影
響
が
極
め
て
強
い
。「
な
ず
（
つ
）
か
し
や
／
れ
ん
に
ょ

（
蓮
如
）
さ
ま
、
ご
ぶ
ん
正
き
か
せ
、
／
れ
ん
に
ょ
さ
ま
こ
そ
、
を
や
の
ご
を
ん
（
御
恩
）
を
し
ら
せ
る
ち
し
き
（
知
識
）
／
な
お
あ
み
だ
ぶ
が
、
こ
れ
で
わ

か
る
よ
」
二
四

と
あ
る
よ
う
に
、
彼
が
蓮
如
の
『
御
文
』
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
蓮
如
は
『
御
文
』
の
中
で
「
南
無
ト
歸
命
ス
ル
機
ト
。
阿
彌
陀

佛
ノ
タ
ス
ケ
マ
シ
マ
ス
法
ト
カ
。
一
體
ナ
ル
ト
コ
ロ
ヲ
サ
シ
テ
。
機
法
一
體
ノ
南
無
阿
彌
陀
佛
ト
ハ
マ
ウ
ス
ナ
リ
。
」
二
五

と
端
的
に
示
し
て
い
る
。
大
拙
自
身

も
『
蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞
書
』
の
文
脈
に
、
阿
弥
陀
仏
と
凡
夫
の
一
体
性
を
読
み
取
っ
て
い
る
（
『
全
集
』
第
十
八
巻
、
二
七
四
頁
）
。 

「
機
法
一
体
」
の
思
想
は
、
本
来
は
浅
原
才
市
の
独
創
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
浄
土
宗
や
浄
土
真
宗
で
一
般
に
用
い
ら
れ
る
考
え
方
で
あ
る
。
こ
こ
で
注

意
す
べ
き
は
、
こ
の
語
の
意
味
が
必
ず
し
も
思
想
史
的
に
一
貫
し
た
も
の
で
は
な
く
、
微
妙
な
意
味
の
違
い
を
生
じ
さ
せ
な
が
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
事

実
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
概
念
の
解
釈
は
真
宗
と
他
の
浄
土
系
教
団
と
を
分
け
る
思
想
的
な
境
界
線
を
構
築
し
て
き
た
。
大
拙
の
浄
土
教
理
解
を
よ

り
厳
密
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
宗
派
横
断
的
に
こ
の
概
念
の
変
遷
を
考
察
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 
第
四
節 

「
機
法
一
体
」
の
概
念
史 
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こ
の
よ
う
に
阿
弥
陀
仏
と
衆
生
と
を
一
体
と
見
て
い
く
機
法
一
体
論
は
先
述
の
通
り
、
証
空
の
門
弟
た
ち
に
受
容
さ
れ
て
い
き
、
西
山
派
の
内
部
で
、
西
谷

義
の
行
観
、
深
草
義
の
顕
意
と
本
空
、
本
山
義
の
示
導
、
時
宗
の
一
遍
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
生
仏
不
二
論
を
引
き
継
ぎ
、
更
に
そ
の
影
響
が
真
宗
ま
で
も
及
ん
だ
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
機
法
一
体
」
の
思
想
を
西
山
派
か
ら
蓮
如
の
教
学
へ
橋
渡
し
し
た
も
の
が
撰
者
不
明
の
『
安
心
決
定
鈔
』
で
あ
る
。
満
井
秀
城
は

本
鈔
の
撰
者
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
諸
研
究
を
総
括
し
て
西
山
派
の
中
で
も
覚
如
・
存
覚
と
交
渉
の
あ
っ
た
阿
日
房
彰
空
で
あ
る
可
能
性
が

も
高
い
と
結

論
し
て
い
る
三
〇

。
こ
の
書
の
機
法
一
体
論
の
内
実
に
つ
い
て
も
既
に
先
学
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
お
り
、
上
述
し
た
証
空
の
論
と
同
様
に
、
衆
生
と
仏
の
原
理

的
一
体
性
を
示
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
本
鈔
を
聖
典
と
し
て
み
ず
か
ら
の
思
想
に
積
極
的
に
取
り
込
ん
だ
人
物
が
蓮
如
で
あ
り
、
実
際
に
彼
は
『
御

文
』
の
中
で
本
鈔
を
多
数
引
用
し
て
、
「
機
法
一
体
」
を
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
普
賢
、
徳
永
の
諸
研
究
に
よ
る
と
『
安
心
決
定
鈔
』
と
『
御
文
』
の
間
に
は
、

こ
の
語
の
使
用
に
つ
い
て
決
定
的
な
相
違
が
あ
る
と
い
う
三
一

。「
機
法
一
体
」
の
語
は
衆
生
と
阿
弥
陀
仏
の
一
体
性
を
意
味
し
て
い
た
が
、『
安
心
決
定
鈔
』
が

本
来
的
も
し
く
は
原
理
的
な
関
係
と
し
て
そ
れ
を
設
定
し
た
と
こ
ろ
を
、
蓮
如
教
学
で
は
他
力
廻
向
に
よ
っ
て
初
め
て
成
立
す
る
関
係
と
し
て
、
そ
の
内
実
を

も
に
十
劫
の
昔
に
成
就
し
た
と
す
る
往
生
正
覚
同
時
倶
成
論
。
次
に
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
い
う
六
字
名
号
に
お
い
て
、
衆
生
の
願
と
衆
生
に
代
わ
っ
て
阿
弥
陀

仏
が
成
じ
た
行
と
が
具
足
し
て
い
る
と
い
う
、
生
仏
合
体
論
。

後
に
、
衆
生
の
仏
性
と
阿
弥
陀
仏
の
覚
体
と
が
一
つ
と
な
る
生
仏
不
二
論
。
証
空
に
お
け
る

機
法
一
体
論
は
こ
れ
ら
三
つ
の
観
点
に
集
約
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
、
衆
生
の
往
生
が
衆
生
の
存
在
に
先
立
っ
て
既
に
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
事
実
を

「
領
解
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
往
生
が
可
能
と
な
る
と
い
う
西
山
派
の
教
え
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
二
八

。
特
に
、
こ
の
よ
う
な
証
空
の
立
場
に
は
、
当
時
日
本

の
仏
教
界
に
広
ま
っ
て
い
た
天
台
本
覚
法
門
の
影
響
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
台
本
覚
法
門
、
も
し
く
は
天
台
本
覚
思
想
と
は
、
衆
生
に
本
来
具
足
し

て
い
る
真
如
の
理
を
強
調
し
て
い
く
思
潮
を
指
す
。
そ
れ
が

大
限
に
強
調
さ
れ
た
段
階
で
は
、
衆
生
と
仏
と
は
そ
の
ま
ま
で
相
即
す
る
と
い
う
こ
と
が
結
論

さ
れ
る
。
西
山
派
の
天
台
本
覚
思
想
的
側
面
に
つ
い
て
は
既
に
田
村
芳
朗
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。「
証
空
に
つ
い
て
見
る
と
、
弥
陀
理
性
・

弥
陀
仏
性
を
主
張
し
つ
つ
、「
弥
陀
体
我
等
心
中
遍
満
給
歴
然
」
と
し
て
弥
陀
遍
満
を
解
き
、
さ
ら
に
「
一
切
万
行
万
善
皆
自
弥
陀
一
法
開
出
」
と
も
い
う
。
…

…
な
お
、
弟
子
の
浄
音
（
一
二
〇
一
―
一
二
七
一
）
に
は
、「
弥
陀
法
界
身
正
覚
。
法
界
本
覚
仏
為
利
益
」「
本
有
本
覚
法
身
如
来
」「
法
界
衆
生
皆
本
有
本
覚
仏
」

と
て
、
本
覚
仏
が
明
瞭
な
形
で
説
き
だ
さ
れ
て
い
る
」
二
九

。
こ
の
よ
う
に
、
西
山
派
に
お
い
て
は
念
仏
者
の
存
在
の
背
後
に
理
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
が
想
定
さ

れ
て
お
り
、
こ
こ
に
本
覚
思
想
的
傾
向
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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以
上
の
概
念
史
を
踏
ま
え
た
上
で
、
再
び
大
拙
の
理
解
を
検
討
し
て
み
た
い
。
大
拙
は
「
即
非
の
論
理
」
を
行
為
に
お
い
て
成
り
立
つ
二
者
の
動
的
な
関
係

と
み
な
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
浄
土
教
解
釈
に
お
い
て
は
称
名
と
い
う
行
が
不
可
欠
の
実
践
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
も
な
る
。
彼
の
機
法
一
体
論
も
ま
た
、

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
称
名
を
通
じ
て
成
立
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
以
上
、
蓮
如
教
学
の
範
疇
に
留
ま
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
上
述
の
考
察
か
ら
大
拙
の
論
と
蓮
如
教
学
が
明
確
に
異
な
る
点
も
鮮
明
に
な
る
。
大
拙
の
機
法
一
体
論
の
背
後
に
は
、
機
と
法
と
の
本
来

的
な
無
分
別
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

大
拙
は
機
法
一
体
の
関
係
を
説
明
づ
け
る
論
理
と
し
て
、
他
力
の
働
き
か
け
と
共
に
仏
性
の
存
在
を
も
想
定
し
て
い
る
こ
と
が
こ
こ
で
明
示
さ
れ
て
い
る
。
真

宗
の
伝
統
が
阿
弥
陀
仏
に
よ
る
他
力
の
廻
向
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
を
、
大
拙
は
同
時
に
衆
生
本
具
の
覚
性
の
観
点
か
ら
も
説
明
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
仏
性
を
用
い
た
「
機
法
一
体
」
の
説
明
は
他
の
箇
所
で
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
別
の
箇
所
で
大
拙
は
以
下
の
よ
う
に
明
か
し
て
い
る
。 

変
容
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
蓮
如
が
「
機
法
一
体
の
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
衆
生
が
名
号
を
称
え
阿
弥
陀
仏
の
廻
向
に
よ
っ
て
信
心
を
与
え

ら
れ
る
そ
の
と
き
に
、
両
者
は
一
体
と
な
る
の
だ
と
い
う
。
そ
の
一
体
性
と
は
、
衆
生
の
往
生
と
阿
弥
陀
仏
の
正
覚
が
同
時
に
成
就
す
る
と
い
う
点
か
ら
、
名

号
に
お
い
て
頼
む
凡
夫
の
心
と
、
救
う
阿
弥
陀
仏
の
心
と
が
一
体
と
な
る
と
い
う
点
か
ら
、
そ
し
て
衆
生
の
三
業
と
阿
弥
陀
仏
の
三
業
が
一
致
す
る
と
い
う
点

の
三
つ
の
視
座
か
ら
説
明
さ
れ
る
。
蓮
如
は
、
衆
生
の
往
生
は
十
劫
の
昔
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
念
仏
を
称
え
る
即
今
に
成
就
す
る
も
の
と
し
て
、
仏
性
を

有
し
て
い
る
衆
生
が
本
来
的
に
悟
っ
て
い
る
と
い
う
本
覚
思
想
的
立
場
を
斥
け
た
の
で
あ
る
。 

   

衆
生
は
自
己
の
中
に
阿
弥
陀
の
光
を
受
取
る
も
の
、
い
は
ば
阿
弥
陀
の
光
を
又
照
ら
し
返
す
も
の
（
こ
れ
を
仏
性
と
い
つ
て
よ
い
）
を
も
つ
て
ゐ
る
の
で

あ
る
。
こ
の
点
か
ら
い
ふ
と
、
阿
弥
陀
と
衆
生
と
は
一
つ
で
あ
り
、
相
通
ず
る
も
の
を
も
つ
て
ゐ
る
と
い
へ
る
。
両
者
の
間
に
は
同
一
性
が
あ
る
。
さ
う

し
て
こ
の
同
一
性
の
思
想
は
、
真
宗
教
義
の
中
で

も
根
本
的
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
一
巻
、
三
九
七
頁
） 

如
何
に
仏
の
慈
悲
の
中
に
呼
吸
し
て
居
て
も
、
機
の
自
覚
が
な
け
れ
ば
、
慈
悲
も
感
ぜ
ら
れ
ぬ
。
併
し
、
此
の
機
が
法
の
慈
悲
の
外
に
自
立
し
て
居
る
の
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こ
の
一
節
は
、
機
の
自
覚
以
前
に
衆
生
が
仏
の
慈
悲
の
中
に
在
る
こ
と
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
他
の
箇
所
で
も
衆
生
の
本
来
往
生
に
気
づ
く

こ
と
と
し
て
の
信
心
決
定
を
主
張
し
て
い
る
。
衆
生
は
本
来
阿
弥
陀
仏
の
救
い
に
与
っ
て
い
る
、
し
か
し
そ
れ
を
自
覚
で
き
な
い
こ
と
で
日
々
悩
み
の
尽
き
な

い
生
活
を
送
る
の
だ
、
と
。
こ
こ
に
は
往
生
が
既
に
成
就
し
て
い
る
と
い
う
本
覚
思
想
的
な
浄
土
思
想
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
の
中
で
は
、
こ
れ
ら

行
に
よ
る
一
体
性
と
本
来
的
一
体
性
の
二
つ
の
説
明
様
式
は
互
い
に
対
立
す
る
こ
と
な
く
並
存
し
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
な
大
拙
の
説
明
は
、
蓮
如
本
人
の
意
図
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
彼
が
差
別
化
を
図
ろ
う
と
し
て
き
た
浄
土
宗
西
山
義
の
十
劫
以
前

の
往
生
正
覚
同
時
倶
成
説
を
表
現
し
て
い
る
。
十
劫
の
昔
に
衆
生
の
往
生
が
成
就
し
て
お
り
、
そ
し
て
そ
の
本
来
性
に
気
づ
く
こ
と
を
信
心
と
す
る
点
で
西
山

義
と
大
拙
の
主
張
は
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
大
拙
は
そ
の
説
明
の
枠
組
み
を
用
い
な
が
ら
も
、
往
生
が
既
に
確
定
し
て
い
る
こ
と
の
自
覚
に
つ
い
て
は
、
理

性
的
で
思
弁
的
な
把
握
で
は
な
く
、
称
名
を
通
じ
て
機
法
一
体
が
成
就
す
る
と
き
に
、
言
語
を
絶
し
た
体
験
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
だ
と
す
る
点
に
、
西
山
派

と
の
明
確
な
違
い
を
残
し
て
い
る
。
西
山
派
に
お
け
る
機
法
一
体
は
「
至
誠
心
」
、
「
深
心
」
、
「
廻
向
発
願
心
」
と
い
う
三
心
を
「
領
解
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

成
立
す
る
。
こ
の
三
心
は
、
大
拙
の
い
う
よ
う
な
分
別
を
放
棄
し
た
立
場
と
い
う
よ
り
も
、
阿
弥
陀
仏
の
摂
取
不
捨
の
本
願
に
対
す
る
思
弁
的
把
握
と
い
う
側

面
を
多
分
に
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

で
は
、
こ
の
よ
う
な
大
拙
の
浄
土
教
理
解
は
ど
こ
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
述
の
如
く
、
彼
が
妙
好
人
へ
傾
倒
し
た
こ
と
は
禅
と
の
親
和
性
か
ら

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
そ
の
思
想
的
中
心
た
る
「
機
法
一
体
」
に
つ
い
て
は
、
蓮
如
や
浅
原
才
市
に
依
拠
す
る
限
り
、
そ
れ
を
仏
性
の
観
点
か
ら
説

明
す
る
と
い
う
視
点
は
生
じ
得
な
い
。
こ
の
仏
性
を
通
じ
た
機
法
一
体
論
が
大
拙
の
禅
思
想
に
出
自
を
持
つ
も
の
と
す
る
こ
と
は
、
中
国
禅
が
広
い
意
味
で
如

 

  

第
五
節 

大
拙
と
『
安
心
決
定
鈔
』 

で
な
い
。
機
と
法
と
は
二
つ
で
な
い
、
一
体
で
あ
る
、
即
ち
一
即
多
・
多
即
一
で
あ
る
。
才
市
は
こ
れ
を
理
窟
で
云
ふ
の
で
な
く
て
、
体
験
の
上
で
云
ふ

の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
巻
、
一
七
〇
頁
） 
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ま
ず
、
序
に
お
い
て
触
れ
た
よ
う
に
大
拙
は
明
治
の
末
期
に
小
冊
子
と
し
て
編
集
さ
れ
た
『
安
心
決
定
鈔
』
を
通
じ
て
、
真
宗
思
想
へ
の
親
近
感
を
有
し
た

と
述
べ
て
い
た
。
真
宗
理
解
の
根
底
に
こ
の
書
の
枠
組
み
が
長
く
横
た
わ
っ
て
い
た
と
し
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
加
え
て
、
彼
は
の
ち
の
『
浄
土
系
思

想
論
』
で
も
「
こ
の
書
は
誰
の
作
か
わ
か
ら
ぬ
が
、
真
宗
の
精
髄
を
伝
へ
た
も
の
と
見
た
い
の
で
あ
る
」
（
『
全
集
』
第
六
巻
、
三
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
大
拙
は
教
学
の
厳
密
な
体
系
に
は
注
視
す
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
、
生
仏
不
二
論
に
基
づ
く
『
安
心
決
定
鈔
』
を
基
礎
に
し
た
浄
土
教
理
解
を
展
開
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
は
次
の
よ
う
に
も
論
じ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、『
安
心
決
定
鈔
』
と
『
一
遍
上
人
語
録
』
の
影
響
が
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
一
節
を
踏
ま
え
、
次
に
『
安
心
決
定
鈔
』
と
『
一
遍
上
人
語

録
』
に
存
す
る
浄
土
宗
西
山
派
の
思
想
が
大
拙
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
点
を
検
討
し
た
い
。 

来
蔵
思
想
の
潮
流
の
中
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
一
定
の
説
得
力
を
有
す
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
こ
の
問
題
を
判
然
と
解
決
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。

大
拙
が
こ
の
よ
う
な
本
覚
思
想
的
理
解
を
示
し
た
背
景
に
は
、
何
か
別
の
よ
り
直
接
的
な
背
景
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
捨
て
て
こ
そ
」（
一

九
二
七
年
）
と
題
し
た
文
章
の
次
の
一
節
に
注
目
し
た
い
。 

 

  

夫
れ
か
ら
も
う
一
つ
特
に
私
に
面
白
く
拝
見
せ
ら
れ
た
の
は
『
安
心
決
定
抄
』
と
云
ふ
書
物
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
真
宗
の
も
の
と
も
云
ひ
、
或
ひ
は
西

山
派
の
も
の
だ
と
も
云
は
れ
て
ゐ
ま
す
が
、
私
は
ど
ち
ら
の
物
で
も
よ
ろ
し
い
の
で
、
私
は
宗
派
と
か
歴
史
と
云
ふ
や
う
な
も
の
を
超
越
し
た
立
場
か
ら
、

こ
の
二
つ
の
書
物
〔
『
安
心
決
定
鈔
』
と
『
一
遍
上
人
語
録
』・
蓮
沼
〕
を
根
底
と
し
て
表
題
の
お
話
を
進
め
た
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。 

 
 

 
 

 
 

（
『
増

補
新
版
全
集
』
第
二
十
七
巻
、
九
三
頁
） 

浄
土
宗
思
想
で
も
そ
の
通
り
で
あ
る
。
法
と
機
と
を
分
け
る
の
は
学
者
の
説
く
と
こ
ろ
で
、
信
心
の
事
実
の
上
で
は
、
法
も
機
も
な
い
の
で
あ
る
。
任
運

騰
騰
、
騰
騰
任
運
で
、
法
が
機
、
機
が
法
で
あ
る
。
こ
れ
が
機
法
一
体
の
南
無
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
。「
念
佛
三
昧
に
お
い
て
信
心
決
定
せ
ん
ひ
と
は
、
身
も

南
無
阿
弥
陀
仏
、
こ
こ
ろ
も
南
無
阿
弥
陀
仏
な
り
と
お
も
ふ
べ
き
な
り
」
と
、『
安
心
決
定
鈔
』
は
説
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
又
「
か
る
が
ゆ
ゑ
に
領
解
も
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大
拙
の
解
釈
が
西
山
義
に
接
近
し
て
い
る
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
一
遍
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
の
だ
が
、
大
拙
が
一
遍
を
ど
う
位
置
づ
け
て
い
た
の
か
は

判
然
と
し
な
い
。
一
遍
に
対
す
る
言
及
が
総
じ
て
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一
遍
の
「
禅
的
」
な
傾
向
は
確
か
に
大
拙
と
親
和
性
を
も
つ
。
法
燈
国
師
（
無
本
覚

心
、
一
二
〇
七
～
九
八
年
）
の
印
可
を
受
け
た
と
さ
れ
る
著
名
な
一
首
「
称
ふ
れ
ば 

仏
も
我
も
な
か
り
け
り 

南
無
阿
弥
陀
仏 

南
無
阿
弥
陀
仏
」
は
、
大
拙
の

著
作
中
で
も
名
号
を
強
調
す
る
も
の
と
し
て
比
較
的
多
く
言
及
さ
れ
る
。
先
に
大
拙
は
仏
願
の
体
と
名
号
が
「
絶
対
も
相
対
も
な
く
、
受
動
も
能
動
も
な
い
と

こ
ろ
」
で
一
体
と
な
る
と
述
べ
て
い
た
。
こ
れ
は
浅
原
才
市
の
「
他
力
、
自
力
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
一
節
に
も
通
じ
、
阿
弥
陀
仏
と
衆
生
の
二
者
を
実
体

視
す
る
こ
と
へ
の
注
意
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
大
拙
と
一
遍
の
間
に
影
響
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
と
も
と
禅
の
研
究
者
で
あ

る
大
拙
に
一
遍
の
「
禅
的
傾
向
」
が
ど
れ
ほ
ど
影
響
を
与
え
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。 

こ
の
一
節
は
「
領
解
す
れ
ば
仏
願
の
体
に
か
へ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
衆
生
に
既
に
本
来
的
な
往
生
が
具
わ
っ
て
い
た
と
す
る
理
解
に
通
ず
る
。
さ
ら
に
別
の

箇
所
で
は
こ
の
書
の
「
名
号
を
心
得
る
と
い
ふ
は
、
阿
弥
陀
仏
の
衆
生
に
代
り
て
願
行
を
成
就
し
て
、
凡
夫
の
往
生
機
に
先
だ
ち
て
成
就
せ
し
き
ざ
み
、
十
方

衆
生
の
往
生
を
正
覚
の
体
と
せ
し
こ
と
を
領
解
す
る
な
り
」
と
い
う
一
節
を
も
引
用
し
て
い
る
（
『
全
集
』
第
六
巻
、
三
一
頁
）
。
こ
の
よ
う
な
例
を
踏
ま
え
る

と
、
大
拙
が
『
安
心
決
定
鈔
』
の
枠
組
み
を
受
容
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
機
法
一
体
論
を
本
来
往
生
の
文
脈
で
語
り
得
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
だ
ろ
う
。 

た
だ
興
味
深
い
こ
と
は
、
大
拙
は
一
遍
を
取
り
上
げ
る
際
に
た
び
た
び
『
安
心
決
定
鈔
』
と
『
一
遍
上
人
語
録
』
を
セ
ッ
ト
に
し
て
紹
介
し
て
い
る
と
い
う

事
実
で
あ
る
。
そ
の
論
述
中
で
は
、「
名
号
の
外
に
機
法
な
く
、
名
号
の
外
に
往
生
な
し
」
と
い
っ
た
文
句
が
引
か
れ
な
が
ら
、
念
仏
三
昧
に
お
け
る
神
秘
的
意

識
（
心
理
的
事
実
）
と
し
て
の
「
機
法
一
体
」
が
提
示
さ
れ
る
。『
一
遍
上
人
語
録
』
が
『
安
心
決
定
鈔
』
と
と
も
に
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
両
者
が
と
も
に
同
質

の
「
機
法
一
体
」
を
扱
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
一
遍
の
禅
者
と
し
て
の
側
面
で
は
な
く
、
一
遍
が
前
提
と
し
て
い

る
西
山
義
の
思
想
構
造
ま
で
も
が
無
意
識
裡
に
大
拙
の
真
宗
理
解
に
混
入
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
一
遍
が
大
拙
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
た
の
か
、
そ
の
全
体
像
は
判
然
と
し
な
い
が
、
少
な
く
と
も
大
拙
が
西
山
義
で
創
出
さ
れ
た
「
機
法
一
体
」
の
語
を
一
遍
に
も
見
出
し
て
い
た
こ
と
は

 
機
に
は
止
ま
ら
ず
、
領
解
す
れ
ば
仏
願
の
体
に
か
へ
る
。
名
号
も
機
に
は
止
ま
ら
ず
、
唱
ふ
れ
ば
や
が
て
弘
願
に
か
へ
る
」
と
云
ふ
。「
名
体
不
二
の
弘
願

の
行
」
は
、
絶
対
も
相
対
も
な
く
、
受
動
も
能
動
も
な
い
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
二
十
一
巻
、
二
六
五
～
二
六
六
頁
） 
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真
宗
教
学
は
阿
弥
陀
仏
と
衆
生
を
原
理
的
に
異
な
る
存
在
と
み
な
し
、
衆
生
に
仏
性
が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
煩
悩
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
自
力
で

救
わ
れ
る
べ
き
因
が
一
切
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
三
二

。
両
者
は
決
し
て
相
容
れ
な
い
「
二
」
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
深
刻
な
凡
夫
性
を
自
覚
す

る
と
こ
ろ
に
「
機
の
深
信
」
が
成
立
す
る
。
従
っ
て
両
者
が
「
機
法
一
体
」
と
言
わ
れ
る
の
も
、
如
来
が
そ
う
し
た
凡
夫
を
救
お
う
と
自
身
の
功
徳
を
差
し
向

け
た
そ
の
と
き
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
大
拙
は
、「
機
法
一
体
」
が
あ
く
ま
で
も
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
を
称
え
る
と
い
う
行
を
通
じ
て
成
立
す
る

動
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
真
宗
の
伝
統
を
捉
え
つ
つ
も
、
他
方
で
両
者
の
関
係
が
行
に
先
立
っ
て
成
立
し
て
い
る
と
い
う
本
覚
思
想
的
視
座
に
立
つ
こ

と
で
、
真
宗
が
親
鸞
以
来
強
調
し
て
き
た
人
間
の
凡
夫
性
を
遠
ざ
け
て
し
ま
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。 

以
上
、
大
拙
の
浄
土
教
理
解
、
特
に
真
宗
を
論
じ
る
視
点
の
中
に
『
安
心
決
定
鈔
』
と
『
一
遍
上
人
語
録
』
に
よ
る
西
山
派
の
枠
組
み
が
影
響
を
与
え
て
い

た
可
能
性
を
提
示
し
た
。
大
拙
の
浄
土
教
解
釈
は
こ
れ
ら
の
文
献
、
特
に
『
安
心
決
定
鈔
』
の
機
法
一
体
論
を
真
宗
解
釈
に
際
し
て
多
用
し
た
た
め
に
、
結
果

と
し
て
真
宗
教
学
と
根
本
的
な
部
分
で
乖
離
す
る
に
至
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

阿
弥
陀
仏
と
念
仏
者
の
二
者
の
関
係
に
お
い
て
、
「
非
が
そ
の
ま
ま
で
即
（
二
が
そ
の
ま
ま
で
一
）
」
で
あ
る
と
す
る
こ
の
「
即
非
の
論
理
」
が
可
能
と
な
る

の
は
、
「
即
」
が
「
非
（
二
）
」
を
そ
の
ま
ま
に
包
み
込
む
「
一
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
（
た
だ
し
、
逆
に
「
一
」
は
「
二
」
か
ら
独
立
し
た
も
の
で

は
あ
り
え
な
い
）
三
三

。
す
な
わ
ち
「
即
」
は
、
「
非
」
と
い
う
対
立
が
生
じ
る
以
前
の
、
対
立
を
包
み
な
が
ら
同
時
に
対
立
を
成
立
さ
せ
て
い
る
原
理
的
（
と

同
時
に
体
験
的
）
な
「
一
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

も
し
大
拙
の
解
釈
を
単
に
『
安
心
決
定
鈔
』
や
『
一
遍
上
人
語
録
』
に
引
き
ず
ら
れ
た
偶
然
の
結
果
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
真
宗
教
学
と
の
乖
離
は

大
拙
思
想
の
不
備
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
見
ら
れ
る
真
宗
教
学
か
ら
の
逸
脱
は
む
し
ろ
、
大
拙
思
想
の
根
幹
で
あ
る
「
即
非
の
論
理
」
か

ら
浄
土
教
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
際
に
必
然
的
に
要
請
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。 

確
か
で
あ
る
。 

 

 

結 
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後
に
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
大
拙
の
浄
土
教
解
釈
は
真
宗
教
学
の
立
場
か
ら
は
容
易
に
認
め
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 

以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
れ
ば
、
大
拙
の
浄
土
教
理
解
の
根
幹
は
「
即
非
の
論
理
」
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏
と
念
仏
者
の
行
を
通
じ
た
動
的
な
統
一
で
あ
る
と
結

論
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
大
拙
は
基
本
的
に
は
真
宗
の
枠
組
み
に
依
拠
し
つ
つ
も
、
結
果
的
に
西
山
義
の
思
想
を
も
取
り
込
む
こ
と
で
、
両
者
の
動
的

な
統
一
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 

大
拙
に
と
っ
て
は
そ
の
枠
組
み
を
提
供
す
る
も
の
が
『
安
心
決
定
鈔
』
や
『
一
遍
上
人
語
録
』
と
い
っ
た
西
山
派
の
文
献
で
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
大
拙
が

真
宗
義
と
と
も
に
西
山
義
を
も
説
明
と
し
て
併
せ
て
用
い
た
の
は
、
真
宗
義
に
希
薄
な
「
一
」
の
側
面
、「
二
」
に
先
だ
っ
て
「
二
」
を
包
ん
で
い
る
「
一
」
と

い
う
考
え
を
、
西
山
義
の
思
想
に
よ
っ
て
補
強
さ
せ
、「
即
非
の
論
理
」
に
基
づ
く
よ
り
十
全
な
浄
土
教
解
釈
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
た
め
だ
っ
た
と
い
え
る
の

で
あ
る
。 

こ
の
観
点
か
ら
真
宗
の
「
機
法
一
体
」
を
「
即
非
の
論
理
」
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
、
阿
弥
陀
仏
と
凡
夫
と
い
う
二
者
か
ら
の
作
用
と
し
て
「
二
」

を
説
明
で
き
る
も
の
の
、
も
う
一
方
の
原
理
的
な
「
一
」
の
面
が
ど
う
し
て
も
希
薄
に
な
る
。「
即
非
の
論
理
」
か
ら
浄
土
教
を
見
よ
う
と
す
る
限
り
、
ど
う
し

て
も
も
う
一
方
の
原
理
的
な
「
一
」
、
す
な
わ
ち
阿
弥
陀
仏
と
凡
夫
の
本
来
的
な
無
差
別
を
主
張
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
真
宗
が
伝
統
的
に
強
調
し
て
き
た
廻
向

の
は
た
ら
き
は
確
か
に
「
一
」
の
動
的
な
側
面
を
示
し
て
は
い
る
も
の
の
、「
一
」
が
原
理
的
に
「
二
」
を
包
む
も
の
で
あ
る
と
い
う
「
即
非
の
論
理
」
の
別
の

面
を
、
未
だ
十
全
に
は
説
明
し
き
れ
て
い
な
い
。 

念
仏
者
は
み
ず
か
ら
の
は
か
ら
い
を
放
棄
す
る
と
き
に
、
称
名
を
通
じ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
摂
取
不
捨
の
廻
向
が
「
一
」
な
る
は
た
ら
き
と
し
て
顕
れ
る
。
そ

れ
は
同
時
に
阿
弥
陀
仏
と
念
仏
者
の
本
来
的
な
無
差
別
の
顕
現
で
も
あ
る
。
大
拙
は
こ
の
よ
う
な
両
者
の
動
的
な
統
一
を
「
即
」
と
い
う
無
分
別
の
一
体
性
と

し
て
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
阿
弥
陀
仏
と
念
仏
者
の
区
別
が
溶
解
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
両
者
の
二
元
性
は
そ
の
ま
ま
で
残
さ
れ
て
お
り
、

彼
は
こ
の
よ
う
な
分
別
の
次
元
を
「
非
」
と
い
う
対
立
と
し
て
捉
え
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
矛
盾
的
な
二
つ
の
立
場
を
同
時
に
可
能
と
す
る
媒
介
と
し
て
「
南
無

阿
弥
陀
仏
」
の
称
名
行
が
不
可
欠
の
実
践
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
そ
の
原
理
的
な
「
一
」
は
、「
二
」
と
し
て
の
行
為
（
阿
弥
陀
仏
と
念
仏
者
と
い
う
二
者
に
お
い
て
成
立
す
る
称
名
行
）
を
通
じ
て
自
ら
の
作
用
を
具

体
化
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
即
非
の
論
理
」
は
原
理
的
な
「
一
」
と
具
体
的
分
別
と
し
て
の
「
二
」
と
を
共
に
不
可
欠
の
要
素
と
す
る
。 
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こ
の
よ
う
に
真
宗
教
学
の
内
部
か
ら
親
鸞
思
想
に
お
け
る
生
仏
の
一
元
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
貴
重
で
あ
る
三
五

。
確
か
に
清
沢
門
下
の
曽
我
量
深
も
思
想

そ
れ
自
体
を
重
視
す
る
立
場
に
お
い
て
大
拙
と
対
立
し
た
も
の
の
、
他
方
で
、
大
拙
の
解
釈
を
「
体
」
、
す
な
わ
ち
体
験
と
し
て
は
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
。 

真
宗
の
教
学
者
と
し
て
曽
我
は
、
ま
ず
凡
夫
を
信
心
決
定
の
得
生
経
験
へ
と
導
く
た
め
に
論
理
立
て
て
、
教
義
を
説
く
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
る
。
そ
れ
は

例
え
ば
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
「
証
涅
槃
」
と
そ
の
真
因
た
る
「
信
心
」
を
区
別
す
る
こ
と
、
往
相
廻
向
と
還
相
廻
向
を
区
別
す
る

こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
親
鸞
の
態
度
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
し
て
、
曽
我
の
立
場
は
「
ど
う
す
れ
ば
往
生
が
可
能
か
」
と
い
う
点
を
問
題
に
し
て
い

る
。
他
方
、
大
拙
は
そ
の
よ
う
な
往
生
の
た
め
の
筋
道
（
真
因
と
し
て
の
信
心
）
を
、
往
生
や
証
涅
槃
の
体
験
と
同
一
化
さ
せ
て
論
じ
て
い
る
た
め
、「
ど
う
す

れ
ば
往
生
が
可
能
か
」
と
い
う
点
よ
り
も
、「
往
生
の
体
験
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
と
い
う
観
点
か
ら
教
義
を
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
は
禅
宗
の

教
学
者
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
一
禅
学
者
と
し
て
、
禅
の
根
本
た
る
見
性
体
験
（
と
そ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
の
得
生
体
験
）
を
可
能
な
限
り
言
語
化
し

よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
の
言
説
に
は
「
ど
う
す
れ
ば
往
生
が
可
能
か
」
と
い
う
実
践
的
観
点
よ
り
も
、「
往
生
の
体
験
と
は
ど
の
よ
う

彼
の
解
釈
が
『
安
心
決
定
鈔
』
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
を
本
章
で
は
論
じ
て
き
た
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
彼
の
解
釈
全
て
が
そ
こ
に
帰
着
す
る
と
い
う
訳
で

は
な
い
。
彼
は
あ
く
ま
で
も
真
宗
と
し
て
『
安
心
決
定
鈔
』
を
捉
え
て
お
り
、
そ
の
限
り
大
拙
の
理
解
は
厳
密
な
教
理
研
究
の
立
場
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
信
楽
峻
麿
の
指
摘
は
こ
の
点
に
つ
い
て
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
与
え
て
く
れ
る
。 

 

た
だ
し
東
本
願
寺
の
教
学
に
お
い
て
は
、
そ
の
生
仏
一
体
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
す
で
に
清
沢
満
之
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
仏
と
は
私
に
先
立
っ
て
存
在

す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
信
心
に
お
い
て
こ
そ
初
め
て
現
成
す
る
と
主
張
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
明
確
な
生
仏
一
元
論
に
立
っ
て
い
ま
す
が
、
西
本

願
寺
の
教
学
に
お
い
て
は
、
い
ま
も
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
と
は
世
界
の
絶
対
者
で
あ
る
と
か
宇
宙
の
大
善
意
で
あ
る
な
ど
と
い
っ
て
、
二
元
的
、
外
在
的
に

捉
え
て
い
て
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
非
仏
教
的
、
反
親
鸞
的
な
真
宗
理
解
と
い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。 

し
か
し
な
が
ら
、
上
に
述
べ
た
点
を
別
に
す
れ
ば
、
東
西
本
願
寺
教
団
の
伝
統
教
学
は
、
基
本
的
に
二
元
論
の
立
場
に
立
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
大
乗
仏

教
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
親
鸞
が
開
顕
し
た
と
こ
ろ
の
ま
こ
と
の
真
宗
教
義
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
三
四 
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な
も
の
か
」
と
い
う
宗
教
哲
学
も
し
く
は
宗
教
心
理
学
的
関
心
が
際
だ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
の
解
釈
に
お
い
て
、
凡
夫
が
往
生
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
踏

む
べ
き
信
心
そ
の
も
の
が
、
理
想
で
あ
る
往
生
と
同
格
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。 

の
言
説
は
す
で
に
見
性
体
験
（
彼
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
同
時
に
得
生
体
験
）
を
経
た
見
地
か
ら
の
発
言
で
あ
り
、
そ
れ
は
も
と
も
と
凡
夫
の
宗
教
と
し
て

弘
ま
っ
た
は
ず
の
浄
土
教
が
三
六

、
見
性
体
験
を
経
た
「
覚
者
」
の
立
場
か
ら
、
そ
の
「
覚
」
を
前
提
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
大
拙
の
浄

土
教
解
釈
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
「
覚
」
を
前
提
と
し
た
立
場
か
ら
、「
即
非
の
論
理
」
と
い
う
自
身
の
論
理
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に

大
拙
の
禅
的
側
面
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

  

 

一 

こ
の
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
秋
月
龍
珉
の
報
告
に
よ
っ
て
大
拙
の
言
葉
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
あ
れ
は
自
分
の
家
で
あ
っ
た
よ
う
だ
な
。
母
親
の
友
だ
ち
が
き
て
、
仏
壇
に
お
灯
明
を

あ
げ
て
、
お
経
を
読
ん
だ
か
ど
う
か
忘
れ
た
が
、
先
達
み
た
い
な
男
が
い
て
、
『
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
』
と
、
な
ん
べ
ん
で
も
や
た
ら
に
称
え
さ
せ
る
。
…
…
と
も
か
く
、

『
南
無
阿
弥
陀
仏
』
を
や
た
ら
と
称
え
な
が
ら
、
膝
を
つ
い
て
坐
っ
て
い
る
わ
し
の
上
半
身
を
持
っ
て
、
そ
の
男
が
前
後
に
ゆ
さ
ぶ
る
の
だ
。
三
十
分
か
一
時
間
か
、
ど
の
く
ら
い
や
っ

た
か
、
時
間
を
覚
え
て
い
る
と
い
い
の
だ
が
、
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
い
い
加
減
の
頃
に
そ
の
運
動
を
ひ
ょ
っ
と
と
め
て
し
ま
う
。
そ
の
時
に
、
心
理
的
な
変
化
が
出
る
の
だ
。
そ
れ

ま
で
の
リ
ズ
ミ
ッ
ク
・
モ
ー
シ
ョ
ン
（
律
動
的
運
動
）
が
破
れ
た
拍
子
に
、
そ
こ
で
ど
う
か
、
意
識
に
変
化
が
起
っ
て
、
あ
る
感
覚
が
出
る
。
『
そ
れ
、
助
か
っ
た
』
と
い
う
わ
け
だ
」

（
秋
月
龍
珉
『
鈴
木
禅
学
と
西
田
哲
学
』
春
秋
社
、
一
九
七
一
年
、
一
四
八
頁
）
。 

二 

桐
田
清
秀
は
大
拙
が
学
習
院
か
ら
大
谷
大
学
に
移
っ
た
理
由
と
し
て
、
以
下
の
数
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
ず
、
貴
族
の
教
育
を
本
旨
と
す
る
学
習
院
の
風
潮
が
独
立
心
の
強
い
大

拙
の
性
格
と
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
寮
長
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
で
研
究
に
専
念
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。
次
に
、
大
拙
と
親
交
の
深
か
っ
た
北
条
時
敬
、
山
本
良
吉
の
学
習
院

改
革
運
動
が
失
敗
し
た
こ
と
。
外
国
人
を
伴
侶
と
し
て
い
る
こ
と
で
学
内
の
居
心
地
が
よ
く
な
か
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
恩
師
釈
宗
演
の
遷
化
に
よ
っ
て
鎌
倉
近
辺
に
留
ま
る
必
要
が
な

く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
桐
田
清
秀
「
学
習
院
時
代
の
鈴
木
大
拙
」
『
禅
学
研
究
』
第
八
十
二
号
、
花
園
大
学
、
二
〇
〇
四
年
、
参
照
）
。 

三 

桐
田
清
秀
「
大
谷
大
学
時
代
の
鈴
木
大
拙
」
『
花
園
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
十
三
号
、
花
園
大
学
文
学
部
、
二
〇
一
一
年
、
二
〇
頁
。 

四 

こ
の
英
訳
事
業
は
当
時
の
真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長
で
あ
る
宮
谷
法
含
が
大
拙
に
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
拙
に
よ
る
英
訳
は
、
『
教
行
信
証
』
全
六
巻
の
う
ち
、
教
巻
・
行
巻
・
信

巻
・
証
巻
に
限
ら
れ
る
。
こ
れ
は
当
初
か
ら
の
大
拙
の
意
向
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
四
巻
の
翻
訳
は
生
前
に
既
に
完
成
し
て
い
た
が
、
本
文
及
び
序
文
の
校
正
作
業
中
に
彼
は
没
す
る
。

残
さ
れ
た
仕
事
は
、
東
方
仏
教
徒
教
会
（E

B
S

）
に
引
き
継
が
れ
、
一
九
七
三
年
に
刊
行
に
至
っ
た
（T

h
e K

yōgyōsin
sh
ō

）
。
ま
た
二
〇
一
二
年
に
は
改
訂
版
が
再
版
さ
れ
た
（
前

田
專
學
・
武
田
浩
学
「
大
拙
英
訳
『
教
行
信
証
』
の
編
集
を
終
え
て
」
『
財
団
法
人
松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報
』
第
二
十
五
号
、
松
ヶ
岡
文
庫
、
二
〇
一
一
年
、
及
び
「
真
宗
大
谷
派
東
本

願
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、h

ttp://w
w

w
.h

igash
ih

on
gan

ji.or.jp/ph
oto/703/

」
、
二
〇
一
三
年
五
月
二
五
日
ア
ク
セ
ス
参
照
）
。 

五 

次
の
一
節
は
『
禅
と
念
仏
の
心
理
学
的
基
礎
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。「
然
し
な
が
ら
、
名
号
の
独
在
性
が
認
め
ら
れ
、
従
つ
て
、
名
号
の
中
に
機
法
の
二
元
的
対
立
が
消
え
去
る
と

断
定
せ
ら
れ
る
な
ら
、
そ
れ
は
神
秘
的
経
験
の
表
明
で
あ
つ
て
、
形
而
上
学
的
反
省
の
そ
れ
で
は
な
い
」
（
『
全
集
』
第
四
巻
、
三
四
一
頁
）
。 

六 

「
信
心
為
本
」
と
い
う
語
は
親
鸞
自
身
の
語
で
は
な
く
、
彼
を
解
釈
し
た
蓮
如
の
言
葉
で
あ
る
。
例
え
ば
『
御
文
』
に
は
「
マ
ヅ
当
流
御
勧
化
ノ
オ
モ
ム
キ
ハ
、
信
心
ノ
モ
テ
本
ト

セ
ラ
レ
候
」
（
笠
原
一
男
・
井
上
鋭
夫
校
注
『
日
本
思
想
大
系 

十
七 

蓮
如 

一
向
一
揆
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
、
一
五
頁
）
と
あ
る
。 



51 

                                        
 

七 
伊
藤
博
之
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成 

歎
異
抄 

三
帖
和
讃
』
新
潮
社
、
一
九
八
一
年
、
二
〇
五
頁
。 

八 
星
野
元
豊
・
石
田
充
之
・
家
永
三
郎
校
注
『
日
本
思
想
大
系 

十
一 

親
鸞
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
、
七
二
頁
、
八
四
頁
。 

九 

例
え
ば
『
歎
異
抄
』
第
一
条
で
は
、
「
弥
陀
の
本
願
に
は
、
老
少
・
善
悪
の
人
を
え
ら
ば
れ
ず
。
た
だ
信
心
を
要
と
す
と
知
る
べ
し
」
、
「
本
願
を
信
ぜ
ん
に
は
、
他
の
善
も
要
に

あ
ら
ず
」
と
語
ら
れ
て
い
る
（
『
歎
異
抄 

三
帖
和
讃
』
、
一
二
頁
）
。 

一
〇 

例
え
ば
「
真
実
界
は
不
可
思
議
界
で
あ
る
、
不
可
思
議
光
で
あ
る
…
…
」
（
『
全
集
』
第
六
巻
、
二
五
〇
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

一
一 

「
真
実
信
心
を
う
れ
ば
、
す
な
わ
ち
無
碍
光
仏
の
御
こ
こ
ろ
の
う
ち
に
摂
取
し
て
、
す
て
た
ま
は
ざ
る
な
り
。
摂
は
お
さ
め
た
ま
ふ
、
取
は
む
か
へ
と
る
と
ま
ふ
す
な
り
。
お
さ
め

と
り
た
ま
ふ
と
き
、
す
な
わ
ち
、
と
き
日
お
も
へ
だ
て
ず
、
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
つ
き
さ
だ
ま
る
を
、
往
生
を
う
と
は
の
た
ま
へ
る
な
り
」
（
石
田
瑞
麿
訳
『
親
鸞
全
集
』
第
四
巻
、
春

秋
社
、
一
九
八
六
年
、
二
九
一
～
二
九
二
頁
）
。 

一
二 

伊
藤
益
は
『
一
念
多
念
文
意
』（
一
二
五
七
年
）
と
『
歎
異
抄
』（
一
二
五
六
年
前
後
）
の
成
立
を
同
時
期
と
見
な
し
た
場
合
、
「
親
鸞
は
信
心
の
決
定
時
と
往
生
の
完
成
時
と
の
関

係
を
め
ぐ
っ
て
、
相
反
す
る
二
つ
の
見
解
を
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
提
示
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
伊
藤
益
『
親
鸞 

―
悪
の
思
想
』
集
英
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
七
一

頁
以
下
参
照
）
。 

一
三 

大
拙
は
臨
終
往
生
説
で
は
な
く
即
得
往
生
説
を
主
張
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
臨
終
往
生
説
の
根
拠
と
な
っ
た
『
歎
異
抄
』
の
一
節
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
問

題
に
直
面
す
る
。
大
拙
自
身
が
こ
の
問
題
を
直
接
扱
う
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
『
歎
異
抄
』
の
記
述
が
弟
子
唯
円
の
悩
み
に
対
し
て
の
対
機
説
法
で
あ
る
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
限
り

で
即
得
往
生
説
を
考
慮
の
外
に
お
い
て
発
言
し
て
い
た
、
と
捉
え
る
こ
と
で
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。 

一
四 

『
浄
土
系
思
想
論
』
で
は
、
「
こ
れ
は
円
環
的
運
動
で
あ
る
か
ら
、
願
と
信
と
の
間
に
は
不
断
の
往
還
が
あ
る
」
（
『
全
集
』
第
六
巻
、
二
三
七
頁
）
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。 

一
五 

『
日
本
思
想
大
系 

親
鸞
』
、
一
五
頁
。 

一
六 

浄
土
教
思
想
史
に
お
い
て
、
親
鸞
に
先
駆
け
て
往
相
・
還
相
廻
向
の
二
種
廻
向
を
論
じ
た
の
は
、
曇
鸞
（
四
七
六
～
五
四
二
年
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
曇
鸞
の
『
浄
土
論
註
』
で
示

さ
れ
る
往
相
還
相
の
「
廻
向
」
は
念
仏
者
自
身
の
功
徳
を
さ
し
向
け
る
こ
と
で
あ
り
、
親
鸞
は
そ
れ
ら
を
阿
弥
陀
仏
の
廻
向
で
あ
る
と
読
み
変
え
て
い
る
（
村
上
速
水
『
親
鸞
教
義
と
そ

の
背
景
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
七
年
、
一
三
一
頁
）
。 

一
七 

斎
藤
真
希
「
親
鸞
に
お
け
る
還
相
廻
向
」（
『
倫
理
学
年
報
』
第
六
十
集
、
日
本
倫
理
学
会
、
二
〇
一
一
年
）
は
、
往
相
廻
向
の
出
発
点
を
臨
終
と
捉
え
な
が
ら
も
、
法
身
へ
帰
一
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
無
限
の
活
動
と
一
体
化
す
る
と
い
う
意
味
で
、
死
後
の
還
相
廻
向
の
可
能
性
を
支
持
し
て
い
る
。 

一
八 

こ
の
「
即
得
往
生
」
に
つ
い
て
は
『
愚
禿
鈔
』
中
に
「
本
願
を
信
受
す
る
は
、
前
念
命
終
な
り
。
即
得
往
生
は
、
後
念
即
生
な
り
」
（
石
田
瑞
麿
訳
『
親
鸞
全
集
』
第
三
巻
、
六
四

頁
）
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
親
鸞
自
身
は
娑
婆
に
お
け
る
命
が
尽
き
た
と
き
に
浄
土
へ
の
往
生
が
起
こ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

一
九 

こ
こ
で
い
う
「
和
讃
」
と
は
親
鸞
の
「
浄
土
高
僧
和
讃
」
中
の
「
本
願
円
頓
一
乗
は
、
逆
悪
摂
す
と
信
知
し
て
、
煩
悩
菩
提
体
無
二
と
、
す
み
や
か
に
と
く
さ
と
ら
し
む
」
と
い
う

偈
で
あ
る
（
『
歎
異
抄 

三
帖
和
讃
』
、
一
一
一
頁
）
。 

二
〇 

ま
た
別
の
箇
所
で
は
、
浄
土
と
娑
婆
が
相
対
立
し
、
相
互
に
否
定
し
あ
う
二
者
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
「
娑
婆
即
浄
土
、
浄
土
即
娑
婆
」
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
『
全

集
』
第
六
巻
、
一
〇
九
頁
）
。 

二
一 

「
そ
れ
〔
妙
好
人
・
蓮
沼
〕
を
ま
ず
学
問
的
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
た
の
は
鈴
木
大
拙
氏
で
あ
り
、
そ
れ
は
宗
教
学
の
立
場
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
鈴
木
氏
の
論
考
は
す
で
に

戦
前
に
遡
る
が
、
そ
れ
が
大
き
な
刺
激
と
な
っ
て
他
の
宗
教
学
者
や
真
宗
学
者
か
ら
の
研
究
も
現
れ
、
さ
ら
に
は
歴
史
学
、
民
俗
学
、
社
会
学
な
ど
の
分
野
か
ら
も
活
発
な
考
察
が
重

ね
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
〔
引
用
し
た
文
献
は
一
九
九
二
年
発
行
・
蓮
沼
〕
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
今
日
ま
で
の
妙
好
人
研
究
の
基
底
に
は
、
鈴
木
氏
の
諸
論
考

が
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
妙
好
人
の
信
者
像
の
問
題
点
が
集
約
さ
れ
た
観
が
あ
る
」（
柏
原
祐
泉
他
『
浄
土
仏
教
の
思
想
十
三 

妙
好
人 

良
寛 

一
茶
』
講
談
社
、

一
九
九
二
年
、
二
二
四
～
二
五
頁
）
。 

二
二 

『
全
集
』
第
十
巻
、
一
三
五
～
一
五
八
頁
。 

二
三 

曽
我
量
深
「
仏
仏
相
念
」（
西
谷
啓
治
編
『
回
想 

鈴
木
大
拙
』
春
秋
社
、
一
九
七
五
年
）
、
一
五
三
頁
、
金
子
大
栄
「
鈴
木
先
生
の
真
宗
観
」（
久
松
真
一
他
編
『
鈴
木
大
拙 

―
人
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と
思
想
―
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）
、
二
九
頁
。 

二
四 
源
了
圓
「
妙
好
人
浅
原
才
市
と
蓮
如
」
（
浄
土
真
宗
教
学
研
究
所
編
『
蓮
如
上
人
研
究 

教
義
篇
Ⅰ
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
八
年
）
、
二
四
三
頁
。 

二
五 
『
日
本
思
想
大
系 

蓮
如
』
、
九
二
頁
。 

二
六 

普
賢
晃
寿
「
機
法
一
体
論
の
展
開
」（
『
石
田
充
之
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
二
年
）
、
徳
永
道
雄
「
蓮
如
の
機
法
一
体
観
に
つ
い
て
」（
『
真
宗
研
究
』
第
四

十
四
号
、
百
華
苑
、
二
〇
〇
〇
年
）
。 

二
七 

今
井
雅
晴
「
鎌
倉
時
代
の
浄
土
真
宗
と
時
衆
」
（
『
蓮
如
上
人
研
究 

教
義
篇
Ⅰ
』
所
収
）
、
一
四
五
頁
。 

二
八 

こ
の
「
領
解
」
の
内
実
は
至
誠
心
、
深
心
、
廻
向
発
願
心
の
三
心
に
分
け
ら
れ
る
。
証
空
作
と
さ
れ
る
『
他
筆
鈔
』
に
は
、
「
凡
そ
三
心
と
は
、
韋
提
、
定
善
示
観
縁
に
て
、
欣
浄
、

顕
行
の
二
縁
に
還
り
て
、
領
解
せ
し
心
の
か
た
ち
也
」
と
あ
る
（
上
田
良
準
・
大
橋
俊
雄
『
浄
土
仏
教
の
思
想 

第
十
一
巻 

証
空 

一
遍
』
講
談
社
、
一
九
九
二
年
、
一
一
六
頁
）
。
「
至

誠
心
」
と
は
真
実
心
で
あ
り
、
そ
れ
は
法
蔵
菩
薩
が
衆
生
に
代
わ
っ
て
六
度
万
行
を
行
じ
た
こ
と
を
真
実
で
あ
る
と
「
知
る
」
こ
と
で
あ
る
。
次
の
「
深
心
」
と
は
、
真
実
心
の
深
く
な

っ
た
心
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
内
容
的
に
は
、
自
身
が
そ
の
凡
夫
性
故
に
生
死
流
転
の
世
界
か
ら
出
離
す
る
こ
と
が
叶
わ
ぬ
こ
と
、
阿
弥
陀
仏
が
必
ず
衆
生
を
摂
取
し
て
往
生
さ
せ
て

く
れ
る
こ
と
を
信
じ
る
と
い
う
二
種
深
信
で
あ
る
。
そ
し
て
「
廻
向
発
願
心
」
と
は
自
身
が
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
来
た
善
根
を
浄
土
往
生
へ
と
差
し
向
け
る
こ
と
、
そ
し
て
同
時
に
功

徳
を
他
に
振
り
向
け
る
こ
と
の
意
で
あ
る
。 

二
九 

田
村
芳
朗
『
田
村
芳
郎
仏
教
学
論
集 
第
一
巻 

本
覚
思
想
論
』
春
秋
社
、
一
九
九
〇
年
、
一
〇
七
頁
。 

三
〇 

満
井
秀
城
「
蓮
如
上
人
と
安
心
決
定
鈔
」
（
蓮
如
上
人
研
究
会
編
『
蓮
如
上
人
研
究
』
思
文
閣
、
一
九
九
八
年
）
参
照
。 

三
一 

普
賢
、
徳
永
前
掲
論
文
参
照
。 

三
二 

徳
永
道
雄
「
蓮
如
教
学
と
本
覚
思
想
」
（
『
蓮
如
上
人
研
究 

教
義
篇
Ⅰ
』
所
収
）
、
一
〇
二
頁
。 

三
三 

「
同
一
性
と
云
う
も
の

―
「
即
」

―
が
別
に
あ
つ
て
、
そ
れ
で
相
容
れ
ぬ
も
の

―
「
非
」

―
を
包
む
と
云
ふ
の
で
な
い
。
「
非
」
そ
の
ま
ま
に
「
即
」
、
即
ち
絶
対
に
相

「
非
」
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
直
ち
に
「
即
」
な
の
で
あ
る
…
…
「
包
む
」
と
云
ふ
こ
と
は
、
面
白
か
ら
ぬ
が
、
ま
づ
さ
う
云
つ
て
お
く
」
（
『
全
集
』
第
十
三
巻
、
二
七
五
～
二
七
七
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
大
拙
は
不
本
意
な
が
ら
も
表
現
上
の
も
の
と
し
て
こ
の
語
を
妥
協
し
て
用
い
て
い
る
。 

三
四 

信
楽
峻
麿
『
真
宗
学
概
論
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
〇
年
、
二
九
九
～
三
〇
〇
頁
。 

三
五 

し
か
し
、
真
宗
教
学
の
内
部
と
は
い
っ
て
も
、
信
楽
は
参
考
文
献
に
大
拙
の
『
浄
土
系
思
想
論
』
を
挙
げ
、
論
述
中
に
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
と
い
っ
た
語
を
用
い
る
こ
と
か

ら
も
、
大
拙
や
西
田
の
思
想
の
枠
組
み
を
援
用
し
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
。 

三
六 

称
名
念
仏
は
『
観
無
量
寿
経
』
に
お
い
て
は
、
諸
々
の
善
行
を
積
む
こ
と
の
出
来
な
い
下
品
の
凡
夫
の
修
め
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
善
導
は
人
間
の
凡
夫
性
を
強
調
し
、
観

想
念
仏
よ
り
も
称
名
念
仏
を
重
要
視
し
た
（
村
上
速
水
『
親
鸞
教
義
と
そ
の
背
景
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
七
年
、
一
四
九
頁
）
。 



第
二
章 

悟
り
の
動
性 

こ
の
よ
う
に
、
彼
は
歴
史
的
に
細
分
化
し
た
禅
を
分
裂
以
前
に
立
ち
戻
る
こ
と
で
包
括
的
に
論
じ
よ
う
と
し
て
い
た
。
実
際
に
彼
の
禅
研
究
は
臨
済
と
曹
洞
の

系
譜
が
分
か
れ
る
以
前
、
さ
ら
に
言
え
ば
五
祖
・
弘
忍
の
下
で
南
宗
禅
と
北
宗
禅
と
が
分
派
す
る
前
の
初
期
禅
宗
の
思
想
史
を
視
野
に
含
ん
で
い
た
。 

禅
学
者
の
鈴
木
大
拙
に
と
っ
て
最
初
の
参
禅
は
学
生
時
代
に
遡
る
。
石
川
県
専
門
学
校
時
代
の
恩
師
で
あ
る
北
条
時
敬
（
一
八
五
八
～
一
九
二
九
年
）
に
促

さ
れ
、
鈴
木
貞
太
郎
は
臨
済
宗
の
名
刹
で
あ
る
富
山
の
国
泰
寺
（
一
九
〇
五
年
に
相
国
寺
派
か
ら
独
立
し
臨
済
宗
の
本
山
と
な
る
）
の
雪
門
玄
松
（
一
八
五
〇

～
一
九
一
五
年
）
を
訪
ね
た
が
、
そ
の
時
の
参
禅
は
「
失
敗
」
に
終
わ
る
一

。
そ
の
後
上
京
し
た
彼
は
東
京
専
門
学
校
、
さ
ら
に
は
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学

選
科
に
籍
を
お
き
つ
つ
も
、
鎌
倉
円
覚
寺
で
の
参
禅
に
専
心
し
て
い
た
。「
大
拙
」
と
い
う
居
士
号
も
、
円
覚
寺
の
釈
宗
演
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
経
歴
か
ら
も
明
白
な
よ
う
に
、
大
拙
の
実
践
し
た
「
禅
」
は
宗
派
的
に
は
臨
済
宗
の
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
彼
が
論
述
す
る
対
象
は
臨
済
系
の
祖

師
に
偏
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
臨
済
宗
の
教
学
者
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
禅
学
者
と
し
て
禅
の
本
質
を
突
き
と
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は

日
本
に
お
い
て
臨
済
と
曹
洞
に
、
中
国
に
お
い
て
五
家
七
宗
に
分
か
れ
る
以
前
の
、
初
期
禅
宗
の
思
想
史
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
か
ら
も
確
か
で
あ
る
。 

  

本
章
は
大
拙
の
曹
洞
禅
解
釈
と
題
し
た
。
し
か
し
第
一
章
で
論
じ
た
浄
土
教
が
、
大
拙
に
と
っ
て
親
鸞
、
蓮
如
、
妙
好
人
と
い
う
多
面
的
な
思
想
潮
流
で
あ

  

序 日
本
現
代
の
禅
は
曹
洞
禅
と
臨
済
禅
と
の
二
大
流
に
分
れ
る
。
…
…
併
し
こ
ん
な
区
別
は
伝
統
的
宗
派
的
歴
史
の
上
か
ら
云
ふ
の
で
あ
る
。
禅
は
元
来
一

味
の
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
が
、
一
方
、
禅
経
験
そ
の
も
の
の
内
面
的
発
展
か
ら
見
る
と
、
自
ら
臨
済
風
に
固
ま
る
べ
き
も
の
、
曹
洞
風
に
挙
揚
せ
ら

れ
る
べ
き
も
の
、
更
に
雲
門
風
、
荷
澤
風
、
法
眼
風
な
ど
云
ふ
も
の
に
進
出
す
べ
き
性
格
が
あ
る
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
一
巻
、
三
五
二
頁
） 

 
 

―
鈴
木
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従
っ
て
、
道
元
の
思
想
を
鑑
み
る
と
、
禅
を
包
括
的
に
論
じ
よ
う
と
す
る
大
拙
の
立
場
が
容
易
に
は
成
立
し
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。『
正
法
眼
蔵
』
を
通
じ
た

道
元
の
「
禅
宗
」
批
判
は
、
伝
統
的
な
中
国
禅
と
道
元
の
い
う
「
仏
法
」
と
の
間
の
非
連
続
面
を
浮
き
彫
り
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
道
元
は
臨
済
義
玄
（
？
～

八
六
六
年
）
、
大
慧
宗
杲
（
一
〇
八
九
～
一
一
六
三
年
）
と
い
っ
た
臨
済
宗
の
祖
師
た
ち
を
批
判
す
る
ば
か
り
か
、
「
仏
法
」
を
「
禅
宗
」
と
称
す
る
こ
と
そ
の

も
の
を
拒
絶
し
て
い
る
。 

敦
煌
文
献
の
校
訂
を
通
じ
て
初
期
禅
宗
の
教
理
を
学
び
、
そ
こ
に
立
脚
点
を
置
く
大
拙
が
、
中
国
禅
の
思
想
的
影
響
下
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
に
問
題
は
な

い
だ
ろ
う
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
五
章
に
て
詳
述
す
る
）
。
他
方
、
道
元
の
独
自
の
立
場
は
一
般
に
「
只
管
打
坐
」
、「
本
証
妙
修
」
と
い
っ
た
語
で
知
ら
れ
て

お
り
、
彼
は
中
国
禅
か
ら
独
立
し
た
立
場
で
一
宗
を
築
い
た
と
い
わ
れ
る
。
彼
は
単
に
中
国
で
流
行
し
て
い
た
禅
を
日
本
に
移
植
し
た
の
で
は
な
く
、
「
仏
法
」

と
し
て
そ
ぐ
わ
な
い
点
に
つ
い
て
は
同
時
代
の
中
国
禅
に
対
し
て
厳
し
い
批
判
を
展
開
し
た
の
だ
が
、
大
拙
と
道
元
の
接
触
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
道
元
の
中
国

禅
批
判
に
お
い
て
最
も
色
濃
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
の
点
か
ら
臨
済
と
曹
洞
の
正
統
性
を
め
ぐ
る
議
論
が
展
開
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
章
で
は
そ
の
問
題
に
は
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
章
の

目
的
は
、
臨
済
と
曹
洞
と
い
う
議
論
そ
の
も
の
の
解
決
を
試
み
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
議
論
を
通
じ
て
、
道
元
と
対
比
さ
れ
る
大
拙
の
禅
思
想
の
一

側
面
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
拙
の
正
当
性
を
示
す
た
め
で
は
な
く
、
大
拙
そ
の
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
本
章
で
は
大
拙

と
道
元
の
議
論
を
考
察
し
て
い
く
。 

し
か
し
、
道
元
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
そ
の
思
想
は
上
述
の
『
正
法
眼
蔵
』
を
は
じ
め
と
し
て
、『
永
平
広
録
』
、『
普
勧
坐
禅
儀
』
以
下
、
多
量
の
著
作
が
残

さ
れ
て
お
り
、
本
章
で
は
到
底
そ
の
詳
細
に
迫
る
こ
と
は
で
き
な
い
三

。
し
か
し
本
章
の
目
的
が
、
大
拙
が
い
か
に
道
元
を
理
解
し
た
の
か
と
い
う
点
の
解
明

に
あ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
大
拙
自
身
が
論
じ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
以
外
に
方
法
は
な
い
。 

っ
た
の
に
対
し
て
、
曹
洞
禅
と
題
し
た
本
章
で
は
道
元
と
い
う
一
人
の
中
心
点
が
存
在
す
る
。
こ
の
こ
と
は
大
拙
自
身
に
と
っ
て
は
っ
き
り
し
て
い
た
。
彼
は

道
元
の
唱
え
た
禅
が
、『
正
法
眼
蔵
』
と
い
う
著
作
に
よ
っ
て
中
国
の
曹
洞
禅
と
は
異
な
っ
た
性
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
彼
の
弟
子
達
が
皆
道
元
の
人
格
へ
の

尊
崇
に
集
中
し
た
が
た
め
に
、
実
質
的
に
は
「
道
元
宗
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
二

。
そ
の
た
め
、
こ
の
考
え
の
是
非
は
差
し
お
い
て
も
、
本

章
は
お
の
ず
か
ら
道
元
を
考
察
の
対
象
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

54 



考
察
に
入
る
前
に
、
大
拙
が
道
元
を
論
ず
る
に
至
る
背
景
と
そ
の
時
代
的
制
約
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
大
拙
が
道
元
の
思
想
に
つ
い
て
、
積
極
的

な
解
釈
を
与
え
て
い
る
箇
所
は
少
な
く
、
わ
ず
か
に
『
禅
思
想
史
研
究
第
一
』（
一
九
四
三
年
）
、
そ
し
て
『
禅
の
思
想
』（
一
九
四
三
年
）
の
二
書
、
加
え
て
『
盤

珪
の
不
生
禅
』（
一
九
四
〇
年
）
の
附
録
（
一
九
四
三
年
四

）
に
お
い
て
主
題
と
な
る
に
過
ぎ
な
い
。
竹
村
牧
男
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
大
拙
が
こ
の
時
期
に
道

元
に
関
心
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
と
し
て
、
田
辺
元
（
一
八
八
五
～
一
九
六
二
年
）
に
よ
る
西
田
幾
多
郎
批
判
が
あ
っ
た
五

。
田
辺
は
『
正
法
眼
蔵
の

哲
学
私
観
』（
一
九
三
九
年
五
月
）
の
中
で
、
仏
を
絶
対
媒
介
と
す
る
立
場
か
ら
、
西
田
の
場
所
的
弁
証
法
の
立
場
を
批
判
し
た
六

。
西
田
は
大
拙
へ
の
書
簡
で

田
辺
の
道
元
論
を
批
判
し
、
大
拙
に
意
見
を
求
め
て
い
る
七

。
大
拙
自
身
は
そ
の
返
信
に
お
い
て
は
田
辺
の
論
に
は
触
れ
ず
、
道
元
に
つ
い
て
わ
ず
か
に
言
及

し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。 

大
拙
の
没
後
、
文
献
学
的
研
究
に
基
づ
き
、
道
元
の
禅
宗
批
判
の
内
実
も
着
実
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
の
だ
が
、
後
述
す
る
よ
う
な
大
拙
の
道
元
解
釈
は

そ
の
大
拙
以
後
の
道
元
研
究
に
よ
っ
て
斥
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
拙
批
判
を
含
む
そ
の
よ
う
な
道
元
研
究
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
拙

思
想
の
特
徴
が
露
に
な
る
と
し
た
ら
、
文
献
学
的
客
観
性
と
は
別
の
問
題
と
し
て
そ
こ
に
は
論
ず
べ
き
余
地
が
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で

本
論
は
、
以
下
、
道
元
の
「
禅
宗
」
批
判
と
そ
れ
を
受
け
て
の
大
拙
の
道
元
理
解
、
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
議
論
を
踏
ま
え
て
、
両
者
が
共
有
し
な
が
ら
そ
の
解

釈
を
異
に
す
る
「
動
性
」
を
テ
ー
マ
に
、
大
拙
が
臨
済
禅
と
は
異
な
る
枠
組
み
の
禅
を
如
何
に
理
解
し
た
の
か
を
検
討
し
て
い
く
。 

も
ち
ろ
ん
、
両
者
の
生
き
た
時
代
は
約
七
〇
〇
年
の
時
間
を
隔
て
て
い
る
た
め
、
お
互
い
が
生
身
で
論
を
交
え
る
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
で

い
う
議
論
と
は
、
事
実
上
臨
済
宗
の
影
響
下
に
い
る
よ
う
に
見
え
る
大
拙
思
想
に
あ
っ
て
、
道
元
か
ら
の
臨
済
宗
批
判
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
反
論
が
可
能
で

あ
る
か
と
い
う
仮
想
の
議
論
で
あ
る
。 

大
拙
と
道
元
の
所
言
が
時
代
を
超
え
て
交
差
す
る
問
題
と
し
て
、
本
論
で
は
①
「
悟
り
に
つ
い
て
」
、
②
「
悟
り
と
修
行
の
関
係
に
つ
い
て
」
、
③
「
行
の
内

実
に
つ
い
て
」
、
と
い
う
三
つ
の
側
面
か
ら
両
者
の
思
想
に
迫
っ
て
い
き
た
い
。 

  

第
一
節 

時
代
背
景
と
そ
の
制
約 
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大
拙
と
同
時
代
の
視
線
か
ら
明
治
以
降
の
道
元
研
究
史
を
概
括
し
た
鏡
島
元
隆
に
よ
る
と
、
戦
前
の
道
元
研
究
は
、
和
辻
哲
郎
の
『
沙
門
道
元
』（
一
九
二
六

年
）
を
嚆
矢
と
し
て
、
曹
洞
宗
の
祖
と
し
て
の
道
元
で
は
な
く
、
世
界
に
通
ず
る
思
想
家
と
し
て
の
道
元
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
秋
山
範
二

『
道
元
の
研
究
』（
一
九
三
五
年
）
、
田
辺
元
『
正
法
眼
蔵
の
哲
学
私
観
』（
一
九
三
九
年
）
、
橋
田
邦
彦
『
正
法
眼
蔵
釈
意
』（
一
九
三
九
年
）
な
ど
の
著
作
が
続
々

と
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
前
の
道
元
研
究
の
ピ
ー
ク
が
築
か
れ
た
。
こ
れ
は
当
時
の
日
本
の
哲
学
界
を
牽
引
し
て
い
た
西
田
哲
学
・
田
辺
哲
学
の
流

行
の
波
に
乗
じ
る
形
で
、
道
元
の
思
想
研
究
が
促
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
通
底
し
た
特
徴
は
、
道
元
の
思
想
を
、
歴
史
的
背
景
を
抜
き
に

し
て
直
接
に
最
先
端
の
哲
学
と
接
続
さ
せ
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
り
、
客
観
的
・
実
証
的
な
も
の
と
い
う
よ
り
も
各
人
の
内
面
の
問
題
、
そ
れ
ぞ
れ
の
哲
学
的

枠
組
み
の
下
で
の
眼
蔵
解
釈
で
あ
っ
た
と
い
う
九

。
西
田
や
田
辺
の
研
究
が
当
時
の
学
界
に
対
し
て
も
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
お
り
、
大
拙
が
そ
れ
に
促
さ

れ
た
と
い
う
指
摘
は
確
か
に
正
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
何
よ
り
、
大
拙
が
両
者
の
対
立
の
渦
中
に
い
た
こ
と
は
上
述
の
書
簡
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。 

し
か
し
、
大
拙
は
一
九
四
三
年
に
集
中
し
て
道
元
を
取
り
上
げ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
道
元
を
主
題
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
道
元
が
論
じ
ら
れ
た
直

接
的
な
動
機
づ
け
は
、「
而
し
て
そ
れ
〔
盤
珪
の
不
生
禅
・
蓮
沼
〕
を
道
元
禅
及
大
慧
禅
と
相
互
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
不
生
禅
の
面
目
が
ま
た
自
ら
露
は

れ
て
来
よ
う
」
（
『
全
集
』
第
一
巻
、
四
六
七
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
自
ら
が
発
掘
し
た
江
戸
期
の
傑
僧
、
盤
珪
永
琢
（
一
六
二
二
～
九
三
年
）
と
の
比
較
対
象

そ
の
二
ヶ
月
後
の
一
九
三
九
年
九
月
、
大
拙
は
田
辺
の
『
正
法
眼
蔵
の
哲
学
私
観
』
へ
の
書
評
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
評
は
、
哲
学
と
し
て
は
精
緻
を
極
め
て

い
る
が
、
そ
こ
に
活
き
た
道
元
を
感
じ
な
い
と
い
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
上
述
の
西
田
の
立
場
と
基
本
的
に
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
八

。 

 

 

道
元
は
「
道
得
」
に
余
り
重
き
を
置
く
傾
向
を
示
す
、
「
身
心
脱
落
脱
落
身
心
」
は
体
験
そ
の
も
の
だ
と
信
ず
る
、
「
道
得
」
に
重
き
を
お
く
と
「
脱
落
」

が
忘
れ
が
ち
に
な
り
は
し
な
い
か
、
臨
済
は
大
機
大
用
と
云
ふ
、
こ
れ
は
、
は
た
ら
き

、
、
、
、
で
あ
る
、「
道
得
」
も
思
慮
も
は
た
ら
き

、
、
、
、
で
あ
る
が
、
生
命
そ
の
も

の
に
即
す
る
よ
り
も
、
こ
れ
を
離
れ
て
独
立
す
る
傾
き
が
あ
る
、
そ
れ
が
哲
学
な
の
で
あ
ら
う
か
、･

･
･
･
･
･

近
頃
盤
珪
和
尚
の
不
生
禅
、
只
今
の
身
の
上

の
し
ら
べ
と
云
ふ
こ
と
を
考
へ
て
居
ま
す
、
書
き
上
げ
た
ら
君
に
読
ん
で
ほ
し
い
と
思
ふ
、
禅
の
体
験
そ
の
も
の
と
禅
意
識
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
を
分
け

て
考
へ
た
ら
と
も
思
ふ
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
六
巻
、
六
六
〇
頁
、
一
九
三
九
年
七
月
四
日
西
田
幾
多
郎
宛
書
簡
） 
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と
し
て
道
元
が
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
と
い
う
点
を
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
大
拙
は
一
九
四
〇
年
の
『
盤
珪
の
不
生
禅
』
に
お
い
て
、「
禅
体
験
」
と
「
禅
意
識
」
と

い
う
分
類
を
提
示
す
る
。
そ
れ
ま
で
の
大
拙
の
禅
研
究
の
特
徴
は
前
者
す
な
わ
ち
体
験
の
強
調
に
あ
っ
た
と
い
え
る
が
一
〇

、
こ
こ
に
至
り
彼
は
そ
の
体
験
を
言

語
化
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
始
め
た
の
で
あ
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
六
章
に
て
詳
述
す
る
）
。
彼
が
こ
の
よ
う
な
体
験
の
言
語
化
を
問
題
に
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
盤
珪
を
論
ず
る
理
論
的
下
地
が
整
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
『
正
法
眼
蔵
』
に
よ
っ
て
言
語
化
を
徹
底
さ
せ
た
道
元
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
基
盤
に
も
な
り
え
た
の
で
あ
る
一
一

。 

さ
ら
に
、
今
日
の
研
究
で
は
道
元
の
思
想
的
前
提
と
し
て
天
台
本
覚
法
門
の
存
在
を
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
後
述
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
道
元
の
思
想
は

当
時
の
天
台
の
教
え
に
対
す
る
超
克
を
企
図
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
天
台
本
覚
法
門
の
研
究
が
本
格
化
し
た
の
は
大
拙
の
没
後
で
あ
っ
た
。
そ

の
点
で
大
拙
が
道
元
を
十
全
に
解
釈
し
得
る
状
況
に
な
か
っ
た
こ
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
摘
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

と
こ
ろ
で
、
そ
の
よ
う
な
大
拙
の
道
元
理
解
に
時
代
的
な
制
約
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
道
元
の
思
想
に
つ
い
て
の
議
論
は
『
正
法
眼
蔵
』
の
緻

密
な
史
料
整
理
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
大
拙
在
世
の
時
点
で
は
い
ま
だ
そ
れ
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
彼
自
身
そ
れ
を
自

覚
し
て
い
た
と
い
う
一
二

。
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
『
仮
字
正
法
眼
蔵
』
は
、
巻
数
を
基
準
に
す
れ
ば
七
十
五
巻
本
、
十
二
巻
本
、
六
十
巻
本
、
八
十
四
巻
本
、

八
十
九
巻
本
、
九
十
五
巻
本
、
二
十
八
巻
本
と
、
多
様
な
編
本
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
一
三

。
さ
ら
に
、
同
じ
巻
数
の
編
の
中
で
も
異
な
る
構
成
を
と
る
異
本
が
存

在
し
て
お
り
、
そ
の
整
理
に
は
長
い
専
門
的
研
究
を
要
し
た
。
大
拙
は
『
正
法
眼
蔵
』
を
「
九
十
五
巻
」
と
み
な
し
て
い
る
が
一
四

、
こ
れ
は
永
平
寺
三
十
五
世

晃
全
（
一
六
二
五
～
九
三
年
）
に
よ
る
編
を
基
礎
に
し
た
『
永
平
正
法
眼
蔵
』（
一
八
一
六
年
）
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
九
十
五

巻
本
に
は
道
元
真
撰
と
偽
撰
が
混
在
し
て
お
り
、
諸
研
究
が
道
元
自
身
の
構
想
し
た
『
正
法
眼
蔵
』
と
し
て
七
十
五
巻
と
十
二
巻
の
二
本
を
確
定
し
た
の
は
、

大
拙
が
道
元
論
を
書
き
終
え
た
後
で
あ
っ
た
一
五

。
少
な
く
と
も
、
大
拙
自
身
は
、
正
法
眼
蔵
の
成
立
史
に
つ
い
て
深
く
知
る
機
会
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

 

さ
て
、
前
節
に
お
い
て
問
題
を
道
元
の
「
禅
宗
」
批
判
に
限
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
も
単
純
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
道
元
の
批
判
は
極
め
て

 

第
二
節 

道
元
の
「
禅
宗
」
批
判 
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多
面
的
で
あ
り
、
加
え
て
彼
の
生
涯
を
通
じ
て
一
貫
し
て
い
な
い
点
も
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
彼
の
「
禅
宗
」
批
判
は
彼
自
身
の
立
場
表
明
の
裏
映
し

で
も
あ
る
。
彼
は
同
時
代
の
禅
匠
、
及
び
彼
ら
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
過
去
の
祖
師
た
ち
を
批
判
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
自
身
の
「
仏
法
」
の
立
場
を
鮮
明
に

し
よ
う
と
し
た
と
い
え
る
。
従
っ
て
「
禅
宗
」
批
判
は
道
元
思
想
全
体
に
関
わ
る
テ
ー
マ
で
も
あ
り
、
諸
家
の
研
究
は
今
尚
続
い
て
い
る
。 

し
か
し
、
「
禅
宗
」
批
判
と
い
う
語
の
意
味
を
最
も
広
く
捉
え
る
な
ら
ば
、
道
元
は
深
草
の
地
に
興
聖
寺
を
開
く
以
前
か
ら
、
み
ず
か
ら
の
立
場
を
「
禅
宗
」

と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
を
拒
ん
で
い
る
。
以
下
は
『
弁
道
話
』
（
一
二
三
一
年
）
の
一
節
で
あ
る
。 

鎌
倉
新
仏
教
の
一
翼
を
担
う
道
元
が
、
一
宗
の
祖
師
と
し
て
の
活
動
を
本
格
化
さ
せ
る
の
は
、
宋
か
ら
帰
国
し
て
六
年
後
、
一
二
三
三
年
（
天
福
元
年
）
の

興
聖
寺
成
立
の
時
点
と
見
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
三
年
後
に
は
同
寺
に
坐
禅
の
専
門
道
場
が
開
単
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
京
都
周
辺
に
お
け
る

布
教
の
地
盤
が
固
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
二
四
三
年
（
寛
元
元
年
）
に
な
る
と
、
道
元
は
突
然
興
聖
寺
を
一
人
の
弟
子
に
任
せ
、
み
ず
か
ら
は
弟
子

達
を
率
い
て
越
前
の
山
中
に
引
き
移
っ
て
し
ま
う
。
後
の
永
平
寺
と
な
る
こ
の
山
中
の
庵
に
退
い
た
こ
と
の
理
由
と
し
て
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
考
え
ら
れ
て

い
る
。
当
時
、
道
元
に
遅
れ
て
入
宋
し
て
い
た
円
爾
弁
円
（
一
二
〇
二
～
八
〇
年
）
が
帰
朝
、
九
条
道
家
（
一
一
九
三
～
一
二
五
二
年
）
の
庇
護
の
も
と
京
都

に
東
福
寺
を
建
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
道
元
は
寺
院
経
営
の
面
で
臨
済
宗
楊
岐
派
と
の
対
立
に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
比
叡
山
か
ら
の
圧

力
に
も
さ
ら
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
一
六

。
道
元
が
中
国
禅
の
祖
師
た
ち
に
対
す
る
そ
れ
ま
で
の
態
度
を
一
転
さ
せ
猛
烈
な
攻
撃
を
加
え
た
の
は
、
ま

さ
に
こ
の
寛
元
元
年
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
諸
家
が
一
致
し
て
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

彼
に
は
、
他
の
宗
派
と
の
相
対
的
立
場
を
意
味
す
る
「
禅
宗
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
は
、
み
ず
か
ら
が
弘
く
世
に
開
こ
う
と
し
た
全
一
的
仏
法
の
立
場
を
表
現

し
得
な
い
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
『
弁
道
話
』
の
段
階
で
は
、「
禅
宗
」
と
い
う
呼
称
を
否
定
し
つ
つ
も
、
彼
自
身
の
主
張
の
内
容
が
「
禅
宗
」
的
で

 

 

し
る
べ
し
、
こ
の
禅
宗
の
号
は
、
神
丹
以
東
に
お
こ
れ
り
、
竺
乾
に
は
き
か
ず
。
は
じ
め
達
磨
大
師
、
嵩
山
の
少
林
寺
に
し
て
九
年
面
壁
の
あ
ひ
だ
、
道

俗
い
ま
だ
仏
正
法
を
し
ら
ず
、
坐
禅
を
宗
と
す
る
婆
羅
門
と
な
づ
け
き
。
の
ち
代
々
の
諸
祖
、
み
な
つ
ね
に
坐
禅
を
も
は
ら
す
。
こ
れ
を
み
る
お
ろ
か
な

る
俗
家
は
、
実
を
し
ら
ず
、
ひ
た
ゝ
け
て
坐
禅
宗
と
い
ひ
き
。
い
ま
の
よ
に
は
、
坐
の
こ
と
ば
を
簡
し
て
、
た
ゞ
禅
宗
と
い
ふ
な
り
。
一
七 

58 



「
禅
宗
」
か
ら
「
仏
道
」
へ
の
決
定
的
転
換
の
第
一
歩
が
示
さ
れ
る
の
は
、
上
述
の
寛
元
元
年
の
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
道
」
巻
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

『
弁
道
話
』
に
お
い
て
は
容
認
さ
れ
て
い
た
前
提
が
新
た
に
見
直
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
宋
代
に
お
け
る
五
家
七
宗
の
否
定
と
南
嶽
懐
譲
（
六
七
七
～
七
四
四

年
）
の
系
譜
の
否
定
で
あ
る
。
『
弁
道
話
』
に
お
い
て
は
釈
尊
以
来
の
仏
心
が
五
家
に
そ
れ
ぞ
れ
顕
れ
て
い
る
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
が
、
「
仏
道
」
巻
に
お
い

て
は
五
家
の
呼
称
そ
の
も
の
が
否
定
さ
れ
る
に
至
る
。
加
え
て
『
弁
道
話
』
に
お
い
て
は
示
さ
れ
て
い
た
、
六
祖
慧
能
の
門
弟
で
あ
る
南
嶽
懐
譲
・
青
原
行
思

（
？
～
七
四
〇
年
）
と
い
う
二
祖
師
の
う
ち
、「
仏
道
」
巻
で
は
青
原
の
み
が
正
伝
の
系
譜
と
さ
れ
て
い
る
点
も
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
は
臨
済
義
玄
に
至
る
馬
祖

道
一
（
七
〇
九
～
七
八
八
）
、
百
丈
懐
海
（
七
四
九
～
八
一
四
年
）
、
黄
檗
希
運
（
生
没
不
詳
）
の
系
譜
全
体
の
否
定
で
あ
り
、
当
時
日
本
に
根
付
こ
う
と
し
て

い
た
栄
西
や
円
爾
の
禅
全
て
の
否
定
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
評
価
は
二
年
後
の
寛
元
三
年
「
他
心
通
」
巻
で
は
改
め
ら
れ
、
南
嶽
と
青
原
は
再
び
同
等
の

位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
道
元
の
批
判
は
、
以
上
の
事
情
か
ら
も
察
し
得
る
よ
う
に
、
み
ず
か
ら
の
主
張
を
確
立
す
る
た
め
の
手
段
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
道
元
の
見
性
批
判
と
、
そ
れ
を
説
く
中
国
禅
宗
の
六
祖
、
曹
渓
慧
能
（
六
三
八
～
七
一
三
年
）
の
『
六
祖
壇
経
』
へ
の
批
判
を
見
て
い
き
た
い
。
大
拙

も
含
め
、
臨
済
禅
の
言
語
世
界
は
「
見
性
」
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
一
九

。
道
元
の
批
判
は
こ
の
中
枢
に
切
り
込
む
も
の
で
あ
る
。
最
も
有
名
な
箇

所
は
、
次
の
一
節
で
あ
る
。 

あ
っ
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
彼
が
専
ら
依
拠
し
て
い
た
の
は
、
入
宋
に
よ
っ
て
運
命
的
な
出
会
い
を
遂
げ
た
師
・
天
童
如
浄
（
一
一
六
三
～
一
二
二
八

年
）
と
『
法
華
経
』
で
あ
っ
た
。
天
童
如
浄
は
系
譜
と
し
て
見
れ
ば
洞
山
良
价
（
八
〇
七
～
六
九
年
）
と
曹
山
本
寂
（
八
四
〇
～
九
〇
一
年
）
の
弟
子
筋
で
あ

り
、
中
国
曹
洞
宗
の
法
系
に
属
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
道
元
は
後
の
「
禅
宗
」
批
判
に
よ
っ
て
「
五
家
七
宗
」
と
呼
ば
れ
る
分
派
の
伝
燈
そ
の

も
の
を
否
定
し
て
い
る
。
彼
が
如
浄
に
依
っ
た
の
は
、
た
だ
如
浄
と
の
人
格
的
な
感
応
道
交
の
経
験
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
道
元
の
「
禅
宗
」
批
判
は
、
当

時
の
宋
代
禅
の
長
老
達
へ
の
批
判
を
も
含
ん
で
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
み
ず
か
ら
が
高
ら
か
に
宣
揚
す
る
如
浄
の
優
越
性
を
強
調
す
る
側
面
も
あ
っ
た
の
で
あ

る
一
八

。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
同
時
に
「
禅
宗
」
を
越
え
た
原
理
を
「
禅
宗
」
と
い
わ
れ
る
宗
教
伝
統
に
基
づ
い
て
示
す
作
業
で
も
あ
る
。
そ
し
て
現
在
の
道

元
研
究
も
こ
の
「
禅
」
を
め
ぐ
る
「
誤
解
」
を
完
全
に
払
拭
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
い
ま
な
お
「
道
元
禅
」
と
い
う
呼
称
自
体
へ
の
疑
義
を
喚
起
し
て
い
る
。 

と
は
い
え
、
道
元
の
批
判
は
単
に
宗
派
意
識
を
表
面
化
さ
せ
た
悪
口
雑
言
で
は
な
い
。
上
述
の
よ
う
に
彼
の
批
判
が
同
時
に
彼
自
身
の
立
場
表
明
で
あ
る
な

ら
ば
、
そ
の
批
判
は
同
時
に
教
理
・
思
想
の
問
題
と
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
実
際
に
彼
の
所
言
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。 
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 こ

こ
で
は
、
は
っ
き
り
と
仏
道
を
見
性
体
験
に
即
し
て
理
解
す
る
こ
と
を
外
道
の
計
ら
い
で
あ
る
と
し
て
い
る
二
二

。 

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
道
元
が
「
見

性
」
と
い
う
語
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
か
で
あ
る
。
道
元
の
批
判
し
た
「
見
性
」
が
臨
済
宗
の
伝
統
の
中
で
使
わ
れ
る
「
見
性
」
と
異
な
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。
道
元
の
批
判
全
体
を
は
っ
き
り
と
示
す
言
葉
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、「
何
か
人
間
の
内
奥
に
、
性
と
か
心
と
か
呼
ば
れ
う
る

も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
説
き
得
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
の
で
批
判
さ
れ
る
」
二
三

の
だ
と
い
わ
れ
る
。
実
際
に
道
元
は
早
く
か
ら
何
か
実
体
的
で
固
定
的

な
原
理
を
自
己
の
内
に
見
出
そ
う
と
す
る
姿
勢
を
批
判
し
て
い
た
。
道
元
は
「
性
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。 

も
と
も
と
道
元
は
釈
尊
以
来
の
法
脈
の
連
な
り
を
非
常
に
重
要
視
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
中
国
禅
宗
の
六
祖
慧
能
を
否
定
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

そ
こ
で
、
道
元
は
慧
能
の
立
場
を
確
保
し
つ
つ
、
見
性
の
み
を
退
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
道
元
の
見
性
批
判
は
こ
こ
に
留
ま
ら
な
い
。 

    

い
は
く
、
か
の
外
道
の
見
は
、
わ
が
身
、
う
ち
に
ひ
と
つ
の
霊
知
あ
り
、
か
の
知
、
す
な
は
ち
縁
に
あ
ふ
と
こ
ろ
に
、
よ
く
好
悪
を
わ
き
ま
へ
、
是
非
を

わ
き
ま
ふ
。
痛
痒
を
し
り
、
苦
楽
を
し
る
、
み
な
か
の
霊
知
の
ち
か
ら
な
り
。
し
か
あ
る
に
、
か
の
霊
性
は
、
こ
の
身
の
滅
す
る
と
き
、
も
ぬ
け
て
か
し

こ
に
む
ま
る
る
ゆ
ゑ
に
、
こ
こ
に
滅
す
と
み
ゆ
れ
ど
も
、
か
し
こ
の
生
あ
れ
ば
、
な
が
く
滅
せ
ず
し
て
常
住
な
り
と
い
ふ
な
り
。
か
の
外
道
が
見
、
か
く

転
境
転
心
は
大
聖
の
所
呵
な
り
、
説
心
説
性
は
仏
祖
の
所
不
肯
な
り
。
見
心
見
性
は
外
道
の
活
計
な
り
、
滞
言
滞
句
は
解
脱
の
道
著
に
あ
ら
ず
。
（
『
正
法

眼
蔵
』
「
山
水
経
」
巻
）
二
一 

仏
法
い
ま
だ
そ
の
要
見
性
に
あ
ら
ず
、
西
天
二
十
八
祖
、
七
仏
い
づ
れ
の
処
に
か
仏
法
の
た
だ
見
性
の
み
な
り
と
あ
る
。
六
祖
壇
経
に
見
性
の
言
あ
り
、

か
の
書
こ
れ
偽
書
な
り
、
附
法
蔵
の
書
に
あ
ら
ず
、
曹
渓
の
言
句
に
あ
ら
ず
、
仏
祖
の
児
孫
ま
た
く
依
用
せ
ざ
る
書
な
り
。
（
『
正
法
眼
蔵
』
「
四
禅
比
丘
」

巻
）
二
〇 
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道
元
に
と
っ
て
悟
り
と
見
性
体
験
と
は
ま
っ
た
く
別
の
も
の
で
あ
っ
た
。 

道
元
か
ら
す
れ
ば
「
見
性
」
に
よ
っ
て
仏
法
を
み
ず
か
ら
の
所
得
と
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
体
験
に
よ
っ
て
仏
道
修
行
が
完
成
す
る

も
の
だ
と
し
た
ら
、
本
来
無
限
に
証
し
つ
づ
け
て
い
く
べ
き
仏
法
を
、
人
間
の
認
識
の
枠
内
に
矮
小
化
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
は
そ

の
無
限
に
続
く
仏
道
が
、
水
中
を
行
く
魚
、
空
を
飛
ぶ
鳥
に
例
え
ら
れ
て
い
る
。
魚
も
鳥
も
、
み
ず
か
ら
の
生
き
る
世
界
（
水
・
空
）
を
知
り
尽
く
す
こ
と
は

で
き
ず
、
た
だ
み
ず
か
ら
そ
の
中
を
無
限
に
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
み
ず
か
ら
を
離
れ
て
は
存
在
し
な
い
水
や
空
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ

と
い
え
よ
う
。
結
果
、
こ
の
よ
う
な
道
元
の
立
場
に
お
い
て
、
「
見
性
」
の
よ
う
に
悟
り
の
瞬
間
を
限
定
す
る
こ
と
は
、
「
固
定
的
で
静
的
」
な
も
の
と
し
て
批

こ
こ
で
は
「
性
」
が
、
肉
体
の
死
に
際
し
て
も
滅
び
る
こ
と
の
な
い
「
霊
知
」
、
常
住
の
生
を
可
能
に
す
る
こ
の
不
滅
の
「
霊
性
」
だ
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
道

元
が
外
道
の
見
解
と
し
て
激
し
く
攻
撃
し
た
「
見
性
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
内
な
る
「
性
」
を
捉
え
よ
う
と
す
る
知
の
在
り
様
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
二
五

。 

と
あ
る
よ
う
に
、
道
元
に
と
っ
て
の
悟
り
は
修
行
者
の
覚
知
を
超
え
た
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
意
識
内
に
お
け
る
特
殊
な
体
験
を
悟
り
と
み
な
す
立
場
は
否
定

さ
れ
て
い
る
。
よ
り
積
極
的
に
は
、
次
の
よ
う
に
例
え
ら
れ
る
。 

     

う
を
水
を
ゆ
く
に
、
ゆ
け
ど
も
水
の
き
は
な
く
、
鳥
そ
ら
を
と
ぶ
に
、
と
ぶ
と
い
へ
ど
も
そ
ら
の
き
は
な
し
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
う
を
と
り
、
い
ま
だ
む

か
し
よ
り
み
づ
そ
ら
を
は
な
れ
ず
。
只
用
大
の
と
き
は
使
大
な
り
。
要
小
の
と
き
は
使
小
な
り
。
（
『
正
法
眼
蔵
』
「
現
成
公
按
」
巻
）
二
七 

 

諸
仏
の
ま
さ
し
く
諸
仏
な
る
と
き
は
、
自
己
は
諸
仏
な
り
と
覚
知
す
る
こ
と
を
も
ち
ゐ
ず
。
し
か
あ
れ
ど
も
証
仏
な
り
、
仏
を
証
し
も
て
ゆ
く
。
（
『
正
法

眼
蔵
』
「
現
成
公
按
」
巻
）
二
六 

の
ご
と
し
。
（
『
弁
道
話
』
）
二
四 
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こ
の
よ
う
な
主
張
は
道
元
に
特
有
な
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
宋
代
の
中
国
禅
に
お
い
て
修
道
者
が
道
を
踏
み
誤
る
こ
と
を
指
弾
す
る
一
つ
の
実
践
的
な
視
点
で

あ
る
。「
待
悟
禅
」
と
は
、
修
行
を
、
悟
り
を
得
る
た
め
の
手
段
と
し
て
捉
え
る
立
場
の
総
称
で
、
そ
の
立
場
で
は
未
来
に
お
け
る
悟
り
を
何
ら
か
の
形
で
、
例

え
ば
特
殊
な
体
験
と
し
て
期
待
す
る
こ
と
に
な
る
。
道
元
は
批
判
対
象
と
し
て
公
案
禅
の
大
成
者
で
あ
る
大
慧
宗
杲
を
想
定
し
て
い
る
三
一

。 

判
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
二
八

。 

   

こ
れ
に
対
し
て
道
元
自
身
の
修
証
観
は
『
弁
道
話
』
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。 

次
に
修
証
観
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
こ
う
。
道
元
は
い
う
。 

   

近
日
大
宋
国
禿
子
等
い
は
く
、
「
悟
道
是
本
期
」
。
か
く
の
ご
と
く
い
ひ
て
い
た
づ
ら
に
待
悟
す
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
仏
祖
の
光
明
に
て
ら
さ
れ
ざ
る
が
ご

と
し
（
『
正
法
眼
蔵
』
「
大
悟
」
巻
）
三
〇 

諸
仏
如
来
、
と
も
に
妙
法
を
単
伝
し
て
、
阿
耨
菩
提
を
証
す
る
に
、
最
上
無
為
の
妙
術
あ
り
。
…
…
こ
の
法
は
、
人
々
の
分
上
に
ゆ
た
か
に
そ
な
は
れ
り

と
い
ゑ
ど
も
、
い
ま
だ
修
せ
ざ
る
に
は
あ
ら
は
れ
ず
、
証
せ
ざ
る
に
は
う
る
こ
と
な
し
。
（
『
弁
道
話
』
）
三
二 

諸
宗
の
坐
禅
は
、
悟
り
を
待
つ
を
則
と
な
す
。
…
…
吾
が
仏
祖
の
坐
禅
は
然
ら
ず
、
こ
れ
乃
ち
仏
行
な
り
。
（
『
永
平
広
録
』
巻
八
）
二
九 

そ
れ
、
修
証
は
ひ
と
つ
に
あ
ら
ず
と
お
も
へ
る
、
す
な
は
ち
外
道
の
見
な
り
。
仏
法
に
は
、
修
証
こ
れ
一
等
な
り
。
い
ま
も
証
上
の
修
な
る
ゆ
ゑ
に
、
初

心
の
辨
道
す
な
は
ち
本
証
の
全
体
な
り
。
か
る
が
ゆ
ゑ
に
、
修
行
の
用
心
を
さ
づ
く
る
に
も
、
修
の
ほ
か
に
証
を
ま
つ
お
も
ひ
な
か
れ
と
お
し
ふ
（
『
弁
道

話
』
）
三
三 
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こ
の
「
証
上
の
修
」
、
「
本
証
妙
修
」
の
立
場
は
全
く
道
元
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
彼
の
修
証
観
は
先
の
引
用
で
は
「
修
証
一
等
」
と
い
う
語
を
以
て
表
わ
さ

れ
る
の
だ
が
、
こ
の
「
修
証
一
等
」
と
い
う
点
ま
で
は
臨
済
宗
の
枠
組
み
に
お
い
て
も
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
衛
藤
即
応
は
大
覚
禅
師
（
蘭
渓
道
隆
、
一

二
一
三
～
七
八
年
）
や
聖
一
国
師
（
円
爾
弁
円
）
を
例
に
そ
れ
を
論
じ
て
い
る
が
三
四

、「
本
証
妙
修
」
と
い
う
立
場
を
共
有
し
得
る
と
ま
で
は
述
べ
て
い
な
い
。

こ
こ
に
お
い
て
、
道
元
は
中
国
禅
の
枠
組
み
と
は
異
な
っ
た
視
点
を
有
し
て
い
る
。 

道
元
に
と
っ
て
修
行
と
証
悟
と
は
不
可
分
の
も
の
で
あ
っ
た
。
衆
生
は
す
で
に
悟
り
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
現
わ
す
た
め
に
行
が
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
行
ず
る
と
こ
ろ
に
悟
り
が
あ
り
、
悟
り
が
あ
る
と
こ
ろ
に
は
行
が
あ
る
と
い
う
関
係
と
な
る
。
加
え
て
こ
の
行
は
本
来
的
な
悟
り
の
上
で
展
開
さ
れ
る

も
の
な
の
で
、「
証
上
の
修
」
も
し
く
は
「
本
証
妙
修
」
と
い
わ
れ
る
。
悟
り
と
い
う
目
的
に
向
か
う
た
め
の
手
段
と
し
て
、
修
行
を
悟
り
と
別
の
も
の
と
す
る

見
方
は
、
こ
の
立
場
か
ら
外
道
と
し
て
退
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
道
元
独
自
の
修
証
観
が
形
成
さ
れ
た
背
景
に
は
、
日
本
特
有
の
事
情
が
あ
っ
た
。
鎌
倉
新
仏
教
の
祖
師
達
の
例
に
漏
れ
ず
、
道
元
も
仏
道
生
活

の
第
一
歩
は
比
叡
山
で
天
台
僧
と
し
て
の
得
度
か
ら
始
ま
っ
た
。
当
時
の
天
台
教
団
で
は
、
衆
生
の
本
来
的
覚
性
と
で
も
い
う
べ
き
「
本
覚
」
の
観
念
が
弥
増

し
に
強
調
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
語
は
語
源
的
に
は
、
衆
生
が
本
来
的
に
有
す
る
悟
り
へ
の
可
能
性
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
平
安
時
代
を
通

じ
て
意
味
の
変
遷
を
経
た
結
果
、
本
覚
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
仏
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
三
五

。
そ
の
結
果
、
す
で
に
仏
で

あ
る
衆
生
が
な
ぜ
修
行
を
必
要
と
す
る
の
か
、
と
い
う
疑
念
が
道
元
の
胸
中
に
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
道
元
が
比
叡
山
に
身
を
置
い
て
い
た
の
は
ま
さ
に
こ

の
よ
う
な
本
覚
思
想
が
最
高
潮
に
達
し
よ
う
と
す
る
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、「
道
元
禅
師
は
こ
の
疑
問
に
対
す
る
解
決
を
求
め
て
…
…
つ
い
に
天

童
如
浄
の
も
と
に
参
じ
、
身
心
脱
落
を
得
て
、
は
じ
め
て
そ
の
解
決
を
得
た
の
で
あ
る
」
三
六

と
捉
え
る
見
方
が
一
般
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
疑
問
に

対
す
る
解
決
と
し
て
、
彼
は
悟
り
を
修
行
と
不
可
分
な
も
の
と
見
な
す
上
述
の
修
証
観
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
。 

さ
て
上
述
の
よ
う
な
道
元
の
修
行
理
解
は
、「
只
管
打
坐
（
た
だ
坐
る
）
」
と
い
う
形
で
実
践
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
只
管
打
坐
」
と
は
、
単
に
た
だ
ひ
た
す

ら
坐
る
だ
け
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。「
「
只
管
」
の
意
味
で
あ
る
「
た
だ
」
と
は
、
坐
禅
と
は
別
に
見
性
の
よ
う
な
目
的
を
設
定
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
表
現
」

三
七

な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
坐
禅
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
行
で
あ
る
と
同
時
に
悟
り
で
あ
り
、
そ
の
他
に
悟
り
を
企
図
す
る
こ
と
を
否
定
し
、
同
時
に
坐
禅

の
み
を
悟
り
の
行
で
あ
る
と
位
置
付
け
る
言
葉
で
あ
る
。
従
っ
て
臨
済
禅
の
よ
う
に
、
多
数
の
公
案
（
禅
問
答
）
を
用
い
て
段
階
的
に
行
を
進
め
て
い
く
実
践
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さ
て
、
道
元
の
批
判
を
以
上
の
よ
う
に
概
観
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
要
点
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
①
見
性
批
判
お
よ
び
そ
れ
を
説
く
『
六

祖
壇
経
』
へ
の
批
判
、
②
修
行
に
よ
っ
て
悟
り
を
得
る
と
い
う
関
係
、
す
な
わ
ち
「
待
悟
禅
」
に
対
す
る
批
判
、
③
只
管
打
坐
の
立
場
か
ら
の
余
行
批
判
。
次

に
臨
済
禅
に
思
想
的
基
盤
を
も
つ
大
拙
が
、
こ
の
よ
う
な
批
判
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
る
か
を
見
て
い
き
た
い
。 

 

そ
し
て
彼
は
「
坐
禅
」
と
い
う
行
法
の
み
を
選
択
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
示
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
道
元
に
と
っ
て
「
坐
禅
」
と
は
過
去
の
諸
仏
が
み
な
共
通
し
て
歩
ん
で
き
た
道
、
す
な
わ
ち
仏
行
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
仏
に
な

る
た
め
の
行
で
は
な
く
、
仏
と
し
て
の
行
で
あ
る
。
先
に
修
行
が
「
本
証
妙
修
」
と
し
て
示
さ
れ
、
悟
っ
た
上
で
の
実
践
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
も
、
こ
の
よ

う
に
坐
禅
が
仏
の
立
場
で
（
悟
っ
た
上
で
）
実
践
さ
れ
る
こ
と
と
一
致
し
て
い
る
。 

は
、
梯
子
悟
り
と
し
て
斥
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
『
正
法
眼
蔵
』
「
坐
禅
箴
」
巻
で
は
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。 

坐
禅
は
初
心
の
学
禅
者
、
年
老
い
た
学
禅
者
に
と
っ
て
重
要
な
だ
け
で
あ
り
、
坐
禅
の
み
が
仏
祖
の
行
い
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
と
す
る
立
場
に
対
し
て
、
道

元
は
「
初
心
」
と
い
っ
た
段
階
を
設
定
す
る
こ
と
自
体
を
否
定
し
て
い
る
。
皆
、
坐
禅
を
通
じ
て
老
若
男
女
問
わ
ず
仏
で
あ
る
の
で
、
坐
禅
以
外
に
公
案
な
ど

に
よ
っ
て
修
行
の
階
梯
を
設
け
る
こ
と
は
道
元
の
考
え
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。 

    
又
一
類
の
漢
あ
り
、「
坐
禅
辨
道
は
こ
れ
初
心
晩
学
の
要
機
な
り
、
か
な
ら
ず
し
も
仏
祖
の
行
履
に
あ
ら
ず
。
行
亦
禅
、
坐
亦
禅
、
語
黙
動
静
体
安
然
な
り
。

た
だ
い
ま
の
功
夫
の
み
に
か
か
は
る
こ
と
な
か
れ
」
。
臨
済
の
余
流
と
称
ず
る
と
も
が
ら
、
を
ほ
く
こ
の
見
解
な
り
。
仏
法
の
正
命
つ
は
わ
れ
る
こ
と
を
ろ

そ
か
な
る
に
よ
り
て
、
恁
麼
道
す
る
な
り
。
な
に
か
こ
れ
初
心
、
い
づ
れ
か
初
心
に
あ
ら
ざ
る
、
初
心
い
づ
れ
の
と
こ
ろ
に
か
を
く
。（
『
正
法
眼
蔵
』「
坐

禅
箴
」
巻
）
三
八 

た
だ
仏
家
の
も
ち
ゐ
る
と
こ
ろ
を
ゆ
ゑ
と
し
る
べ
し
。
…
…
一
仏
二
仏
の
修
行
の
み
ち
に
あ
ら
ず
、
諸
仏
諸
祖
に
み
な
こ
の
み
ち
あ
り
。（
『
弁
道
話
』
）
三
九 
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大
拙
の
著
作
中
で
、「
道
元
」
の
名
は
た
び
た
び
登
場
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
の
言
及
は
あ
る
一
定
の
文
脈
で
道
元
を
紹
介
す
る
こ
と
が
多
く
、
必
ず
し

も
多
様
な
解
釈
を
展
開
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
具
体
的
に
は
、
道
元
が
渡
宋
し
た
際
に
「
柔
軟
心
」
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
、『
正
法
眼
蔵
』
と
い
う
難
解
晦
渋

な
書
物
に
よ
っ
て
後
世
の
弟
子
た
ち
を
苦
し
め
た
こ
と
、
曹
洞
宗
が
道
元
個
人
の
人
格
を
崇
め
る
道
元
宗
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
断
片
的
な
記
述

を
多
く
の
箇
所
で
繰
り
返
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
当
然
こ
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
紹
介
に
終
始
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
禅
思
想
の
研
究
に
お
い
て
は
先
に

考
察
し
た
道
元
の
禅
宗
批
判
を
も
取
り
上
げ
て
い
る
。 

ま
ず
、
禅
に
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
見
性
を
宣
揚
す
る
大
拙
は
、
そ
れ
を
激
し
く
排
斥
す
る
道
元
の
批
判
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。
結
論
か
ら
言

う
と
、
大
拙
は
「
見
性
」
の
語
の
意
味
を
変
容
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
道
元
の
批
判
の
範
疇
か
ら
抜
け
出
て
い
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
大
拙
の
主
張
す
る
見

性
は
、
道
元
の
批
判
し
て
い
る
見
性
と
は
異
な
る
内
実
を
持
つ
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。 

一
方
、
大
拙
の
見
性
理
解
は
、
語
義
を
離
れ
た
独
自
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
彼
は
言
葉
で
説
明
し
き
れ
な
い
体
験
の
内
実
を
、
よ
り
的
確
に
示
す
た
め
に

語
義
を
独
自
に
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
以
下
の
引
用
は
そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。 

そ
も
そ
も
道
元
が
批
判
し
た
見
性
と
は
、「
性
」
と
い
う
も
の
が
、
何
か
実
体
的
で
固
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
主
体
と
し
て
「
見
る
」
と
い
う
関
係
に

つ
い
て
、
そ
れ
を
悟
り
と
呼
ぶ
こ
と
を
否
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
先
の
「
霊
性
」
も
ま
た
、
人
間
の
心
の
背
後
に
あ
る
「
常
住
不
変
」
な
も
の
と
し
て

理
解
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
不
変
な
「
悟
り
そ
の
も
の
」
を
人
間
が
体
得
す
る
よ
う
な
関
係
こ
そ
道
元
が
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
見
性
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
そ
こ
に
は
一
つ
の
前
提
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
大
拙
の
道
元
理
解
は
基
本
的
に
「
身
心
脱
落
」
を
体
験
と
み
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。

大
拙
の
没
後
の
道
元
研
究
は
、
大
拙
の
い
う
よ
う
な
宗
教
体
験
か
ら
道
元
を
理
解
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
方
向
へ
進
展
し
て
い
る
が
、
大
拙
は
あ
く
ま
で
も
道

元
自
身
が
こ
の
よ
う
な
体
験
を
得
て
い
る
点
を
繰
り
返
し
強
調
す
る
。
以
下
、
道
元
の
批
判
に
即
し
て
大
拙
の
所
説
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。 

  

 
第
三
節 

大
拙
か
ら
の
応
答 
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見
る
と
性
と
を
わ
け
て
は
な
ら
ぬ
。
見
即
性
で
、
性
即
見
と
云
ふ
の
が
、
悟
り
の
当
体
で
あ
る
。
慧
能
は
こ
ん
な
風
に
し
て
見
性
経
験
を
禅
と
考
へ
た
。

性、
と
云
ふ
個
が
あ
つ
て
、
そ
れ
が
寂
然
不
動
の
体
で
、
そ
の
個
な
る
体
が
、
誰
か
に
よ
り
て
見、
ら
れ
る
と
考
へ
る
と
き
、
悟
り
は
な
く
な
る
、
禅
経
験

は
そ
こ
に
な
い
の
で
あ
る
。
寂
然
不
動
の
体、
が
そ
の
ま
ま
で
見
の
用、
で
あ
る
。
見
る
も
の
、
働
く
も
の
が
、
そ
の
ま
ま
在
る
も
の
で
、
又
在
る
こ
と
が

見
る
こ
と
働
く
こ
と
な
の
で
あ
る
。
禅
は
こ
れ
を
体
得
す
る
と
き
成
立
す
る
。
（
『
全
集
』
第
一
巻
、
三
一
三
頁
） 

 

大
拙
の
所
論
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
悟
り
と
は
、
実
体
的
・
固
定
的
な
性
質
で
は
な
く
、
動
的
な
は
た
ら
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
悟
り
の
は
た
ら
き
た

る
「
性
」
を
、
実
際
に
見
る
と
い
う
こ
と
は
、
視
覚
的
に
見
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
心
理
的
に
経
験
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
言
い
か
え
れ
ば
「
は
た

ら
く
」
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
見
性
」
と
は
「
悟
り
の
は
た
ら
き
が
は
た
ら
く
こ
と
」
と
で
も
い
う
べ
き
経
験
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
作
用
は
経

験
さ
れ
な
い
限
り
作
用
と
は
い
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
見
即
性
」
と
は
、
見
と
性
と
い
う
二
者
の
合
一
で
は
な
く
「
は
た
ら
き
」
を
主
客
に
分
け
る
以
前
に
お

い
て
感
得
す
る
認
識
と
い
え
る
。
そ
の
作
用
は
我
々
の
見
聞
覚
知
を
離
れ
た
と
こ
ろ
に
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
は
た
ら
き
と
い
っ
て
も
「
は
た
ら
き

そ
の
も
の
」
と
い
う
べ
き
実
体
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
意
味
で
悟
り
と
い
う
実
体
的
な
原
理
、
見
ら
れ
る
べ
き
「
性
」
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う

な
「
見
性
」
理
解
が
、
道
元
の
よ
う
な
語
義
通
り
の
「
見
性
」
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
こ
の
よ
う
に
個
的
な
「
性
」
を
否

定
す
る
大
拙
の
立
場
が
、
先
程
の
道
元
の
見
性
批
判
と
合
致
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
道
元
も
ま
た
個
的
で
常
住
な
（
霊
）
性
を
捉
え
る
と
い
う
見
性
を

厳
し
く
批
判
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

大
拙
は
見
性
を
、「
は
た
ら
き
」
と
い
う
作
用
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
道
元
の
批
判
と
同
じ
く
「
実
体
的
な
性
」
を
批
判
す
る
立
場
に
至
っ
た

と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
見
性
を
め
ぐ
る
道
元
の
臨
済
禅
批
判
は
、
大
拙
の
見
性
理
解
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
は
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う

す
る
。 

四
〇

。
む
し
ろ
大
拙
は
、
見
性
の
「
性
」
を
そ
の
よ
う
な
個
的
な
「
性
」
と
し
て
理
解
し
、
そ
の
結
果
そ
れ
を
斥
け
る
に
至
っ
た
道
元
に
対
し
て
、
そ
れ
が
誤
り

で
あ
る
こ
と
を
指
摘

 

見
性
と
云
ふ
と
性、
な
る
も
の
が
別
に
あ
る
と
思
つ
て
は
な
ら
ぬ
。
か
う
思
ふ
か
ら
、
禅
宗
の
或
る
一
派
で
は
見
性
に
反
対
す
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
誤
つ
た
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ま
た
、
こ
の
引
用
文
は
道
元
の
『
六
祖
壇
経
』
批
判
に
も
応
え
て
い
る
。
道
元
は
見
性
を
批
判
す
る
際
に
、
見
性
を
説
く
『
壇
経
』
を
偽
書
と
難
じ
た
の
で

あ
っ
た
。
た
だ
し
、
道
元
の
こ
の
指
摘
自
体
は
正
し
い
。
松
岡
は
「
『
六
祖
壇
経
』
が
偽
書
だ
と
い
う
こ
と
は
、
『
伝
燈
録
』
に
…
…
慧
忠
国
師
が
嘆
い
て
い
る

の
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
り
、
現
代
の
学
問
で
も
、
現
存
の
ど
の
『
六
祖
壇
経
』
も
六
祖
に
は
遡
れ
な
い
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
る
」
四
一

と
論
じ
て
い
る
。

し
か
し
、
大
拙
も
こ
の
書
の
信
憑
性
に
つ
い
て
は
既
に
早
く
か
ら
疑
っ
て
い
た
。 

道
元
が
大
拙
の
い
う
よ
う
な
宗
教
経
験
を
も
批
判
し
た
か
と
い
う
問
題
は
後
述
す
る
も
の
と
し
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
大
拙
自
身
は
道
元
の
見
性
批
判
を
正
面

か
ら
斥
け
て
い
る
。 

  
実
際
を
云
ふ
と
、
曹
洞
宗
で
も
禅
で
あ
る
限
り
、
見
性
を
云
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
だ
。
両
者
と
も
慧
能
大
師
を
六
祖
と
し
て
、
そ
の
宗
旨
を
継
承
す
る

と
云
ふ
点
に
お
い
て
は
一
味
同
体
な
の
で
あ
る
。
而
し
て
慧
能
の
根
本
的
主
張
は
見
性
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
否
定
で
き
ぬ
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。
道
元
禅

師
は
見
性
と
云
ふ
こ
と
が
、
『
六
祖
壇
経
』
に
あ
る
か
ら
、
『
壇
経
』
は
偽
書
だ
と
云
ふ
や
う
に
伝
へ
ら
れ
て
居
る
が
、
そ
れ
は
何
か
の
誤
り
で
あ
る
。
…

…
道
元
に
見
性
を
排
す
る
態
度
が
あ
つ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
見
性
体
験
の
技
術
に
関
す
る
一
種
の
警
告
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
九
巻
、

二
一
五
頁
） 

六
祖
の
伝
記
と
説
法
の
跡
を
見
る
に
は
、
前
述
の
通
り
『
法
宝
壇
経
』（
又
は
『
六
祖
壇
経
』
と
云
ふ
）
で
あ
る
が
、
此
書
は
純
粋
の
も
の
で
な
い
ら
し
い
。

真
偽
混
淆
し
て
を
る
こ
と
は
事
実
と
し
て
よ
か
ら
う
。
併
し
最
初
に
も
云
う
た
や
う
に
、
歴
史
の
細
か
な
と
こ
ろ
は
、
詮
索
に
す
ぎ
る
と
、
何
が
何
や
ら

無
分
暁
と
な
つ
て
仕
舞
ふ
の
で
、
ま
づ
大
抵
の
と
こ
ろ
に
止
め
て
お
く
が
、
策
の
得
た
る
も
の
で
あ
ら
う
。『
壇
経
』
の
所
説
な
ど
も
大
体
は
六
祖
自
身
の

所
説
と
し
て
差
支
な
か
ら
う
。
（
『
全
集
』
第
十
六
巻
、
三
〇
七
頁
） 

前
提
か
ら
出
発
し
て
ゐ
る
か
ら
の
事
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
三
巻
、
四
一
九
頁
） 
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こ
れ
は
一
九
一
六
年
（
大
正
五
年
）
の
著
作
で
の
言
で
あ
る
が
、
彼
の
研
究
が
進
む
に
伴
い
明
確
な
主
張
が
為
さ
れ
る
に
至
る
。
『
禅
思
想
史
研
究
第
二
』
（
一

九
五
一
年
）
に
お
い
て
、
大
拙
は
『
壇
経
』
を
慧
能
門
下
の
法
海
（
生
没
不
詳
）
に
よ
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
。 

道
元
は
「
修
証
一
等
」
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
坐
禅
を
離
れ
て
大
拙
の
い
う
よ
う
な
特
別
な
悟
り
の
体
験
な
ど
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
そ
う

と
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
大
拙
は
、
単
に
強
調
点
の
違
い
と
し
て
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
む
し
ろ
こ
こ
で
は
、
道
元
が
見
性
体
験
と
は
無
縁
の
実
践
と

し
て
示
そ
う
と
し
て
い
た
「
修
証
一
等
」
を
、
見
性
体
験
の
内
実
た
る
「
定
慧
不
二
」
と
同
じ
も
の
と
し
て
並
列
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
定
」
と
は
心
の
働

大
拙
は
偽
書
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、『
六
祖
壇
経
』
が
六
祖
自
身
の
撰
で
な
い
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
な
お
、
彼
は
晩

年
ま
で
そ
の
所
説
で
あ
る
見
性
を
重
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

さ
て
、
道
元
は
「
修
証
一
等
」
の
立
場
か
ら
、
臨
済
禅
を
「
待
悟
禅
」
と
し
て
批
判
し
た
が
、
次
に
こ
の
問
題
を
考
察
し
て
み
た
い
。
大
拙
は
、
坐
禅
を
通

じ
て
本
来
的
な
覚
性
が
現
れ
る
と
す
る
「
修
証
一
等
（
修
証
不
二
）
」
の
立
場
を
、
自
ら
の
語
る
「
定
慧
不
二
」
と
類
す
る
も
の
と
し
て
み
な
し
て
い
る
。 

    

道
元
は
悟
を
斥
く
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
只
坐
（
禅
）
を
よ
り
、
、
強
く
云
ふ
の
で
あ
る
。
「
学
道
の
最
要
は
坐
禅
こ
れ
第
一
な
り
」
（
随
聞
記
）
で
、
修
と
証
と

を
明
か
に
わ
け
て
説
く
こ
と
も
、
亦
道
元
の
所
説
で
あ
る
。
証
は
悟
で
あ
る
、
さ
と
り
で
あ
る
。
修
は
坐
で
あ
り
、
坐
禅
で
あ
り
、
打
坐
で
あ
る
。
ぼ
ん

や
り
と
「
端
坐
し
て
時
を
移
」
す
の
で
な
く
て
、
こ
の
端
坐
、
、
の
と
こ
ろ
に
、
修
証
一
等
、
定
慧
不
二
の
当
体
を
見
ん
と
す
る
の
が
、
道
元
の
哲
学
的
思
惟

で
併
せ
て
禅
的
直
観
な
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
一
巻
、
六
五
頁
） 

つ
ま
り
南
宗
に
は
神
会
と
か
法
海
と
か
云
ふ
一
派
が
中
堅
と
な
つ
て
居
て
、
そ
の
旗
印
は
『
壇
経
』
で
あ
つ
た
の
で
は
な
い
か
。
…
…
法
海
は
ま
だ
荷
澤

宗
と
云
ふ
も
の
の
中
に
は
ひ
ら
な
い
が
、
荷
澤
宗
は
『
壇
経
』
を
南
宗
の
も
の
と
し
て
取
入
れ
た
と
き
、
法
海
も
そ
の
中
に
入
れ
て
仕
舞
つ
た
の
で
あ
ら

う
。
つ
ま
り
「
法
海
集
」
の
『
壇
経
』
を
南
宗
の
も
の
と
し
て
仕
舞
つ
た
。
（
『
全
集
』
第
二
巻
、
三
一
三
頁
） 
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こ
の
「
定
慧
不
二
」
は
こ
の
時
期
（
一
九
四
三
年
）
の
大
拙
自
身
の
立
場
を
最
も
如
実
に
表
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
語
の
意
味
を
よ
り
十
全
に
知
る
た
め

に
は
、
そ
の
背
後
に
あ
る
「
体
用
」
の
論
理
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
体
と
は
「
（
悟
り
の
）
本
体
」
、
用
と
は
「
（
悟
り
の
）
作
用
」
を
意
味
す
る
。
そ
し
て

こ
れ
は
先
程
の
見
性
論
と
同
じ
箇
所
で
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
拙
は
道
元
に
お
い
て
は
、
本
来
見
性
と
は
無
縁
で
あ
る
べ
き
「
修
証
一
等
」

と
い
う
立
場
を
、
見
性
の
は
た
ら
き
に
お
け
る
坐
禅
と
智
慧
の
関
係
の
中
に
組
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

き
を
鎮
め
た
瞑
想
の
境
地
、
「
慧
」
は
般
若
の
智
慧
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
定
慧
に
つ
い
て
彼
は
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。 

坐
禅
に
よ
る
精
神
の
統
一
状
態
で
あ
る
「
定
」
に
入
っ
て
か
ら
、
そ
れ
と
は
別
の
「
慧
」
が
得
ら
れ
る
と
い
う
関
係
は
こ
こ
で
大
拙
自
身
も
否
定
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
れ
は
道
元
に
よ
る
待
悟
禅
批
判
と
同
一
の
内
容
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、「
慧
（
悟
り
の
智
慧
）
」
を
得
る
た
め
の
手
段
と
し
て
の
「
定

（
坐
禅
）
」
を
修
す
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

    

此
処
で
は
定
慧
不
二
と
見
性
と
を
述
べ
る
。
道
信
・
弘
忍
〔
中
国
禅
宗
の
第
四
祖
と
第
五
祖
・
蓮
沼
〕
の
頃
か
ら
、
禅
が
定
を
強
調
す
る
傾
き
を
示
し
た
。

自
性
と
云
ひ
、
清
浄
と
云
ひ
、
心
と
云
ふ
と
、
何
か
そ
ん
な
個
的
存
在
が
別
に
あ
る
も
の
の
や
う
に
考
へ
ら
れ
て
く
る
。
殊
に
「
守
一
不
移
」〔
道
信
の
禅

法
・
蓮
沼
〕
と
か
「
看
一
字
」〔
弘
忍
の
禅
法
・
蓮
沼
〕
と
か
云
ふ
坐
禅
法
が
始
め
ら
れ
る
と
、
そ
の
「
一
」
な
る
も
の
を
個
と
し
て
、
坐
禅
者
の
心、
の
中

又
は
外
に
措
定
す
る
癖
が
出
来
る
。
此
癖
に
狩
り
立
て
ら
れ
る
と
、
定
の
外
に
慧
が
あ
る
と
考
へ
て
来
る
。
即
ち
坐
禅
し
て
定
に
入
る
と
、
そ
の
定
の
中

か
ら
慧
な
る
働
き
が
出
る
と
云
ふ
こ
と
に
考
へ
ら
れ
、
定
慧
分
離
説
が
出
る
。
坐
禅
は
自
性
の
清
浄
を
観
照
す
る
修
行
で
、
此
修
行
が
つ
ま
な
い
と
慧
は

得
ら
れ
ぬ
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
一
巻
、
三
一
一
～
三
一
二
頁
） 

定
と
慧
と
を
別
別
に
し
て
、
そ
の
間
に
等、
と
か
同、
と
か
を
云
つ
て
は
な
ら
ぬ
。
定
が
慧
で
、
慧
が
定
で
あ
る
。
体
が
用
で
用
が
体
で
あ
る
。
働
く
も
の
と

働
き
と
を
分
け
て
は
な
ら
ぬ
。
（
『
全
集
』
第
一
巻
、
三
一
三
頁
） 

69 



す
な
わ
ち
、「
定
慧
不
二
」
と
は
、
悟
り
そ
の
も
の
と
悟
り
の
作
用
が
不
可
分
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
他
な
ら
な
い
。
見
聞
覚
知
に
お
い
て
は
た
ら
く
作
用
と
は

別
に
「
悟
り
そ
の
も
の
」
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
と
、
先
に
道
元
や
大
拙
が
批
判
し
よ
う
と
し
た
「
見
性
」
理
解
に
陥
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
灯
光
の

喩
」
と
は
、
『
六
祖
壇
経
』
が
「
体
用
」
の
関
係
を
説
明
す
る
際
に
用
い
る
例
え
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
灯
」
と
い
う
主
体
と
「
光
」
と
い
う
作
用
の
関
係
を
示

す
も
の
で
あ
る
が
、「
灯
」
と
い
う
主
体
を
「
光
」
と
別
に
設
定
し
て
い
る
点
で
、
大
拙
は
「
定
慧
不
二
」
の
例
と
し
て
は
不
十
分
な
点
を
感
じ
て
い
る
。
し
か

し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
拙
が
道
元
を
理
解
す
る
枠
組
み
と
し
て
、
こ
こ
で
は
「
体
用
論
」
が
伏
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
こ
の
体
用
の
論
理
を
「
定
慧
」
の
関
係
に
当
て
は
め
る
と
次
の
よ
う
な
解
釈
と
な
る
。 

そ
の
「
不
二
」
を
説
く
の
が
大
拙
思
想
の
根
本
的
立
場
で
あ
る
。
体
用
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
説
明
を
大
拙
は
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。 

    

さ
て
、
大
拙
は
「
修
証
一
等
」
を
、
悟
り
そ
の
も
の
と
悟
り
の
作
用
と
し
て
理
解
し
て
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
を
道
元
の
い
う
只
管
打
坐
に
適
用
し
て
み
た
い
。

定
慧
一
等
説
を
灯
光
の
喩
で
解
く
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
慧
能
以
前
か
ら
の
事
で
あ
る
が
、
此
喩
に
よ
る
と
、
定
が
普
通
の
意
味
で
考
へ
ら
れ
て
居
な
い

こ
と
が
わ
か
る
。
普
通
に
解
す
る
と
こ
ろ
、
而
し
て
そ
れ
が
伝
統
的
に
正
当
な
解
し
方
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
定
は
禅
定
で
、
凝
心
入
定
で
あ
る
。

灯
光
の
喩
の
や
う
に
定
を
体
と
見
る
わ
け
に
行
か
ぬ
。
併
し
喩
で
は
灯
光
の
関
係
は
体
用
の
そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
定
慧
も
亦
そ
の
意
に
取
ら
れ
て
居
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
定
に
関
す
る
新
た
な
解
釈
で
、
慧
能
の
頃
ま
で
に
そ
ん
な
こ
と
に
な
つ
て
居
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
（
『
全
集
』
第
二
巻
、
二

二
七
頁
） 

仏
教
従
来
の
思
惟
方
法
で
は
体
と
用
、
又
は
体
と
相
と
用
と
を
分
け
る
の
で
あ
る
。
只
働
き
と
云
ふ
も
の
は
な
く
て
、
何
か
の
働
き
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

又
何
か
あ
る
と
云
へ
ば
、
そ
れ
は
働
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
或
は
何
か
の
姿
即
ち
相
を
持
つ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
体
あ
れ

ば
用
あ
り
、
用
あ
れ
ば
体
あ
り
、
又
は
相
あ
り
と
云
ふ
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
。
（
『
全
集
』
第
一
巻
、
三
六
五
頁
） 
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こ
こ
で
も
大
拙
は
体
験
か
ら
道
元
を
解
釈
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
大
拙
に
と
っ
て
、
道
元
の
只
管
打
坐
が
本
当
に
「
修
証
一
等
」
と
し
て
の
坐
禅
に
な
る
た
め

に
は
、
見
性
体
験
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
、
大
拙
は
こ
こ
で
、
坐
禅
だ
け
で
な
く
、
眉
の
動
き
や
目
の
瞬
き
を
含
め
て
人
間
の
一
挙
手
一
投
足
す
べ
て
の
行
為
や
営
み
が
「
見
性
」
も
し
く
は

「
定
慧
不
二
」
の
現
場
と
な
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
悟
り
が
現
れ
る
の
は
決
し
て
坐
禅
を
し
て
い
る
と
き
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
て
、
こ
こ
で
大
拙
は
、
あ
く
ま
で
も
坐
禅
を
専
ら
と
す
る
道
元
の
只
管
打
坐
の
立
場
と
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
四
二

。
そ
こ
で
、
「
只
管
打
坐
」
に
対
す
る

大
拙
の
所
見
を
見
て
み
た
い
。 

只
管
打
坐
は
外
面
的
形
式
と
し
て
は
坐
禅
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
大
拙
は
坐
禅
と
い
う
行
に
悟
り
の
働
き
が
作
用
す
る
こ
と
を
、「
定
慧
不
二
」
と
い
っ
て
い
る

と
見
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
大
拙
と
道
元
は
坐
禅
に
お
い
て
悟
り
を
表
す
と
い
う
点
で
非
常
に
似
通
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

大
拙
は
本
来
坐
禅
に
お
け
る
精
神
の
統
一
を
意
味
す
る
「
定
（
三
昧
）
」
を
拡
大
解
釈
す
る
こ
と
で
、
道
元
を
よ
り
臨
済
禅
的
な
方
向
に
引
き
寄
せ
て
い
く
。 

     

道
元
は
「
坐
禅
」
と
云
ひ
、「
結
跏
趺
坐
」
と
云
ひ
、「
只
管
打
坐
」
と
云
ふ
。
而
し
て
そ
の
外
に
修
な
く
、
証
な
く
、
工
夫
な
く
、
開
悟
な
し
と
断
ず
る
。

こ
れ
が
中
々
這
入
り
に
く
い
禅
道
で
あ
る
。
彼
は
身
心
脱
落
、
脱
落
身
心
に
お
い
て
如
何
に
も
深
き
体
験
に
得
入
し
た
も
の
に
相
違
な
い
。
（
『
全
集
』
第

一
巻
、
三
三
五
～
三
三
六
頁
） 

手
を
挙
げ
足
を
運
ぶ
、
こ
れ
が
三
昧
で
あ
り
、
波
羅
蜜
で
あ
る
。
三
昧
は
、
坐
禅
し
て
定
の
極
限
に
で
も
達
せ
ぬ
と
得
ら
れ
ぬ
も
の
の
や
う
に
思
ふ
が
、

さ
う
で
な
い
、
三
昧
は
揚
眉
瞬
目
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
一
巻
、
三
二
四
頁
） 

坐
禅
は
そ
の
ま
ま
で
は
証
で
な
い
、
そ
の
中
に
修
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
併
し
修
は
証
を
図
つ
て
の
修

―
功
夫

―
で
な
い
。
坐
禅
の
上
に
計
ひ
の
な
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こ
の
よ
う
に
大
拙
は
一
貫
し
て
道
元
を
み
ず
か
ら
の
見
性
体
験
的
禅
理
解
の
枠
内
に
組
み
込
も
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
を
主
張
す
る
た
め
、
大
拙
は
只
管
打

坐
を
提
唱
す
る
道
元
自
身
が
「
身
心
脱
落
、
脱
落
身
心
」
と
い
う
（
見
性
）
体
験
を
得
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
た
め
、
後
学
の
も
の
が
只
管
打
坐
を

実
践
す
る
場
合
に
も
、
道
元
そ
し
て
臨
済
流
の
禅
者
の
よ
う
に
見
性
を
要
す
る
の
だ
と
、
結
論
付
け
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
大
拙
は
『
正
法
眼
蔵
』
「
坐
禅
箴
」
に
お
い
て
、
道
元
が
「
い
は
ゆ
る
坐
禅
箴
の
箴
は
大
用
現
前
な
り
」
四
三

と
論
じ

て
い
る
こ
と
を
取
り
挙
げ
、
そ
れ
を
自
ら
の
解
釈
の
論
拠
と
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、「
悟
り
を
求
め
ず
に
、
た
だ
坐
る
」
と
い
う
道
元
の
立
場
は
、
大
拙
に
よ
っ
て
「
計
ら
ひ
の
な
い
計
ら
ひ
（
無
分
別
の
分
別
）
と
い
う
智
慧
を
は

た
ら
か
せ
て
坐
る
」
と
い
う
立
場
に
置
き
換
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
や
は
り
見
性
を
前
提
と
す
る
坐
禅
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

大
拙
は
道
元
を
終
始
一
貫
し
て
「
は
た
ら
き
」
の
体
験
か
ら
解
釈
し
て
い
た
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
道
元
自
身
が
「
大
用
現
前
」
の
坐
禅
を
説
い
て
い
る
。
大
拙

は
大
用
を
「
絶
対
的
な
は
た
ら
き
」
と
し
て
理
解
す
る
た
め
、「
大
用
現
前
」
と
は
、
悟
り
の
絶
対
的
な
は
た
ら
き
が
坐
禅
者
に
あ
り
あ
り
と
経
験
さ
れ
て
い
る

と
い
う
事
態
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
「
只
管
打
坐
」
を
強
調
す
る
道
元
の
坐
禅
論
の
中
で
も
珍
し
く
、
坐
禅
の
は
た
ら
き
に
言
及
す
る
箇
所
で
あ
る
。

こ
の
一
節
か
ら
大
拙
は
道
元
を
み
ず
か
ら
の
禅
理
解
に
組
み
込
む
論
拠
を
得
た
と
い
え
る
。 

大
拙
に
と
っ
て
は
、
坐
禅
に
限
ら
ず
一
挙
手
一
投
足
が
仏
性
の
は
た
ら
き
の
表
現
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
禅
僧
は
、
例
え
ば
指
を
一
本
立
て
た

り
、
あ
る
い
は
「
喝
」
を
叫
ぶ
な
ど
し
て
四
四

、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
を
も
っ
て
自
身
の
悟
り
の
は
た
ら
き
を
表
現
す
る
。
道
元
は
そ
れ
ら
の
多
様
な
表
現
の
中
で
、

   

道
元
は
劈
頭
に
、
坐
禅
は
結
跏
趺
坐
の
姿
で
、
何
か
に
つ
き
て
瞑
想
を
凝
ら
す
修
行
形
式
で
あ
る
、
と
云
ふ
風
に
見
て
居
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
坐
禅
そ

の
も
の
が
大
用
現
前
だ
と
解
せ
ら
れ
て
居
る
。
大
用
現
前

、
、
、
、
と
は
云
ふ
は
、
絶
対
的
真
実
在
そ
の
も
の
と
云
ふ
義
で
あ
る
。
廓
落
無
依
で
、
何
等
の
拘
束
を

受
け
ず
、
自
由
自
在
に
働
く
も
の
の
当
体
が
此
坐
禅
だ
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
三
巻
、
八
四
頁
） 

い
計
ひ
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
…
…
誤
つ
て
坐
禅
を
以
て
只
麼
無
為
の
禅
坐
と
な
す
こ
と
な
か
れ
。
（
『
全
集
』
第
十
三
巻
、
九
六
頁
） 
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し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
大
拙
の
解
釈
に
は
序
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
文
献
学
的
研
究
の
立
場
か
ら
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
大
拙
が

解
釈
の
中
心
に
あ
る
体
験
と
し
て
の
「
身
心
脱
落
」
に
対
し
て
、
松
岡
由
香
子
は
「
身
心
脱
落
は
、
進
行
中
の
継
続
す
る
事
態
を
表
す
。
こ
れ
か
ら
功
夫
せ
よ
、

と
い
う
の
で
は
な
い
。
打
坐
の
功
夫
が
身
心
脱
落
な
の
で
あ
り
、
そ
の
功
夫
と
は
、
た
だ
呆
然
と
坐
る
の
で
な
く
《
坐
禅
儀
》
に
あ
る
よ
う
に
、
非
思
量
底
を

思
量
す
る
、
作
仏
を
図
ら
ぬ
兀
坐
で
あ
る
」
、
ま
た
「
仏
と
は
す
で
に
個
人
の
事
柄
、
個
人
の
体
験
で
は
な
い
の
で
あ
る
」
四
五

と
示
し
て
い
る
。
ま
た
大
拙
の

理
解
を
継
承
し
た
秋
月
龍
珉
の
体
験
主
義
的
道
元
論
も
ま
た
、
石
井
修
道
に
よ
っ
て
既
に
厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
四
六

。
つ
ま
り
、
臨
済
禅
の
見
性
体

験
に
基
づ
く
道
元
理
解
に
対
し
て
は
、
大
拙
没
後
の
道
元
研
究
、
も
し
く
は
『
正
法
眼
蔵
』
研
究
の
立
場
か
ら
明
確
な
拒
絶
が
為
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
四
七

。

以
上
、
大
拙
の
道
元
解
釈
を
考
察
し
て
き
た
。
ま
ず
、
見
性
批
判
に
対
し
て
大
拙
は
道
元
と
は
異
な
る
見
性
理
解
を
示
す
こ
と
で
、
む
し
ろ
道
元
と
同
様
の

主
張
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
次
に
修
証
一
等
に
基
づ
く
待
悟
禅
批
判
に
つ
い
て
は
、
逆
に
「
定
慧
不
二
」
と
い
う
見
性
体
験
の
内
容
と
し
て
、

「
修
証
一
等
」
を
解
釈
し
、
大
拙
も
道
元
と
同
じ
く
待
悟
禅
を
批
判
す
る
立
場
に
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
最
後
に
坐
禅
の
み
を
仏
行
と
し
て
専
修
す
る
「
只
管

打
坐
」
に
対
し
て
は
、
坐
禅
の
価
値
を
担
保
し
つ
つ
、
み
ず
か
ら
の
重
要
視
す
る
見
性
体
験
の
表
現
形
式
と
し
て
、
す
な
わ
ち
「
大
用
現
前
の
坐
禅
」
と
し
て

そ
れ
を
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

こ
こ
で
仮
に
大
拙
の
解
釈
を
体
験
主
義
的
立
場
、
近
年
の
道
元
研
究
を
文
献
学
的
立
場
と
す
る
な
ら
ば
、
道
元
自
身
の
著
述
の
真
意
を
よ
り
精
確
に
汲
み
取

っ
て
い
る
の
が
後
者
の
研
究
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。
そ
も
そ
も
大
拙
に
時
代
的
な
制
約
が
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
よ
う
な
二
つ
の
研
究
の
立
場
を
仮
に
並
列
的
に
比
べ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
は
、
往
々
に
し
て
ど
ち
ら
の
解
釈
が
よ
り
正
し
い
か
、
と
い
う
問
い
が
湧
出
す

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
序
に
お
い
て
示
し
た
よ
う
に
、
筆
者
に
は
両
者
の
解
釈
の
妥
当
性
を
云
為
す
る
能
力
は
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
本
章
が
こ
れ
ま
で

大
拙
と
道
元
の
問
題
を
追
っ
て
き
た
の
は
、
両
者
の
立
場
を
対
比
す
る
こ
と
で
大
拙
思
想
の
重
要
な
点
が
明
ら
か
に
な
る
か
ら
で
も
あ
る
。 

大
拙
の
道
元
理
解
と
近
年
の
道
元
研
究
の
対
立
構
造
に
は
一
つ
の
興
味
深
い
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
両
者
が
互
い
に
「
固
定
的
」
で
「
静
的
」
な
悟
り
を
否

定
し
て
、「
動
的
」
な
悟
り
を
主
張
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
「
動
的
な
悟
り
」
の
立
場
か
ら
互
い
の
思
想
を
「
静
的
」
な
も
の
と

坐
禅
と
い
う
形
式
に
よ
っ
て
仏
性
の
は
た
ら
き
を
示
そ
う
と
し
た
の
だ
と
、
大
拙
は
捉
え
た
の
で
あ
る
。
道
元
に
と
っ
て
坐
禅
は
仏
行
と
し
て
の
絶
対
性
を
有

し
て
い
た
実
践
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
大
拙
は
そ
れ
を
悟
り
の
多
様
な
表
現
の
一
形
式
で
あ
る
と
位
置
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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道
元
に
と
っ
て
の
「
動
性
」
は
、
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
仏
法
の
無
窮
性
、
無
限
性
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
『
正
法
眼
蔵
』
「
現
成
公
按
」
巻
に
明
ら
か

な
よ
う
に
、
証
悟
し
て
い
く
仏
法
と
は
、
「
ゆ
け
ど
も
」
「
き
は
な
く
」
、
ま
た
「
と
ぶ
と
い
へ
ど
も
」
「
き
は
な
し
」
と
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
道
元
に

と
っ
て
は
、
一
瞬
一
瞬
に
お
い
て
、
そ
の
都
度
ご
と
の
修
証
を
行
じ
、
円
満
な
悟
り
を
不
断
に
、
そ
し
て
無
限
に
繰
り
返
し
て
い
く
あ
り
方
こ
そ
が
「
動
性
」

と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
い
わ
ば
「
無
限
の
未
来
へ
の
継
続
性
」
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
松
岡
由
香
子
に
よ
っ
て
明
確
に
さ
れ
て

い
る
。
「
一
度
だ
け
の
固
定
的
な
静
的
な
悟
り
で
は
な
く
、
む
し
ろ
打
坐
に
お
い
て
際
の
な
い
悟
り
を
悟
り
続
け
、
し
た
が
っ
て
い
つ
も
新
し
く
万
法
に
聴
き
、

新
た
な
言
語
を
み
ず
か
ら
創
出
す
る
働
き
で
あ
る
。
…
…
悟
り
に
安
住
す
る
の
で
は
な
く
、
絶
え
ず
あ
ら
た
に
仏
法
を
自
ら
の
言
葉
で
継
承
し
て
い
く
あ
り
方

で
あ
る
…
…
」
四
八

。
こ
こ
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
継
続
性
」
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
一
つ
の
行
を
単
に
未
来
に
向
け
て
延
長
し
て
い
く
あ
り
方
で
は
な

く
、
そ
の
都
度
ご
と
の
行
が
そ
の
都
度
ご
と
の
証
を
新
た
に
現
成
さ
せ
る
、
い
わ
ば
更
新
さ
れ
て
い
く
と
い
う
意
味
で
の
継
続
性
で
あ
る
。
た
だ
し
、
更
新
さ

れ
る
と
い
っ
て
も
、
仏
法
そ
の
も
の
は
人
間
の
覚
知
と
は
無
縁
で
あ
る
た
め
、
悟
り
が
深
ま
っ
て
い
く
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
上
述
し
た
「
身
心
脱
落
」
と

は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
継
続
的
な
あ
り
方
を
示
す
語
と
し
て
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
既
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
「
動
性
」
に
は
「
は
た
ら
き
」
が
関
わ
っ
て
い
る
。
「
只
用
大
の
と
き
は
使
大
な
り
」
（
「
現
成
公
按
」
巻
）
四
九

と
い
う

と
き
の
、
こ
の
「
用
」
は
万
法
の
は
た
ら
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
万
法
の
は
た
ら
き
も
、「
自
己
を
わ
す
る
る
」
と
き
に
は
た
ら
く
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
を
人
間
の
意
識
に
お
い
て
自
覚
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
つ
ま
り
、
万
法
の
は
た
ら
き
が
十
全
に
は
た
ら
く
た
め
に
は
、
そ
れ
を
妨
げ
る
自
我
の

活
動
は
休
止
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
道
元
の
い
う
こ
の
「
は
た
ら
き
」
は
、
継
続
さ
れ
て
い
く
行
の
中
で
一
回
一
回
現
れ

前
節
に
お
い
て
、
大
拙
が
道
元
の
批
判
を
、
道
元
の
批
判
す
る
体
験
の
立
場
か
ら
解
釈
し
直
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
両
者
の
思
想
は
本
来
反

目
す
べ
き
も
の
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
た
め
、
大
拙
の
道
元
評
は
総
じ
て
高
く
な
い
。
こ
れ
は
両
者
の
主
張
す
る
「
動
性
」
の
違
い
に
も
起
因
し
て
い
る
。 

し
て
批
判
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
次
に
こ
の
「
動
」
と
「
静
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。 

  

第
四
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で
は
大
拙
に
と
っ
て
の
「
動
的
な
悟
り
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
拙
の
禅
理
解
、
霊
性
思
想
の
背
後
に
は
、
中
国
思
想
特
有
の
「
体
用
論
」

が
あ
る
こ
と
は
先
に
確
認
し
た
。
体
と
は
本
体
も
し
く
は
実
体
、
用
と
は
作
用
の
意
で
あ
り
、
両
者
は
不
二
と
し
て
語
ら
れ
る
。「
体
用
論
」
は
禅
宗
に
お
い
て

は
六
祖
慧
能
の
『
六
祖
壇
経
』
も
し
く
は
彼
の
弟
子
、
荷
澤
神
会
（
六
八
四
～
七
五
八
年
）
の
語
録
に
初
め
て
現
れ
る
が
、
そ
の
思
想
自
体
は
禅
宗
の
歴
史
よ

り
古
い
五
〇

。
『
禅
思
想
史
研
究
第
一
』
に
お
い
て
大
拙
は
体
を
「
寂
」
と
し
、
用
を
「
知
」
と
「
用
」
と
に
分
け
、
三
つ
の
面
か
ら
禅
経
験
を
論
じ
て
い
る
。

大
拙
は
、
臨
済
系
の
看
話
禅
（
白
隠
禅
）
は
「
知
」
と
「
用
」
を
、
黙
照
禅
と
そ
こ
に
大
き
く
依
拠
す
る
道
元
禅
は
「
寂
」
と
「
知
」
を
そ
れ
ぞ
れ
重
要
視
す

る
と
分
類
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
動
性
」
を
こ
の
関
係
の
中
か
ら
規
定
し
て
い
く
。 

る
と
し
て
も
、
そ
の
継
続
性
そ
の
も
の
の
成
立
へ
の
直
接
の
関
係
は
、
い
ま
だ
明
確
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
修
証
を
不
断
に
行
じ
て
い
く
と
い
う
継
続

性
が
、
実
践
者
の
修
行
の
あ
り
方
に
左
右
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
実
践
者
の
覚
知
と
は
無
縁
で
あ
る
は
ず
の
万
法
の
は
た
ら
き
は
、
そ
の
継
続
性
に
直
接
的
に
は

関
係
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
万
法
の
は
た
ら
き
を
証
し
続
け
て
い
く
か
ど
う
か
は
、
あ
く
ま
で
も
実
践
者
の
意
志
に
帰
着
す
る

よ
う
に
見
え
る
。
万
法
に
よ
っ
て
は
た
ら
き
か
け
ら
れ
た
実
践
者
の
意
識
が
、
は
た
ら
き
を
覚
知
し
得
な
い
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
の
不
断
の
継
続
性
は
悟
り
や

修
行
と
は
別
の
要
素
か
ら
説
明
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

さ
て
、
以
上
の
記
述
か
ら
大
拙
の
主
張
す
る
「
動
性
」
が
か
な
り
鮮
明
に
な
る
。
臨
済
の
看
話
禅
に
し
ろ
、
道
元
禅
に
し
ろ
、
そ
れ
ら
は
真
如
、
仏
性
と
い
っ

   

道
元
は
知、
の
静
か
に
照
ら
す
方
面
を
よ
り
、
、
強
く
注
意
す
る
が
、
白
隠
は
知、
の
動
い
て
出
る
と
こ
ろ
に
、
気
が
く
ば
ら
れ
る
。
白
隠
は
無
分
別
が
分
別
に
な

る
と
こ
ろ
を
見
、
道
元
は
分
別
が
無
分
別
に
還
る
と
こ
ろ
を
見
る
。
（
『
全
集
』
第
一
巻
、
三
三
八
頁
）
五
一 

静
態
禅
と
云
へ
ば
ど
う
し
て
も
同
一
性
の
体
得
を
帰
趣
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
動
態
禅
と
云
へ
ば
矛
盾
的
多
様
性
の
方
向
に
進
出
す
る
に
極
ま
つ
て
居
る
。

前
者
を
禅
の
理
体
と
云
へ
ば
、
後
者
を
禅
の
事
用
と
見
て
よ
い
。
ま
た
こ
れ
を
黙
照
禅
と
看
話
禅
と
の
対
照
、
時
時
払
拭
主
義
と
本
来
無
一
物
主
義
の
頡

頏
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
（
『
全
集
』
第
二
巻
、
七
八
頁
） 
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こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
大
拙
に
と
っ
て
「
動
性
」
の
度
合
い
は
、
意
識
や
感
覚
器
官
を
含
む
人
間
の
思
惟
活
動
、
身
体
的
活
動
の
強
度
に
依
存
す
る

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
思
惟
活
動
は
悟
り
か
ら
独
立
し
て
は
た
ら
こ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
悟
り
を
よ
り
直
接
的
に
表
現
し
得
る
身
体
的

活
動
が
好
ま
れ
る
の
で
あ
る
（
身
体
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
第
九
章
に
て
詳
述
す
る
）
。 

坐
禅
の
み
を
大
用
現
前
の
行
と
し
た
道
元
が
消
極
的
評
価
を
受
け
た
の
は
、
坐
禅
と
い
う
行
が
身
体
を
静
止
さ
せ
、
人
為
の
活
動
を
休
息
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
他
方
、
一
挙
手
一
投
足
を
も
大
用
の
現
場
と
す
る
臨
済
禅
に
は
、
自
ず
と
多
様
な
身
体
行
為
も
し
く
は
言
語
行
為
が
、
様
々
な
表
現

可
能
性
を
含
み
、
よ
り
大
き
な
身
体
的
運
動
を
可
能
に
し
て
い
る
。
身
体
を
静
止
さ
せ
る
坐
禅
が
静
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
筋
肉
活
動
の
強
度
が
動
性
の
度
合
い

と
し
て
対
比
さ
れ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
意
識
活
動
を
含
む
身
体
的
行
為
の
外
面
的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
「
悟
り
の
動
性
」
を
重
ね
て
見
て
い

く
点
に
大
拙
思
想
の
特
徴
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

た
悟
り
の
体
か
ら
「
は
た
ら
き
出
す
」
と
い
う
「
動
性
」
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
悟
り
の
体
そ
の
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
静
態
で

あ
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
作
用
が
生
じ
る
こ
と
自
体
が
「
動
性
」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
ま
た
「
動
性
」
に
は
度
合
が
あ
り
、
そ
れ
は
静
態
と
し
て
の
体
か
ら
ど

れ
ほ
ど
大
き
な
作
用
が
は
た
ら
く
か
に
よ
っ
て
計
ら
れ
る
。
道
元
禅
に
つ
い
て
は
「
寂
」
す
な
わ
ち
体
そ
の
も
の
の
静
態
を
、
坐
禅
を
通
じ
て
そ
の
ま
ま
現
成

さ
せ
よ
う
と
す
る
た
め
、
そ
の
は
た
ら
き
は
「
知
が
静
か
に
照
ら
す
」
と
消
極
的
に
評
さ
れ
る
。
他
方
、
坐
禅
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
行
為
に
は
た
ら
き

を
許
す
臨
済
禅
に
は
、
寂
然
不
動
の
体
を
離
れ
た
よ
り
積
極
的
な
「
動
性
」
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

道
元
禅
で
い
わ
れ
る
「
動
性
」
が
、
行
者
の
意
志
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
大
拙
の
い
う
「
動
性
」
と
は
、
悟
り
の
は
た
ら
き
そ
の
も
の
が
持

つ
性
質
で
あ
っ
て
、
体
と
用
の
矛
盾
対
立
の
大
き
さ
、
そ
し
て
そ
れ
は
体
用
不
二
で
あ
る
以
上
、
用
そ
の
も
の
の
強
度
で
あ
る
が
、
そ
の
は
た
ら
き
が
そ
の
ま

ま
「
動
性
」
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。 

 

で
は
、「
理
体
」
か
ら
「
事
用
」
へ
の
展
開
を
「
動
性
」
と
す
る
と
し
て
、
こ
の
「
体
」
と
対
比
さ
れ
る
「
用
」
の
「
動
性
」
と
は
一
体
何
に
由
来
す
る
の
で

 

第
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時
間
に
対
す
る
大
拙
の
思
索
は
、
『
文
化
と
宗
教
』
（
一
九
四
三
年
）
所
収
の
「
文
化
批
判
」
と
い
う
文
章
に
お
い
て
示
さ
れ
る
。
彼
の
基
本
的
理
解
は
次
の

よ
う
に
語
ら
れ
る
。 

こ
こ
で
は
大
拙
の
独
特
な
時
間
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」
と
い
う
釈
尊
出
生
の
言
葉
か
ら
「
独
尊
者
」
と
い
う
存
在
を
定
立
さ
せ
、
そ

の
独
尊
者
の
生
き
る
痕
跡
と
し
て
「
時
間
」
を
位
置
づ
け
て
い
る
。「
時
間
」
は
独
尊
者
の
外
側
を
客
観
的
に
流
れ
る
の
で
は
な
く
、
独
尊
者
の
歩
み
に
よ
っ
て

時
間
が
成
立
す
る
と
い
う
。 

ま
た
、
こ
の
「
独
尊
者
」
を
最
も
具
体
的
な
も
の
だ
と
大
拙
は
い
う
。
彼
の
い
う
「
具
体
性
」
と
は
、
言
葉
に
よ
る
限
定
を
受
け
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
お

り
、「
独
尊
者
」
と
は
一
切
の
限
定
を
受
け
付
け
な
い
「
事
実
」
そ
の
も
の
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
眼
前
に
広
が
る
「
事
実
」
の
世
界
を
、
個
々

別
々
に
切
り
分
け
、
個
体
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
言
語
に
よ
る
分
別
作
用
を
排
し
た
無
分
別
の
認
識
、
も
し
く
は
主
客
未
分
の
世
界
が

真
理
で
あ
り
、
こ
れ
を
人
格
化
し
た
も
の
が
独
尊
者
で
あ
る
。
真
理
た
る
「
事
実
」
の
世
界
は
移
ろ
っ
て
い
く
と
き
、
そ
の
痕
跡
を
残
す
。
こ
の
関
係
は
「
無

分
別
」
の
は
た
ら
き
を
静
的
に
固
定
化
さ
せ
る
「
分
別
作
用
」
に
比
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
独
尊
者
と
そ
の
痕
跡
と
は
、「
無
分
別
」
と
「
分
別
」
と
い
う
二

者
の
関
係
を
象
徴
す
る
比
喩
に
他
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
本
来
無
分
別
の
世
界
に
は
、
時
間
的
先
後
関
係
の
基
準
と
な
る
点
が
、
点
と
し
て
分
極
化
さ
れ
て

あ
ろ
う
か
。
静
的
な
体
と
動
的
な
用
と
い
う
対
比
は
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
可
能
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
大
拙
が
「
時
間
」

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
と
い
う
点
ま
で
掘
り
下
げ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。 

  

「
事
実
」
と
云
ふ
こ
と
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
云
ふ
の
か
、
は
つ
き

、
、
、
り、
わ
か
ら
ぬ
や
う
で
あ
る
が
、「
時
」
の
事
実
は
実
に
「
時
」
そ
の
も
の
の
中
に
生
き
て

居
る
と
云
ふ
こ
と
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
「
時
」
そ
の
も
の
の
中
に
生
き
て
居
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」
と
云
ふ
こ
と
で
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
此
独
尊
者
が
「
時
」
を
作
つ
て
行
く
の
で
あ
る
。
「
時
」
は
独
尊
者
の
生
き
て
行
く
痕
跡
な
の
で
あ
る
。
「
時
」
を
此
独
尊
者
か
ら
離
し
て
は

解
せ
ら
れ
ぬ
の
で
あ
る
。「
時
」
は
痕
跡
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
の
み
「
事
実
」
だ
と
見
て
居
て
は
、
巨
人
の
独
尊
者
は
も
う
そ
こ
に
は
居
な
い
の
で
あ
る
。

吾
等
の
考
へ
の
混
雑
は
実
に
此
矛
盾
か
ら
始
ま
る
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
（
『
全
集
』
第
十
九
巻
、
一
六
頁
） 
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「
自
己
」
意
識
は
、
「
自
己
」
そ
の
も
の
の
無
媒
介
の
認
識
で
あ
る
。
「
自
己
」
は
自
ら
を
真
に
あ
り
の
ま
ま
、
止
ま
る
こ
と
な
く
流
れ
る
ま
ま
に
意
識
す

る
。
こ
こ
に
は
主
客
の
分
離
も
、
見
る
も
の
と
見
ら
れ
る
も
の
と
へ
の
分
化
も
な
い
。
反
省
と
は
、
意
識
の
流
れ
の
外
に
立
っ
て
そ
れ
を
観
察
す
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
が
起
こ
れ
ば
「
自
己
」
は
も
は
や
自
己
で
は
な
く
、
否
定
さ
れ
て
、
自
ら
を
認
め
る
べ
き
第
二
の
自
己
を
創
る
。
五
二 

 

以
上
が
、
大
拙
の
時
間
論
の
骨
子
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
独
尊
者
が
移
ろ
い
行
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
最
初
か
ら
前
提
と
さ
れ
て
い
る
点
で

あ
る
。
大
拙
は
独
尊
者
を
、
本
来
的
な
自
己
と
い
う
意
味
で
も
論
じ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 お

ら
ず
、
そ
の
た
め
そ
こ
に
は
「
時
間
」（
の
観
念
）
は
成
立
し
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
無
分
別
の
世
界
に
、
分
別
作
用
が
切
り
込
み
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

あ
る
点
と
前
後
す
る
「
先
」
と
「
後
」
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
は
「
時
間
」
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
分
別
が
こ
の
時
間
を
認
識
す
る
と
き
、
時
間
の
根
源
た
る
独
尊
者
の
は
た
ら
き
は
既
に
そ
こ
に
止
ま
る
こ
と
な
く
次
の
場
所
で
動
き
続
け
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
「
現
在
」
と
い
う
も
の
は
分
別
に
よ
っ
て
は
把
握
し
得
な
い
の
で
あ
る
。 

知
的
な
認
識
、
言
語
を
通
じ
た
分
別
に
よ
っ
て
時
間
の
実
体
を
捉
え
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
常
に
現
在
の
認
識
不
可
能
性
に
直
面
す
る
。
そ
の
た
め
、
大
拙
は

「
時
間
」
を
知
る
た
め
に
は
、
思
惟
か
ら
直
観
へ
、
す
な
わ
ち
独
尊
者
の
実
体
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
断
言
す
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
無
分
別
の
は

た
ら
き
を
直
観
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
禅
的
実
践
に
他
な
ら
な
い
。 

   

 

本
当
の
歴
史
は
飛
躍
の
連
続
で
あ
る
、
非
連
続
の
連
続
で
あ
る
。
独
尊
者
は
い
つ
も
現
在
の
刹
那
に
お
い
て
過
去
か
ら
未
来
へ
躍
り
出
る
。
彼
は
現
在
の

一
刹
那
に
お
い
て
黒
暗
暗
の
真
只
中
を
切
り
抜
け
る
。
此
一
飛
躍
の
中
で
所
謂
る
「
過
去
の
歴
史
」
な
る
も
の
が
、
溌
剌
た
る
生
気
を
取
り
返
す
の
で
あ

る
。
独
尊
者
の
巨
歩
は
実
に
此
の
如
く
堂
堂
た
る
も
の
で
あ
る
。
何
も
の
の
閑
人
ぞ
、
敢
て
彼
を
日
干
し
に
は
せ
ん
と
す
る
。
又
何
も
の
の
「
現
実
」
主

義
者
ぞ
、
彼
を
「
過
去
」
の
棺
桶
の
中
に
封
じ
去
ら
ん
と
す
る
。
（
『
全
集
』
第
十
九
巻
、
一
九
頁
） 
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し
か
し
、
重
要
な
点
は
や
は
り
大
な
る
自
己
が
、
自
身
の
性
質
と
し
て
「
意
識
の
流
れ
」
を
有
し
て
お
り
、
無
分
別
で
あ
り
つ
つ
も
そ
れ
自
体
が
移
ろ
い
行

く
も
の
と
し
て
特
徴
付
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
大
な
る
自
己
も
独
尊
者
も
、
同
様
に
そ
れ
自
体
の
中
に
流
転
す
る
も
の
と
い
う
性
質
を
含
み
持
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。 

大
拙
は
時
間
の
根
本
と
し
て
の
「
流
れ
」
が
意
識
と
い
う
内
面
的
、
主
観
的
な
領
域
で
成
立
し
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
を
敷
衍
す
れ
ば
、
時

間
と
は
主
観
の
外
部
に
独
立
し
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
主
観
内
部
に
よ
っ
て
成
立
す
る
も
の
と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
あ
る
人
間
が
他
の
人
間
と
ど

の
よ
う
に
し
て
時
間
を
共
有
し
得
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
大
拙
の
時
間
論
は
さ
ら
な
る
厳
密
な
説
明
を
必
要
と
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
彼
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
の
深
入
り
は
し
て
い
な
い
。 

こ
こ
で
も
や
は
り
、
独
尊
者
と
そ
の
痕
跡
の
関
係
が
、
無
媒
介
に
直
観
さ
れ
る
真
理
と
し
て
の
自
己
、
い
う
な
れ
ば
大
な
る
自
己
と
、
そ
の
自
己
が
自
身
を
観

察
対
象
と
し
て
客
体
化
し
た
第
二
の
自
己
と
の
関
係
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。 

分
別
が
時
間
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
そ
の
背
後
に
流
れ
る
も
の
、
流
転
す
る
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
原
初
的
な
意
味
で
の
時
間
が
、「
諸

行
無
常
」
と
い
う
仏
教
用
語
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
大
拙
の
時
間
論
は
、
分
別
に
よ
っ
て
時
間
が
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
一
方
で
、
そ
の
背
後

に
あ
る
無
分
別
の
領
域
に
お
い
て
も
原
初
的
な
流
転
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
流
転
に
み
ず
か
ら
飛
び
込
む
こ
と
を
通
じ
て
、
人
間
は
時
間
の
実

体
を
掴
む
こ
と
が
で
き
る
と
彼
は
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

  

諸
行
無
常
で
す
べ
て
は
流
転
す
る
、
何
も
の
も
一
刻
と
止
ま
つ
て
居
る
も
の
は
な
い
。
此
流
転
性
に
順
応
し
な
い
個
人
思
想
か
ら
社
会
制
度
の
実
際
に
至

る
ま
で
の
す
べ
て
は
必
ず
顛
墜
の
奇
禍
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
。
理
事
無
礙
だ
け
で
な
い
、
事
事
無
礙
の
法
界
ま
で
突
入
し
て
行
か
な
い
と
、
何
か
の
形
で
実

体
化
し
た
も
の
に
引
懸
る
、
穽
に
陥
る
、
枠
に
は
ま
る
、
型
に
囚
へ
ら
れ
る
、
力
の
政
治
を
謳
歌
す
る
、
組
織
至
上
観
が
横
行
す
る
、
全
一
主
義
が
此
上

な
い
も
の
と
な
る
、
個
人
自
由
観
の
み
で
究
極
視
せ
ら
れ
る
。
何
れ
も
流
れ
て
止
ま
ぬ
水
の
中
に
居
て
却
つ
て
そ
れ
を
せ
き
と
め
ん

、
、
、
、
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
『
全
集
』
第
九
巻
、
三
九
六
～
三
九
七
頁
） 
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さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
時
間
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
前
節
ま
で
の
「
理
体
＝
寂
」
と
「
事
用
＝
知
」
と
い
う
対
比
に
お
け
る
「
動
性
」
の
概
念
を
改
め
て
捉

え
直
し
て
み
た
い
。
体
用
論
の
文
脈
に
お
い
て
「
体
＝
寂
」
と
は
、
本
来
的
な
無
分
別
の
領
域
を
指
し
、「
用
＝
知
」
と
は
行
為
（
分
別
）
を
通
じ
て
そ
の
無
分

別
の
は
た
ら
き
を
表
現
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
本
節
で
分
析
し
た
こ
と
は
、
分
別
に
よ
っ
て
無
分
別
を
切
り
分
け
る
こ
と
で
時
間
を
成
立
さ
せ
る
作
用

こ
そ
が
「
用
＝
知
＝
動
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
時
間
そ
の
も
の
を
作
り
出
す
主
観
の
は
た
ら
き
で
あ
る
と
い
え
る
。
従
っ
て
、

体
か
ら
用
が
は
た
ら
き
だ
す
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
が
「
時
間
」
の
成
立
で
あ
り
、
「
動
性
」
な
の
で
あ
る
。 

で
は
、
本
来
そ
れ
自
体
の
性
質
と
し
て
「
動
性
」
を
有
し
て
い
る
「
寂
」
が
大
拙
に
よ
っ
て
「
静
態
的
」
と
評
さ
れ
る
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
寂
」

を
「
知
」
と
切
り
離
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
体
用
峻
別
の
立
場
に
立
つ
た
め
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
大
拙
に
と
っ
て
「
体
」
と
「
用
」
、
す
な
わ
ち
「
寂
」

と
「
動
」
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
。「
体
」
に
即
し
て
の
「
用
」
、「
用
」
に
即
し
て
の
「
体
」
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。
こ
れ
は
六
祖
慧
能
の
「
定
慧
不
二
」

と
同
様
の
「
体
用
一
致
」
、
も
し
く
は
「
体
用
不
二
」
の
立
場
で
あ
る
。
他
方
、「
寂
」
を
「
知
」
と
の
対
比
の
下
で
理
解
し
て
い
こ
う
と
す
る
立
場
で
は
、「
寂
」

は
「
知
＝
用
＝
動
」
の
否
定
態
と
し
て
の
「
静
」
と
い
う
性
質
を
背
負
わ
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、「
体
＝
寂
」
の
中
に
「
動
性
」
を
見
出
す
と
い
う
解
釈
は

こ
こ
で
は
成
立
し
得
な
い
。
前
節
の
引
用
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
理
体
を
強
調
す
る
立
場
を
、
大
拙
は
黙
照
禅
、
も
し
く
は
時
時
払
拭
主
義
と
し
て
攻
撃
す
る
。

対
し
て
、
事
用
を
強
調
す
る
立
場
は
、
看
話
禅
、
も
し
く
は
本
来
無
一
物
主
義
と
し
て
挙
用
さ
れ
る
。
大
拙
思
想
の
内
部
に
お
い
て
は
両
者
の
こ
の
対
比
は
段

階
的
な
価
値
付
け
を
孕
ん
で
い
る
。
事
用
の
強
調
は
、
そ
の
内
に
理
体
の
獲
得
を
前
提
と
し
て
お
り
、
事
用
の
発
揮
は
即
ち
理
体
の
発
現
で
も
あ
る
。
し
か
し
、

理
体
の
強
調
は
必
ず
し
も
、
事
用
の
発
揮
を
包
含
す
る
も
の
で
は
な
く
、
理
体
が
独
立
し
て
挙
用
さ
れ
る
可
能
性
が
多
分
に
存
在
し
て
い
る
。
大
拙
が
静
態
的

し
か
し
な
が
ら
、
大
拙
の
思
想
は
「
体
用
不
二
」
を
標
榜
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
用
＝
知
」
と
「
体
＝
寂
」
と
は
本
来
不
可
分
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

無
分
別
た
る
「
寂
」
と
は
こ
こ
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
本
来
的
に
は
生
成
流
転
を
内
容
と
す
る
以
上
、
そ
れ
自
体
と
し
て
時
間
性
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が

自
覚
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
分
別
た
る
「
動
」
は
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
独
善
的
に
時
間
を
成
立
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
世
界
の
真
実
の

姿
と
し
て
の
「
体
＝
寂
」
の
在
り
様
を
な
ぞ
る
形
で
時
間
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、「
用
＝
知
」
は
「
体
＝
寂
」
を
離
れ
て
は
実
現
し
え
ず
、
ま
た

分
別
は
無
分
別
を
基
礎
に
持
た
ず
に
は
成
立
し
な
い
と
い
う
関
係
が
あ
る
（
分
別
と
無
分
別
の
関
係
に
つ
い
て
は
第
六
章
に
て
詳
述
す
る
）
。
こ
こ
に
大
拙
の
い

う
「
体
用
不
二
」
、
「
寂
知
不
二
」
の
立
場
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。 
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し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
事
用
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、「
こ
の
行
為
」
、「
こ
の
は
た
ら
き
」
と
し
て
内
容
を
も
っ
た
事
用
は
、
そ
の
瞬
間
瞬
間
に
お
い
て
世

界
と
調
和
し
、
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
永
続
的
に
動
的
世
界
と
の
調
和
を
保
っ
た
原
理
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
実
践
者
に
は
そ

の
瞬
間
そ
の
瞬
間
に
お
け
る
妙
機
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
固
定
化
し
た
原
理
の
介
在
す
る
余
地
は
な
い
。
事
用
が
強
調
さ
れ

る
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
絶
え
ざ
る
不
断
の
実
践
性
が
要
求
さ
れ
る
と
い
う
点
で
は
、
大
拙
思
想
に
も
道
元
の
修
証
論
の
よ
う
な
未
来
へ
の
実
践
継
続
性
が
伏

在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

理
体
が
静
的
と
し
て
斥
け
ら
れ
た
こ
と
に
は
、
理
体
が
独
立
し
て
強
調
さ
れ
る
と
き
、
そ
こ
に
事
用
が
欠
け
て
い
る
と
い
う
点
に
、
一
つ
の
原
因
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
こ
に
は
そ
の
理
体
そ
の
も
の
が
動
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
そ
の
立
場
を
修
道
の
最
終
的
な
立
脚
点
と
し
て
固
定
化
さ
せ
よ
う
と
い
う

実
践
者
の
内
的
態
度
が
深
く
関
係
し
て
い
る
。
実
践
者
が
み
ず
か
ら
の
行
為
の
原
理
を
何
か
、
内
容
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
保
持
す
る
と
き
、
動
的
な
世
界
と

の
齟
齬
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
「
無
分
別
」
と
い
う
内
容
を
も
っ
た
理
体
を
一
つ
の
原
理
と
し
て
固
定
さ
せ
る
態
度
は
、
「
動
性
」
の
発
揮
と
は
相
容
れ
な
い

も
の
な
の
で
あ
る
。 

と
評
す
る
の
は
、
こ
の
理
体
が
事
用
を
伴
わ
ず
に
強
調
さ
れ
る
こ
と
を
指
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。 

両
者
の
違
い
、
す
な
わ
ち
理
体
と
事
用
を
併
せ
て
発
揮
し
よ
う
と
す
る
立
場
と
理
体
の
み
を
最
初
に
強
調
す
る
立
場
の
差
異
は
、
詮
ず
る
と
こ
ろ
体
用
一
致

か
体
用
峻
別
か
と
い
う
差
異
に
還
元
さ
れ
る
。
結
局
大
拙
は
前
者
の
立
場
に
依
拠
す
る
こ
と
で
、
事
用
に
お
け
る
「
動
性
」
を
表
明
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

道
元
の
只
管
打
坐
の
実
践
は
ひ
た
す
ら
無
分
別
を
目
指
し
て
、
動
用
の
活
躍
す
る
場
所
を
剥
奪
し
て
し
ま
う
と
い
う
意
味
か
ら
、
後
者
の
体
用
峻
別
論
に
比
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
種
類
の
体
用
論
の
歴
史
上
に
も
つ
意
味
に
つ
い
て
は
、
第
五
章
に
お
い
て
改
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
が
、
大

拙
は
体
用
一
致
論
に
立
脚
す
る
こ
と
で
、
自
身
の
時
間
論
に
基
づ
い
た
悟
り
の
「
動
性
」
を
論
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
か
ら
大
拙
の
い
う
「
動
性
」
は
よ
り
実
践
的
な
様
相
に
お
い
て
も
展
開
さ
れ
て
く
る
。
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
時
間
論
は
、
世
界
の
本
来
の
在

り
様
に
即
し
て
時
間
を
理
解
し
よ
う
と
い
う
存
在
論
的
な
考
察
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
そ
の
理
解
さ
れ
た
動
的
な
世
界
に
対
し
て
執
着
せ
ず
に
関
係
で
き
る

か
ど
う
か
と
い
う
実
践
的
な
領
域
が
、
続
い
て
問
題
と
な
る
。 
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「
不
可
得
」
と
は
、
ど
の
瞬
間
の
「
現
在
」
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
を
分
別
し
て
内
容
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
把
持
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

瞬
間
を
分
別
し
て
捉
え
よ
う
と
し
た
瞬
間
、
「
現
在
」
は
分
別
の
手
を
す
り
抜
け
て
過
去
へ
と
変
わ
る
。
「
現
在
」
と
は
、
た
だ
無
分
別
の
は
た
ら
き
そ
の
も
の

を
無
媒
介
に
直
観
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
内
容
の
な
い
「
不
可
得
」
な
も
の
と
し
て
の
み
自
己
同
一
的
に
関
係
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
ど
の
瞬

間
に
お
い
て
も
「
不
可
得
」
と
し
て
行
為
し
な
が
ら
時
を
移
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
実
践
者
が
ど
こ
ま
で
も
世
界
を
固
定
化
さ
せ
ず
に
動
的
世
界
と
関
係
し
て

い
く
在
り
様
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
ど
こ
ま
で
も
定
住
す
る
こ
と
の
な
い
動
的
な
悟
り
、
大
拙
の
い
う
「
動
性
」
は
世
界
の
存
在
論
的
側
面
と
同
時
に
そ

れ
を
把
持
し
よ
う
と
す
る
実
践
者
の
内
面
的
態
度
を
も
内
包
す
る
概
念
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

以
上
、
大
拙
と
道
元
を
「
悟
り
の
動
性
」
と
い
う
観
点
か
ら
比
較
し
て
き
た
。
道
元
に
と
っ
て
は
不
断
で
無
限
の
修
証
を
意
味
す
る
「
動
性
」
が
時
間
的
な

継
続
と
い
う
点
か
ら
主
張
さ
れ
る
の
に
対
し
、
大
拙
は
具
体
的
な
身
体
的
行
為
、
意
識
活
動
に
即
し
た
「
動
性
」
を
主
張
し
た
。
ま
た
、
人
間
に
覚
知
で
き
な

い
も
の
と
し
て
、
悟
り
の
は
た
ら
き
と
動
性
と
の
間
に
直
接
的
な
関
係
を
見
出
さ
な
か
っ
た
道
元
に
対
し
て
、
大
拙
は
む
し
ろ
悟
り
の
は
た
ら
き
そ
の
も
の
を

直
接
、
動
性
に
結
び
つ
け
た
。
大
拙
に
と
っ
て
悟
り
の
「
動
性
」
と
は
、
世
界
の
本
来
的
な
在
り
様
で
あ
る
流
転
の
様
相
を
、
直
接
無
媒
介
に
掴
む
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
身
の
身
体
的
行
為
に
そ
の
動
性
を
現
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。 

   

結 「
現
在
は
？
」
と
云
へ
ば
、
も
う
既
に
現
在
で
な
い
。
そ
れ
は
却
つ
て
現
在
を
過
去
に
し
て
見
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
は
ど
う
し
て
も
攫
む
こ
と
の

出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
「
三
世
心
不
可
得
」
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
（
『
全
集
』
第
五
巻
、
四
〇
九
頁
） 

清
浄
と
云
ふ
と
き
に
禅
の
静
態
が
見
え
る
、
即
ち
そ
れ
が
定
で
あ
る
。
不
可
得
又
は
無
一
物
と
云
ふ
と
き
に
、
そ
の
動
態
が
見
ら
れ
る
、
是
れ
が
即
ち
般

若
で
あ
り
、
智
慧
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
二
巻
、
八
三
頁
） 

 

82 



以
上
、
大
拙
の
道
元
理
解
を
考
察
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
本
章
に
お
い
て
は
、
大
拙
の
他
宗
派
解
釈
が
「
体
用
論
」
と
し
て
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
、
既
に

十
分
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。「
道
元
禅
」
の
枠
組
み
は
文
献
学
的
に
解
釈
す
る
限
り
、
明
ら
か
に
大
拙
の
枠
組
み
を
超
え
た
も
の
を
有
し
て
い
る
。
本
章
の
成
果

と
し
て
は
、
大
拙
が
道
元
を
「
体
用
論
理
」
か
ら
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
、
次
章
以
下
の
考
察
に
移
り
た
い
と
思
う
。 

こ
の
こ
と
は
両
者
の
生
を
如
実
に
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
修
行
せ
ず
し
て
身
を
久
し
く
持
て
も
詮
無
き
な
り
」
五
三

と
ま
で
断
言
し
た
道
元
に

と
っ
て
、『
正
法
眼
蔵
』
は
あ
く
ま
で
も
仏
道
修
行
の
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
道
元
み
ず
か
ら
が
経
験
し
た
も
の
の
発

露
と
い
う
一
方
で
、
弟
子
た
ち
の
弁
道
に
対
す
る
道
標
で
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
道
元
の
問
題
意
識
は
、
少
な
く
と
も
寛
元
元
年
以
後
の
『
正
法
眼
蔵
』

に
お
い
て
は
出
家
者
が
如
何
に
仏
行
を
修
証
し
て
い
く
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
大
拙
に
は
禅
や
浄
土
を
は
じ
め
と
し
て
仏
教
そ
の
も
の
を

明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
彼
の
関
心
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
く
近
代
社
会
の
中
で
、
い
か
に
仏
教
を

活
か
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
も
向
け
ら
れ
て
お
り
、
彼
の
思
想
は
出
家
者
教
団
の
中
に
と
ど
ま
ら
ず
世
界
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
仏
行
を
坐
禅
に
限
定
す

る
の
で
な
く
、
人
間
の
生
の
現
場
す
べ
て
を
問
題
に
し
た
と
い
う
点
に
彼
の
在
家
と
し
て
の
立
場
が
窺
え
る
。
も
ち
ろ
ん
大
拙
の
語
る
「
大
用
」
の
強
調
は
、

禅
思
想
史
的
に
は
六
祖
慧
能
以
来
、
馬
祖
道
一
か
ら
臨
済
義
玄
に
至
る
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
洪
州
禅
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
も
の
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
日
常
す
べ
て
の
行
為
に
悟
り
が
は
た
ら
い
て
い
る
と
い
う
主
張
は
中
国
禅
宗
の
出
家
者
集
団
が
説
く
場
合
と
、
在
家
の
禅
学
者
が
説
く
場
合
と
で

は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
。
な
ぜ
な
ら
、
叢
林
と
い
う
仏
道
修
行
専
門
の
空
間
で
想
定
さ
れ
る
日
常
と
、
世
界
的
禅
者
と
は
い
え

在
家
の
一
居
士
が
語
る
日
常
と
は
、
自
ず
と
そ
の
内
実
を
異
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
大
拙
は
そ
の
よ
う
な
出
家
者
集
団
の
日
常
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
ま

り
留
意
す
る
こ
と
な
く
上
述
の
思
想
を
展
開
し
た
。
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が
本
覚
思
想
的
な
安
易
な
現
実
肯
定
に
結
び
つ
く
危
険
性
も
否
め
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
他
面
、
社
会
一
般
へ
と
悟
り
を
解
放
し
て
い
く
と
い
う
彼
の
在
家
と
し
て
の
在
り
方
を
如
実
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
は
不
断
の

修
証
と
い
う
継
続
的
な
動
性
を
直
接
的
に
は
論
じ
な
か
っ
た
が
、
彼
の
思
想
を
整
合
的
に
解
釈
す
る
上
で
、
こ
の
未
来
に
向
け
た
実
践
の
継
続
性
が
彼
の
思
想

の
根
柢
に
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
た
。
し
か
し
、
彼
は
み
ず
か
ら
の
生
き
る
時
代
の
問
題
に
よ
り
多
く
の
心
を
割
こ
う
と
し
た
た
め
、
直
接
的
に
は
そ

の
多
様
な
可
能
性
を
持
っ
た
動
性
を
第
一
に
提
示
し
、
一
般
社
会
の
中
へ
と
拡
張
さ
せ
る
べ
く
そ
の
真
を
問
う
た
の
で
あ
る
。 
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一 

大
拙
は
学
生
時
代
、
紹
介
状
な
し
に
単
身
、
富
山
の
国
泰
寺
ま
で
赴
い
た
。
雪
門
和
尚
が
留
守
中
だ
っ
た
た
め
、
一
両
日
雲
水
の
手
ほ
ど
き
で
坐
禅
を
修
し
て
い
た
が
、
雪
門
和
尚

が
帰
っ
て
く
る
と
入
室
し
、
白
隠
禅
師
の
『
遠
羅
天
釜
』
を
手
に
い
く
つ
か
禅
語
の
意
味
を
尋
ね
た
と
い
う
。
す
る
と
雪
門
和
尚
は
大
い
に
怒
っ
て
彼
は
室
か
ら
追
い
出
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
後
、
数
日
滞
在
し
て
坐
禅
し
て
い
た
も
の
の
、
何
の
指
導
も
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
は
四
五
日
で
や
む
な
く
山
を
下
り
た
と
い
う
（
秋
月
龍
珉
『
鈴
木
禅
学
と
西
田
哲

学
』
春
秋
社
、
一
九
七
一
年
、
一
七
四
～
一
七
六
頁
参
照
）
。 

二 

「
曹
洞
宗
は
道
元
禅
師
の
人
格
に
集
中
し
て
居
る
や
う
な
傾
き
が
あ
る
、
曹
洞
宗
は
道
元
宗
で
あ
る
」
（
『
全
集
』
第
十
四
巻
、
一
八
九
頁
）
。 

三 

道
元
の
「
禅
宗
」
批
判
に
つ
い
て
は
、
石
井
修
道
『
道
元
禅
の
成
立
史
的
研
究
』
（
大
蔵
出
版
、
一
九
九
一
年
）
、
松
岡
由
香
子
『
古
仏
道
元
の
思
惟
』
（
『
研
究
報
告
』
第
三
冊
、

花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
、
一
九
九
四
年
）
に
詳
し
い
。 

四 

こ
れ
は
も
と
も
と
大
拙
と
古
田
紹
欽
が
共
編
校
し
た
『
盤
珪
禅
師
説
法
』
（
一
九
四
三
年
）
の
一
節
で
、
岩
波
版
『
全
集
』
に
組
み
込
ま
れ
る
際
に
『
盤
珪
の
不
生
禅
』
の
附
録
と

し
て
添
え
ら
れ
た
文
で
あ
る
。 

五 

竹
村
牧
男
「
大
拙
の
道
元
観
」
（
『
財
団
法
人
松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報
』
第
十
八
号
、
松
ヶ
岡
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
）
、
四
三
～
四
六
頁
。 

六 

『
正
法
眼
蔵
の
哲
学
私
観
』
の
も
つ
西
田
批
判
に
つ
い
て
は
、
杉
本
耕
一
「
道
元
の
「
行
」
と
田
辺
元
の
「
行
為
」
」
（
『
倫
理
学
年
報
』
第
六
十
集
、
日
本
倫
理
学
会
、
二
〇
一

一
年
）
に
詳
し
い
。 

七 

そ
の
一
端
を
示
す
と
一
九
三
九
年
六
月
一
三
日
の
書
簡
で
は
「
田
辺
君
の
道
元
論
と
い
ふ
の
は
ど
う
も
私
に
は
受
取
れ
な
い
も
の
の
様
に
お
も
ひ
ま
す
が
い
か
が 

あ
れ
で
は
全
く

分
別
の
立
場
で
は
な
か
ら
う
か
…
…
」
（
安
倍
能
成
他
編
『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
第
十
九
巻 

岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
、
七
六
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

八 

『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
二
巻
所
収
。
ま
た
こ
の
書
評
の
中
に
、
後
述
す
る
盤
珪
・
白
隠
・
道
元
と
い
う
類
型
化
が
す
で
に
見
ら
れ
る
。 

九 

鏡
島
元
隆
「
道
元
禅
師
研
究
の
回
顧
と
展
望
」
（
『
文
学
』
二
十
九
（
六
）
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
）
参
照
。 

一
〇 

例
え
ば
一
九
三
〇
年
の
『
禅
と
は
何
ぞ
や
』
に
お
い
て
は
、
「
禅
の
極
致
は
、
心
理
的
方
面
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
即
ち
神
秘
的
体
験
の
上
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
で
禅
宗
と
は
、
ど
ん
な
も
の
か
と
云
ふ
と
、
こ
れ
は
哲
学
で
は
断
じ
て
な
い
」
（
『
全
集
』
第
十
四
巻
、
八
九
頁
）
と
示
さ
れ
、
体
験
の
強
調
が
窺
え
る
。 

一
一 

こ
の
点
に
つ
い
て
柳
田
聖
山
は
、
和
辻
、
田
辺
の
道
元
重
視
の
背
後
に
西
田
・
大
拙
が
挙
揚
し
た
臨
済
禅
に
対
す
る
挑
戦
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
盤
珪
・
白
隠
・
道
元

と
い
う
三
区
分
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
る
大
拙
の
盤
珪
研
究
は
、
和
辻
・
田
辺
の
挑
戦
に
対
す
る
応
答
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
柳
田
聖
山
「
序
言
」
、
『
古
仏
道
元
の
思
惟
』
所

収
）
。 

一
二 

竹
村
牧
男
に
よ
っ
て
、
秋
月
龍
珉
の
次
の
言
葉
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
「
大
拙
は
道
元
の
テ
キ
ス
ト
の
校
訂
等
が
未
だ
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の

資
料
に
基
づ
い
て
道
元
を
論
じ
る
こ
と
を
、
た
め
ら
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
大
拙
は
道
元
を
あ
ま
り
あ
つ
か
わ
な
か
っ
た
の
だ
」
（
竹
村
牧
男
「
大
拙
の
道
元
観
」
、
四
一
頁
）
。 

一
三 

永
久
岳
水
『
正
法
眼
蔵
著
述
史
の
研
究
』
中
山
書
房
、
一
九
七
二
年
、
参
照
。 

一
四 

『
全
集
』
第
一
巻
、
一
八
頁
。 

一
五 

鏡
島
元
隆
に
よ
れ
ば
「
正
法
眼
蔵
は
道
元
親
輯
で
あ
り
、
そ
れ
は
七
十
五
巻
本
眼
蔵
・
十
二
巻
眼
蔵
の
八
十
七
巻
を
も
っ
て
中
軸
と
す
る
と
い
う
の
が
、
今
日
の
学
会
〔
一
九
六
〇

年
・
蓮
沼
〕
の
定
説
で
あ
る
」
と
い
う
（
鏡
島
元
隆
「
道
元
禅
師
研
究
の
回
顧
と
展
望
」
、
七
三
九
頁
）
。 

一
六 

高
崎
直
道
・
梅
原
猛
『
仏
教
の
思
想
一
一 

古
仏
の
ま
ね
び
〈
道
元
〉
』
角
川
学
芸
出
版
、
一
九
九
六
年
、
八
三
～
八
五
頁
参
照
。 

一
七 

寺
田
透
・
水
野
弥
穂
子
校
注
『
日
本
思
想
大
系
十
二 

道
元
』
上
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
、
一
九
頁
。 

一
八 

柳
田
聖
山
「
道
元
と
臨
済
」
（
『
理
想
』
五
一
三
号
、
理
想
社
、
一
九
七
六
年
）
、
八
六
頁
参
照
。 

一
九 

六
祖
慧
能
が
『
六
祖
壇
経
』
に
お
い
て
、
禅
思
想
史
上
初
め
て
用
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
の
禅
思
想
史
で
は
「
心
」
が
強
調
さ
れ
て
い
た
が
、
慧
能
は
「
仏
性
」
を
論
ず
る
『
涅

槃
経
』
に
通
じ
て
い
た
た
め
、
悟
り
を
表
現
す
る
た
め
に
「
性
」
を
用
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
「
性
」
は
「
仏
性
」
以
外
に
も
、
「
本
性
」
や
「
自
性
」
を
も
含
意
し
て
用
い
ら
れ
る
。 
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二
〇 

『
日
本
思
想
大
系 

道
元
』
下
、
四
六
七
頁
。 

二
一 

『
日
本
思
想
大
系 

道
元
』
上
、
三
三
三
頁
。 

二
二 

な
お
、
上
述
の
う
ち
「
説
心
説
性
」
に
つ
い
て
は
、
後
の
『
正
法
眼
蔵
』
「
説
心
説
性
」
巻
に
お
い
て
、
そ
の
評
価
を
改
め
、
肯
定
的
に
論
じ
て
い
る
。 

二
三 

松
岡
由
香
子
『
古
仏
道
元
の
思
惟
』
、
四
〇
四
頁
。 

二
四 

『
日
本
思
想
大
系 

道
元
』
上
、
二
三
頁
。 

二
五 

石
井
修
道
「
道
元
の
霊
性
批
判 

―
鈴
木
大
拙
の
霊
性
と
関
連
し
て
」
（
『
道
元
禅
の
成
立
史
的
研
究
』
所
収
）
は
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
霊
性
（
り
ょ
う
し
ょ
う
）
」
が
、

大
拙
の
「
日
本
的
霊
性
」
を
も
そ
の
範
疇
に
含
む
と
論
じ
て
い
る
。 

二
六 

『
日
本
思
想
大
系 
道
元
』
上
、
三
五
頁
。 

二
七 

『
日
本
思
想
大
系 
道
元
』
上
、
三
七
頁
。 

二
八 

『
古
仏
道
元
の
思
惟
』
、
二
七
五
頁
参
照
。
他
に
も
、
杉
本
耕
一
「
鈴
木
大
拙
「
霊
性
」
再
考 

―
道
元
の
「
禅
宗
」
批
判
を
手
引
き
と
し
て
―
」
（
『
北
陸
宗
教
文
化
』
第
二
十

四
号
、
北
陸
宗
教
文
化
学
会
、
二
〇
一
一
年
）
は
「
悟
り
と
修
行
と
の
関
係
の
動
性
を
取
り
逃
し
て
し
ま
う
」
と
指
摘
し
、
石
井
修
道
「
道
元
の
本
来
成
仏
批
判
と
本
証
妙
修
」
は
同
様

の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
「
宗
教
的
時
間
の
止
ま
る
始
覚
門
的
修
証
観
」
と
評
し
て
い
る
（
『
道
元
禅
の
成
立
史
的
研
究
』
、
五
七
五
頁
）
。 

二
九 

酒
井
得
元
他
監
修
『
道
元
禅
師
全
集
』
第
四
巻
、
春
秋
社
、
一
九
八
八
年
、
一
六
五
頁
。 

三
〇 

『
日
本
思
想
大
系 

道
元
』
上
、
一
二
三
頁
。 

三
一 

し
か
し
そ
の
大
慧
自
身
も
、
同
時
代
の
中
国
曹
洞
宗
が
ひ
た
す
ら
に
心
の
は
た
ら
き
を
休
め
る
こ
と
に
専
念
す
る
黙
照
禅
的
在
り
様
を
、
待
悟
禅
と
み
な
し
て
い
た
（
市
川
白
弦

『
市
川
白
弦
著
作
集
』
第
一
巻
、
一
九
九
三
年
、
一
九
八
頁
）
。 

三
二 

『
日
本
思
想
大
系 

道
元
』
上
、
一
一
頁
。
「
こ
の
法
」
と
は
阿
耨
菩
提
を
証
さ
せ
る
諸
仏
如
来
の
妙
法
を
指
す
。 

三
三 

『
日
本
思
想
大
系 

道
元
』
上
、
二
〇
頁
。 

三
四 

衛
藤
即
應
『
正
法
眼
蔵
序
説
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
、
二
一
三
頁
。 

三
五 

例
え
ば
一
三
世
紀
半
ば
頃
に
撰
述
さ
れ
た
『
三
十
四
箇
事
書
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
「
問
ふ
、
妙
覚
成
道
と
は
、
何
処
に
お
い
て
唱
ふ
る
や
。
答
ふ
、
妙
覚
成

道
と
は
、
理
即
の
一
念
の
心
に
お
い
て
、
こ
れ
を
唱
ふ
る
な
り
。
こ
の
故
は
、
理
即
の
体
は
、
本
よ
り
如
来
蔵
な
り
。
如
故
即
空
・
蔵
故
即
仮
・
理
故
即
中
の
故
な
り
。
平
等
法
界
、

本
来
常
住
に
し
て
改
め
ざ
る
と
、
妙
覚
と
云
ひ
、
寂
光
と
云
ふ
。
故
に
理
即
已
上
不
同
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
た
だ
こ
れ
、
理
即
の
内
の
徳
を
無
尽
に
沙
汰
す
る
な
り
。
故
に
善
も
悪
も
、

た
だ
理
即
一
念
の
体
な
り
」
（
多
田
厚
隆
他
校
注
『
日
本
思
想
大
系 

九 
天
台
本
覚
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
一
五
八
頁
）
。
理
即
と
は
天
台
宗
で
い
う
六
即
の
初
位
で
、
仏
性

や
真
如
の
理
を
具
え
て
い
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
に
自
覚
の
な
い
段
階
で
あ
り
、
天
台
本
覚
思
想
は
、
こ
の
本
来
的
覚
性
の
強
調
を
特
徴
と
し
て
発
展
し
た
。 

三
六 

鏡
島
元
隆
『
道
元
禅
師
』
春
秋
社
、
一
九
九
七
年
、
八
四
頁
。
他
に
も
「
行
は
悟
を
期
待
し
て
の
行
で
あ
れ
ば
、
悟
っ
た
あ
と
で
、
な
に
ゆ
え
行
を
必
要
と
す
る
の
か
、
こ
れ
が
道

元
の
参
学
の
ほ
か
な
ら
ぬ
出
発
点
と
な
っ
た
疑
問
で
あ
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
（
高
崎
直
道
・
梅
原
猛
『
仏
教
の
思
想 

十
一 

古
仏
の
ま
ね
び
〈
道
元
〉
』 

角
川
学
芸
出
版
、
一
九
九
六

年
、 

一
四
二
頁
）
。 

三
七 

南
直
哉
『
日
常
生
活
の
な
か
の
禅
』
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
八
三
頁
。 

三
八 

『
日
本
思
想
大
系 

道
元
』
上
、
一
二
八
頁
。 

三
九 

『
日
本
思
想
大
系 

道
元
』
上
、
二
〇
頁
。 

四
〇 

こ
の
点
は
竹
村
牧
男
に
よ
っ
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
竹
村
牧
男
「
大
拙
の
道
元
観
」
、
六
二
頁
）
。 

四
一 

松
岡
由
香
子
『
古
仏
道
元
の
思
惟
』
、
四
〇
五
頁
。 

四
二 

な
お
、
こ
こ
で
人
間
の
営
み
を
「
分
別
」
活
動
と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
働
く
智
慧
は
「
無
分
別
の
分
別
」
と
い
う
大
拙
の
多
用
す
る
語
と
し
て
表
現
さ
れ
る
だ
ろ
う
。 

四
三 

『
日
本
思
想
大
系 

道
元
』
上
、
一
三
六
頁
。 
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四
四 

唐
代
の
禅
者
・
倶
胝
（
生
没
不
詳
）
は
、
誰
の
問
い
か
け
に
対
し
て
も
、
た
だ
無
言
で
一
指
を
立
て
る
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
喝
は
臨
済
義
玄
が
好
ん
だ
指
導
法
。 

四
五 

『
古
仏
道
元
の
思
惟
』
、
三
一
七
頁
、
二
一
五
頁
。 

四
六 

石
井
修
道
「
道
元
の
本
来
成
仏
批
判
と
本
証
妙
修
」
（
『
道
元
禅
の
成
立
史
的
研
究
』
所
収
）
、
参
照
。 

四
七 

さ
ら
に
石
井
修
道
「
道
元
の
見
性
批
判
」
（
『
道
元
禅
の
成
立
史
的
研
究
』
所
収
）
は
、
道
元
の
著
作
中
に
『
六
祖
壇
経
』
か
ら
の
引
用
が
な
い
と
い
う
鏡
島
元
隆
の
説
が
紹
介
さ

れ
、
ま
た
彼
が
他
の
禅
籍
か
ら
の
引
用
に
際
し
て
「
見
性
」
の
語
を
「
仏
性
」
と
書
き
換
え
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。 

四
八 

松
岡
由
香
子
『
古
仏
道
元
の
思
惟
』
、
二
七
五
～
二
七
六
頁
。 

四
九 

『
日
本
思
想
大
系 

道
元
』
上
、
三
七
頁
。 

五
〇 

島
田
虔
次
「
体
用
の
歴
史
に
寄
せ
て
」
『
塚
本
博
士
頌
寿
記
念
仏
教
史
学
論
集
』
塚
本
博
士
頌
寿
記
念
会 

一
九
六
一
年
、
四
一
六
頁
。 

五
一 

大
拙
は
道
元
禅
の
特
徴
に
つ
い
て
「
寂
を
挙
揚
す
る
」
（
『
全
集
』
第
一
巻
、
三
二
六
頁
）
と
い
う
一
方
で
、
こ
こ
で
「
知
の
静
か
に
照
ら
す
」
と
も
見
て
い
て
、
そ
の
分
類
に
は

曖
昧
さ
を
残
す
。 

五
二 

鈴
木
大
拙
著
・
常
盤
義
伸
編
・
酒
井
懋
訳
『
鈴
木
大
拙
最
終
講
義 

禅
八
講
』
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
三
年
、
九
三
～
九
四
頁
。 

五
三 

和
辻
哲
郎
校
訂
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
岩
波
書
店
、
一
九
二
九
年
、
三
〇
頁
。 



 
第
三
章 

宗
教
体
験
の
深
層 

前
章
ま
で
に
大
拙
の
他
宗
教
理
解
を
浄
土
教
と
曹
洞
禅
に
即
し
て
考
察
し
て
き
た
の
だ
が
、
両
者
は
い
ず
れ
も
仏
教
の
教
義
の
基
礎
構
造
を
共
有
す
る
限
り
、

大
拙
に
も
十
分
に
解
釈
可
能
な
枠
組
み
を
有
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
大
拙
の
「
禅
の
研
究
者
」
と
し
て
の
本
領
を
発
揮
し
た
仕
事
で
も
あ
っ
た
。
で
は
仏
教
と

い
う
限
定
を
取
り
払
い
、
宗
教
思
想
家
と
し
て
彼
は
ど
の
よ
う
な
論
を
展
開
す
る
の
か
、
本
章
は
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
。
大
拙
の
宗
教
論
の
理
論
的
枠
組
み

が
仏
教
的
思
惟
形
式
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
同
時
に
宗
教
学
特
有
の
知
見
も
有
し
、
仏
教
そ
の
も
の
を
よ
り
メ
タ
的
な
視
点

か
ら
分
析
す
る
立
場
か
ら
、
仏
教
と
他
宗
教
を
包
摂
す
る
原
理
を
想
定
し
て
い
た
。
宗
教
学
の
影
響
下
に
あ
っ
た
大
拙
に
と
っ
て
そ
れ
を
可
能
に
す
る
視
座
が

「
神
秘
主
義
」
で
あ
っ
た
。
本
研
究
は
大
拙
の
言
説
そ
の
も
の
を
あ
る
種
の
宗
教
テ
キ
ス
ト
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
れ
を
学
的
に
論
ず
る
こ
と
を
試
み
る
も
の

で
あ
る
が
、
大
拙
自
身
も
禅
に
基
づ
い
た
規
範
的
言
説
（
宗
教
テ
キ
ス
ト
）
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
言
説
そ
の
も
の
を
対
象
と
す
る
宗
教
学
的
言
説
を
も
残
し
て

い
た
。
現
代
の
宗
教
学
研
究
に
お
い
て
、
学
は
あ
く
ま
で
も
客
観
的
な
学
で
あ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
が
、
大
拙
は
分
析
的
な
宗
教
学
的
知
見
そ
の
も
の
を
み

ず
か
ら
の
規
範
的
言
説
の
基
礎
付
け
に
用
い
て
い
る
。
彼
の
宗
教
思
想
は
い
わ
ば
、
比
較
宗
教
学
と
宗
教
哲
学
の
緊
張
関
係
の
中
で
展
開
さ
れ
た
も
の
と
い
っ

て
も
よ
い
。
も
し
く
は
、
彼
は
宗
教
「
学
」
の
真
理
と
宗
教
の
真
理
を
截
然
と
分
け
る
こ
と
な
く
、
宗
教
学
的
言
説
を
宗
教
テ
キ
ス
ト
と
し
て
語
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
彼
の
語
る
「
神
秘
主
義
」
は
宗
教
学
上
の
記
述
的
な
術
語
で
は
な
く
、
彼
の
規
範
的
言
説
の
一
端
を
担
う
価
値
的
な
術
語
と
し
て
機
能

し
て
い
る
。
彼
の
宗
教
論
に
お
け
る
価
値
的
言
説
の
構
造
に
つ
い
て
は
第
三
部
に
て
詳
述
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
本
章
で
は
そ
の
前
段
階
と
し
て
彼
の
神
秘
主

義
解
釈
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考
察
す
る
。 

神
秘
主
義
と
は
も
と
も
と
近
代
的
な
学
問
と
し
て
宗
教
学
が
成
立
す
る
際
に
要
請
さ
れ
た
視
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
概
念
の
淵
源
は
近
代
以
前
の
キ
リ
ス
ト
教

内
部
に
お
い
て
、
規
範
の
硬
直
化
や
教
え
の
ド
グ
マ
化
に
対
抗
す
る
た
め
、
神
秘
神
学
と
し
て
既
に
姿
を
現
わ
し
て
い
た
。
そ
れ
が
近
代
に
な
る
と
、
キ
リ
ス

  

 
 

 
 

 

―
鈴
木
大
拙
の
神
秘
主
義
解
釈

― 
序 
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ト
教
の
側
か
ら
外
部
の
宗
教
伝
統
を
も
視
野
に
含
め
て
宗
教
一
般
の
真
理
性
を
実
証
す
る
際
に
、
神
秘
主
義
や
宗
教
体
験
と
い
っ
た
諸
概
念
が
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
諸
宗
教
を
神
秘
主
義
と
い
う
切
り
口
か
ら
見
る
と
い
う
大
拙
の
発
想
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
端
を
発
す
る
西
洋
的
な
宗
教
学

の
伝
統
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
諸
宗
教
を
横
断
し
て
宗
教
現
象
全
体
を
扱
お
う
と
す
る
宗
教
学
に
と
っ
て
、
個
別
の
宗
教
が
有
す
る
教
義
は
そ
れ
ぞ
れ
個
々

独
立
し
て
お
り
、
文
脈
の
互
換
性
も
低
い
。
そ
の
た
め
「
宗
教
体
験
」
と
い
う
言
語
を
絶
し
た
観
点
に
よ
っ
て
、
比
較
困
難
な
教
義
の
壁
を
超
え
出
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
不
立
文
字
を
標
榜
す
る
禅
を
語
る
大
拙
に
と
っ
て
も
同
時
に
魅
力
的
な
論
点
で
あ
っ
た
。
彼
の
宗
教
観
は
「
分
別
」
の

否
定
を
出
発
点
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼
に
は
当
初
、
神
秘
主
義
や
宗
教
体
験
と
い
っ
た
諸
概
念
が
自
身
の
宗
教
観
と
高
い
親
和
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
映

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
本
章
が
扱
う
も
の
は
、
こ
の
親
和
性
の
内
実
に
他
な
ら
な
い
。 

大
拙
と
神
秘
主
義
と
の
関
わ
り
は
多
方
面
に
及
ぶ
。
彼
の
著
述
活
動
の
早
い
段
階
か
ら
神
秘
主
義
の
思
想
が
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
加
え
て
、
そ
の
関
心
は

晩
年
に
至
る
ま
で
一
定
の
強
度
を
保
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
関
心
の
大
き
さ
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、
神
秘
主
義
と
い
う
語
は
多
様
で
異
質
な
領
域
を
そ
の
内

に
含
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
を
一
義
的
に
規
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
例
え
ば
、
岸
本
英
夫
は
宗
教
神
秘
主
義
に
つ
い
て
、
「
神
秘
体
験
、
神
秘
思
想
、

神
秘
修
行
の
三
者
を
、
最
も
主
要
な
要
素
と
す
る
。
そ
の
複
合
体
で
あ
る
。
性
質
の
異
な
っ
た
諸
要
素
が
、
渾
一
的
な
体
系
を
組
織
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
一

と
論
じ
、
神
秘
主
義
の
複
合
性
を
強
調
し
て
い
る
。 

従
っ
て
神
秘
主
義
の
捉
え
方
に
は
、
そ
れ
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
人
間
の
宗
教
的
背
景
が
強
く
表
れ
る
。
大
拙
は
一
方
で
神
秘
主
義
を
包
括
的
に
類
型
化
し

よ
う
と
い
う
宗
教
学
的
研
究
を
試
み
る
が
、
他
方
で
そ
れ
は
み
ず
か
ら
の
宣
揚
し
よ
う
と
す
る
禅
と
の
対
比
を
見
込
ん
で
の
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
西
洋
の

宗
教
学
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
宗
教
現
象
を
記
述
的
に
扱
う
宗
教
学
と
し
て
で
は
な
く
、
み
ず
か
ら
の
規
範
的
言
説
の
う
ち
に
そ
の
知
見
を
取
り
込
ん
だ
た

め
、
時
に
み
ず
か
ら
の
禅
理
解
を
表
現
す
る
手
段
と
し
て
、
時
に
禅
と
他
宗
教
と
の
差
異
を
明
確
化
す
る
基
準
と
し
て
、
神
秘
主
義
を
利
用
し
た
の
で
あ
っ
た
。

諸
宗
教
を
解
剖
台
に
載
せ
て
分
析
す
る
の
で
は
な
く
、
諸
宗
教
の
う
ち
に
内
在
す
る
宗
教
性
を
十
全
に
呼
び
覚
ま
す
た
め
に
、
神
秘
主
義
を
論
じ
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
彼
が
神
秘
主
義
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
そ
の
方
法
が
、
既
に
禅
的
な
偏
差
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
本
章
が
目

指
す
こ
と
は
、
大
拙
が
神
秘
主
義
を
理
解
す
る
際
の
思
惟
様
式
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。 
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日
本
の
仏
教
研
究
者
で
あ
る
大
拙
と
一
八
世
紀
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
神
秘
家
と
は
一
見
す
る
と
全
く
の
無
縁
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
両
者
を
結
び

つ
き
に
は
二
〇
世
紀
初
頭
の
思
想
史
的
背
景
が
あ
る
こ
と
が
吉
永
進
一
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
存
在
が
日
本
で
本
格
的

に
知
ら
れ
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
は
大
拙
に
よ
る
先
の
四
書
の
翻
訳
及
び
彼
に
よ
る
紹
介
書
『
ス
エ
デ
ン
ボ
ル
グ
』（
一
九
一
三
年
）
で
あ
り
、
彼
自
身
そ
れ

を
自
認
し
て
い
る
の
だ
が
、
日
本
に
お
い
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
名
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
局
所
的
に
一
部
の
仏
教
者
の
間
で
受
容
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

ア
メ
リ
カ
の
仏
教
雑
誌B

u
ddhist R

ay

を
主
宰
し
た
フ
ィ
ラ
ン
ジ
・
ダ
ー
サ
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
主
義
者
で
、
そ
の
主
著S

w
eden

borg the B
uddh

ist, 

1887

は
一
八
九
三
年
に
は
大
原
嘉
吉
に
よ
っ
て
日
本
語
に
も
翻
訳
さ
れ
た
。
し
か
し
、
『
瑞
派
仏
教
学
』
と
い
う
そ
の
題
が
示
す
と
お
り
、
そ
の
当
時
の
仏
教

大
拙
の
神
秘
主
義
論
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
最
初
に
定
め
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
エ
マ
ヌ
エ
ル
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
（
一
六
八

八
～
一
七
七
二
年
）
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
大
拙
と
の
関
わ
り
の
あ
る
神
秘
家
と
し
て
最
も
縁
の
深
い
人
物
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
彼
は
み
ず
か
ら
霊
界
を
探
訪
し
、
そ
こ
が
い
か
な
る
場
所
で
あ
る
か
を
如
実
に
書
き
残
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
非
合
理
的
な
著
作
の
数
々
の
た

め
、
彼
は
同
時
代
人
の
カ
ン
ト
か
ら
の
批
判
を
被
っ
て
い
る
二

。
し
か
し
、
そ
の
一
見
夢
想
に
充
ち
た
神
秘
家
の
テ
キ
ス
ト
を
翻
訳
と
い
う
形
で
日
本
に
招
い

た
の
が
鈴
木
大
拙
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
鑑
み
る
と
き
、
大
拙
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
と
い
う
二
者
の
関
係
を
定
位
す
る
必
要
性
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
は
一
六
八
八
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
生
ま
れ
、
幼
い
頃
か
ら
宗
教
的
関
心
を
強
く
懐
い
て
い
た
一
方
で
、
十
一
才
で
ウ
プ
サ
ラ
大
学

に
入
る
優
れ
た
知
性
も
兼
ね
備
え
て
い
た
。
二
十
二
才
で
大
学
を
卒
業
し
た
後
は
、
以
後
た
び
た
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
遊
学
の
徒
と
な
り
、
物
理
学
、
鉱
物

学
、
数
学
、
工
学
、
天
文
学
、
さ
ら
に
は
貨
幣
論
と
い
っ
た
多
彩
な
分
野
の
学
問
で
そ
の
才
能
を
発
揮
し
た
。
彼
の
前
半
生
は
科
学
研
究
に
捧
げ
ら
れ
、
欧
州

に
広
く
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
七
四
四
年
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
人
生
は
「
未
曽
有
の
精
神
的
経
験
を
得
」（
『
全
集
』
第
二
十
四
巻
、

二
二
頁
）
た
こ
と
に
よ
っ
て
一
変
し
た
。
こ
の
「
体
験
」
に
よ
っ
て
、
彼
は
そ
れ
ま
で
の
科
学
研
究
の
立
場
を
翻
し
て
、
宗
教
的
著
作
の
執
筆
へ
と
傾
倒
し
て

い
く
。
彼
は
多
く
の
神
学
的
著
作
を
残
し
た
が
、
そ
の
内
『
天
界
と
地
獄
』
（
一
九
一
〇
年
）
、
『
新
エ
ル
サ
レ
ム
と
そ
の
教
説
』
（
一
九
一
四
年
）
、
『
神
智
と
神

愛
』
（
一
九
一
四
年
）
、
『
神
慮
論
』
（
一
九
一
五
年
）
、
は
そ
れ
ぞ
れ
大
拙
に
よ
っ
て
邦
訳
刊
行
さ
れ
て
い
る
三

。 

 
第
一
節 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
と
の
出
会
い 
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さ
て
、
こ
の
よ
う
に
大
拙
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
と
関
わ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
外
的
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
教
説
を
日
本
に
伝
導
し
よ

う
と
い
う
支
持
者
た
ち
の
は
た
ら
き
か
け
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
渡
米
前
の
日
本
の
仏
教
界
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
が
仏
教
者
と
い
う
誤
解
を
孕

み
な
が
ら
も
認
知
さ
れ
て
い
た
。
大
拙
の
師
で
あ
る
釈
宗
演
も
、
ポ
ー
ル
・
ケ
ー
ラ
ス
著
、
大
拙
訳
『
仏
陀
の
福
音
』
の
序
文
に
お
い
て
、「
蓋
し
、
ス
ヱ
デ
ン

ボ
ル
グ
氏
は
、
幽
玄
な
る
哲
学
よ
り
仏
教
に
入
る
者
」
（
『
全
集
』
第
二
十
五
巻
、
二
七
九
頁
）
と
言
及
し
て
い
る
。
大
拙
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
を
仏
教
者

と
し
て
認
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
間
違
い
な
い
こ
と
は
、
大
拙
が
渡
米
以
前
か
ら
そ
の
名
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、

学
生
時
代
以
来
愛
読
し
て
い
た
エ
マ
ー
ソ
ン
の
文
中
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
名
を
見
出
し
、
そ
の
部
分
を
引
用
し
て
い
る
。
大
拙
に
と
っ
て
は
翻
訳
事
業

を
承
諾
す
る
内
的
な
受
け
皿
と
し
て
、
既
に
彼
に
対
す
る
関
心
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

大
拙
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
に
注
目
し
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
仏
教
と
の
親
和
性
も
確
か
に
あ
る
の
だ
が
、
大
拙
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル

グ
と
の
関
わ
り
の
直
接
の
き
っ
か
け
を
得
た
の
は
、
彼
が
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
、
ポ
ー
ル
・
ケ
ー
ラ
ス
の
手
伝
い
で
雑
誌
『
オ
ー
プ
ン
コ
ー
ト
』
の
編
集
に
携
わ

っ
て
い
た
と
き
で
あ
る
。
オ
ー
プ
ン
コ
ー
ト
社
に
短
期
間
勤
め
て
い
た
ア
ル
バ
ー
ト
・
ジ
ョ
ゼ
フ
・
エ
ド
マ
ン
ズ
（
一
八
五
七
～
一
九
四
一
年
）
が
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
ボ
ル
グ
主
義
者
と
し
て
、
大
拙
に
そ
の
存
在
を
紹
介
し
た
よ
う
で
あ
る
四

。
そ
の
結
果
か
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
帰
国
の
道
す
が
ら
、
大
拙
は
ロ
ン
ド
ン
の

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
協
会
を
訪
れ
、
そ
の
著
作
の
日
本
語
へ
の
翻
訳
事
業
を
引
き
受
け
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
九
〇
八
年
に
帰
国
し
た
彼
は
、
一
九
一

二
年
に
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
利
用
し
て
再
び
ロ
ン
ド
ン
へ
と
赴
き
、
数
冊
の
翻
訳
を
手
が
け
て
い
る
。
ま
た
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
協

会
で
の
大
拙
の
講
演
録
が
吉
永
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
へ
の
熱
烈
な
賛
辞
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
五

。 

 

で
は
大
拙
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
思
想
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
か
。
こ
の
点
を
最
も
よ
く
窺
う
こ
と
の
で
き
る
の
は
彼
自
身
の
紹
介
書
『
ス
エ

デ
ン
ボ
ル
グ
』
で
あ
る
。
大
拙
は
冒
頭
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
思
想
の
魅
力
を
三
点
挙
げ
て
い
る
。
一
つ
に
、
彼
の
記
述
が
真
率
に
し
て
少
し
の
誇
張
も

な
い
と
い
う
点
、
二
つ
に
、
五
官
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
心
霊
界
と
「
一
種
の
心
理
状
態
」
に
よ
っ
て
交
渉
可
能
で
あ
る
と
い
う
点
、
そ
し
て
最
後
に
仏
教
と
の

親
和
性
で
あ
る
。
最
後
の
点
に
つ
い
て
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

者
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
を
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
仏
教
者
」
と
し
て
認
識
し
て
い
た
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
誤
解
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
前
提
に
立
つ
こ
と
に

よ
っ
て
日
本
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
と
仏
教
と
の
比
較
研
究
の
地
盤
が
既
に
醸
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
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そ
し
て
大
拙
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
に
た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
る
テ
ー
マ
が
「
相
應correspon

den
ce

」
で
あ
る
。 

こ
の
相
応
説
に
限
ら
ず
、
現
実
の
世
界
と
天
国
と
を
連
続
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
点
に
、
大
拙
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
を
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
ボ
ル
グ
が
巡
っ
た
と
い
う
天
界
に
つ
い
て
も
、
彼
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。 

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
実
の
世
界
に
お
け
る
一
つ
一
つ
の
事
象
の
背
後
に
超
越
的
存
在
の
は
た
ら
き
か
け
が
あ
る
と
す
る
説
は
、
晩
年
に
至
る

ま
で
の
大
拙
の
仏
教
論
と
極
め
て
近
似
し
て
い
る
。
さ
ら
に
神
性
を
智
と
愛
と
の
二
つ
に
分
類
す
る
こ
と
は
、
大
乗
仏
教
に
お
け
る
智
悲
一
如
の
思
想
と
も
合

致
す
る
。
大
拙
も
仏
教
の
本
質
を
「
大
智
即
大
悲
、
大
悲
即
大
智
」
と
し
て
強
調
す
る
の
で
あ
る
（
こ
の
点
は
第
八
章
に
て
詳
述
す
る
）
。 

    

 

ス
エ
デ
ン
ボ
ル
グ
が
神
学
上
の
所
説
は
大
に
仏
教
に
似
た
り
。

我

プ
ロ
プ
リ
ア
ム

を
捨
て
て
神
性
の
動
く
ま
ま
に
進
退
す
べ
き
こ
と
を
説
く
と
こ
ろ
、
真
の
救
済
は

信
と
行
と
の
融
和
一
致
に
あ
る
こ
と
、
神
性
は

智
ウ
イ
ズ
ダ
ム

と
愛ラ

ブ

と
の
化
現
な
る
こ
と
、
而
し
て
愛
は
智
よ
り
も
高
く
し
て
深
き
こ
と
、

神

慮

デ
イ
ヴ
ア
イ
ン
・
プ
ロ
ヴ
イ
デ
ン
ス

は
す

べ
て
の
上
に
行
き
渉
り
て
細
大
洩
ら
す
こ
と
な
き
こ
と
、
世
の
中
に
は
偶
然
の
事
物
と
云
ふ
も
の
一
点
も
是
れ
あ
る
こ
と
な
く
、
筆
の
一
運
び
に
も
深
く

神
慮
の
籠
れ
る
あ
り
て
、
此
処
に
神
智
と
神
愛
と
の
発
現
を
認
め
得
る
こ
と
、
此
の
如
き
は
何
れ
も
、
宗
教
学
者
、
殊
に
仏
教
徒
の
一
方
な
ら
ぬ
興
味
を

惹
き
起
す
べ
き
と
こ
ろ
な
ら
ん
。
是
れ
ス
エ
デ
ン
ボ
ル
グ
の
研
究
す
べ
き
第
三
点
な
り
と
す
。
（
『
全
集
』
第
二
十
四
巻
、
八
頁
） 

一
、
相
応
論
は
少
し
説
き
に
く
き
や
う
な
る
が
、
ま
づ
実
物
と
影
像
と
相
照
応
し
て
其
間
に
一
種
の
関
係
を
有
す
る
の
例
に
見
て
、
多
少
は
明
ら
め
得
べ

か
ら
ん
か
。
霊
智
の
世
界
は
実
質
の
世
界
な
り
、
現
実
の
世
界
は
影
像
の
世
界
な
り
。
さ
れ
ば
現
界
に
存
す
る
も
の
に
し
て
霊
界
に
存
せ
ざ
る
は
あ
ら
ず
。

而
し
て
真
際
の
実
在
は
何
れ
に
あ
る
か
と
云
ふ
に
、
霊
界
の
真
な
る
に
比
す
べ
き
も
の
は
此
世
何
れ
の
所
に
往
き
て
も
之
を
見
出
す
こ
と
能
は
ず
。
（
『
増

補
新
版
全
集
』
第
三
十
巻
、
四
五
六
頁
） 
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し
か
し
、
大
拙
が
ど
こ
ま
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
を
評
価
し
て
い
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
れ
は
大
拙
が
一
九
三
〇
年
代
以
降
の
著
作
で
は
ほ
と
ん

ど
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
に
つ
い
て
言
及
し
な
く
な
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
む
し
ろ
彼
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
思
想
か
ら
は
距

離
を
置
い
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
大
拙
は
渡
米
中
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
（
一
八
四
二
～
一
九
一
〇
年
）
の
宗
教
学
の
影
響
を
受
け
、
神
秘
主
義
に
対

す
る
親
近
感
を
強
め
て
い
た
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
四
章
に
て
詳
述
す
る
）
。
し
か
し
、
自
身
の
体
系
的
な
神
秘
主
義
論
と
な
っ
た
『
禅
の
立
場
か
ら
』
（
一
九

一
六
年
）
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
思
想
に
つ
い
て
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
こ
の
事
情
を
鑑
み
る
と
、
大
拙
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
存
在
を
自
身
の

思
想
内
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。
実
際
、
彼
は
次
に
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

吉
永
は
こ
の
大
拙
の
言
葉
に
依
拠
し
て
、
「
「
境
涯
」
と
い
う
言
葉
で
示
さ
れ
た
、
現
実
界
も
天
界
も
同
等
視
で
き
る
立
場
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
他
界

観
に
対
す
る
創
造
的
な
解
釈
で
あ
り
、
霊
魂
の
有
無
を
問
う
こ
と
の
な
い
新
し
い
他
界
観
を
提
出
し
た
と
も
言
え
よ
う
が
、
そ
れ
は
大
拙
の
禅
仏
教
解
釈
に
溶

け
込
ん
で
一
体
と
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
と
同
時
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
名
前
も
消
え
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
六

と
論
じ
て
い
る
。
確

か
に
こ
の
理
解
は
大
拙
思
想
の
当
然
の
帰
結
の
よ
う
に
見
え
る
。
第
一
章
で
の
浄
土
教
解
釈
で
見
た
よ
う
に
、
大
拙
は
他
界
た
る
浄
土
を
、
他
力
の
廻
向
に
摂

め
取
ら
れ
る
限
り
に
お
い
て
「
浄
土
即
娑
婆
、
娑
婆
即
浄
土
」
と
い
う
関
係
で
理
解
し
て
い
た
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
大
拙
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
他

界
観
を
も
同
様
に
み
ず
か
ら
の
仏
教
思
想
的
枠
組
み
か
ら
理
解
し
て
い
た
こ
と
は
、
想
像
に
容
易
い
。
こ
の
よ
う
な
両
者
の
思
想
や
生
き
方
の
近
似
を
も
っ
て
、

大
拙
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
主
義
者
で
あ
る
、
も
し
く
は
彼
の
影
響
を
受
け
た
と
す
る
言
説
が
こ
れ
ま
で
為
さ
れ
て
き
た
七

。 

  

ミ
ス
チ
シ
ズ
ム
と
云
へ
ば
、
大
方
の
た
め
に
痛
く
誤
解
せ
ら
れ
た
る
字
面
な
れ
ど
も
、
予
の
考
に
て
は
、
一
切
の
宗
教
の
生
命
は
ミ
ス
チ
シ
ズ
ム
に
在
り
。

此
処
に
於
て
一
種
の
経
験
な
く
ば
、
其
所
奉
の
信
仰
に
活
生
涯
あ
ら
ず
。･

･
･
･
･
･ 

ス
エ
デ
ン
ボ
ル
グ
は
天
界
に
は
情
態

ス
テ
ー
ト

の
み
で
あ
る
と
云
う
て
お
る
。
天
界
の
み
で
は
な
い
。
吾
等
毎
日
の
此
地
上
に
お
け
る
生
涯
も
、
全
く
主
観
的
価
値

に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
知
ら
ん
。
主
観
的
価
値
と
云
う
は
境
涯
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
巻
、
四
九
八
頁
） 

思
ふ
に
宗
教
の
妙
処
は
其
茫
然
と
し
て
捕
捉
し
難
き
処
に
あ
る
も
の
に
て
、
余
り
に
之
を
明
に
し
、
余
り
に
之
を
描
き
だ
さ
ん
と
す
る
と
き
は
、
却
て
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こ
こ
で
は
は
っ
き
り
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
と
自
ら
の
思
想
と
を
区
別
す
る
旨
を
明
言
し
て
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
「
千
里
眼
」
が
大
拙
の
い
う

「
宗
教
」
と
異
な
る
の
は
何
故
か
。
大
拙
は
明
治
の
開
明
的
な
空
気
の
中
に
育
ち
、
み
ず
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
学
び
合
理
的
思
考
を
先
鋭
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
大

拙
の
宗
教
論
の
理
想
の
一
つ
は
ま
ず
、
科
学
と
宗
教
の
調
停
に
あ
っ
た
八

。
科
学
を
通
じ
て
迷
信
を
退
け
る
こ
と
で
、
伝
統
的
宗
教
も
近
代
化
さ
れ
る
と
考
え

こ
れ
は
一
九
一
一
年
の
論
文
「
自
力
と
他
力
」
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
翌
年
に
彼
は
ロ
ン
ド
ン
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
協
会
で
講
演
し
て
い
る
が
、

そ
こ
で
は
こ
の
よ
う
な
苦
言
は
見
ら
れ
な
い
。
大
拙
は
『
ス
エ
デ
ン
ボ
ル
グ
』
の
中
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
思
想
の
長
所
と
短
所
を
指
摘
し
て
お
り
、
長

所
と
し
て
は
先
に
見
た
よ
う
に
、
彼
が
自
身
の
経
験
を
誇
張
な
く
表
現
し
て
い
る
点
を
、
他
方
短
所
と
し
て
他
界
の
描
写
が
具
体
的
す
ぎ
る
点
を
指
摘
し
て
い

る
。
吉
永
は
、
大
拙
の
い
う
短
所
は
彼
自
身
の
い
う
長
所
の
裏
返
し
に
過
ぎ
な
い
と
理
解
し
、
大
拙
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
思
想
的
連
続
性
を
見
出
し
て

い
る
。
し
か
し
、
大
拙
は
さ
ら
に
「
千
里
眼
と
宗
教
」
（
一
九
一
四
年
）
と
い
う
文
章
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
に
対
す
る
明
確
な
拒
絶
を
示
し
て
い
る
。 

   

千
里
眼
と
宗
教
と
別
物
な
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
し
。
ま
た
地
獄
・
極
楽
を
遍
歴
し
た
と
云
ふ
ス
エ
デ
ン
ボ
ル
グ
の
経
験
と
、
彼
が
宗
教
観
・
哲
学
論

と
は
、
予
に
と
り
て
は
、
全
く
別
物
な
る
こ
と
も
亦
言
説
を
須
ゐ
ず
と
思
ふ
。
吾
が
ス
氏
を
世
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
は
、
此
二
事
を
混
じ
て
の
こ
と
に
あ

ら
ず
。
彼
が
用
哲
学
・
神
智
神
愛
の
説
・
神
慮
の
説
・
人
間
即
ち
意
志
の
説
な
ど
は
、
彼
は
之
を
天
界
よ
り
伝
へ
た
る
や
う
に
云
へ
ど
、
こ
は
天
界
よ
り

離
し
て
も
能
く
了
解
し
得
べ
き
所
説
に
し
て
、
予
が
彼
を
喜
ぶ
は
此
点
に
在
り
。
地
獄
・
極
楽
の
こ
と
は
、
個
人
個
人
の
実
験
に
よ
る
も
の
に
し
て
論
議

の
主
題
と
は
な
ら
ず
。
と
に
角
、
予
は
ス
氏
の
宗
教
又
は
哲
学
と
云
ふ
べ
き
も
の
を
以
て
彼
が
古
今
無
双
の
経
験
と
分
離
し
得
る
も
の
と
な
し
、
こ
の
二

つ
を
個
個
に
研
究
せ
ん
と
思
ふ
。
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
巻
、
四
七
四
頁
） 

大
に
其
真
趣
を
害
ふ
こ
と
な
き
か
、
即
ち
ヤ
コ
ブ
・
ボ
ヱ
ー
メ
や
、
ス
ウ
ェ
デ
ン
ボ
ル
グ
な
ど
の
や
う
に
余
り
穿
ち
す
ぎ
て
は
、
虚
誕
の
感
を
な
す
を
ま

ぬ
か
れ
ず
。
故
に
他
力
宗
の
人
が
余
り
に
精
し
く
浄
土
の
荘
厳
を
と
く
と
き
は
、
却
て
之
を
人
工
的
と
な
し
過
ぎ
る
や
う
な
こ
と
な
き
か
を
恐
る
。
（
『
増

補
新
版
』
第
三
十
巻
、
四
三
六
頁
） 

93 



 

大
拙
に
と
っ
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
と
い
う
存
在
は
神
秘
主
義
者
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
困
難
な
程
に
「
神
秘
的
」
で
あ
り
、
ま
た
「
具
象
的
」
で
あ
っ

て
い
た
。
そ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
天
界
や
地
獄
を
遍
歴
し
た
と
い
う
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
証
言
は
、
宗
教
を
再
び
迷
信
の
中
へ
引
き
ず
り
戻
す
危
険
性

を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

「
境
涯
」
と
い
う
主
観
性
と
し
て
理
解
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
鮮
明
す
ぎ
る
そ
の
他
界
の
記
述
は
、
も
は
や
神
秘
と
形
容
す
る
こ
と
も
難
し
い
程
に
具
象
的
で

あ
っ
た
。
彼
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
と
距
離
を
置
い
た
の
は
、
他
界
の
記
述
が
鮮
明
す
ぎ
る
た
め
に
、「
境
涯
」
と
い
う
意
味
の
中
に
そ
れ
を
収
め
き
れ
な
か

っ
た
、
言
い
換
え
れ
ば
他
界
の
実
在
性
を
主
観
性
の
中
に
回
収
し
き
れ
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
、
一
因
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

そ
の
結
果
と
し
て
大
拙
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
に
つ
い
て
自
身
の
解
釈
を
深
く
展
開
す
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
東
西
宗
教
を
広
い
視
野
か
ら
捉
え
た
神
秘

主
義
論
に
お
い
て
も
彼
に
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
事
実
に
基
づ
く
限
り
、
大
拙
に
と
っ
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
と
は
自
身
の
学
問
的
範
疇
を
超
え

出
る
存
在
だ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
下
に
引
用
す
る
も
の
は
、
大
拙
が
訳
し
た
『
天
界
と
地
獄
』
中
の
「
天
人
の
住
処
及
び
家
庭
」
の
一

段
で
あ
る
。 

  

  

第
二
節 

大
拙
に
よ
る
神
秘
主
義
の
四
類
型 

わ
れ
天
人
と
面
談
し
た
る
毎
に
、
わ
れ
は
彼
等
の
住
処
に
在
り
て
彼
等
と
共
な
り
き
。
而
し
て
其
住
処
な
る
も
の
は
、
わ
が
地
上
の
所
謂
る
家
屋
と
正
に

相
似
た
れ
ど
も
、
そ
の
美
し
さ
は
遙
か
に
こ
れ
に
優
れ
り
。
天
人
の
住
処
に
は
、
室
あ
り
、
奥
の
間
あ
り
、
寝
室
あ
り
て
、
其
数
頗
る
多
し
、
又
中
庭
あ

り
、
こ
れ
を
め
ぐ
り
て
花
園
あ
り
、
小
樹
あ
り
、
田
圃
あ
り
。
天
人
の
団
体
的
生
活
を
な
せ
る
処
に
は
、
其
住
家
互
に
連
接
し
都
会
的
に
排
列
せ
り
、
大

道
あ
り
、
小
路
あ
り
、
広
辻
あ
る
こ
と
、
わ
が
地
上
の
市
街
に
異
な
ら
ず
。
わ
れ
は
許
さ
れ
て
、
そ
の
道
路
を
徘
徊
し
、
四
辺
を
眺
め
、
時
に
そ
の
家
屋

の
中
に
入
り
た
る
こ
と
あ
り
き
。
こ
は
実
に
わ
が
醒
覚
十
分
な
る
と
き
の
事
に
し
て
、
わ
が
内
視
は
啓
け
を
れ
り
。（
『
全
集
』
第
二
十
三
巻
、
二
四
九
頁
） 
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第
二
の
瞑
想
的
神
秘
主
義
は
主
に
仏
教
の
実
践
を
説
明
す
る
分
類
で
あ
る
。
真
言
宗
の
阿
字
観
、
部
派
仏
教
や
大
乗
仏
教
に
お
い
て
修
め
ら
れ
る
不
浄
観
、

五
停
心
、
さ
ら
に
は
瑜
伽
行
派
の
観
法
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
そ
の
本
質
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 

第
一
の
信
仰
的
神
秘
主
義
に
つ
い
て
、
大
拙
は
、
具
体
的
に
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
秘
主
義
、
そ
し
て
仏
教
に
お
い
て
は
浄
土

真
宗
が
こ
れ
に
該
当
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
。 

た
。
そ
の
た
め
、
大
拙
の
神
秘
主
義
論
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
は
他
の
異
な
る
文
脈
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
大
拙
が
神
秘
主
義
を
ど
う
理

解
し
て
い
た
の
か
を
よ
り
内
在
的
に
考
察
し
て
い
く
上
で
、
最
も
よ
い
資
料
と
な
る
著
作
が
先
に
紹
介
し
た
『
禅
の
立
場
か
ら
』
第
二
篇
「
如
是
説
」
で
あ
る
。

こ
の
著
作
は
世
界
の
諸
宗
教
に
見
ら
れ
る
神
秘
主
義
思
想
を
大
拙
自
身
の
類
型
化
に
よ
っ
て
位
置
づ
け
て
い
く
も
の
で
、
彼
の
他
の
著
作
と
比
較
し
て
も
画
期

的
な
試
み
が
為
さ
れ
て
い
る
一
書
で
あ
る
。
そ
し
て
、
神
秘
主
義
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
も
、
こ
こ
か
ら
直
接
明
ら
か
に
な
る
。
以
下
、

こ
の
著
作
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
を
進
め
た
い
。 

『
禅
の
立
場
か
ら
』
に
お
い
て
大
拙
は
神
秘
主
義
を
事
実
上
、
次
の
よ
う
な
四
種
類
に
分
類
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
の
信
仰
的
神
秘
主
義
、
第
二
の
瞑
想

的
神
秘
主
義
、
第
三
の
知
的
神
秘
主
義
、
そ
し
て
第
四
の
禅
的
神
秘
主
義
で
あ
る
九

。 

つ
ま
り
、
こ
れ
は
信
仰
の
力
を
手
段
と
し
て
合
一
を
目
指
す
神
秘
主
義
で
あ
る
。 

   

こ
れ
は
神
な
ら
神
と
云
ふ
も
の
を
自
分
の
外
に
立
て
て
お
い
て
、
之
を
宇
宙
の
本
体
、
運
命
の
主
人
公
、
善
悪
の
標
準
、
生
死
の
支
配
者
、
殊
に
愛
の
発

源
な
ど
と
観
じ
、
お
も
に
信
仰
の
力
を
以
て
こ
れ
と
一
体
に
な
ら
ん
と
す
る
神
秘
教
で
あ
る
。
お
も
に
信
仰
の
力
と
云
ふ
が
、
此
中
に
は
愛
を
捧
げ
る
と

か
、
祈
念
を
凝
ら
す
と
か
云
ふ
こ
と
を
も
含
ん
で
を
る
と
見
て
よ
ろ
し
い
。
と
に
角
、
超
人
的
・
超
自
然
的
一
物
を
自
分
以
外
に
お
い
て
、
自
分
を
之
と

対
比
さ
せ
、
自
分
の
罪
あ
る
こ
と
、
力
な
き
こ
と
を
感
じ
、
相
手
の
愛
・
恩
寵
・
慈
悲
に
縋
り
て
、
最
後
の
慰
安
を
得
ん
と
云
ふ
の
が
、
信
仰
的
神
秘
主

義
の
定
義
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
六
巻
、
四
〇
九
頁
） 
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第
三
の
知
的
神
秘
主
義
は
、
神
秘
体
験
を
語
る
言
説
の
中
に
知
的
要
素
が
多
分
に
含
ま
れ
て
い
る
点
か
ら
こ
の
よ
う
に
名
づ
け
ら
れ
る
。
よ
り
詳
し
く
は
次

の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
。 

上
述
し
た
よ
う
に
、
瞑
想
を
手
段
と
す
る
こ
の
神
秘
主
義
は
伝
統
的
な
仏
教
の
実
践
の
中
に
多
く
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
仏
教
で
い
う
瞑
想
と
は
、
精
神

の
統
一
状
態
で
あ
る
「
禅
那
」
、
「
三
昧
」
、
「
三
摩
地
」
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
のd

h
y
ān

a

お
よ
びsam

ādh
i

を
音
写
し
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、d

h
y
ān

a

の
音
写
「
禅
那
」
と
意
訳
「
定
」
と
を
合
わ
せ
た
「
禅
定
」
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。
「
禅
宗
」
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
禅
」

の
語
は
こ
れ
ら
の
語
に
由
来
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
禅
は
独
立
し
て
第
四
の
分
類
項
と
さ
れ
て
お
り
、
大
拙
は
こ
の
瞑
想
的
神
秘
主
義
と
禅
を
混
同
し

な
い
よ
う
に
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
後
に
語
ら
れ
る
が
、
禅
が
坐
禅
を
行
じ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
何
ら
か
の
概
念
と
の
合
一
を
目
指
す
も
の
で
は
な
い
。 

上
記
二
つ
の
神
秘
主
義
が
、
そ
の
神
秘
体
験
を
得
る
た
め
の
方
法
と
し
て
「
信
仰
」
と
「
瞑
想
」
を
特
質
と
し
て
類
型
化
さ
れ
て
い
た
の
と
は
異
な
り
、
こ
の

「
知
的
」
神
秘
主
義
は
神
秘
体
験
を
得
た
の
ち
に
、
そ
の
体
験
を
豊
富
な
知
的
要
素
に
よ
っ
て
表
現
す
る
点
に
特
質
が
あ
る
の
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
具
体
的
に

イ
ン
ド
の
ヴ
ェ
ー
ダ
哲
学
、
ド
イ
ツ
中
古
時
代
の
神
秘
神
学
者
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
哲
学
、
中
国
の
老
荘
思
想
と
い
う
よ
う
に
、
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。
し

   

此
部
類
の
特
色
と
す
る
所
は
、
何
か
一
個
の
概
念
を
把
持
し
て
、
こ
れ
を
し
て
わ
が
意
識
の
中
心
と
な
ら
し
め
、
所
有

あ
ら
ゆ
る

自
余
の
概
念
を
排
除
し
て
仕
舞
ふ

の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
自
分
と
そ
の
概
念
と
の
区
別
が
な
く
な
つ
て
、
自
分
は
そ
の
概
念
そ
の
も
の
で
あ
る
と
思
惟

し

ゆ

ゐ

す
る
や
う
に
な
る
の
で
あ
る
。（
『
全

集
』
第
十
六
巻
、
四
一
八
頁
） 

そ
の
知
的
と
看
ら
る
る
わ
け
は
、
さ
き
の
情
的
・
瞑
想
的
な
る
に
反
し
て
、
絶
対
な
ら
絶
対
、
一
元
な
ら
一
元
に
対
し
て
、
直
覚
的
に
こ
れ
を
会
得
し
、

体
験
し
去
ら
ん
と
す
る
処
に
在
る
の
で
あ
る
。
愛
よ
り
見
た
抱
合
で
も
な
く
、
瞑
想
に
よ
る
凝
神
で
も
な
い
、
身
心
活
躍
の
機
に
和
し
て
、
其
妙
有
を
親

し
く
手
に
入
れ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
此
の
如
き
実
験
を
知
的
方
面
よ
り
し
て
道
破
せ
ん
と
す
る
処
に
、
寧
ろ
此
種
の
神
秘
主
義
の
特
色
が
あ
る
。

（
『
全
集
』
第
十
六
巻
、
四
二
四
～
四
二
五
頁
） 
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こ
の
こ
と
は
、
神
秘
主
義
に
お
い
て
神
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
、
と
い
う
問
題
と
も
関
わ
っ
て
く
る
。
そ
も
そ
も
神
や
超
越
者
と
い
っ
た
存
在
は
、
我
々

人
間
の
有
限
な
思
惟
の
範
疇
を
超
え
る
無
限
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
我
々
が
言
語
に
よ
っ
て
そ
れ
を
直
接
に
措
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
大
拙
は

こ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
言
語
に
よ
る
分
別
的
な
認
識
に
限
界
を
見
出
し
、
そ
れ
と
は
異
な
る
認
識
の
在
り
方
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
知
的
神
秘
主

義
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
は
、
も
と
も
と
神
か
ら
流
出
し
た
人
間
の
知
性
が
、
そ
の
唯
一
で
至
善
の
神
と
再
び
出
会
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
が
、

大
拙
は
人
間
が
分
別
智
に
依
拠
し
て
い
る
限
り
、
絶
対
者
と
し
て
の
神
を
認
識
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の
た
め
分
別
智
を
超
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と

説
明
し
て
い
る
。 

か
し
、
大
拙
が
強
調
す
る
点
は
、
こ
れ
ら
の
諸
思
想
に
見
ら
れ
る
知
性
が
我
々
の
通
常
用
い
る
知
性
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
超
越
し
た
知
性
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。 

大
拙
は
当
初
、
禅
を
第
三
の
知
的
神
秘
主
義
に
分
類
し
よ
う
と
し
て
、
論
を
進
め
る
に
ま
か
せ
て
そ
れ
を
訂
正
し
、
第
四
の
禅
的
神
秘
主
義
を
独
立
し
た
も

の
と
し
て
設
定
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
彼
が
知
的
神
秘
主
義
と
禅
の
間
に
、
共
通
性
と
異
質
性
の
両
方
が
存
在
し
、
大
拙
自
身
が
困
惑
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え

る
。
つ
ま
り
、
第
四
の
分
類
と
し
て
禅
的
神
秘
主
義
を
数
え
て
い
る
こ
と
自
体
に
一
つ
の
葛
藤
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
『
禅
の
立
場
か
ら
』
（
一
九
一
六

年
）
の
第
二
篇
「
如
是
説
」
は
一
九
四
七
年
に
『
神
秘
主
義
と
禅
』
と
し
て
再
版
さ
れ
る
の
だ
が
、
以
下
に
引
用
し
た
箇
所
は
そ
の
再
編
に
際
し
、
新
た
に
書

き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

   
知
的
神
秘
主
義
は
普
通
の
分
別
智
を
否
定
す
る
か
ら
、
勢
ひ
此
の
如
き
否
定
的
文
字
を
並
べ
た
り
、
ま
た
自
家
撞
着
的
叙
述
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
や

う
に
な
る
。
神
秘
主
義
は
い
つ
も
眼
を
超
分
別
の
処
に
お
い
て
、
そ
れ
か
ら
差
別
界
を
見
下
し
て
色
々
と
批
評
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
差
別
界
だ
け
に
を

り
て
、
そ
の
批
判
な
り
、
断
定
な
り
、
叙
述
な
り
を
見
る
と
、「
さ
う
で
あ
る
」
と
も
、
ま
た
「
さ
う
で
な
い
」
と
も
云
う
て
を
る
の
で
、
頗
る
見
当
が
つ

け
に
く
い
。
（
『
全
集
』
第
十
六
巻
、
四
二
七
頁
） 
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こ
こ
で
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
他
の
思
想
に
対
す
る
禅
の
特
徴
は
、
神
秘
的
体
験
に
至
る
た
め
の
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
、
そ
し
て
そ

の
体
験
が
実
地
的
・
具
体
的
・
日
常
的
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
大
拙
の
他
の
著
作
に
お
い
て
も
繰
り
返
し
主
張
さ
れ
て
い
る
一
〇

。
我
々
人
間

の
生
は
著
衣
喫
飯
と
い
う
日
常
を
離
れ
て
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の
日
常
性
の
中
で
宗
教
的
実
践
を
す
る
こ
と
を
禅
は
重
要
視
す
る
。
そ
の
た
め
、
禅
に
お
い

て
は
「
神
秘
」
と
い
う
非
日
常
性
よ
り
も
「
平
常
心
」
を
強
調
す
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
大
拙
に
と
っ
て
「
神
と
の
合
一
」
と
は
、
日
常
の
行
為
に
お
い
て
活

き
た
も
の
と
な
ら
な
い
限
り
、
大
き
な
意
味
を
も
た
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。 

禅
と
神
秘
主
義
の
親
和
性
を
模
索
し
て
い
る
前
後
の
文
脈
と
は
や
や
異
な
り
、
両
者
の
異
質
性
が
は
っ
き
り
と
断
言
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
禅
と
神
秘
主
義
を
め

ぐ
る
態
度
の
変
化
が
何
を
意
味
し
て
い
る
か
は
、
第
二
部
全
体
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
る
）
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
彼
が
言
い
た
い
こ
と
は
、
神
秘
主
義
の
第
四
と
し
て
禅
を
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
並
べ
は
し
た
が
、
そ
れ
が
こ
れ
ま
で
の
三
つ
の
神

秘
主
義
と
は
決
定
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
第
四
の
神
秘
主
義
と
し
て
不
本
意
な
が
ら
も
列
せ
ら
れ
た
禅
に
つ
い
て
、

彼
は
他
の
神
秘
主
義
と
ど
の
よ
う
に
異
な
る
も
の
と
み
な
し
て
い
る
の
か
、
こ
の
点
を
見
て
い
き
た
い
。 

   

次
章
に
「
禅
的
神
秘
主
義
」
を
説
く
が
、
禅
は
元
来
一
般
に
云
ふ
神
秘
主
義
と
同
一
視
し
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
禅
だ
け
で
な
い
、
華
厳
三
昧

の
如
き
も
、
上
記
の
や
う
に
泰
西
哲
学
的
に
云
ふ
ミ
ス
チ
シ
ズ
ム
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
六
巻
、
四
四
一
頁
） 

従
来
の
記
述
を
禅
宗
の
主
張
と
比
較
し
て
見
る
と
、
次
の
一
点
に
つ
き
て
著
し
き
相
異
あ
る
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
即
ち
東
西
諸
種
の
神
秘
主
義
は
、
そ

の
情
を
主
と
す
る
と
、
智
を
主
と
す
る
と
を
問
は
ず
、
そ
の
主
義
を
体
達
す
る
ま
で
の
方
法
・
順
序
又
は
階
梯
に
つ
き
て
は
、
頗
る
欠
如
せ
る
も
の
あ
る

に
拘
ら
ず
、
禅
学
に
あ
り
て
は
此
点
に
お
い
て
頗
る
充
実
し
て
を
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
第
一
に
目
に
つ
く
。
又
次
ぎ
に
禅
が
他
の
智
的
神
秘
主
義
と

異
な
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
大
い
に
実
地
的
・
具
体
的
・
日
常
的
な
る
処
に
在
る
。
此
点
よ
り
見
れ
ば
、
禅
を
智
的
と
云
ふ
こ
と
は
余
り
適
当
と
思
は
れ
ぬ

ほ
ど
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
六
巻
、
四
四
二
頁
） 
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こ
の
著
作
を
通
じ
て
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
拙
の
い
う
禅
の
悟
入
と
神
秘
主
義
に
お
け
る
「
合
一
」
が
異
な
る
内
実
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
は
以
後
、
大
拙
の
仏
教
研
究
が
進
展
し
て
い
く
に
つ
れ
て
よ
り
洗
練
さ
れ
た
対
立
軸
で
提
示
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
点
で
は
大
拙
自
身
も

神
秘
主
義
と
禅
と
の
間
の
差
異
を
整
理
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
こ
れ
以
上
詳
細
な
対
比
は
示
さ
れ
な
い
。
大
拙
は
神
秘
主
義
の
諸
類
型
の
う
ち
、「
禅

的
神
秘
主
義
」
を
一
つ
の
形
態
と
し
て
確
立
さ
せ
る
た
め
、「
知
的
神
秘
主
義
」
と
の
差
異
を
上
述
の
よ
う
に
設
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
禅
的
神
秘
主

義
」
が
一
類
型
と
し
て
区
別
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
こ
に
配
当
さ
れ
る
も
の
が
実
質
的
に
は
禅
宗
の
伝
統
の
み
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
試
み
は
む
し
ろ

 

さ
ら
に
、
神
秘
体
験
を
め
ぐ
る
知
的
神
秘
主
義
と
禅
的
神
秘
主
義
の
よ
り
本
質
的
な
差
異
は
、
次
の
よ
う
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

大
拙
は
以
上
の
よ
う
に
神
秘
主
義
を
分
類
し
、
そ
れ
に
対
し
て
禅
の
立
場
を
対
比
さ
せ
た
。
彼
に
と
っ
て
禅
的
神
秘
主
義
は
あ
る
面
で
は
知
的
神
秘
主
義
に

通
じ
る
一
方
で
一
一

、
そ
れ
ら
と
は
決
定
的
に
異
な
る
点
と
し
て
禅
堂
に
お
け
る
実
践
の
体
系
、
そ
し
て
神
秘
体
験
の
日
常
性
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
。 

大
拙
の
立
場
、
す
な
わ
ち
禅
の
立
場
は
こ
の
中
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
神
秘
家
た
ち
の
体
験
と
禅
の
悟
り
の
決
定
的
な
違
い
は
、
そ
の
体
験
が

一
方
的
な
運
動
か
、
円
環
・
往
復
の
運
動
か
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
あ
る
。
大
拙
の
仏
教
理
解
の
根
本
に
は
、
こ
の
よ
う
な
円
環
的
な
体
験
の
構
造
が
横
た
わ

っ
て
い
た
こ
と
は
先
に
確
認
し
た
。
こ
こ
で
彼
は
禅
の
立
場
に
立
っ
て
、「
神
と
の
合
一
」
を
一
方
向
的
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
は
、
禅
に
は

一
度
入
っ
た
「
悟
り
」
か
ら
「
出
る
」
側
面
が
認
め
ら
れ
る
が
、
他
の
神
秘
主
義
の
「
悟
り
」
は
、
一
旦
入
っ
て
そ
れ
で
最
後
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
我
々
の
日
常
の
分
別
（
も
し
く
は
行
為
）
に
お
い
て
は
た
ら
き
出
す
側
面
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

  
何
れ
の
神
秘
主
義
に
も
、
深
浅
の
差
は
あ
れ
、
悟
り
は
皆
あ
る
の
で
あ
る
。
併
し
大
抵
は
一
通
り
の
悟
り
を
以
て
満
足
し
て
、
更
に
其
上
に
出
ん
と
は
せ

ぬ
、
悟
り
に
囚
は
れ
て
を
る
処
が
あ
る
、
即
ち
大
抵
の
神
秘
家
は
禅
宗
で
い
ふ
「
一
枚
」
の
処
だ
け
を
見
て
を
る
に
す
ぎ
ぬ
。
さ
う
し
て
此
「
一
枚
」
の

処
を
命
の
親
と
頼
ん
で
、
そ
れ
で
四
方
八
方
に
切
り
廻
る
の
で
あ
る
。
…
…
悟
り
了
れ
ば
未
悟
に
同
じ
と
云
ふ
こ
と
が
あ
る
、
こ
れ
は
禅
宗
だ
け
の
云
ふ

と
こ
ろ
で
あ
る
。
…
…
か
く
一
旦
通
り
ぬ
け
た
所
を
、
還
た
戻
つ
て
来
て
通
る
と
云
ふ
の
が
、
禅
の
修
行
の
始
終
で
あ
る
こ
と
は
、
何
れ
の
禅
匠
も
皆
異

口
同
音
に
唱
道
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
六
巻
、
四
四
八
頁
） 
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し
か
し
、
上
述
の
大
拙
の
視
点
は
彼
自
身
の
思
想
の
展
開
か
ら
い
え
ば
、
そ
の
中
心
を
貫
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
の
ち
の
仏
教
研
究
の
視
座
か
ら
確
認

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
議
論
の
焦
点
を
神
秘
主
義
か
ら
汎
神
論
へ
と
移
す
こ
と
に
し
た
い
。
大
拙
は
神
秘
主
義
を
考
察
す
る
際
に
同
時
に

汎
神
論
を
も
論
じ
る
視
座
を
有
し
て
い
た
。 

禅
と
神
秘
主
義
の
断
絶
を
意
味
す
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
す
ら
で
き
る
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
大
拙
が
禅
の
み
を
唯
一
優
れ
た
宗
教
と
み
な
し
て
い
た
と
結

論
す
る
こ
と
も
難
し
く
な
い
。
こ
の
神
秘
主
義
の
諸
類
型
に
続
け
て
、
大
拙
は
、
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
（
一
二
六
〇
頃
～
一
三
二
七
年
）
と
、
そ
の

弟
子
タ
ウ
ラ
ー
（
一
三
〇
〇
頃
～
六
一
年
）
、
そ
し
て
イ
ン
ド
の
宗
教
思
想
家
カ
ビ
ー
ル
（
一
四
四
〇
～
一
五
一
八
年
）
ら
を
「
禅
」
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る

と
こ
ろ
を
み
る
と
、
大
拙
は
彼
ら
を
「
禅
的
神
秘
主
義
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
も
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
彼
ら
が
禅
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る

の
か
は
結
局
明
言
さ
れ
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
後
二
者
に
つ
い
て
は
以
後
の
著
作
で
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。 

大
拙
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
を
は
じ
め
と
す
る
宗
教
学
の
影
響
下
に
あ
っ
て
、
禅
を
そ
の
キ
ー
タ
ー
ム
で
あ
る
神
秘
主
義
の
観
点
か
ら
描
き
出
そ
う
と
し
た
。
し
か

し
こ
の
試
み
自
体
に
一
つ
の
限
界
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
の
ち
の
彼
の
仏
教
研
究
か
ら
神
秘
主
義
に
対
し
て
は
っ
き
り
と
し
た
決
別
が
示
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
窺

え
る
。
「
禅
的
神
秘
主
義
」
が
明
確
な
着
地
点
を
見
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
一
つ
の
兆
し
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

    

第
三
節 

汎
神
論
批
判
と
華
厳
教
学
の
四
法
界 

基
督
教
神
秘
主
義
は
客
観
的
な
超
越
的
存
在
又
は
普
遍
的
な
理
性
の
超
越
性
を
認
め
る
た
め
に
努
力
す
る
。
ド
イ
ツ
流
の
神
秘
主
義
は
、
事
実
基
督
教
を

殆
ん
ど
汎
神
論
に
改
宗
し
て
、
自
己
自
身
の
存
在
の
中
に
神
を
見
出
さ
う
と
試
み
る
。
け
れ
ど
も
、
基
督
教
神
秘
主
義
は
、
基
督
教
の
最
も
す
ぐ
れ
た
形

で
現
は
れ
て
ゐ
る
ユ
ダ
ヤ
の
単
一
神
教
と
い
ふ
本
来
の
道
か
ら
脇
道
に
そ
れ
た
も
の
だ
と
い
ふ
事
実
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
（
『
全
集
』
第
十
二

巻
、
一
五
頁
） 

100 



 

神
秘
主
義
、
汎
神
論
、
そ
し
て
仏
教
を
め
ぐ
る
評
価
軸
が
最
も
明
確
な
形
で
提
示
さ
れ
る
の
は
大
拙
が
華
厳
教
学
の
理
論
的
枠
組
み
を
み
ず
か
ら
に
受
容
し

た
の
ち
で
あ
っ
た
。
中
国
華
厳
宗
の
第
四
祖
、
清
涼
国
師
澄
観
（
七
三
八
～
八
三
九
年
）
は
、
法
を
四
つ
の
存
在
領
域
に
分
類
し
た
。
即
ち
、
事
法
界
、
理
法

界
、
理
事
無
礙
法
界
、
そ
し
て
事
事
無
礙
法
界
で
あ
る
。
大
拙
は
晩
年
に
な
る
と
、
こ
の
四
法
界
を
は
じ
め
と
す
る
華
厳
思
想
を
東
洋
の
思
想
と
し
て
世
に
訴

え
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
四
法
界
に
つ
い
て
は
大
拙
が
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。 

こ
れ
ら
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
世
界
の
存
在
の
仕
方
を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
事
象
の
世
界
、
真
理
の
世
界
、
真
理
と
事
象
と
が
交
流
・
融
合
す

る
世
界
、
事
象
と
事
象
と
が
交
流
・
融
合
す
る
世
界
と
し
て
説
明
さ
れ
る
一
二

。
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
、
段
階
的
に
優
劣
の
あ
る
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
単
に
四

種
の
世
界
が
並
列
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
な
い
。
木
村
清
孝
は
「
四
法
界
の
全
体
も
、
つ
き
つ
め
た
立
場
で
は
、
唯
一
・
真
実
の
法
界
、
す
な
わ
ち
「
一
真
法

界
」
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
い
ず
れ
の
一
つ
の
法
界
に
よ
っ
て
も
統
合
・
包
括
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
」

神
秘
主
義
か
ら
汎
神
論
へ
の
展
開
は
容
易
に
推
論
で
き
る
。
一
人
一
人
の
人
間
の
う
ち
で
神
と
の
合
一
を
果
た
す
こ
と
が
本
当
に
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
神
は

超
越
的
で
唯
一
の
存
在
と
い
う
よ
り
も
世
界
に
遍
在
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
く
は
世
界
全
体
を
貫
く
理
法
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
の
根
柢
で
は

た
ら
い
て
い
る
と
い
う
見
方
を
す
る
な
ら
ば
、
仏
教
に
も
汎
神
論
的
側
面
が
多
分
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
大
拙
は
、
仏
教
が
そ
の
よ
う
な
汎
神

論
的
「
傾
向
」
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
そ
の
よ
う
な
見
処
に
と
ど
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
と
繰
り
返
し
断
じ
て
い
る
。 

   
神
秘
主
義
は
総
て
不
思
議
に
も
汎
神
論
的
傾
向
を
示
し
て
を
る
。
基
督
教
の
如
き
、
回
教
の
如
き
、
ま
が
ふ
か
た
な
き
一
神
教
に
在
り
て
も
、
神
秘
主
義

を
唱
道
す
る
も
の
は
悉
く
汎
神
論
的
と
な
り
て
、
一
木
一
石
の
上
に
も
神
を
認
め
ん
と
す
る
や
う
に
な
る
。
（
『
全
集
』
第
十
六
巻
、
四
六
八
頁
） 

仏
教
の
言
葉
で
事
と
理
と
い
ふ
の
が
あ
る
。
事
と
は
個
個
の
現
象
、
理
は
抽
象
的
原
理
で
あ
る
。
仏
教
、
こ
と
に
華
厳
に
、
四
法
界
（
事
法
界
、
理
法
界
、

理
事
無
礙
法
界
、
事
事
無
礙
法
界
）
と
い
ふ
の
が
あ
る
が
、
西
洋
で
は
上
の
三
つ
を
い
つ
て
、
最
後
の
事
事
無
礙
法
界
に
つ
い
て
は
ま
だ
何
も
い
は
れ
て

ゐ
な
い
。
こ
の
事
事
無
礙
法
界
が
東
洋
特
有
の
考
へ
方
な
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
二
十
巻
、
六
七
～
六
八
頁
） 
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神
秘
主
義
も
し
く
は
汎
神
論
は
、
こ
れ
ら
四
種
の
法
界
の
う
ち
理
事
無
礙
法
界
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
理
事
無
礙
法
界
に
つ
い
て
彼
は
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。 

こ
の
引
用
は
『
宗
教
と
近
代
人
』（
一
九
四
八
年
）
か
ら
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
大
拙
は
神
秘
主
義
と
距
離
を
取
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。
そ
の
距

離
の
実
測
が
こ
こ
で
は
理
事
無
礙
法
界
と
事
事
無
礙
法
界
と
の
間
で
測
ら
れ
て
い
る
。
理
事
無
礙
法
界
と
は
真
理
と
事
象
が
妨
げ
あ
う
こ
と
な
く
共
在
し
て
い

る
様
態
と
い
っ
て
よ
い
。
大
拙
の
神
秘
主
義
理
解
を
も
う
一
度
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
信
仰
的
神
秘
主
義
、
瞑
想
的
神
秘
主
義
、
知
的
神
秘
主
義
は
、
い
ず
れ

も
合
一
す
る
対
象
と
し
て
の
「
理
」（
真
理
）
が
何
ら
か
の
形
で
想
定
さ
れ
て
い
る
。
信
仰
的
神
秘
主
義
に
お
い
て
は
神
、
宇
宙
の
本
体
な
ど
、
瞑
想
的
神
秘
主

義
に
お
い
て
は
「
何
か
一
つ
の
概
念
」
、
す
な
わ
ち
阿
字
や
月
輪
な
ど
が
合
一
す
べ
き
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
知
的
神
秘
主
義
は
信
仰
や
瞑
想
で
は
な
く
直

観
を
方
法
と
す
る
点
で
前
二
者
と
は
異
な
る
も
の
の
、
合
一
す
る
べ
き
絶
対
や
一
元
な
ど
は
や
は
り
厳
然
と
存
立
し
て
い
る
。
大
拙
は
こ
れ
ら
の
宗
教
伝
統
で

「
合
一
」
と
し
て
語
ら
れ
る
神
秘
的
体
験
が
、
そ
の
実
い
ま
だ
「
二
元
的
」
な
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。
す
な
わ
ち
、
神
に
せ
よ
仏
法
に
せ
よ
、
絶
対
的

で
「
一
」
な
る
真
理
と
は
、
そ
も
そ
も
人
間
が
合
一
す
る
対
象
と
し
て
想
定
す
る
よ
う
な
「
一
」
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。
そ
も
そ
も
「
合
一
」
が
、

相
異
な
る
二
者
が
一
つ
に
融
け
あ
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
「
一
」
と
は
異
な
る
「
二
」
者
と
の
相
関
性
か
ら
規
定
さ
れ
る
「
一
」
と
な
る
。

同
様
に
、
物
質
的
世
界
、
も
し
く
は
現
実
の
事
象
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
真
理
そ
の
も
の
を
想
定
す
る
こ
と
は
、
そ
の
内
容
を
如
何
に
絶
対
的
な
も
の
と
し
て
記
述

一
三

と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
は
別
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
澄
観
自
身
が
四
種
目
の
「
事
事
無
礙
法
界
」
が
究
極
の
立
場
で
あ
る
と
い
う
見
方
を
採
っ

て
い
る
。
そ
し
て
大
拙
も
基
本
的
に
は
「
事
事
無
礙
法
界
」
を
究
極
と
す
る
、
段
階
的
観
点
か
ら
四
法
界
を
理
解
し
て
い
る
。 

  

こ
れ
を
普
通
の
言
葉
で
い
ふ
と
汎
神
論
的
な
考
へ
方
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
往
往
に
し
て
仏
教
は
汎
神
論
だ
と
い
ふ
人
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の

理
事
無
礙
の
世
界
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
或
は
こ
れ
を
神
秘
主
義
と
い
つ
て
も
よ
い
。
併
し
、
仏
教
は
こ
こ
に
留
ま
つ
て
を
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
だ
け

な
ら
所
謂
る
西
洋
的
論
理
的
考
へ
方
で
も
到
達
し
得
な
い
こ
と
は
な
い
。
東
洋
の
わ
れ
ら
は
こ
れ
を
霊
性
的
直
覚
と
い
ふ
が
、
西
洋
の
論
理
で
は
弁
証
法

的
と
い
ふ
の
か
も
知
れ
な
い
。
（
『
全
集
』
第
二
十
一
巻
、
一
三
五
頁
） 
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で
は
禅
が
以
上
の
神
秘
思
想
と
ど
の
よ
う
に
差
別
化
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
既
に
引
用
で
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
よ
れ
ば
、「
大
抵
の
神
秘
家
は
禅

宗
で
い
ふ
「
一
枚
」
の
処
だ
け
を
見
て
を
る
に
す
ぎ
」
な
い
。「
か
く
一
旦
通
り
ぬ
け
た
所
を
、
還
た
戻
つ
て
来
て
通
る
と
云
ふ
の
が
、
禅
の
修
行
の
始
終
で
あ

る
」
（
『
全
集
』
第
十
六
巻
、
四
四
八
頁
）
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
神
秘
的
合
一
と
呼
ば
れ
る
体
験
の
そ
の
先
に
、
さ
ら
に
そ
の
合
一
そ
の
も
の
を
放
擲
す
る
段

階
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
大
拙
に
と
っ
て
「
理
」
の
真
の
描
写
で
あ
っ
た
。 

し
よ
う
と
も
、
抽
象
性
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
真
理
と
い
う
何
者
か
を
一
つ
の
概
念
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
は
、
真
理
そ
の
も
の
の
内
実

を
表
現
し
え
な
い
。
そ
れ
故
に
、
大
拙
は
「
理
法
界
」
を
「
抽
象
的
真
理
」
と
評
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
禅
の
宗
教
体
験
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
「
事

事
無
礙
法
界
」
の
重
要
性
を
説
い
て
い
く
。
事
事
無
礙
法
界
と
は
、
一
つ
一
つ
の
具
体
的
な
事
象
に
お
い
て
、
個
物
と
個
物
と
が
円
融
相
即
す
る
様
態
を
示
し

て
い
る
。
こ
れ
は
我
々
が
一
般
的
に
用
い
る
論
理
の
立
場
に
お
い
て
は
極
め
て
不
合
理
な
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
大
拙
は
そ
の
不
合
理
の
と
こ
ろ
に
真
の

宗
教
性
を
見
出
し
て
い
る
（
こ
の
事
事
無
礙
法
界
の
内
実
、
禅
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
第
六
章
に
て
詳
述
す
る
）
。 

  

神
秘
主
義
に
は
ま
だ
抜
け
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
事
を
理
に
没
入
さ
せ
よ
う
と
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
事
を
事
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
な
く
て
な
ら

ぬ
。
そ
こ
に
事
事
無
礙
の
法
界
が
現
出
す
る
。
こ
れ
を
神
秘
主
義
と
は
云
は
れ
ぬ
。
寧
ろ
絶
対
的

実

在

論

ア
ブ
ソ
ル
ー
ト
・
リ
ア
リ
ズ
ム

と
云
つ
た
方
が
よ
か
ら
う
。
或
は

根
源
的
経
験
論

ラ
デ
イ
カ
ル
・
エ
ン
ピ
リ
シ
ズ
ム

と
で
も
云
ふ
べ
き
か
。
何
れ
に
し
て
も
、
無
礙
観
に
は
毫
末
も
神
秘
性
は
な
い
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
九
巻
、
一
四
〇
頁
） 

理
事
無
礙
で
は
汎
神
論
と
取
違
へ
ら
れ
な
い
で
も
な
い
。
…
…
と
こ
ろ
が
、
事
事
無
礙
観
に
な
る
と
、
事
が
理
で
あ
り
、
理
が
事
で
あ
る
と
見
て
、
そ
の

見
に
即
し
て
、
事
事
無
礙
を
成
立
さ
せ
る
。
事
即
理
、
理
即
事
だ
け
で
は
、
事
の
外
に
理
が
あ
り
、
理
の
外
に
事
が
あ
る
や
う
に
考
へ
ら
れ
て
な
ら
ぬ
で

あ
ら
う
。
が
、
事
が
そ
の
ま
ま
で
理
を
蔵
し
て
居
て
、
事
の
外
に
理
を
云
ひ
得
な
い
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
と
、
こ
れ
は
理
事
無
礙
よ
り
今
一
歩
進
ん
で
事

事
無
礙
と
云
ふ
と
き
、
こ
の
真
実
に
よ
り
、
、
精
確
な
表
現
を
与
ふ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
事
事
無
礙
が
亦
誤
解
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
は
事
事
無

礙
な
ら
、
事
は
理
に
融
合
し
て
、
唯
理
を
見
る
こ
と
に
な
ら
う
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
併
し
こ
れ
は
事
の
觀
念
に
徹
底
し
な
い
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
…
…

事
が
ど
こ
ま
で
も
事
で
あ
る
と
こ
ろ
に
理
が
あ
る
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
九
巻
、
一
三
九
～
一
四
〇
頁
） 

103 



 
 

事
事
無
礙
、
、
と
云
ふ
の
は
、
個
個
の
自
己
が
そ
の
個
た
る
所
以
を
全
う
し
な
が
ら
、
そ
の
ま
ま
で
、
他
己
と
円
融
し
て
無
礙
で
あ
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
理
事
無
礙
、
、
界
か
ら
の
飛
躍
で
あ
る
。
理
事
無
礙
の
場
で
は
、
各
各
の
事
が
一
般
者
た
る
理
の
上
に
向
つ
て
円
融
し
て
無
礙
、
、
で
あ
る
と
云
ふ
の
で
あ
る

が
、
事
事
無
礙
、
、
の
場
で
は
、
一
一
の
自
事、
が
一
一
の
他
事、
に
そ
の
ま
ま
で
円
融
し
て
無
礙
、
、
で
あ
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
理
事
観
か
ら
は
論
理
的
に
引

宗
教
的
真
理
が
「
理
」
と
い
う
個
別
の
概
念
と
し
て
措
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
言
葉
の
上
で
取
り
扱
い
易
く
な
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な

一
つ
の
概
念
と
し
て
固
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
「
理
」
が
本
来
も
っ
て
い
る
力
、
事
象
の
う
ち
で
作
用
す
る
力
と
い
う
側
面
が
見
落
さ
れ
て
し
ま
う
。
「
理
」

が
「
理
」
と
し
て
は
た
ら
く
様
子
を
よ
り
精
確
に
表
現
す
る
と
き
、
「
理
」
と
い
う
概
念
自
体
が
背
後
に
退
き
、
そ
れ
が
は
た
ら
き
だ
す
現
場
と
し
て
の
「
事
」

が
表
面
に
現
れ
て
来
る
。
理
法
界
は
真
理
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
未
だ
抽
象
的
な
概
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
理
事
無
礙
法
界
に
至
る
と
、
各
々

の
個
別
の
事
象
に
お
い
て
は
た
ら
く
真
理
と
し
て
よ
り
具
体
性
を
帯
び
て
く
る
。
そ
し
て
各
事
象
間
の
円
融
的
関
係
を
示
す
事
事
無
礙
法
界
に
至
っ
て
「
理
」

は
最
も
具
体
的
な
表
現
を
与
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
「
理
」
と
し
て
抽
象
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
は
い
な
い
。

確
か
に
「
理
」
は
実
体
的
な
原
理
と
し
て
は
、
こ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
事
象
に
お
い
て
事
象
に
即
し
た
「
理
」
は
こ
こ
で
確
か
に
想
定
さ
れ

て
い
る
。
「
事
が
ど
こ
ま
で
も
事
で
あ
る
と
こ
ろ
に
理
が
あ
る
の
で
あ
る
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
「
理
」
そ
の
も
の
の
最
も
具
体
的
な
作
用
を
表
現
し
て
い
る
。

む
し
ろ
、
事
事
無
礙
法
界
が
最
も
理
想
的
な
宗
教
意
識
の
内
実
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
何
の
契
機
も
な
し
に
突
然
経
験
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
理
事
無
礙

法
界
は
そ
こ
に
至
る
た
め
の
必
要
な
経
路
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
理
事
無
礙
法
界
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
大
拙
は
真
理
と
現
象
の
相
即
を
説
く
理
事

無
礙
法
界
が
、「
真
の
宗
教
意
識
で
は
な
い
」
と
い
う
言
い
方
で
評
価
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
内
実
を
持
つ
体
験
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

大
拙
が
事
事
無
礙
法
界
こ
そ
を
理
想
の
宗
教
経
験
と
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
理
事
無
礙
法
界
と
は
そ
れ
を
説
明
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
仮
想
の
段
階
で
あ
る

よ
う
に
も
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
神
と
の
合
一
、
阿
字
観
、
月
輪
観
、
こ
の
よ
う
な
神
秘
体
験
そ
れ
自
体
は
歴
史
上
に
も
厳

然
と
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
体
験
の
思
想
的
意
義
を
大
拙
が
論
じ
る
際
に
は
、
よ
り
望
ま
し
い
も
の
と
し
て
事
事
無
礙
法
界
が
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
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で
は
こ
の
理
事
無
礙
と
い
う
華
厳
教
学
の
範
疇
が
大
拙
の
禅
理
解
と
ど
の
よ
う
に
接
続
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
こ
の
節
を
閉
じ
た
い
。 

 

大
拙
は
当
初
、
禅
を
神
秘
主
義
の
範
疇
に
含
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
他
の
宗
教
伝
統
と
は
異
な
る
独
自
の
も
の
と
し
て
示
そ
う
と
し
た
。
大
拙
自
身
は
自
覚

し
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
の
と
き
既
に
、
後
の
神
秘
主
義
へ
の
決
別
が
萌
芽
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
神
秘
主
義
と
い
う
範
疇
と
決
別
し
た
一
九
四

〇
年
代
は
、
大
拙
が
禅
を
思
想
と
し
て
論
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
、
も
し
く
は
華
厳
思
想
を
援
用
し
始
め
た
時
期
と
合
致
す
る
。
彼
は
宗
教
学
的
術
語
に
よ

っ
て
諸
宗
教
を
解
釈
す
る
立
場
か
ら
、
仏
教
そ
れ
自
体
に
通
達
し
て
い
く
う
ち
に
、
大
乗
仏
教
の
立
場
か
ら
諸
宗
教
を
位
置
づ
け
る
立
場
へ
と
転
向
し
た
の
で

あ
る
（
こ
の
点
は
第
四
章
、
第
五
章
に
て
詳
述
す
る
）
。
大
拙
思
想
の
展
開
は
こ
の
よ
う
に
神
秘
主
義
の
受
容
と
超
克
の
道
程
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

事
事
が
無
礙
と
い
う
関
係
を
築
け
る
の
は
、
偏
に
そ
の
事
に
お
い
て
理
が
は
た
ら
い
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
仏
教
的
な
文
脈
に
限
定
す
れ
ば
、
理
の
内

実
は
「
無
分
別
」
も
し
く
は
「
無
差
別
」
と
し
て
記
述
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
体
が
互
い
に
円
融
し
あ
う
と
い
う
事
事
無
礙
法
界
は
、
根
柢
に
こ
の
「
無
差

別
」
の
理
が
は
た
ら
い
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
従
っ
て
、
四
法
界
を
段
階
的
に
理
解
し
よ
う
と
い
う
実
践
的
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
事
事
無
礙

法
界
に
先
立
っ
て
理
事
無
礙
法
界
の
段
階
を
経
る
こ
と
で
、
個
別
の
事
象
に
理
が
作
用
す
る
様
を
感
得
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
神
秘
主
義
と
は
大
拙
に
と
っ

て
事
事
無
礙
法
界
に
至
る
一
歩
手
前
、
個
的
な
事
象
に
お
い
て
理
が
は
た
ら
い
て
い
る
こ
と
を
、
み
ず
か
ら
の
存
在
を
通
じ
て
確
か
め
る
段
階
で
あ
る
。
神
秘

主
義
が
大
拙
の
解
釈
に
お
い
て
低
い
評
価
を
与
え
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
。 

  

鎔、
及
び
融、
の
字
義
は
空
間
的
で
あ
つ
て
運
動
を
示
し
て
は
ゐ
な
い
。
理
事
無
礙
で
も
空
色
無
関
で
も
大
智
の
姿
を
現
は
し
ま
す
が
、
大
悲
の

用
は
た
ら
き

は
そ
こ

き
出
さ
れ
ぬ
。
が
、
こ
の
地
盤
が
な
い
と
事
事
無
礙
、
、
に
徹
す
る
わ
け
に
行
か
ぬ
。
論
理
の
つ
な
が
り

、
、
、
、
が
有
る
や
う
で
無
い
。
事
事
無
礙
、
、
は
霊
性
的
自
覚
の

世
界
で
あ
る
。
事、
の
う
ら
に
理、
を
お
か
ず
に
、
事、
そ
の
ま
ま
で
そ
の
無
礙
、
、
を
認
覚
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
知
的
・
分
析
的
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
感
覚
や

知
性
の
世
界
、
即
ち
吾
等
の
直
接
経
験
の
世
界
を
少
し
も
毀
損
す
る
こ
と
な
し
に
、
霊
性
的
自
覚
の
世
界
が
、
云
つ
て
見
れ
ば
、
そ
の
上
に
加
わ
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
が
事
事
無
礙
、
、
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
九
巻
、
四
二
一
頁
） 
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し
か
し
な
が
ら
、
神
秘
主
義
を
め
ぐ
る
検
討
を
以
上
の
よ
う
に
結
論
し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
取
り
こ
ぼ
さ
れ
た
者
の
存
在
を
失
念
す
る
こ
と
に
な
る
。

神
と
の
合
一
を
基
本
的
立
場
と
す
る
限
り
、
神
秘
主
義
の
思
想
全
体
を
理
事
無
礙
法
界
と
位
置
づ
け
る
こ
と
に
一
定
の
妥
当
性
が
あ
る
と
し
て
も
、
果
た
し
て

神
秘
主
義
全
体
が
単
に
神
と
の
合
一
を
目
指
す
も
の
か
ど
う
か
、
改
め
て
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ド
イ
ツ
神
秘
主
義
の
代
表
者

こ
の
引
用
か
ら
、
華
厳
の
四
法
界
を
駆
使
す
る
枠
組
み
が
、
体
用
論
に
基
づ
い
て
理
解
、
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
「
体
用
」
の
枠
組
み

が
、「
大
智
」「
大
悲
」
と
い
う
観
点
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
動
く
世
界
」
が
「
用
」
と
の
連
関
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
前
章
で
考
察
し
た
「
動

性
」
の
内
実
を
、
改
め
て
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
部
に
お
い
て
詳
述
す
る
が
、
こ
の
「
大
智
」
と
「
大
悲
」
と
い
う
概
念
は
、
明
確
に
「
体
」
と
「
用
」

に
言
い
換
え
可
能
な
概
念
で
あ
る
一
四

。「
大
悲
」
と
は
「
大
智
」
の
働
き
で
あ
り
、「
大
智
」
は
「
大
悲
」
の
主
体
で
あ
り
、
両
者
は
本
来
不
可
分
の
関
係
に
あ

る
の
だ
が
、
言
葉
の
上
で
は
仮
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
大
智
は
「
体
」
、
大
悲
は
「
用
」
に
該
当
す
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
先
の
引
用
を
見
返
し

て
み
る
と
、
理
事
無
礙
法
界
と
は
体
用
と
い
う
二
側
面
の
う
ち
「
体
」
の
み
を
強
調
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
で
い
う
「
体
」
と
は
、
「
理
事
無
礙
」
の
「
理
」

と
同
様
、
「
無
分
別
」
も
し
く
は
「
無
差
別
」
を
そ
の
内
容
と
す
る
。
従
っ
て
、
「
体
」
の
み
が
強
調
さ
れ
る
理
事
無
礙
法
界
と
は
、
二
元
的
な
現
実
世
界
へ
の

は
た
ら
き
か
け
を
欠
い
た
段
階
、「
泯
絶
無
寄
」
や
「
語
観
雙
絶
」
と
表
現
さ
れ
る
境
界
を
意
味
し
て
い
る
と
い
え
る
。
神
秘
主
義
が
神
と
の
合
一
を
最
終
的
な

目
的
と
す
る
場
合
、
大
拙
に
と
っ
て
そ
れ
は
理
事
無
礙
法
界
、
す
な
わ
ち
現
実
へ
の
は
た
ら
き
か
け
を
欠
い
た
寂
静
主
義
的
立
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

   

第
四
節 

キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
接
点
と
し
て
の
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト 

に
は
見
え
ま
せ
ぬ
。
こ
れ
だ
け
で
す
ま
す
と
、
泯
絶
無
寄
と
か
語
観
雙
絶
と
か
云
ふ
こ
と
に
な
つ
て
、
只
管
に
瞑
想
の
境
地
を
示
唆
す
る
に
止
ま
る
の
で

す
。
動
く
世
界
を
取
り
お
と
す
憂
が
あ
り
ま
す
、
即
ち
理
の
世
界
が
余
り
あ
つ
て
事
の
世
界
が
不
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
『
全
集
』
第
七
巻
、
四
八

頁
） 
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マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
と
い
う
人
物
の
存
在
感
は
キ
リ
ス
ト
教
史
上
、
も
し
く
は
神
秘
思
想
史
上
に
お
い
て
も
際
立
っ
て
い
る
。
彼
が
生
き
た
時
代

の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
正
統
説
か
ら
逸
脱
し
た
こ
と
を
咎
と
し
て
彼
は
異
端
を
宣
告
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
彼
の
存
在
は
歴
史
の
闇
へ
と
葬
ら
れ
た
か

の
よ
う
に
見
え
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
と
い
っ
た
ド
イ
ツ
近
代
の
哲
学
者
た
ち
へ
と
そ
の

思
想
的
水
脈
を
伝
え
て
い
た
。
そ
の
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
思
想
的
営
為
を
捉
え
る
研
究
者
の
視
座
と
し
て
、
香
田
芳
樹
は
言
語
史
的
観
点
、
神
学
史
的
観
点
、
哲

学
史
的
観
点
、
社
会
史
的
観
点
と
い
う
四
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
が
あ
っ
た
と
概
括
し
て
い
る
一
七

。
以
下
、
香
田
の
概
説
に
従
っ
て
問
題
の
所
在
を
確
認
し
て

お
き
た
い
。 

彼
の
掲
げ
た
四
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
う
ち
、「
神
秘
主
義
」
と
関
わ
る
も
の
は
神
学
史
的
観
点
と
哲
学
史
的
観
点
で
あ
る
。
神
学
史
研
究
に
お
い
て
は
、
エ
ッ

ク
ハ
ル
ト
の
ラ
テ
ン
語
著
作
集
が
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
一
九
三
四
年
以
来
、
彼
の
中
心
思
想
を
ス
コ
ラ
学
の
主
流
、
す
な
わ
ち
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
（
一
二

二
五
頃
～
七
四
年
）
の
思
想
と
の
対
照
の
下
で
評
価
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
方
法
で
は
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
思
想
を
ト
ミ
ズ
ム
と
の
連

続
性
か
ら
捉
え
よ
う
と
す
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
の
逸
脱
に
関
し
て
は
お
の
ず
と
「
劣
化
し
た
思
想
」
と
さ
れ
る
。
逆
に
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
を
ト
マ
ス
の
後
継
者
と

す
る
努
力
に
お
い
て
は
そ
の
評
価
も
反
転
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
見
方
で
は
そ
も
そ
も
「
神
秘
思
想
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
は
必
要
と

さ
れ
な
く
な
る
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
転
じ
て
哲
学
史
上
の
問
題
と
し
て
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
を
扱
う
場
合
も
、
や
は
り
「
神
秘
主
義
」
と
い
う
評
価
を
拒
否

し
て
い
る
。
ク
ル
ト
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
は
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
を
哲
学
者
と
み
な
し
た
上
で
、
彼
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
、
プ
ロ
ク
ロ
ス
、
ア
ヴ
ェ
ロ
エ
ス

と
目
さ
れ
る
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
が
議
論
の
俎
上
に
上
が
る
。
と
い
う
の
も
、
彼
は
早
く
か
ら
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
仏
教
と
の
親
和
性
を
見
出
し
て
お

り
一
五

、
そ
れ
は
神
秘
主
義
と
決
別
す
る
一
九
四
〇
年
代
以
降
に
も
継
続
さ
れ
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
関
し
て
は
比
較
的
肯
定
的
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
以
下
、
本
節
で
は
他
の
神
秘
主
義
か
ら
差
別
化
さ
れ
る
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
像
に
つ
い
て
、
大
拙
の
解
釈
を
考
察
し
た
い
。
た
だ
し
、
大
拙
が
エ
ッ
ク
ハ
ル

ト
を
解
釈
す
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
著
作
に
沿
っ
て
詳
細
に
論
述
を
注
釈
す
る
と
い
っ
た
体
系
だ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
大
拙
は
禅
の
立

場
と
直
接
に
触
れ
あ
う
部
分
を
取
り
上
げ
て
説
明
す
る
形
式
を
採
る
。
時
代
的
制
約
も
あ
り
、
大
拙
が
取
り
上
げ
る
こ
と
の
で
き
た
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
著
作
は

ド
イ
ツ
語
説
教
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
説
教
集
に
つ
い
て
も
、
大
拙
は
英
語
訳
を
通
じ
て
読
ん
で
い
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
い
る
一
六

。
そ
の
た
め
彼
の
解
釈

は
現
代
の
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
研
究
の
状
況
か
ら
見
る
と
、
一
つ
の
限
界
を
有
し
て
い
る
。 
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大
拙
か
ら
見
た
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
像
と
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
、
現
在
で
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
橋
渡
し
を
可
能
に
す
る
「
神
秘
家
」

で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
本
論
が
問
題
と
す
べ
き
点
は
、
大
拙
の
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
解
釈
の
妥
当
性
で
は
な
い
。
彼
の
理
解
が
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
自
身
の
思
想
を
十
全

に
把
握
し
て
い
る
か
、
ま
し
て
や
そ
れ
が
正
統
な
も
の
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
こ
こ
で
は
扱
い
得
な
い
。
本
章
の
目
的
は
上
述
の
神
秘
主
義
の
問
題
と
同
様
、

エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
を
理
解
・
評
価
す
る
大
拙
の
理
解
の
枠
組
み
を
析
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
以
下
で
は
限
ら
れ
た
文
脈
か
ら
そ
れ
を
検
討
し
て
み
た

い
と
思
う
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ラ
テ
ン
語
著
作
か
ら
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
思
想
を
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、「
思
想
史
を
超
越
し
て
東
西
宗
教
を
接
合
す

る
神
秘
主
義
者
」
と
い
う
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
像
は
背
後
に
追
い
や
ら
れ
、
今
日
で
は
キ
リ
ス
ト
教
神
学
史
、
西
洋
哲
学
史
の
文
脈
の
中
で
相
対
化
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
主
張
す
る
「
眼
」
で
あ
る
。
大
拙
は
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
を
解
釈
す
る
際
に
た
び
た
び
こ
の
点
を
話
頭
に
挙
げ
る
。 

こ
れ
は
ド
イ
ツ
語
説
教
、
シ
ラ
書
第
二
十
四
章
三
十
節
に
つ
い
て
の
説
教
の
中
で
述
べ
ら
れ
る
一
節
「
私
が
神
を
見
る
目
は
、
神
が
私
を
見
る
の
と
同
じ
目
で

あ
る
。
私
の
目
と
神
の
目
は
、
一
つ
の
目
で
、
一
つ
の
視
力
、
一
つ
の
知
、
一
つ
の
愛
で
あ
る
」
と
い
う
記
述
を
踏
ま
え
て
の
議
論
で
あ
る
一
八

。
分
別
に
よ
る

意
識
（
分
別
智
）
と
「
無
分
別
の
分
別
」
に
よ
る
意
識
（
無
分
別
智
）
と
い
う
大
拙
の
二
分
法
は
、
こ
こ
で
も
適
用
さ
れ
て
い
る
。
内
と
外
と
を
同
時
に
「
見
」

と
い
っ
た
哲
学
者
た
ち
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
、
論
証
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
解
釈
し
よ
う
と
し
た
の
だ
と
い
う
。
こ
の
た
め
、
「
体
験
」
や
「
直
観
」

と
い
っ
た
心
理
主
義
的
観
点
か
ら
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
を
安
易
に
神
秘
家
と
位
置
づ
け
る
一
九
二
〇
年
代
の
傾
向
に
対
し
て
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
は
拒
絶
を
示
し
て
い
る
。 

  

エ
ク
ハ
ル
ト
の
一
隻
眼
は
内
と
外
と
を
一
目
に
見
る
と
云
ふ
。
内
と
は
心
で
あ
り
外
と
は
万
物
で
あ
る
、
或
は
内
と
は
神
で
あ
り
外
と
は
自
己
で
あ
る
。

上
来
所
用
の
語
彙
で
云
へ
ば
、
内
と
は
無
分
別
で
あ
り
、
無
心
で
あ
り
、
外
と
は
分
別
で
心
で
あ
る
。
内
外
を
一
目
に
見
る
一
隻
眼
無
分
別
の
分
別
、
無

心
の
心
で
あ
る
。
此
処
で
知、
の
眼
は
内
外
・
有
無
・
肯
定
否
定
の
両
界
を
一
時
に
照
破
す
る
。
エ
ク
ハ
ル
ト
の
眼
は
知
に
外
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
（
『
全

集
』
第
十
三
巻
、
一
四
三
頁
） 
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そ
れ
で
は
そ
の
よ
う
な
内
と
外
と
を
同
時
に
見
る
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
眼
と
は
、
よ
り
具
体
的
に
は
如
何
な
る
も
の
か
。
大
拙
は
そ
れ
を
「
見
る
も
の
が
即
ち

見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
表
現
で
説
明
し
て
い
る
。
人
間
が
見
る
と
き
、
見
ら
れ
る
存
在
が
神
で
あ
り
、
神
が
見
る
と
き
、
見
ら
れ
る
も
の
は
人
間
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
人
間
と
神
と
の
一
体
性
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
他
の
神
秘
主
義
思
想
で
い
わ
れ
る
よ
う
な
合
一
と
い
う
形
で
は
な

い
と
い
う
。
一
般
に
神
と
人
間
の
よ
う
に
、
対
立
し
た
二
者
が
一
つ
に
な
る
と
い
う
事
態
が
可
能
と
な
る
に
は
、
一
つ
の
も
の
の
中
に
他
方
の
も
の
が
吸
収
さ

れ
る
か
、
没
入
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
大
拙
は
二
者
を
そ
の
よ
う
な
形
で
一
と
す
る
限
り
、
そ
れ
は
未
だ
二
者
と
相
対
的
な
一
で
あ
る
と
し
て

退
け
る
の
で
あ
る
。
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
眼
が
、
他
の
神
秘
主
義
的
体
験
と
区
別
さ
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
体
験
が
動
的
・
行
為
的
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
っ
き
り
と
、
見
性
体
験
、
す
な
わ
ち
「
無
分
別
智
を
経
験
し
た
立
場
」
の
存
在
が
明
言
さ
れ
る
。
分
別
と
無
分
別
が
同
時
に
成
立
す
る
「
無
分
別
智
」
、

も
し
く
は
個
と
超
個
の
二
重
性
が
同
時
に
実
現
す
る
「
超
個
の
個
」
と
い
っ
た
事
態
は
、
「
体
験
」
の
立
場
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
る
。 

し
か
し
、
内
と
外
、
も
し
く
は
万
物
と
神
と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
分
別
と
無
分
別
も
ま
た
お
互
い
に
相
反
す
る
二
者
で
あ
る
。
そ
れ
を
同
時
に
成
立
さ
せ
よ

う
と
す
る
点
に
は
、
拭
い
き
れ
な
い
矛
盾
が
残
り
、
現
実
化
し
得
な
い
不
可
能
な
事
態
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
大
拙
は
そ
の
よ
う
な
「
矛
盾
」
そ

の
も
の
が
分
別
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
と
み
な
し
、
「
無
分
別
智
」
の
体
験
の
立
場
か
ら
そ
の
よ
う
な
批
判
を
退
け
て
い
る
。 

る
点
に
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
「
眼
」
の
本
質
が
あ
る
と
い
う
が
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
分
別
と
無
分
別
を
同
時
に
成
立
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。 

  

「
見
る
も
の
は
即
ち
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
点
は
、
人
間
が
神
と
不
可
分
に
結
合
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
エ
ッ
ク
ハ

エ
ク
ハ
ル
ト
の
眼、
は
本
当
の
意
味
で
の
自
己
で
あ
る
。
分
別
意
識
の
上
の
自
己
で
な
く
て
、
無
分
別
の
分
別
の
上
に
成
り
立
つ
自
己
で
あ
る
。
此
個、
は
千

差
の
諸
法
の
一
で
は
あ
る
が
、
単
な
る
個
で
は
な
い
。
一
方
に
千
差
が
あ
り
、
他
方
に
超
個
が
あ
る

―
云
は
ば
両
重
性
を
持
つ
た
個
で
あ
る
。
…
…
超

個
性
も
そ
れ
だ
け
で
は
何
に
も
な
ら
ぬ
、
何
の
働
き
も
出
な
い
。
こ
れ
と
彼
と
相
依
り
相
助
け
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
即
ち
エ
ク
ハ
ル
ト
の
眼、
が
出
来
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
上
来
記
述
の
知、
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
今
の
や
う
に
話
す
る
と
、
分
別
意
識
的
に
解
せ
ら
れ
る
恐
れ
が
十
分
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
く
れ
ぐ

れ
も
云
つ
た
や
う
に
、
見
性
経
験
を
通
し
て
来
て
か
ら
の
話
だ
と
心
得
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
（
『
全
集
』
第
十
三
巻
、
一
四
四
頁
） 
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ま
た
別
の
視
点
と
し
て
、
大
拙
は
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
が
「
自
分
は
神
の
心
に
従
う
て
居
る
の
か
、
自
分
の
心
の
通
り
に
動
い
て
居
る
の
か
、
何
も
知
ら
ず
に
居

る
と
云
ふ
と
こ
ろ
ま
で
来
な
い
と
、
本
物
で
は
な
い
」
と
語
っ
た
こ
と
に
自
分
の
論
を
重
ね
て
い
る
。 

 

神
が
被
造
物
を
見
る
作
用
が
、
被
造
物
か
ら
神
を
見
る
作
用
と
し
て
還
帰
す
る
も
の
と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
第
一
章
で
論
じ
た
阿
弥
陀
仏
と
念
仏

者
の
円
環
的
関
係
を
意
味
す
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
神
と
被
造
物
は
相
互
に
「
見
る
」
と
い
う
行
為
を
通
じ
て
そ
の
一
体
性
を
築
く
。 

こ
こ
で
大
拙
の
い
う
行
為
的
立
場
が
は
っ
き
り
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
固
定
的
な
観
念
と
し
て
の
神
で
は
な
く
、
人
間
へ
向
か
う
神
の
は
た
ら
き
か
け
、
そ
し

て
人
間
か
ら
神
へ
の
は
た
ら
き
か
け
に
お
い
て
合
一
が
語
ら
れ
る
。 

「
眼
」
と
は
見
る
と
い
う
行
為
に
先
立
っ
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
人
間
が
あ
ら
か
じ
め
具
え
も
つ
「
眼
」
に
よ
っ
て
、
見
る
も
の
と
見
ら
れ
る
も
の
を

結
合
さ
せ
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
見
る
も
の
と
見
ら
れ
る
も
の
と
が
同
一
に
な
る
と
き
に
、
「
眼
」
は
成
立
す
る
の
で
あ
る
。 

ル
ト
の
眼
は
、
あ
く
ま
で
も
「
見
る
」
と
い
う
行
為
を
媒
介
に
し
て
、
両
者
の
同
一
性
を
成
立
さ
せ
る
の
で
あ
る
。 

    

ふ
た
た
び
エ
ク
ハ
ル
ト
を
引
か
う
。「
心
の
単
純
な
人
々
は
、
あ
だ
か
も
神
は
彼
方
に
ま
し
ま
し
、
わ
れ
わ
れ
は
此
方
に
ゐ
る
の
だ
と
考
へ
る
。
さ
う
で
は

な
い
。
神
と
わ
た
し
と
は
、
わ
た
し
が
神
を
覚
知
す
る
行
為
に
お
い
て
一
つ
で
あ
る
」
。
（
『
全
集
』
第
十
四
巻
、
四
三
五
頁
）
一
九 

見
る
も
の
が
即
ち
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
只
の
不
二
と
云
ふ
こ
と
で
な
く
、
其
間
に
眼、
を
媒
介
と
し
て
居
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

併
し
そ
の
眼
は
、
見
る
も
の
と
見
ら
れ
る
も
の
と
の
間
に
、
別
個
の
存
在
と
し
て
在
る
の
で
は
、
固
よ
り
な
い
。
見
る
も
の
と
か
、
見
ら
れ
る
も
の
と
か

云
ふ
と
き
、
論
理
の
順
序
と
し
て
は
、
既
に
そ
こ
に
眼
は
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
眼
は
時
間
的
に
始
め
か
ら
そ
こ
に
あ
る
の
で
な
く
、
見
ら
れ
る
も
の
が
見

る
も
の
、
見
る
も
の
が
見
ら
れ
る
も
の
と
云
ふ
と
き
、
立
地
に
成
立
す
る
眼
で
あ
る
。
何
れ
も
話
の
上
で
の
事
で
あ
る
が
、
か
う
云
ふ
風
に
話
す
る
と
、

禅
経
験
の
事
実
が
呑
み
込
め
る
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
三
巻
、
一
四
四
～
一
四
五
頁
） 
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以
上
、
大
拙
の
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
理
解
を
限
ら
れ
た
文
脈
か
ら
考
察
し
て
来
た
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
大
拙
は
み
ず
か
ら
の
思
想
的
枠
組
み
を
利
用
し
て
エ
ッ
ク

ハ
ル
ト
思
想
を
切
り
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
眼
」
で
論
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、「
体
用
」
の
う
ち
の
「
用
」
の
強
調
で
あ
る
。
大
拙
は
禅
の
文
脈
に
お
い
て

大
拙
は
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
が
神
の
心
と
も
自
分
の
心
と
も
名
状
で
き
な
い
よ
う
な
境
地
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
、
そ
こ
に
仏
教
の
理
想
を
重
ね
て
い
る
。
大

拙
に
と
っ
て
は
「
神
」
と
い
う
「
言
葉
」
も
ま
た
、
最
後
に
は
捨
て
去
ら
れ
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
先
に
論
じ
た
よ
う
に
、
大
拙
に
と
っ
て
の
理
想

的
な
宗
教
体
験
と
は
、
日
常
の
行
為
に
お
い
て
は
た
ら
き
だ
す
も
の
の
体
得
と
い
う
べ
き
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
体
験
に
よ
っ
て
日
常
性
そ
の
も
の
が
よ
り
活
き

活
き
し
た
も
の
に
な
る
、
そ
の
よ
う
な
体
験
を
彼
は
論
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
結
局
そ
れ
は
日
常
性
（
生
の
現
場
）
そ
の
も
の
の
中
へ
み
ず
か
ら
没
入
す
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
神
秘
体
験
を
理
事
無
礙
法
界
の
境
位
と
位
置
づ
け
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
具
体
的
な
一
つ
一
つ
の
事
象
を
貫
く
理
法
そ
の
も
の
の
体
得

で
あ
る
。
こ
の
理
法
と
み
ず
か
ら
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
確
か
に
事
象
の
世
界
を
人
間
の
狭
隘
な
視
野
で
は
な
く
、
よ
り
根
源
的
な
視
野
か
ら
認
識
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
日
常
世
界
を
よ
り
能
動
的
、
肯
定
的
に
受
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
人
間
の
心
に
「
理
」
と
い
う
観
念

が
残
っ
て
い
る
限
り
、
真
に
日
常
性
に
徹
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
の
「
理
」
に
は
た
ら
か
さ
れ
、
か
つ
は
た
ら
く
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
そ

の
「
理
」
に
囚
わ
れ
な
い
在
り
様
が
大
拙
の
い
う
究
極
の
立
場
と
思
わ
れ
る
。
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
が
「
神
を
捨
て
る
」
と
い
う
と
き
、
大
拙
が
「
悟
り
了
れ
ば
未

悟
に
同
じ
」
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
「
神
」
や
「
悟
り
」
と
い
う
「
理
」
の
観
念
を
実
践
の
中
で
忘
却
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
「
神
」
や
「
悟
り
」

の
本
義
を
真
に
現
す
た
め
に
は
、
そ
の
観
念
そ
の
も
の
を
放
棄
す
る
と
い
う
逆
説
的
な
関
係
が
こ
こ
に
は
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

  

神
、
神
と
云
ふ
こ
と
も
結
構
だ
、
仏
、
仏
、
と
云
ふ
こ
と
も
結
構
だ
。
が
、
そ
の
仏
と
云
ふ
も
の
を
、
云
う
て
居
る
以
上
は
、
神
と
云
ふ
こ
と
を
、
云
う

て
居
る
以
上
は
、
ま
だ
本
物
で
な
い
、
さ
う
云
ふ
意
識
が
残
つ
て
居
つ
て
は
不
可
な
い
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
ま
づ
意
識
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
は

人
間
と
し
て
の
践
む
べ
き
条
件
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
止
ま
る
べ
き
で
な
い
。
そ
の
意
識
か
ら
、
も
う
一
歩
進
め
て
、
意
識
し
た
と
云
ふ
こ
と
も
、
捨
て
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
、
か
う
云
ふ
点
が
、
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
エ
ク
ハ
ル
ト
の
考
へ
も
此
ま
で
到
達
し
て
居
る
。
仏
教
の
極
意
も
畢
竟

は
此
に
在
る
こ
と
と
信
ず
る
。
（
『
全
集
』
第
十
四
巻
、
五
八
～
五
九
頁
）
二
〇 
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さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
大
拙
の
神
秘
主
義
論
を
考
察
し
た
こ
と
で
改
め
て
主
張
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
彼
の
宗
教
論
全
体
を
貫
い
て
規
定
し
て
い
る

「
体
験
」
と
い
う
要
素
で
あ
る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
神
秘
主
義
論
の
み
の
問
題
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
既
に
第
一
章
と
第
二
章
を
通
じ
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
思
う
。
大
拙
は
親
鸞
や
道
元
を
も
体
験
主
義
的
な
前
提
で
解
釈
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
親
鸞
に
お
い
て
は
浄
土
往
生
を
臨
終
時
の
事
と

定
め
る
場
合
、
道
元
に
お
い
て
は
修
証
の
不
二
性
を
時
間
的
継
続
性
と
し
て
捉
え
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
「
体
験
」
と
い
う
要
素
を
持
ち
込
む
こ
と
は
斥
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
大
拙
は
現
生
に
お
け
る
即
得
往
生
、
そ
し
て
無
分
別
の
分
別
と
し
て
の
修
証
一
等
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の

思
想
の
中
に
「
体
験
」
が
介
在
す
る
余
地
を
確
保
し
た
の
で
あ
る
。
宗
教
の
本
質
と
し
て
「
体
験
」
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
宗
教
の
中
心
的
関
心
事
が
他
な
ら

ぬ
生
の
只
中
に
あ
る
こ
と
の
宣
言
に
他
な
ら
な
い
。
往
生
も
修
証
も
死
後
、
も
し
く
は
未
来
に
成
就
す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
生
に
お
い
て
一
つ
の
時
間
的

限
定
を
も
っ
て
達
成
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
大
拙
は
「
体
験
」
の
強
調
を
通
じ
て
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
無
論
、
臨
終
往
生
説
も
時
間
的
継
続
と

し
て
の
修
証
一
等
説
も
、
大
拙
の
い
う
「
体
験
」
と
は
異
な
る
形
で
、
生
死
を
中
心
的
な
主
題
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
宗
教
を
生
に
活
か
す

と
い
う
意
味
で
は
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
大
拙
の
い
う
「
体
験
」
と
は
そ
の
生
の
中
に
、
生
の
内
実
を
転
換
さ
せ
る
時
間
的
な
一
点
を
明
確
に
定
め
る
こ

は
体
と
用
を
不
可
分
の
関
係
と
見
て
い
る
。
悟
り
と
は
作
用
に
他
な
ら
ず
、
こ
の
作
用
の
他
に
悟
り
を
実
体
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
で
エ
ッ
ク
ハ

ル
ト
は
「
見
る
」
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
神
の
存
在
は
依
然
と
し
て
残
さ
れ
る
。
理
事
無
礙
の
関
係
か
ら
さ
ら
に
「
理
」
た
る
神
を
捨

て
る
よ
う
述
べ
る
こ
と
で
大
拙
の
い
う
事
事
無
礙
に
接
近
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
神
が
完
全
に
忘
却
し
去
ら
れ
る

ま
で
に
日
常
性
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
お
い
て
は
ど
こ
ま
で
も
「
神
の
た
め
に
」
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
こ

と
を
捉
え
て
か
、
大
拙
は
「
エ
ク
ハ
ル
ト
の
中
に
は
ま
だ
抽
象
が
あ
る
」
（
『
全
集
』
第
二
十
一
巻
、
三
六
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と

大
拙
の
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
対
す
る
評
価
も
、
単
に
神
秘
主
義
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
だ
け
で
な
く
、
み
ず
か
ら
の
仏
教
理
解
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
が
十
分
明
ら

か
に
な
っ
た
と
思
う
。 

  

第
五
節 

神
秘
主
義
と
「
体
験
」 
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そ
も
そ
も
如
何
な
る
宗
教
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
の
教
義
の
中
に
は
、
非
合
理
的
な
言
説
が
多
か
れ
少
な
か
れ
含
ま
れ
て
い
る
。
大
拙
自
身
も
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
触
れ
て
い
る
。 

 

で
は
、
そ
の
大
拙
が
殊
更
に
「
体
験
」
を
主
張
し
た
こ
と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
理
性
に
よ
っ
て
捉
え
き
れ
な
い
動
的
な
宗
教
意
識
を
説
明

す
る
た
め
に
要
請
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
人
間
は
感
覚
器
官
に
加
え
て
思
惟
作
用
を
用
い
る
こ
と
で
万
象
を
捉
え
て
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
大
拙
の
い
う
「
宗
教
」
は
単
な
る
感
覚
器
官
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
も
、
思
惟
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
と

は
い
え
、
思
惟
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
の
間
に
は
明
確
な
区
別
が
必
要
で
あ
る
。
思
惟
や
五
官
の
対
象
と
な

ら
な
く
と
も
、
人
間
に
交
渉
を
も
つ
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
そ
の
よ
う
な
宗
教
性
を
大
拙
は
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
大
拙
は
「
体
験
の
事
実
」
と
い
う

言
葉
を
用
い
る
の
で
あ
る
。
思
惟
分
別
に
よ
っ
て
は
捉
え
ら
れ
な
い
も
の
を
仮
に
想
定
し
た
と
し
て
も
、
ま
さ
に
思
惟
を
超
え
て
い
る
た
め
に
、
も
は
や
そ
れ

に
つ
い
て
は
、
有
無
や
善
悪
は
お
ろ
か
、
そ
れ
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
っ
た
判
断
を
加
え
る
こ
と
は
自
己
矛
盾
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
そ

れ
を
宗
教
と
し
て
論
じ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
は
、
そ
の
「
体
験
」
が
事
実
と
し
て
個
人
や
社
会
の
中
に
存
在
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
個
人
の
内

的
世
界
に
決
定
的
な
転
換
を
も
た
ら
し
た
瞬
間
を
、「
体
験
」
と
い
う
語
で
限
定
し
、
さ
ら
に
社
会
が
こ
の
概
念
を
一
般
通
念
と
し
て
認
め
た
と
き
、
本
来
不
可

説
で
あ
る
は
ず
の
宗
教
性
が
「
体
験
」
と
い
う
言
葉
で
措
定
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 
そ
の
「
体
験
」
を
論
じ
る
上
で
最
も
有
効
な
理
論
的
枠
組
み
と
な
っ
た
の
は
宗
教
学
に
お
け
る
神
秘
主
義
研
究
の
伝
統
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

宗
教
学
的
な
文
脈
に
合
流
さ
せ
る
こ
と
で
、
大
拙
の
い
う
「
体
験
」
は
仏
教
的
な
開
悟
の
体
験
だ
け
に
限
定
さ
れ
ず
、
東
西
の
宗
教
を
横
断
し
た
普
遍
的
な
「
体

験
」
へ
と
そ
の
議
論
領
域
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
で
あ
っ
て
も
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
で
あ
っ
て
も
、
大
拙
の
着

眼
点
は
彼
ら
が
単
に
そ
れ
ま
で
の
思
想
伝
統
を
引
き
継
い
だ
神
学
者
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
み
ず
か
ら
親
し
く
霊
界
や
神
と
触
れ
あ
っ
た
「
体
験
者
」
で
あ

っ
た
点
に
あ
る
。
大
拙
に
と
っ
て
神
秘
主
義
論
と
は
自
身
の
宗
教
理
解
を
捉
え
る
上
で
好
個
の
理
論
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

と
を
目
論
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。 

 

周
知
の
と
ほ
り
、
神
秘
主
義
者
は
み
な
、
み
づ
か
ら
の
見
解
を
説
く
の
に
逆
説
を
好
む
。
た
と
へ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
者
は
次
の
や
う
に
云
ふ
で
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以
上
本
章
で
は
大
拙
の
宗
教
論
全
体
を
網
羅
す
る
「
神
秘
主
義
」
の
問
題
を
考
察
し
て
き
た
。
彼
は
世
界
の
宗
教
を
「
神
秘
主
義
」
の
立
場
か
ら
包
括
的
に

論
じ
う
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
よ
う
に
、
神
秘
を
あ
ま
り
に
具
体
的
に
描
写
し
よ
う
と
す
る
人
物
に
対
し

て
は
距
離
を
お
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

宗
教
体
験
が
非
合
理
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
の
宗
教
体
験
に
よ
っ
て
生
の
在
り
様
を
転
換
さ
せ
て
い
く
と
こ
ろ
に
そ
の
体
験
の
意
義
が
あ
る
、
と
い
う
プ
ラ
グ

マ
テ
ィ
ッ
ク
な
考
え
を
大
拙
は
懐
い
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
他
方
で
宗
教
体
験
の
内
実
を
非
合
理
な
が
ら
も
論
理
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し

て
い
こ
う
と
い
う
課
題
も
放
棄
さ
れ
る
こ
と
な
く
保
持
し
て
い
た
。
こ
の
体
験
の
論
理
化
が
果
た
さ
れ
る
の
は
、
の
ち
の
禅
思
想
の
成
立
ま
で
待
た
な
く
て
は

な
ら
な
い
。 

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
い
わ
れ
る
「
体
験
」
と
は
、
思
惟
分
別
を
超
越
し
た
存
在
や
原
理
と
の
関
係
が
、
論
理
の
上
で
は
結
び
つ
か
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事

実
と
し
て
は
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
非
合
理
性
を
説
明
可
能
と
す
る
た
め
の
枠
組
み
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
宗
教
理
解
の
た
め
の
枠
組
み
と
は
い
い
つ
つ
、

こ
の
言
葉
は
そ
の
非
合
理
性
の
内
実
を
そ
れ
以
上
明
ら
か
に
し
な
い
以
上
、
宗
教
思
想
の
面
か
ら
見
れ
ば
一
種
の
行
き
止
ま
り
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
、「
体
験
」

と
い
う
言
葉
は
結
果
と
し
て
、
宗
教
を
人
間
の
心
理
的
な
事
象
の
枠
内
に
限
定
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
、
問
題
は
心
理
主
義
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判
へ
と
波
及

し
て
い
く
。
し
か
し
、
大
拙
は
体
験
の
も
つ
形
而
上
学
的
な
意
味
よ
り
も
、
そ
の
実
践
的
意
味
を
よ
り
強
調
し
た
。 

   

結 あ
ら
う
。「
神
は
実
在
で
あ
る
。
し
か
も
か
れ
は
無
で
あ
り
、
無
限
の
空
で
あ
る
。
か
れ
は
全
存
在
で
あ
る
と
と
も
に
非
存
在
で
あ
る
。
神
の
国
は
実
在
で

あ
り
、
客
観
的
存
在
で
あ
る
。
同
時
に
そ
れ
は
、
わ
た
し
自
身
の
中
に
あ
る

―
わ
た
し
み
づ
か
ら
が
天
国
で
あ
り
、
地
獄
で
あ
る
」
。
エ
ク
ハ
ル
ト
の

「
聖
な
る
暗
黒
」
や
、「
不
動
の
動
者
」
も
同
様
の
例
で
あ
る
。
神
秘
主
義
の
文
献
か
ら
気
の
向
く
ま
ま
に
こ
の
や
う
な
言
葉
を
拾
ひ
だ
し
、
そ
れ
で
一
冊
、

神
秘
主
義
非
合
理
の
本
を
編
纂
す
る
こ
と
も
で
き
る
ほ
ど
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
四
巻
、
四
三
七
頁
） 
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し
か
し
、
大
拙
の
思
想
中
で
神
秘
主
義
論
が
一
貫
し
て
同
様
の
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
彼
は
「
神
秘
主
義
」
を
、
諸
宗
教
を
説
明
す
る
た

め
の
枠
組
み
と
し
て
長
ら
く
使
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
理
解
の
下
で
は
禅
も
神
秘
主
義
の
一
形
態
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と

こ
ろ
が
、
他
方
で
、
上
述
し
た
よ
う
な
華
厳
教
学
に
基
づ
く
神
秘
主
義
批
判
も
展
開
さ
れ
る
。
こ
の
二
面
性
は
大
拙
思
想
の
矛
盾
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
そ

の
思
想
展
開
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
神
秘
主
義
に
基
礎
を
置
く
立
場
か
ら
、
そ
れ
を
批
判
す
る
禅
思
想
の
立
場
へ
と
転
向
し
て
い
く
中
で
、
相
異
な

る
言
説
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
限
っ
て
は
神
秘
主
義
か
ら
の
決
別
を
果
た
し
た
晩
年
の
著
作
に
お
い
て

も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
理
事
無
礙
法
界
と
み
な
さ
れ
る
西
洋
の
神
秘
主
義
の
中
で
も
、
理
（
神
）
の
放
棄
が
語
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
大
拙

に
と
っ
て
そ
れ
は
事
事
無
礙
法
界
へ
の
通
路
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
批
判
に
せ
よ
、
賛
辞
に
せ
よ
、
彼
の
理
解
の
背
景
に
あ
っ

た
も
の
は
（
禅
の
立
場
か
ら
見
た
）
華
厳
の
思
想
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
神
秘
主
義
論
は
大
拙
の
体
験
主
義
的
宗
教
観
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
拙
が
体
験
の
内
実
を
問
題
と
す
る
よ
う
に
な
る
と
、「
神
秘

主
義
」
と
い
う
枠
組
み
そ
の
も
の
は
斥
け
ら
れ
る
に
至
る
。
そ
の
際
の
解
釈
の
視
点
と
な
っ
た
華
厳
教
学
の
四
法
界
も
、
大
拙
に
と
っ
て
は
体
用
論
の
展
開
の

 

大
拙
の
神
秘
主
義
論
の
特
徴
は
、
神
と
の
合
一
と
し
て
の
神
秘
主
義
を
汎
神
論
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
を
華
厳
教
学
の
四
法
界
の
中
に
位
置
づ
け
た
点
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
二
つ
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
一
つ
に
、
世
界
の
宗
教
思
想
を
大
乗
仏
教
と
同
じ
議
論
の
土
俵
に
持
ち
込
ん
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
一
つ
に
、

神
秘
主
義
論
に
相
当
す
る
理
事
無
礙
法
界
の
上
に
、
事
事
無
礙
法
界
と
い
う
別
の
見
方
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
二
点
目
は
禅
や
華
厳
経
が
神
秘
主
義

的
宗
教
に
優
越
す
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
価
値
的
主
張
へ
と
連
な
っ
て
い
く
。 

 

神
秘
主
義
論
を
汎
神
論
的
に
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
述
の
議
論
へ
と
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
他
方
で
神
秘
主
義
を
神
秘
体
験
の
宗
教
と
し
て

考
え
る
場
合
、
そ
れ
は
同
時
に
宗
教
体
験
の
強
調
と
い
う
文
脈
へ
と
移
っ
て
い
く
。
大
拙
は
宗
教
体
験
を
「
神
と
の
合
一
」
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
を
批
判
す

る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
説
明
内
容
の
問
題
で
あ
っ
て
、
説
明
さ
れ
る
べ
き
体
験
は
あ
く
ま
で
も
前
提
と
し
て
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
体
験
」
と
い
う
理
解

は
、
大
拙
思
想
の
全
体
を
通
じ
て
ほ
ぼ
一
貫
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
神
秘
主
義
の
位
置
づ
け
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
体
験
の
強
調
に
関
し
て
は
否
定
さ

れ
る
こ
と
な
く
維
持
さ
れ
て
い
る
（
「
神
秘
主
義
」
や
「
体
験
」
と
い
っ
た
枠
組
み
が
大
拙
思
想
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
問
題
は
、

第
四
章
に
て
詳
述
す
る
）
。 
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一
つ
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
宗
教
観
が
体
験
主
義
、
四
法
界
、
体
用
論
と
い
っ
た
諸
要
素
か
ら
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。 

  

 

一 

岸
本
英
夫
『
宗
教
神
秘
主
義
』
大
明
堂
、
一
九
五
八
年
、
四
〇
～
四
一
頁
。 

二 

次
の
一
節
は
カ
ン
ト
の
『
視
霊
者
の
夢
』
の
中
で
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
こ
の
著
者
の
大
著
は
ナ
ン
セ
ン
ス
が
い
っ
ぱ
い
に
詰
ま
っ
た
四
つ
折
判
八
巻
か
ら
成
り
、
そ
れ
を
彼

は
『
天
界
の
秘
儀
』A

rcan
a caelestia

と
い
う
名
の
も
と
に
新
た
な
啓
示
と
し
て
世
に
問
う
。
そ
こ
で
彼
は
し
ば
し
ば
自
分
が
見
た
幻
影
に
よ
っ
て
モ
ー
セ
の
最
初
の
二
巻
の
秘
儀
を

解
き
明
か
し
、
似
た
よ
う
な
釈
義
の
手
法
を
聖
書
全
体
に
適
用
す
る
。
こ
う
し
た
夢
見
心
地
の
釈
義
は
ど
れ
も
今
の
私
に
は
無
用
で
あ
る
」
（
福
谷
茂
他
訳
『
カ
ン
ト
全
集
』
第
三
巻
、

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
二
九
四
頁
）
。 

三 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
原
著
は
ラ
テ
ン
語
で
あ
る
が
、
大
拙
が
翻
訳
の
際
底
本
と
し
た
も
の
は
、
そ
の
英
訳
版
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
著
作
の
出
典
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
。

『
天
界
と
地
獄
』（D

e C
aelo et eju

s M
irabilibu

s et de In
fern

o, ex A
u

ditis et V
isis, 1758. H

eaven
 an

d its W
on

ders an
d H

ell, 1905.

）
、
『
神
智
と
神
愛
』（S

apien
tia 

angelica de D
ivin

o A
m

ore et de D
ivin

a S
apien

tia, 1763. D
ivin

e L
ove an

d D
ivin

e W
isdom

, 1912.

）
、
『
神
慮
論
』（S

apien
tia an

gelica de D
ivin

a P
robiden

tia, 
1763. D

ivin
e P

roviden
ce, 1907.

）
、
『
新
エ
ル
サ
レ
ム
と
そ
の
教
説
』
（D

e N
ova H

ierosolym
a et eju

s D
octorin

a C
oelesti, 1758. T

h
e N

ew
 Jeru

salem
 an

d its 
H

eaven
ly D

octorin
e accordin

g to W
h

at h
as been

 h
eard from

 H
eaven

, w
ith

 an
 In

trodu
ction

 con
cern

in
g th

e N
ew

 H
eaven

 an
d th

e N
ew

 E
arth

, 1908.

） 

四 

た
だ
し
大
拙
は
渡
米
前
か
ら
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
一
八
九
六
年
の
論
文
の
中
で
エ
マ
ー
ソ
ン
の
文
章
を
引
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
巻
、
四
九
頁
）
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
そ
れ
以
上
の
言
及
は
な
い
。 

五 

以
上
の
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
は
、
吉
永
進
一
「
大
拙
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ 

そ
の
歴
史
的
背
景
」（
『
宗
教
哲
学
研
究
』
第
二
十
二
号
、
京
都
宗
教
哲
学
会
、
二
〇
〇
五
年
）
、

参
照
。 

六 

吉
永
進
一
「
大
拙
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ 

そ
の
歴
史
的
背
景
」
、
四
七
頁
。 

七 

古
野
清
人
「
鈴
木
大
拙
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
」（
久
松
真
一
他
編
『
鈴
木
大
拙 

―
人
と
思
想
―
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）
や
、
そ
れ
を
引
用
す
るT

atsu
ya N

agash
im

a, 
"D

aisetsu
 T. S

u
zu

k
i, In

tern
ation

ally k
n

ow
n

 B
u

ddh
ist: C

rypto-S
w

eden
borgian

? " N
ew

 C
h

u
rch

 L
ife vol.112, T

h
e G

en
eral C

h
u

rch
 of T

h
e N

ew
 Jeru

salem
,  

1993.

で
は
、
大
拙
に
対
す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
影
響
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。 

八 

大
拙
は
処
女
作
『
新
宗
教
論
』
で
宗
教
と
科
学
の
相
補
的
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
宗
教
は
科
学
に
よ
っ
て
そ
の
教
義
の
真
偽
を
弁
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
て

い
る
。
「
故
に
宗
教
思
想
の
中
に
は
、
真
偽
相
混
じ
、
是
非
相
交
は
る
と
謂
ふ
べ
し
。
真
理
は
非
真
理
と
手
を
携
へ
、
事
実
は
非
事
実
と
肩
を
並
ぶ
、
猶
ほ
鉱
山
よ
り
新
た
に
掘
り
出
さ

れ
た
る
金
塊
の
如
し
。
必
ず
や
智
慧
の
炉
韛
に
入
れ
て
千
鍛
百
練
を
経
ん
を
要
す
。
科
学
は
即
ち
炉
韛
な
り
、
鉗
鎚
な
り
、
宗
教
の
妄
想
を
滅
尽
し
て
独
り
其
真
髄
を
残
留
せ
し
む
」

（
『
全
集
』
第
二
十
三
巻
、
一
〇
七
～
一
〇
八
頁
）
。 

九 

大
拙
は
こ
れ
に
続
け
て
「
迷
信
的
神
秘
主
義
」
と
い
う
分
類
も
示
し
て
い
る
が
、
名
前
を
挙
げ
る
の
み
で
、
詳
細
は
論
じ
て
い
な
い
。 

一
〇 

例
え
ば
『
禅
』（
一
九
六
五
年
）
で
は
「
禅
は
そ
の
逆
説
に
お
い
て
、
他
の
ど
の
神
秘
的
な
教
へ
に
も
ま
し
て
、
大
胆
な
ま
で
に
具
体
的
で
あ
る
、
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
」（
『
全
集
』

第
十
四
巻
、
四
三
八
頁
）
と
あ
る
。 

一
一 

「
特
に
外
に
一
種
を
設
け
て
禅
宗
を
区
分
す
る
も
よ
け
れ
ど
、
禅
宗
に
も
可
な
り
に
他
の
此
種
の
神
秘
主
義
と
疏
通
す
る
処
が
あ
る
か
ら
、
今
は
其
共
有
点
か
ら
見
て
、
暫
く
便
宜

の
た
め
に
此
に
編
入
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
」
（
『
全
集
』
第
十
六
巻
、
四
二
五
頁
）
。
結
果
、
彼
は
「
禅
的
神
秘
主
義
」
を
独
立
し
た
類
型
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
に
な
る
。 

一
二 

木
村
清
孝
『
中
国
華
厳
思
想
史
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
九
二
年
、
二
二
一
頁
。 
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一
三 

木
村
清
孝
『
中
国
華
厳
思
想
史
』
、
二
二
一
頁
。 

一
四

「
一
が
二
に
分
れ
る
前
に
、
一
の
中
に
在
る
と
こ
ろ
の
も
の
、
こ
れ
が
智
で
あ
る
が
、
そ
の
智
に
は
ま
だ
働
き
が
見
え
ぬ
。
一
が
二
に
分
れ
る
所
に
、
智
の
働
き
が
出
る
。
そ
れ
と

同
時
に
そ
こ
に
悲
の
働
き
が
出
る
。
悲
は
智
の
働
き
、
智
は
悲
の
主
体
だ
と
、
か
う
い
ふ
具
合
に
、
智
と
悲
と
を
見
る
と
こ
ろ
に
東
洋
的
考
へ
方
が
あ
る
と
思
ふ
。
」（
『
全
集
』
第
一
六

巻
、
六
五
頁
）
。 

一
五 

大
拙
は
『
禅
と
は
何
ぞ
や
』
（
一
九
三
〇
年
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
十
三
世
紀
の
頃
に
有
名
な
エ
ク
ハ
ル
ト
と
云
ふ
人
が
あ
つ
た
。
こ
の
人
は
キ
リ
ス
ト
教
の

正
当
派
に
属
す
べ
き
人
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
人
の
云
う
て
居
る
と
こ
ろ
で
は
、
仏
教
の
思
想
に
似
た
も
の
が
あ
る
」
（
『
全
集
』
第
十
四
巻
、
五
八
頁
）
。 

一
六 

大
拙
は
エ
ヴ
ァ
ン
ス
訳
（
ロ
ン
ド
ン
、
一
九
二
四
年
出
版
）
、
ブ
レ
イ
ク
ニ
ー
訳
の
、
二
つ
の
英
訳
で
読
ん
だ
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
も
の
を
指
す
。

M
eister E

ck
h

art, M
eister E

ckh
art by F

ran
z P

feiffer , ed. an
d tran

s. by E
vam

s, C
. de B

, W
atk

in
s, 1924.

、
及
びM

eister E
ck

h
art, M

eister E
ckh

art: a 
m

odern tran
slation

. tran
s.by B

lak
n

ey, R
aym

on
d B

ern
ard, N

ew
 Y

ork
, H

agerstow
n

, S
an

 F
ran

cisco, H
arper &

 R
ow

, 1941.

（
鈴
木
大
拙
著
、
板
東
性
純
・
清
水
守

拙
訳
『
神
秘
主
義
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
二
八
三
頁
）
。
た
だ
し
、
大
拙
は
フ
ラ
ン
ツ
・
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
―
の
編
に
よ
る
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
ド
イ
ツ
語
原
典
を
も
引
用
し
て
い
る

（D
.T. S

u
zu

k
i, E

ssays in
 Z

en
 B

u
ddh

ism
 first series, G

rove P
ress, 1961, p.126

参
照
）
。 

一
七 

香
田
芳
樹
『
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト 

生
涯
と
著
作
』
創
文
社
、
二
〇
一
一
年
、
六
～
一
七
頁
、
参
照
。 

一
八 

『
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
著
作
集
六 
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
Ⅰ
』
教
文
館
、
一
九
八
九
年
、
七
五
頁
。
ま
た
英
訳
で
は
、
ブ
レ
イ
ク
ニ
ー
訳
、
二
〇
六
頁
に
該
当
す
る
。 

一
九 

エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
自
身
の
文
脈
で
は
、
ド
イ
ツ
語
説
教
六
に
お
い
て
「
単
純
な
人
々
の
想
像
で
は
、
神
は
あ
ち
あ
ら
に
、
神
は
こ
ち
ら
に
い
る
よ
う
に
神
を
見
て
い
る
。
そ
う
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
神
と
私
、
つ
ま
り
私
た
ち
は
一
で
あ
る
。
私
は
認
識
に
よ
っ
て
私
の
う
ち
へ
神
を
受
け
入
れ
、
愛
に
よ
っ
て
私
は
神
の
内
に
入
る
の
で
あ
る
」（
『
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義

著
作
集
六 

エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
Ⅰ
』
、
四
三
～
四
四
頁
）
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
英
訳
は
ブ
レ
イ
ク
ニ
ー
訳
、
一
八
二
頁
に
該
当
。 

二
〇 

エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
ド
イ
ツ
語
説
教
十
二
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
「
人
が
捨
て
る
こ
と
の
で
き
る
最
高
で
最
大
の
も
の
は
、
神
の
た
め
に
神
を
捨
て
る
こ
と
で
あ

る
。
さ
て
、
聖
パ
ウ
ロ
は
神
の
た
め
に
神
を
離
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
神
か
ら
手
に
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
一
切
を
捨
て
、
そ
し
て
、
神
が
彼
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
一
切
を
、
ま

た
神
か
ら
受
容
で
き
る
一
切
を
捨
て
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
が
こ
れ
ら
を
捨
て
た
と
き
、
神
の
た
め
に
神
を
捨
て
た
」
（
『
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
著
作
集
六 

エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
Ⅰ
』
、
七
三

～
七
四
頁
）
。
ま
た
、
英
訳
の
該
当
箇
所
は
、
ブ
レ
イ
ク
ニ
ー
訳
、
二
〇
四
頁
。 



第
二
部

鈴
木
大
拙
の
思
想
形
成
史



 
第
四
章 

大
拙
思
想
の
三
期
区
分
仮
説 

鈴
木
大
拙
の
思
想
研
究
は
こ
れ
ま
で
多
様
な
方
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
彼
の
思
想
の
内
在
的
な
時
代
区
分
の
試
み
は
、
管
見
の
限
り

こ
れ
ま
で
一
度
も
為
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
彼
の
著
作
が
量
的
に
見
て
膨
大
で
あ
り
、
質
的
に
見
て
多
彩
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
の
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
、
彼
の
著
作
の
構
成
が
あ
ま
り
に
複
雑
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
が
大
き
い
。
彼
は
書
き
下
ろ
し
の
著
作
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ま
で

の
論
考
を
集
め
た
論
文
集
と
し
て
の
著
作
を
多
数
刊
行
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
集
に
収
め
ら
れ
た
諸
論
文
は
、
必
ず
し
も
一
定
の
年
代
の
も
の
に
限
定

さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
そ
の
著
作
の
刊
行
の
直
近
の
も
の
と
、
そ
こ
か
ら
年
代
的
に
遠
く
隔
た
っ
た
も
の
と
を
同
一
書
内
に
収
録
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
顕

著
な
例
と
し
て
、
『
禅
の
研
究
（
昭
和
三
十
二
年
版
）
』
で
は
、
一
九
〇
六
年
か
ら
一
九
五
三
年
ま
で
の
論
文
が
一
纏
め
に
さ
れ
て
い
る
。
他
の
多
数
の
著
作
に

つ
い
て
も
事
情
は
同
じ
で
、
刊
行
年
か
ら
見
て
も
遠
い
年
代
の
論
文
に
よ
っ
て
著
作
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。
こ
の
た
め
、
大
拙
の
著
作
を
年

代
順
に
読
ん
だ
と
し
て
も
、
彼
の
思
想
的
変
遷
を
詳
細
に
追
う
こ
と
は
難
し
い
。
大
拙
の
著
作
に
収
め
ら
れ
て
い
る
諸
々
の
論
文
の
初
出
年
代
は
、『
全
集
』
各

巻
の
後
記
に
編
集
者
で
あ
る
古
田
紹
欽
が
紹
介
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
情
報
量
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
近
年
ま
で
、
大
拙
思
想
の
歴
史
的
展
開
を
明
ら
か
に

す
る
と
い
う
試
み
は
資
料
的
見
地
か
ら
み
て
も
限
界
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
新
た
に
岩
波
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
増
補
新
版 

鈴
木
大
拙
全

集
』
と
、
そ
の
編
集
者
で
あ
る
桐
田
清
秀
に
よ
る
『
鈴
木
大
拙
研
究
基
礎
資
料
』
が
二
〇
〇
五
年
に
松
ヶ
岡
文
庫
叢
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

詳
細
な
年
譜
と
著
作
年
表
が
新
た
に
公
開
さ
れ
、
大
拙
の
各
著
作
に
収
録
さ
れ
た
諸
論
考
の
初
出
年
代
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
論
は
こ
の
『
鈴
木

大
拙
研
究
基
礎
資
料
』
に
依
拠
す
る
こ
と
で
、
大
拙
思
想
の
形
成
の
描
出
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。 

後
述
す
る
よ
う
に
、
本
章
で
は
大
拙
思
想
の
時
代
区
分
の
試
み
を
「
神
秘
主
義
の
評
価
」
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
す
る
。
こ
の
観
点
を
採
っ
た
こ
と
は
以
下

の
事
情
に
由
る
。
第
一
に
、
彼
の
著
述
活
動
を
区
分
す
る
視
点
が
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
彼
の
生
涯
を
通
じ
て
一
貫
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
テ

  

 
 

 
 

 

―
「
神
秘
主
義
」
の
評
価
を
基
軸
と
し
て

― 
序 

119 



実
際
、
彼
の
禅
研
究
を
い
く
つ
か
の
時
代
に
区
分
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
彼
が
依
拠
す
る
禅
籍
の
拡
が
り
に
応
じ
て
彼
の
禅
研
究
に
い
く
つ

か
の
転
機
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。（
一
）
彼
は
処
女
作
『
新
宗
教
論
』
か
ら
一
九
一
四
年
の
『
禅
の
第
一
義
』
ま
で
は
臨
済
宗
の
宗
門
内
で
流
通
し
て
い
た

典
籍
を
主
な
出
典
と
し
て
利
用
し
て
い
た
。
夢
窓
疎
石
（
一
二
七
五
～
一
三
五
一
年
）
や
大
應
国
師
（
南
浦
紹
明
、
一
二
三
五
～
一
三
〇
八
年
）
、
も
し
く
は
白

隠
慧
鶴
（
一
六
八
五
～
一
七
六
八
年
）
と
い
っ
た
日
本
禅
宗
の
直
系
の
祖
師
た
ち
、
中
国
の
祖
師
に
関
し
て
は
『
碧
巌
録
』
や
『
無
門
関
』
に
登
場
す
る
著
名

な
禅
僧
が
、
彼
の
典
拠
の
中
心
で
あ
っ
た
。
（
二
）
し
か
し
、
『
禅
の
研
究
（
大
正
五
年
版
）
』
（
一
九
一
六
年
）
に
な
る
と
、
彼
は
『
景
徳
伝
燈
録
』
を
始
め
と

す
る
僧
伝
を
参
照
し
な
が
ら
、
み
ず
か
ら
中
国
禅
の
歴
史
に
分
け
入
っ
て
い
く
。
そ
の
立
場
も
未
だ
宗
門
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
歴
史
の
確
認
作
業
で
あ
っ
て
、

近
代
的
な
学
問
と
し
て
の
歴
史
記
述
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
宗
門
の
伝
統
を
相
対
化
し
よ
う
と
す
る
志
向
を
有
し
て
い
た
。（
三
）
そ
し
て
、
敦
煌

か
ら
発
見
さ
れ
た
文
書
群
の
中
に
北
宗
禅
の
燈
史
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
南
宗
禅
中
心
の
禅
宗
史
を
も
相
対
化
し
、
南
宗
禅
と
北
宗
禅
の
緊
張
関

係
か
ら
新
た
な
思
想
史
を
描
き
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
視
点
も
確
か
に
大
拙
の
著
述
上
の
時
代
区
分
で
は
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
未
だ
「
思

想
」
上
の
時
代
区
分
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
区
分
で
は
、
彼
の
禅
理
解
の
一
端
は
追
え
て
も
、
彼
の
宗
教
思
想
全
体
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
彼
の
「
宗
教
」
観
全
体
を
規
定
す
る
枠
組
み
は
、
禅
よ
り
も
広
い
視
野
か
ら
捉
え
ね
ば
な
ら
な
い
。 

そ
し
て
、
そ
の
条
件
を
満
た
す
も
の
が
「
神
秘
主
義
」
で
あ
る
。
仏
教
の
研
究
者
で
あ
る
大
拙
の
思
想
に
「
神
秘
主
義
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
深
く
浸
透

し
て
い
る
こ
と
は
奇
異
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
見
方
に
よ
れ
ば
、
大
拙
は
仏
教
を
西
洋
世
界
に
紹
介
す
る
際
の
理
論
的
方
便
と
し
て
「
神
秘
主
義
」
と
い

う
概
念
を
道
具
と
し
て
用
い
た
の
だ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
実
際
、
晩
年
の
英
語
講
演
な
ど
に
は
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
宗
教
の
超
越
性
を

形
容
す
る
際
、m

isticism

やm
ystery

の
語
は
西
洋
人
の
理
解
を
後
押
し
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
表
面
的
な
使
用

に
止
ま
ら
ず
、
大
拙
の
思
想
は
「
神
秘
主
義
」
と
深
い
関
係
を
有
し
て
い
る
。「
神
秘
主
義
」
と
い
う
概
念
を
受
容
す
る
こ
と
も
、
ま
た
放
棄
す
る
こ
と
も
、
ど

ち
ら
も
彼
の
思
想
の
中
核
に
関
わ
る
出
来
事
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
本
章
以
下
、
第
二
部
全
体
を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

ー
マ
を
取
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
が
、
彼
が
最
初
期
か
ら
最
晩
年
ま
で
語
り
続
け
た
テ
ー
マ
と
し
て
は
、「
宗
教
」
も
し
く
は
「
禅
」
と
い
っ
た
も
の
が
挙
げ
ら

れ
る
。
特
に
後
者
の
「
禅
」
と
い
う
観
点
は
、
禅
学
者
で
あ
る
彼
の
思
想
を
区
分
す
る
上
で
説
得
的
に
見
え
る
だ
ろ
う
。 

大
拙
の
宗
教
理
解
の
中
心
に
「
神
秘
主
義
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
第
三
章
で
論
じ
た
。
し
か
し
、
大
拙
は
「
神
秘
主
義
」
を
後
に
華
厳
教
学
の
四
法
界
の
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神
秘
主
義
を
め
ぐ
っ
て
大
拙
の
言
説
は
一
定
し
な
い
。
し
か
し
、
彼
の
著
作
を
詳
細
に
見
て
い
く
と
、
そ
れ
が
彼
の
思
想
の
矛
盾
し
た
側
面
を
意
味
し
て
い

る
の
で
は
な
く
、
思
想
そ
の
も
の
が
変
遷
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
む
し
ろ
「
神
秘
主
義
」
の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

大
拙
の
思
想
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
か
を
探
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
神
秘
主
義
は
大
拙
に
と
っ
て
世
界
の
諸
宗
教
を
横
断
的
に
理
解
す
る
こ
と
を

可
能
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
大
拙
の
思
想
を
縦
断
的
に
理
解
す
る
た
め
の
足
が
か
り
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
以
下
「
神
秘
主

義
」
へ
の
評
価
を
基
軸
と
し
て
、
大
拙
思
想
の
形
成
と
展
開
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 

七
十
年
以
上
の
著
述
活
動
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
当
然
で
あ
る
が
、
大
拙
の
関
心
は
時
期
に
よ
っ
て
偏
り
が
あ
る
。
宗
教
思
想
と
い
う
大
き
な
領
域
を

逸
脱
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
年
代
毎
に
特
徴
が
あ
る
。
禅
や
仏
教
、
も
し
く
は
東
洋
思
想
の
宣
揚
と
い
う
こ
と
が
、
彼
の
著
述
の
動
機
付
け
と
し
て

一
貫
し
て
存
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
最
初
期
か
ら
最
晩
年
ま
で
通
有
し
て
い
る
テ
ー
マ
は
数
少
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
希
有
な
主

題
の
一
つ
が
「
神
秘
主
義
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
い
う
「
神
秘
主
義
」
も
し
く
は
「
神
秘
教
」
と
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
」
や
「
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
神
秘
主
義
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
宗
教
伝
統
を
指
す
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
宗
教
伝
統
を
包
括
的
に
捉
え
る
宗
教
学
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て

の
概
念
を
意
味
す
る
。 

観
点
を
援
用
し
て
み
ず
か
ら
批
判
す
る
に
至
る
。
こ
の
よ
う
に
「
神
秘
主
義
」
と
い
う
概
念
は
、
彼
の
中
で
は
必
ず
し
も
一
定
の
評
価
を
得
ら
れ
ず
、
と
き
に

賛
同
さ
れ
、
と
き
に
批
判
さ
れ
る
と
い
う
一
見
す
る
と
矛
盾
す
る
言
説
が
存
在
し
て
い
る
。 

   

そ
こ
で
ま
ず
、
大
拙
の
神
秘
主
義
論
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
か
を
各
時
代
の
著
作
や
論
文
か
ら
実
際
に
確
認
し
て
み
た
い
。 

 

固
よ
り
門
外
漢
の
こ
と
に
し
あ
れ
ば
、
其
評
の
失
当
な
る
は
今
更
弁
ず
る
ま
で
も
な
し
と
は
い
へ
、
一
犬
虚
を
吠
え
て
万
犬
実
を
伝
ふ
る
の
習
、
一
向

第
一
節 

「
神
秘
主
義
」
評
価
に
み
る
三
期
区
分
の
試
み 

世
の
人
往
往
に
し
て
云
ふ
、
禅
は
一
種
の
神
秘
教

ミ
ス
チ
シ
ズ
ム

な
り
、
と
。 
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神
が
あ
る
と
か
、
精
霊
が
あ
る
と
か
、
萬
物
の
根
源
は
無
限
で
、
絶
対
で
、
独
在
で
、
そ
し
て
無
窮
の
生
を
有
し
、
悲
智
円
満
の
如
実
で
あ
る
と
か
云
う

て
も
、
言
葉
だ
け
、
又
は
論
理
に
よ
り
た
る
推
測
だ
け
で
は
本
当
の
処
は
わ
か
ら
ぬ
、
ど
う
し
て
も
実
地
に
之
を
わ
が
心
の
上
に
体
得
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
し
て
実
際
そ
ん
な
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
の
が
、
神
秘
主
義
の
根
本
な
の
で
あ
る
。
か
う
云
ふ
と
、
宗
教
と
云
ふ
宗
教
は
皆
神
秘
主
義
の

上
に
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
よ
ろ
し
い
、
只
程
度
の
問
題
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
六
巻
、
四
〇
四
頁
、
初
出
一
九
一
六
年
） 

 
 

 

  

こ
の
宗
〔
禅
宗
・
蓮
沼
〕
は
仏
教
の
中
で
も
独
特
の
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
私
は
広
く
仏
教
一
般
の
歴
史
の
中
で
も
甚
だ
特
異
な
も
の
と
思
ふ
。

そ
の
教
理
は
、
い
は
ば
一
種
の
瞑
想
的
神
秘
主
義
と
い
つ
て
よ
か
ら
う
と
思
ふ
が
、
…
…
（
『
全
集
』
第
十
二
巻
、
六
頁
、
初
出
一
九
〇
六
年
） 

果
た
し
て
然
ら
ん
に
は
、
神
秘
教
は
基
教
の
欠
点
を
其
ま
ま
に
伝
へ
た
る
も
の
に
し
て
、
基
教
が
受
く
べ
き
非
難
は
ま
た
神
秘
教
の
受
く
べ
き
所
な
る

べ
し
。
何
を
か
基
教
の
欠
点
と
云
ふ
に
、
ま
づ
基
教
が
人
心
に
菩
提
或
は
神
性
と
云
ふ
べ
き
も
の
、
煩
悩
或
は
神
性
な
ら
ぬ
も
の
と
し
て
二
つ
あ
る
よ
り

を
説
く
処
は
即
ち
哲
学
の
所
謂
る
二
元
論
に
し
て
、
到
底
実
地
の
経
験
に
か
な
へ
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
、
是
一
の
欠
点
。
次
に
万
物
の
外
に
神
な
る

も
の
実
在
す
と
説
き
て
、
之
と
神
秘
的
に
冥
合
感
通
せ
ん
と
す
る
は
、
ま
た
二
元
論
の
本
色
に
し
て
吾
人
の
会
得
す
る
能
は
ざ
る
所
、
是
二
の
欠
点
。
既

に
是
等
の
二
大
欠
点
あ
る
以
上
は
、
神
秘
教
と
禅
と
相
去
る
千
里
万
里
も
啻
な
ら
ず
と
謂
ふ
べ
か
ら
ざ
る
か
。
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
巻
、
六
一
～

六
二
頁
、
初
出
一
八
九
六
年
）
一 

神
秘
主
義
は
、
哲
学
・
論
理
の
体
系
と
し
て
は
成
り
立
た
ぬ
が
、
宗
教
の
極
致
は
こ
こ
に
在
る
。
主
知
主
義
の
決
著
は
神
秘
主
義
だ
と
い
ふ
よ
り
ほ
か
な

い
。
（
『
全
集
』
第
十
一
巻
、
四
六
七
頁
、
初
出
一
九
二
八
年
） 

に
顧
み
ぬ
も
策
の
得
た
る
も
の
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
依
り
て
聊
か
葛
藤
を
打
し
て
其
妄
を
駁
せ
ん
と
思
ふ
。
…
… 

然
し
な
が
ら
、
名
号
の
独
在
性
が
認
め
ら
れ
、
従
つ
て
、
名
号
の
中
に
機
法
の
二
元
的
対
立
が
消
え
去
る
と
断
定
せ
ら
れ
る
な
ら
、
そ
れ
は
神
秘
的
経
験
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こ
れ
を
「
悟
り
」
と
い
つ
て
よ
い
。
さ
う
し
て
こ
れ
が
最
も
東
洋
的
な
る
も
の
の
真
髄
を
な
し
て
ゐ
る
や
に
、
自
分
は
感
じ
る
。
西
洋
思
想
史
の
上
に
も
、

こ
れ
に
等
し
き
も
の
が
な
い
で
も
な
い
。
い
は
ゆ
る
「
神
秘
主
義
的
」
な
る
も
の
で
あ
る
。（
ち
な
み
に
、
自
分
は
こ
の
語
を
好
か
な
い
。
東
洋
的
感
じ
方

に
は
「
神
秘
」
は
な
い
。
い
づ
れ
も
眼
前
歴
歴
底
だ
。
）
（
『
全
集
』
第
二
十
巻
、
三
二
一
～
三
二
二
頁
、
初
出
一
九
六
五
年
） 

併
し
禅
経
験
の
自
己
同
一
性
と
で
も
云
ふ
も
の
は
、
そ
れ
と
大
い
に
違
つ
て
ゐ
ま
す
。
所
謂
る
神
秘
主
義
の
二
が
一
と
な
る
と
云
ふ
の
は
、
ま
だ
二
つ
に

囚
へ
ら
れ
て
ゐ
て
、
そ
の
二
つ
が
い
つ
も
残
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
で
な
け
れ
ば
一
が
残
つ
て
ゐ
る
。
二
つ
の
も
の
が
一
つ
に
な
る
。
一
つ
の
中
へ
包
ま
れ
る

と
云
ふ
時
に
は
、
ど
う
し
て
も
二
つ
の
も
の
を
離
れ
ら
れ
な
い
、
離
れ
た
と
云
つ
て
も
、
二
で
な
け
れ
ば
一
が
あ
る
。
二
に
対
す
る
一
で
あ
る
。
即
ち
も

と
の
二
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
三
巻
、
五
〇
七
頁
、
初
出
一
九
四
一
年
） 

か
う
い
ふ
わ
け
だ
か
ら
禅
は
こ
の
世
の
中
か
ら
我
々
を
無
関
係
に
し
て
、
自
分
の
ま
は
り
に
渦
巻
い
て
ゐ
る
騒
ぎ
の
傍
観
者
に
仕
立
て
よ
う
と
は
し
な
い
。

神
秘
主
義
と
い
ふ
言
葉
が
離
脱
主
義
の
意
味
に
解
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
禅
と
は
神
秘
主
義
で
は
な
い
。
（
『
全
集
』
第
十
二
巻
、
二
五
三
頁
、
初
出
一
九
五

三
年
） 

の
表
明
で
あ
つ
て
、
形
而
上
学
的
反
省
の
そ
れ
で
は
な
い
。
称
名
念
仏
よ
り
生
ず
る
経
験
は
、
看
話
工
夫
よ
り
結
果
す
る
も
の
と
、
同
質
の
意
識
態
で
あ

る
。
（
『
全
集
』
第
四
巻
、
三
四
一
頁
、
初
出
一
九
三
七
年
） 

普
通
に
吾
等
は
よ
く
直
観
又
は
直
覚
な
ど
と
い
ふ
文
字
を
使
ふ
。
さ
う
し
て
仏
教
は
神
秘
教
で
あ
る
と
か
、
な
い
と
か
い
ふ
や
う
な
噂
さ
へ
も
す
る
が
、

而
し
て
自
分
ら
も
會
て
は
そ
ん
な
考
へ
方
を
し
た
事
が
あ
る
が
、
是
等
も
文
字
は
よ
ほ
ど
人
を
過
ま
り
や
す
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
ど
う
も

仏
教
に
於
け
る
見
性
の
体
験
は
、
キ
リ
ス
ト
教
者
の
云
ふ
如
く
、
神
秘
的
直
観
と
い
ふ
文
字
で
は
、
ど
う
も
充
分
に
此
間
の
消
息
を
伝
へ
能
は
ぬ
や
う
に

思
は
れ
て
な
ら
ぬ
の
だ
。
（
『
全
集
』
第
七
巻
、
二
九
二
～
二
九
三
頁
、
初
出
一
九
三
九
年
） 
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上
述
の
三
区
分
説
が
妥
当
か
否
か
を
考
察
す
る
上
で
必
要
な
こ
と
は
、
そ
の
区
分
を
構
成
さ
せ
て
い
る
思
想
変
化
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
大
拙
に
立
場
変
換
を
さ
せ
た
明
確
な
原
因
を
見
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
変
化
が
偶
然
の
も
の
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
い
。
一
九
三
〇
年

以
上
の
引
用
は
大
拙
の
言
説
を
年
代
毎
に
列
挙
し
、
そ
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
初
期
の
大
拙
は
先
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
神
秘
主
義
を
キ

リ
ス
ト
教
の
延
長
と
し
て
理
解
し
て
お
り
、
そ
の
二
元
論
的
な
宗
教
観
を
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
大
拙
は
そ
の
立
場
を
転
じ
て
、
禅

宗
を
神
秘
主
義
の
一
種
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
。
前
章
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
こ
の
目
論
見
は
『
禅
の
立
場
か
ら
』（
一
九
一
六
年
）
第
二
篇
に
お
い
て

最
も
体
系
的
な
形
で
為
さ
れ
た
。
さ
て
、
一
九
二
〇
年
代
、
三
〇
年
代
を
通
じ
て
こ
の
立
場
は
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
四
〇
年
を
直
前
に
し
た
一
九
三
九

年
の
『
無
心
と
い
ふ
こ
と
』
で
は
、
こ
の
立
場
を
一
転
さ
せ
、
再
び
禅
と
神
秘
主
義
と
の
隔
た
り
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
一
九
四
一
年
に
は
、
禅

と
神
秘
主
義
が
「
体
験
」
と
し
て
は
共
通
す
る
側
面
を
有
す
る
も
の
の
、
完
全
に
は
一
致
し
な
い
と
い
う
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
晩
年
に
な
る
と
禅
を
神

秘
主
義
の
一
種
と
み
な
し
た
こ
と
を
み
ず
か
ら
撤
回
し
て
い
る
二

。 

さ
て
、
以
上
の
引
用
を
概
観
す
る
と
彼
の
立
場
が
二
度
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
最
初
の
変
化
は
、
二
〇
世
紀
の
初
頭
、
そ
し
て
次
の
変
化
が
一

九
三
〇
年
代
後
半
で
あ
る
。
こ
の
二
度
の
転
回
に
挟
ま
れ
た
約
三
〇
～
四
〇
年
間
に
積
極
的
な
神
秘
主
義
論
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、

神
秘
主
義
と
の
距
離
を
基
軸
と
し
て
大
拙
の
思
想
は
三
期
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
最
初
期
の
諸
論
考
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
禅
と
神
秘
主
義
の
関
係

を
否
定
的
に
捉
え
る
前
期
（
第
一
期
）
、
禅
や
仏
教
を
神
秘
主
義
と
い
う
枠
組
み
の
下
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
宗
教
全
体
を
論
じ
よ
う
と
し
た
中
期
（
第
二
期
）
、

そ
し
て
禅
思
想
の
構
想
の
下
で
神
秘
主
義
と
い
う
枠
組
み
か
ら
の
脱
皮
が
図
ら
れ
る
後
期
（
第
三
期
）
で
あ
る
。
本
論
第
二
部
は
大
拙
思
想
の
形
成
を
描
く
こ

と
を
目
指
す
も
の
だ
が
、
本
章
で
は
そ
の
中
心
を
為
す
も
の
と
し
て
、
こ
の
三
期
区
分
仮
説
を
新
た
に
提
示
し
た
い
。
以
下
で
は
こ
の
時
代
区
分
の
仮
説
を
可

能
な
限
り
実
証
的
に
論
証
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

  

 

第
二
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ジ
ェ
イ
ム
ズ
宗
教
学
と
の
出
会
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近
代
の
学
と
し
て
の
宗
教
学
が
成
立
す
る
の
は
一
九
世
紀
後
半
の
こ
と
で
あ
る
。
一
八
七
〇
年
代
後
半
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
国
立
大
学
で
宗
教
学
も
し

く
は
宗
教
史
の
講
座
が
神
学
の
拠
点
た
る
教
会
か
ら
独
立
し
て
開
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
複
数
の
宗
教
を
比
較
す
る
と
い
う
方
法
論
が
制
度
的
に
可
能
と
な

っ
た
。
そ
し
て
Ｍ
・
ミ
ュ
ラ
ー
（
一
八
二
三
～
一
九
〇
〇
年
）
に
よ
る
比
較
神
話
学
や
、
Ｃ
・
Ｐ
・
テ
ィ
ー
レ
（
一
八
三
〇
～
一
九
〇
二
年
）
の
宗
教
史
研
究

を
嚆
矢
と
し
て
、
二
〇
世
紀
の
宗
教
学
は
宗
教
史
学
、
宗
教
人
類
学
、
宗
教
社
会
学
、
宗
教
心
理
学
、
宗
教
現
象
学
と
い
っ
た
多
種
多
様
な
研
究
様
式
を
確
立

さ
せ
た
の
で
あ
る
。 

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
宗
教
現
象
を
人
間
の
心
理
的
現
象
、
す
な
わ
ち
人
間
意
識
の
「
体
験
」
と
し
て
強
調
し
た
人
物
の
一
人
が
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
で
あ
る
。
彼
は
『
宗
教
的
経
験
の
諸
相
』（
一
九
〇
二
年
）
に
お
い
て
様
々
な
神
秘
体
験
の
事
例
考
察
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
宗
教

の
本
質
に
迫
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
こ
の
著
作
中
で
神
秘
主
義
の
諸
類
型
を
提
示
し
て
い
る
よ
う
に
、「
体
験
」
を
本
質
と
す
る
こ
の
立
場
で
は
お

の
ず
と
神
秘
主
義
が
強
調
さ
れ
て
く
る
。 

こ
の
う
ち
、
大
拙
が
意
識
的
な
摂
取
を
試
み
た
も
の
は
、
宗
教
心
理
学
で
あ
る
。
宗
教
現
象
を
人
間
の
心
理
的
要
因
に
還
元
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
の
立
場
は
、

早
く
は
ヒ
ュ
ー
ム
（
一
七
一
一
～
七
六
年
）
や
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
（
一
八
〇
四
～
七
二
年
）
の
宗
教
批
判
の
中
に
見
出
さ
れ
、
ま
た
他
方
で
は
シ
ュ
ラ
イ
エ

ル
マ
ッ
ハ
ー
（
一
七
六
八
～
一
八
三
四
年
）
の
直
観
主
義
の
中
に
も
そ
の
萌
芽
を
有
し
て
い
た
。
特
に
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
は
「
直
観
と
感
情
」
に
宗
教

の
核
心
を
見
出
し
て
い
た
。
彼
自
身
は
あ
く
ま
で
も
宗
教
に
独
自
の
領
域
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
お
り
、
そ
れ
を
「
心
理
学
」
に
還
元
す
る
こ
と
に
は
慎
重

を
要
す
る
が
、
彼
の
研
究
は
実
質
的
に
は
二
〇
世
紀
以
降
の
体
験
主
義
の
理
論
的
な
拠
り
処
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

で
は
、
日
本
に
お
け
る
宗
教
学
の
成
立
は
い
つ
だ
ろ
う
か
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
機
関
に
お
け
る
講
座
開
設
を
一
つ
の
基
準
と
す
る
な
ら
ば
、
日
本
に
お
け
る

宗
教
学
の
成
立
は
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
に
宗
教
学
講
座
が
開
設
さ
れ
た
一
九
〇
五
年
と
み
ら
れ
て
い
る
三

。
し
か
し
こ
れ
に
先
立
つ
一
八
九
六
年
に
は
、

で
は
、
大
拙
が
二
〇
世
紀
初
頭
に
神
秘
主
義
を
肯
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
と
は
何
か
。
そ
の
最
大
の
要
因
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
か
ら
の
影
響

以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
大
拙
が
そ
れ
ま
で
の
仏
教
的
教
養
に
加
え
て
宗
教
学
的
知
見
を
み
ず
か
ら
取
り
入
れ
た
こ
と
が
直
接
の
要
因
で
あ
る
。 

代
後
半
か
ら
の
二
度
目
の
転
回
の
意
味
に
つ
い
て
は
次
章
以
下
で
詳
述
す
る
こ
と
す
る
こ
と
と
し
て
、
本
章
で
は
ま
ず
、
最
初
の
転
回
、
す
な
わ
ち
前
期
思
想

か
ら
中
期
思
想
へ
の
転
回
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。 
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大
拙
が
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
宗
教
論
へ
接
近
す
る
の
も
、
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
渡
米
以
前
か
ら
も
彼
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
へ
の
関
心
を
有
し
て
い

た
四

。
西
田
の
処
女
作
『
善
の
研
究
』
の
中
心
概
念
で
あ
る
「
純
粋
経
験
」
が
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
そ
れ
に
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
加
え
て

西
田
に
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
『
宗
教
的
経
験
の
諸
相
』
を
紹
介
し
た
の
が
大
拙
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
の
書
簡
か
ら
窺
え
る
。 

岸
本
能
武
太
（
一
八
六
六
～
一
九
二
八
年
）
と
姉
崎
正
治
（
一
八
七
三
～
一
九
四
九
年
）
に
よ
っ
て
「
比
較
宗
教
学
会
」
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
一
九
世
紀
末

に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宗
教
学
の
問
題
を
継
承
し
た
活
動
が
開
始
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
大
拙
は
一
八
九
七
年
に
渡
米
し
て
い
る
た
め
、
彼
の
宗
教
学

受
容
は
日
本
で
は
為
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。 

厳
密
に
い
え
ば
、
大
拙
が
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
い
ち
早
く
注
目
し
て
い
た
の
も
、
大
拙
が
自
身
の
関
心
に
沿
っ
て
ア
ン
テ
ナ
を
広
げ
て
い
た
こ
と
に
も
由
る
。
渡

米
前
の
「
禅
は
神
秘
教
な
る
か
」（
一
八
九
六
年
）
と
い
う
論
説
で
は
、
大
拙
は
当
時
既
に
禅
が
神
秘
教
（
ミ
ス
チ
シ
ズ
ム
）
の
一
種
と
評
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

受
け
て
、
そ
れ
に
反
駁
し
て
い
る
。 

大
拙
は
ア
メ
リ
カ
でT

he V
arieties of R

eligious E
xperience

が
出
版
さ
れ
る
と
す
ぐ
に
そ
れ
を
読
了
、
そ
の
感
動
を
西
田
に
伝
え
て
い
る
よ
う
に
、
在

米
中
も
大
拙
も
宗
教
思
想
、
宗
教
学
の
動
向
に
目
を
配
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

  

 

近
頃
ハ
ー
ヴ
ァ
ト
大
学
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
教
授
の

講

義

G
i
f
fo

r
d 
L
ec
t
ur
e

せ
るT

h
e V

arieties of R
eligiou

s E
xperien

ce

を
読
む
（
君
も
此
書
は
既
に
知
れ
る
な
ら
ん

と
信
ず
）
頗
る
面
白
し
、
自
余
の
哲
学
者
の
如
く
無
理
に
馳
せ
ず
、
多
く
の
具
体
的
事
実
を
引
証
し
て
巻
を
成
す
、
同
教
授
は
余
程
宗
教
心
に
富
む
と
見

え
た
り
、･･

･
･
･
･

頃
日
ゼ
ー
ム
ス
氏
の
書
を
読
む
に
至
り
て
、
予
の
境
涯
を
其
の
ま
ま
に
描
か
れ
た
る
心
地
し
、
数
年
来
な
き
命
の
洗
濯
し
た
り
、･･

･
･
･
･

近
年
俗
塵
に
陥
ゐ
り
て
少
し
の
修
行
な
し
、
ゼ
ー
ム
ス
氏
の
書
予
を
益
し
た
る
所
多
し
、
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
六
巻
、
二
二
二
頁
、
一
九
〇
二
年

九
月
二
三
日
西
田
幾
多
郎
宛
書
簡
） 

仏
教
の
宗
派
固
よ
り
多
岐
な
り
と
は
云
へ
、
既
に
仏
教
と
云
は
る
べ
く
ん
ば
何
れ
の
宗
旨
も
皆
仏
教
の
特
色
を
具
有
せ
ざ
る
は
な
か
ら
ん
。
而
し
て
仏
教
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こ
の
二
つ
の
書
簡
の
間
に
西
田
か
ら
の
返
信
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
を
確
認
で
き
る
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
。
少
な
く
と
も
、
こ
こ
か
ら
わ

か
る
こ
と
は
、
西
田
や
ハ
ル
ト
マ
ン
（K

arl R
obert E

du
ard von

 H
artm

an
n

、
一
八
四
二
～
一
九
〇
六
年
）
が
大
拙
の
ミ
ス
チ
ッ
ク
研
究
を
促
し
た
一
つ

の
背
景
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
否
定
に
傾
い
て
い
た
大
拙
の
神
秘
教
観
を
積
極
的
な
も
の
に
変
え
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
し
て
『
宗

大
拙
は
禅
と
ミ
ス
チ
シ
ズ
ム
の
問
題
を
早
く
か
ら
考
え
て
い
た
。
こ
の
と
き
は
明
確
に
禅
と
神
秘
主
義
と
の
連
続
性
を
否
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
神
と
人
間

と
を
二
元
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
批
判
の
延
長
と
し
て
で
あ
っ
て
、
神
秘
主
義
そ
の
も
の
の
文
脈
に
内
在
的
な
も
の
で
は
な
い
。 

ま
た
大
拙
は
同
じ
頃
、
西
田
と
の
往
復
書
簡
の
中
で
も
お
互
い
に
宗
教
論
を
議
論
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
こ
で
は
「
ミ
ス
チ
ッ
ク
」
も
話
題
に
含
ま
れ
て
い

た
。
そ
の
事
情
を
も
う
少
し
詳
し
く
追
っ
て
み
た
い
。 

   

 
直
覚
と
曰
ふ
以
上
は
ミ
ス
チ
ッ
ク
に
相
違
な
け
れ
ど
、
予
は
ミ
ス
チ
ッ
ク
と
曰
ふ
を
嫌
ふ
、
何
と
な
れ
ば
ミ
ス
チ
ッ
ク
に
は
宗
教
あ
る
と
同
時
に
哲
学
分

子
即
ち
分
別
、
論
理
の
痕
跡
を
食
め
ば
な
り
、
予
は
禅
を
し
て
飽
く
ま
で
美
的
、
詩
的
方
面
を
主
張
せ
し
め
ん
と
欲
す
、
神
を
知
る
と
か
、
絶
対
に
冥
合

す
る
と
か
曰
ふ
は
不
可
な
り
、
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
六
巻
、
一
一
三
頁
、
一
八
九
七
年
一
二
月
一
〇
日
西
田
幾
多
郎
宛
書
簡
） 

さ
て
、
ミ
ス
チ
ッ
ク
の
論
に
つ
き
貴
説
成
程
御
尤
な
り
、
余
は
充
分
に
ミ
ス
チ
ッ
ク
派
の
哲
学
史
を
知
ら
ず
、
随
ひ
て
精
細
の
意
見
を
述
ぶ
る
能
は
ず
と

雖
、
仰
の
如
く
ん
ば
、
ミ
ス
チ
ッ
ク
は
哲
学
と
宗
教
と
を
混
同
し
、
智
と
意
と
を
取
り
違
へ
た
る
た
め
、
一
見
頗
る
不
健
全
不
合
理
の
看
を
な
す
も
の
な

る
べ
し
、
ハ
ル
ト
マ
ン
の
其
自
ら
は
健
全
な
る
思
想
と
言
ふ
は
適
評
な
る
に
似
た
り
、
予
他
時
も
し
閑
を
得
ば
ミ
ス
チ
ッ
ク
派
哲
学
を
も
研
究
し
た
し
と

思
ふ
、
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
六
巻
、
一
二
九
頁
、
一
八
九
八
年
二
月
二
〇
日
西
田
幾
多
郎
宛
書
簡
） 

の
、
基
教
と
大
体
に
お
い
て
相
異
す
る
所
は
、
一
は
一
元
論
に
し
て
他
は
二
元
論
な
る
に
在
る
を
知
ら
ば
、
其
分
派
た
る
神
秘
教
と
禅
と
の
間
に
も
ま
た

同
様
の
差
別
あ
る
べ
き
わ
け
な
ら
ん
。
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
巻
、
六
二
頁
、
初
出
一
八
九
六
年
） 
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坐
禅
の
実
践
が
神
秘
主
義
の
一
種
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
圧
倒
的
な
知
性
的
傾
向
を
も
つ
心
に
と
っ
て
大
変
な
困
難
で
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

詩
的
直
観
と
か
想
像
力
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
そ
う
し
た
知
性
的
な
心
を
た
い
し
て
求
め
て
い
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
心
は
い
つ
も
事
物
を
知
性
的
に
見
よ

う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
、
つ
ま
り
、
こ
の
具
体
的
世
界
に
は
抽
象
的
に
存
在
す
る
も
の
な
ど
ど
こ
に
も
な
い
の
に
、
知
性
的
な
心
は
事
物
を
抽
象
的
な
姿

に
お
い
て
見
よ
う
と
す
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
ま
ず
始
め
に
必
要
な
こ
と
は
我
々
の
意
識
の
最
も
深
い
奥
底
で
感
得
さ
れ
る
実
際
上
の
体
験
（actu

al

experien
ce

）
、
具
体
的
で
個
人
的
な
経
験
（con
crete 

person
al 

experien
ce

）
で
す
。
一
度
こ
の
神
秘
的
で
伝
達
不
能
な
経
験
（m

ystic,

u
n

com
m

u
n

icable experien
ce

）
を
体
得
す
れ
ば
、
そ
の
経
験
に
対
し
て
ど
ん
な
説
明
を
加
え
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
で
し
ょ
う
。（
『
増
補
新
版
全
集
』

第
三
十
六
巻
、
二
四
八
頁
、
一
九
〇
四
年
三
月
一
九
日
西
田
幾
多
郎
宛
書
簡
）

こ
こ
で
は
譲
歩
的
で
は
あ
れ
、
坐
禅
の
実
践
を
神
秘
主
義
の
一
種
に
比
定
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
見
ら
れ
る
。
特
に
坐
禅
に
お
け
る
実
際
上
の
体
験
（actu

al 

experien
ce

）
を
、
神
秘
的
で
伝
達
不
能
な
体
験
（m

ystic, u
n

com
m

u
n

icable experien
ce

）
と
し
て
言
い
換
え
、
そ
れ
を
求
め
る
よ
う
に
勧
め
て
い
る

点
に
は
、
そ
れ
以
前
と
は
明
確
に
異
な
る
態
度
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
大
拙
が
神
秘
主
義
肯
定
の
立
場
へ

と
変
化
す
る
背
景
に
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
宗
教
学
研
究
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
る
。 

し
か
し
、
大
拙
が
ジ
ェ
イ
ム
ズ
思
想
を
「
受
容
し
た
」
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
さ
ら
な
る
考
察
を
必
要
と
す
る
。
中
期
思
想
を
通
じ
て
大
拙

が
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
枠
組
み
に
依
拠
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
し
て
確
か
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
彼
は
大
谷
大
学
で
の
講
義
に
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
使

教
的
経
験
の
諸
相
』
（
一
九
〇
二
年
）
と
の
出
会
い
を
契
機
に
、
こ
の
構
想
が
実
現
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

    

そ
し
て
実
際
に
『
宗
教
的
経
験
の
諸
相
』
が
刊
行
さ
れ
る
と
、
彼
の
態
度
は
一
変
す
る
。
西
田
宛
書
簡
で
は
次
に
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

第
三
節 

ジ
ェ
イ
ム
ズ
宗
教
学
の
受
容 

 

  

五 
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大
拙
は
『
禅
の
立
場
か
ら
』（
一
九
一
六
年
）
、『
禅
と
念
仏
の
心
理
学
的
基
礎
』（
一
九
三
七
年
）
、『
禅
の
諸
問
題
』（
一
九
四
一
年
）
と
い
う
三
つ
の
著
作
の

中
で
、
神
秘
主
義
の
特
質
を
箇
條
的
に
列
挙
し
て
い
る
。『
禅
の
立
場
か
ら
』
に
お
い
て
は
、
各
神
秘
主
義
の
通
有
性
と
し
て
、（
一
）
直
覚
を
貴
ぶ
、（
二
）
内

的
生
涯
を
重
ん
ず
、
（
三
）
矛
盾
的
云
ひ
あ
ら
は
し
、
（
四
）
消
極
的
の
べ
か
た
、
（
五
）
象
徴
主
義
、
と
い
う
五
項
目
を
列
挙
す
る
（
『
全
集
』
第
十
六
巻
、
四

〇
六
～
四
〇
九
頁
）
。
次
に
『
禅
と
念
仏
の
心
理
学
的
基
礎
』
で
は
禅
の
悟
得
体
験
の
特
徴
と
し
て
、
（
一
）
非
合
理
性 Irration

ality

、
（
二
）
直
覚
的
瞥
見

In
tu

itive in
sigh

t

、（
三
）
権
威
性 A

u
th

oritativen
ess

、（
四
）
肯
定 A

ffirm
ation

、（
五
）
彼
岸
（
ビ
ヨ
ン
ド
）
意
識 S

en
se of th

e B
eyon

d

、（
六
）

非
人
格
調 Im

person
al Ton

e

、
（
七
）
高
揚
感 F

eelin
g of E

xaltation

、
（
八
）
瞬
間
性 M

om
en

tarin
ess

、
と
い
っ
た
諸
項
目
を
数
え
る
（
『
全
集
』

第
四
巻
、
二
〇
五
～
二
一
一
頁

こ
こ
で
こ
れ
ら
三
種
類
の
規
定
方
法
を
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
規
定
（
『
禅
の
立
場
か
ら
』
に
お
け
る
五
項
目
）
、
Ｂ
規
定
（
『
禅
と
念
仏
の
心
理
学
的
基
礎
』
に
お
け
る

八
項
目
）
、
Ｃ
規
定
（
『
禅
の
諸
問
題
』
に
お
け
る
五
項
目
）
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
兵
頭
は
大
拙
に
よ
る
こ
れ
ら
の
三
つ
の
指
標
の
背
後
に
『
宗
教
的
経
験
の

諸
相
』
の
存
在
を
指
摘
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
諸
規
定
が
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
と
順
を
追
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
き
、
結
果
と
し
て
大
拙
の
類
型
が
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
掲
げ

た
規
定
と
近
似
し
て
く
る
と
主
張
し
て
い
る
九

。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
前
掲
書
第
十
六
・
十
七
講
「
神
秘
主
義
」
に
お
い
て
、
神
秘
主
義
を
指
し
示
す
標
識
と
し
て

（
一
）
言
い
表
わ
し
よ
う
が
な
い
と
い
う
こ
と in

effability

、（
二
）
認
識
的
性
質 n

oetic qu
ality

、（
三
）
暫
時
性 tran

sien
cy

、（
四
）
受
動
性 passivity

、

の
四
項
を
挙
げ
た
。
こ
の
規
定
は
長
く
神
秘
主
義
を
論
じ
る
際
の
参
照
枠
と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
大
拙
の
Ｃ
規
定
と
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
規
定
の
間
に
は
か
な
り

の
重
複
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
大
拙
が
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
規
定
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

こ
の
点
の
よ
り
直
接
的
な
解
明
を
試
み
た
先
行
研
究
と
し
て
兵
頭
高
夫
「
鈴
木
大
拙
と
神
秘
主
義
」
七

が
あ
る
。
兵
頭
は
大
拙
が
「
神
秘
主
義
」
の
諸
特
色

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
と
い
う
視
点
を
切
り
口
に
ジ
ェ
イ
ム
ズ
と
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。 

用
し
た
こ
と
が
あ
る
が
六

、
こ
の
こ
と
は
大
拙
思
想
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
を
直
接
的
に
は
示
し
て
い
な
い
。 

し
か
し
先
の
兵
頭
の
見
解
に
は
い
く
つ
か
の
疑
問
と
問
題
が
あ
る
。
一
つ
に
、『
禅
の
立
場
か
ら
』
の
Ａ
類
型
と
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
類
型
が
さ
ほ
ど
の
近
似
を
見

せ
て
い
な
い
こ
と
、
一
つ
に
、
初
出
の
順
序
が
前
後
す
る
た
め
、
兵
頭
の
い
う
よ
う
に
「
理
論
的
整
理
が
進
め
ら
れ
」
た
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
点  

八

）
。
そ
し
て
『
禅
の
諸
問
題
』
に
お
い
て
は
宗
教
経
験
を
（
一
）
言
詮
不
及
、
（
二
）
一
種
の
認
識
性
、
（
三
）
権
威
、
（
四
）

没
我
性
、
（
五
）
刹
那
性
と
い
う
五
箇
条
で
類
型
化
し
て
い
る
（
『
全
集
』
第
十
八
巻
、
五
四
頁
）
。 
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で
あ
る
。
『
禅
と
念
仏
の
心
理
学
的
基
礎
』
（
一
九
三
七
年
）
で
Ｂ
規
定
が
説
か
れ
た
前
半
部
分
は
英
著E

ssays in Zen B
uddhism

 second series, 1933
の
邦
訳
で
あ
り
、
他
方
、
論
文
集
の
形
式
を
採
る
『
禅
の
諸
問
題
』（
一
九
四
一
年
）
の
中
で
、
Ｃ
規
定
が
論
じ
ら
れ
た
「
看
話
と
念
仏
」
は
一
九
二
七
年
初
出

で
あ
る
。
従
っ
て
厳
密
に
い
え
ば
、
大
拙
の
諸
規
定
の
成
立
は
実
際
に
は
Ａ
、
Ｃ
、
Ｂ
と
い
う
順
序
を
辿
る
。
大
拙
は
一
九
二
七
年
「
看
話
と
念
仏
」
に
お
け

る
Ｃ
規
定
で
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
宗
教
経
験
論
を
受
容
し
た
も
の
の
、
禅
経
験
を
扱
う
Ｂ
規
定
で
は
そ
れ
と
は
異
な
る
独
自
の
規
定
を
改
め
て
考
え
た
と
み
る
べ
き

で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
Ｂ
規
定
に
お
い
て
も
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
名
が
参
照
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
点
を
確

認
す
る
こ
と
は
大
拙
の
宗
教
論
の
展
開
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
大
拙
思
想
に
お
け
る
「
宗
教
体
験
」
は
、
一
九
四
〇
年
以
降
に
な
る

と
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
影
響
が
顕
著
に
表
れ
る
の
も
一
九
三
〇
年
代
中
頃
ま
で
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
そ
の
考
察
を
裏
付
け
る
一
つ
の
根
拠
と
な
る
（
こ
の
こ
と
の
意
味
は
第
五
章
の
考
察
に
よ
っ
て
明
確
に
な
る
）
。 

こ
の
よ
う
な
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
見
解
を
、
大
拙
は
以
下
の
部
分
で
は
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。 

さ
て
、
大
拙
に
対
す
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
影
響
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
際
に
も
う
一
つ
手
が
か
り
と
な
る
テ
ー
マ
が
ア
ル
コ
ー
ル
と
宗
教
経
験
の
関
係
で
あ
る
。

ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
神
秘
主
義
論
の
中
で
ア
ル
コ
ー
ル
が
人
に
神
秘
体
験
を
も
た
ら
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

 

宗
教
的
陶
酔
の
気
分
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
注
射
と
は
大
分
違
ふ
が
、
此
気
分
が
「
無
限
」
に
通
ふ
関
門
で
は
、
な
い
か
知
ら
ん
。
「
有
限
」
か
ら
の
圧
迫
で
、

い
つ
も
悩
ん
で
居
る
自
分
が
、
ひ
よ
つ
と
宗
教
的
陶
酔
気
分
を
味
は
さ
れ
る
と
、
如
何
に
も
余
裕
が
出
来
た
や
う
に
な
る
。
天
地
を
も
呑
却
し
て
尚
ほ
余

 
 

  

事
実
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
人
間
の
な
か
の
応
諾
機
能
の
大
き
な
推
進
力
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
愛
好
者
を
事
物
の
冷
た
い
外
面
か
ら
光
り
輝
く
中
心
へ

連
れ
込
ん
で
ゆ
く
。
そ
れ
は
、
そ
の
瞬
間
、
彼
を
真
理
と
合
体
さ
せ
る
。
人
々
は
単
に
堕
落
し
た
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
を
追
求
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

貧
し
い
人
々
や
無
学
な
人
々
に
と
っ
て
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
や
文
学
の
代
用
な
の
で
あ
る
。
…
…
酩
酊
し
た
意
識
は
神
秘

的
意
識
の
一
片
で
あ
る
。
一
〇 
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こ
れ
は
『
随
筆 
禅
』
（
一
九
二
七
年
）
に
収
録
さ
れ
た
一
文
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
一
禅
者
の
思
索
』
（
一
九
四
三
年
）
に
な
る
と
そ
の
見
方
は
一
転
す
る
。 

ア
ル
コ
ー
ル
の
宗
教
性
を
認
め
る
先
の
引
用
は
一
九
二
七
年
の
著
作
か
ら
で
あ
る
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
規
定
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
て
い
る
神
秘
主
義

の
Ｃ
規
定
が
一
九
二
七
年
の
論
文
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
大
拙
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
受
容
は
こ
の
時
期
に
最
も
顕
著
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
宗
教
心
理
学
的
傾
向
は
『
禅
と
念
仏
の
心
理
学
的
基
礎
』
な
ど
が
出
版
さ
れ
る
一
九
三
〇
年
代
後
半
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

以
上
の
考
察
に
従
え
ば
、
大
拙
は
一
九
〇
二
年
の
出
会
い
以
来
、
徐
々
に
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
学
問
的
枠
組
み
を
援
用
し
て
い
き
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年

代
半
ば
に
か
け
て
そ
れ
を
十
全
に
発
揮
し
た
思
想
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
こ
の
三
十
年
間
を
大
拙
思
想
の
中
期
と
み
な
す
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら

遡
及
し
て
、
一
九
〇
二
年
ま
で
を
前
期
と
し
、
ま
た
一
九
三
〇
年
代
後
半
以
後
を
後
期
と
す
る
三
期
区
分
を
仮
説
と
し
て
提
示
し
た
い
。 

大
拙
思
想
と
宗
教
学
と
の
関
わ
り
で
重
要
な
点
は
さ
ら
に
あ
る
。
そ
れ
は
「
宗
教
体
験
」
の
強
調
で
あ
る
。
大
拙
の
宗
教
論
を
問
題
と
す
る
と
き
、
不
可
避

に
直
面
す
る
語
が
「
体
験
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
真
宗
に
お
け
る
機
法
一
体
、
も
し
く
は
道
元
の
身
心
脱
落
の
考
察
を
通
じ
て
そ
の
一
端
が
窺
え
た
は
ず
で
あ

一
九
四
〇
年
代
に
な
る
と
、
大
拙
は
単
に
心
理
学
的
様
態
か
ら
不
可
説
の
宗
教
意
識
を
論
じ
る
立
場
か
ら
、
体
験
そ
の
も
の
の
思
想
性
を
主
張
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
大
拙
は
単
に
心
理
作
用
を
高
揚
さ
せ
る
だ
け
の
酒
類
、
薬
物
に
対
し
て
は
距
離
を
お
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

  

そ
れ
が
酒
を
飲
む
と
、
ひ
よ
つ
と
上
下
が
と
れ
て
来
る
。
心
の
上
下
だ
け
で
な
く
、
躯
の
上
下
も
と
れ
て
来
る
。
…
…
嬰
孩
性
を
取
り
戻
し
た
い
気
が
す

る
も
の
で
あ
る
。
…
…
酒
も
鬱
憤
晴
ら
し
に
適
度
に
飲
め
ば
よ
い
が
、
大
抵
は
さ
う
は
行
か
ぬ
も
の
で
、
た
ら
ふ
く
飲
ん
で
酔
つ
ぱ
ら
ふ
こ
と
に
な
る
。

か
う
な
る
と
人
間
性
な
ど
は
何
処
へ
往
つ
た
か
わ
か
ら
な
く
な
つ
て
し
ま
ふ
。
（
『
全
集
』
第
十
五
巻
、
七
九
～
八
〇
頁
、
初
出
一
九
四
二
年
） 

り
あ
る
底
の
気
分
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
で
は
醒
め
て
苦
し
む
が
、
宗
教
的
に
な
る
と
、
よ
き
実
を
結
ぶ
と
信
じ
て
よ
い
。
心
理
学
的
に
、
生
理
学
的
に
、
ア

ル
コ
ー
ル
も
宗
教
も
同
一
現
象
を
呈
す
る
と
し
て
も
、
よ
き
木
は
そ
の
果
実
に
て
知
ら
る
る
、
宗
教
に
は
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
が
き
く
。
（
『
全
集
』
第
十
九

巻
、
五
九
九
頁
、
初
出
一
九
二
六
年
） 
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宗
教
と
云
ふ
も
の
か
ら
見
る
と
、
そ
れ
は
人
間
の
精
神
が
そ
の
霊
性
を
認
得
す
る
経
験
で
あ
る
と
云
は
れ
る
の
で
あ
る
。
宗
教
意
識
は
霊
性
の
経
験
で
あ

る
。
（
『
全
集
』
第
八
巻
、
二
四
頁
、
初
出
一
九
四
四
年
） 

 
 

禅
学
の
心
理
は
各
宗
教
に
通
じ
た
る
一
大
事
実
に
し
て
、
苟
く
も
宗
教
上
に
大
安
心
を
得
た
る
も
の
は
、
皆
此
の
心
理
的
経
験
あ
り
、
（
『
全
集
』
第
十
八

巻
、
三
四
二
頁
、
初
出
一
九
一
〇
年
） 

る
。
大
拙
思
想
に
お
け
る
「
体
験
」
は
、
そ
の
位
置
づ
け
と
内
実
を
変
遷
さ
せ
な
が
ら
も
、
最
晩
年
ま
で
維
持
さ
れ
る
要
素
で
あ
っ
た
。
大
拙
が
い
か
に
体
験

を
重
要
視
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
を
次
の
引
用
か
ら
確
か
め
た
い
。 

      

ち
と
前
置
き
が
長
く
な
つ
た
が
、
こ
の
一
編
で
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
禅
宗
の
悟
り
と
真
宗
の
「
信
心
決
定
」
と
は
、
そ
の
実
質
に
お
い
て
、

同
一
の
心
理
的
経
験
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
二
十
巻
、
三
四
六
頁
、
初
出
一
九
六
六
年
） 

実
に
宗
教
を
し
て
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
は
こ
の
個
人
的
宗
教
体
験
で
あ
つ
て
、
従
つ
て
今
日
此
処
に
最
も
考
ふ
可
き
重
要
な
眼
目
と
な
つ
て
ゐ
る
も
の

な
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
四
巻
、
一
一
～
一
二
頁
、
初
出
一
九
三
〇
年
） 

ど
の
宗
教
も
体
験
か
ら
始
ま
つ
て
哲
学
や
神
学
に
出
る
。
神
学
か
ら
体
験
を
出
さ
う
と
す
る
と
、
有
無
の
論
理
に
束
縛
せ
ら
れ
て
左
支
右
吾
と
な
る
。
冠

履
を
顛
倒
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
七
巻
、
二
四
四
～
二
四
五
頁
、
初
出
一
九
二
五
年
） 

所
謂
る
至
上
の
覚
り
は
、
そ
れ
を
体
験
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
論
理
と
い
ふ
も
の
は
、
体
験
自
体
を
区
別
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
つ
た

方
が
適
当
か
も
知
れ
な
い
。
（
『
全
集
』
第
二
十
二
巻
、
一
八
〇
頁
、
初
出
一
九
五
七
年
） 
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大
拙
は
ま
ず
洪
川
の
下
に
就
く
が
、
彼
は
間
も
な
く
遷
化
し
、
続
い
て
洪
川
の
法
を
嗣
い
で
円
覚
寺
管
長
と
な
っ
た
釈
宗
演
の
弟
子
と
な
る
。
洪
川
か
ら
直

接
指
導
を
受
け
た
期
間
は
半
年
程
で
あ
る
が
、
当
時
の
禅
堂
内
の
雰
囲
気
と
今
北
洪
川
の
人
格
的
薫
陶
は
、
半
世
紀
を
経
た
後
に
『
今
北
洪
川
』（
一
九
四
六
年
）

 

一
般
に
臨
済
禅
が
曹
洞
禅
と
区
別
さ
れ
る
特
徴
的
な
点
は
、「
見
性
」
を
認
め
る
か
否
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
大
拙
は
円
覚
寺
で
の
参
禅
期
、
一
八
九

六
年
一
二
月
の
接
心
に
お
い
て
見
性
に
至
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
一
一

。
そ
の
た
め
、
大
拙
の
禅
体
験
の
強
調
、
も
し
く
は
宗
教
体
験
の
強
調
は
、
彼
自
身
の
禅

体
験
に
始
ま
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
果
た
し
て
そ
れ
は
ど
れ
程
の
妥
当
性
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
拙
が
経
験
し
た
「
禅
体
験
」
と
、
大
拙
が
語

る
「
禅
体
験
」
と
い
う
言
葉
を
、
即
座
に
直
結
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
の
か
。
禅
と
体
験
の
関
係
を
知
る
た
め
に
、
大
拙
が
学
ん
だ
禅
が
い
か
な
る
も
の

で
あ
っ
た
の
か
を
確
か
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
大
拙
の
思
想
的
基
盤
と
し
て
、
彼
が
影
響
を
受
け
た
禅
宗
の
伝
統
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。 

さ
て
、
引
用
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
大
拙
思
想
に
お
け
る
「
体
験
」
の
位
置
づ
け
を
確
認
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
言
説
を
見
逃
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
上
記
の
引
用
は
、
日
本
で
の
著
述
が
本
格
化
す
る
一
九
一
〇
年
代
か
ら
、
生
涯
を
閉
じ
る
一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
各
年
代
か
ら
選
ん
だ
も
の
で

あ
る
。
体
験
の
位
置
づ
け
が
微
妙
に
変
わ
っ
て
は
く
る
も
の
の
、
彼
の
主
張
が
一
貫
し
て
「
体
験
」
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
か
ら
判
然
と

す
る
。
で
は
、
こ
の
体
験
主
義
と
も
い
う
べ
き
宗
教
観
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

一
八
九
一
年
の
七
月
か
ら
二
十
一
才
の
鈴
木
貞
太
郎
は
円
覚
寺
に
滞
在
し
、
今
北
洪
川
、
釈
宗
演
と
二
人
の
巨
匠
に
参
じ
て
、
臨
済
禅
の
法
燈
に
連
な
る
こ

と
と
な
る
。
日
本
に
お
け
る
臨
済
宗
は
現
在
で
は
十
四
派
を
数
え
る
が
、
宗
内
の
分
派
状
況
が
こ
の
十
四
派
と
し
て
成
立
し
た
の
は
、
一
九
〇
八
年
の
こ
と
で

あ
る
一
二

。
各
派
毎
に
教
義
の
違
い
は
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
山
を
先
導
し
た
禅
僧
達
の
活
動
の
内
容
に
よ
っ
て
、
自
ず
と
個
性
が
現
れ
て
く
る
。
そ
の

中
で
円
覚
寺
は
今
北
洪
川
・
釈
宗
演
の
居
士
禅
指
導
が
盛
ん
で
、
山
岡
鉄
舟
や
夏
目
漱
石
と
い
っ
た
当
時
の
著
名
人
が
多
く
そ
の
警
策
を
受
け
た
。 

  

第
四
節 

禅
宗
の
伝
統
か
ら
Ⅰ 

―
言
語
へ
の
批
判
― 
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し
か
し
禅
が
い
か
に
実
践
的
で
あ
ろ
う
と
も
、
自
身
の
方
向
性
を
全
く
規
定
し
な
い
で
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
教
外
別
伝
、
不
立
文
字
、
直
指
人
心
、
見

 
し
か
し
、
彼
が
生
涯
を
通
じ
た
師
と
し
て
深
く
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
釈
宗
演
で
あ
っ
た
。
宗
演
は
一
八
八
五
年
に
慶
應
義
塾
に
入
学
、
そ
し
て
一
八

八
七
年
に
は
同
塾
を
卒
業
し
、
一
人
ス
リ
ラ
ン
カ
へ
留
学
、
三
年
間
の
在
地
修
行
の
後
に
帰
国
し
、
以
後
今
北
洪
川
亡
き
後
の
円
覚
寺
を
管
長
と
し
て
支
え
た
。

そ
の
後
、
宗
演
は
一
八
九
三
年
に
シ
カ
ゴ
で
開
催
さ
れ
た
万
国
宗
教
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
講
演
原
稿
を
英
訳
し
た
の
が
鈴
木
貞
太
郎
で
あ

っ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
会
議
を
通
じ
て
宗
演
が
ポ
ー
ル
・
ケ
ー
ラ
ス
と
知
己
に
な
っ
た
こ
と
は
、
後
の
大
拙
が
渡
米
す
る
契
機
と
な
る
。

宗
演
は
一
九
〇
五
年
再
び
渡
米
し
て
、
禅
、
そ
し
て
仏
教
を
伝
道
す
べ
く
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
や
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
と
い
っ
た
西
海
岸
の
各
地
、
さ
ら
に
は
大
拙

が
滞
在
し
て
い
た
シ
カ
ゴ
を
経
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ワ
シ
ン
ト
ン
を
巡
っ
た
が
、
一
年
半
に
及
ぶ
こ
の
旅
程
の
傍
ら
に
は
常
に
通
訳
と
し
て
大
拙
が
同
行
し

て
い
た
。
大
拙
が
国
際
的
な
禅
学
者
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
大
拙
個
人
の
資
質
に
大
き
く
支
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
他

方
で
上
述
の
よ
う
な
釈
宗
演
の
国
際
的
活
動
に
よ
る
草
分
け
が
あ
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
っ
た
と
い
う
、
そ
の
背
景
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

 

で
は
、
大
拙
は
こ
の
円
覚
寺
の
法
統
か
ら
ど
の
よ
う
な
思
想
的
影
響
を
受
け
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
再
び
焦
点
を
移
し
た
い
。
よ
り
厳
密
に
い
え
ば
、
大
拙

が
学
ん
だ
禅
と
は
い
か
な
る
も
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
禅
の
修
行
が
禅
堂
生
活
に
お
け
る
実
践
修
行
を
そ
の
中
核
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

言
語
分
別
に
よ
る
把
握
を
退
け
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
そ
こ
で
学
ば
れ
る
内
容
を
「
思
想
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。 

こ
れ
は
円
覚
寺
で
の
参
禅
に
つ
い
て
学
友
山
本
良
吉
に
送
っ
た
書
簡
の
一
節
で
あ
る
。
大
拙
が
禅
に
惹
か
れ
た
の
は
、
日
々
の
生
活
を
律
し
て
い
く
修
養
と
し

て
で
あ
っ
て
、
学
問
的
な
対
象
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。 

の
中
で
「
別
世
界
に
這
入
つ
た
や
う
に
思
つ
た
」
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
二
十
六
巻
、
一
八
〇
頁
）
と
回
顧
さ
れ
て
い
る
。 

  

余
は
鎌
倉
行
ニ
ヨ
リ
テ
大
ナ
リ
ト
ハ
云
ヒ
難
ク
候
得
共
少
シ
得
ル
所
ア
リ
シ
ト
自
思
仕
候 

固
ヨ
リ
禅
学
本
部
ノ
悟
入
ニ
ハ
ア
ラ
ネ
ド
モ
平
生
ノ
所
行
ニ

関
シ
一
二
ノ
新
注
意
ヲ
得
申
候
、
坐
禅
ハ
益
ナ
キ
ヤ
ウ
ニ
見
ユ
レ
ド
モ
其
実
大
得
ナ
モ
ノ
ト
被
考
候
、
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
六
巻
、
三
三
頁
、
一

八
九
一
年
九
月
六
日
山
本
良
吉
宛
書
簡
） 
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中
国
禅
の
伝
統
を
継
ぐ
日
本
の
禅
宗
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
語
が
み
ず
か
ら
の
立
場
を
示
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

性
成
仏
、
こ
れ
ら
四
つ
の
言
葉
は
禅
宗
の
立
場
を
表
す
も
の
と
し
て
、
中
国
禅
の
祖
師
達
の
間
で
も
早
く
か
ら
流
通
し
て
い
た
。
日
本
に
お
け
る
臨
済
宗
の
建

立
を
宣
言
し
た
栄
西
の
『
興
禅
護
国
論
』
（
一
一
九
八
年
）
で
も
既
に
そ
れ
は
見
て
取
れ
る
。 

加
え
て
、
渡
米
前
の
大
拙
の
文
章
を
一
見
し
て
わ
か
る
こ
と
は
、
後
の
彼
の
著
作
が
禅
籍
か
ら
の
豊
富
な
引
用
に
彩
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
が
比
較

的
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
で
引
用
さ
れ
て
い
る
禅
籍
と
し
て
『
夢
窓
国
師
語
録
』
が
目
に
つ
く
が
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
巻
、
五
九
頁
）
、

そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
円
覚
寺
の
開
山
、
仏
光
国
師
（
無
学
祖
元
、
一
二
二
六
～
八
六
年
）
の
言
葉
で
あ
る
。
中
国
の
禅
籍
か
ら
は
、『
仏
果
克

勤
禅
師
心
要
』
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
巻
、
五
一
頁
）
、
『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
巻
、
五
四
頁
）
か
ら
、
す
な
わ
ち
看
話
禅

の
大
成
者
、
圓
悟
克
勤
（
一
〇
六
三
～
一
一
三
五
年
）
と
大
慧
宗
杲
の
言
葉
が
引
か
れ
て
い
る
。
ま
た
大
拙
の
処
女
作
『
新
宗
教
論
』
に
お
い
て
も
、「
公
平
無

私
」
の
立
場
か
ら
宗
教
を
論
じ
る
と
い
う
性
格
の
た
め
か
、
禅
宗
文
献
か
ら
の
目
立
っ
た
引
用
は
東
嶺
円
慈
（
一
七
二
一
～
一
七
九
二
年
）
の
『
宗
門
無
尽
燈

論
願
力
弁
』
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
書
は
仏
道
成
就
に
お
け
る
大
信
根
と
大
悲
の
願
力
の
重
要
性
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
釈
宗
演
は
、
同
じ
東
嶺
円
慈
の
手

   

大
拙
も
最
初
期
の
論
考
に
お
い
て
こ
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
。
一
八
九
六
年
の
「
エ
マ
ー
ソ
ン
の
禅
学
論
」
に
お
い
て
彼
は
次
の
よ
う
に
断
言
す
る
。 

 

こ
の
故
に
、
禅
宗
は
文
字
の
相
を
離
れ
、
心
縁
の
相
を
離
れ
、
不
可
思
議
に
し
て
、
畢
竟
不
可
得
な
り
。
い
は
ゆ
る
、
仏
法
は
法
の
説
く
べ
き
無
き
、
こ

れ
を
仏
法
と
名
づ
く
。
…
…
こ
の
故
に
、
祖
師
は
不
立
文
字
、
直
指
人
心
、
見
性
成
仏
せ
し
む
、
い
は
ゆ
る
禅
門
な
り
。
一
三 

禅
学
と
は
何
ぞ
や
、
結
跏
趺
坐
の
謂
乎
、
棒
喝
を
行
ず
る
の
謂
乎
、「
恁
麼
、
作
麼
生
」
の
謂
乎
、
花
紅
柳
緑
と
澄
ま
し
こ
む
の
謂
乎
。
も
し
儀
相
文
字
に

の
み
拘
泥
し
た
ら
ん
に
は
禅
学
の
価
た
る
三
文
銭
も
尚
ほ
高
し
と
謂
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
さ
ら
ば
禅
学
と
は
何
ぞ
。
曰
く
不
立
文
字
、
教
外
別
伝
、
見
性

成
仏
、
是
な
り
。
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
巻
、
四
二
頁
、
初
出
一
八
九
六
年
） 
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で
は
そ
の
内
容
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
大
拙
は
禅
宗
の
教
え
を
「
不
立
文
字
、
教
外
別
伝
、
見
性
成
仏
」
と
し
て
理
解
し
て
い
た
の
が
、
彼
は
そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
論
じ
て
い
る
の
か
。
一
八
九
六
年
の
論
文
に
「
不
立
文
字
」
と
題
し
た
も
の
が
あ
る
の
で
注
目
し
て
み
た
い
。
彼
は
不
立
文
字
に
つ
い
て
、「
之
を
云
ひ

換
ふ
れ
ば
思
慮
分
別
に
渉
ら
ず
と
の
意
な
り
」
と
述
べ
た
上
で
禅
を
次
の
よ
う
に
語
る
。 

 

 

こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
窺
え
る
こ
と
は
、
渡
米
前
の
大
拙
の
禅
理
解
は
宗
門
内
で
流
通
し
て
い
た
典
籍
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
大
拙
が
参
禅
し
た
円
覚
寺
は
創
建
以
来
の
公
案
禅
の
伝
統
下
に
あ
る
。
実
際
の
禅
堂
修
行
が
看
話
の
実
践
で
あ
っ
た
の
と
同
様
、
大
拙
の
学
ん
だ
禅
籍

も
公
案
集
の
他
に
は
、
そ
の
大
成
者
で
あ
る
圓
悟
や
大
慧
の
語
録
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
有
縁
の
禅
者
の
言
葉
も
そ
の
列
に
連
な
る
。
当
然
の
こ

と
で
あ
る
が
、
大
拙
の
禅
研
究
の
基
礎
は
円
覚
寺
で
の
実
参
の
中
で
育
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。 

 
 

 

大
拙
の
参
禅
は
一
八
九
一
年
か
ら
始
ま
り
、
彼
の
渡
米
は
一
八
九
七
年
で
あ
り
、
大
拙
が
禅
に
つ
い
て
学
び
得
た
の
は
約
六
年
間
で
あ
る
。
こ
の
間
に
彼
は

実
践
面
で
は
見
性
ま
で
到
り
、
学
問
的
に
は
禅
宗
教
学
の
基
礎
的
教
養
を
ほ
ぼ
身
に
つ
け
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
禅
学
を
哲
学
や
心
理
学
と

後
の
大
拙
が
禅
を
語
る
際
の
諸
々
の
観
点
、
例
え
ば
「
自
由
」
も
し
く
は
「
智
慧
」
、
「
慈
悲
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
は
こ
こ
で
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
は

何
よ
り
も
、
禅
が
「
文
字
」
を
超
え
て
い
る
点
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
禅
は
文
字
言
語
に
よ
る
対
象
認
識
を
前
提
と
す
る
科
学
や
哲
学
と
異
な
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

に
成
る
『
宗
門
無
尽
燈
論
』
の
提
唱
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
倶
楽
部
で
行
っ
て
い
る
一
四

。
こ
の
こ
と
か
ら
東
嶺
の
著
作
は
当
時
、
臨
済
宗
の
宗
旨
を
代
弁
す

る
も
の
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

 

禅
が
他
の
思
弁
的
学
問
に
異
な
る
は
実
に
此
に
在
り
。
哲
学
の
如
き
、
科
学
の
如
き
は
、
思
想
分
別
を
基
礎
と
し
て
其
上
に
種
種
の
伽
藍
を
建
立
す
る
こ

と
な
れ
ば
、
文
字
を
立
せ
ず
し
て
は
何
事
を
も
為
し
得
ざ
る
な
り
。
文
字
は
実
に
彼
等
の
生
命
な
り
。
然
る
に
禅
は
之
を
執
せ
ざ
れ
と
曰
ふ
、
何
と
な
れ

ば
禅
は
感
得
し
、
哲
学
・
科
学
は
知
得
す
れ
ば
な
り
。
思
弁
的
学
問
に
在
り
て
は
事
実
を
根
拠
と
し
て
之
が
説
明
を
与
へ
ん
こ
と
を
要
す
、
而
し
て
禅
に

あ
り
て
は
直
に
自
ら
そ
の
事
実
と
な
ら
ん
こ
と
を
要
す
。
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
巻
、
六
七
～
六
八
頁
、
初
出
一
八
九
六
年
） 
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さ
て
、
禅
宗
の
伝
統
に
則
っ
て
い
る
以
上
、
大
拙
の
禅
理
解
は
当
初
か
ら
、
直
接
的
な
実
践
へ
の
参
与
を
喚
起
し
て
い
る
。
そ
し
て
禅
に
限
ら
な
い
宗
教
一

般
に
つ
い
て
も
同
様
の
見
解
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
彼
の
宗
教
観
は
既
に
体
験
主
義
的
傾
向
を
有
し
て
い
る
。 

彼
は
先
達
た
ち
の
伝
言
に
頼
ら
ず
に
、
み
ず
か
ら
「
直
に
」
真
理
と
関
係
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
直
接
に
真
理
を
観
る
こ
と
、
悟
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
彼
が
そ
れ
を
「
体
験
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
渡
米
前
の
諸

い
っ
た
他
の
学
問
領
域
と
の
切
り
結
び
の
中
に
活
か
し
て
い
く
独
自
性
は
、
そ
の
文
面
を
追
う
限
り
見
受
け
ら
れ
な
い
。
彼
の
学
問
が
国
際
的
な
視
野
か
ら
、

自
由
に
語
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
や
は
り
禅
堂
の
門
を
出
た
後
（
彼
の
場
合
、
そ
れ
は
同
時
に
海
外
へ
の
船
出
）
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

師
の
釈
宗
演
が
切
り
開
い
た
仏
教
の
国
際
化
へ
の
道
を
、
自
身
の
足
で
踏
み
出
す
こ
と
を
通
じ
て
、
彼
の
学
問
は
禅
宗
の
教
学
か
ら
「
禅
思
想
」
へ
と
向
か
う
、

そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
そ
れ
は
禅
宗
教
学
と
の
決
別
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
彼
が
あ
く
ま
で
も
み
ず
か
ら
を
育
ん
だ
禅
宗
の

伝
統
に
則
り
つ
つ
、
他
の
思
想
伝
統
と
の
対
決
に
臨
ん
で
い
っ
た
。
彼
の
禅
学
の
独
自
性
は
、
禅
宗
教
学
か
ら
の
異
質
性
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
禅
宗
教
学
を

展
開
さ
せ
る
学
問
領
域
の
異
質
性
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

     

･
･
･
･
･
･

人
心
は
根
本
に
徹
し

．
．
．
．
．
．
．
．
、
源
頭
に
到
ら
ん
こ
と
を
求
む

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
、
先
づ
去
つ
て
直
に
活
天
地
を
観
よ

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
、
直
に
霊
性
を
悟
せ
よ

．
．
．
．
．
．
．
．
、
一
大
光
明
は
此
よ
り
起
り
て

黒
闇
を
照
破
し
了
せ
ん
。
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
巻
、
一
五
頁
、
初
出
一
八
九
四
年
） 

第
五
節 

禅
宗
の
伝
統
か
ら
Ⅱ 

―
「
体
験
」
の
強
調
― 

故
に
宗
教
は
実
地
を
貴
ぶ
。
否
、
宗
教
の
本
分
は
実
地
を
離
れ
て
一
物
も
あ
る
な
き
也

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
。
実
地
と
は
何
ぞ

．
．
．
．
．
．
、
直
下
に
会
す
る
な
り

．
．
．
．
．
．
．
．
、
文
字
言
詮
に
由
ら
ず

．
．
．
．
．
．
．
．
、

道
理
分
別
を
假
ら
ず
し
て

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
、
驀
直
に
覰
破
す
る
な
り

．
．
．
．
．
．
．
．
．
。
（
『
全
集
』
第
二
十
三
巻
、
二
五
頁
、
初
出
一
八
九
六
年
） 
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総
て
宗
教
家
の
言
語
は
詩
的
な
り
、
主
観
的
な
り
、
感
的
な
り
、
科
学
者
の
如
字
的
、
客
観
的
、
思
的
な
る
と
大
に
逕
庭
あ
り
。
仏
教
者
の
字
書
中
に
這

裡
の
消
息
を
伝
ふ
る
好
文
字
あ
り
、「
境
涯
」
是
な
り
。
只
宗
教
者
の
要
心
す
べ
き
所
は
此
主
観
的
境
涯
の
外
に
推
し
ひ
ろ
げ
て
客
観
界
に
投
影
し
、
分
別

的
所
産
と
混
同
せ
ざ
る
に
在
り
。
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
巻
、
二
五
五
頁
、
初
出
一
九
〇
一
年
） 

 
 こ

の
よ
う
に
彼
が
宗
教
の
本
質
を
個
人
の
主
観
、
意
識
に
求
め
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
大
拙
は
そ
れ
を
「
宗
教
体
験
」
と
し
て
は
語
ら
ず
、「
宗

教
的
感
情
」
も
し
く
は
「
境
涯
」
と
い
っ
た
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

論
文
、
及
び
『
新
宗
教
論
』
に
お
い
て
、
大
拙
は
禅
や
宗
教
を
論
じ
る
上
で
「
体
験
」
と
い
う
語
を
ほ
と
ん
ど
用
い
て
い
な
い
。 

   

 

予
の
所
謂
宗
教
な
る
も
の
は
、
只
神
を
説
き
、
愛
を
教
へ
、
有
為
転
変
を
悲
む
も
の
に
あ
ら
ず
。
此
の
如
き
は
皆
是
れ
枝
葉
末
流
の
み
。
予
は
其
根
本
源

泉
を
言
ふ
。
即
ち
吾
人
蒼
海
一
粟
の
身
を
以
て
絶
対
無
窮
の
霊
に
関
係
す
る
所
以
を
覚
悟
せ
し
む
る

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
根
元
の
意
識

．
．
．
．
．
（
即
信
仰

．
．
．
）
、
之
を
名
づ
け
て
宗
教
と
な

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

す．
。
人
心
の
生
命
と
な
り

、
、
、
、
、
、
、
、
、
万
行
の
枢
機
と
な
り

、
、
、
、
、
、
、
、
、
国
家
の
元
気
と
な
り

、
、
、
、
、
、
、
、
、
文
明
の
源
泉
と
な
り

、
、
、
、
、
、
、
、
、
生
存
競
争
の
洪
波
に
跨
り

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
優
勝
劣
敗
の
峻
坂
に
攀

、
、
、
、
、
、
、
、
、

ぢ
躍
然
と
し
て
其
活
力
を
現
は
す

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
も
の
是
也

、
、
、
、
。
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
巻
、
二
六
頁
、
初
出
一
八
九
四
年
） 

宗
教
的
感
情
の
、
有
限
の
外
に
逸
し
、
三
世
の
上
に
出
づ
る
に
比
せ
ば
、
固
よ
り
天
地
霄
壌
の
比
に
あ
ら
ず
。
知
る
べ
し
、
二
元
的
・
矛
盾
的
・
相
待
的

了
智
分
別
の
到
底
致
し
得
る
処
に
あ
ら
ざ
る
を
。
此
の
如
く
宗
教
的
感
情
は
、
自
然
の
大
化
と
其
帰
趣
を
一
に
し
、
宇
宙
を
包
括
す
る
が
故
に
、
凡
俗
の

輩
と
雖
も
、
一
た
び
這
般
の
人
物
に
遭
へ
ば
、
恰
も
シ
ナ
イ
山
巓
、
雷
鳴
と
風
雨
と
雲
霧
と
烈
火
と
の
中
よ
り
響
き
わ
た
れ
る
ヱ
ホ
バ
の
声
を
聞
き
た
ら

ん
如
く
、
其
雄
大
な
る
に
打
た
れ
、
恐
惶
戦
慄
、
進
展
す
る
所
を
知
ら
ざ
る
ん
と
す
る
な
る
べ
し
。
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
巻
、
一
五
五
頁
、
初
出

一
八
九
八
年
） 
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こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
後
の
大
拙
が
「
禅
経
験
」
も
し
く
は
「
禅
体
験
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
、
も
し
く
は
「
見
性
」
を
「
見
性
体
験
」
と
し

て
論
じ
る
こ
と
は
、
実
は
禅
宗
の
伝
統
の
延
長
線
上
に
あ
り
つ
つ
も
ジ
ェ
イ
ム
ズ
的
な
宗
教
学
的
視
座
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
体
験

を
強
調
す
る
傾
向
性
は
、
臨
済
禅
の
実
践
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
時
点
か
ら
既
に
あ
っ
た
、
し
か
し
そ
れ
を
「
体
験experien

ce

」
と
し
て
言
語
化
す
る
こ
と
は
、

西
洋
の
宗
教
学
の
語
彙
を
援
用
し
て
初
め
て
可
能
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
近
代
以
降
の
禅
研
究
史
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
一
九
世
紀
の
大
拙
、
す
な
わ
ち
前
期
の
大
拙
は
宗
教
を
人
間
の
心
理
に
即
し
て
把
握
し
よ
う
と
い
う
傾
向
を
既
に
有
し
て
い
た
一
五

。「
不
立
文
字
」

と
い
う
立
場
を
、
他
宗
派
や
他
宗
教
だ
け
で
な
く
、
哲
学
や
科
学
と
も
異
な
る
禅
の
独
自
性
と
し
て
標
榜
す
る
こ
と
で
、
人
間
の
心
理
に
分
別
を
超
え
た
領
域

が
存
在
す
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
、
伝
聞
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
宗
教
で
は
な
く
、
み
ず
か
ら
実
践
に
参
与
し
、
直
接
に
真

理
を
感
得
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
宗
教
の
本
質
と
し
て
個
人
の
主
観
的
な
意
識
、
宗
教
的
な
感
情
が
論
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
は
、
既
に
体
験

主
義
を
先
取
り
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
彼
が
そ
れ
を
実
際
に
「
体
験
」
と
い
う
語
で
は
示
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
中
期
思
想
の
成
立
を

待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
九
〇
四
年
三
月
一
九
日
の
西
田
宛
書
簡
に
お
い
て
見
た
よ
う
に
、
坐
禅
の
実
践
をactu

al experien
ce

ま
た
はcon

crete person
al 

experien
ce

と
し
て
提
示
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
神
秘
主
義
研
究
の
影
響
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

近
代
の
禅
を
め
ぐ
る
言
説
が
「
無
」
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
西
洋
思
想
と
の
対
比
の
も
と
で
東
洋
思
想
を
捉
え
よ
う
と
い
う
、
日

本
近
代
そ
の
も
の
が
担
っ
て
き
た
西
洋
と
の
対
決
と
い
う
課
題
が
暗
黙
の
う
ち
に
前
提
さ
れ
て
い
る
と
い
う
一
七

。
西
欧
列
強
に
居
並
ぶ
べ
く
日
本
に
独
自
の
文

宗
門
に
お
け
る
公
案
禅
の
伝
統
の
下
で
は
、
禅
問
答
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
営
み
は
、
そ
の
禅
問
答
の
語
学
的
に
厳
密
な
意
味
を
素
通
り
し
て
、
そ
の
禅
問

答
の
背
後
に
流
れ
る
真
理
へ
の
直
接
的
な
接
近
と
し
て
試
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
個
別
の
問
答
の
中
に
本
来
存
す
る
独
自
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
語
感
は
捨
象
さ
れ
、

禅
僧
達
の
多
面
的
な
生
活
場
面
が
、「
無
」
と
い
う
真
理
の
下
に
画
一
化
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
公
案
禅
の
伝
統
に
対
し
て
、
現
代
の
禅
研
究
は
、
禅
籍
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
言
葉
が
、
近
代
日
本
の
禅
学
者
や
哲
学
者
が
宣
揚
す
る
よ
う
な
「
無
」
と
し
て
感
得
さ
れ
る
以
前
に
、
何
よ
り
唐
代
宋
代
の
禅
僧
達
の
生
活

に
密
着
し
た
日
常
語
で
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
き
た
。
現
代
の
禅
研
究
は
、
入
矢
義
高
に
よ
る
厳
密
な
語
学
的
研
究
に
基
づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
禅
籍
本
来

の
リ
ア
ル
な
語
調
と
語
感
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
一
六

、
そ
れ
は
「
無
」
を
強
調
し
て
き
た
宗
門
と
そ
こ
に
立
脚
し
た
近
代
の
禅
研
究
（
大
拙
の
禅
研
究
）
へ

の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
も
あ
っ
た
。 
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釈
宗
演
の
弟
子
で
あ
る
大
拙
の
活
動
は
、
そ
の
始
ま
り
か
ら
国
際
的
で
あ
り
、
彼
は
常
に
西
洋
人
に
向
け
て
東
洋
思
想
を
知
ら
せ
よ
う
と
い
う
意
図
の
下
で

活
動
を
続
け
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
彼
の
視
線
が
禅
の
思
想
史
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
同
時
に
そ
の
視
野
に
は
西
洋
人
の
宗
教
、
そ
し
て
彼

ら
自
身
が
み
ず
か
ら
の
宗
教
を
捉
え
よ
う
と
す
る
学
問
研
究
が
常
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。
東
洋
と
西
洋
が
単
に
対
比
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
東
洋
か
ら
西
洋
へ
、

と
い
う
方
向
性
を
孕
ん
だ
言
説
が
可
能
と
な
る
に
は
、
両
者
が
異
質
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
両
者
が
問
題
の
地
盤
を
共
有
す
る
か
ら
こ
そ
、
東
洋
の

宗
教
は
西
洋
で
実
践
さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、
大
拙
に
と
っ
て
そ
れ
が
神
秘
主
義
で
あ
り
、
宗
教
体
験
と
い
う
枠
組
み
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
大
拙
の
宗
教
研
究

が
彼
の
禅
研
究
の
延
長
に
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
そ
の
禅
研
究
も
宗
教
の
学
問
的
研
究
と
相
俟
っ
て
進
め
ら
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
言
い
換
え

れ
ば
西
洋
を
前
提
と
し
て
東
洋
を
語
る
と
い
う
構
造
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
一
八

。 

現
代
の
文
献
学
的
な
禅
研
究
が
鈴
木
大
拙
の
テ
キ
ス
ト
を
敬
遠
す
る
原
因
は
、
大
拙
が
テ
キ
ス
ト
の
厳
密
な
語
学
的
解
明
に
先
立
っ
て
、
研
究
者
自
身
の
禅

体
験
を
要
請
す
る
点
に
あ
る
一
九

。
禅
研
究
の
原
理
を
文
献
に
求
め
る
か
体
験
に
求
め
る
か
と
い
う
対
立
構
造
の
み
に
着
目
す
れ
ば
、
昭
和
初
頭
の
曹
洞
宗
に
お

い
て
学
術
研
究
派
と
実
究
実
参
派
が
対
立
し
た
「
正
信
論
争
」
を
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
曹
洞
宗
教
学
は
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
忽
滑
谷
快

天
（
一
八
六
七
～
一
九
三
四
年
）
や
岡
田
宜
法
（
一
八
八
二
～
一
九
六
一
年
）
ら
に
よ
っ
て
近
代
的
な
学
問
と
し
て
打
ち
立
て
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
一
九
二
八
年
、
曹
洞
と
と
も
に
臨
済
の
禅
を
修
し
た
原
田
祖
岳
（
一
八
七
一
～
一
九
六
一
年
）
は
、
彼
ら
学
術
研
究
者
に
よ
っ
て
禅
が
学
問
的
に
語
ら

れ
る
こ
と
を
危
険
視
し
、
痛
烈
な
批
判
的
言
説
を
展
開
し
た
。
そ
し
て
学
術
研
究
派
も
そ
の
論
戦
の
舞
台
に
上
が
っ
た
た
め
、「
正
信
論
争
」
が
惹
き
起
こ
さ
れ

た
。
明
治
三
十
年
代
以
来
、
曹
洞
宗
大
学
林
（
後
の
駒
沢
大
学
）
は
僧
堂
生
活
に
準
拠
し
た
伝
統
的
で
訓
詁
的
な
教
育
と
、
西
洋
文
明
の
流
入
に
伴
っ
て
日
本

に
定
着
し
た
近
代
的
学
問
と
の
間
で
、
相
克
の
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
が
、
昭
和
に
入
っ
て
伝
統
的
実
践
派
と
近
代
的
学
問
研
究
派
と
の
間
で
惹
き
起
こ
さ
れ
た

「
正
信
論
争
」
も
そ
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
二
〇

。
実
践
仏
教
た
る
禅
宗
に
と
っ
て
近
代
に
成
立
し
た
人
文
科
学
は
、
決
し
て
無
条
件
に
受
容
で
き
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

化
、
思
想
と
し
て
発
揚
さ
れ
た
も
の
が
、
公
案
禅
の
「
無
」
の
思
想
で
あ
り
、
そ
の
担
い
手
で
あ
っ
た
の
が
西
田
幾
多
郎
を
旗
手
と
仰
ぐ
京
都
学
派
の
哲
学
者

た
ち
と
禅
学
者
鈴
木
大
拙
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
大
拙
の
禅
研
究
は
、
文
献
学
的
客
観
性
を
求
め
る
以
上
に
、
近
代
人
に
生
き
る
指
針
を
与
え
る
と
い
う

価
値
的
な
も
の
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
研
究
方
法
も
彼
自
身
の
「
体
験
」
を
基
礎
と
す
る
主
観
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。 
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体
験
主
義
の
成
立
は
、
神
秘
主
義
の
受
容
と
と
も
に
中
期
思
想
成
立
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
。
し
か
し
、
神
秘
主
義
が
後
期
思
想
の
成
立
に
よ
っ
て
放
棄

さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
体
験
主
義
の
立
場
は
後
期
以
後
の
大
拙
思
想
に
お
い
て
も
引
き
続
き
保
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
後
期
思
想
に
独
自
の
展
開
に
つ
い
て

は
章
を
改
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
中
期
思
想
の
枠
組
み
が
後
期
思
想
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
取
捨
選
択
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
述
べ
き
っ

て
お
き
た
い
。 

大
拙
の
主
張
し
た
体
験
主
義
的
禅
研
究
と
、
そ
れ
を
敬
遠
す
る
文
献
学
的
研
究
と
の
間
の
関
係
も
、
学
問
か
実
践
か
と
い
う
二
項
と
し
て
理
解
す
る
限
り
、

こ
の
正
信
論
争
に
お
け
る
対
立
項
と
類
比
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
大
拙
は
中
国
の
禅
籍
研
究
者
・
胡
適
と
の
間
で
禅
籍
の
読
解
方

法
を
め
ぐ
っ
て
論
争
を
起
こ
し
て
い
る
。
禅
体
験
を
基
礎
に
持
た
な
い
立
場
を
批
判
し
た
大
拙
と
、
文
献
学
的
知
見
を
踏
ま
え
な
い
抽
象
的
思
弁
を
斥
け
た
胡

適
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
激
論
は
、
禅
研
究
史
上
に
記
録
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

序
章
に
お
い
て
既
に
示
し
た
よ
う
に
、
本
論
は
禅
の
根
本
を
め
ぐ
る
両
者
の
立
場
の
是
非
を
論
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
大
拙
を
め
ぐ
る
体

験
主
義
の
問
題
が
さ
ら
な
る
位
相
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
献
学
的
研
究
か
ら
見
て
、
大
拙
の
禅
研
究
が
内
包
し
て
い
た
問
題
は
、
テ
キ
ス
ト

の
細
部
へ
の
配
慮
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
二
一

、
そ
れ
以
上
に
彼
が
強
調
す
る
「
体
験
」
と
い
う
枠
組
み
そ
の
も
の
が
、
禅
に
直
接
由
来
す
る

も
の
で
は
な
く
、
西
洋
思
想
（
ジ
ェ
イ
ム
ズ
宗
教
学
）
と
の
出
会
い
の
中
で
獲
得
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
事
実
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。 

も
し
大
拙
が
い
う
よ
う
に
禅
研
究
と
い
う
も
の
が
、
み
ず
か
ら
の
実
践
と
悟
得
に
よ
っ
て
内
在
的
に
体
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
為
し
え
な
い
も
の
だ
と

し
て
も
、
そ
の
実
践
と
悟
得
を
「
宗
教
体
験
」
と
み
な
す
と
こ
ろ
に
は
、
禅
に
と
っ
て
外
在
的
な
枠
組
み
が
混
入
す
る
こ
と
を
許
し
て
し
ま
う
。「
見
性
」
と
「
見

性
体
験
」
の
間
の
差
異
、
す
な
わ
ち
「
見
性
」
が
「
見
性
体
験
」
と
い
う
こ
と
ば
で
言
い
換
え
可
能
な
現
象
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
は
み
ず
か
ら
そ
こ
に
参
与
し

た
実
践
者
に
し
か
判
断
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
大
拙
は
前
期
思
想
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
観
点
か
ら
、
禅
を
捉
え
直
す
こ
と
で
中
期

思
想
を
形
成
し
て
い
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

  

第
六
節 

後
期
思
想
へ
の
連
続
面
と
非
連
続
面 
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中
期
思
想
に
お
け
る
宗
教
体
験
は
そ
の
ま
ま
悟
り
の
心
理
的
側
面
を
示
す
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
後
期
思
想
の
新
た
な
展
開
は
、
悟
り
の
構
成

要
素
と
し
て
「
禅
意
識
」
を
持
ち
出
し
、
「
禅
体
験
」
の
言
語
化
を
図
る
点
に
あ
る
。
「
体
験
も
意
識
せ
ら
れ
ね
ば
無
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
言
語
化
さ
れ

な
い
心
理
的
経
験
は
心
理
的
経
験
と
し
て
自
覚
さ
れ
な
い
、
そ
し
て
言
語
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
理
的
経
験
も
そ
の
も
の
と
し
て
意
識
に
自
覚
さ
れ
る
と

い
う
。
で
は
大
拙
は
何
故
そ
れ
ま
で
の
立
場
に
上
乗
せ
す
る
形
で
、
経
験
を
言
語
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
点
を
考
察
す
る
た
め
に
次
の
文
に
注
目

し
た
い
。 

何
故
、
「
体
験
主
義
」
が
維
持
さ
れ
た
の
に
対
し
て
「
神
秘
主
義
」
は
否
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
、
こ
の
点
は
や
は
り
後
期
思
想
で
成
立
す
る
「
禅
思
想
」

と
の
親
和
性
に
よ
っ
て
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
章
以
降
の
考
察
を
先
取
り
し
て
い
え
ば
、
大
拙
の
禅
思
想
と
は
、「
禅
体
験
」
と
「
禅
意
識
」
と
の
相
補

的
関
係
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
る
。 

  

 

禅
体
験
だ
け
で
は
悟
は
成
立
た
ぬ
。
禅
意
識
と
い
ふ
も
の
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
而
し
て
此
の
意
識
の
端
的
は
無
分
別
の
分
別
と
云
ふ
こ
と
で
云
ひ
詮
は

す
よ
り
外
な
い
。
（
『
全
集
』
第
一
巻
、
三
六
一
頁
、
初
出
一
九
四
〇
年
） 

「
不
立
文
字
」
は
体
験
の
端
的
だ
が
、「
不
立
文
字
」
即
ち
「
立
文
字
」
で
体
験
も
意
識
せ
ら
れ
ね
ば
無
で
あ
る
。
…
…
今
此
の
悟
経
験
を
分
析
し
て
見
る

と
、
二
つ
の
構
成
要
素
が
あ
る
。
一
は
、
経
験
と
い
ふ
心
理
的
事
実
其
物
と
、
今
一
は
反
省
即
ち
経
験
し
た
事
実
に
対
す
る
分
別
識
で
あ
る
。
前
者
を
禅

経
験
と
名
づ
け
、
後
者
を
禅
意
識
と
名
づ
け
る
。
（
『
全
集
』
第
一
巻
、
三
六
〇
頁
、
初
出
一
九
四
〇
年
） 

禅
者
の
主
張
は
、
そ
れ
で
、
意
識
の
本
源
を
窮
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
二
つ
の
相
反
す
る
方
向
に
動
く
も
の
の
自
覚
が
意
識
で
あ
る
と
云
ふ
と
、
こ
の

「
動
く
も
の
」
が
問
題
に
な
ら
う
。
意
識
は
こ
の
「
動
く
も
の
」
を
分
別
す
る
が
、
こ
の
分
別
の
下
に
は
無
分
別
が
あ
つ
て
、
そ
れ
で
分
別
意
識
が
可
能

に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
意
識
の
本
源
は
無
分
別
に
在
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
『
全
集
』
第
十
五
巻
、
三
四
三
頁
、
初
出
一
九
四
三
年
） 
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大
拙
が
宗
教
体
験
を
こ
の
よ
う
に
論
じ
換
え
る
に
至
っ
た
背
景
と
し
て
は
、
先
の
引
用
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
分
別
と
無
分
別
の
矛
盾
的
相
即
関
係
に
よ
っ

こ
れ
に
よ
る
と
禅
は
、
意
識
の
本
源
に
あ
る
無
分
別
を
自
覚
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
注
意
し
な
く
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
人
が
そ
れ
を
自
覚
し

よ
う
と
し
ま
い
と
、「
無
分
別
」
は
常
に
意
識
を
本
源
か
ら
基
礎
づ
け
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
我
々
が
分
別
す
る
と
い
う
こ
と
は
「
無
分
別
」
と
い
う
基

礎
な
し
に
は
為
し
え
な
い
（
こ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
第
六
章
に
て
取
り
上
げ
る
）
。
言
い
換
え
れ
ば
、
我
々
の
意
識
が
分
別
す
る
と
こ
ろ
に
は
常
に
「
無
分
別
」

が
背
後
に
、
も
し
く
は
基
礎
に
伴
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
人
は
常
に
悟
り
の
只
中
に
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
逆
に
い
え
ば
、
人
は
そ

の
一
挙
手
一
投
足
の
所
作
に
お
い
て
、
常
に
悟
り
を
行
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
見
方
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
曖
昧
に
な
る
点
も
生
じ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
す
れ
ば
、
一
挙
手
一
投
足
す
べ
て
が
仏
法
の
表

現
と
し
て
の
宗
教
経
験
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
大
拙
が
悟
り
と
し
て
宗
教
体
験
の
言
語
化
を
新
た
に
説
く
に
至
っ
た
の
は
、
一
切
の
行
為
の
中
に
悟

り
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
を
あ
る
特
定
の
瞬
間
に
お
け
る
経
験
と
し
て
限
定
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
。

言
語
化
、
意
識
化
と
は
、
あ
る
瞬
間
を
「
あ
る
瞬
間
」
と
し
て
、
他
の
時
間
か
ら
区
別
し
対
象
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
大
拙

は
悟
り
を
十
全
に
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

   

仏
事
は
、
ど
ん
な
方
法
で
も
、
人
間
生
活
の
ど
ん
な
方
面
に
で
も
行
じ
得
ら
れ
る
も
の
だ
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
『
楞
伽
経
』
な
ど
に
は
、
揚
眉
瞬

目
、
咳
唾
掉
臂
、
何
れ
も
仏
法
で
な
い
も
の
は
な
い
と
説
く
。
吾
等
が
普
通
に
こ
の
色
身
と
云
ふ
も
の
を
根
本
的
基
体
と
し
て
、
そ
れ
か
ら
万
般
の
表
現

的
施
設
を
な
す
如
く
考
へ
る
が
、
色
身
そ
の
も
の
も
、
そ
れ
自
身
に
は
何
等
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
な
い
。
色
身
も
表
現
的
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
れ

か
ら
出
て
来
る
一
切
の
作
用

―
言
語
・
文
字
・
動
作
・
芸
術
・
道
徳
等

―
は
何
れ
も
一
種
の
志
向
性
は
も
た
ぬ
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

禅
経
験
の
事
実
と
云
ふ
一
真
実
の
世
界
か
ら
見
る
と
、
此
世
界
は
千
差
無
量
の
表
現
身

ル
ー
パ
カ
ー
ヤ

と
分
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
や
う
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。（
『
全

集
』
第
二
十
二
巻
、
六
五
～
六
六
頁
、
初
出
一
九
四
三
年
） 
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て
、
一
切
の
行
為
が
悟
り
と
し
て
把
握
さ
れ
う
る
よ
う
に
な
っ
た
点
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
こ
そ
が
後
期
思
想
の
根
幹
た
る
「
即
非
の
論
理
」
の
内
実
で
あ

る
。
従
っ
て
、
宗
教
体
験
論
の
変
容
も
後
期
思
想
の
必
然
的
な
結
論
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
後
期
思
想
成
立
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
章
以
下
の
考
察
に
譲

り
た
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
期
思
想
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た
「
宗
教
体
験
」
は
、
後
期
思
想
に
お
い
て
は
言
語
化
と
い
う
条
件
を
付
さ
れ
た
上
で
、
晩
年
ま

で
禅
の
原
理
と
し
て
保
持
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る
。 

彼
は
宗
教
体
験
を
不
可
説
な
も
の
と
し
て
、
特
別
視
す
る
傾
向
を
嫌
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
日
常
性
の
中
に
実
践
を
求
め
る
禅
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、「
神
秘
」

と
い
う
語
は
、
人
間
存
在
か
ら
隔
絶
さ
れ
隠
さ
れ
た
力
を
神
聖
視
す
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
中
期
思
想
の
時
点
で
既
に
意
識
さ
れ
て
い
た
。

体
験
の
立
場
が
修
正
を
施
さ
れ
た
上
で
採
用
さ
れ
続
け
た
の
に
対
し
て
、
後
期
思
想
の
成
立
と
と
も
に
放
棄
さ
れ
た
の
は
「
神
秘
主
義
」
と
い
う
観
点
で
あ

る
。
既
に
上
述
の
考
察
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
拙
は
宗
教
体
験
の
言
語
化
、
す
な
わ
ち
そ
の
体
験
に
対
し
て
一
定
の
「
意
味
」
を
付
与
す
る
こ
と
を
後

期
思
想
の
旗
印
と
し
て
掲
げ
た
。「
神
秘
主
義
」
が
否
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
や
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
と
い
っ
た
具
体
的
な
宗
教

伝
統
へ
の
拒
否
で
は
な
く
、
体
験
そ
の
も
の
を
「
神
秘
」
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
語
義
的
な
意
味
合
い
か
ら
で
あ
っ
た
。 

宗
教
体
験
を
他
者
が
窺
い
知
ろ
う
と
す
る
際
、
そ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
不
可
説
な
神
秘
と
な
る
。
他
方
、
体
験
者
自
身
の
内
面
に
お
い
て
は
露
堂
堂
、
す
な
わ
ち

全
体
が
は
っ
き
り
と
余
す
と
こ
ろ
な
く
顕
れ
た
も
の
と
し
て
体
得
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
何
等
隠
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。
大
拙
は
こ
の
「
露
堂
堂
」
の
体
験
世
界

を
そ
の
ま
ま
に
言
語
表
現
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。 

   

之
れ
を
神
秘
と
曰
ふ
時
は
神
秘
な
り
、
之
れ
を
露
堂
堂
と
云
ふ
時
は
露
堂
堂
な
り
。
一
は
内
よ
り
そ
の
消
息
を
見
、
他
は
外
よ
り
そ
の
消
息
の
発
展
を
認

む
。
（
『
全
集
』
第
十
八
巻
、
三
三
五
頁
、
初
出
一
九
一
一
年
） 

事
に
托
し
物
に
托
し
な
が
ら
、
そ
の
事
そ
の
物
と
不
則
不
離
し
て
、
実
在
を
覿
面
に
露
堂
堂
た
ら
し
め
る
文
字
こ
そ
偈
頌
の
上
乗
た
る
も
の
と
謂
は
ざ
る

べ
か
ら
ず
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
四
巻
、
六
一
頁
、
初
出
一
九
四
六
年
） 
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以
上
、
中
期
思
想
の
規
定
を
基
軸
に
、
前
期
思
想
と
後
期
思
想
と
の
境
界
線
を
定
め
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
中
期
思
想
そ
の
も
の
の
内
実
も
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
と
思
う
。
そ
し
て
次
章
以
下
で
は
後
期
思
想
の
成
立
と
そ
の
思
想
構
造
を
詳
細
に
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
そ
の
た
め
本
章
の
末
尾
と
し
て
、

 

な
お
、
後
期
思
想
成
立
後
の
著
作
に
も
「
神
秘
主
義
」
が
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
記
述
も
詳
細
に
見
て
い
く
と
、
神
秘
主

義
放
棄
と
い
う
後
期
思
想
の
特
質
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
例
え
ば
、M

isticism
: C

hristian and B
uddhist, 1957

（
『
神
秘
主
義 

―
キ

リ
ス
ト
教
と
仏
教
』
）
と
い
う
著
作
も
、
そ
の
中
身
を
繙
い
て
み
る
と
、
そ
の
論
述
に
ほ
と
ん
ど
「
神
秘
主
義
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明

す
る
。
む
し
ろ
彼
は
「
神
秘
」
と
い
う
語
に
批
判
的
で
す
ら
あ
る
二
二

。
仮
に
禅
と
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
と
の
類
似
性
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ

は
散
発
的
で
突
発
的
な
も
の
と
さ
れ
る
二
三

。
ま
た
、『
禅
』（
一
九
六
五
年
）
第
五
章
「
禅
指
導
の
実
際
的
方
法
」
に
は
、
禅
と
「
神
秘
主
義
」
と
の
対
比
が
多
々

見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
章
は
も
と
も
と
、E

ssays in Zen B
uddhism

 first series, 1927

か
ら
の
再
録
で
あ
り
、
後
期
思
想
の
範
疇
に
は
入
ら
な
い
。

同
様
に
、
『
日
本
仏
教
』
（
一
九
六
一
年
）
に
収
録
さ
れ
た
「
『
歎
異
抄
』
を
読
む
」
も
、
「
神
秘
主
義
は
、
哲
学
・
論
理
の
体
系
と
し
て
は
成
り
立
た
ぬ
が
、
宗

教
の
極
致
は
こ
こ
に
在
る
」
（
『
全
集
』
第
十
一
巻
、
四
六
七
頁
）
と
論
じ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
初
出
は
一
九
二
八
年
で
あ
り
、
中
期
思
想
の
範
疇
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
拙
の
著
作
は
そ
の
構
成
上
必
ず
し
も
出
版
当
時
の
筆
者
の
考
え
を
反
映
し
て
い
な
い
た
め
、
後
期
思
想
成
立
後
に
も
神
秘
主
義
論
を
一
部
肯

定
的
に
語
る
著
作
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
引
用
は
中
期
思
想
に
お
い
て
既
に
示
さ
れ
て
い
た
主
張
で
あ
る
。
神
秘
を
神
秘
と
し
て
、
私
秘
的
体
験
の
ま
ま
に
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
そ
の

ま
ま
文
字
の
上
に
描
き
出
す
こ
と
、
こ
と
ば
と
し
て
語
り
出
す
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
大
拙
は
宗
教
意
識
が
完
成
す
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
中
期
思
想

に
お
い
て
は
神
秘
主
義
へ
の
反
発
心
は
水
面
下
に
潜
ん
で
い
た
も
の
の
、
宗
教
体
験
に
言
語
化
と
い
う
条
件
を
付
し
た
後
期
思
想
が
形
成
さ
れ
た
と
き
に
そ
の

反
発
は
決
定
的
な
も
の
と
な
り
、
神
秘
主
義
と
い
う
枠
組
み
そ
の
も
の
の
放
棄
へ
と
至
っ
た
の
で
あ
る
。 

   

第
七
節 

前
期
思
想
か
ら
の
連
続
面
と
非
連
続
面 
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便
宜
的
に
中
期
思
想
を
一
九
〇
二
年
か
ら
一
九
三
五
年
ま
で
の
三
十
三
年
間
、
後
期
思
想
を
一
九
三
五
年
か
ら
大
拙
の
没
す
る
一
九
六
六
年
ま
で
の
三
十
一

年
間
と
す
る
と
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
三
十
余
年
と
量
的
に
は
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
期
思
想
は
、
全
集
に
お
け
る
最
初
の
論
文
を
一
八
九
四
年
と
し

て
、
一
九
〇
二
年
ま
で
の
八
年
間
と
、
後
二
者
に
比
し
て
や
や
不
均
衡
の
感
は
否
め
な
い
。
心
理
学
的
傾
向
と
い
う
共
通
点
を
以
て
、
前
期
思
想
と
中
期
思
想

を
統
一
し
て
二
区
分
説
と
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
が
、
前
期
思
想
に
は
や
は
り
、
そ
の
内
実
を
鑑
み
る
に
中
期
思
想
と
は
明
確
に
異
な
る
面
が
多
々
見

受
け
ら
れ
る
た
め
、
本
論
は
量
的
不
均
衡
と
い
う
欠
点
を
差
し
引
い
て
も
三
区
分
説
を
採
る
こ
と
と
し
た
。
で
は
そ
の
内
実
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
こ
こ
ま

で
、
中
期
思
想
と
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
中
か
ら
、
前
期
思
想
の
い
く
つ
か
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
大
拙
が
宗
教
の
本
質
を
宗
教
的
感
情
や

主
観
的
意
識
に
求
め
て
い
た
こ
と
、
禅
と
神
秘
主
義
の
関
係
を
否
定
的
に
捉
え
て
い
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
が
、
彼
の
前
期
思
想
の
中
心
的
課
題
は
や
は
り
別
の

点
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
時
期
唯
一
の
著
作
『
新
宗
教
論
』
（
一
八
九
六
年
）
で
あ
る
。 

 

こ
の
著
作
は
表
題
の
通
り
禅
よ
り
も
宗
教
を
主
題
と
し
た
も
の
で
、
神
や
信
仰
と
い
っ
た
宗
教
の
中
心
問
題
が
論
じ
ら
れ
た
後
、
哲
学
や
科
学
、
道
徳
や
教

育
と
い
っ
た
諸
問
題
が
宗
教
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
が
語
ら
れ
る
。
こ
の
論
著
が
大
拙
の
他
の
著
作
と
比
較
し
て
特
徴
的
な
点
は
、
宗
教
を
体
系
的
に
秩

序
立
て
て
説
明
す
る
点
、
当
時
の
宗
教
界
が
直
面
し
て
い
た
問
題
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
て
い
る
点
等
で
あ
る
。 

ま
ず
、
前
者
に
つ
い
て
そ
の
背
景
を
考
察
し
て
み
た
い
。
大
拙
が
み
ず
か
ら
の
思
想
を
創
出
し
て
い
く
た
め
の
原
動
力
と
な
っ
た
も
の
は
、
若
き
日
の
参
禅

経
験
と
膨
大
な
禅
籍
へ
の
造
詣
、
そ
し
て
東
西
両
洋
の
宗
教
思
想
に
対
す
る
幅
広
い
知
識
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
英
語
や
漢
文
の
み
な
ら
ず
イ
ン
ド

の
古
典
言
語
を
読
み
こ
な
す
言
語
能
力
が
あ
っ
て
初
め
て
可
能
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
当
然
こ
れ
ら
は
長
い
研
究
生
活
を
通
じ
て
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
才
覚
で

あ
る
以
上
、
二
十
代
後
半
の
大
拙
が
自
在
に
使
い
こ
な
す
こ
と
の
で
き
た
能
力
は
限
ら
れ
て
い
る
。
先
に
論
じ
た
よ
う
に
、
禅
に
関
す
る
知
見
は
円
覚
寺
の
伝

統
教
学
の
域
を
大
き
く
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
し
、
参
禅
修
行
も
一
八
九
六
年
に
至
っ
て
初
め
て
見
性
を
得
た
と
い
う
状
況
で
、
彼
は
未
だ
そ
の
本
領
で
あ

る
禅
論
を
十
全
に
駆
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
海
外
の
宗
教
学
に
つ
い
て
の
知
識
も
同
様
で
あ
る
。
彼
は
石
川
県
専
門
学
校
中
退
後
、
東
京
専
門
学
校

と
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
で
の
非
常
に
短
い
期
間
で
の
集
中
的
な
勉
学
の
時
間
の
中
で
可
能
な
限
り
の
知
識
を
身
に
つ
け
た
よ
う
で
あ
る
二
四

。 

前
期
思
想
の
諸
特
質
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
論
究
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

漢
文
と
英
語
に
つ
い
て
は
金
沢
時
代
か
ら
既
に
卓
越
し
た
読
解
力
を
発
揮
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
ら
を
駆
使
し
て
膨
大
な
思
想
世
界
に
分
け
入
っ
て
行
く
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現
存
の
資
料
か
ら
見
る
限
り
、
大
拙
が
著
述
活
動
を
始
め
た
の
は
一
八
九
四
年
（
明
治
二
七
年
）
か
ら
で
あ
る
が
、
日
本
の
社
会
は
明
治
維
新
以
来
、
国
家

と
宗
教
を
め
ぐ
る
深
刻
な
課
題
に
直
面
し
て
い
た
。
明
治
政
府
に
よ
る
「
神
仏
判
然
令
」
は
古
代
以
来
の
神
仏
の
結
び
つ
き
を
切
り
離
し
、
神
道
を
独
立
し
た

宗
教
と
し
て
高
揚
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
国
教
化
を
目
指
し
て
い
た
。
こ
の
「
神
仏
判
然
令
」
を
受
け
、
日
本
各
地
で
民
衆
に
よ
る
寺
院
破
壊
活
動
が
巻
き
起

 

『
新
宗
教
論
』
の
み
な
ら
ず
そ
の
他
の
論
文
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
前
期
の
大
拙
が
ま
ず
直
面
し
て
い
た
問
題
は
、
「
宗
教
」
と
い
う
領
域
そ
の
も
の
を
、

成
長
の
只
中
に
あ
る
明
治
国
家
の
中
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
く
か
、
と
い
う
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
目
論
見
は
『
新
宗
教
論
』
後
半
の
章
立
て
を
見
れ

ば
明
白
で
あ
る
二
六

。
特
に
哲
学
と
科
学
と
宗
教
の
三
者
の
関
係
は
重
要
で
、
大
拙
は
こ
れ
ら
三
者
を
相
互
に
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
時
代
の
宗
教
を
構

築
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
科
学
と
宗
教
は
決
し
て
相
争
う
も
の
で
は
な
く
、
宗
教
が
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
宗
教
に
な
る
た
め
に
は
、
科
学
に
よ
る
洗
練
を

経
て
、
旧
時
代
的
な
迷
信
を
捨
て
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
彼
は
考
え
て
い
た
。
逆
に
科
学
、
哲
学
に
対
し
て
は
、
そ
の
分
析
的
な
立
場
が
成
り
立
つ
前
提

と
し
て
宗
教
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。
彼
は
分
析
と
い
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
た
め
に
は
分
析
さ
れ
る
べ
き
事
実
が
、
事
実
そ
の
も
の
と

し
て
把
握
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
、
そ
の
分
析
以
前
の
事
実
認
識
を
担
う
も
の
と
し
て
宗
教
を
配
当
し
た
の
で
あ
る
。
大
拙
の
試
み
は
、
宗
教
を
人

間
の
心
理
に
即
し
て
規
定
し
た
上
で
、
そ
れ
を
哲
学
や
科
学
と
と
も
に
近
代
社
会
を
運
営
し
て
い
く
た
め
の
理
念
と
し
て
掲
げ
た
の
で
あ
る
二
七

。 

次
に
後
者
の
特
質
、
す
な
わ
ち
明
治
期
の
日
本
が
直
面
し
て
い
た
問
題
と
の
連
続
性
に
着
目
す
れ
ば
、
大
拙
は
他
の
明
治
の
思
想
家
と
同
じ
問
題
圏
で
活
動

し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
渡
米
後
の
大
拙
は
、
日
本
の
思
想
界
と
の
関
わ
り
を
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
下
に
お
か
れ
る
。
書
簡
を
通
じ
て
の
わ
ず
か
な

情
報
し
か
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
環
境
に
お
い
て
、
結
果
的
に
大
拙
は
母
国
の
思
想
潮
流
か
ら
孤
立
し
て
い
く
。
桐
田
清
秀
に
よ
れ
ば
、
日
露
戦
争
を
通
じ
て
日

本
が
帝
国
主
義
国
家
へ
と
変
容
し
て
い
く
明
治
三
十
年
代
に
は
、
日
本
の
思
想
界
も
個
人
主
義
、
社
会
主
義
、
自
由
主
義
的
な
思
考
が
つ
ぶ
さ
れ
て
い
く
も
の

の
、
故
国
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
た
大
拙
は
そ
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
明
治
二
十
年
代
の
活
気
あ
る
思
想
を
変
わ
ら
ず
に
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
二
五

。
こ
の
時
期
の
大
拙
が
、
日
本
の
思
想
界
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
最
先
端
の
思
潮
に
関
心
を
有
し
、
実
際
に
そ
れ
を
受
容
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
指

摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
注
目
す
べ
き
は
明
治
二
十
年
代
の
日
本
の
思
想
潮
流
で
あ
る
。 

に
は
ま
だ
時
間
を
要
す
る
。
学
校
教
育
と
参
禅
体
験
に
よ
っ
て
得
た
知
識
を
除
け
ば
、
こ
の
時
期
の
大
拙
が
ま
ず
頼
る
べ
き
は
、
み
ず
か
ら
の
合
理
的
な
思
考

能
力
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。 
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こ
り
、
数
年
に
渉
っ
て
仏
教
界
は
廃
仏
の
波
に
晒
さ
れ
た
。
政
府
は
一
八
七
二
年
に
教
部
省
と
そ
の
外
局
と
し
て
大
教
院
を
新
た
に
設
置
し
、
神
道
と
仏
教
の

両
方
面
か
ら
改
め
て
国
民
の
教
導
を
試
み
る
こ
と
で
仏
教
界
か
ら
の
批
判
を
避
け
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
神
道
色
が
色
濃
く
表
れ
て
い
た
た
め
、

島
地
黙
雷
（
一
八
三
八
～
一
九
一
一
年
）
の
大
教
院
批
判
を
機
に
仏
教
界
（
特
に
西
本
願
寺
派
）
は
大
教
院
を
離
脱
、
結
果
一
八
七
五
年
に
大
教
院
そ
の
も
の

も
解
散
す
る
。
そ
の
後
、
仏
教
界
は
内
務
省
の
管
轄
下
で
、
信
教
の
自
由
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
る
。 

一
八
八
九
年
に
大
日
本
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
、
日
本
の
近
代
化
は
一
つ
の
到
達
点
を
迎
え
る
。
翌
年
に
は
教
育
勅
語
が
発
布
さ
れ
、
国
民
教
育
の
指
針
と

し
て
大
き
な
影
響
力
を
発
揮
し
た
。
国
家
と
宗
教
を
め
ぐ
る
問
題
は
こ
こ
で
再
び
沸
き
上
が
る
。
内
村
鑑
三
（
一
八
六
一
～
一
九
三
〇
年
）
の
不
敬
事
件
を
機

に
、
井
上
哲
次
郎
（
一
八
五
五
～
一
九
四
四
年
）
が
展
開
し
た
批
判
は
「
教
育
と
宗
教
の
衝
突
」
論
争
と
呼
ば
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
と
国
家
主
義
の
対
立
を
露
見

さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
仏
教
界
は
井
上
側
に
就
く
こ
と
で
キ
リ
ス
ト
教
排
斥
の
共
同
戦
線
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
国
家
を

軽
視
し
、
出
世
間
を
重
ん
じ
る
」
と
い
う
井
上
の
キ
リ
ス
ト
教
批
判
は
、
実
際
は
当
時
彼
に
荷
担
し
た
仏
教
界
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ

が
、
仏
教
側
は
そ
の
こ
と
に
自
覚
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
仏
教
内
部
に
お
い
て
世
俗
社
会
の
道
徳
と
宗
教
と
の
関
係
が
反
省
さ
れ
る
に
は
清
沢
満
之
や
高
山
樗

牛
（
一
八
七
一
～
一
九
〇
二
年
）
の
登
場
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
二
八

。 

江
戸
幕
府
の
敷
い
た
寺
請
制
度
の
も
と
、
仏
教
は
江
戸
期
を
通
じ
て
民
衆
統
制
機
能
の
一
翼
を
担
っ
て
お
り
、
そ
の
存
在
を
権
力
か
ら
保
証
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
明
治
維
新
を
迎
え
る
と
仏
教
界
は
そ
れ
ま
で
の
社
会
的
保
証
を
喪
失
し
、
信
教
の
自
由
の
名
の
下
の
一
宗
教
と
な
る
に
至
っ
た
。
大
拙
が
活
動
を
始

め
た
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
の
仏
教
界
は
、
清
沢
満
之
『
宗
教
哲
学
骸
骨
』（
一
八
九
二
年
）
、
田
中
智
学
『
宗
門
之
維
新
』（
一
九
〇
一
年
）
な

ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
を
明
治
以
前
の
伝
統
と
切
り
離
し
新
た
な
時
代
の
宗
教
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
よ
う
と
す
る
進
取
の
気
概
に
満
ち
て
い
た
。 

『
新
仏
教
論
』
に
代
表
さ
れ
る
前
期
大
拙
思
想
は
、
ま
さ
に
仏
教
を
近
代
化
し
、
社
会
の
然
る
べ
き
位
置
へ
と
仏
教
を
定
位
さ
せ
よ
う
と
い
う
、
こ
の
時
代

の
青
年
仏
教
徒
の
理
想
を
体
現
す
る
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
後
の
大
拙
思
想
と
の
連
続
性
が
少
な
く
な
る
と
い
う
結
果
を
招
い
て
い
る
。
末
木

文
美
士
は
「
本
格
的
な
鈴
木
禅
学
の
展
開
は
、
学
習
院
か
ら
大
谷
大
学
に
移
り
（
大
正
一
〇
年
、
一
九
二
一
）
、
さ
ら
に
昭
和
期
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

故
、
『
新
宗
教
論
』
は
大
拙
の
著
作
活
動
の
中
で
孤
立
し
て
お
り
、
そ
の
位
置
づ
け
は
難
し
い
」
二
九

と
論
じ
て
い
る
。
前
期
大
拙
思
想
が
、
そ
れ
以
後
の
思
想

か
ら
「
孤
立
」
し
て
い
る
の
は
、
中
期
・
後
期
の
思
想
が
宗
教
体
験
と
そ
の
言
語
化
、
論
理
化
を
目
指
す
と
い
う
独
自
の
方
向
へ
と
発
展
し
た
の
に
対
し
て
、
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以
上
の
よ
う
に
、
明
治
仏
教
界
の
課
題
を
み
ず
か
ら
合
理
的
に
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
に
前
期
大
拙
思
想
の
特
質
が
あ
っ
た
と
結
論
す
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
中
期
及
び
後
期
の
思
想
が
、
体
験
に
せ
よ
テ
キ
ス
ト
に
せ
よ
、
宗
教
に
内
在
的
な
研
究
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
前
期
の
大
拙
思
想
は
、

宗
教
を
宗
教
外
の
領
域
と
の
関
わ
り
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
教
そ
の
も
の
の
社
会
的
な
位
置
づ
け
を
確
定
し
よ
う
と
い
う
、
い
わ
ば
外
在
的
な
活
動

で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
宗
教
と
哲
学
の
関
係
、
宗
教
と
科
学
の
関
係
と
い
っ
た
宗
教
哲
学
的
な
課
題
は
、
渡
米
以
後
は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
り
、

宗
教
体
験
そ
の
も
の
を
扱
う
宗
教
心
理
学
的
方
向
へ
と
彼
の
関
心
は
集
中
し
て
い
く
。 

と
は
い
え
、
中
期
思
想
へ
の
連
続
性
が
こ
の
時
点
で
全
く
兆
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
東
西
宗
教
の
一
致
と
い
う
大
き
な
宗
教
観
は
、
中
期
思
想
と

は
異
な
る
形
で
は
あ
る
が
前
期
思
想
の
段
階
か
ら
既
に
そ
の
萌
芽
を
有
し
て
い
た
。
金
沢
か
ら
学
問
の
道
を
志
し
て
上
京
し
て
き
た
大
拙
で
あ
っ
た
が
、
彼
は

本
章
で
は
『
新
宗
教
論
』
の
具
体
的
な
文
脈
に
立
ち
入
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
彼
の
論
じ
る
宗
教
論
、
国
家
論
、
教
育
論
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の

か
、
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
は
、
彼
の
思
想
を
知
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
が
、
時
代
区
分
を
試
み
る
本
論
に
と
っ
て
は
、
そ
の
具
体
的
内
容
以
前
の
、
彼
の

思
考
様
式
に
こ
そ
注
目
す
べ
き
と
考
え
る
。
渡
米
前
の
大
拙
思
想
が
そ
れ
以
後
の
思
想
と
区
別
さ
れ
る
所
以
は
、
そ
の
具
体
的
内
容
以
上
に
、
何
よ
り
先
に
そ

の
形
式
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
前
期
は
十
年
に
満
た
な
い
わ
ず
か
な
期
間
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
特
質
を
見
る
に
、
中
期
思
想
と
は
本
質
的
に

異
な
る
、
大
拙
の
別
の
一
面
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
『
新
宗
教
論
』
の
章
構
成
を
見
返
す
と
、
こ
の
書
が
大
拙
の
著
作
の
中
で
唯
一
明
治
期
に
物
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
、

一
層
明
確
に
な
る
。
第
十
「
宗
教
と
哲
学
と
の
関
係
」
、
第
十
一
「
宗
教
と
科
学
と
の
関
係
」
、
こ
れ
ら
は
井
上
円
了
（
一
八
五
八
～
一
九
一
九
年
）
、
井
上
哲
次

郎
の
課
題
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
る
し
三
〇

、
第
十
二
「
宗
教
と
道
徳
と
の
区
別
」
、
第
十
三
「
宗
教
と
教
育
と
の
関
係
」
三
一

、
さ
ら
に
第
十
五
「
宗
教
と
国

家
と
の
関
係
」
、
こ
れ
ら
は
直
近
の
「
教
育
と
宗
教
の
衝
突
」
論
争
で
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
『
新
宗
教
論
』
は
建
前
と

し
て
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
に
偏
ら
な
い
客
観
的
な
視
点
に
立
つ
こ
と
が
標
榜
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
「
仏
教
」
で
は
な
く
「
宗
教
」
が
論
じ
ら
れ
て

い
る
も
の
の
、
彼
が
「
宗
教
」
と
い
う
名
に
託
し
て
、
仏
教
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
彼
が
明
治
の
仏
教
界
が
背
負
っ
た
問
題
を
自
覚
的
に

取
り
上
げ
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
期
大
拙
思
想
は
明
治
の
思
想
界
か
ら
の
影
響
の
下
に
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

前
期
思
想
は
、
大
拙
が
明
治
の
仏
教
界
の
課
題
を
み
ず
か
ら
に
課
す
こ
と
で
、
「
明
治
の
思
想
家
」
と
し
て
の
顔
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。 
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一
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
に
関
し
て
い
え
ば
、
初
期
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
二
流
派
で
あ
る
会
衆
派C

on
gregation

alist

や
長
老
派P

resbyterian

、
ま
た
メ
ソ

デ
ィ
ス
トM

eth
od

ist

や
バ
プ
テ
ィ
ス
トB

aptist

と
い
っ
た
庶
民
的
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
流
派
が
勢
力
を
有
し
て
い
た
。
エ
マ
ー
ソ
ン
は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派

の
牧
師
の
家
に
生
ま
れ
た
の
だ
が
、
彼
の
思
想
が
当
時
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
点
の
一
つ
と
し
て
、
彼
が
教
会
に
反
発
し
、
個
人
が
神
と
直
接
に
関
わ
り
合
う

信
仰
の
在
り
様
を
探
求
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
神
秘
主
義
が
個
人
の
宗
教
体
験
を
強
調
し
、
そ
れ
を
宗
教
の
基
本
単
位
と
し
て
い
く
傾
向
と
軌

 

特
に
「
エ
マ
ー
ソ
ン
の
禅
学
論
」
（
一
八
九
六
年
）
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、
エ
マ
ー
ソ
ン
を
禅
と
し
て
解
釈
す
る
も
の
で
あ
る
。 

当
初
、
仏
教
研
究
で
は
な
く
英
文
学
研
究
の
道
を
選
ぼ
う
と
考
え
て
い
た
。
実
際
に
は
、
様
々
な
機
縁
に
よ
っ
て
そ
れ
は
叶
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、
彼
の
そ
の

方
面
の
教
養
の
一
端
は
論
文
や
著
作
の
中
に
如
実
に
見
て
と
れ
る
。
大
拙
の
前
期
の
諸
論
文
で
は
、
英
米
の
文
学
者
た
ち
の
名
に
よ
っ
て
そ
の
論
述
が
彩
ら
れ

て
い
る
。
Ｔ
・
カ
ー
ラ
イ
ル
（
一
七
九
五
～
一
八
八
一
年
）
や
Ｌ
・
Ａ
・
テ
ニ
ス
ン
（
一
八
〇
九
～
九
二
年
）
、
そ
し
て
Ｊ
・
ラ
ス
キ
ン
（
一
八
一
九
～
一
九
〇

〇
年
）
と
い
っ
た
英
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
文
学
、
Ｒ
・
Ｗ
・
エ
マ
ー
ソ
ン
（
一
八
〇
三
～
八
二
年
）
や
、
Ｈ
・
Ｄ
・
ソ
ロ
ー
（
一
八
一
七
～
六
二
年
）
と
い
っ

た
米
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
文
学
、
こ
れ
ら
の
作
家
た
ち
が
縦
横
に
引
か
れ
る
ス
タ
イ
ル
が
前
期
か
ら
中
期
に
至
る
ま
で
の
一
つ
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
こ
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
拙
の
英
米
文
学
の
教
養
は
宗
教
研
究
の
文
脈
に
お
い
て
活
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
が
好
ん
で
引
用
し
た
作
家
は
、

総
じ
て
一
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
も
し
く
は
ア
メ
リ
カ
で
活
躍
し
た
人
物
た
ち
で
、
特
に
強
い
ロ
マ
ン
主
義
的
傾
向
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
カ
ー
ラ
イ
ル
、
テ

ニ
ス
ン
、
ラ
ス
キ
ン
と
い
っ
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
文
学
の
系
譜
に
連
な
る
文
学
者
た
ち
に
つ
い
て
い
え
ば
、
近
代
化
に
伴
う
物
質
主
義
へ
の
反
感
、
神
秘
体
験

を
通
じ
た
信
仰
の
回
復
な
ど
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
同
様
に
、
エ
マ
ー
ソ
ン
と
ソ
ロ
ー
の
「
超
絶
主
義
」
の
哲
学
も
ま
た
物
質
主
義
へ
の
対
抗
と

神
秘
主
義
的
汎
神
論
に
よ
る
個
人
的
信
仰
の
確
立
を
目
指
し
て
い
た
。 

  

固
よ
り
彼
は
科
学
を
斥
く
る
と
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど
、
科
学
の
み
を
以
て
宇
宙
の
全
体
は
知
悉
し
得
る
も
の
と
な
さ
ず
、
別
に
直
覚
的
真
理
の
存
在
を
認
む

る
も
の
に
似
た
り
。
予
は
敢
て
云
ふ
、
彼
は
禅
を
説
く
も
の
な
り
、
少
な
く
と
も
禅
的
修
養
を
説
く
も
の
な
り
。
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
巻
、
四
三

頁
、
初
出
一
八
九
六
年
） 
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以
上
、
本
章
で
は
「
神
秘
主
義
」
の
評
価
を
め
ぐ
る
言
説
を
手
が
か
り
に
、
大
拙
思
想
を
三
期
へ
と
分
割
す
る
こ
と
を
試
み
て
き
た
。
ま
ず
、
「
神
秘
主
義
」

 

以
上
の
よ
う
な
一
九
世
紀
文
学
の
ロ
マ
ン
主
義
的
特
質
に
は
、
確
か
に
後
の
大
拙
の
方
向
性
を
後
押
し
す
る
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、

先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
大
拙
が
そ
の
文
学
の
中
に
禅
を
見
出
す
に
至
る
に
は
、
さ
ら
に
別
の
説
明
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
エ
マ
ー
ソ
ン
を
重
視
す
る
こ
と
、
最
初
期
に
「
エ
マ
ー
ソ
ン
の
禅
学
論
」
と
し
て
彼
を
主
題
化
し
た
こ
と
は
偶
然
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
エ
マ

ー
ソ
ン
自
身
が
東
洋
思
想
を
深
く
学
ん
で
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
エ
マ
ー
ソ
ン
は
特
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
を
中
心
に
イ
ン
ド
の
宗
教
思
想
を
摂
取
し
、
そ
の

成
果
を
自
身
の
作
品
に
反
映
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
大
拙
が
知
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
の
ち
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
が
三
二

、
少
な
く
と
も
こ
の

時
点
で
は
、
大
拙
は
エ
マ
ー
ソ
ン
を
読
む
こ
と
を
通
じ
て
、
東
洋
と
西
洋
の
間
に
あ
る
宗
教
的
テ
キ
ス
ト
の
言
語
的
差
異
は
実
践
的
に
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
い

う
確
信
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
発
想
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
宗
教
学
に
よ
っ
て
理
論
的
に
確
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
中
期
の
神
秘
主
義
論
、

更
に
は
普
遍
的
宗
教
意
識
た
る
「
霊
性
」
の
構
想
へ
と
連
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

大
拙
が
禅
と
の
類
似
も
し
く
は
一
致
を
見
出
す
の
は
エ
マ
ー
ソ
ン
だ
け
で
な
い
。
中
期
に
至
り
『
禅
の
第
一
義
』
（
一
九
一
四
年
）
で
は
、
「
ウ
ォ
ズ
ウ
ォ
ー

ス
は
詩
よ
り
し
て
禅
に
入
れ
る
も
の
な
り
」
（
『
全
集
』
第
十
八
巻
、
二
七
〇
頁
）
と
か
、
カ
ー
ラ
イ
ル
の
文
章
を
引
い
て
「
禅
趣
亦
此
処
に
在
り
と
云
ふ
べ
か

ら
ざ
る
か
」
（
『
全
集
』
第
十
八
巻
、
二
七
二
頁
）
と
論
じ
、
さ
ら
に
テ
ニ
ス
ン
を
挙
げ
て
「
殆
ん
ど
禅
宗
の
経
験
と
情
趣
を
一
に
す
る
如
き
も
の
あ
り
」
（
『
全

集
』
第
十
八
巻
、
二
九
二
頁
）
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
大
拙
は
英
米
の
文
学
者
を
広
く
引
用
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
中
で
も
最
も
多
く
言
及
さ
れ
る

人
物
は
や
は
り
エ
マ
ー
ソ
ン
で
あ
っ
た
。 

を
一
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
拙
は
前
期
思
想
に
お
い
て
既
に
個
人
を
宗
教
の
基
軸
と
す
る
思
想
的
枠
組
み
を
、
海
外
の
文
学
を
通
じ
て
受
容
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
の
ち
に
『
日
本
的
霊
性
』（
一
九
四
四
年
）
に
お
い
て
、
個
人
の
宗
教
意
識
を
宗
教
の
根
本
と
な
し
、
儀
礼
や
教
団
と
い
っ
た
外
面

的
な
形
式
に
副
次
的
な
意
義
し
か
与
え
な
か
っ
た
こ
と
に
通
じ
て
い
る
。 

 

 

結 
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を
思
考
の
枠
組
み
と
し
て
受
容
し
、
積
極
的
に
援
用
し
た
中
期
を
掬
い
上
げ
る
こ
と
で
、
切
り
離
さ
れ
た
前
期
と
後
期
を
措
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、

前
期
思
想
と
後
期
思
想
が
、
単
に
中
期
思
想
の
前
と
後
と
い
う
消
極
的
な
理
由
だ
け
で
規
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
中
期
思
想
も
単
に
「
神
秘
主
義
」
と
い
う
特

徴
が
見
ら
れ
る
と
い
う
だ
け
で
切
り
出
し
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
が
他
の
時
期
と
区
別
さ
れ
る
の
は
、
単
に
思
想
の
内
実
が
異
な
る
と
い
う
こ
と

だ
け
で
な
く
、
そ
の
異
な
る
内
実
を
も
た
ら
し
た
思
想
史
的
な
背
景
か
ら
闡
明
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
前
期
思
想
に
つ
い
て
は
明
治
の
思
想
家
と
し
て
の

諸
特
質
を
、
当
時
の
仏
教
界
が
抱
え
て
い
た
問
題
と
の
連
関
の
中
で
示
し
、
中
期
思
想
に
つ
い
て
は
、
臨
済
禅
か
ら
出
発
し
て
心
理
学
的
傾
向
を
有
し
て
い
た

大
拙
が
、
滞
米
中
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
宗
教
学
と
出
会
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
神
秘
主
義
の
肯
定
、
体
験
主
義
の
顕
在
化
と
い
う
転
換
に
至

こ
と
を
確
認
し
た
。
後
期
思
想
が
単
に
神
秘
主
義
否
定
へ
の
回
帰
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、「
即
非
の
論
理
」
の
成
立
に
よ
っ
て
積
極
的
に
措
定
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
予
見
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
後
期
思
想
の
成
立
は
単
に
「
即
非
の
論
理
」
の
み
で
可
能
な
も
の
で
は
な
く
、
よ
り

多
面
的
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
。「
即
非
の
論
理
」
を
考
察
す
る
に
先
駆
け
て
、
次
章
で
は
「
体
用
論
」
の
問
題
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
中
期
思
想
か
ら
後

期
思
想
へ
の
展
開
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
よ
り
十
全
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。 

  

 

一 

本
章
以
降
第
二
部
で
は
、
大
拙
思
想
の
時
代
的
変
遷
を
追
う
た
め
、
彼
の
言
葉
の
引
用
に
際
し
て
、
当
該
部
分
の
初
出
年
も
併
せ
て
注
記
し
た
。
初
出
年
代
に
つ
い
て
は
『
全
集
』

後
期
、
及
び
『
鈴
木
大
拙
研
究
基
礎
資
料
』
「
著
作
年
表
」
を
参
照
し
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
で
特
に
言
及
の
な
い
場
合
、
著
作
の
出
版
年
を
示
し
た
。 

二 

「
自
分
は
初
め
て
こ
ん
な
詩
を
読
ん
だ
と
き
、
禅
は
「
自
然
」
神
秘
主
義
だ
な
ど
と
思
つ
た
こ
と
も
あ
つ
た
。
今
に
な
つ
て
見
る
と
、
大
間
違
ひ
だ
。
禅
詩
に
は
、
も
つ
と
も
つ
と

深
い
も
の
が
あ
る
」
（
『
全
集
』
第
二
十
巻
、
一
八
七
頁
）
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
詩
と
は
、
『
虚
堂
和
尚
語
録
』
巻
一
に
引
か
れ
る
雪
竇
の
頌
を
指
す
。
「
春
山
乱
青
を
畳
み
、
春
水
虚
碧

を
た
だ
よ
は
す
。
寥
寥
た
る
天
地
の
間
、
獨
立
、
望
み
何
ぞ
極
ま
ら
ん
」（
原
文
は
『
大
正
蔵
』
第
四
十
七
巻
、
九
八
五
頁
）
。
大
拙
は
実
際
、E

ssays in Z
en

 B
u

ddh
ism

 th
ird series, 

1934

に
お
い
て
「
併
し
禅
に
は
、
汚
さ
、
不
潔
さ
は
な
い
、
ま
た
な
ん
ら
の
功
利
主
義
も
な
い
。
そ
の
日
常
性
に
も
拘
は
ら
ず
、
禅
に
は
神
秘
感
が
漂
ひ
、
霊
性
的
な
雰
囲
気
が
あ
る
、

そ
れ
が
後
に
発
展
し
て
あ
る
種
の
自
然
神
秘
主
義
と
な
つ
た
」（
『
全
集
』
第
五
巻
、
二
〇
一
頁
、
な
お
当
該
部
分
は
一
九
五
五
年
に
『
華
厳
の
研
究
』
と
し
て
邦
訳
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ

か
ら
引
用
し
た
）
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
を
自
省
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

三 

田
丸
徳
善
『
宗
教
学
の
歴
史
と
課
題
』
山
本
書
店
、
一
九
八
七
年
、
二
九
頁
。
鈴
木
範
久
『
明
治
宗
教
思
潮
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
、
三
〇
四
頁
。 

四 

釈
宗
演
と
連
名
で
出
版
し
た
『
静
坐
の
す
す
め
』
（
一
八
九
九
年
）
に
は
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。
「
コ
ー
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
に
ラ
ン
ゲ
と
云
ふ
博
士
あ
り
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大

学
に
ゼ
ー
ム
ズ
と
云
ふ
博
士
あ
り
、
此
の
両
博
士
の
説
を
聞
く
に
、
吾
人
の
感
情
は
其
の
対
境
が
直
接
に
意
識
を
動
か
す
結
果
に
非
ず
、
対
境
ま
づ
吾
人
の
色
身
に
変
化
を
起
し
、
其
の

変
化
が
意
識
に
現
は
れ
て
感
情
を
生
ず
と
な
り
」
（
『
全
集
』
第
十
八
巻
、
三
九
九
頁
）
。
こ
れ
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
『
心
理
学
』
（
一
八
九
二
年
）
の
第
二
四
章
、
「
粗
大
情
動
に
お
け
る
感
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じ
は
身
体
的
表
出
の
結
果
で
あ
る
」
（
Ｗ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
著
・
今
田
寛
訳
『
心
理
学
』
下
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
、
二
〇
四
頁
）
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
静
坐
の
す
す

め
』
は
釈
宗
演
と
の
共
著
と
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
『
全
集
』
の
編
集
者
で
あ
る
古
田
紹
欽
は
、
実
質
的
に
は
大
拙
の
代
筆
で
あ
る
こ
と
を
『
全
集
』
後
記
に
て
明
言
し
て
い
る
。 

五 

原
文
は
以
下
の
通
り
。
「In

asm
u

ch
 as D

h
yan

a practice is a sort of m
ysticism

, it m
u

st be of great difficu
lty for a m

in
d of predom

in
an

tly in
tellectu

al tu
rn

. 
To su

ch
 m

in
ds, w

h
at m

igh
t be called poetic in

tu
ition

 or im
agin

ation
 d

oes n
ot ap

p
eal very m

u
ch

. T
h

ey are alw
ays in

clin
ed to look

 at th
in

gs in
tellectu

ally, 
th

at is, in
 th

eir abstract ph
ase, w

h
ile th

ere is n
ow

h
ere in

 th
is con

crete w
orld an

yth
in

g th
at exists in

 abstract. W
ell, w

h
at is n

ecessary in
 th

e begin
n

in
g, 

is an
 actu

al exp
erien

ce, con
crete p

erson
al exp

erien
ce felt in

 th
e d

eep
est recess of ou

r con
sciou

sn
ess. T

h
is m

ystic, u
n

com
m

u
n

icable [in
com

m
u

n
icable] 

exp
erien

ce on
ce attain

ed
, you

 can
 give an

y exp
lan

ation
 to it.

」
な
お
、
翻
訳
は
著
者
に
よ
る
。 

六 

桐
田
清
秀
「
大
谷
大
学
時
代
の
鈴
木
大
拙
」
『
花
園
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
第
四
十
三
号
、
花
園
大
学
文
学
部
、
二
〇
一
一
年
、
二
三
～
二
四
頁
参
照
。 

七 

兵
頭
高
夫
「
鈴
木
大
拙
と
神
秘
主
義
」
『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
第
八
号
二
巻
、
武
蔵
大
学
、
一
九
七
六
年
。 

 
 

i
 

八 

な
お
、
各
項
目
の
英
語
表
記
に
つ
い
て
は
、D

.T. S
u

zu
k

i, E
ssays

in
 Z

en
B

u
ddh

sm
 secon

d
series, R

ider an
d C

om
pan

y, 1970, pp.31-39

、
参
照
。 

九 

兵
頭
高
夫
「
鈴
木
大
拙
と
神
秘
主
義
」
、
一
〇
～
一
四
頁
。 

一
〇 

Ｗ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
著
・
桝
田
啓
三
郎
訳
『
宗
教
的
経
験
の
諸
相
』
下
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
、
一
九
三
頁
。 

一
一 

大
拙
の
見
性
に
つ
い
て
は
、
秋
月
龍
珉
の
報
告
に
よ
っ
て
大
拙
の
言
葉
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
ア
メ
リ
カ
に
渡
る
前
の
年
の
臘
八
の
接
心
で
、
ま
あ
『
こ
れ
だ
』
と
い
う
こ
と
が

あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
時
は
ま
だ
、
無
我
夢
中
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
、
と
言
う
て
よ
い
。
ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
て
ラ
サ
ー
ル
で
何
か
を
考
え
て
い
た
時
に
、
『
肘
、
外
に
曲
ら
ず
』
と

い
う
一
句
を
見
て
、
ふ
っ
と
何
か
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
『
う
ん
、
こ
れ
で
分
か
る
わ
い
。
な
あ
る
ほ
ど
、
至
極
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
な
ん
だ
な
。
な
ん
の
造
作
も
な
い
こ
と
な

ん
だ
。
そ
う
だ
、
肘
は
曲
ら
ん
で
も
よ
い
わ
け
だ
、
不
自
然
（
必
然
）
が
自
由
な
ん
だ
』
と
悟
っ
た
」
（
秋
月
龍
珉
『
鈴
木
禅
学
と
西
田
哲
学
』
春
秋
社
、
一
九
七
一
年
、
二
三
三
頁
）
。 

一
二 

伊
吹
敦
『
禅
の
歴
史
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
一
年
、
二
八
八
～
二
九
〇
頁
。 

一
三 

市
川
白
弦
・
入
矢
義
高
・
柳
田
聖
山
校
注
『
日
本
思
想
大
系 

中
世
禅
家
の
思
想
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
、
六
二
頁
。 

一
四 

森
清
『
大
拙
と
幾
多
郎
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
一
年
、
一
七
六
頁
参
照
。
ま
た
宗
門
外
で
は
井
上
円
了
『
禅
宗
哲
学
序
論
』
が
こ
の
書
を
引
い
て
い
る
（
井
上
円
了
選
集
編
集
等

委
員
会
『
井
上
円
了
選
集
』
第
六
巻
、
東
洋
大
学
、
一
九
九
〇
年
、
三
〇
四
頁
）
。 

一
五 

例
え
ば
、
末
木
文
美
士
は
渡
米
前
の
大
拙
思
想
を
「
体
験
主
義
」
と
し
て
論
じ
て
い
る
（
末
木
文
美
士
『
近
代
日
本
の
思
想
・
再
考
Ⅰ 

明
治
思
想
家
論
』
ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー
、
二

〇
〇
四
年
、
一
七
〇
～
一
七
八
頁
）
。 

一
六 

小
川
隆
は
入
矢
に
よ
る
禅
研
究
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
今
日
、
禅
籍
読
解
の
水
準
は
、
入
矢
義
高
の
開
拓
に
よ
っ
て
、
当
時
よ
り
も
格
段
の
進
歩
を
遂
げ
て
い
る
。

単
に
語
学
的
・
文
献
学
的
な
技
術
の
向
上
だ
け
で
は
な
い
。
唐
五
代
の
禅
者
の
言
葉
の
上
に
幾
重
に
も
堆
積
さ
れ
た
後
世
の
宗
派
的
ド
グ
マ
を
解
体
し
、
そ
の
本
来
の
語
気
・
語
調
の
ま

ま
に
問
答
の
内
実
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
姿
勢
、
そ
れ
こ
そ
入
矢
の
登
場
を
待
っ
て
始
め
て
我
々
に
開
か
れ
た
も
の
外
な
ら
な
い
。
そ
の
点
で
入
矢
以
後
の
時
代
に
禅
を
学
ぶ
我
々
は
、

大
拙
・
胡
適
の
時
代
に
比
べ
、
多
く
の
問
答
を
一
律
に
割
り
切
る
こ
と
な
く
、
箇
々
の
内
容
に
踏
み
込
ん
で
、
よ
り
豊
か
に
、
よ
り
活
き
活
き
と
、
そ
の
意
味
と
語
感
を
読
み
と
る
こ
と

に
近
づ
い
て
い
る
と
思
う
」
（
小
川
隆
『
語
録
の
思
想
史 

―
中
国
禅
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
） 

一
七 

柳
田
聖
山
・
梅
原
猛
『
仏
教
の
思
想
七 

無
の
探
求
〈
中
国
禅
〉
』
角
川
学
芸
出
版
、
一
九
九
七
年
、
二
七
～
二
九
頁
。 

一
八 

小
川
隆
は
大
拙
の
禅
理
解
を
西
洋
近
代
の
反
転
像
、
逆
用
と
位
置
づ
け
て
い
る
（
小
川
隆
『
語
録
の
思
想
史 

―
中
国
禅
の
研
究
』
、
三
八
五
頁
）
。 

一
九 

本
論
序
章
参
照
。 

二
〇 

し
か
し
、
佐
橋
法
龍
は
こ
れ
ら
正
信
論
争
の
本
質
は
、
単
純
な
学
術
派
と
実
践
派
の
対
立
で
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
忽
滑
谷
を
は
じ
め
と
す
る
学
術
派
は
必
ず
し
も
実
践
そ
の

も
の
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
両
者
の
論
争
は
同
質
の
二
者
に
よ
る
相
克
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
（
佐
橋
法
龍
『
禅
』
角
川
書
店
、
一
九
六
八
年
、
一
八
六
頁
）
。 

二
一 

と
は
い
え
、
大
拙
が
文
献
学
的
方
法
を
軽
視
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
大
拙
が
禅
籍
の
語
学
的
見
地
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
入
矢
義
高
の
証
言
に
よ
っ

て
も
明
ら
か
で
あ
る
（
入
矢
義
高
「
鈴
木
先
生
と
の
因
縁
」
、
久
松
真
一
他
編
『
鈴
木
大
拙 

―
人
と
思
想
―
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）
。
彼
は
「
禅
」
と
い
う
宗
教
現
象
を
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理
解
す
る
た
め
の
最
終
的
な
立
脚
点
が
体
験
に
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
っ
て
、
禅
籍
を
体
験
の
立
場
か
ら
恣
意
的
に
解
釈
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。 

二
二 
「
真
宗
の
人
が
南
無
阿
弥
陀
仏
に
対
し
て
与
え
て
い
る
解
釈
は
決
し
て
神
秘
的
な
も
の
で
も
秘
儀
的
な
も
の
で
も
な
い
が
、
字
義
の
次
元
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
。
」
（
坂
東
性
純
・

清
水
守
拙
訳
『
神
秘
主
義 

―
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
二
一
九
～
二
二
〇
頁
）
。 

二
三 

重
松
宗
育
監
修
・
訳
『
大
拙
禅
を
語
る 

―
世
界
を
感
動
さ
せ
た
三
つ
の
英
語
講
演
―
』
ア
ー
ト
デ
イ
ズ
、
二
〇
〇
六
年
、
和
文
三
三
頁
。 

二
四 

桐
田
清
秀
は
大
拙
が
当
時
置
か
れ
て
い
た
環
境
を
考
察
し
た
上
で
、
「
彼
は
宗
教
を
中
心
に
哲
学
や
科
学
論
に
関
し
て
は
、
当
時
の
日
本
の
最
先
端
を
い
く
学
問
レ
ベ
ル
で
そ
れ
を

見
て
い
た
」
と
論
じ
て
い
る
（
桐
田
清
秀
「
青
年
鈴
木
貞
太
郎
大
拙
の
社
会
観
」
『
禅
学
研
究
』
第
七
二
号
、
花
園
大
学
、
一
九
九
五
年
、
二
三
頁
）
。 

二
五 

桐
田
清
秀
「
青
年
鈴
木
貞
太
郎
大
拙
の
社
会
観
」
、
二
四
頁
。 

二
六 

全
十
六
章
構
成
で
、
そ
の
章
立
て
は
以
下
の
通
り
。
第
一
「
緒
言
」
、
第
二
「
宗
教
」
、
第
三
「
神
」
、
第
四
「
信
仰
」
、
第
五
「
儀
式
・
礼
拝
・
祈
祷
」
、
第
六
「
教
祖
」
、
第
七
「
人
」
、

第
八
「
無
我
」
、
第
九
「
不
生
不
滅
」
、
第
十
「
宗
教
と
哲
学
と
の
関
係
」
、
第
十
一
「
宗
教
と
科
学
と
の
関
係
」
、
第
十
二
「
宗
教
と
道
徳
と
の
区
別
」
、
第
十
三
「
宗
教
と
教
育
と
の
関

係
」
、
第
十
四
「
宗
教
と
社
会
問
題
」
、
第
十
五
「
宗
教
と
国
家
と
の
関
係
」
、
第
十
六
「
宗
教
と
家
庭
」
。 

二
七 

こ
の
よ
う
な
発
想
の
背
後
に
は
、
後
の
大
拙
の
上
司
ポ
ー
ル
・
ケ
ー
ラ
ス
の
影
響
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
大
拙
は
『
新
宗
教
論
』
発
刊
前
、
ケ
ー
ラ
ス
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
書

簡
を
送
っ
て
い
る
。
「I am

 n
ow

 w
ritin

g a book
let on

 religion
 as I u

n
derstan

d it. W
h

at I am
 goin

g to say is you
r ph

ilosoph
y plu

s B
u

ddh
ism

 plu
s m

y ow
n

 
opin

ion
. T

h
e am

algam
ation

 of th
e th

ree w
ill becom

e th
e essen

tial featu
re of m

y book
. O

u
r people are n

ow
 su

ffrerin
g u

n
der th

e h
eavy bu

rden
 of 
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aterialism
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h

eir in
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 its n
ew
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ed in
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.

」
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
六

巻
、
七
五
～
七
六
頁
）
ポ
ー
ル
・
ケ
ー
ラ
ス
は
、
も
と
ド
イ
ツ
出
身
の
学
者
で
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
彼
は
当
時
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
が
旺
盛
に
な
る
に
つ
れ
、

キ
リ
ス
ト
教
を
離
れ
た
宗
教
思
想
を
志
向
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
宗
教
と
科
学
の
統
一
」
を
目
指
し
、
雑
誌M

on
ist

やO
pen

 C
ou

rt

を
編
集
発
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
拙
が
科

学
と
宗
教
の
相
補
性
を
訴
え
た
こ
と
の
背
景
の
一
つ
に
は
、
同
時
代
の
ア
メ
リ
カ
の
思
潮
が
ケ
ー
ラ
ス
を
通
じ
て
既
に
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。 

二
八 

末
木
文
美
士
『
明
治
思
想
家
論
』
、
六
四
～
七
一
頁
。 

二
九 

末
木
文
美
士
『
明
治
思
想
家
論
』
、
一
六
八
頁
。 

三
〇 

末
木
文
美
士
『
明
治
思
想
家
論
』
、
一
七
九
頁
。 

三
一 

大
拙
は
本
章
を
始
め
る
に
際
し
て
、
「
教
育
の
何
た
る
か
は
学
者
間
に
種
種
の
議
論
あ
る
こ
と
な
ら
ん
。
さ
れ
ど
此
書
は
さ
せ
る
学
理
を
闡
明
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
単
に
眼
を
実

地
の
上
に
注
ぐ
も
の
な
れ
ば
、
吾
人
は
教
育
を
以
て
人
類
が
有
す
る
能
力
を
秩
序
的
に
発
達
せ
し
む
る
も
の
と
な
す
を
以
て
満
足
す
べ
し
」（
『
全
集
』
第
二
十
三
巻
、
一
一
七
頁
）
と
語

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
拙
が
当
時
論
壇
を
騒
が
せ
て
い
た
「
教
育
と
宗
教
の
衝
突
」
論
争
を
踏
ま
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

三
二 

大
拙
は
『
禅
と
日
本
文
化
』（
一
九
四
〇
年
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。「
エ
マ
ス
ン
の
所
謂
る
「
空
の
如
く
虚
ろ
な
る
理
想
主
義
」
は
興
味
が
深
い
。
明
か
に
彼
は

仏
教
の
空
観
の
こ
と
を
云
つ
て
ゐ
る
の
だ
。
…
…
超
越
哲
学
派
の
主
唱
者
な
る
エ
マ
ス
ン
た
ち
が
、
東
洋
的
幻
想
の
底
知
れ
ぬ
黒
暗
裡
に
ま
で
も
、
探
針
を
入
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
に
よ

つ
て
示
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
人
の
心
を
見
る
こ
と
は
驚
嘆
に
値
す
る
。
自
分
は
学
生
時
代
に
エ
マ
ス
ン
を
読
み
つ
つ
深
く
感
銘
す
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
が
、
今
に
し
て
そ
の
意
味
が
判
る
の

で
あ
る
。
自
分
は
そ
の
時
米
国
の
哲
学
者
を
研
究
す
る
積
り
で
は
な
く
て
自
分
自
身
の
心
の
深
処
、
つ
ま
り
、
東
洋
的
意
識
の
目
覚
め
以
来
自
分
の
心
の
奥
に
動
い
て
ゐ
た
も
の
を
、
探

り
当
て
よ
う
と
し
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
為
に
、
エ
マ
ス
ン
に
親
し
み
を
感
じ
た
の
で
あ
つ
た
。
つ
ま
り
、
そ
の
時
、
自
分
は
自
分
自
身
と
知
己
に
な
り
つ
つ
あ
つ
た
の
だ
。
ソ
ロ
ー

に
就
て
も
同
じ
こ
と
が
云
へ
る
」
（
『
全
集
』
第
十
一
巻
、
一
八
五
頁
）
。 



  

前
章
の
考
察
を
通
じ
て
、
神
秘
主
義
を
土
台
と
す
る
中
期
思
想
と
、
そ
の
放
棄
へ
と
至
っ
た
後
期
思
想
の
先
後
関
係
が
仮
説
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。
こ
の
転

換
の
本
質
的
な
意
味
を
探
っ
て
い
く
こ
と
が
次
の
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
後
期
思
想
が
成
立
し
て
い
く
最
初
の
段
階
と
し
て
、「
体
用
論
」
の
も
つ
意
義
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
本
章
の
目
的
で
あ
る
。
こ
の
点
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
大
拙
思
想
が
何
故
、
中
期
か
ら
後
期
へ
と
展
開
し
て
く
こ
と
と
な
っ
た
の
か
、
す
な

わ
ち
、
彼
の
思
想
を
揺
る
が
し
た
動
力
の
正
体
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
味
を
も
つ
。
そ
こ
に
は
、
二
〇
世
紀
の
ア
ジ
ア
社
会
と
い
う
大
拙
の
生
き
た
具
体

的
な
現
実
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
そ
れ
は
特
定
の
時
代
状
況
が
彼
の
思
想
を
導
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
次
節
で
考
察
す
る

こ
と
と
な
る
「
日
本
的
霊
性
」
の
構
想
は
、
確
か
に
当
時
弥
増
し
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
軍
国
主
義
的
な
気
運
に
代
わ
る
理
念
を
、
日
本
の
宗
教
史
の
中
か
ら
発

掘
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
大
拙
の
宗
教
思
想
に
と
っ
て
一
つ
の
応
用
と
で
も
い
う
べ
き
位
置
づ
け
に
あ
り
、
思
想
構
造
の

本
質
的
変
容
で
は
な
い
。
彼
の
宗
教
思
想
の
中
心
構
造
を
揺
る
が
し
た
も
の
は
、
国
家
の
政
治
的
状
況
で
も
戦
時
中
の
食
糧
難
で
も
な
く
、
彼
自
身
の
仏
教
研

究
の
進
展
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
宗
教
思
想
の
本
領
は
現
実
的
な
事
象
を
超
越
す
る
と
い
う
意
味
で
、
形
而
上
学
的
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

よ
う
な
思
想
に
対
し
て
、
直
接
的
な
影
響
力
を
持
つ
も
の
は
、
現
実
社
会
の
政
治
的
、
経
済
的
変
化
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
同
じ
形
而
上
学
的
思
惟
を
有
す

る
宗
教
思
想
で
あ
ろ
う
。
一
九
三
〇
年
代
、
四
〇
年
代
の
時
代
状
況
が
、
日
本
の
哲
学
者
、
思
想
家
た
ち
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
そ

し
て
大
拙
も
ま
た
そ
の
一
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
思
想
の
本
質
的
な
変
化
は
、
彼
の
仏
教
研
究
の
内
部
に
そ
の
原
因
を
持
つ
。
本
章
で
考
察
す
る
体
用
論

は
そ
の
点
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。 

 

第
一
部
を
通
じ
て
大
拙
の
宗
教
理
解
の
基
軸
に
体
用
論
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
思
惟
様
式
は
大
拙
が
多
用
す
る
「
は
た
ら
き
」

と
い
う
言
葉
を
思
想
的
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
四
〇
年
代
以
降
、
体
験
主
義
か
ら
禅
思
想
へ
と
彼
の
立
場
が
展
開
し
た
と
き
、
こ
の
思
惟
様
式
が
縦

第
五
章 

体
用
論
的
思
惟
の
受
容 

  

 
 

 
 

 

―
南
宗
禅
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の
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想
回
帰
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「
日
本
的
霊
性
」
は
大
拙
が
一
九
四
四
年
に
出
版
し
た
『
日
本
的
霊
性
』
、
そ
し
て
そ
の
後
続
い
て
刊
行
さ
れ
た
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
（
一
九
四
六
年
）
、

『
日
本
の
霊
性
化
』（
一
九
四
七
年
）
で
主
題
化
さ
れ
た
構
想
で
あ
る
。
特
に
『
日
本
的
霊
性
』
は
普
遍
的
宗
教
意
識
た
る
「
霊
性
」
を
基
軸
に
日
本
の
宗
教
・

文
化
を
解
釈
し
て
い
く
、
い
わ
ば
大
拙
に
よ
る
日
本
宗
教
史
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
「
日
本
的
霊
性
」
を
め
ぐ
る
思
想
は
、
戦
時
下
の
日
本
思
想

界
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
を
孕
ん
だ
規
範
的
言
説
群
で
あ
る
。
上
述
の
三
冊
が
終
戦
に
前
後
し
て
発
表
さ
れ
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
大
拙
が
大
戦
の
最
中
、

敗
色
濃
厚
の
時
勢
か
ら
無
条
件
降
伏
に
至
る
ま
で
の
間
、
来
た
る
べ
き
戦
後
社
会
を
主
導
す
る
理
念
と
し
て
こ
の
思
想
を
構
想
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し

 

道
元
や
神
秘
主
義
に
対
す
る
大
拙
の
評
価
か
ら
見
た
場
合
、
そ
の
解
釈
の
基
本
的
枠
組
み
と
し
て
体
用
論
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の

だ
が
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
大
拙
思
想
の
中
心
に
こ
の
範
疇
が
据
え
ら
れ
て
い
る
と
結
論
す
る
に
は
早
い
。
従
っ
て
体
用
論
が
大
拙
思
想
の
根
幹
を
為
す
も
の

か
ど
う
か
を
知
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
検
証
を
要
す
る
。
こ
こ
で
は
改
め
て
大
拙
思
想
と
体
用
論
の
関
係
を
、
よ
り
決
定
的
な
も
の
と
し
て
裏
付
け
た
い
と

思
う
。
そ
し
て
こ
の
論
証
に
際
し
て
、
最
も
有
益
な
参
照
軸
と
な
る
も
の
が
「
日
本
的
霊
性
」
の
思
想
で
あ
る
。 

 

本
章
で
は
各
時
代
に
お
け
る
大
拙
の
言
説
を
確
認
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
体
用
」
の
論
理
が
受
容
・
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
過
程
を
可

能
な
限
り
詳
細
に
追
う
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
大
拙
思
想
の
形
成
史
の
一
断
面
の
描
出
を
試
み
る
。 

横
に
駆
使
さ
れ
て
い
く
。
「
体
」
と
は
本
体
、
「
用
」
は
作
用
を
意
味
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
あ
る
特
定
の
内
容
を
も
っ
た
概
念
と
い
う
よ
り
も
、
あ
る
概
念

の
諸
側
面
と
そ
の
諸
側
面
間
の
関
係
を
示
す
論
理
、
も
し
く
は
範
疇
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
体
用
論
が
特
徴
的
な
点
は
、
単
に
第
一
義
的
な
本
体
と

そ
こ
か
ら
起
因
す
る
第
二
義
的
作
用
の
二
分
法
を
提
示
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
ら
二
つ
の
範
疇
が
互
い
に
相
即
す
る
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
普
遍
的
で
永
遠
な
る
真
理
と
、
生
々
流
転
す
る
現
象
世
界
と
が
不
可
分
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
表
現
可
能
に
す
る
も
の
が
、
体
用
論
で
あ
る
。 

し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
確
認
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
は
大
拙
思
想
と
体
用
論
の
関
係
を
今
一
度
確
認
し
て
お
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。 

  

第
一
節 

大
拙
に
お
け
る
体
用
論
の
位
置 

―
「
日
本
的
霊
性
」
か
ら
― 
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大
拙
の
目
論
見
は
、
戦
時
中
盛
ん
に
宣
揚
さ
れ
た
「
日
本
精
神
」
と
は
異
な
る
理
念
を
日
本
宗
教
史
上
に
見
出
す
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同

時
に
日
本
の
宗
教
の
中
に
世
界
的
宗
教
に
匹
敵
す
る
普
遍
的
側
面
を
指
摘
す
る
、
さ
ら
に
は
世
界
宗
教
に
も
通
底
す
る
原
理
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
大
拙
の
思
想
研
究
の
業
績
を
俯
瞰
し
た
上
で
日
本
的
霊
性
の
思
想
を
そ
の
一
つ
の
峰
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
古
田
自
身
の
指
摘
す
る

通
り
、
実
際
に
は
こ
れ
ら
の
研
究
は
お
互
い
に
密
接
な
連
関
を
有
し
て
い
る
。
第
四
の
無
心
の
研
究
が
第
二
の
菩
提
達
摩
の
研
究
の
延
長
線
上
に
為
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
大
拙
自
身
の
言
葉
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
し
、
第
三
の
盤
珪
研
究
も
ま
た
初
期
禅
宗
の
研
究
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
。「
日
本
的
霊
性
」
も
こ

れ
ら
の
諸
研
究
と
連
動
し
つ
つ
も
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
論
の
考
察
に
際
し
て
は
こ
の
六
つ
の
峰
の
中
で
も
「
日
本
的
霊
性
」
が
特
に
重
要
な
位
置

に
あ
る
。 

か
し
他
方
、
こ
の
構
想
で
創
出
さ
れ
た
「
霊
性
」
の
観
念
は
、「
日
本
的
霊
性
」
の
提
言
が
一
段
落
し
た
後
に
も
、
東
西
の
別
を
越
え
た
宗
教
の
普
遍
性
を
意
味

す
る
宗
教
学
的
術
語
と
し
て
引
き
続
き
用
い
ら
れ
て
い
っ
た
。
戦
後
の
大
拙
思
想
に
通
底
す
る
理
念
と
し
て
「
霊
性
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
古
田
紹
欽
に
よ
れ
ば
大
拙
の
思
想
は
六
つ
の
峰
に
分
類
さ
れ
る
と
い
う
。 

こ
れ
ら
六
つ
の
峰
の
中
に
位
置
づ
け
て
み
る
と
、「
日
本
的
霊
性
」
の
み
仏
教
的
色
彩
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
だ
ろ
う
。
大
拙
を
仏
教
研
究
者
と
し
て

み
る
な
ら
ば
、
華
厳
思
想
の
研
究
も
達
摩
や
臨
済
、
盤
珪
を
論
じ
る
こ
と
も
至
極
自
然
な
こ
と
で
あ
る
が
、
仏
教
の
研
究
と
し
て
「
日
本
的
霊
性
」
と
い
う
思

想
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
は
多
少
の
違
和
感
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

  

第
一
は
英
文
『
禅
論
』
第
三
巻
が
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
に
な
っ
た
昭
和
九
年
前
後
に
禅
思
想
と
併
行
し
て
な
さ
れ
た
華
厳
思
想
研
究
に
よ
る
思
想
の
峰
で
あ

る
、
第
二
は
同
十
年
ご
ろ
に
特
に
は
っ
き
り
と
現
わ
れ
た
達
摩
の
研
究
に
よ
る
思
想
の
峰
で
あ
り
、
第
三
は
同
十
五
年
ご
ろ
の
盤
珪
の
不
生
禅
の
研
究
に

お
け
る
思
想
の
峰
で
あ
り
、
第
四
は
同
十
四
年
か
ら
十
七
年
ご
ろ
に
か
け
て
無
心
を
論
じ
た
思
想
の
峰
で
あ
り
、
こ
の
峰
は
浄
土
系
思
想
へ
の
重
大
な
連

関
を
持
っ
て
一
大
連
峰
と
な
っ
た
観
が
あ
り
、
第
五
は
同
十
九
年
ご
ろ
に
お
け
る
日
本
的
霊
性
を
問
題
に
し
た
思
想
の
巨
峰
で
あ
り
、
第
六
は
同
二
十
二

年
ご
ろ
の
臨
済
の
人
思
想
を
究
明
し
た
幽
邃
な
思
想
の
峰
で
あ
る
。
一 
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霊
性
を
宗
教
意
識
と
云
つ
て
よ
い
。
…
…
た
だ
宗
教
に
つ
い
て
は
ど
う
し
て
も
霊
性
と
で
も
云
ふ
べ
き
は
た
ら
き

、
、
、
、
が
出
て
来
な
い
と
い
け
な
い
の
で
あ
る
。

即
ち
霊
性
に
目
覚
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
始
め
て
宗
教
が
わ
か
る
。
（
『
全
集
』
第
八
巻
、
二
二
頁
、
初
出
一
九
四
四
年
） 

 
 

 

こ
の
「
霊
性
」
概
念
が
大
拙
思
想
の
中
心
を
為
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
概
念
の
特
殊
性
を
考
慮
す
れ
ば
よ
り
鮮
明
な
も
の
と
な
る
。
大
拙
の

著
述
活
動
は
基
本
的
に
既
存
の
宗
教
テ
キ
ス
ト
の
解
釈
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
親
鸞
、
道
元
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
も
し
く
は
浅
原
才
市
に
限
ら
ず
、
禅
に
つ
い

て
語
る
と
き
も
彼
は
誰
か
の
言
葉
を
論
述
の
足
が
か
り
と
す
る
ス
タ
イ
ル
を
採
る
。
そ
の
た
め
、
彼
の
著
作
全
体
を
通
じ
て
見
て
も
、
彼
自
身
が
独
自
の
概
念

を
創
出
し
た
こ
と
は
数
少
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
「
日
本
的
霊
性
」
こ
そ
は
、
次
章
で
考
察
す
る
「
即
非
の
論
理
」
と
共
に
、
彼
自
身
の
創
意
が
反
映
さ
れ
た

数
少
な
い
事
例
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
「
日
本
的
霊
性
」
が
大
拙
思
想
の
根
幹
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
だ
ろ
う
。 

 

以
上
の
事
情
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
大
拙
思
想
に
お
け
る
日
本
的
霊
性
の
重
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。
そ
こ
で
実
際
に
、
こ
の
概
念
が
ど
の
よ

う
な
内
実
か
を
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
基
本
的
な
規
定
と
し
て
大
拙
は
「
霊
性
」
を
次
の
よ
う
に
表
現
す
る
。 

 

実
際
に
大
拙
思
想
を
扱
お
う
と
す
る
研
究
者
の
多
く
は
こ
の
概
念
を
そ
の
手
が
か
り
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
大
拙
の
論
述
の
中
で
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
と

の
連
続
性
、
日
本
文
化
論
と
し
て
の
妥
当
性
、
西
洋
哲
学
と
の
比
較
研
究
、
も
し
く
は
西
田
哲
学
と
の
影
響
関
係
、
西
洋
思
想
と
の
比
較
が
テ
ー
マ
と
な
る
と

き
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
が
「
日
本
的
霊
性
」
で
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
こ
の
概
念
は
仏
教
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
大
拙
の
宗
教
思
想
を
、
他
の
思
想
伝
統
と

比
較
す
る
際
の
窓
口
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
そ
の
際
に
仏
教
的
な
語
を
用
い
て
そ
の
普
遍
性
を
示
す
こ
と
は
、
そ
の
普
遍
性
を
担
保
す
る
際
に
は
足
枷
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
彼
は
そ

れ
ま
で
の
仏
教
研
究
の
伝
統
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
か
っ
た
「
霊
性
」
と
い
う
語
を
選
ん
だ
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
単
に
仏
教
的
用
語
を
避
け
る

と
い
う
消
極
的
な
理
由
の
み
で
語
の
選
択
が
出
来
る
訳
で
は
な
い
。
や
は
り
そ
こ
に
は
普
遍
的
な
宗
教
性
を
含
意
す
る
語
を
選
び
出
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
と
き
大
拙
は
、
仏
教
学
者
と
い
う
よ
り
も
宗
教
学
者
の
地
平
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
宗
教
学
的
視
点
は
、
仏
教
と
い
う
特
定
宗
教
の
研
究

に
基
礎
づ
け
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
仏
教
研
究
全
体
を
メ
タ
的
に
俯
瞰
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
メ
タ
的
視
点
に
よ
っ
て
大
拙
は
仏
教
思

想
の
枠
組
み
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
独
自
の
宗
教
思
想
を
展
開
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。 
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一
般
に
解
し
て
居
る
宗
教
は
、
制
度
化
し
た
も
の
で
、
個
人
的
宗
教
経
験
を
土
台
に
し
て
、
其
上
に
集
団
意
識
的
工
作
を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
。
霊
性
の

問
題
は
、
そ
こ
に
も
固
よ
り
こ
れ
あ
る
の
で
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
、
単
な
る
形
式
に
堕
す
る
を
常
と
す
る
。
宗
教
的
思
想
、
宗
教
的
儀
礼
、
宗
教
的
秩

序
、
宗
教
的
情
念
の
表
象
な
ど
云
ふ
も
の
が
あ
つ
て
も
、
そ
れ
ら
は
必
ず
し
も
宗
教
経
験
そ
れ
自
体
で
は
な
い
。
霊
性
は
こ
の
自
体
と
連
関
し
て
居
る
。

（
『
全
集
』
第
八
巻
、
二
四
頁
、
一
九
四
四
年
） 

大
拙
は
宗
教
の
本
質
を
霊
性
の
経
験
に
見
出
す
。
霊
性
は
常
に
我
々
人
間
の
意
識
の
根
柢
に
は
た
ら
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
宗
教
を
理
解
す
る
に
は
そ
の

霊
性
を
直
接
に
体
得
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
経
験
を
不
可
欠
の
契
機
と
す
る
立
場
は
、
最
初
期
の
神
秘
主
義
重
視
の
頃
か
ら
継
承
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。 

霊
性
は
こ
の
よ
う
に
宗
教
の
中
心
に
据
え
ら
れ
る
。「
日
本
的
霊
性
」
の
構
想
で
展
開
さ
れ
て
い
る
議
論
が
仏
教
内
在
的
な
も
の
で
は
な
く
、
宗
教
全
体
を
広
く

視
野
に
含
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
一
見
し
て
判
然
と
し
て
い
る
。 

何
故
大
拙
は
単
に
「
霊
性
」
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
「
霊
性
的
自
覚
」
、
「
霊
性
的
直
覚
」
（
以
下
、
両
者
を
ま
と
め
て
「
霊
性
的
自
覚
」
と
す
る
）
と
い
う
語

を
多
用
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
体
験

―
霊
性
的
自
覚

―
の
深
さ
は
あ
つ
て
も
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
思
索
力
の
強
さ
鋭
さ
を
意
味
し
な
い
の
で
あ
る
」
（
『
全

集
』
第
三
巻
、
四
四
三
頁
）
と
い
っ
た
言
葉
を
見
る
と
、「
霊
性
的
自
覚
」
は
「
霊
性
」
の
は
た
ら
き
を
認
得
す
る
「
体
験
」
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
第
三

     

こ
の
霊
性
で
あ
る
が
、
大
拙
は
多
く
の
場
面
で
「
霊
性
的
自
覚
」
も
し
く
は
「
霊
性
的
直
覚
」
と
い
う
言
葉
を
も
っ
て
こ
れ
を
説
明
し
て
い
る
。 

知
性
的
分
別
の
外
に
霊
性
的
自
覚
と
云
ふ
概
念
を
お
い
て
見
ぬ
と
、
吾
等
人
間
の
意
識
の
は
た
ら
き

、
、
、
、
の
全
部
が
説
明
で
き
ぬ
や
う
で
あ
る
。
知
性
だ
け
即

ち
分
別
だ
け
の
世
界
し
か
な
い
と
す
る
と
、
こ
れ
で
は
ど
う
し
て
も
割
り
切
れ
な
い
も
の
が
出
る
。
（
『
全
集
』
第
九
巻
、
六
四
頁
、
一
九
四
六
年
） 
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で
は
、「
霊
性
的
自
覚
」
が
「
体
験
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
と
「
霊
性
」
と
の
関
わ
り
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
次
の

よ
う
な
言
葉
に
注
目
し
た
い
。 

 

さ
て
、
以
上
の
記
述
か
ら
「
霊
性
」
と
「
霊
性
的
自
覚
」
の
関
係
を
探
っ
て
み
る
と
、「
霊
性
」
と
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
存
在
し
な
い
も
の
の
、
分
別
に
お

「
霊
性
」
と
い
う
観
念
を
固
定
化
し
、
そ
れ
を
対
象
と
し
て
分
別
を
は
た
ら
か
せ
る
の
で
は
な
い
。
彼
が
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
霊
性
」
と
は
「
は

た
ら
き
」
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
「
は
た
ら
き
」
と
い
う
も
の
も
、
独
立
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
必
ず
人
間
の
分
別
意
識
を
通
じ
て
現
れ
る

も
の
だ
と
い
う
。 

章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
大
拙
は
生
涯
を
通
じ
て
宗
教
体
験
の
重
要
性
を
訴
え
る
姿
勢
を
貫
い
た
が
、
そ
の
体
験
を
め
ぐ
る
言
説
に
は
大
き
な
転
換
が
見
ら
れ

る
。
一
九
四
〇
年
代
は
、
神
秘
主
義
と
決
別
し
、
独
自
の
宗
教
論
を
展
開
す
る
時
期
で
あ
っ
た
。「
日
本
的
霊
性
」
の
構
想
は
、
結
果
的
に
神
秘
主
義
的
体
験
と

は
異
な
る
宗
教
体
験
を
提
示
す
る
と
い
う
役
割
を
も
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

   

霊
性
と
云
つ
て
も
、
特
別
な
は
た
ら
き

、
、
、
、
を
す
る
力
か
何
か
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
普
通
に
精
神
の
云
つ
て
い
る
は
た
ら
き

、
、
、
、
と
違
ふ
も
の
で
あ

る
。
精
神
に
は
倫
理
性
が
あ
る
が
、
霊
性
は
そ
れ
を
超
越
し
て
居
る
。
超
越
は
否
定
の
義
で
は
な
い
。
精
神
は
分
別
意
識
を
基
礎
と
し
て
居
る
が
、
霊
性

は
無
分
別
智
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
八
巻
、
二
二
頁
、
初
出
一
九
四
四
年
） 

霊
性
的
自
覚
と
云
ふ
こ
と
は
、
霊
性
な
る
も
の
が
始
め
か
ら
対
象
的
論
理
的
に
ど
こ
か
に
在
つ
て
、
そ
れ
が
こ
こ
で
自
覚
す
る
と
云
ふ
こ
と
で
な
い
。
無

住
の
深
淵
へ
飛
び
込
む
こ
と
が
、
自
覚
で
、
そ
の
自
覚
が
霊
性
そ
の
も
の
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
三
巻
、
五
六
頁
、
遺
稿
） 

霊
性
と
云
つ
て
、
そ
ん
な
も
の
が
、
ど
こ
か
に
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
働
き
が
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
、
す
べ
て
話
し
の
都
合
の
よ
い
や
う
に
、

霊
性
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
…
…
決
し
て
そ
ん
な
も
の
を
固
定
化
し
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
八
巻
、
一
〇
三
頁
、
一
九
四
四
年
） 
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自
覚
す
る
も
の
は
、
「
霊
性
」
そ
れ
自
体
で
あ
る
。
ま
た
自
他
を
分
別
せ
ず
に
「
自
覚
」
で
き
る
も
の
は
無
分
別
智
た
る
「
霊
性
」
以
外
に
は
な
い
。 

 

「
用
」
も
し
く
は
「
は
た
ら
き
」
は
こ
こ
で
は
「
霊
性
的
自
覚
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
「
自
覚
」
と
い
う
語
に
も
注
意
を
要
す
る
。
一
般

に
「
自
覚
」
と
は
「
自
分
で
自
分
の
動
作
や
状
態
を
知
る
こ
と
」
二

を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
に
則
れ
ば
、「
霊
性
的
自
覚
」
と
は
人
が
自
分
自
身
に
内
在
す
る

「
霊
性
」
の
存
在
を
み
ず
か
ら
把
握
す
る
こ
と
、
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
自
己
と
「
霊
性
」
を
二
元
的
に
捉
え
、
「
霊
性
」

を
対
象
と
す
る
知
性
の
作
用
で
あ
り
、「
霊
性
」
と
は
相
容
れ
な
い
。「
霊
性
」
と
は
「
無
分
別
智
」
を
意
味
し
て
い
る
が
、「
無
分
別
智
」
を
人
間
が
把
握
す
る

た
め
に
は
、
そ
の
人
間
そ
の
も
の
に
対
し
て
二
元
的
に
分
別
さ
れ
る
も
の
と
「
考
え
」
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
本
来
無
分
別
た
る
も
の
を
分
別
す
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
た
「
無
分
別
」
は
も
は
や
「
無
分
別
」
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
自
己
「
が
」
霊
性
「
を
」
自
覚
す

る
智
の
様
態
は
、
「
霊
性
的
自
覚
」
と
は
無
縁
な
も
の
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

い
て
は
た
ら
く
作
用
で
あ
り
、
ま
た
「
霊
性
的
自
覚
」
は
「
霊
性
」
と
一
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
見
す
る
と
不
可
解
な
理
論
に
見
え
る
の

だ
が
、
こ
こ
で
「
体
用
」
の
範
疇
を
用
い
て
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
両
者
の
関
係
は
截
然
と
整
理
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
霊
性
」
が
「
体
」
に
、
「
霊
性
的

自
覚
」
は
「
用
」
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
。
仏
教
の
思
想
史
上
で
は
、
『
大
乗
起
信
論
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
体
」
は
「
真
如
」
、
誤
解
を
恐
れ
ず
い
え
ば
普

遍
的
真
理
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
霊
性
を
「
無
分
別
」
と
規
定
す
る
大
拙
の
立
場
と
通
じ
て
い
る
。
他
方
、
「
用
」
と
は
平
等
の
真
理
た
る
「
体
」

が
、
差
別
の
世
界
に
は
た
ら
き
出
し
た
側
面
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
、
上
述
の
よ
う
に
本
来
「
用
」
は
「
体
」
と
別
個
独
立
の
も
の
で
は
な
い
。

「
こ
の
霊
性
的
直
覚
は
そ
の
ま
ま
で
済
む
も
の
で
な
く
、
必
ず
こ
れ
を
事
上
に
行
為
せ
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
即
ち
分
別
智
の
世
界
で
肯
定
せ
ら
れ
な
く
て

は
な
ら
ぬ
。
」（
『
全
集
』
第
十
巻
、
一
三
七
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
体
」
は
「
用
」
に
展
開
す
る
こ
と
で
初
め
て
十
全
な
「
体
」
と
な
る
の
で
あ
る
。「
体
」
と

は
別
に
「
用
」
が
あ
る
の
で
も
な
く
、「
用
」
の
な
い
「
体
」
は
十
全
な
「
体
」
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
両
者
は
互
い
に
相
即
関
係
に
あ
る
。
従
っ
て
大
拙
が
こ

の
霊
性
に
よ
っ
て
用
い
て
い
る
体
用
は
よ
り
詳
し
く
い
え
ば
「
体
用
一
致
」
の
体
用
論
で
あ
る
。 

 

自
覚
は
霊
性
自
ら
の
自
覚
で
あ
る
か
ら
、
話
の
上
で
は
、
知
性
と
霊
性
と
を
分
け
て
話
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
（
『
全
集
』
第
九
巻
、
四
四
頁
、
一
九
四
六

年
） 
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従
っ
て
「
霊
性
的
自
覚
」
と
は
「
霊
性
」
が
「
自
覚
」
す
る
の
義
に
他
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
霊
性
」
と
「
霊
性
的
自
覚
」
と
の
相
即
が
可
能
と
な
る
の

で
あ
る
。
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
霊
性
」
と
は
個
的
で
固
定
的
な
「
性
」
で
は
な
く
、
「
は
た
ら
き
」
に
名
づ
け
ら
れ
た
概
念
で
あ
る
。
「
霊
性
」
と
い

う
は
た
ら
き
は
、「
霊
性
」
自
身
が
み
ず
か
ら
を
把
握
す
る
自
覚
の
作
用
で
あ
る
。
た
だ
「
霊
性
」
は
無
分
別
で
あ
る
た
め
、
対
象
を
と
る
二
元
的
な
自
覚
と
は

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

こ
の
「
霊
性
」
の
は
た
ら
き
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
独
立
に
は
存
在
し
得
な
い
。
こ
れ
は
人
間
の
分
別
作
用
を
通
じ
て
し
か
現
れ
得
な
い
た
め
、「
霊
性
的
自

覚
」
と
は
「
霊
性
」
自
身
の
自
覚
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
間
が
「
霊
性
」
の
は
た
ら
き
を
把
握
す
る
経
験
と
し
て
記
述
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
霊
性
」

が
「
無
分
別
智
」
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
人
間
の
外
部
に
離
れ
て
あ
る
も
の
で
は
な
い
。「
霊
性
的
自
覚
」
と
は
人
間
を
含
め
た
「
無
分
別
」
そ
の
も
の
が
自
覚

す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
「
霊
性
的
自
覚
」
と
は
人
間
が
自
身
の
存
在
・
認
識
の
根
柢
を
自
覚
す
る
様
態
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
こ
と
も
「
霊
性
」
自
身
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
た
め
、「
霊
性
的
自
覚
」
と
は
第
一
義
的
に
は
「
霊
性
」
が
自
覚
す
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
考
察
を
進
め
て
く
る
と
、
大
拙
の
「
日
本
的
霊
性
」
の
構
想
の
基
礎
に
は
体
用
論
の
土
台
が
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。「
体
」

と
は
「
用
」
の
「
体
」
、「
用
」
と
は
「
体
」
の
「
用
」
と
い
う
相
互
規
定
に
よ
っ
て
そ
の
内
実
は
理
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
は
た
ら
き
の
主
体
と
し
て
の
「
霊

性
」
、
そ
し
て
「
霊
性
」
の
は
た
ら
き
と
し
て
の
「
霊
性
的
自
覚
」
、
こ
の
よ
う
に
体
用
の
範
疇
は
事
態
を
本
体
と
作
用
と
い
う
二
側
面
に
区
別
し
て
理
解
す
る

の
で
あ
る
が
、
事
態
そ
の
も
の
と
し
て
は
「
人
間
の
意
識
の
根
柢
に
一
つ
の
は
た
ら
き
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
人
間
の
知
性

は
、
作
用
の
あ
る
と
こ
ろ
に
そ
の
主
体
を
設
定
せ
ず
に
は
済
ま
せ
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
大
拙
自
身
も
、「
体
」
と
し
て
の
「
霊
性
」
と
い
う
観
念
を
設
定
す
る

必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
拙
の
い
う
体
用
論
は
、
つ
き
つ
め
れ
ば
「
用
」
に
帰
一
す
る
も
の
と
い
え
る
。 

さ
て
、
上
述
の
「
日
本
的
霊
性
」
の
検
討
に
よ
っ
て
大
拙
思
想
の
根
幹
に
「
体
用
論
」
が
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
本
章
の
主

題
は
こ
の
よ
う
な
大
拙
の
思
惟
形
式
が
ど
の
よ
う
に
形
成
し
て
き
た
の
か
を
確
か
め
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
以
下
、
そ
の
歴
史
的
背
景
を
追
っ
て
い
き

た
い
。 
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そ
の
後
、
こ
の
問
題
が
本
格
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
中
国
が
明
か
ら
清
へ
移
ろ
う
と
い
う
時
期
、
清
朝
考
証
学
の
祖
と
さ
れ
る
顧
炎
武
（
一
六
一
三

～
八
二
年
）
と
陽
明
学
者
の
李
顒
（
一
六
二
七
～
一
七
〇
五
年
）
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
論
争
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
顧
炎
武
と
李
顒
の
議
論
は
、
ま
さ
に
体

用
と
い
う
語
が
仏
典
に
由
来
す
る
か
中
国
固
有
の
思
想
に
出
自
を
も
つ
か
、
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
と
い
う
点
が
争
わ
れ
る
。
顧
炎
武
は
必
ず
し
も
仏
書
に
拠

ら
ず
と
も
、『
易
経
』
や
『
礼
記
』
、『
論
語
』
と
い
う
儒
教
の
典
籍
に
「
体
」
や
「
用
」
と
い
う
語
が
現
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
李
顒
は
、
そ

れ
ら
の
用
例
で
現
れ
る
「
体
」
や
「
用
」
が
、
体
用
の
併
記
列
挙
で
は
な
い
と
し
て
退
け
て
い
る
。
そ
し
て
自
身
の
考
え
る
初
出
と
し
て
禅
宗
の
六
祖
慧
能
の

言
葉
を
紹
介
す
る
。
顧
炎
武
は
こ
れ
に
反
論
し
、
体
用
列
挙
の
用
例
も
ま
た
仏
書
に
拠
ら
ず
、
魏
伯
陽
の
著
作
中
に
見
ら
れ
る
と
し
て
、
慧
能
、
朱
子
と
も
に

体
用
論
は
、
中
国
思
想
史
に
通
底
す
る
思
惟
形
式
と
し
て
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
朱
子
学
以
降
の
儒
学
に
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

影
響
は
近
代
以
後
ま
で
及
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
筆
者
に
は
こ
こ
で
そ
の
全
貌
を
論
じ
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
以
下
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て

概
念
（
範
疇
）
史
を
整
理
し
た
い
と
思
う
。
中
国
思
想
史
に
お
け
る
体
用
の
初
出
の
問
題
、
い
わ
ゆ
る
体
用
問
題
を
扱
う
場
合
、
先
学
が
ま
ず
第
一
に
依
拠
す

る
も
の
が
、
島
田
虔
次
「
体
用
の
歴
史
に
寄
せ
て
」
三

で
あ
る
。
本
論
も
こ
の
島
田
論
文
の
主
旨
に
従
っ
て
体
用
の
問
題
を
概
観
し
た
い
。 

こ
の
範
疇
が
仏
教
に
由
来
す
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
儒
教
に
端
を
発
す
る
も
の
か
、
中
国
思
想
史
上
で
は
早
く
か
ら
問
題
に
な
っ
て
い
た
。
体
用
論
を
仏
教

に
由
来
す
る
も
の
と
す
る
言
説
で
最
古
の
も
の
が
晁
説
之
（
以
道
、
一
〇
五
九
～
一
一
二
九
年
）
の
嵩
山
文
集
一
三
『
儒
言
』
で
、
彼
は
そ
こ
で
「
そ
の
自
る

所
を
究
む
る
に
、
乃
わ
ち
釈
氏
の
体
用
事
理
の
学
に
本
づ
く
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
言
を
受
け
て
、
王
應
麟
（
一
二
二
三
～
九
六
年
）
は
『
困
学
紀

聞
』
巻
一
で
「
晁
景
迂
は
曰
え
り
、
体
用
は
釈
氏
に
本
づ
く
、
と
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
王
應
麟
が
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
た
時
期
こ
そ
、
ま
さ
に
朱
子
（
一

一
三
〇
～
一
二
〇
〇
年
）
が
体
用
論
に
立
脚
し
た
理
気
二
元
論
に
よ
っ
て
新
し
い
儒
学
を
打
ち
立
て
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
っ
た
。 

大
拙
の
思
想
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
探
る
こ
と
が
目
下
の
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
体
用
論
が
用
い
ら
れ
た
思
想
伝
統
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
節
で
は
中
国
思
想
と
の
連
関
か
ら
そ
の
歴
史
を
概
観
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

  

第
二
節 

体
用
論
の
歴
史
概
観 
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さ
て
、
島
田
の
研
究
は
体
用
の
初
出
に
つ
い
て
以
上
の
よ
う
な
結
論
を
残
し
て
い
る
が
、
大
拙
へ
の
影
響
を
考
え
る
際
に
は
、
こ
れ
以
降
の
展
開
も
さ
ら
に

追
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
仏
教
に
話
を
限
れ
ば
、
隋
唐
の
時
代
に
な
り
、
日
本
仏
教
へ
連
な
る
諸
々
の
仏
教
思
想
が
成
立
し
て
く
る
。
天
台
大
師
智

顗
（
五
三
八
～
五
九
八
年
）
は
南
岳
慧
文
、
慧
思
の
系
譜
に
連
な
り
天
台
宗
を
作
り
上
げ
、
そ
れ
ま
で
の
経
典
群
を
五
時
八
教
の
教
判
の
下
に
整
理
し
、『
法
華

李
顒
の
い
う
よ
う
に
、「
体
用
」
の
概
念
史
（
範
疇
史
）
を
追
う
と
し
て
も
、
単
に
「
体
」
と
「
用
」
と
い
う
語
が
中
国
思
想
で
用
い
ら
れ
た
跡
を
辿
る
だ
け

で
は
、
そ
の
真
相
に
は
迫
れ
な
い
。
体
用
の
歴
史
を
よ
り
厳
密
に
描
き
出
す
に
は
、
体
用
と
い
う
二
範
疇
が
哲
学
的
思
惟
の
枠
組
み
と
し
て
列
挙
、
併
記
さ
れ

て
い
る
文
脈
を
探
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

島
田
論
文
は
こ
の
顧
炎
武
・
李
顒
論
争
以
後
の
研
究
を
総
括
し
て
、
体
用
列
挙
が
初
め
て
十
全
な
形
で
用
い
ら
れ
る
用
例
は
西
暦
五
〇
〇
年
頃
の
仏
教
文
献

で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
『
弘
明
集
』
巻
九
所
収
、
梁
武
帝
（
五
〇
二
～
四
九
年
在
位
）
の
『
立
神
明
成
仏
義
記
』
（
『
大
正
蔵
』

第
五
十
二
巻
）
に
述
べ
ら
れ
る
次
の
文
章
で
あ
る
。 

こ
こ
で
は
明
確
に
体
用
が
不
可
分
な
も
の
と
し
て
並
列
・
列
挙
さ
れ
て
い
る
。「
体
を
離
れ
て
用
な
し
」
と
い
う
表
現
は
ま
さ
に
そ
の
後
の
歴
史
で
体
用
論
が
使

用
さ
れ
る
表
現
に
直
結
し
て
い
る
。
島
田
は
同
時
期
の
用
例
と
し
て
他
に
も
劉
勰
『
文
心
雕
龍
』
や
、
北
斉
の
法
上
和
尚
『
十
地
論
義
疏
』
、
吉
蔵
『
中
観
論
疏
』

な
ど
を
提
示
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
根
拠
に
五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
体
用
の
思
想
が
そ
の
語
と
し
て
現
れ
て
き
た
と
結
論
し
て
い
る
。 

こ
の
魏
伯
陽
に
拠
っ
た
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
李
顒
は
再
び
反
論
し
、
魏
伯
陽
の
示
す
体
用
列
挙
の
用
例
が
、
こ
こ
で
い
う
哲
学
的
範
疇
と
し
て
の
体
用
で
は

な
い
と
し
て
顧
炎
武
の
反
論
を
退
け
て
い
る
。 

  

無
明
の
体
上
に
生
有
り
滅
有
り
。
生
滅
は
是
れ
其
の
異
な
る
用
な
り
。
無
明
は
心
義
を
改
め
ず
。（
臣
績
曰
く
、
既
に
其
の
体
有
れ
ば
便
わ
ち
其
の
用
有
り
。

語
用
は
体
に
非
ず
、
論
体
は
用
に
非
ず
。
用
に
興
廃
有
り
。
体
に
生
滅
無
し
。
）
将
た
恐
ら
く
は
其
の
用
の
異
な
る
を
見
、
便
ち
心
、
境
に
随
い
滅
す
と
謂

う
。
（
臣
績
曰
く
、
惑
者
は
其
の
体
用
に
迷
う
故
に
猜
を
断
ぜ
ず
。
何
と
な
れ
ば
、
夫
れ
体
の
用
と
不
離
不
即
に
し
て
、
体
を
離
れ
て
用
無
け
れ
ば
な
り
。

便
ち
心
、
境
に
随
い
滅
す
と
謂
う
。
）
四 
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こ
の
よ
う
に
隋
唐
の
時
代
は
仏
教
思
想
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
領
域
で
体
系
化
さ
れ
て
い
く
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
イ
ン
ド
で
始
ま
っ
た
仏
教
を
中
国
人
が

み
ず
か
ら
の
も
の
と
し
て
受
容
し
て
い
く
作
業
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
仏
教
思
想
の
受
容
に
お
い
て
駆
使
さ
れ
た
中
国
人
独
自
の
論

理
が
体
用
論
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
仏
教
文
献
に
は
体
用
の
語
が
多
用
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
隋
唐
に
活
躍
し
た
各
宗
の
祖
師
に
限
っ
て
も
、

体
用
の
使
用
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
試
み
に
そ
の
数
例
を
挙
げ
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
た
だ
し
、
体
用
は
範
疇
で
あ
る
の
で
、
引
用
文
の

内
容
そ
の
も
の
は
本
論
と
は
直
接
に
は
関
係
し
な
い
。 

経
』
を
最
高
の
真
理
を
説
く
経
典
と
位
置
付
け
た
。
嘉
祥
大
師
吉
蔵
（
五
四
九
～
六
二
三
年
）
は
龍
樹
の
『
中
論
』
と
『
百
論
』
、
お
よ
び
そ
の
弟
子
聖
提
婆
の

『
十
二
門
論
』
か
ら
般
若
の
空
思
想
を
研
究
し
、
三
論
宗
を
開
い
た
。
華
厳
宗
は
杜
順
、
智
儼
の
後
に
賢
首
大
師
法
蔵
（
六
四
三
～
七
一
二
年
）
が
出
て
そ
の

教
学
を
大
成
さ
せ
、
そ
の
思
想
が
澄
観
、
宗
密
へ
と
継
承
、
展
開
さ
れ
て
い
く
。
禅
宗
は
隋
代
以
前
か
ら
初
祖
菩
提
達
摩
が
活
動
を
始
め
て
い
た
が
、
教
団
と

し
て
は
六
祖
慧
能
以
後
大
き
く
発
展
し
て
い
く
。
法
相
宗
で
は
『
大
唐
西
域
記
』
で
知
ら
れ
る
玄
奘
が
イ
ン
ド
か
ら
大
部
の
経
典
を
持
ち
帰
り
、
弟
子
の
窺
基

ら
と
と
も
に
そ
れ
ら
の
翻
訳
、
研
究
に
従
事
し
た
。
密
教
で
は
玄
宗
の
時
代
に
善
無
畏
、
金
剛
智
、
不
空
ら
が
、
そ
れ
ま
で
の
呪
術
的
に
理
解
さ
れ
て
い
た
雑

密
を
組
織
化
す
る
こ
と
で
、
密
教
の
新
た
な
展
開
を
見
せ
た
。 

   

此
の
十
身
、
体
用
を
離
れ
ず
。
用
、
聚
義
の
体
具
体
依
有
り
。
皆
、
名
身
を
得
る
。
体
の
外
に
用
無
く
、
用
即
ち
是
れ
体
な
り
。
用
の
外
に
体
無
く
、
体

即
ち
是
れ
用
な
り
。
体
即
ち
法
性
、
用
即
ち
智
應
な
り
。
二
既
に
不
二
に
し
て
理
智
円
融
す
。
唯
一
無
礙
の
法
界
の
身
な
り
。（
澄
観
『
大
方
広
仏
華
厳
経

次
に
第
二
句
二
慧
を
合
す
と
は
、
般
若
と
謳
和
〔
方
便
〕
、
皆
是
れ
般
若
を
明
ら
か
に
す
。
所
以
然
〔
所
以
〕
は
、
波
若
〔
般
若
・
以
上
蓮
沼
〕
を
体
と
為

し
、
謳
和
を
用
と
為
す
。
体
則
ち
般
若
の
体
、
用
是
れ
般
若
の
用
な
り
。
故
に
皆
般
若
と
名
づ
く
。
（
吉
蔵
『
浄
名
玄
論
』
）
六 

用
に
即
し
て
体
を
論
ず
れ
ば
、
動
出
は
是
れ
不
動
出
な
り
。
体
に
即
し
て
用
を
論
ず
れ
ば
、
即
ち
不
動
出
は
是
れ
動
出
な
り
。
体
用
は
不
二
に
し
て
二
な

り
。
」
（
智
顗
『
妙
法
蓮
華
経
玄
義
』
）
五 
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 こ

れ
は
第
二
章
に
お
い
て
、
大
拙
が
道
元
の
修
証
一
等
を
解
釈
す
る
際
の
根
拠
と
し
た
考
え
方
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
体
用
一
致
の
考
え
方
は
続
い
て
灯
明
と

光
に
喩
え
ら
れ
る
。 

さ
て
、
以
上
の
引
用
は
智
顗
、
吉
蔵
、
澄
観
の
著
作
中
に
見
ら
れ
る
体
用
の
用
例
で
あ
る
。
隋
唐
の
時
代
に
至
る
と
、
こ
の
よ
う
に
体
用
が
並
列
し
た
二
範
疇

と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
判
然
と
し
て
い
る
。
特
に
仏
教
の
文
脈
で
は
、
体
と
用
の
二
者
が
お
互
い
に
不
二
と
い
う
関
係
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
注
意
し
た
い
。 

灯
は
光
の
体
で
あ
り
、
光
は
灯
の
用
で
あ
る
。
体
用
の
一
致
は
こ
の
よ
う
な
喩
え
で
論
じ
ら
れ
る
。
慧
能
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
こ
の
体
用
論
は
、
以
後
禅
宗
に

お
い
て
は
荷
澤
神
会
の
南
宗
、
ま
た
転
じ
て
馬
祖
道
一
門
下
の
洪
州
宗
の
系
譜
に
お
い
て
継
承
さ
れ
て
い
き
、
臨
済
禅
の
成
立
へ
と
連
な
っ
て
い
く
。 

禅
宗
の
六
祖
慧
能
に
よ
る
体
用
論
も
こ
の
よ
う
な
中
国
仏
教
界
の
大
き
な
流
れ
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
の
『
六
祖
壇
経
』
に
は
次
の
言
が
残
さ
れ
て

い
る
。 

    

善
知
識
よ
、
定
恵
は
猶
お
何
等
の
如
く
な
る
、
灯
光
の
如
く
な
り
。
灯
有
れ
ば
即
ち
光
有
り
、
灯
無
け
れ
ば
即
ち
光
無
し
。
灯
は
是
れ
光
の
体
、
光
は
是

れ
灯
の
用
な
り
。
名
は
即
ち
二
有
る
も
、
体
は
両
般
無
し
。
此
の
定
恵
の
法
も
亦
復
た
是
く
の
如
し
。
（
六
祖
慧
能
『
六
祖
壇
経
』
）
九 

定
恵
は
体
一
に
し
て
二
な
ら
ず
。
即
ち
定
は
是
れ
恵
の
体
、
即
ち
恵
は
是
れ
定
の
用
な
り
。
即
ち
恵
な
る
時
、
定
は
恵
に
在
り
、
即
ち
定
な
る
時
、
恵
は

定
に
在
り
。
善
知
識
よ
、
此
の
義
は
即
ち
定
恵
等
し
き
な
り
。
学
道
の
人
、
意
を
作
し
て
、
言
う
こ
と
莫
か
れ
、
先
ず
定
も
て
恵
を
発
し
、
先
ず
恵
も
て

定
を
発
す
、
定
恵
は
各
各
別
な
り
、
と
。
（
六
祖
慧
能
『
六
祖
壇
経
』
）
八 

疏
』
）
七 
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是
の
心
の
真
如
の
相
は
即
ち
摩
訶
衍
の
体
を
示
す
が
故
な
り
、
是
の
心
の
生
滅
の
因
縁
の
相
は
能
く
摩
訶
衍
の
自
の
体
と
相
と
用
と
を
示
す
が
故
な
り
。 

 

と
こ
ろ
で
、
体
用
の
歴
史
を
考
え
る
際
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
が
『
大
乗
起
信
論
』
で
あ
る
。『
起
信
論
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
そ
の
出
現
直
後
か

ら
疑
惑
を
持
た
れ
て
い
る
。
漢
文
テ
キ
ス
ト
に
対
応
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
テ
キ
ス
ト
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
書
が
イ
ン
ド
撰
述
か
中
国
撰

述
か
、
ま
た
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
撰
者
は
馬
鳴
か
否
か
と
い
う
問
題
に
も
疑
問
は
及
ぶ
一
〇

。
こ
の
論
書
の
成
立
も
し
く
は
翻
訳
を
五
五
〇
年
頃
と
す
る
な

ら
ば
、
こ
の
書
も
先
に
示
し
た
よ
う
な
六
世
紀
以
降
の
体
用
論
的
思
惟
の
潮
流
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
は
触
れ
な
い
。
重

要
な
点
は
、
こ
の
論
書
が
大
乗
仏
教
思
想
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
要
約
し
た
も
の
と
し
て
、
後
来
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
、
禅
宗
だ
け
で
な
く
、
大
乗
仏
教
の
諸
宗

派
に
お
い
て
今
日
ま
で
長
く
参
照
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

で
は
『
起
信
論
』
の
体
用
は
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
る
の
か
。
最
も
基
本
的
な
規
定
は
次
に
よ
う
に
与
え
ら
れ
る
。 

 
 こ

こ
で
は
衆
生
心
が
真
如
と
生
滅
の
二
側
面
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
。
衆
生
心
の
真
如
と
し
て
の
側
面
は
「
体
」
、
そ
し
て
そ
の
生
滅
と
し
て
の
側
面
は
「
体
」

「
相
」「
用
」
の
三
大
と
し
て
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、
真
如
は
生
滅
と
は
本
来
不
二
で
あ
る
た
め
、
真
如
の
「
相
」
も
「
用
」
も
、
真
如
の
「
体
」
と
同
一
で
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

   

問
う
て
曰
く
、
上
に
は
、
真
如
は
其
体
と
し
て
は
平
等
に
し
て
一
切
の
相
を
離
れ
た
り
と
説
け
る
に
、
云
何
ぞ
復
体
に
是
の
如
き
種
種
な
る
功
徳
あ
り
と

説
く
や
。
答
え
て
曰
く
、
実
に
は
此
諸
の
功
徳
の
義
あ
り
と
雖
も
、
而
も
差
別
の
相
無
く
、
等
同
一
味
に
し
て
唯
一
真
如
な
る
の
み
な
れ
ば
な
り
。
此
義

は
云
何
。
無
分
別
に
し
て
分
別
の
相
を
離
れ
た
る
を
以
て
、
是
の
故
に
無
二
な
れ
ば
な
り
。
一
二 

言
う
所
の
義
に
は
則
ち
三
種
あ
り
。
云
何
が
三
と
為
す
。
一
に
は
体
大
、
一
切
法
の
真
如
を
謂
う
、
平
等
に
し
て
増
減
せ
ざ
る
が
故
な
り
。
二
に
は
相
大
、

如
来
蔵
を
謂
う
、
無
量
の
性
功
徳
を
具
足
す
る
が
故
な
り
。
三
に
は
用
大
、
能
く
一
切
の
世
間
と
出
世
間
と
の
善
の
因
果
を
生
ず
る
が
故
な
り
。
一
一 
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こ
の
よ
う
に
『
起
信
論
』
の
論
述
は
、「
体
」「
相
」「
用
」
と
い
う
真
如
の
三
範
疇
を
基
軸
に
進
め
ら
れ
て
い
く
。
こ
の
内
「
相
」
を
省
略
す
る
と
、
先
述
の

体
用
論
と
同
一
の
構
造
と
な
る
。 

さ
て
、
こ
の
『
起
信
論
』
の
禅
宗
に
対
す
る
影
響
と
し
て
は
、
初
期
禅
宗
の
頃
か
ら
祖
師
た
ち
の
著
述
の
中
に
お
い
て
既
に
そ
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
一
三

。
『
起
信
論
』
の
影
響
は
単
に
体
用
論
の
使
用
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
が
、
慧
能
の
『
六
祖
壇
経
』
に
お
い
て
「
真
如
是
念
之
体
、
念
是
真
如
の
用
」

と
述
べ
る
と
こ
ろ
に
は
、『
起
信
論
』
的
思
考
形
態
が
は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
る
。
ま
た
同
時
に
同
じ
弘
忍
門
下
で
慧
能
と
は
異
な
る
禅
風
を
誇
っ
た
神
秀
の
北

宗
禅
に
も
、
真
如
の
体
用
思
想
が
見
て
と
れ
る
。『
起
信
論
』
と
初
期
禅
宗
思
想
の
思
想
的
近
似
性
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
は
、
後
に
鈴
木
大
拙
の
思
想
を
考
察

す
る
際
の
貴
重
な
前
提
と
な
る
だ
ろ
う
。 

真
如
が
諸
々
の
功
徳
の
「
相
」
を
も
つ
よ
う
に
見
え
る
の
も
、
分
別
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
人
が
分
別
を
離
れ
れ
ば
、「
相
」
も
「
用
」
も
「
体
」
に
帰
一
す
る
こ

と
に
な
る
。
言
説
を
離
れ
た
「
体
」
が
、「
体
」「
相
」「
用
」
と
い
う
三
大
に
分
け
て
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
真
如
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
人
間
の
側
の
分
別
に
よ

る
の
で
あ
る
。
真
如
の
「
体
」
が
法
身
に
該
当
す
る
の
に
対
し
て
、
「
用
」
は
そ
の
内
実
に
よ
っ
て
応
身
、
報
身
に
配
当
さ
れ
る
。 

さ
て
、
隋
唐
時
代
の
仏
教
に
お
け
る
体
用
論
、
さ
ら
に
そ
れ
に
先
立
つ
も
の
と
し
て
『
起
信
論
』
の
体
用
を
こ
こ
で
紹
介
し
た
の
で
あ
る
が
、
先
に
も
述
べ

た
と
お
り
こ
の
範
疇
は
宋
代
の
朱
子
学
へ
受
容
さ
れ
る
こ
と
で
、
中
国
思
想
の
中
心
へ
と
据
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
朱
子
は
万
物
の
存
在
を
気
に
よ
っ
て
説

明
す
る
。
気
に
陰
陽
が
あ
り
、
そ
の
陰
陽
そ
れ
ぞ
れ
の
気
の
凝
集
に
よ
っ
て
五
行
が
成
立
し
、
さ
ら
に
こ
の
五
行
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
万
物
が
生
み
出
さ

れ
る
。
そ
し
て
理
は
、
こ
の
気
を
し
て
万
物
た
ら
し
め
る
原
理
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
朱
子
学
に
お
け
る
体
用
論
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち

理
は
感
覚
の
対
象
と
な
ら
な
い
形
而
上
的
な
原
理
と
し
て
の
「
体
」
で
あ
る
。
他
方
、
形
而
下
に
お
け
る
具
体
的
な
万
物
が
「
用
」
と
な
る
。
朱
子
学
以
前
の

仏
教
思
想
に
お
け
る
体
用
論
は
、
概
ね
体
用
の
一
致
を
含
意
し
な
が
ら
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
朱
子
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
両
者
が
即
座
に
一
致
す
る
も

の
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
「
理
気
二
元
論
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
彼
の
哲
学
に
お
い
て
は
体
用
の
峻
別
が
第
一
に
企
図
さ
れ
て
い
た
と
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
。 

む
し
ろ
体
用
の
一
致
を
強
調
し
た
の
は
、
朱
子
の
後
に
出
て
儒
学
の
新
た
な
展
開
を
見
せ
た
王
陽
明
（
一
四
七
二
～
一
五
二
八
年
）
で
あ
っ
た
。
朱
子
が
「
心
」

を
「
性
」
と
「
情
」
と
い
う
体
用
両
項
に
峻
別
し
、「
性
即
理
」
と
し
た
の
に
対
し
て
、
王
陽
明
は
「
性
」
と
「
情
」
と
に
分
か
れ
る
以
前
の
「
心
」
を
以
て
理
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さ
て
、
こ
こ
ま
で
の
論
述
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
本
章
の
本
題
に
立
ち
入
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
以
下
、
大
拙
に
対
す
る
体
用
論
的
思
惟
の
影
響

を
追
い
な
が
ら
彼
自
身
の
思
想
の
形
成
過
程
を
追
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

 

前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
体
用
論
は
儒
学
の
形
式
を
採
っ
て
明
治
の
日
本
思
想
界
に
も
影
響
力
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
大
拙
の
父
も
儒
教
に

通
じ
て
い
た
。
石
川
県
金
沢
市
に
あ
っ
た
大
拙
の
生
家
は
、
先
祖
代
々
加
賀
藩
の
家
老
本
多
家
の
主
治
医
を
任
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
父
も
侍
医
と
町
医
者
を
兼

業
す
る
こ
と
で
生
活
を
支
え
て
い
た
。
父
は
医
学
と
と
も
に
儒
学
に
も
造
詣
が
深
く
、
自
分
の
子
供
た
ち
に
み
ず
か
ら
が
編
ん
だ
漢
籍
を
読
ま
せ
て
い
た
と
い

う
。
し
か
し
貞
太
郎
（
大
拙
）
が
六
歳
の
と
き
そ
の
父
も
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
実
際
に
大
拙
が
父
か
ら
思
想
的
影
響
を
受
け
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。 

と
す
る
「
心
即
理
」
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
理
（
体
）
」
が
「
情
」
と
い
う
用
を
取
り
込
ん
で
い
る
と
い
う
意
味
で
の
体
用
一
致
が

見
出
せ
る
。
朱
子
学
の
「
理
」
が
、
個
々
の
事
情
の
背
後
に
あ
る
「
理
」
を
一
つ
一
つ
分
析
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
で
究
極
的
な
「
理
」
を
志
向
す
る

の
に
対
し
て
、
陽
明
学
で
は
万
物
と
一
体
で
あ
る
心
の
本
体
を
直
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
で
、
「
理
」
の
獲
得
を
目
指
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
な
宋
明
代
の
儒
学
は
日
本
に
も
流
入
し
、
中
世
以
降
、
特
に
近
世
思
想
の
一
潮
流
を
為
し
た
。
鎌
倉
時
代
に
禅
僧
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
朱

子
学
は
室
町
、
戦
国
、
安
土
桃
山
を
通
じ
て
禅
僧
の
専
門
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
期
に
入
る
と
藤
原
惺
窩
（
一
五
六
一
～
一
六
一
九
年
）
、
林
羅
山

（
一
五
三
八
～
一
六
五
七
年
）
、
山
崎
闇
斎
（
一
六
一
八
～
八
二
年
）
と
い
っ
た
儒
学
者
が
出
た
こ
と
で
、
独
立
し
た
思
想
潮
流
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ

る
。
陽
明
学
も
江
戸
期
に
は
伝
わ
り
、
中
江
藤
樹
（
一
六
〇
八
～
四
八
年
）
ら
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
た
。
さ
ら
に
幕
末
期
に
は
政
治
情
勢
の
悪
化
に
よ
っ
て
社

会
実
践
と
結
び
つ
く
形
で
盛
ん
に
唱
道
さ
れ
、
そ
の
余
勢
は
明
治
以
降
に
も
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
体
用
論
は
仏
教
思
想
に
止
ま
ら
ず
中
国
哲
学
の
根
本
部
分
を
下
支
え
す
る
観
念
と
し
て
、
明
治
期
の
日
本
に
も
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い

た
の
で
あ
る
。 

 

 

第
三
節 

大
拙
を
取
り
巻
く
体
用
論
の
文
脈 
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一
と
は
数
の
義
に
非
ず
。
凡
そ
道
の
体
た
る
や
、
甚
だ
言
ひ
難
し
。
其
の
用
た
る
や
、
亦
測
ら
れ
ず
。
故
に
強
て
唱
へ
て
一
と
曰
ふ
の
み
。
一
六 

 

先
述
の
よ
う
に
、
大
拙
は
学
生
時
代
か
ら
文
芸
活
動
に
対
し
て
積
極
的
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
実
際
に
禅
の
思
想
に
触
れ
る
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
円

覚
寺
で
の
参
禅
で
あ
る
。
彼
は
そ
こ
で
今
北
洪
川
の
警
策
を
受
け
、
そ
の
没
後
に
は
続
い
て
円
覚
寺
管
長
と
な
っ
た
釈
宗
演
の
禅
風
を
仰
い
だ
。
こ
の
今
北
洪

川
と
い
う
人
物
は
明
治
臨
済
禅
の
巨
匠
で
あ
る
が
、
彼
の
来
歴
は
仏
道
に
限
定
さ
れ
ず
徂
徠
学
系
の
学
問
も
経
る
も
の
で
あ
っ
た
一
四

。
そ
の
結
果
、
洪
川
は
そ

の
著
書
『
禅
海
一
瀾
』
（
一
八
六
二
年
自
序
）
で
儒
仏
の
一
致
を
論
じ
て
い
る
。
そ
の
表
現
中
に
も
体
用
併
記
の
思
惟
は
受
容
さ
れ
て
い
る
。 

 

大
拙
は
後
年
、
今
北
洪
川
の
伝
記
を
自
ら
ま
と
め
て
お
り
、
こ
の
著
作
に
触
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
に
体
用
論
が
多
く
用
い
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
洪
川
個
人
の
問
題
で
は
な
く
、
仏
教
全
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
教
学
の
中
で
こ
の
語
を
保
存
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

ま
た
、
必
ず
し
も
思
惟
の
形
式
と
し
て
で
は
な
い
が
、
体
用
の
語
は
当
時
の
教
養
人
の
間
に
も
そ
の
影
を
残
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
明
治
政
府
の
宗
教
政
策
と

深
く
関
わ
っ
た
島
地
黙
雷
は
、
自
身
の
真
宗
理
解
を
「
此
動
静
不
二
の
妙
用
の
体
を
弥
陀
と
云
、
其
の
西
方
に
帰
向
せ
し
む
る
は
教
情
の
巧
用
に
従
ふ
者
也
」

一
七

と
示
し
て
い
る
。
加
え
て
、
東
京
大
学
で
最
初
に
仏
教
を
講
じ
た
原
坦
山
（
一
八
一
九
～
九
二
年
）
も
「
妙
体
霊
用
」
も
し
く
は
「
妙
体
奇
用
」
と
い
っ
た

語
で
「
人
心
」
を
表
現
し
て
い
る
一
八

。
ま
た
変
則
的
な
例
え
で
は
あ
る
が
、
明
治
憲
法
に
対
す
る
註
釈
と
し
て
、
伊
藤
博
文
は
「
蓋
統
治
権
を
総
攬
す
る
は
主

権
の
体
な
り
。
憲
法
の
条
規
に
依
り
之
を
行
ふ
は
主
権
の
用
な
り
」
と
論
じ
て
い
る
一
九

。
こ
の
よ
う
に
明
治
の
思
想
界
に
お
い
て
体
用
の
使
用
は
極
あ
り
ふ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

と
こ
ろ
で
、
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
年
）
か
ら
東
京
大
学
で
「
仏
書
講
読
」（
後
に
「
印
度
哲
学
」
と
改
称
）
を
担
当
し
た
原
坦
山
は
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て

『
大
乗
起
信
論
』
を
好
ん
で
用
い
て
い
た
が
二
〇

、
明
治
仏
教
界
の
思
想
的
淵
源
と
し
て
こ
の
『
大
乗
起
信
論
』
の
存
在
は
大
き
か
っ
た
。
大
拙
思
想
の
形
成
に

   

夫
れ
大
道
に
二
條
無
く
、
明
徳
は
別
性
に
非
ず
。
一
挺
大
治
の
精
金
の
如
し
。
其
の
体
を
論
ず
れ
ば
、
則
ち
古
無
く
今
無
く
、
去
無
く
来
無
く
、
欠
無
く

剰
無
く
、
断
無
く
続
無
し
。
其
の
用
を
論
ず
れ
ば
、
則
ち
或
は
隠
或
は
顕
、
或
は
逆
或
は
順
。
浄
有
り
穢
有
り
、
明
有
り
暗
有
り
。
一
五 
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以
上
の
よ
う
に
大
拙
の
思
想
背
景
を
設
定
し
て
み
る
と
、
体
用
と
い
う
範
疇
は
経
典
や
論
書
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
仏
教
思
想
の
根
本
的
論
理
で
あ
る

よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
と
り
た
て
て
大
拙
に
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、
彼
の
仏
教
研
究
の
当
初
か
ら
一
貫
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
。「
日
本
的
霊
性
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
体
用
の
使
用
は
、
大
拙
の

思
想
形
成
の
中
で
も
あ
る
時
期
か
ら
現
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
判
然
と
し
て
い
る
。
そ
れ
を
以
下
、
い
く
つ
か
の
論
拠
に
よ
っ
て
示
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。 

 

さ
ら
に
、
大
拙
は
『
楞
伽
経
』
の
研
究
と
前
後
し
て
、
敦
煌
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
初
期
禅
宗
文
献
の
研
究
に
も
従
事
し
て
い
た
。
菩
提
達
摩
、
六
祖
慧
能
、

荷
澤
神
会
に
関
す
る
敦
煌
文
献
を
校
訂
出
版
す
る
中
で
、
彼
は
そ
れ
ま
で
の
宗
門
の
伝
統
を
遡
っ
た
中
国
禅
の
原
初
形
態
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
前
節
で

確
認
し
た
『
壇
経
』
、
加
え
て
『
神
会
録
』
の
思
惟
に
は
体
用
一
致
の
思
想
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一
九
四
〇
年
代
に
な
る
と
「
日
本
的

霊
性
」
に
よ
る
体
用
論
的
宗
教
理
解
の
完
成
形
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

お
け
る
一
つ
の
結
節
点
も
ア
メ
リ
カ
滞
在
期
の
『
大
乗
起
信
論
』
の
英
訳T

h
e A

w
a

ken
in

g
 o

f Fa
ith

 in
 th

e M
a

h
āyān

a
, 1

9
0

0

と
、
そ
の
知
見
に
基
づ
く

O
utlines of M

ahayana B
uddhism

, 1907

（
『
大
乗
仏
教
概
論
』
）
の
出
版
で
あ
っ
た
。
大
拙
が
そ
こ
で
真
如
の
三
大
と
し
て
の
体
用
論
に
触
れ
て
い
た
こ

と
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
、
大
拙
は
一
九
三
四
年
に
は
『
楞
伽
経
』
の
研
究
に
よ
っ
て
大
谷
大
学
か
ら
学
位
を
取
得
し
て
い
る
が
、
彼
の
思
想
に
お
け
る
体
用

論
は
こ
こ
か
ら
も
影
響
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
は
「
悲
」
と
「
智
」
を
め
ぐ
る
議
論
と
し
て
受
容
さ
れ
た
。 

こ
こ
で
も
う
一
度
、「
日
本
的
霊
性
」
に
お
け
る
体
用
論
の
内
実
を
確
認
し
て
お
く
と
、
そ
れ
は
「
は
た
ら
き
」
と
し
て
の
体
用
論
で
あ
っ
た
。
知
性
に
お
い

て
は
た
ら
く
霊
妙
な
力
を
大
拙
は
「
霊
性
」
と
名
づ
け
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
知
性
の
は
た
ら
き
を
離
れ
て
独
立
し
た
「
霊
性
」
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
宗
教
経
験
と
し
て
は
霊
妙
な
は
た
ら
き
が
経
験
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
霊
妙
な
る
も
の
を
抽
象
化
す
る
と
、
そ
の
抽
象
観
念

が
固
定
化
し
、
知
性
の
対
象
と
な
っ
て
し
ま
い
霊
妙
な
る
は
た
ら
き
そ
の
も
の
に
つ
い
て
誤
解
を
招
い
て
し
ま
う
。
む
し
ろ
彼
は
そ
の
は
た
ら
き
そ
の
も
の
の

こ
と
を
、
「
霊
性
（
体
）
」
と
呼
ん
で
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
意
味
で
大
拙
の
体
用
論
は
「
用
」
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

で
は
、
大
拙
の
思
想
に
お
い
て
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
か
。
ま
ず
、「
定
」
と
「
慧
」
に
つ
い
て
の
次
の
文
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
『
禅
の

第
一
義
』
（
一
九
一
四
年
）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。 
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こ
こ
で
は
「
智
」
か
ら
自
然
に
湧
い
て
く
る
「
悲
」
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
智
」
は
分
別
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
、
す
な
わ
ち
「
無
分
別
智
」

こ
こ
で
は
今
北
洪
川
に
託
し
て
「
定
」
か
ら
「
慧
」
を
発
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
本
論
第
二
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
大
拙
は
後
に
六
祖
慧
能
の
「
定

慧
不
二
」
に
立
っ
て
道
元
を
批
判
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
「
定
」
と
「
慧
」
を
切
り
離
し
、「
定
」
の
み
に
偏
す
る
傾
向
を
指
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で

も
同
様
の
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
解
決
の
道
筋
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
「
定
慧
不
二
」
と
し
た
六
祖
慧
能
の
立
場
に
比
す
れ
ば
明
確

な
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
「
定
」
か
ら
「
慧
」
を
出
す
と
い
う
論
を
採
っ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
「
体
」
か
ら
「
用
」
を
発
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
体
用
は

こ
こ
で
は
異
な
る
二
者
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
北
洪
川
の
影
響
が
ど
れ
ほ
ど
あ
っ
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
大
拙
自
身
も
二
者
と

し
て
の
体
用
を
論
じ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
と
い
う
の
も
、
同
様
の
構
造
が
『
禅
と
は
何
ぞ
や
』（
一
九
三
〇
年
）
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
『
楞
伽
経
』
の
「
智
」
と
「
悲
」
が
論
じ
ら
れ
る
。 

    

『
楞
伽
経
』
の
初
め
の
方
に
か
う
云
ふ
こ
と
が
書
い
て
あ
る
、
「
悲
と
云
ふ
も
の
は
智
か
ら
出
る
、
そ
の
智
と
云
ふ
も
の
は
、
分
別
に
亙
ら
ぬ
智
で
あ
る
」

と
。
而
し
て
こ
の
智
は
決
し
て
関
係
的
の
も
の
で
は
な
い
。
彼
と
か
是
と
か
、
善
と
悪
と
云
ふ
、
関
係
的
に
取
扱
は
れ
る
と
こ
ろ
の
智
で
は
な
い
。
限
定

せ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
の
智
な
の
で
あ
る
。
そ
の
智
か
ら
自
然
に
湧
い
て
来
る
と
こ
ろ
の
悲
、
そ
の
慈
悲
と
云
ふ
も
の
が
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
で

な
い
と
本
物
と
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ
を
大
智
大
悲
と
云
ふ
風
に
し
て
説
く
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
四
巻
、
五
六
頁
、
一
九
三
〇
年
） 

看
話
と
禅
定
と
は
必
ず
し
も
同
一
物
に
あ
ら
ず
、
看
話
は
知
に
偏
し
易
く
、
禅
定
は
意
に
傾
き
易
し
。
円
満
の
発
達
を
期
せ
ん
と
せ
ば
両
者
の
融
合
を
計

ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
洪
川
禅
師
の
「
無
字
の
歌
」
に
、
定
よ
り
慧
を
生
ず
べ
し
と
あ
り
、
禅
定
の
修
行
の
上
に
慧
力
の
光
照
り
わ
た
ら
ん
を
要
す
。
慧
は

眼
な
り
、
定
は
足
な
り
、
足
あ
り
て
眼
な
く
、
眼
あ
り
て
足
な
き
時
の
不
都
合
は
多
言
を
費
や
す
ま
で
も
な
し
。
（
『
全
集
』
第
十
八
巻
、
三
七
六
頁
、
初

出
一
九
一
四
年
） 
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で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
「
無
分
別
智
」
か
ら
慈
悲
が
は
た
ら
き
出
す
と
い
う
関
係
を
こ
こ
で
は
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
も
先
の
「
定
慧
」
と
同
様
、

「
体
」
か
ら
は
た
ら
き
だ
す
「
用
」
を
意
味
し
て
い
る
。 

上
述
の
智
悲
関
係
が
「
智
」
か
ら
「
悲
」
を
出
す
と
い
う
比
較
的
二
元
的
な
体
用
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
そ
の
二
元
性
が
完
全
に
払
拭
さ
れ
、
体

に
即
し
て
の
用
、
用
に
即
し
て
の
体
と
い
う
体
用
一
致
論
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
『
一
真
実
の
世
界
』（
一
九
四
一
年
）
に
収
録
さ
れ
た
講
演
録
で

は
次
に
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

し
か
し
、
お
よ
そ
十
年
の
間
に
大
拙
の
体
用
理
解
は
一
転
し
て
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
『
盤
珪
の
不
生
禅
』（
一
九
四
〇
年
）
で
示
さ
れ

た
体
用
理
解
を
確
認
し
た
い
。 

  

 

こ
こ
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
話
が
抽
象
に
な
り
ま
す
が
、
仏
教
の
方
で
体
と
い
ふ
字
と
そ
れ
か
ら
用

―
仏
教
の
人
は
用ゆ

う

と
云
ふ
が

―
と
い
ふ
こ
と
を
分
け
る
、
そ
の
体
と
い
ふ
概
念
に
只
今
の
大
智
と
い
ふ
智
を
当
て
る
。
絶
対
的
一
に
当
て
て
も
宜
い
。
用
と
い
ふ
方
は
、
一
が
二
に

仏
教
従
来
の
思
惟
法
で
は
体
と
用
、
又
は
体
と
相
と
用
と
を
分
け
る
の
で
あ
る
。
只
働
き
と
云
ふ
も
の
は
な
く
て
、
何
か
の
働
き
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

又
何
か
あ
る
と
云
へ
ば
、
そ
れ
は
働
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
或
は
何
か
の
姿
即
ち
相
を
持
つ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
体
あ
れ

ば
用
あ
り
、
用
あ
れ
ば
体
あ
り
、
又
は
相
あ
り
と
云
ふ
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
。･

･
･
･
･
･

所
が
、
体
用
の
概
念
は
分
別
意
識
上
に
属
す
る
も
の
で
、
禅
意
識

で
は
、
云
は
ば
そ
ん
な
閑
家
具
を
要
し
な
い
の
で
あ
る
。「
無
分
別
の
分
別
」
か
ら
見
る
と
、
体
と
用
と
の
考
も
、
別
の
方
法
で
取
り
扱
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

（
『
全
集
』
第
一
巻
、
三
六
五
頁
、
一
九
四
〇
年
） 

一
が
二
に
分
れ
る
前
に
、
一
の
中
に
在
る
と
こ
ろ
の
も
の
、
こ
れ
が
智
で
あ
る
が
、
そ
の
智
に
は
ま
だ
働
き
が
見
え
ぬ
。
一
が
二
に
分
れ
る
所
に
、
智
の

働
き
が
出
る
。
そ
れ
と
同
時
に
そ
こ
に
悲
の
働
き
が
出
る
。
悲
は
智
の
働
き
、
智
は
悲
の
主
体
だ
と
、
か
う
い
ふ
具
合
に
、
智
と
悲
と
を
見
る
と
こ
ろ
に

東
洋
的
考
へ
方
が
あ
る
と
思
ふ
。
さ
う
し
て
こ
れ
が
東
洋
的
考
へ
方
の
優
れ
た
所
で
あ
る
と
、
わ
し
は
云
ひ
た
い
の
で
あ
る
。 
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さ
て
、
『
一
真
実
の
世
界
』
、
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
ま
で
見
る
こ
と
で
、
『
日
本
的
霊
性
』
と
同
じ
段
階
の
体
用
理
解
を
確
認
で
き
た
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に

一
九
六
〇
年
代
と
い
う
晩
年
の
著
作
に
も
目
を
配
っ
て
お
き
た
い
。
『
真
宗
概
論
』
（
遺
稿
、
一
九
六
三
年
の
講
演
録
）
か
ら
の
一
文
で
あ
る
。 

 
 

大
悲
心
に
何
か
目
的
・
対
象
が
あ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
は
有
無
に
陥
る
、
生
滅
的
世
間
の
事
象
に
外
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。
大
悲
は
即
ち
大
智
、
大
智
は

即
ち
大
悲
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
か
ら
出
る
働
き
は
す
べ
て
無
目
的
的
な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
…
…
智、
と
云
へ
ば
知
性
的
に
、
悲、
と
云
へ
ば
情
性
的

に
見
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
暫
ら
く
人
間
意
識
の
上
に
据
ゑ
つ
け
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
九
巻
、
八
一
頁
、
一
九
四
六
年
） 

こ
こ
で
解
釈
さ
れ
た
『
楞
伽
経
』
の
一
節
は
、
先
に
『
禅
と
は
何
ぞ
や
』
（
一
九
三
〇
年
）
で
「
『
楞
伽
経
』
の
初
め
の
方
に
か
う
云
ふ
こ
と
が
書
い
て
あ
る
、

「
悲
と
云
ふ
も
の
は
智
か
ら
出
る
、
そ
の
智
と
云
ふ
も
の
は
、
分
別
に
亙
ら
ぬ
智
で
あ
る
」
」
と
言
及
さ
れ
て
い
た
部
分
と
同
じ
箇
所
を
指
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

大
拙
は
同
じ
経
典
の
同
じ
箇
所
を
解
釈
し
な
が
ら
も
、
時
代
を
経
る
こ
と
で
異
な
っ
た
理
解
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
、
一
九
四
〇
年
代
の
初
頭
に
は
、
大
拙
は
明
確
に
そ
れ
ま
で
の
体
用
を
峻
別
す
る
二
元
的
理
解
か
ら
、
体
用
の
一
致
・
不
二
を
主
張
す
る
一
元
的
理

解
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

さ
ら
に
ま
た
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』（
一
九
四
六
年
）
で
は
『
楞
伽
経
』
の
「
世
間
は
生
滅
を
離
る
。
猶
ほ
虚
空
華
の
如
し
。
智
は
有
無
を
得
ず
。
而
か
も

大
悲
心
を
興
す
」
と
い
う
文
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。 

   

 

昨
日
の
話
の
続
き
で
す
が
、
大
悲
と
大
智
と
い
ふ
も
の
をk

āya

つ
ま
りb

o
d

y

と
す
る
。
と
い
う
て
も
、
こ
れ
は
体
相
用
の
体
と
は
違
つ
た
意
味
の
体
で

 

分
れ
て
、
意
識
が
出
て
来
る
と
こ
ろ
、
無
始
の
無
明
が
動
く
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
用
と
い
ふ
。
け
れ
ど
も
そ
の
体
と
い
ふ
も
の
の
外
に
用
が
あ
る
の
で
な
い
。

用
の
外
に
体
が
あ
る
訳
で
な
い
。
用
が
即
ち
体
で
、
体
が
即
ち
用
な
の
で
あ
る
。
働
く
と
い
ふ
こ
と
は
働
く
と
い
ふ
も
の
が
別
に
あ
る
の
で
な
い
。
働
き

そ
の
も
の
が
働
く
も
の
で
あ
る
。
働
く
も
の
が
即
ち
働
き
そ
の
も
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
六
巻
、
六
五
～
六
六
頁
、
初
出
一
九
四
一
年
） 
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こ
こ
で
も
大
智
大
悲
が
や
は
り
、
未
分
化
の
体
用
一
致
論
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
拙
の
体
用
一
致
論
は
一
九
四
〇
年
代
以
降
、
晩
年
ま
で
変

わ
る
こ
と
な
く
機
能
し
続
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
結
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

彼
は
体
用
論
が
体
と
用
と
を
峻
別
す
る
二
元
論
に
陥
る
危
険
性
を
喚
起
し
て
い
た
。
大
拙
の
体
用
一
致
論
は
実
質
的
に
は
「
用
」
へ
帰
一
す
る
が
、
そ
れ
は
必

然
的
に
体
用
と
い
う
枠
組
み
そ
の
も
の
の
否
定
と
も
裏
返
し
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ど
れ
ほ
ど
「
体
」
と
「
用
」
の
一
致
を
主
張
し
よ
う
と
も
、
体
用
論
が

そ
も
そ
も
「
体
」
と
「
用
」
の
二
者
を
前
提
と
し
て
用
い
ら
れ
る
範
疇
で
あ
る
以
上
、
そ
こ
に
両
者
の
二
元
性
が
残
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
を
彼
は
問
題
視

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
実
際
に
は
彼
が
い
う
よ
う
な
「
何
か
外
の
概
念
」
は
発
見
さ
れ
ず
、
禅
の
思
想
を
論
じ
る
際
は
、
体
用
一
致
と
い
う
形
で

   

も
ち
ろ
ん
、
体
用
論
の
範
疇
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
誤
解
を
招
く
恐
れ
も
あ
り
、
彼
は
そ
れ
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

体
用
の
概
念
は
印
度
伝
来
で
、
仏
教
者
の
常
識
と
な
つ
て
居
た
。
が
、
彼
等
の
最
も
陥
い
り
易
い
誤
り
は
、
体
と
用
と
を
実
経
験
の
上
に
分
離
す
る
こ
と

で
あ
つ
た
。
体
と
用
と
は
、
人
間
の
知
的
分
析
の
上
の
話
で
、
こ
の
二
つ
が
別
れ
別
れ
に
事
実
的
存
在
を
有
つ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。（
『
全
集
』
第
二
巻
、

三
九
二
～
三
九
三
頁
、
初
出
一
九
五
一
年
）
二
一 

す
ね
。
相
と
用
に
対
し
た
体
で
な
く
て
、
今
い
ふ
体
と
い
ふ
の
は
、
大
智
と
大
悲
と
い
ふ
も
の
が
有
機
的
に
一
つ
に
な
つ
て
は
た
ら
く
。
有
機
的
に
一
つ

に
な
る
と
い
ふ
と
、
ま
た
、
何
か
、
さ
う
い
ふ
塊
が
あ
つ
て
、
そ
れ
が
動
く
や
う
に
考
へ
る
け
れ
ど
も
、
さ
う
で
は
な
し
に
、
大
悲
と
い
ふ
も
の
と
大
智

と
い
ふ
も
の
が
分
け
ら
れ
な
い
で
、
一
に
し
て
二
、
二
に
し
て
一
と
い
ふ
形
に
な
つ
て
動
く
や
う
な
も
の
が
出
来
て
を
る･

･
･
･
･
･

と
、
さ
う
い
ふ
こ
と
な

ん
で
す
な
。
（
『
全
集
』
第
六
巻
、
四
〇
一
頁
、
一
九
六
三
年
） 

何
れ
も
古
来
の
体
用
説
で
念
と
真
如
と
の
関
係
を
説
い
て
居
る
が
、
是
で
は
素
よ
り
不
徹
底
で
あ
る
。
体
用
よ
り
も
何
か
外
の
概
念
を
借
ら
な
く
て
は
な

ら
ぬ
。
（
『
全
集
』
第
二
巻
、
四
二
三
頁
、
初
出
一
九
五
一
年
） 
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さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
大
拙
の
言
及
を
見
て
く
る
と
、
体
用
論
の
使
用
に
関
し
て
あ
る
転
換
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
一
九
四
一
年
の
『
一
真
実
の
世

界
』
に
な
る
と
、
彼
は
そ
れ
ま
で
の
「
体
」
か
ら
「
用
」
を
発
す
と
い
う
体
用
理
解
か
ら
、「
体
の
用
、
用
の
体
」
と
い
う
両
者
不
可
分
の
体
用
一
致
論
を
展
開

す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
一
九
三
〇
年
代
ま
で
の
大
拙
は
確
か
に
体
用
の
範
疇
を
用
い
て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
は
彼
の
中
心
思
想
に
至
る
前
段
階
で
あ
っ

た
と
理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
参
禅
の
師
で
あ
る
今
北
洪
川
を
含
め
、
明
治
の
思
想
界
に
浸
透
し
て
い
た
体
用
論
か
ら
彼
は
影
響
を
受
け
て
お
り
、
ま
た

『
大
乗
起
信
論
』
の
三
大
と
し
て
の
「
体
」
「
相
」
「
用
」
に
つ
い
て
も
彼
は
熟
知
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
思
想
の
受
容
は
の
ち
に
「
日
本
的
霊
性
」
で
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
形
で
は
為
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
『
楞
伽
経
』
に
お
け
る
智
悲
関
係
に
も
い
え
る
。
彼
は
一
九
四
〇
年
代
に
な
る
と
、『
楞
伽
経
』
の
文
言

を
体
用
一
致
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
の
一
九
三
〇
年
の
時
点
で
は
体
用
峻
別
の
形
式
で
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
拙
の
体
用
論
成
立

に
と
っ
て
『
楞
伽
経
』
が
決
定
的
な
転
機
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
彼
が
体
用
一
致
論
に
至
る
最
大
の
契
機
と
な
っ
た
も
の

は
、
消
去
法
的
に
考
え
る
と
、
一
九
三
〇
年
代
を
通
じ
て
の
初
期
禅
宗
思
想
の
研
究
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
大
拙
の
言
説
か

ら
積
極
的
に
裏
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

 
 

 

前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
六
祖
慧
能
の
言
説
を
伝
え
て
い
る
と
い
う
『
六
祖
壇
経
』
に
は
体
用
一
致
と
し
て
の
体
用
論
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
慧

能
の
弟
子
、
荷
澤
神
会
の
語
録
中
に
も
同
様
の
指
摘
が
出
来
る
。
六
祖
慧
能
は
体
用
の
一
致
を
定
慧
不
二
の
文
脈
で
論
じ
て
い
る
。
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、

「
定
は
是
れ
慧
の
体
、
慧
は
是
れ
定
の
用
」
と
述
べ
る
と
こ
ろ
に
は
体
用
一
致
論
が
見
ら
れ
る
。
加
え
て
『
神
会
録
』
に
は
次
の
問
答
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
範
疇
を
晩
年
ま
で
使
用
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

  

第
四
節 

中
国
禅
思
想
の
研
究
と
大
拙
の
体
用
論 

又
問
う
、
念
ず
る
者
真
如
と
何
の
差
別
有
り
や
。 
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た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
体
用
一
致
論
は
初
期
禅
宗
思
想
全
体
を
貫
く
も
の
で
は
な
い
。
慧
能
、
神
会
に
お
い
て
体
用
の
一
致
は
顕
著
に
見
ら
れ
る
が
、
菩
提

達
摩
以
降
、
五
祖
弘
忍
ま
で
の
禅
宗
文
献
に
は
体
用
範
疇
の
使
用
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と
い
う
二
三

。
四
祖
道
信
に
は
「
心
体
」
と
「
心
用
」
の
語
は
あ
っ

た
も
の
の
、
彼
は
「
体
」
の
強
調
に
傾
き
、「
用
」
と
の
一
致
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
体
用
の
範
疇
を
積
極
的
に
用
い
た
の
は
神
秀
に
始
ま
る
北
宗
禅
の
系
譜
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
慧
能
・
神
会
の
法
系
と
は
異
な
り
、
体
用
峻
別
の
論
で
あ
っ
た
。
大
拙
は
こ
の
両
者
を
以
下
の
よ
う
に
比
較
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
神
会
も
ま
た
慧
能
と
同
様
の
体
用
一
致
論
を
展
開
し
て
い
る
。 

大
拙
の
初
期
禅
宗
文
献
の
研
究
は
日
本
に
連
な
る
慧
能
の
南
宗
禅
だ
け
で
は
な
く
、
北
宗
禅
を
も
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
『
楞
伽
師
資
記
』
や
『
北
宗
五
方
便
』

と
い
っ
た
神
秀
系
の
著
作
の
研
究
を
通
じ
て
、
大
拙
は
そ
の
根
本
思
想
が
体
用
並
立
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。 

   

そ
れ
で
大
体
慧
能
時
代
の
思
想
展
開
を
基
準
と
し
て
見
る
。
此
時
代
で
最
も
重
大
な
問
題
と
な
つ
た
の
は
、
「
時
時
勤
払
拭
」
と
云
ふ
北
宗
の
神
秀
派
と
、

「
何
処
惹
塵
埃
」
と
云
ふ
南
宗
の
慧
能
派
と
の
間
に
生
じ
た
一
大
亀
裂
で
あ
る
。「
定
慧
体
一
不
二
」
の
如
き
も
、
南
北
頓
漸
の
争
か
ら
出
る
問
題
で
あ
る
。

定
慧
不
二
と
云
つ
て
も
、
こ
れ
に
は
亦
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
が
出
る
。
定
を
先
と
す
る
か
、
慧
を
先
と
す
る
か
。
慧
が
主
か
、
定
が
従
か
。
定
に
因
り
て
慧

を
発
す
る
の
か
、
固
よ
り
の
慧
な
ら
ば
、
作
意
に
よ
り
て
定
を
修
す
る
な
ど
云
ふ
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ず
と
か
、
定
慧
倶
に
等
し
な
ど
云
ふ
こ
と
な
し
と
か
、

こ
ん
な
や
う
な
議
論
が
中
々
盛
ん
に
な
つ
た
。『
壇
経
』
や
『
神
会
録
』
な
ど
を
見
る
と
よ
く
其
辺
の
消
息
が
わ
か
る
。
定
を
主
と
す
る
も
の
は
自
ら
漸
修

主
義
に
な
る
。「
自
性
本
来
清
浄
」
と
云
ふ
絶
対
の
立
場
か
ら
す
る
も
の
は
、
慧
を
説
き
、
頓
悟
を
説
く
。（
『
全
集
』
第
二
巻
、
一
三
三
頁
、
初
出
一
九
三

六
年
） 

問
う
、
既
に
差
別
無
け
れ
ば
、
何
故
に
真
如
を
念
ず
る
と
言
う
か
。 

答
て
、
亦
差
別
無
し
。 

答
え
て
曰
く
、
言
う
所
の
念
は
是
れ
真
如
の
用
な
り
。
真
如
は
即
ち
是
れ
念
の
体
な
り
。
是
の
義
を
以
て
の
故
に
、
無
念
を
立
て
宗
を
為
す
。
二
二 
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日
本
へ
の
敦
煌
文
献
の
将
来
は
矢
吹
慶
輝
の
手
に
よ
る
。
矢
吹
は
一
九
一
六
年
、
一
九
二
二
年
の
二
度
に
渡
り
大
英
博
物
館
所
蔵
の
ス
タ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
調
査
し
、
そ
の
成
果
を
『
シ
ュ
タ
イ
ン
氏
蒐
集
燉
煌
地
方
出
古
写
仏
典
ロ
ー
ト
グ
ラ
フ
解
説
目
録
』
（
一
九
一
七
年
）
、
『
鳴
沙
余
韻
』
（
一
九
三
〇
年
）
に

発
表
し
た
。
そ
の
後
、
ロ
ン
ド
ン
と
パ
リ
で
の
調
査
を
敢
行
し
た
胡
適
が
『
神
会
和
尚
遺
集
』
（
一
九
三
〇
年
）
を
出
版
し
て
い
る
。 

 

こ
の
対
比
は
大
拙
の
体
用
論
に
対
す
る
一
つ
の
視
座
を
与
え
て
く
れ
る
。
大
拙
は
何
故
、
そ
れ
ま
で
の
体
用
並
立
の
体
用
論
か
ら
体
用
一
致
の
体
用
論
を
こ

と
さ
ら
に
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
初
期
禅
宗
研
究
を
通
じ
て
、
そ
れ
ま
で
自
分
が
考
え
て
い
た
体
用
論
が
、
慧
能
の
伝
統
と
は
異
な
る
北
宗

の
思
想
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
同
時
に
、
臨
済
・
曹
洞
を
含
め
る
日
本
の
臨
済
禅
の
真
実
の
姿
が
慧
能
の
体
用
一

致
論
に
遡
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
る
。
一
九
二
六
年
の
論
考
「
六
祖
慧
能
の
禅 

―
諸
論
中
の
二
項
」
（
『
禅
の
諸
問
題
』
（
一
九
四
一
年
）
に
改
題
さ
れ
収
録

さ
れ
て
い
る
）
で
は
、
『
続
高
僧
伝
』
の
記
事
を
受
け
て
、
「
定
と
慧
と
は
互
い
に
偏
す
べ
き
に
非
ず
、
慧
は
定
よ
り
出
づ
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の
考
へ
が
、
南

北
の
禅
宗
に
よ
り
て
受
け
継
が
れ
た
と
云
ふ
の
で
あ
ろ
う
」
（
『
全
集
』
第
十
八
巻
、
一
三
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
大
拙
が
疑
義
を
差

し
挟
む
様
子
は
な
い
。
そ
れ
が
上
述
の
よ
う
に
体
用
一
致
論
へ
と
傾
倒
し
て
い
く
背
景
に
、
一
九
三
〇
年
代
を
通
じ
た
敦
煌
出
土
文
献
の
研
究
、
初
期
禅
宗
思

想
と
の
接
触
が
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
。 

 

大
拙
は
矢
吹
や
胡
適
の
研
究
に
遅
れ
な
が
ら
も
、
自
身
の
調
査
を
開
始
す
る
。
大
拙
が
敦
煌
文
献
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
大
拙
が
一
九
二
七
年

に
出
版
し
たE

ssays in Zen B
uddhism

 first series, 1927

に
対
す
る
書
評
が
タ
イ
ム
ズ
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
拙
の
禅
論
が
新

た
に
発
掘
さ
れ
た
資
料
を
踏
ま
え
ず
宗
門
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
伝
説
の
域
を
出
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
大
拙
は
こ
の
指
摘
の
主

を
胡
適
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
実
際
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
東
洋
学
者
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
リ
ー
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

こ
こ
で
、
大
拙
の
敦
煌
文
献
研
究
を
具
体
的
に
追
っ
て
お
き
た
い
。
日
本
の
仏
教
学
が
近
代
的
な
学
問
と
し
て
始
ま
っ
た
の
は
明
治
期
に
遡
る
。
東
京
大
学

で
原
坦
山
が
仏
書
講
読
の
講
座
を
開
始
し
た
の
が
一
八
七
九
年
、
ま
た
南
条
文
雄
や
笠
原
研
寿
が
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
研
究
を
学
び
、

帰
国
す
る
の
が
一
八
八
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。
近
代
仏
教
学
の
成
立
は
お
よ
そ
こ
の
時
期
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
禅
の
領
域
に
ま
で

浸
透
す
る
に
は
、
い
く
ば
く
か
の
時
間
を
要
し
た
。
禅
の
領
域
に
お
け
る
近
代
的
学
問
と
し
て
の
仏
教
学
が
成
立
す
る
の
は
、
ま
さ
に
敦
煌
文
献
を
通
じ
て
で

あ
っ
た
二
四

。 
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大
拙
が
校
訂
に
携
わ
っ
た
主
な
文
献
と
し
て
は
、『
二
入
四
行
論
』
、『
修
心
要
論
』
、『
観
心
論
』
、『
大
乗
五
方
便
』
、『
六
祖
壇
経
』
、『
南
陽
和
上
頓
教
解
脱
禅

門
直
了
性
壇
語
』
、
『
南
陽
和
尚
問
答
雑
微
義
』
、
『
観
行
法
為
有
縁
無
名
上
士
集
』
、
『
南
天
竺
国
菩
提
達
摩
禅
師
観
門
』
、
『
大
乗
開
心
顕
性
頓
悟
真
宗
論
』
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
北
京
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
石
井
光
雄
所
蔵
本
な
ど
を
対
照
し
な
が
ら
校
訂
作
業
を
行
っ
た
大
拙
の
研
究
は
、
日
本
に
お
け
る
初
期
禅
宗
史
研
究

の
嚆
矢
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
彼
の
文
献
学
的
研
究
が
時
代
の
推
移
と
と
も
に
乗
り
越
え
ら
れ
て
い
く
も
の
で
も
あ
っ
た
こ
と
も
意
味

し
て
い
る
。
大
拙
が
携
わ
っ
た
こ
れ
ら
の
文
書
の
多
く
は
、
そ
の
後
の
新
資
料
の
発
見
に
よ
っ
て
、
よ
り
精
密
な
テ
キ
ス
ト
校
訂
を
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
敦

煌
出
土
初
期
禅
宗
文
献
の
研
究
は
、
大
拙
の
没
後
、
柳
田
聖
山
や
田
中
良
昭
の
手
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
よ
り
多
く
の
資
料
の
検
討
が
為
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献

い
る
。
大
拙
は
一
九
一
〇
年
の
時
点
で
、
敦
煌
文
書
を
現
地
か
ら
持
ち
帰
り
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
成
し
た
ス
タ
イ
ン
、
ペ
リ
オ
、
本
願
寺
の
大
谷
光
瑞
ら
の
名
に

言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
巻
、
四
一
八
頁
参
照
）
、
敦
煌
の
地
に
古
写
本
群
が
存
在
す
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ

が
初
期
禅
宗
の
歴
史
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
未
だ
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
一
九
三
〇
年
頃
か
ら
大
拙
は
初
期
禅
宗
文
献
と
の
格
闘
を
始
め
る
。
ま
ず
一
九
三
二
年
に
石
井
光
雄
所
蔵
本
の
影
印
を
『
燉
煌
出
土
神
会
録
』

と
し
て
、
翌
一
九
三
三
年
に
は
『
興
聖
寺
本
六
祖
壇
経
』
を
同
じ
く
影
印
本
と
し
て
作
成
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
翌
一
九
三
四
年
四
月
に
は
公
田
連
太
郎
と
の

共
校
訂
に
よ
っ
て
、
『
敦
煌
出
土
荷
澤
神
会
禅
師
語
録
』
、
『
敦
煌
出
土
六
祖
壇
経
』
、
『
興
聖
寺
本
六
祖
壇
経
』
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
解
説
と
目
次
を
ま
と
め
た
計

四
冊
を
森
江
書
店
か
ら
同
時
出
版
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
年
の
五
月
か
ら
約
五
十
日
か
け
て
中
国
各
地
へ
の
視
察
を
行
う
。
こ
の
間
、
大
拙
は
北
平
の
京
師
図

書
館
へ
赴
き
北
京
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
わ
れ
る
敦
煌
文
献
群
を
み
ず
か
ら
調
査
し
て
い
る
。
そ
の
成
果
は
ま
ず
、
帰
国
後
の
一
九
三
五
年
に
『
敦
煌
出
土
少
室

逸
書
』
が
私
家
本
と
し
て
公
開
さ
れ
、
翌
一
九
三
六
年
に
は
『
校
刊
少
室
逸
書
及
解
説
』
、『
校
刊
少
室
逸
書
解
説
附
録 

達
摩
の
禅
法
と
思
想
及
び
其
他
』
が
安

宅
仏
教
文
庫
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
一
九
三
〇
年
代
の
出
版
事
業
は
こ
こ
で
一
段
落
す
る
が
、
彼
は
「
禅
と
日
本
文
化
」
と
題
し
た
諸
講
演
と
し
て
後
世
に
記
録

さ
れ
る
一
九
三
六
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
の
講
演
旅
行
に
際
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
大
英
博
物
館
、
パ
リ
の
国
立
図
書
館
で
引
き
続
き
敦
煌
文
献
の
調
査

に
あ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
後
一
九
四
五
年
に
は
鈴
木
大
拙
・
古
田
紹
欽
共
校
訂
『
燉
煌
出
土
積
翠
軒
本
絶
観
論
』
に
よ
っ
て
石
井
光
雄
所
蔵
本
の
『
絶
観
論
』

を
出
版
し
、
彼
の
敦
煌
文
献
の
校
訂
出
版
は
一
つ
の
区
切
り
を
迎
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
に
対
す
る
研
究
は
引
き
続
き
行
わ
れ
、『
禅
思
想
史
研

究
第
二
』
（
一
九
五
一
年
）
や
遺
稿
と
な
っ
た
『
禅
思
想
史
研
究
第
三
』
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。 
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六
祖
慧
能
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
大
拙
は
一
九
二
〇
年
代
か
ら
『
壇
経
』
を
取
り
上
げ
な
が
ら
論
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
当
時
参
照
す
る
こ
と
の
で
き
た
流

布
本
の
『
壇
経
』
に
は
、
後
代
の
加
筆
修
正
の
あ
と
が
甚
だ
し
く
、
彼
は
そ
の
テ
キ
ス
ト
を
全
面
的
に
信
頼
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
三

〇
年
代
前
半
に
敦
煌
出
土
本
、
興
聖
寺
本
が
続
け
て
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
大
拙
は
『
壇
経
』
の
よ
り
古
い
形
態
を
参
照
可
能
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

慧
能
の
思
想
の
中
心
を
導
出
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
二
五

。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
お
そ
ら
く
慧
能
の
「
定
慧
不
二
」
を
見
出
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
「
定
慧
不
二
」
の
思
想
は
、
「
従
定
発
慧
」
を
主
張
す
る
北
宗
禅
と
対
比
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
南
宗
禅
の
特
質
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
北
宗
禅
の
思
想
実
態
も
、
敦
煌
文
献
の
出
土
が
あ
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
っ
た
。
大
拙
は
敦
煌
出
土
『
大
乗
五
方
便
』
な

ど
の
北
宗
禅
系
の
資
料
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
南
宗
禅
（
慧
能
・
神
会
ら
）
と
北
宗
禅
（
神
秀
ら
）
の
立
場
の
違
い
の
根
本
が
、
体
用
論
の
解
釈
の
差
異
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

で
は
、
大
拙
が
一
九
三
〇
年
代
を
通
じ
て
従
事
し
た
こ
の
よ
う
な
仕
事
が
、
彼
自
身
の
思
想
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
今
一
度
見
て
い
き
た
い
。

体
用
論
の
解
釈
に
焦
点
を
絞
る
な
ら
ば
、
六
祖
慧
能
の
『
六
祖
壇
経
』
や
彼
の
弟
子
荷
澤
神
会
の
『
南
陽
和
上
頓
教
解
脱
禅
門
直
了
性
壇
語
』
な
ど
が
問
題
と

な
る
。
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
慧
能
以
前
の
祖
師
た
ち
に
は
、
こ
こ
で
考
察
す
る
よ
う
な
体
用
論
の
使
用
は
希
薄
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

敦
煌
文
献
の
発
見
以
前
は
、
禅
の
思
想
を
知
る
に
は
宗
門
内
で
継
承
さ
れ
て
き
た
テ
キ
ス
ト
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
日
本
で
は
鎌
倉
時
代
に
禅
宗

が
建
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
伝
来
元
の
南
宋
時
代
の
中
国
で
は
既
に
慧
能
下
の
南
宗
禅
が
多
大
な
影
響
力
を
有
し
て
お
り
、
以
降
日
本
へ
の
禅
の
伝
来
は
四
十
六

伝
全
て
が
南
宗
の
系
譜
で
あ
っ
た
。
北
宗
禅
の
伝
来
は
古
く
伝
教
大
師
最
澄
（
七
六
七
～
八
二
二
年
）
が
南
宗
禅
と
と
も
に
北
宗
禅
を
嗣
法
し
て
日
本
に
将
来

し
た
と
こ
ろ
に
遡
る
。
彼
は
そ
の
禅
法
を
含
め
た
四
宗
兼
学
の
教
学
に
よ
っ
て
一
宗
を
建
立
し
た
も
の
の
、
天
台
に
お
け
る
禅
法
は
そ
の
後
ま
も
な
く
絶
え
て

伝
わ
ら
な
か
っ
た
。
鎌
倉
以
降
に
受
容
さ
れ
た
日
本
の
南
宗
禅
は
、
北
宗
禅
と
の
対
決
の
歴
史
か
ら
遠
く
隔
た
っ
て
お
り
、
南
宗
禅
と
し
て
の
独
自
性
を
主
張

す
る
深
刻
な
必
要
性
に
は
見
舞
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
結
果
、
日
本
の
禅
宗
は
み
ず
か
ら
の
思
想
的
基
盤
と
し
て
体
用
一
致
を
強
調
す
る
よ
り
は
、

看
話
や
打
坐
の
実
践
を
重
ん
じ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、『
楞
伽
経
』
の
「
智
は
有
無
を
得
ず
、
而
か
も
大
悲
心
を
興
す
」
と
い
う
文
に
接
す
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
「
従

に
つ
い
て
の
訳
注
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
踏
ま
え
れ
ば
、
大
拙
の
文
献
学
的
研
究
は
後
続
の
研
究
者
に
よ
っ
て
発
展
的
に
乗
り
越
え

ら
れ
た
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 
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大
拙
の
禅
思
想
研
究
は
そ
の
後
さ
ら
に
続
い
て
い
く
が
、
大
拙
の
禅
思
想
研
究
の
展
開
は
、
実
際
の
禅
宗
史
の
展
開
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
慧
能
と
神
会

に
よ
っ
て
南
宗
禅
の
基
礎
固
め
を
し
た
後
、
彼
の
研
究
は
臨
済
義
玄
へ
と
向
か
う
。
『
臨
済
の
基
本
思
想
』
（
一
九
四
九
年
）
で
は
臨
済
を
中
心
に
し
な
が
ら
も

慧
能
以
降
の
禅
思
想
の
展
開
を
跡
づ
け
て
い
る
。
彼
の
筆
が
闊
達
に
進
む
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
禅
思
想
史
の
展
開
の
原
理
と
し
て
彼
は
や
は
り
「
体
用
」
を

用
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

体
用
一
致
は
実
質
的
に
は
「
用
」
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
用
」
を
ど
の
よ
う
に
言
語
化
し
て
い
く
か
と
い
う
点
を
め
ぐ
っ
て
、
中
国
禅
宗
の

思
想
は
発
展
し
て
き
た
と
彼
は
い
う
。
そ
の
こ
と
は
遡
っ
て
菩
提
達
摩
か
ら
論
じ
ら
れ
る
。 

体
発
用
」
的
に
「
智
」
か
ら
「
悲
」
を
興
す
と
理
解
さ
れ
、
そ
の
こ
と
も
特
別
に
問
題
視
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

大
拙
は
明
治
ま
で
伝
わ
っ
た
そ
の
日
本
禅
宗
の
伝
統
を
、
敦
煌
文
献
の
発
見
に
よ
っ
て
一
気
に
遡
り
、
北
宗
禅
と
対
比
さ
れ
る
南
宗
禅
の
姿
に
禅
思
想
の
原

初
形
態
を
見
出
し
、
み
ず
か
ら
の
思
想
を
体
用
一
致
論
へ
と
翻
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
六
年
、
も
し
く
は
一
九
三
八
年
の
論
文
に
は
、
既
に
慧
能
の
「
定
慧

不
二
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
を
通
じ
て
大
拙
は
慧
能
の
思
想
を
受
容
し
た
と
み
て
よ
い
。
こ
れ
が
一
九
四
〇
年
代
に
お
け
る

体
用
論
の
転
換
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

   

定
慧
不
二
の
問
題
も
つ
ま
り
は
心、
を
定
の
面
に
捉
へ
ん
と
す
る
癖
を
直
す
た
め
で
あ
つ
た
と
云
は
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
慧
は
ま
た
神
会
の
知、

の
や
う
に
認
識
論
的
に
の
み
受
け
取
ら
れ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
馬
祖
・
石
頭
な
ど
の
禅
法
が
天
下
を
支
配
す
る
や
う
に
な
つ
て
か
ら
は
、
用、
の
上
に

禅
者
の
思
想
が
向
け
ら
れ
て
来
た
。
併
し
、
知、
で
も
用、
で
も
非
人
格
的
に
取
り
扱
は
れ
す
ぎ
る
や
う
に
な
ら
ぬ
と
も
限
ら
ぬ
。
心、
の
方
が
そ
の
点
で
は
親

し
み
が
あ
る
と
も
見
ら
れ
よ
う
。
何
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
概
念
は
抽
象
的
で
あ
つ
て
、
禅
経
験
そ
の
も
の
を
直
叙
し
な
い
恐
れ
が
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
臨
済
の
人、
は
最
も
具
体
的
で
総
合
的
な
も
の
を
攫
ん
で
ゐ
る
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
知、
も
用、
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
居
り
、
ま
た
併
せ
て
心、
で

も
あ
る
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
三
巻
、
三
六
一
～
三
六
二
頁
、
一
九
四
九
年
） 
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大
拙
の
体
用
論
の
展
開
は
臨
済
の
人
思
想
に
至
っ
て
一
つ
の
完
成
形
を
見
た
と
い
っ
て
よ
い
。
体
と
用
と
が
止
揚
さ
れ
た
も
の
と
し
て
人
が
位
置
づ
け
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
体
用
と
い
う
哲
学
的
範
疇
を
剥
き
身
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
は
、
大
拙
に
し
て
み
れ
ば
悟
境
の
表

現
と
し
て
は
抽
象
性
を
払
拭
し
き
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
彼
は
実
際
に
中
国
禅
の
思
想
史
か
ら
実
証
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
大
拙
の
盤
珪
論
の
理
論
的
背
景
で
も
あ
っ
た
。
大
拙
が
近
世
の
禅
宗
史
の
中
か
ら
発
掘
し
た
盤
珪
永
琢
も
ま
さ
に
彼
ら
中
国
禅
の
祖
師

た
ち
に
匹
敵
す
る
禅
思
想
家
と
し
て
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
白
隠
禅
の
圧
倒
的
影
響
下
に
あ
っ
た
日
本
の
臨
済
禅
が
、「
看
話
」
と
い
う
人
間
の
心
理
的
側
面

に
は
た
ら
き
か
け
る
実
践
を
強
調
し
た
の
に
対
し
て
、
盤
珪
は
「
不
生
」
と
い
う
単
な
る
人
間
の
心
理
を
超
え
た
「
思
想
」
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
の
禅
境
を
表

イ
ン
ド
仏
教
、
特
に
中
観
派
で
強
調
さ
れ
た
空
の
思
想
は
、
中
国
禅
宗
に
受
容
さ
れ
る
と
き
独
自
の
表
現
と
し
て
示
さ
れ
た
。
菩
提
達
摩
の
「
心
」
、
六
祖
慧
能

の
「
性
」
、
荷
澤
神
会
の
「
知
」
、
馬
祖
道
一
の
「
大
機
大
用
」
、
大
珠
慧
海
（
生
没
不
詳
）
の
「
者
」
、
そ
し
て
臨
済
義
玄
の
「
人
」
、
こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の

禅
者
が
み
ず
か
ら
の
悟
境
、
用
の
態
様
を
文
字
の
上
に
表
現
し
て
い
っ
た
。
大
拙
は
こ
れ
ら
の
流
れ
を
抽
象
か
ら
具
体
へ
の
発
展
と
見
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の

具
体
と
は
同
時
に
人
間
の
生
命
全
体
を
総
合
的
に
捉
え
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。「
心
」
、「
知
」
、「
用
」
よ
り
も
具
体
的
で
あ
り
、
同
時
に
そ
れ
ら
全
て
を
内
包
し
、

そ
れ
ら
と
し
て
発
揮
さ
せ
る
も
の
が
臨
済
の
「
人
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

  
彼
〔
臨
済
・
蓮
沼
〕
は
思
想
と
し
て
は
人、
の
一
字
を
案
出
し
た
。
神
会
の
知、
は
、
慧
能
の
定
慧
不
二
ま
た
は
見
性
か
ら
第
一
次
の
発
展
と
し
て
自
然
に
流

出
す
べ
き
思
想
で
あ
る
。
が
、
知、
も
畢
竟
ず
る
に
用、
で
あ
る
の
で
、
知、
で
尽
さ
れ
ぬ
禅
経
験
の
面
は
、
用、
思
想
と
し
て
表
現
せ
ら
る
べ
き
で
あ
つ
た
。
馬

祖
な
ど
の
大
機
大
用
で
は
、
用、
が
単
な
る
思
想
と
し
て
主
張
せ
ら
れ
な
い
で
、
用、
そ
れ
自
体
が
肯
定
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
用、
思
想
は
思
想
と

し
て
主
張
せ
ら
れ
な
い
で
実
地
行
動
の
上
に
進
出
し
た
。
臨
済
に
至
り
て
、
始
め
て
そ
れ
が
人、
思
想
と
し
て
提
唱
せ
ら
れ
た
。
（
『
全
集
』
第
三
巻
、
三
九

七
～
三
九
八
頁
、
一
九
四
九
年
） 

心、
は
達
摩
以
来
使
用
せ
ら
れ
た
文
字
で
、
慧
能
に
至
る
ま
で
歴
代
の
祖
師
皆
こ
れ
を
用
ゐ
た
。
慧
能
は
見
性
と
云
つ
て
、
性、
字
を
点
出
し
た
。
（
『
全
集
』

第
三
巻
、
三
六
一
頁
、
一
九
四
九
年
） 
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以
上
、
大
拙
思
想
の
中
心
的
枠
組
み
と
し
て
の
体
用
論
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
そ
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
大
拙
の
体
用
論
が
一
九
三
〇
年
代

の
敦
煌
文
献
研
究
を
機
に
、
体
用
峻
別
か
ら
体
用
一
致
の
立
場
へ
と
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
章
で
提
示
し
た
大
拙
思
想
の
三
区
分

仮
説
と
一
致
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
そ
の
仮
説
の
詳
細
部
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
神
秘
主
義
の
評
価
を
見
る
限
り
中
期
思
想
か

ら
後
期
思
想
へ
の
変
化
が
一
九
三
〇
年
代
に
為
さ
れ
た
と
い
う
大
局
的
な
仮
説
し
か
提
示
で
き
な
か
っ
た
の
だ
が
、
後
期
思
想
へ
の
展
開
の
第
一
歩
と
し
て
体

用
一
致
論
の
採
用
を
見
る
な
ら
ば
（
こ
の
点
は
次
章
に
て
詳
述
す
る
）
、
後
期
思
想
の
成
立
を
一
九
三
〇
年
代
半
ば
に
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
は
、

『
敦
煌
出
土
神
会
録
』（
一
九
三
二
年
）
、『
敦
煌
出
土
荷
澤
神
会
禅
師
語
録
』
及
び
『
敦
煌
出
土
六
祖
壇
経
』（
一
九
三
四
年
）
、
そ
し
て
『
敦
煌
出
土
少
室
逸
書
』

（
一
九
三
五
年
）
及
び
『
校
刊
少
室
逸
書
及
解
説
』（
一
九
三
六
年
）
と
い
う
諸
々
の
校
訂
研
究
の
時
期
か
ら
、
一
九
三
二
～
三
六
年
頃
に
後
期
思
想
が
形
成
さ

れ
た
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
中
期
思
想
の
放
棄
と
後
期
思
想
の
形
成
は
漸
次
的
か
つ
同
時
進
行
的
で
あ
り
、『
禅
と
念
仏
の
心
理
学
的
基
礎
』

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
で
も
依
然
と
し
て
ジ
ェ
イ
ム
ズ
的
も
し
く
は
心
理
学
的
説
明
に
よ
っ
て
宗
教
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
残
っ

て
い
る
。
次
章
で
も
触
れ
る
よ
う
に
、
後
期
思
想
が
完
全
に
そ
の
姿
を
現
す
の
は
一
九
四
〇
年
頃
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
大
拙
自
身
の
思
想
形
成
に
も
直
結
し
た
。
体
用
の
構
造
を
含
み
つ
つ
、
体
用
の
対
立
を
止
揚
し
た
と
こ
ろ
に
禅
思
想
の
本
領
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
大
拙
自
身
の
禅
思
想
は
「
霊
性
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
彼
は
禅
思
想
史
研
究
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

同
時
に
み
ず
か
ら
の
禅
思
想
を
も
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

で
は
、
体
用
一
致
論
の
受
容
は
大
拙
思
想
に
い
か
な
る
変
化
を
も
た
ら
し
た
か
。
体
用
論
と
は
、
根
本
の
真
理
と
現
象
世
界
と
が
本
来
的
に
相
即
し
て
い
る

と
い
う
、
そ
の
関
係
を
表
現
す
る
こ
と
に
そ
の
本
領
を
も
つ
思
惟
方
法
で
あ
る
。
動
作
の
主
体
と
、
動
作
そ
の
も
の
は
峻
別
さ
れ
な
が
ら
も
、
本
来
的
に
は
区

現
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
初
期
禅
宗
の
研
究
と
並
行
し
て
深
め
ら
れ
た
大
拙
の
盤
珪
研
究
は
、
一
見
彼
の
中
国
禅
研
究
か
ら
孤
立
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
も

の
の
、
両
者
は
根
柢
に
用
の
思
想
化
と
い
う
通
有
性
を
有
し
て
お
り
、
決
し
て
無
縁
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

  

結 
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別
さ
れ
な
い
と
い
う
一
見
矛
盾
し
た
関
係
が
、
こ
の
範
疇
に
よ
っ
て
表
現
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
範
疇
の
使
用
は
無
条
件
に
許
さ
れ
て
い

る
訳
で
は
な
い
。
ど
ん
な
主
語
に
つ
い
て
も
体
用
一
致
が
成
り
立
つ
訳
で
は
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
常
識
的
に
考
え
て
、
私
の
行
為
と
私
と
が
、
本
来
的

に
相
即
関
係
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
不
合
理
で
あ
る
。
そ
し
て
同
様
の
例
は
無
数
に
列
挙
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
「
体
」
の
内
実
で
あ

る
。
本
章
で
考
察
し
て
き
た
体
用
論
で
は
、
仏
教
的
空
に
せ
よ
朱
子
学
的
理
に
せ
よ
、「
体
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
は
個
々
の
具
体
的
事
象
の
根

柢
に
働
い
て
い
る
真
理
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
仏
教
に
お
い
て
は
真
理
と
い
っ
て
も
そ
の
言
葉
に
該
当
す
る
よ
う
な
特
別
な
実
体
は
な
い
。『
起
信
論
』
の
い
う

真
如
も
、
特
定
の
固
定
的
な
内
容
を
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
二
六

。
厳
密
に
言
え
ば
真
如
と
は
、
妄
念
に
よ
る
一
切
の
差
別
の
境
界
を
離
れ
た
平
等
一
如
の
様

態
を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
真
如
に
は
本
来
、
体
も
相
も
用
も
な
い
。
そ
れ
を
分
け
る
の
は
、
人
が
そ
れ
の
区
別
に
よ
っ
て
益
を
得
る
が
た
め
で
あ
る
二
七

。

す
な
わ
ち
体
用
論
と
は
本
来
、「
体
」
そ
の
も
の
の
無
差
別
な
る
性
質
に
下
支
え
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
相
即
関
係
と
し
て
の
範
疇
た
り
得
る
の
で
あ

る
。
こ
の
点
の
対
比
か
ら
考
え
れ
ば
、
朱
子
の
理
気
二
元
論
が
体
用
の
峻
別
を
基
礎
と
し
た
こ
と
も
、「
理
」
の
内
容
が
真
如
の
よ
う
な
「
無
差
別
」
な
原
理
と

異
な
る
点
に
由
来
す
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。 

大
拙
が
霊
性
の
内
容
を
「
無
分
別
智
」
と
み
な
し
た
こ
と
も
、
同
じ
事
を
意
味
し
て
い
る
。
普
遍
的
な
理
は
そ
れ
自
体
の
内
容
を
持
た
な
い
「
空
」
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
虚
無
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
大
拙
に
と
っ
て
「
空
」
と
は
、
個
々
の
現
象
や
存
在
の
実
体
性
の
「
無
さ
」
を
意
味
す
る
だ
け
で
な
く
、

同
時
に
そ
の
個
々
の
現
象
や
存
在
の
根
柢
に
作
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
「
無
分
別
の
分
別
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
た
び
た
び
表
現
さ
れ
て

い
る
。「
無
分
別
の
分
別
」
と
は
「
無
分
別
（
体
）
」
が
「
分
別
」
に
お
い
て
作
用
し
て
い
る
（
用
）
事
実
を
も
っ
て
、「
分
別
」
と
「
無
分
別
」
の
相
即
関
係
を

示
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
た
だ
ち
に
「
分
別
」
を
「
無
分
別
」
の
作
用
と
し
て
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
大
拙
は
そ
れ
を
即
座
に
は
肯
定
し
な
い
。「
無
分

別
」
の
用
は
、
常
に
分
別
を
通
じ
て
は
た
ら
い
て
い
る
。
し
か
し
、
大
拙
は
「
無
分
別
智
」
に
一
度
目
覚
め
な
い
限
り
は
そ
の
相
即
の
事
実
に
も
気
付
け
な
い

と
い
っ
て
い
る
。「
分
別
」
を
「
分
別
」
の
立
場
か
ら
の
み
捉
え
る
か
、
そ
れ
と
も
「
分
別
」
を
「
無
分
別
」
の
は
た
ら
き
と
し
て
捉
え
直
す
か
、
こ
の
違
い
を

可
能
に
す
る
も
の
が
彼
の
い
う
禅
経
験
な
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
「
無
分
別
」
を
「
分
別
」
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
無
分
別
」
と
は
「
分
別
」
作
用
を
ど
こ
ま
で
も
拒

否
す
る
。
無
分
別
「
を
」
捉
え
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
、「
分
別
」
と
峻
別
さ
れ
た
「
無
分
別
」
を
設
定
し
て
し
ま
う
分
別
作
用
と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
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そ
の
た
め
、「
無
分
別
の
分
別
」
と
は
「
分
別
」
に
よ
っ
て
は
決
し
て
実
現
さ
れ
な
い
智
慧
の
在
り
様
で
あ
る
。
た
だ
一
つ
そ
れ
が
可
能
と
な
る
の
は
、
無
分
別

「
が
」
み
ず
か
ら
は
た
ら
き
出
し
て
く
る
こ
と
に
よ
る
。
大
拙
の
い
う
「
霊
性
的
自
覚
」
が
、
霊
性
「
が
」
自
覚
す
る
と
い
う
構
造
だ
っ
た
こ
と
も
、
同
じ
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
知
性
は
霊
性
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
人
が
霊
性
に
目
覚
め
る
の
は
、
霊
性
そ
の
も
の
が
霊
性
を
自
覚
す
る
作
用
を
通
じ
て
で

あ
っ
た
。 

し
か
し
、
霊
性
に
せ
よ
無
分
別
に
せ
よ
真
如
に
せ
よ
、
そ
れ
ら
は
常
に
個
々
の
現
象
、
も
し
く
は
我
々
の
認
識
作
用
の
根
柢
に
作
用
し
て
い
る
。
ど
う
し
て

あ
る
と
き
は
そ
れ
に
気
付
き
、
あ
る
と
き
は
気
付
か
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
か
。
仏
教
は
そ
れ
を
妄
念
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。
大
拙
も
同
様
で
、
人
間
の

分
別
作
用
が
分
別
そ
の
も
の
に
固
執
し
て
い
る
限
り
、
霊
性
も
無
分
別
も
体
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
、
彼
は
ひ
た
す
ら
に
「
分
別
」

を
捨
て
る
よ
う
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
う
な
れ
ば
、
主
語
の
放
棄
で
あ
る
。「
私
が
霊
性
を
捉
え
る
」
と
い
う
努
力
は
、
そ
も
そ
も
が
自
他
の
分
別
を

前
提
と
し
て
い
る
た
め
に
達
成
さ
れ
な
い
。「
私
が
」
と
い
う
主
語
を
立
て
た
瞬
間
に
自
己
と
区
別
さ
れ
た
他
者
を
設
定
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
分
別
作
用
の

虜
と
な
っ
て
し
ま
う
。
人
が
み
ず
か
ら
の
分
別
を
放
棄
す
る
と
き
、
霊
性
的
自
覚
の
主
語
は
「
私
」
か
ら
「
霊
性
」
へ
と
委
譲
さ
れ
る
。
そ
の
と
き
、
真
に
無

分
別
の
は
た
ら
き
が
体
得
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

本
論
で
は
、
体
用
論
を
厳
密
に
二
つ
に
分
類
し
た
。
ま
ず
、
体
と
用
を
峻
別
す
る
体
用
論
に
つ
い
て
は
、
朱
子
学
の
影
響
の
下
、
明
治
期
日
本
の
教
養
と
為

し
て
い
た
た
め
、
大
拙
も
早
い
う
ち
か
ら
今
北
洪
川
の
言
葉
を
通
じ
て
使
用
し
て
い
た
。
し
か
し
、
六
祖
慧
能
や
荷
澤
神
会
の
語
録
の
中
に
見
ら
れ
る
体
用
論

は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
。「
定
慧
不
二
」
す
な
わ
ち
体
と
用
を
不
二
と
し
て
区
別
し
な
い
と
こ
ろ
が
彼
ら
の
特
徴
的
な
立
場
で
あ
っ
た
。
で
は
、
こ
の
二
者
の
相

異
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
の
大
拙
自
身
の
言
葉
は
こ
の
点
に
光
を
当
て
て
い
る
。 

 

神
秀
派
〔
北
宗
禅
の
系
譜
・
蓮
沼
〕
が
定
と
慧
と
を
峻
別
し
て
、
定
慧
不
二
と
な
し
、
慧
を
離
れ
て
定
を
修
せ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
後
来
黙
照
禅
と
な

る
べ
き
素
地
を
作
つ
た
と
見
て
よ
い
。
定
慧
を
実
際
上
個
人
的
心
理
の
動
き
の
上
に
分
け
て
、
禅
実
修
の
目
標
を
と
り
あ
へ
ず
定
観
第
一
に
お
く
こ
と
は
、

甚
だ
機
宜
に
適
し
た
方
法
論
で
あ
る
と
信
ず
る
。
古
来
修
禅
者
の
多
く
は
此
の
如
く
で
あ
つ
た
。
定
よ
り
慧
を
生
ず
る
と
云
ふ
こ
と
が
修
禅
者
の
定
石
で

あ
つ
た
。
併
し
こ
れ
で
進
む
と
、
般
若
の
空
觀
が
頑
空
無
記
に
陥
い
る
の
と
同
様
に
、
枯
木
寒
巌
底
を
修
禅
の
極
致
と
考
へ
る
や
う
に
な
る
。
さ
う
な
る
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こ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
、
円
環
の
比
喩
を
用
い
る
こ
と
が
理
解
の
助
け
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
こ
れ
は
第
一
章
で
考
察
し
た
「
円
環
」
と
は
異
な
る

比
喩
で
あ
る
。
第
一
章
で
扱
っ
た
「
円
環
」
と
は
、
無
限
と
有
限
が
相
互
に
繰
り
出
す
二
重
の
還
自
性
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
の
円
環
は
禅
修
行
の
実
践
と
悟

り
を
表
現
す
る
比
喩
で
あ
る
。
小
川
隆
は
大
拙
が
多
用
す
る
「
そ
の
ま
ま
」
と
い
う
言
葉
を
、「
た
だ
そ
の
ま
ま
」（
〇
度
）
で
は
な
く
、「
そ
の
ま
ま
を
そ
の
ま

体
用
を
峻
別
す
る
立
場
は
、
悟
り
の
本
体
を
「
定
」
、
す
な
わ
ち
坐
禅
に
お
け
る
精
神
の
統
一
状
態
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
作
用
た
る
「
慧
」
は

第
二
義
に
退
く
。
大
拙
は
こ
の
よ
う
な
「
定
」
を
第
一
と
す
る
こ
と
は
、
実
践
上
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
は
認
め
る
も
の
の
、
悟
り
そ
の
も
の
の
描
写
と
し
て
は

否
定
す
る
。
体
用
不
二
の
立
場
は
、
悟
り
の
本
体
と
そ
の
作
用
を
分
け
な
い
。
す
な
わ
ち
、
分
別
と
は
別
の
と
こ
ろ
に
無
分
別
を
設
定
し
な
い
と
い
う
こ
と
と

な
る
。
こ
れ
は
先
述
し
て
き
た
よ
う
な
無
分
別
の
は
た
ら
き
が
分
別
を
通
じ
て
現
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。 

ま
た
、
こ
の
違
い
は
真
理
の
具
体
性
の
度
合
い
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
無
分
別
を
本
体
と
し
て
、
そ
の
作
用
と
し
て
分
別
を
位
置
づ
け
る
体
用

峻
別
論
と
、
無
分
別
が
常
に
背
後
で
作
用
し
て
い
る
体
用
不
二
論
、
こ
の
二
つ
の
立
場
の
間
に
は
真
理
の
描
写
を
め
ぐ
る
差
異
が
存
す
る
。
次
章
で
扱
う
「
即

非
の
論
理
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
考
察
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、「
体
」
と
い
う
観
念
と
し
て
示
さ
れ
た
「
体
」
は
、
も
は
や
無
分
別
で
は
な
く
、
一
つ
の
観
念

と
し
て
分
別
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。
こ
こ
で
、「
体
」
と
い
う
「
こ
と
ば
」
と
そ
の
「
こ
と
ば
」
が
指
し
示
そ
う
と
す
る
意
味
内
容
と
が
乖
離
す
る
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
、『
大
乗
起
信
論
』
が
離
言
真
如
と
依
言
真
如
と
を
分
け
て
い
た
よ
う
に
、
仏
教
に
お
け
る
真
理
そ
の
も
の
と
、
そ
れ
を
表
現
す
る
「
こ
と
ば
」（
概
念
）

と
の
間
に
は
、
無
条
件
に
埋
め
合
わ
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
溝
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

「
体
」
の
意
味
内
容
に
よ
り
近
い
「
こ
と
ば
」
を
考
え
た
と
き
、
大
拙
は
「
用
」
と
不
二
の
「
体
」
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
大
拙
に
と
っ
て
は
「
体
用
峻
別
」

よ
り
も
「
体
用
不
二
」
の
立
場
の
方
が
、
分
別
と
無
分
別
を
め
ぐ
る
「
悟
り
」
の
内
実
を
よ
り
的
確
に
表
現
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
体
用
峻
別
」
の
「
体
」

は
未
だ
一
つ
の
独
立
し
た
観
念
と
し
て
修
行
者
を
空
に
執
着
さ
せ
る
危
険
性
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

と
、
こ
れ
を
一
転
し
て
心
の
動
き
を
見
る
働
き
が
出
て
こ
な
く
な
る
恐
が
多
分
に
あ
る
。
生
命
の
実
力
あ
る
動
き
か
ら
益
々
遠
ざ
か
る
で
あ
ら
う
。
わ
が

所
謂
動
態
禅
の
把
握
が
不
可
能
に
な
る
。「
定
慧
一
等
」
と
云
ふ
こ
と
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
南
北
も
分
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
や
は
り
一
段
の
高
処
か
ら

円
融
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
二
巻
、
三
一
九
頁
、
一
九
四
二
年
二
八

） 
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ま
と
見
る
知
」（
三
六
〇
度
）
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
二
九

。
そ
こ
に
は
〇
度
の
否
定
と
し
て
の
一
八
〇
度
（
分
別
の
放
棄
）
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

日
本
の
天
台
本
覚
思
想
へ
の
批
判
は
、
そ
の
思
想
が
現
実
を
そ
の
ま
ま
に
肯
定
し
て
い
く
こ
と
へ
と
向
け
ら
れ
る
が
三
〇

、
こ
れ
は
本
来
三
六
〇
度
を
目
指
す
べ

き
仏
教
が
〇
度
の
ま
ま
の
現
実
を
肯
定
し
て
し
ま
う
こ
と
を
批
判
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
悟
り
了
れ
ば
還
っ
て
未
だ
悟
ら
ざ
る
時
に
同
じ
」（
『
碧

巌
録
』
四
十
五
頌
評
唱
三
一

）
と
い
う
よ
う
に
、
禅
の
立
場
は
徹
底
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
元
の
分
別
の
立
場
へ
と
還
っ
て
く
る
。
無
分
別
は
分
別
の
根
柢
で
は

た
ら
く
こ
と
に
終
始
し
、
観
念
と
し
て
は
そ
の
姿
を
消
す
。「
無
分
別
」
を
「
定
」
に
よ
っ
て
体
得
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
悟
り
が
「
体
」
と
い
う
観
念
と
し
て

残
る
限
り
、
こ
こ
で
い
う
円
環
は
三
六
〇
度
に
至
り
き
ら
ず
、
円
の
環
が
閉
じ
な
い
こ
と
と
な
る
。
悟
り
の
観
念
を
残
さ
な
い
程
に
、
悟
り
に
徹
底
す
る
こ
と

は
、
「
無
分
別
」
と
い
う
観
念
を
「
分
別
」
の
は
た
ら
き
の
中
に
解
消
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
「
体
」
と
「
用
」
は
不
二
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。 

体
用
の
範
疇
は
大
拙
が
繰
り
返
し
主
張
す
る
宗
教
体
験
、
も
し
く
は
禅
体
験
の
外
殻
を
浮
き
彫
り
に
す
る
役
目
を
果
た
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
人
間
の
宗
教
体
験
が
「
真
如
」
、
そ
し
て
そ
の
内
実
た
る
「
無
分
別
」
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
が
こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
真
理
を
「
体
」
と
し
て
、
そ
の
用
を
人
間
が
自
身
の
分
別
作
用
を
通
じ
て
感
得
す
る
こ
と
が
、
彼
の
い
う
宗
教
体
験
で
あ
る
。
し
か
し
、
宗
教
体
験
そ

の
も
の
の
内
実
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
異
な
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
の
考
察
が
可
能
で
あ
る
。
「
即
非
の
論
理
」
と
は
、
「
体
用
論
」
と
は
若
干
異
な
っ
た
観
点

か
ら
宗
教
体
験
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。「
体
用
論
」
が
、「
体
」
を
基
点
と
し
て
人
間
知
性
へ
の
働
き
出
し
を
扱
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
即
非
の
論
理
」
は
、

そ
の
働
か
れ
た
知
性
、
す
な
わ
ち
「
無
分
別
の
分
別
」
の
内
実
を
、「
無
分
別
」
と
「
分
別
」
の
両
極
か
ら
相
互
に
規
定
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
人

間
の
「
分
別
」
を
基
軸
に
考
え
れ
ば
、
「
体
用
論
」
よ
り
も
「
即
非
の
論
理
」
の
方
が
、
そ
の
意
義
を
十
全
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
両
者
は
依
拠
す
る
思
想
的
枠
組
み
が
違
う
だ
け
で
あ
っ
て
、
異
な
る
内
容
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
に
は
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ

こ
で
、
次
章
に
お
い
て
「
即
非
の
論
理
」
の
内
実
を
論
及
し
た
い
。 
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一 
古
田
紹
欽
『
鈴
木
大
拙 

そ
の
人
と
そ
の
思
想
』
春
秋
社
、
一
九
九
三
年
、
三
八
～
三
九
頁
。 

二 
尾
崎
雄
二
郎
他
編
『
角
川
大
字
源
』
角
川
書
店
、
一
九
九
二
年
、
一
四
六
八
頁
下
段
。 

三 

本
章
で
は
体
用
論
の
研
究
と
し
て
主
に
以
下
の
も
の
に
依
拠
し
た
。
島
田
虔
次
「
体
用
の
歴
史
に
寄
せ
て
」
（
『
塚
本
博
士
頌
寿
記
念
仏
教
史
学
論
集
』
塚
本
博
士
頌
寿
記
念
会
、
一

九
六
一
年
）
、
平
井
俊
栄
「
中
国
仏
教
と
体
用
思
想
」
（
『
理
想
』
第
五
四
九
号
、
理
想
社
、
一
九
七
九
年
）
。 

四 

原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
無
明
體
上
有
生
有
滅
。
生
滅
是
其
異
用
。
無
明
心
義
不
改
（
臣
績
曰
。
既
有
其
體
便
有
其
用
。
語
用
非
體
。
論
體
非
用
。
用
有
興
廢
。
體
無
生
滅
）
將
恐

見
其
用
異
。
便
謂
心
隨
境
滅
（
臣
績
曰
惑
者
迷
其
體
用
故
不
斷
猜
。
何
者
夫
體
之
與
用
不
離
不
即
離
體
無
用
。
故
云
。
不
離
用
義
非
體
。
故
云
。
不
即
見
其
不
離
而
迷
其
不
即
迷
其
不
即
。

便
謂
心
隨
境
滅
）
」
（
『
大
正
蔵
』
五
十
二
巻
、
五
四
頁
）
。 

五 

原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
即
用
而
論
體
。
動
出
是
不
動
出
。
即
體
而
論
用
。
即
不
動
出
是
動
出
。
體
用
不
二
而
二
耳
。
」
（
『
大
正
蔵
』
三
十
三
巻
、
七
四
二
頁
） 

六 

原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
次
第
二
句
合
二
慧
者
。
明
般
若
與
謳
和
皆
是
般
若
。
所
以
然
者
。
波
若
為
體
。
謳
和
為
用
。
體
則
般
若
之
體
。
用
是
般
若
之
用
。
故
皆
名
般
若
。
」
（
『
大

正
蔵
』
三
十
八
巻
、
八
八
七
頁
）
。 

七 

原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
此
十
身
不
離
體
用
。
用
有
聚
義
體
具
體
依
。
皆
得
名
身
。
體
外
無
用
用
即
是
體
。
用
外
無
體
體
即
是
用
。
體
即
法
性
用
即
智
應
。
二
既
不
二
理
智
圓
融
。

唯
一
無
礙
法
界
之
身
。
」
（
『
大
正
蔵
』
三
十
五
巻
、
六
七
一
頁
）
。 

八 

原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
定
惠
體
一
不
二
。
即
定
是
惠
體
。
即
惠
是
定
用
。
即
惠
之
時
定
在
惠
。
即
定
之
時
惠
在
定
。
善
知
識
。
此
義
即
是
惠
等
。
學
道
之
人
作
意
。
莫
言
先
定
發

惠
。
先
惠
發
定
。
定
惠
各
別
」
（
『
大
正
蔵
』
第
四
十
八
巻
、
三
三
八
頁
）
。
な
お
、
訓
読
は
柳
田
聖
山
編
『
世
界
の
名
著
十
八 

禅
語
録
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
年
、
一
〇
九
頁
）

に
従
っ
た
。
な
お
、
本
書
は
敦
煌
本
（S

5475
本
）
を
底
本
と
し
て
い
る
（
以
下
同
）
。 

九 

原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
善
知
識
。
定
惠
猶
如
何
等
。
如
燈
光
。
有
燈
即
有
光
。
無
燈
即
無
光
。
燈
是
光
知
體
。
光
是
燈
之
用
。
即
有
二
體
無
兩
般
。
此
定
惠
法
亦
復
如
是
」
（
『
大

正
蔵
』
第
四
十
八
巻
、
三
三
八
頁
）
。
柳
田
聖
山
編
『
禅
語
録
』
、
一
〇
九
～
一
一
〇
頁
。 

一
〇 

日
本
の
仏
教
学
研
究
で
は
、
望
月
信
享
、
村
上
専
精
に
よ
る
中
国
撰
述
説
と
、
そ
れ
に
対
す
る
宇
井
伯
寿
、
常
盤
大
定
、
境
野
黄
洋
、
羽
渓
了
諦
、
松
本
文
三
郎
ら
の
イ
ン
ド
撰

述
説
と
が
対
立
し
、
今
な
お
は
っ
き
り
と
し
た
決
着
は
見
な
い
。
平
川
彰
は
そ
れ
ま
で
の
研
究
を
概
括
し
て
、
中
国
撰
述
説
が
有
力
と
論
じ
て
い
る
（
平
川
彰
『
イ
ン
ド
仏
教
史
』
上
巻
、

春
秋
社
、
一
九
七
九
年
、
一
八
一
頁
）
。
し
か
し
、
結
果
現
在
ま
で
こ
の
議
論
の
決
定
的
な
決
着
は
つ
い
て
い
な
い
。 

一
一 

宇
井
伯
寿
・
高
崎
直
道
訳
注
『
大
乗
起
信
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
、
二
三
頁
。 

一
二 

『
大
乗
起
信
論
』
、
六
一
頁
。 

一
三 

鎌
田
茂
雄
「
中
国
禅
思
想
形
成
の
教
学
的
背
景 

―
大
乗
起
信
論
を
中
心
と
し
て
―
」
（
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
四
十
九
冊
、
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
六
九
年
）
、
参
照
。 

一
四 

大
拙
の
手
に
な
る
『
今
北
洪
川
』
と
い
う
彼
の
伝
記
に
は
、
洪
川
の
儒
学
の
師
と
し
て
古
文
辞
学
の
藤
沢
東
畡
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。 

一
五 

今
北
洪
川
著
・
太
田
悌
蔵
訳
註
『
禅
海
一
瀾
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
、
一
九
頁
。 

一
六 

今
北
洪
川
『
禅
海
一
瀾
』
、
五
二
頁
。 

一
七 

鎌
田
茂
雄
「
中
国
禅
思
想
形
成
の
教
学
的
背
景 

―
大
乗
起
信
論
を
中
心
と
し
て
―
」
、
参
照
。 

一
八 

釈
悟
庵
編
『
坦
山
和
尚
全
集
』
光
融
館
、
一
九
〇
九
年
、
六
頁
、
二
六
頁
。 

一
九 

朴
倍
暎
『
儒
教
と
近
代
国
家 

「
人
倫
」
の
日
本
、
「
道
徳
」
の
韓
国
』
講
談
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
〇
〇
～
一
〇
一
頁
、
参
照
。 

二
〇 

東
大
講
師
と
し
て
の
原
坦
山
の
影
響
力
に
つ
い
て
は
、
渡
部
清
「
仏
教
哲
学
者
と
し
て
の
原
坦
山
と
『
現
象
即
実
在
論
』
と
の
関
係
」（
『
上
智
大
学
哲
学
科
紀
要
』
第
二
十
四
号
、

上
智
大
学
哲
学
科
、
一
九
九
八
年
）
に
詳
し
い
。 

二
一 

こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
大
拙
が
体
用
論
を
「
印
度
」
以
来
の
概
念
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
現
在
で
は
体
用
論
は
中
国
思
想
特
有
の
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、

大
拙
は
こ
れ
を
印
度
以
来
の
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
印
度
と
中
国
の
間
に
あ
る
思
惟
の
特
質
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
点
か
ら
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。 

二
二 

『
全
集
』
第
三
巻
、
二
六
一
頁
上
段
。
『
鈴
木
大
拙
全
集
』
中
に
は
研
究
文
献
と
し
て
、
初
期
禅
宗
文
献
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
石
井
本
に
従
い
、
書
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き
下
し
を
施
し
た
。 

二
三 
鎌
田
茂
雄
「
中
国
禅
思
想
形
成
の
教
学
的
背
景 

―
大
乗
起
信
論
を
中
心
と
し
て
―
」
、
参
照
。 

二
四 
田
中
良
昭
は
「
実
は
こ
う
し
た
敦
煌
禅
宗
文
献
の
研
究
の
歴
史
が
、
そ
の
ま
ま
中
国
禅
宗
史
の
近
代
的
研
究
の
歴
史
で
あ
っ
た
」
と
評
し
て
い
る
（
田
中
良
昭
『
敦
煌
禅
宗
文
献
の

研
究
』
大
東
出
版
社
、
一
九
八
三
年
、
一
七
頁
）
。 

二
五 

も
っ
と
も
、
矢
吹
が
将
来
し
た
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
、
す
な
わ
ち
『
南
宗
頓
教
最
上
大
乗
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
、
六
祖
慧
能
大
師
於
韶
州
大
梵
寺
施
法
壇
経
一
巻
、
兼
受
無
相
戒

弘
法
弟
子
法
海
集
記
』
（
ス
タ
イ
ン
本
）
は
、
誤
字
や
脱
字
の
多
さ
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
田
中
良
昭
『
唐
代
の
禅
僧
一 

慧
能
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
二
〇
〇
頁
）
。 

二
六 

「
言
真
如
者
亦
無
有
相
」
（
『
大
乗
起
信
論
』
、
二
四
頁
）
。 

二
七 

「
但
随
衆
生
見
聞
得
益
故
説
為
用
」
（
『
大
乗
起
信
論
』
、
六
四
頁
）
。 

二
八 

こ
の
引
用
文
は
『
禅
思
想
史
研
究
第
二
』
（
一
九
五
一
年
）
の
第
五
篇
「
六
祖
壇
経
、
慧
能
及
慧
能
禅
に
つ
き
て
」
か
ら
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
文
章
に
は
二
段
階
の
加
筆
が
為

さ
れ
て
い
る
。
原
本
は
『
大
谷
学
報
』
第
十
九
巻
第
一
号
（
一
九
三
八
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
六
祖
壇
経
に
関
す
る
二
三
の
意
見
」
で
あ
る
が
、
こ
の
文
章
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
が
、『
韶

州
曹
渓
山
六
祖
師
壇
経
』（
一
九
四
二
年
）
の
解
説
「
「
六
祖
壇
経
」
及
び
慧
能
に
関
す
る
所
見
二
三
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
さ
ら
に
加
筆
し
た
も
の
が
『
禅
思
想

史
研
究
第
二
』
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
引
用
箇
所
は
、
一
九
三
八
年
版
に
は
な
く
、
一
九
四
二
年
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
初
出
は
一
九
四
二
年
と
な
る
。 

二
九 

小
川
隆
『
語
録
の
思
想
史 

―
中
国
禅
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
、
四
一
七
頁
。
ま
た
、
仏
教
の
実
践
が
有
す
る
こ
の
循
環
の
構
造
に
つ
い
て
、
三
枝
充
悳
は
「
螺
旋
」

モ
デ
ル
を
提
唱
し
て
い
る
。
「
わ
た
く
し
は
む
し
ろ
一
種
の
輪
状
の
〔
た
ん
な
る
循
環
す
る
円
で
は
な
く
て
〕
螺
旋
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
格
別
の
力

点
を
置
く
。
し
た
が
っ
て
、
帰
着
す
る
と
こ
ろ
は
、
出
発
し
た
A
よ
り
も
、
一
段
高
い
、
も
し
く
は
一
段
深
い
と
こ
ろ
A'
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
も
そ
の
螺
旋
は
ど
こ
ま
で
も
上

昇
し
、
あ
る
い
は
下
降
す
る
。
た
だ
、
も
し
も
そ
れ
を
縦
に
切
っ
て
み
れ
ば
、
A
と
A'
と
は
同
一
の
線
上
に
あ
り
、
そ
れ
が
往
と
還
と
い
う
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
に
ほ
か
な
ら
な
い

（
三
枝
充
悳
『
三
枝
充
悳
著
作
集
第
二
巻 

初
期
仏
教
の
思
想
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
四
年
、
六
五
五
頁
）
。
い
ず
れ
の
円
環
に
お
い
て
も
、
「
そ
の
ま
ま
」
と
い
う
言
葉
が
前
提
と
し
て

い
る
否
定
性
と
、
宗
教
的
実
践
の
深
ま
り
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

三
〇 

例
え
ば
末
木
文
美
士
は
「
…
…
あ
る
が
ま
ま
の
現
状
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
凡
夫
は
さ
ま
ざ
ま
な
迷
い
の
も
と
と
な
る
煩
悩
に
ま
み
れ
た
ま
ま
で
よ
い
こ
と
に
な
り
、

向
上
の
契
機
が
失
わ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
無
節
操
、
無
批
判
な
無
倫
理
主
義
に
陥
る
こ
と
に
な
る
」
（
末
木
文
美
士
『
仏
教vs.

倫
理
』

筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、
二
九
頁
）
と
論
じ
て
い
る
。 

三
一 

入
矢
義
高
他
訳
注
『
碧
巌
録
』
中
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
、
一
四
六
頁
。 



  

第
一
章
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
大
拙
の
浄
土
教
理
解
は
「
機
法
一
体
論
」
を
中
心
に
展
開
し
て
い
た
。
そ
れ
は
大
拙
自
身
の
考
案
し
た
「
即
非
の
論
理
」
と

の
親
和
性
を
一
つ
の
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
何
よ
り
、
彼
の
禅
論
そ
の
も
の
も
「
即
非
の
論
理
」
の
考
案
に
よ
っ
て
そ
の
様
相
を
一
転
さ
せ
た
と
い
っ

て
よ
い
。
鈴
木
大
拙
の
代
表
的
業
績
が
禅
の
研
究
に
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
生
涯
全
体
か
ら
見
返
し
た
場
合
、
彼
が
禅
を
主
題
と
し
た
執
筆
活

動
を
展
開
し
て
い
た
時
期
に
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
。
禅
を
主
題
と
し
た
著
作
に
着
目
し
て
み
る
と
、
著
述
活
動
を
本
格
化
さ
せ
た
一
九
一
〇
年
代
か
ら
二
〇

年
代
後
半
に
か
け
て
は
、
雑
誌
に
連
載
さ
せ
て
い
た
論
文
を
著
作
の
形
で
ま
と
め
る
形
式
で
の
著
作
が
目
立
つ
（
『
禅
学
の
大
要
』
、『
禅
の
研
究
（
大
正
五
年
版
）
』
、

『
随
筆 

禅
』
な
ど
）
。
続
く
三
〇
年
代
に
は
浄
土
教
研
究
と
並
行
し
な
が
ら
『
禅
と
は
何
ぞ
や
』
、
『
禅
と
念
仏
の
心
理
学
的
基
礎
』
と
い
っ
た
著
作
で
仏
教
を

神
秘
的
体
験
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
大
拙
の
禅
研
究
が

も
充
実
し
た
形
で
結
実
し
た
時
期
が
四
〇
年
代
で
あ
っ
た
。
大
拙
の
代
表
的
な
著
作

の
多
く
は
こ
の
時
期
に
公
刊
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。『
禅
思
想
史
研
究
第
一
』
、『
禅
の
思
想
』
、『
臨
済
の
基
本
思
想
』
と
い
っ
た
禅
論
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
時

期
の
大
拙
は
浄
土
教
研
究
で
も
『
浄
土
系
思
想
論
』
、『
宗
教
経
験
の
事
実
』
、『
妙
好
人
』
な
ど
で
研
究
の
踏
み
跡
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
九
五
〇
年
代
、

六
〇
年
代
の
晩
年
期
で
は
『
禅
に
よ
る
生
活
』
や
『
禅
』
な
ど
い
く
つ
か
の
著
作
を
残
し
て
い
る
も
の
の
、
禅
を
主
題
と
す
る
著
作
は
少
な
く
な
る
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
粗
雑
な
概
略
を
示
す
と
す
れ
ば
、
大
拙
の
禅
思
想
研
究
の
ピ
ー
ク
は
四
〇
年
代
に
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

第
六
章 

「
即
非
の
論
理
」
の
成
立
と
展
開 

注
目
す
べ
き
は
、
禅
研
究
に
関
し
て
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
大
拙
が
こ
の
時
期
か
ら
禅
を
「
思
想
」
と
し
て
論
じ
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。

彼
の
禅
論
は
当
初
人
間
の
内
的
体
験
を
不
可
欠
な
要
素
と
し
て
宗
教
を
論
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
体
験
の
内
実
に
つ
い
て
は
不
可
説
の
も
の
と
し
て
、

そ
れ
以
上
の
言
語
化
は
打
ち
切
ら
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
四
〇
年
代
に
な
る
と
、
彼
は
単
な
る
主
観
的
も
し
く
は
心
理
的
な
説
明
を
超
え
て

体
験
そ
の
も
の
の
意
味
を
記
述
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
従
来
心
理
的
な
説
明
以
上
に
記
述
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
禅
体
験
の
内
実
を
記
述
可
能
に

  

 
 

 
 

 

―
禅
思
想
の
立
場
へ

― 
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秋
月
龍
珉
は
大
拙
の
没
後
早
く
か
ら
大
拙
思
想
の
根
本
を
為
す
も
の
と
し
て
「
即
非
の
論
理
」
の
研
究
を
深
め
て
い
る
。
彼
は
大
拙
自
身
の
研
究
態
度
を
継

承
し
て
、「
禅
体
験
」
を
説
明
す
る
論
理
は
、
研
究
者
自
身
が
「
禅
体
験
」
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
つ
。
他
方
、
一
九
九
〇
年
代

に
な
る
と
、『
金
剛
経
』
を
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
典
か
ら
読
み
解
く
仏
教
学
の
研
究
者
た
ち
か
ら
、
大
拙
の
定
式
化
し
た
「
即
非
の
論
理
」
が
『
金
剛
経
』
の

文
意
を
適
切
に
捉
え
て
い
な
い
と
す
る
批
判
が
複
数
発
表
さ
れ
た
。
現
在
で
は
厳
密
な
テ
キ
ス
ト
解
釈
の
立
場
を
採
る
限
り
、
大
拙
の
「
即
非
の
論
理
」
は
経

典
の
誤
読
と
し
て
退
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

「
即
非
の
論
理
」
と
は
も
と
も
と
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
（
以
下
『
金
剛
経
』
）
で
多
用
さ
れ
る
「
Ａ
即
非
Ａ
、
是
名
Ａ
」
と
い
う
表
現
形
式
か
ら
、
大
拙

が
考
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
彼
自
身
は
「
般
若
即
非
の
論
理
」
と
い
う
名
称
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。「
即
非
の
論
理
」
を
「
大
拙
に
よ
る
『
金
剛
経
』

の
思
想
解
釈
」
と
し
て
捉
え
る
場
合
、
そ
の
思
想
史
的
評
価
は
、
そ
れ
を
問
う
研
究
者
の
立
場
に
よ
っ
て
異
な
る
。 

す
る
道
具
立
て
と
な
っ
た
も
の
が
「
即
非
の
論
理
」
で
あ
る
。
こ
の
「
論
理
」
の
運
用
に
よ
っ
て
大
拙
は
禅
の
「
思
想
家
」
た
り
得
た
の
だ
と
い
え
る
一

。
一

九
四
〇
年
代
に
な
っ
て
禅
を
思
想
化
さ
せ
た
背
景
に
は
、
前
章
で
考
察
し
た
体
用
一
致
論
の
受
容
が
一
役
買
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
よ
り
直
接
的
に
は
こ
の

「
即
非
の
論
理
」
の
成
立
に
起
因
す
る
も
の
と
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

「
即
非
の
論
理
」
に
対
す
る
研
究
は
こ
の
よ
う
に
、
本
来
不
可
説
な
禅
体
験
を
研
究
の
前
提
と
す
る
立
場
と
、
経
典
の
テ
キ
ス
ト
の
文
脈
に
即
し
て
理
解
す

べ
き
で
あ
る
と
す
る
立
場
の
二
つ
の
視
点
を
中
心
に
為
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
「
即
非
の
論
理
」
を
提
唱
者
で
あ
る
大
拙
の
発
言
に
即
し
て
解
釈
し
た
研
究

は
意
外
と
少
な
い
。
秋
月
龍
珉
の
研
究
、
そ
し
て
近
年
の
竹
村
牧
男
の
研
究
は
「
即
非
の
論
理
」
を
大
拙
自
身
の
文
脈
に
即
し
て
「
宗
教
的
実
存
」
の
観
点
か

ら
解
明
し
て
い
る
も
の
の
二

、
大
拙
の
論
じ
た
「
即
非
の
論
理
」
に
は
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
更
な
る
側
面
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
。
本
章
で
は
「
即
非

の
論
理
」
を
大
拙
の
言
説
に
基
づ
き
な
が
ら
、
そ
れ
が
い
か
な
る
思
想
構
造
を
前
提
と
す
る
「
論
理
」
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
は
同
時

に
こ
の
「
論
理
」
が
形
成
さ
れ
る
背
景
を
露
わ
に
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。 

  

第
一
節 
大
拙
と
『
金
剛
般
若
経
』
の
間  
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次
に
谷
口
富
士
夫
は
大
拙
に
よ
る
定
式
を
不
十
分
と
み
な
し
、「
如
来
の
説
く
A1
は
A2
で
は
な
い
、
と
如
来
は
言
わ
れ
る
。
故
に
、
如
来
は
そ
の
A1
や
A2
を

「
A3
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
」
と
い
う
形
で
定
式
を
再
提
示
し
た
。
ま
ず
谷
口
は
A1
と
A2
を
、
Ａ
と
い
う
こ
と
ば
で
指
示
さ
れ
た
内
容
（
シ
ニ
フ
ィ
エ
）
と
し
、

A3
は
Ａ
と
い
う
こ
と
ば
そ
の
も
の
（
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
）
と
し
て
区
別
す
る
。
そ
し
て
A1
は
仏
の
こ
と
ば
と
し
て
の
Ａ
、
A2
は
菩
薩
や
凡
夫
の
こ
と
ば
と
し
て
の

Ａ
で
あ
る
と
規
定
し
、
A1
と
A2
の
両
者
が
対
立
し
な
が
ら
も
、
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
と
論
じ
る
。
仏
の
使
う
こ
と
ば
と
菩
薩
や
凡
夫
の
使
う
こ
と
ば
が
違

 

大
拙
に
対
す
る
批
判
の
い
く
つ
か
は
こ
の
定
式
化
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
。
立
川
武
蔵
は
「
Ａ
即
非
Ａ
」
の
「
非
Ａ
」
と
い
う
部
分
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

で
はa-A

の
訳
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
上
で
、
そ
の
否
定
の
接
頭
辞a-

が
大
拙
の
い
う
よ
う
な
「
Ａ
で
は
な
い
」
と
い
う
命
題
全
体
を
否
定
す
る
意
味
で
は
訳
せ

な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。a-

は
「
Ａ
な
ら
ざ
る
も
の
」
や
「
Ａ
で
は
な
い
」
と
訳
す
べ
き
で
な
く
、
「
非
存
在
の
Ａ
で
あ
る
」
と
し
、
「
固
定
的
な
Ａ
が
な
い
か

ら
こ
そ
、
言
葉
に
よ
っ
て
Ａ
と
名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、『
金
剛
経
』
の
表
現
が
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
で
は
な
く
形
式
論
理
の
枠
内
で
理
解
可
能
で
あ
る
こ

と
を
主
張
し
た
四

。 

た
だ
し
「
即
非
」
と
「
則
非
」
が
混
用
さ
れ
た
り
、「
是
名
」
と
「
是
故
名
」
が
場
所
に
使
い
分
け
ら
れ
た
り
、
経
典
中
の
表
現
は
一
定
し
て
い
な
い
が
、
こ
の

「
Ａ
即
非
Ａ
、
是
名
Ａ
」
と
い
う
表
現
形
式
に
ま
と
め
る
こ
と
は
十
分
妥
当
で
あ
る
。
そ
し
て
大
拙
は
こ
れ
を
「
Ａ
は
Ａ
に
あ
ら
ず
、
故
に
Ａ
な
り
」
と
理
解

し
て
い
る
。 

大
拙
自
身
の
意
図
を
知
る
上
で
、
ま
ず
『
金
剛
経
』
と
の
関
係
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
数
あ
る
漢
訳
の
中
で
、
大
拙
は
鳩
摩
羅
什
訳
の
『
金
剛
般

若
波
羅
蜜
経
』
を
参
照
し
て
い
る
と
明
言
し
て
い
る
が
（
『
全
集
』
第
五
巻
、
三
八
〇
頁
）
、
大
拙
は
そ
の
中
に
多
く
見
ら
れ
る
「
Ａ
、
即
非
Ａ
、
是
名
Ａ
」
と

い
う
表
現
に
着
目
す
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

  

荘
厳
仏
土
者
則
非
荘
厳
。
是
名
荘
厳
。 

所
言
一
切
法
者
。
即
非
一
切
法
。
是
故
名
一
切
法
。 

如
来
説
具
足
色
身
。
即
非
具
足
色
身
。
是
名
具
足
色
身
。
三 
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末
木
文
美
士
は
上
述
の
議
論
を
含
め
た
多
様
な
議
論
を
総
括
し
た
上
で
、
『
金
剛
経
』
の
解
釈
を
よ
り
広
い
視
野
で
捉
え
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
き
、
『
金
剛

経
』
の
「
即
非
の
論
理
」
を
、
そ
れ
以
前
の
経
典
と
の
連
関
か
ら
理
解
し
よ
う
と
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
即
非
の
論
理
」
と
は
『
金
剛
経
』
の
成
立
以
前
か
ら
存

在
し
て
い
た
諸
々
の
概
念
の
固
定
化
を
刷
新
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
大
拙
の
い
う
よ
う
な
宗
教
体
験
を
前
提
と
す
る
必
然
性
が
な
い
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
六

。 

 

こ
れ
ら
の
研
究
は
総
じ
て
「
即
非
の
論
理
」
を
『
金
剛
経
』
か
ら
抽
出
す
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。『
般
若
経
』
の
思
想
が
果
た
し
て

本
当
に
大
拙
の
い
う
よ
う
な
矛
盾
的
な
言
説
を
積
極
的
に
用
い
た
も
の
か
ど
う
か
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
典
を
視
野
に
含
む
仏
教
学
の
立
場
か
ら
厳
密
な
反

論
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
大
拙
と
『
金
剛
経
』
と
の
非
連
続
性
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
と
い
え
る
。 

 

こ
れ
ら
の
諸
研
究
は
『
金
剛
経
』
を
精
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
拙
の
解
釈
を
退
け
て
い
る
以
上
、『
金
剛
経
』
を
対
象
と
し
た
思
想
解
釈
で
あ
る
と
い
え
る
。

し
か
し
、
そ
れ
故
、
必
ず
し
も
大
拙
の
い
う
「
即
非
の
論
理
」
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
は
な
い
。
鈴
木
大
拙
が
「
即
非
の
論
理
」
を
ど
の
よ
う
に
論
じ
て
い

る
の
か
、
と
い
う
点
は
ま
た
別
の
課
題
と
し
て
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
大
拙
の
い
う
「
即
非
の
論
理
」
が
経
典
と
の
連
続
性
を
欠
い
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
「
即
非
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
直
接
に
窺
わ
れ
る
。
大
拙
は
「
Ａ
が
Ａ
で
あ
る
」
と
い
う
肯
定
の
命
題
と
「
Ａ
が
Ａ
で
な
い
」
と
い
う
否
定
の
命
題

を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
即
」
と
「
非
」
に
割
り
当
て
た
の
で
あ
る
が
（
ど
ち
ら
が
ど
ち
ら
に
対
応
す
る
か
、
と
い
う
問
題
は
後
述
す
る
）
、
そ
の
「
即
」
は
い
わ
ゆ
る

「
相
即
」
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
相
即
と
矛
盾
対
立
が
同
時
に
成
り
立
つ
と
い
う
そ
れ
自
体
矛
盾
し
た
関
係
が
「
即
非
の
論
理
」
の
内
容
な
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
一
見
し
て
『
金
剛
経
』
の
文
意
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
。
『
金
剛
経
』
で
多
用
さ
れ
る
「
Ａ
即
非
Ａ
」
の
「
即
」
は
、
「
Ａ
則
非
Ａ
」
と
書

き
替
え
可
能
な
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、「
Ａ
は
即
ち
非
Ａ
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
副
詞
「
即
ち
」
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
大
拙
の
論
は
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
典
だ
け
で
な
く
、
彼
自
身
が
参
照
し
た
漢
訳
経
典
か
ら
も
既
に
逸
脱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

う
、
だ
か
ら
こ
そ
仏
は
A3
と
い
う
「
こ
と
ば
」
で
凡
夫
を
導
く
の
だ
、
と
こ
の
定
式
は
結
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
五

。 

こ
の
よ
う
な
事
情
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、「
即
非
の
論
理
」
と
は
『
金
剛
経
』
そ
の
も
の
の
内
実
を
示
す
も
の
と
見
る
よ
り
も
、
大
拙
自
身
の
思
想
を
表
現
し

た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。『
金
剛
経
』
と
の
非
連
続
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
大
拙
の
独
自
の
思
想
と
し
て
こ
の
論
理
を
改
め
て
彼

自
身
の
文
脈
か
ら
捕
ら
え
る
べ
き
状
況
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。 
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続
い
て
一
九
一
七
年
の
「IL

L
O

G
IC

A
L

 Z
E

N

（
禅
の
没
論
理
性
）
」
と
題
さ
れ
た
一
文
か
ら
引
用
し
た
い
。
こ
れ
は
後
に

A
n Introduction to Zen 

B
uddhism

, 1934

（
『
禅
学
へ
の
道
』
）
の
第
四
章
と
し
て
収
録
さ
れ
た
た
め
に
著
作
と
し
て
邦
訳
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

第
一
の
点
に
つ
い
て
はW

.S
.Y

ok
oyam

a

に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
大
拙
が
先
の
定
式
を

初
に
用
い
た
の
は
、
一
九
二
四
年
の
論
文
「
禅
と
般
若
」（
翌

年
『
百
醜
千
拙
』
に
収
録
）
で
あ
る
と
す
る
が
、
こ
の
と
き
は
ま
だ
「
即
非
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
な
い
と
い
う
七

。
た
だ
し
、
こ
の
考
察
に
は
若
干
の

注
意
が
必
要
で
あ
る
。
Ａ
と
非
Ａ
の
定
式
の
初
出
に
つ
い
て
は
「
禅
と
般
若
」（
一
九
二
四
年
）
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
彼
の
著
作
中
に
は
、
そ
の
前

段
階
の
思
索
の
跡
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。 

そ
も
そ
も
「
即
非
の
論
理
」
と
は
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
に
は
二
つ
の
段
階
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。『
金
剛
経
』
の
論
理
を

定
式
化
し
た
第
一
の
時
期
と
、
そ
れ
を
「
即
非
の
論
理
」
と
し
て
提
示
し
た
第
二
の
時
期
で
あ
る
。 

    

ま
ず
、
『
禅
の
立
場
か
ら
』
（
一
九
一
六
年
）
、
に
は
次
の
よ
う
な
表
現
が
見
ら
れ
る
。 

 

第
二
節 

定
式
の
評
価
を
め
ぐ
る
変
遷
と
そ
の
思
想
的
背
景 

我
々
は
普
通
「
Ａ
は
Ａ
で
あ
る
」
と
い
ふ
命
題
を
絶
対
と
考
へ
、
「
Ａ
は
非
Ａ
で
あ
る
」
、
或
は
「
Ａ
は
Ｂ
で
あ
る
」
な
ど
と
い
ふ
命
題
は
考
へ
ら
れ
な
い

も
の
と
し
て
ゐ
る
。
…
…
と
こ
ろ
が
こ
こ
に
禅
は
、
言
葉
は
言
葉
で
あ
り
、
言
葉
だ
け
の
も
の
だ
、
と
宣
言
す
る
の
で
あ
る
。
…
…
…
…
何
故
な
ら
ば
、

今
に
し
て
我
々
は
結
局
「
Ａ
は
非
Ａ
で
あ
る
」
こ
と
を
さ
と
り
、
ま
た
論
理
は
一
面
的
で
あ
る
こ
と
、
所
謂
る
没
論
理
性
も
究
め
来
れ
ば
必
ず
し
も
没
論

論
理
の
常
規
で
云
ふ
と
、
Ａ
が
Ａ
で
な
い
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
、
全
く
凶
人
の
所
説
と
し
か
考
へ
ら
れ
ん
。
さ
う
し
て
神
秘
家
は
好
ん
で
こ
ん
な
文

字
を
使
用
す
る
（
『
全
集
』
第
十
六
巻
、
四
〇
八
頁
、
初
出
一
九
一
六
年
） 
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見
出
さ
れ
ず
、
没
論
理
性
の
み
が
強
調
さ
れ
て
い
る
た
め
、
「
即
非
の
論
理
」
の
十
全
な
定
式
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
「
所
謂
る
没
論
理
性
も

究
め
来
れ
ば
必
ず
し
も
没
論
理
的
で
は
な
い
」
と
い
う
一
節
に
は
、
こ
の
言
説
が
後
に
「
即
非
の
論
理
」
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
く
兆
し
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
定
式
が
十
全
な
形
で
示
さ
れ
た
の
が
、「
禅
と
般
若
」（
一
九
二
四
年
）
な
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
引
用
の
前
に
、「
即
非
の
論
理
」
成

立
の
第
二
の
時
期
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

太
平
洋
戦
争
下
、
日
本
の
文
部
省
は
国
体
・
日
本
精
神
に
基
づ
い
て
日
本
の
諸
学
の
発
展
振
興
を
企
図
し
て
お
り
、
そ
の
趣
旨
に
則
っ
た
諸
学
会
を
主
宰
し

て
い
た
。
大
拙
は
そ
の
第
二
回
哲
学
会
に
付
随
し
て
開
催
さ
れ
た
公
開
講
演
会
に
お
い
て
「
禅
経
験
の
研
究
に
就
て
」
と
題
し
た
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

第
二
回
哲
学
会
と
公
開
講
演
会
の
内
容
を
記
録
し
た
『
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
研
究
報
告
第
八
篇
（
哲
学
）
』（
一
九
四
〇
年
一
二
月
二
八
日
発
行
）
に
よ
る
と
、

講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
の
は
一
九
四
〇
年
の
六
月
二
七
日
か
ら
の
三
日
間
と
さ
れ
て
い
る
九

。
大
拙
の
こ
の
と
き
の
講
演
原
稿
は
『
禅
問
答
と
悟
り
』
の
一
部

と
し
て
翌
年
六
月
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
言
説
は
「
即
非
の
論
理
」
の
定
式
に
至
る
前
段
階
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、「
Ａ
が
非
Ａ
で
あ
る
」
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
点

で
、
「
即
非
の
論
理
」
の
半
面
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
Ａ
が
Ａ
で
あ
る
こ
と
」
と
「
Ａ
が
非
Ａ
で
あ
る
こ
と
」
の
間
に
連
続
性
、
同
一
性
が
未
だ 

第
二
の
時
期
、
す
な
わ
ち
「
即
非
の
論
理
」
と
い
う
語
が
初
め
て
用
い
ら
れ
た
時
期
に
つ
い
て

Y
ok

oyam
a

は
、
『
浄
土
系
思
想
論
』
に
収
め
ら
れ
た
「
極

楽
と
娑
婆
」（
一
九
四
一
年
春
）
に
お
い
て
初
め
て
「
即
非
の
論
理
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
遡
っ
て
そ

の
出
典
を
探
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

  
そ
の
講
演
で
は
、
『
般
若
経
』
の
「
心
非
心
、
即
是
名
心
」
と
い
う
一
節
を
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。 

「
心
は
非
心
で
、
そ
れ
が
即
ち
心
だ
」
と
云
ふ
意
味
で
す
。
そ
こ
で
今
「
即
是
名
」
を
一
字
に
直
し
ま
し
て
「
即
」
と
云
ふ
の
を
使
ひ
ま
す
。
そ
こ
で
「
非
」

が
す
な
は
ち
「
即
」
、
「
即
」
が
す
な
は
ち
「
非
」
と
云
ふ
「
即
非
の
論
理
」
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
が
出
来
る
。
こ
れ
が
般
若
の
論
理
な
の
で
す
。
即
非
の

理
的
で
は
な
い
こ
と
、
を
知
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
四
巻
、
二
四
〇
頁
）
八 
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こ
の
こ
と
か
ら
、「
即
非
の
論
理
」
を
前
論
理
的
と
評
す
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
人
類
学
者
レ
ヴ
ィ
＝
ブ
リ
ュ
ル
（
一
八

五
七
～
一
九
三
九
年
）
は
、
『
未
開
社
会
の
思
惟
』
（
一
九
一
〇
年
）
に
お
い
て
、
世
界
各
地
の
先
住
民
た
ち
の
思
惟
方
法
を
分
析
し
た
。
み
ず
か
ら
の
部
族
を

金
剛
イ
ン
コ
で
あ
る
と
主
張
す
る
ボ
ロ
ロ
族
の
よ
う
に
、
我
々
が
用
い
る
論
理
で
は
決
し
て
結
び
つ
く
こ
と
の
な
い
事
物
と
事
物
の
間
に
、
神
秘
的
な
内
部
関

係
を
見
出
し
て
い
く
呪
術
的
な
心
性
を
、
彼
は
論
理
以
前
の
「
融
即
律
」
と
名
づ
け
た
。
「
山
は
川
で
あ
り
、
川
は
山
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
る
限
り
、
「
即
非

の
論
理
」
も
こ
の
「
融
即
律
」
の
関
係
を
有
す
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。 

兵
頭
高
夫
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
〇
年
六
月
末
に
講
ぜ
ら
れ
た
こ
の
文
章
が
「
即
非
の
論
理
」
と
い
う
語
の
初
出
と
見
ら
れ
る
と
い
う
一
〇

。
管
見
の
限
り
で
も
、

こ
れ
に
遡
る
使
用
例
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
『
禅
と
日
本
文
化
』
（
一
九
四
〇
年
）
の
註
に
、
「
即
非
の
論
理
」
に
つ
い
て
「
原
書
講
演

の
頃
か
ら
考
へ
て
居
た
」（
『
全
集
』
第
十
一
巻
、
三
三
頁
）
と
明
記
し
て
あ
る
。
彼
は
一
九
三
六
年
に
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
諸
大
学
で
「
禅
と
日
本
文
化
」

を
テ
ー
マ
に
た
び
た
び
講
演
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
論
理
が
一
九
三
六
年
頃
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
（
こ
れ
は
ま
さ
に
大
拙
に
体
用
一
致

論
が
受
容
さ
れ
た
時
期
と
一
致
す
る
）
。
実
際
、『
盤
珪
の
不
生
禅
』（
一
九
四
〇
年
三
月
）
に
お
い
て
は
「
即
非
是
名
の
論
理
」
と
い
う
表
現
で
同
一
の
内
容
を

記
述
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
『
全
集
』
第
一
巻
、
三
六
一
頁
）
、
独
自
の
論
理
の
構
想
が
文
部
省
主
催
の
講
演
会
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
証
さ
れ
る
。

「
即
非
の
論
理
」
は
『
金
剛
経
』
か
ら
見
出
さ
れ
た
こ
と
を
大
拙
自
身
が
公
言
し
て
い
る
た
め
、
一
般
的
に
『
金
剛
経
の
禅
』（
一
九
四
三
年
の
講
演
を
元
に
し

た
一
書
）
で
提
示
さ
れ
た
も
の
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
論
理
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
そ
れ
以
前
か
ら
誌
上
に
登
場
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

Ａ
と
非
Ａ
を
用
い
た
定
式
で
示
さ
れ
る
「
即
非
の
論
理
」
は
、
一
九
二
四
年
の
「
禅
と
般
若
」
以
降
、
た
び
た
び
論
じ
ら
れ
、
晩
年
に
至
る
ま
で
仏
教
の
根

本
を
示
す
論
理
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
定
式
の
内
容
は
様
々
に
論
じ
ら
れ
な
が
ら
も
一
貫
し
た
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
Ａ
が
そ
の
ま
ま
で
非
Ａ
で

あ
り
、
非
Ａ
が
そ
の
ま
ま
で
Ａ
で
あ
る
と
い
う
矛
盾
し
た
構
造
で
あ
る
。
こ
の
定
式
を
用
い
れ
ば
、
山
は
そ
の
ま
ま
で
川
で
あ
り
、
川
は
そ
の
ま
ま
で
山
で
あ

る
と
い
う
非
合
理
的
な
命
題
を
認
め
る
こ
と
に
も
通
じ
る
。 

 
論
理
は
、
今
日
云
ふ
と
こ
ろ
の
肯
定
と
か
否
定
と
か
云
ふ
こ
と
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
で
、
自
己
同
一
、
即
ち
「
即
」
だ
と
云
ふ
の
で
す
。
（
『
全
集
』
第
十

三
巻
、
五
一
〇
頁
、
初
出
一
九
四
一
年
） 
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併
し
禅
か
ら
見
る
と
、
自
内
証
は
根
本
で
、
般
若
は
枝
末
だ
。
禅
は
直
ち
に
自
内
証
に
入
る
べ
き
も
の
で
、
般
若
に
滞
る
べ
き
も
の
、
又
は
般
若
を
仲
介

 

確
か
に
「
論
理
以
前
」
と
い
う
点
で
は
両
者
に
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
や
は
り
そ
の
内
実
は
大
き
く
異
な
る
。
レ
ヴ
ィ
＝
ブ
リ
ュ
ル
の
い
う
「
融
即
律
」

は
、
呪
術
的
な
心
性
に
よ
っ
て
二
者
の
間
に
同
一
性
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
使
用
は
明
確
な
秩
序
を
欠
き
、「
不
安
定
さ
」
を
残
す
一
一

。
他
方
、「
即

非
の
論
理
」
は
、
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
「
論
理
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
拙
が
矛
盾
を
そ
の
ま
ま
で
肯
定
す
る
こ
と
を
論
理
と
し
て
認
め
て
い
る
こ
と

は
確
か
だ
が
、
そ
こ
に
は
た
だ
単
に
矛
盾
律
を
放
棄
す
る
と
い
う
こ
と
以
上
の
意
味
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、「
矛
盾
を
肯
定
す
る
論
理
」
が
ど
の
よ
う
な
構
造
で

可
能
に
な
る
の
か
を
、
よ
り
メ
タ
的
な
視
点
か
ら
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。 

 
 

般
若
の
主
張
は
、「
Ａ
は
Ａ
に
あ
ら
ず
、
故
に
Ａ
な
り
」
と
云
ふ
形
式
に
始
終
し
て
居
る
。
こ
れ
を
一
種
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と
見
る
べ
き
で
な
い
。
三
段
に

分
け
て
、

初
に
一
個
の
宗
旨
を
立
て
る
、
次
に
こ
れ
に
対
立
し
て
、
否
定
的
命
題
が
出
来
る
、
さ
う
し
て

後
に
此
の
二
つ
を
融
和
し
た
綜
合
的
命
題

が
成
り
立
つ
。
此
の
綜
合
が
正
覚
の
当
体
で
あ
る
と
、
般
若
宗
は
結
論
す
る
。
（
『
全
集
』
第
十
七
巻
、
二
二
四
～
二
二
五
頁
、
初
出
一
九
二
四
年
） 

 

「
即
非
の
論
理
」
の
前
段
階
は
一
九
一
六
年
の
『
禅
の
立
場
か
ら
』
、
そ
し
て
一
九
一
七
年
の
「Illogical Z

en

」
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ

こ
で
は
言
語
使
用
の
積
極
的
な
意
義
を
認
め
る
よ
り
も
、
言
語
の
限
界
を
消
極
的
に
示
さ
れ
る
に
止
ま
る
。「
禅
は
直
ち
に
事
実
を
扱
ふ
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の

論
理
の
上
、
言
葉
の
上
の
、
先
入
観
念
に
規
定
さ
れ
た
、
い
び
つ
な
表
現
と
関
係
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
の
で
あ
る
」
（
『
全
集
』
第
十
四
巻
、
二
四
一
頁
）
と
あ

る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
大
拙
の
思
想
は
言
葉
の
否
定
に
傾
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
Ａ
と
非
Ａ
は
未
だ
積
極
的
な
論
理
化
に
は
至
っ
て
い
な
い
。 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
般
若
の
主
張
に
対
し
て
禅
の
立
場
は
異
な
る
と
い
う
。 

Ａ
と
非
Ａ
の
定
式
が
十
全
に
使
用
さ
れ
た
例
と
し
て

も
古
い
も
の
が

Y
ok

oyam
a

の
指
摘
し
た
「
禅
と
般
若
」
（
一
九
二
四
年
）
で
あ
る
。
ま
ず
は
こ
の

論
文
に
お
け
る
論
述
か
ら
確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
悟
り
の
経
験
た
る
「
自
内
証
」
と
そ
の
知
的
解
説
た
る
「
般
若
」
と
を
分
け
た
上
で
、

自
内
証
を
認
識
論
の
観
点
か
ら
説
く
と
般
若
と
な
る
と
論
じ
ら
れ
る
。 

   

 197



 

序
に
お
い
て
示
し
た
よ
う
に
大
拙
の
禅
論
は
一
九
一
〇
年
代
か
ら
本
格
化
し
た
の
だ
が
、
当
初
の
彼
の
主
張
の
基
調
を
な
す
も
の
は
禅
体
験
の
強
調
で
あ
る
。

禅
、
仏
教
、
そ
し
て
宗
教
の
本
質
を
「
（
神
秘
）
体
験
」
と
し
て
示
そ
う
と
し
た
彼
は
、
同
時
に
宗
教
的
な
テ
キ
ス
ト
を
体
験
か
ら
生
じ
て
く
る
副
次
的
な
も
の

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
。 

宗
教
体
験
に
至
る
通
路
と
し
て
、
そ
し
て
宗
教
体
験
そ
の
も
の
の
内
実
と
し
て
、
分
別
作
用
の
介
在
を
否
定
す
る
と
い
う
基
本
的
立
場
は
晩
年
の
禅
思
想
研
究

に
ま
で
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
典
の
解
釈
と
い
う
第
二
義
的
な
位
置
づ
け
な
が
ら
も
、
Ａ
と
非
Ａ
の
矛
盾
的
定
式
は
、
一
九
一
〇
年
代

経
典
の
立
場
は
釈
尊
の
悟
り
の
知
的
理
解
に
止
ま
り
悟
り
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
経
典
成
立
の
根
柢
に
あ
る
釈
尊
の
悟
り
そ
の
も
の
に
実
践
的
に

直
入
す
る
こ
と
が
禅
の
第
一
義
と
な
る
の
で
あ
る
。 

   

…
…
宗
教
と
云
ふ
も
の
に
は
、
宗
通
と
説
通
と
二
つ
あ
る
。
宗
通
と
は
神
秘
的
経
験
で
あ
り
、
説
通
は
論
理
的
説
明
で
あ
る
。
而
し
て
宗
教
は
こ
の
二
つ

が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
説
破
し
て
あ
る
。
い
く
ら
宗
通
の
神
秘
的
経
験
が
あ
つ
て
も
、
説
通
、
論
理
が
つ
ま
な
け
れ
ば
、
恰
も
眼
が
あ
つ
て
も
、
足
の
な

い
や
う
な
も
の
で
あ
る
。
…
…
眼
の
宗
通
と
足
の
説
通
と
相
俟
つ
て
完
全
な
宗
教
が
出
来
て
く
る
。
完
全
な
仏
教
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
て
く
る
。
…
…
が
、

両
方
が
い
つ
も
並
行
し
て
行
く
も
の
で
な
い
。
そ
こ
で
何
れ
を
重
ん
ず
る
か
と
云
ふ
と
、
結
局
の
と
こ
ろ
は
、
や
は
り
、
自
分
が
出
発
点
と
な
り
、
合
せ

て
帰
着
点
と
な
る
の
で
あ
る
、
つ
ま
り
は
そ
れ
自
身
本
来
の
性
質
の
傾
向
、
即
ち
主
観
に
決
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
つ
て
禅
の
極
致
は
、
心
理
的
方

面
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
即
ち
神
秘
的
体
験
の
上
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
四
巻
、
八
七
～
八
九
頁
、
初
出
一
九
三
〇

年
） 

者
に
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。･

･
･
･
･
･

釈
尊
の
自
内
証
を
般
若
の
「
Ａ
は
Ａ
な
り
、
Ａ
な
ら
ざ
る
が
故
に
」
と
云
ふ
形
式
に
説
く
の
は
、
知
的
方
面
か
ら

見
れ
ば
大
な
る
進
歩
で
、
誠
に
結
構
で
あ
る
が
、
禅
と
云
ふ
方
面
か
ら
考
へ
る
と
、
此
の
形
式
は
第
二
に
措
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
内
容
を
盛
る
形
式
で

あ
つ
て
、
形
式
か
ら
は
内
容
は
出
て
来
ぬ
。
般
若
か
ら
禅
は
生
れ
ぬ
。
禅
か
ら
は
般
若
が
出
る
。（
『
全
集
』
第
十
七
巻
、
二
二
六
頁
、
初
出
一
九
二
四
年
） 
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「
不
立
文
字
」
は
体
験
の
端
的
だ
が
、「
不
立
文
字
」
即
ち
「
立
文
字
」
で
体
験
も
意
識
せ
ら
れ
ね
ば
無
で
あ
る
。（
『
全
集
』
第
一
巻
、
三
六
〇
頁
、
初
出

一
九
四
〇
年
） 

 
 

大
拙
の
立
場
が
一
つ
の
転
換
を
見
せ
る
の
は
、『
盤
珪
の
不
生
禅
』（
一
九
四
〇
年
）
に
お
い
て
で
あ
る
。「
即
非
の
論
理
」
に
よ
っ
て
禅
の
思
想
を
論
じ
う
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
並
行
し
て
、
彼
は
禅
経
験
の
表
現
と
し
て
の
「
思
想
」
そ
の
も
の
に
、
そ
れ
ま
で
と
異
な
る
積
極
的
評
価
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。 

こ
こ
に
至
っ
て
大
拙
は
禅
意
識
、
す
な
わ
ち
分
別
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
思
想
を
禅
体
験
に
と
っ
て
不
可
欠
も
の
と
し
て
認
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
両
者

の
重
要
性
を
そ
れ
ぞ
れ
認
め
る
と
い
う
仕
方
で
は
な
く
、
禅
体
験
を
真
に
悟
り
の
体
験
た
ら
し
め
る
に
は
そ
の
体
験
を
知
的
に
客
観
化
し
た
思
想
（
禅
意
識
）

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
、
相
補
的
な
関
係
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
そ
の
禅
意
識
を
構
築
す
る
も
の
は
単
な
る
分
別
で
は
な
い
。 

後
半
に
比
し
て
着
実
に
そ
の
形
を
整
え
つ
つ
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
「
宗
教
体
験
」
の
強
調
の
た
め
に
未
だ
論
理
そ
の
も
の
の
重
要
性
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
低
い
位
置
づ
け
し
か
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、「
即
非
の
論
理
」
の
定
式
は
一
九
二
〇
年
代
に
は
既
に
確
立
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
位
置
づ
け
は
大
拙
思
想
の
基
本
的
な
立
場
が
変
化
す
る
の
に
応
じ
て
、
さ
ら
に
肯
定
的
な
も
の
へ
と
な
っ
て
い
く
。 

   

是
は
般
若
経
の
弁
証
法

―
即
非
是
名
の
論
理
と
同
一
で
あ
る
が
、
矛
盾
の
肯
定
と
い
つ
て
良
い
。
…
…
禅
意
識
に
於
て
は
矛
盾
が
そ
の
ま
ま
肯
定
な
の

で
、
矛
盾
を
包
ん
だ
肯
定
と
い
ふ
や
う
な
も
の
を
、
別
に
立
て
ぬ
の
で
あ
る
。
絶
対
に
相
容
れ
ぬ
所
の
も
の
が
、
そ
の
ま
ま
に
同
一
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま

に
相
容
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
が
禅
意
識
で
あ
る
。
即
禅
体
験
を
反
省
し
た
姿
な
の
で
あ
る
。
無
分
別
の
分
別
と
い
ふ
の
は
、
此
間
の
消
息
を
伝
へ
ん
と
す
る

禅
は
元
来
体
験
で
思
弁
で
な
い
と
云
は
れ
る
が
、
只
体
験
だ
と
い
ふ
だ
け
で
は
、
禅
は
成
り
立
た
ぬ
。
さ
う
す
る
と
単
な
る
感
覚
か
感
情
と
い
ふ
も
の
に

過
ぎ
な
く
な
る
。
（
『
全
集
』
第
一
巻
、
三
五
五
頁
、
初
出
一
九
四
〇
年
） 
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こ
こ
で
「
無
分
別
の
分
別
」
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
語
は
大
拙
の
禅
思
想
を
端
的
に
表
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
語
が
多
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
の
も
、
実
は
こ
の
時
期
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
「
即
非
の
論
理
」
の
成
立
と
連
動
し
て
、
「
無
分
別
の
分
別
」
も
誌
上
に
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
背
景
に
あ
っ
た
も
の
が
前
章
で
考
察
し
た
体
用
一
致
論
の
受
容
だ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一
九
三
〇
年
代
ま
で
の
大
拙
は
「
無
分
別
」
と
い
う
語
を
あ
ま
り
用
い
な
い
。
宗
教
の
本
質
的
部
分
に
迫
る
た
め
に
は
分
別
智
を
排
斥
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
発
想
は
、
初
期
の
思
想
か
ら
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
分
別
智
を
超
え
た
宗
教
的
な
「
智
」
と
し
て
の
「
無
分
別
智
」
の
概
念
は
未
だ
用
い
ら
れ
な

い
。『
禅
の
第
一
義
』（
一
九
一
四
年
）
で
は
、「
超
分
別
智
」
や
「
純
粋
経
験
」
も
し
く
は
「
同
情
智
」
と
い
う
語
を
用
い
て
、
分
別
を
超
え
た
も
の
を
指
示
し

て
い
る
（
『
全
集
』
第
十
八
巻
、
三
二
四
頁
、
三
七
三
頁
、
三
八
一
頁
）
。
こ
の
と
き
の
彼
の
主
眼
は
分
別
智
の
否
定
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
超
え
た
原

理
を
措
定
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。『
禅
と
は
何
ぞ
や
』（
一
九
三
〇
年
）
で
は
、「
菩
提
智
」
や
「
自
覚
聖
智
」
と
い
っ
た
言
葉
で
そ
れ
が
示
さ
れ
て
い
る
（
『
全

集
』
第
十
四
巻
、
七
五
頁
、
一
六
八
頁
）
。
思
う
に
、
こ
の
時
期
の
大
拙
思
想
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
影
響
下
で
神
秘
主
義
的
に
宗
教
を
理
解
し
て
い
た
。
分
別
を
超

え
た
智
の
在
り
様
は
、
全
て
の
「
神
秘
」
の
名
の
下
に
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
問
わ
れ
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

当
初
禅
と
の
差
別
化
を
図
ら
れ
て
い
た
『
般
若
経
』
の
論
理
は
、
こ
こ
に
至
っ
て
禅
の
立
場
を
表
現
す
る
「
即
非
の
論
理
」
と
し
て
積
極
的
に
受
容
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
一
二

。
そ
れ
ま
で
没
論
理
性
を
強
調
し
て
い
た
彼
の
禅
理
解
は
、
こ
こ
に
至
っ
て
宗
教
体
験
を
介
し
て
言
語
を
積
極
的
に
使
用
し
て
い
く

立
場
へ
と
変
容
し
た
の
で
あ
る
。 

   

第
三
節 

「
即
非
の
論
理
」
に
お
け
る
知
性
と
霊
性 

禅
体
験
だ
け
で
は
悟
は
成
立
た
ぬ
。
禅
意
識
と
い
ふ
も
の
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
而
し
て
此
の
意
識
の
端
的
は
無
分
別
の
分
別
と
云
ふ
こ
と
で
云
ひ
詮

は
す
よ
り
外
な
い
。
（
『
全
集
』
第
一
巻
、
三
六
一
頁
、
初
出
一
九
四
〇
年
） 

人
々
の
試
み
で
あ
る
。 
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し
か
し
、
別
の
見
方
を
す
れ
ば
「
即
非
の
論
理
」
と
は
、
大
拙
思
想
が
体
用
一
致
論
を
受
容
し
た
が
た
め
に
要
請
さ
れ
た
論
理
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
同
じ

体
用
論
で
あ
っ
て
も
、
体
用
を
峻
別
す
る
立
場
に
あ
っ
て
は
そ
も
そ
も
こ
の
論
理
は
必
要
な
い
。
「
体
」
を
抽
象
的
な
が
ら
も
独
立
し
た
真
理
と
し
て
設
定
し
、

「
無
分
別
」
の
語
が
単
独
で
用
い
ら
れ
ず
、「
分
別
」
と
の
連
関
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
に
体
用
一
致
論
の
現
れ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
無
分
別

の
分
別
」
以
外
に
、
独
立
に
措
定
さ
れ
た
「
無
分
別
」
は
、
真
の
「
無
分
別
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
用
」
を
離
れ
た
「
体
」

が
、
そ
の
抽
象
性
の
故
に
批
判
さ
れ
た
こ
と
と
該
当
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
無
分
別
の
分
別
」
が
体
用
一
致
論
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
悟
り
の
内
実
だ
と
し
て

も
、
こ
こ
に
は
明
確
な
矛
盾
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
単
に
哲
学
的
範
疇
と
し
て
「
体
用
一
致
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
場
合
、「
体
」
と
「
用
」
は
本
来
的
な
無
差

別
を
意
味
す
る
以
上
、「
体
用
一
致
」
は
必
ず
し
も
「
体
」
と
「
用
」
の
矛
盾
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
内
実
を
よ
り
具
体
的
に
示
し

た
「
無
分
別
の
分
別
」
と
い
う
語
に
は
、
無
分
別
の
「
体
」
と
そ
れ
が
は
た
ら
く
分
別
と
の
間
に
は
っ
き
り
し
た
矛
盾
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
。「
即
非
の

論
理
」
と
は
こ
の
矛
盾
的
関
係
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
論
理
な
の
で
あ
る
。「
無
分
別
の
分
別
」
で
い
う
「
の
」
に
は
い
く
つ
か
の
意
味
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。

矛
盾
す
る
両
者
の
相
即
関
係
を
表
す
こ
の
「
の
」
は
、
無
分
別
が
作
用
し
て
い
る
分
別
、
無
分
別
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
分
別
、
無
分
別
を
経
た
分
別
、
も
し
く

は
「
無
分
別
に
向
つ
て
分
別
意
識
を
起
」
す
（
『
全
集
』
第
一
巻
、
三
六
二
頁
）
と
い
っ
た
表
現
が
為
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
多
様
な
意
味
が
「
の
」
の
一
字
に
込

め
ら
れ
て
い
る
一
三

。 

  

し
か
し
、
そ
れ
が
転
じ
て
『
無
心
と
い
ふ
こ
と
』
（
一
九
三
九
年
）
に
な
る
と
「
無
分
別
」
が
表
面
化
し
て
く
る
。 

と
に
角
、
ま
づ
無
分
別
の
世
界
を
見
な
く
て
は
な
ら
ぬ
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
無
孔
の
鉄
槌
、
何
と
も
手
の
着
け
や
う
が
な
い
、
無
分
別
の
鉄
槌
は
動
き
始

め
て
分
別
の
世
界
が
開
け
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
併
し
こ
れ
だ
け
で
は
ま
だ
植
物
や
動
物
の
世
界
で
人
間
の
世
界
に
は
な
ら
ぬ
。
人
間
の
世
界
に
な
る
に
は

第
二
次
の
分
別
が
動
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
此
分
別
で
始
め
て
無
分
別
が
も
の
、
、
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
も
の
、
、
に
な
る
こ
と
は
無
分
別
が
本
当
に
働
き
本

当
に
賞
翫
せ
ら
れ
る
と
云
ふ
意
味
で
あ
る
。
無
孔
の
鉄
槌
を
無
孔
の
鉄
槌
と
見
ら
れ
る
の
は
、
此
第
二
次
の
分
別
作
用
に
よ
る
も
の
で
す
。
（
『
全
集
』
第

七
巻
、
一
九
〇
頁
、
初
出
一
九
三
九
年
） 
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ま
た
、「
即
非
の
論
理
」
の
成
立
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
「
禅
体
験
」
と
「
禅
意
識
」
の
相
補
的
関
係
と
し
て
示
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
不
可
思

議
の
体
験
と
、
そ
れ
を
言
語
化
す
る
と
い
う
ジ
ェ
イ
ム
ズ
宗
教
学
の
枠
組
み
か
ら
完
全
に
離
脱
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
ず

初
に
そ
れ
自
体
言
語
化

不
能
な
体
験
を
想
定
し
、
そ
れ
を
体
験
の
後
か
ら
記
述
す
る
と
い
う
関
係
と
、
言
語
化
さ
れ
た
と
き
に
体
験
が
真
に
体
験
と
な
る
と
す
る
関
係
は
、
明
確
に
そ

の
立
場
を
異
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
、
中
期
思
想
（
ジ
ェ
イ
ム
ズ
宗
教
心
理
学
）
と
後
期
思
想
（
禅
思
想
）
と
い
う
二
つ
の
枠
組
み
は
、
そ
の
移
行
段
階
で
あ
る
一
九
三
〇
年
代
に
お
い

て
は
、
併
存
が
可
能
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
一
九
四
〇
年
代
に
「
禅
体
験
」
と
「
禅
意
識
」
と
い
う
対
概
念
が
提
示
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
も
は
や
併
存
不
可
能
な

そ
の
真
理
が
作
用
す
る
と
こ
ろ
に
分
別
を
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
必
ず
し
も
無
分
別
と
分
別
と
い
う
矛
盾
す
る
両
者
を
一
致
相
即
す
る
も
の
と
捉
え
る
必
要
は

な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
本
来
空
な
る
「
体
」
を
一
つ
の
実
体
と
し
て
固
定
化
さ
せ
る
こ
と
が
、
仏
教
的
立
場
と
は
相
容
れ
な
い
と
考
え
た
の
が
六
祖
慧
能
や

荷
澤
神
会
で
あ
り
、
ま
た
彼
ら
の
思
想
を
み
ず
か
ら
の
う
ち
に
取
り
込
ん
だ
大
拙
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
体
用
一
致
論
を
採
る
大
拙
に
と
っ
て
、「
無
分
別
」
と
「
分

別
」
と
は
直
ち
に
同
定
さ
れ
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
矛
盾
す
る
二
者
が
同
時
に
同
一
で
あ
る
と
い
う
関
係
を
説
明
可
能
な
論
理

の
創
出
が
、
「
即
非
の
論
理
」
と
い
う
形
で
結
実
し
た
の
で
あ
る
。
「
即
非
の
論
理
」
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
単
に
大
拙
が
『
金
剛
経
』
を
解
釈
し
た
と
い
う
偶

然
的
事
象
で
は
な
く
、「
定
慧
不
二
」
と
い
う
南
宗
禅
の
立
場
を
採
ろ
う
と
す
る
大
拙
に
要
請
さ
れ
た
、
必
然
的
な
結
果
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
大
拙
自
身
は
『
禅

と
日
本
文
化
』
の
講
演
の
時
点
（
一
九
三
六
年
）
で
既
に
「
即
非
の
論
理
」
の
構
想
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
大
拙
が
『
神
会
録
』
や
『
六
祖
壇

経
』
の
校
訂
を
終
え
、『
校
刊
少
室
逸
書
及
解
説
』
を
出
版
し
た
時
期
と
一
致
す
る
。
前
章
で
考
察
し
た
体
用
一
致
論
の
採
用
が
「
即
非
の
論
理
」
を
形
成
さ
せ

た
と
い
う
見
方
は
、
思
想
的
展
開
の
上
で
も
、
大
拙
の
伝
記
的
追
跡
の
上
で
も
、
自
然
な
流
れ
と
し
て
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。 

  

そ
れ
は
単
に
経
験
と
は
名
づ
け
が
た
い
も
の
な
の
だ
。
経
験
は
心
理
的
で
あ
る
が
、
禅
の
い
ふ
変
貌
は
心
理
的
な
も
の
で
は
な
い
、
い
は
ば
形
而
上
的

メ

タ

フ

イ

ジ

カ

ル

或
は

実

存

的

エ
キ
ジ
ス
テ
ン
シ
ヤ
ル

と
称
す
べ
く
、
そ
れ
は
心
理
的
以
上
の
も
の
な
の
だ
。
禅
に
は
心
理
学
的
な
面
の
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
禅
は
更
に
心
理
学
的
な
も
の

を
超
え
て
ゆ
く
も
の
だ
。
（
『
全
集
』
第
十
二
巻
、
二
九
三
頁
、
初
出
一
九
四
九
年
） 
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さ
て
、
こ
こ
か
ら
「
即
非
の
論
理
」
の
内
実
を
よ
り
詳
細
に
考
察
し
た
い
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
同
じ
「
即
非
の
論
理
」
で
あ
っ
て
も
そ
の
内
に
い
く
つ

か
の
異
な
る
側
面
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
諸
側
面
が
い
か
に
関
係
す
る
の
か
は
、

後
に
考
察
す
る
と
し
て
、
ま
ず
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
脈
の
「
即

非
の
論
理
」
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。 

 
 

こ
れ
は
肯
定
が
否
定
で
、
否
定
が
肯
定
だ
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
…
… 

 

「
即
非
の
論
理
」
が
一
般
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、『
日
本
的
霊
性
』
の
初
版
に
附
さ
れ
た
「
金
剛
経
の
禅
」
と
い
う
一
篇
に
よ
る
。
そ
こ
で
は

次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

 

こ
れ
は
如
何
に
も
非
合
理
だ
と
考
へ
ら
れ
よ
う
。
即
ち
、
も
つ
と
普
通
の
言
葉
に
直
し
て
云
ふ
と
わ
か
る
。
山
を
見
れ
ば
山
で
あ
る
と
云
ひ
、
川
に
向

へ
ば
川
で
あ
る
と
云
ふ
。
こ
れ
が
吾
等
の
常
識
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
般
若
系
思
想
で
は
、
山
は
山
で
な
い
、
川
は
川
で
な
い
、
そ
れ
故
に
、
山
は
山
で
、

川
は
川
で
あ
る
と
、
か
う
い
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
一
般
の
考
へ
方
か
ら
見
る
と
、
頗
る
非
常
識
な
物
の
見
方
だ
と
云
ふ
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
凡
て
吾
等
の
言
葉
・
観
念
又
は
概
念
と
い
ふ
も
の
は
、
さ
う
い
ふ
風
に
、
否
定
を
媒
介
に
し
て
、
始
め
て
肯
定
に
入
る
の
が
、
本
当
の
見
方
だ
と
い

も
の
と
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
同
時
に
後
期
思
想
が
一
つ
の
枠
組
み
と
し
て
完
成
し
た
と
い
う
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
。
本
論
の
大
拙
思
想
三
期
区
分
仮
説

が
、「
即
非
の
論
理
」
を
も
っ
て
後
期
思
想
成
立
と
し
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
想
形
成
史
に
お
け
る
「
即
非
の
論
理
」
の
意
味
を
踏
ま
え
て
、

次
に
そ
の
実
際
の
内
容
に
立
ち
入
っ
て
い
き
た
い
。 

  

第
四
節 
定
式
と
し
て
の
「
即
非
の
論
理
」 

故
に
、
Ａ
は
Ａ
で
あ
る
。 

Ａ
は
Ａ
で
な
い
、 

Ａ
は
Ａ
だ
と
云
ふ
の
は
、 
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こ
こ
で
は
分
化
と
未
分
化
の
本
来
的
相
即
関
係
か
ら
即
非
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
Ａ
は
Ａ
で
は
な
い
」
と
い
う
言
明
は
、
Ａ
が
Ａ
と
い
う
個
と
し
て
言
語

化
さ
れ
る
以
前
の
未
分
化
の
場
を
指
し
て
い
る
。
Ａ
は
Ａ
と
分
別
さ
れ
る
以
前
に
は
Ａ
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
意
味
で
、
未
分
化
の
場
と
は
「
無
分
別
」
の
こ

と
を
意
味
す
る
と
解
釈
で
き
る
。 

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
や
は
り
「
Ａ
は
Ａ
な
ら
ず
」
と
い
う
一
節
で
あ
る
。
我
々
の
日
常
の
論
理
か
ら
す
れ
ば
「
Ａ
は
Ａ
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
は
素
朴

に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。「
即
非
の
論
理
」
が
思
想
史
上
に
革
命
的
な
点
は
「
Ａ
は
Ａ
な
ら
ず
」
と
言
明
し
た
点
に
あ
る
。
で
は
何
故
Ａ
は
Ａ
で
な
い
の

か
。
大
拙
は
別
の
文
脈
で
は
次
の
よ
う
な
論
を
展
開
し
て
い
る
。 

こ
の
Ａ
と
い
う
個
を
Ａ
と
し
て
認
識
す
る
原
理
が
「
非
」
で
あ
り
、
そ
し
て
同
時
に
そ
の
矛
盾
が
そ
の
ま
ま
肯
定
さ
れ
る
場
が
「
即
」
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ

は
、
Ａ
と
Ｂ
が
二
者
と
し
て
分
化
す
る
以
前
に
は
同
じ
場
に
あ
っ
た
と
い
う
形
で
の
相
即
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
未
分
化
（
の
世
界
）
た
る
「
即
」
が
、
個
へ

と
分
節
化
さ
れ
た
「
非
」
と
別
に
存
在
し
て
い
る
の
で
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
分
別
と
は
、
未
分
化
の
世
界
（
即
）
を
分
節
化
し
て
（
非
）
個
的
事
物

を
認
識
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
は
も
と
も
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
。
そ
れ
故
、
「
無
分
別
」
に
よ
っ
て
初
め
て
「
分
別
」
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
い
え
ば
、
Ａ
を
Ａ
と
分
別
す
る
こ
と
は
そ
の
分
別
以
前
の
「
無
分
別
」
が
な
い
限
り
不
可
能
で
あ
る
。「
即
非
の
論
理
」
は
「
故
に
Ａ
な
り
」
と
閉
め
ら

れ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
は
Ａ
以
前
の
無
分
別
が
あ
る
た
め
に
、
Ａ
と
い
う
分
化
が
可
能
と
な
る
と
い
う
関
係
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ど

ん
な
Ａ
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
れ
が
概
念
で
あ
る
以
上
、
そ
の
も
の
と
し
て
実
在
し
な
い
こ
と
を
大
拙
は
「
Ａ
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
示
そ
う
と
し
て

   
い
ま
一
つ
記
憶
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
肝
要
事
は
、
悟
り
は
、
未
分
化
の
場
と
い
ふ
も
の
を
、
未
分
化
の
も
の
、
未
限
定
の
も
の
と
し
て
ば
か
り

で
な
く
、
同
時
に
無
限
に
分
化
し
限
定
せ
ら
れ
て
ゆ
く
も
の
と
し
て
、
受
け
入
れ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
二
巻
、
三
一
三
頁
、
初
出
一

九
四
九
年
） 

ふ
の
が
、
般
若
論
理
の
性
格
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
五
巻
、
三
八
一
頁
、
初
出
一
九
四
四
年
） 
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禅
宗
で
は
一
般
に
「
不
立
文
字
」
や
「
教
外
別
伝
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
悟
り
が
言
語
を
超
え
て
い
る
点
を
強
調
す
る
。
言
語
に
よ
る
認
識
は
そ
の
内
に

構
造
的
な
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
認
識
は
大
拙
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。 

い
る
一
四

。『
金
剛
経
』
の
本
文
で
は
「
是
名
Ａ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
論
理
は
Ａ
と
い
う
個
が
Ａ
と
「
名
づ
け
ら
れ
る
」
こ
と
を
問
題
と
す
る
。
谷
口
が
『
金

剛
経
』
の
定
式
を
「
如
来
の
説
く
A1
は
A2
で
は
な
い
、
と
如
来
は
言
わ
れ
る
。
故
に
、
如
来
は
そ
の
A1
や
A2
を
「
A3
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
」
と
よ
り
厳
密
な

定
式
化
を
与
え
た
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
一
五

。
「
故
に
Ａ
な
り
」
と
は
、
こ
の
よ
う
に
そ
の
も
の
と
し
て
の
本
性
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
り
つ
つ
も
Ａ
と
い

う
個
が
成
立
し
て
く
る
、
そ
の
よ
う
な
「
空
」
を
示
唆
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。 

大
拙
は
こ
こ
で
、
こ
と
ば
、
文
字
、
概
念
を
介
し
た
認
識
に
つ
い
て
の
問
題
を
提
示
す
る
。
人
間
の
用
い
る
こ
と
ば
や
概
念
と
い
っ
た
も
の
は
、「
事
実
」
そ
の

も
の
で
は
な
く
、「
事
実
」
を
象
徴
さ
せ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
符
号
に
過
ぎ
な
い
と
大
拙
は
い
う
。
こ
と
ば
と
は
、
空
間
的
に
多
様
で
、
時
間
的
に
動
的
な
具
体

的
「
事
実
」
の
世
界
を
、
抽
象
的
か
つ
静
的
に
切
り
取
る
も
の
で
あ
り
、
「
事
実
」
を
単
純
化
さ
せ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
例
え
ば
、
「
花
が
美
し
い
」
と
い
う

命
題
は
、
確
か
に
眼
前
の
花
を
取
り
上
げ
て
い
る
限
り
一
定
の
事
実
を
叙
述
し
て
い
る
と
言
え
る
も
の
の
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
真
の
「
事
実
」
と
は
、「
花
」

と
い
う
名
詞
、「
美
し
い
」
と
い
う
形
容
詞
で
切
り
取
ら
れ
る
以
上
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
花
び
ら
の
微
妙
な
色
合
い
、
形
、
香
り
、
そ
し
て
そ
れ
が
咲
い
て

  

言
句
文
字
と
云
へ
ば
、
つ
ま
り
便
利
の
た
め
に
出
来
た
も
の
で
あ
る
。
我
と
人
と
交
際
す
る
に
当
り
て
、
思
想
の
交
換
を
円
滑
に
せ
ん
と
思
へ
ば
、
い
つ

も
事
実
そ
の
も
の
を
引
つ
ぱ
つ
て
あ
る
く
わ
け
に
行
か
ぬ
。
そ
こ
で
人
間
の
智
慧
は
言
句
文
字
を
発
明
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
此
便
利
な
器
械
が
一
た
び
出

来
て
か
ら
は
、
器
械
の
目
的
の
方
が
忘
れ
ら
れ
て
器
械
そ
の
も
の
が
非
常
に
珍
重
が
ら
れ
る
に
至
つ
た
、
従
つ
て
此
方
面
の
智
慧
は
長
足
の
進
歩
を
な
し

た
が
、
言
句
発
明
の
真
意
は
次
第
に
閑
却
せ
ら
る
る
に
至
つ
た
。
其
結
果
は
如
何
か
と
云
ふ
と
、
言
句
が
直
ち
に
事
実
そ
の
も
の
と
看
做
さ
れ
て
来
た
。

固
よ
り
言
句
も
言
句
と
し
て
は
事
実
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
言
句
と
こ
れ
で
現
し
て
を
る
事
実
と
を
混
同
し
て
は
な
ら
ぬ
。
事
実
は
事
実
で
、
言
句
は
こ
れ

に
対
す
る
符
号
で
あ
る
、
象
徴
で
あ
る
。
画
餅
餓
ゑ
に
充
ら
ず
〔
マ
マ
・
蓮
沼
〕
、
水
を
説
い
て
も
渇
を
癒
さ
ぬ
と
同
じ
こ
と
で
、
象
徴
は
事
実
そ
の
も
の

の
役
目
を
果
さ
ぬ
。
（
『
全
集
』
第
十
六
巻
、
三
五
六
頁
、
初
出
一
九
一
六
年
） 
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こ
れ
に
従
え
ば
、
我
々
が
認
識
し
て
い
る
世
界
は
言
葉
に
よ
っ
て
切
り
分
け
ら
れ
た
個
物
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
個
の
総
体
と
し
て
世
界
全
体

が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
は
本
来
無
分
別
な
世
界
全
体
を
分
別
に
よ
っ
て
切
り
分
け
る
こ
と
を
通
じ
て
個
的
存
在
が
現
出
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の

場
合
の
個
物
と
は
、
質
量
を
も
っ
た
物
体
に
限
ら
ず
、
抽
象
的
な
概
念
を
も
含
ん
だ
一
つ
一
つ
の
「
こ
と
ば
」
を
意
味
し
て
い
る
。
大
拙
が
知
性
だ
け
で
な
く
、

霊
性
的
自
覚
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
背
景
の
一
つ
に
は
、
知
性
そ
の
も
の
の
持
つ
能
力
的
欠
陥
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
即
非
の
論
理
」
と

は
、
第
一
に
無
分
別
と
分
別
の
間
に
横
た
わ
る
相
即
と
矛
盾
を
、
言
語
使
用
の
観
点
か
ら
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
と
結
論
で
き
る
。 

 

し
か
し
、
大
拙
は
晩
年
に
な
る
と
若
干
異
な
っ
た
形
で
「
即
非
の
論
理
」
を
説
明
す
る
。
一
九
五
二
年
の
論
考
「
禅
の
哲
学
」
で
の
説
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。 そ

の
た
め
、
符
号
に
過
ぎ
な
い
こ
と
ば
や
概
念
に
「
事
実
」
と
い
う
資
格
を
与
え
る
こ
と
は
、
こ
と
ば
本
来
の
役
割
を
越
え
た
過
剰
な
期
待
で
あ
る
。
上
述

し
て
き
た
分
別
知
と
は
、「
事
実
」
そ
の
も
の
す
な
わ
ち
未
分
節
の
世
界
を
諸
々
の
概
念
へ
と
「
分
別
（
分
節
化
）
」
し
、
そ
の
諸
々
の
概
念
を
基
盤
と
し
て
様
々

な
思
惟
作
用
を
行
使
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
分
別
識
と
は
「
事
実
」
そ
の
も
の
の
抽
象
化
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
も
の
で

あ
る
。
分
別
を
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
逆
に
「
無
分
別
の
分
別
」
と
は
、
こ
と
ば
の
媒
介
を
経
ず
、「
事
実
」
そ
の
も
の
を
直
接
的
に
把
握
す
る
こ
と
で
、

分
別
の
内
容
が
単
な
る
符
号
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
体
験
的
に
自
覚
し
た
在
り
様
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
分
別
と
は
常
に
分
別
さ
れ
る
べ

き
無
分
別
の
世
界
が
根
柢
に
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
為
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
に
着
目
す
れ
ば
、
分
別
は
無
分
別
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
初

め
て
成
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
改
め
て
結
論
さ
れ
る
。 

い
る
風
景
、
日
差
し
や
気
温
な
ど
、
花
と
そ
れ
を
見
る
人
間
を
取
り
巻
く
す
べ
て
が
渾
然
と
同
居
し
て
い
る
主
客
未
分
の
状
況
、
よ
り
厳
密
に
言
え
ば
、
そ
の

よ
う
に
限
定
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
「
生
の
現
実
」
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
が
、
大
拙
の
い
う
「
事
実
」
な
の
で
あ
る
。
人
は
そ
の
よ
う
な
無
限
に
記
述
可

能
な
現
実
、
「
事
実
」
の
世
界
を
、
「
花
が
美
し
い
」
と
い
う
単
純
な
命
題
で
限
定
さ
せ
、
象
徴
さ
せ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。 

 

如
〔
即
と
同
義
・
蓮
沼
〕
の
外
側
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
一
切
の
事
実
は
何
等
か
の
矛
盾
を
必
ず
含
ん
で
ゐ
る
。
す
な
は
ち
、
Ａ
は
非
Ａ
に
対
立
し
な
い
限

り
Ａ
で
あ
り
得
な
い
が
、
非
Ａ
は
Ａ
と
な
る
こ
と
を
必
要
と
さ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
Ａ
は
非
Ａ
が
Ａ
の
中
に
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
意
味
し
て
ゐ
る
。
Ａ
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こ
こ
で
は
、
Ａ
が
成
立
す
る
に
は
Ａ
の
う
ち
に
非
Ａ
を
含
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
矛
盾
が
示
さ
れ
て
い
る
。
大
拙
は
こ
こ
で
み
ず
か
ら
の
提
示
し
た
「
Ａ
は

Ａ
に
あ
ら
ず
、
故
に
Ａ
な
り
」
と
い
う
定
式
を
「
Ａ
は
非
Ａ
な
り
、
故
に
Ａ
な
り
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、「
Ａ
に
あ
ら
ず
」
と
「
非
Ａ
な
り
」
が
厳
密
に
は
互

換
さ
れ
な
い
以
上
、
こ
の
違
い
は
解
釈
上
の
問
題
と
な
る
。 

こ
の
「
非
Ａ
」
を
「
Ａ
」
と
い
う
言
語
化
以
前
の
「
無
分
別
」
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
先
程
ま
で
の
解
釈
と
同
様
、「
即
非
の
論
理
」
は
無
分
別
と
分
別
の
間

の
相
即
矛
盾
関
係
を
示
す
も
の
と
な
る
。
し
か
し
、
「
非
Ａ
」
を
「
Ａ
な
ら
ざ
る
も
の
」
と
解
釈
す
る
場
合
、
「
即
非
の
論
理
」
全
体
の
構
造
が
一
変
す
る
。 

  

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
上
述
の
論
考
に
偶
然
的
に
生
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
『
禅
』
（
一
九
六
五
年
）
か
ら
も
導
き
出
せ
る
。 

人
は
問
ふ
か
も
し
れ
な
い
。「
か
う
し
た
矛
盾
は
な
ぜ
か
」
と
。
答
へ
は
か
う
で
あ
る
。

如
タ
タ
タ
ー

の
ゆ
ゑ
に
か
く
の
ご
と
し
、
と
。
か
く
の
ご
と
き
が
ゆ
ゑ
に

か
く
の
ご
と
し
、
で
あ
つ
て
、
ほ
か
に
は
何
の
理
由
も
な
い
。
し
た
が
つ
て
何
の
論
理
も
な
く
、
分
析
も
な
く
、
ま
た
矛
盾
も
な
い
。
萬
物
は
、
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
形
の
矛
盾
を
ふ
く
め
て
、
す
べ
て
永
遠
に
タ
タ
タ
ー
で
あ
る
。
「
Ａ
」
は
「
Ａ
」
な
ら
ざ
る
も
の
に
対
し
な
い
か
ぎ
り
、
「
Ａ
」
で
は
あ
り
え
な

い
。
「
Ａ
」
を
「
Ａ
」
で
あ
ら
し
め
る
た
め
に
は
、
「
非
Ａ
」
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
「
Ａ
」
の
中
に
「
非
Ａ
」
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
「
Ａ
」

が
「
Ａ
」
自
体
で
あ
ら
う
と
す
る
時
に
は
、
そ
れ
は
す
で
に
そ
れ
自
体
の
外
に
あ
る
も
の

―
つ
ま
り
、
「
非
Ａ
」
で
あ
る
。
も
し
「
Ａ
」
が
そ
の
中
に

そ
れ
自
体
で
な
い
も
の
を
含
ま
な
い
な
ら
ば
、「
Ａ
」
を
「
Ａ
」
で
あ
ら
し
め
る
た
め
に
、「
Ａ
」
か
ら
「
非
Ａ
」
が
出
て
く
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。「
Ａ
」

は
こ
の
矛
盾
ゆ
ゑ
に
、「
Ａ
」
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
矛
盾
は
、
わ
れ
わ
れ
が
論
理
家
を
行
な
ふ
時
に
は
じ
め
て
現
は
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
タ
タ
タ
ー
の
中

に
ゐ
る
か
ぎ
り
は
、
何
の
矛
盾
も
存
在
し
な
い
。
禅
は
矛
盾
を
知
ら
な
い
。
矛
盾
に
遭
遇
す
る
の
は
論
理
化
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
は
、
矛
盾
は
自
分
た
ち

が
Ａ
自
身
た
ら
ん
と
欲
す
る
場
合
に
は
、
Ａ
は
す
で
に
自
己
の
外
側
に
出
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
。
す
な
は
ち
、
非
Ａ
と
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
も
し
も
Ａ

が
自
己
の
中
に
自
己
以
外
の
も
の
を
含
ん
で
ゐ
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
非
Ａ
は
Ａ
を
し
て
Ａ
た
ら
し
め
て
ゐ
る
や
う
な
Ａ
か
ら
生
じ
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

Ａ
は
こ
の
矛
盾
の
故
に
Ａ
な
の
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
は
、
わ
れ
わ
れ
が
論
理
の
世
界
に
身
を
置
く
場
合
に
の
み
生
ず
る
の
で
あ
つ
て
、
如
の
中
に
ゐ
る
な

ら
ば
決
し
て
生
じ
な
い
。
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
四
巻
、
四
三
～
四
四
頁
、
初
出
一
九
五
二
年
） 
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大
拙
に
お
い
て
は
如
（
タ
タ
タ
ー
）
と
無
分
別
と
は
ほ
ぼ
同
義
に
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
タ
タ
タ
ー
と
は
別
に
「
非
Ａ
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
文
脈
の
「
非
Ａ
」
を
「
無
分
別
」
に
置
き
換
え
て
解
釈
で
き
な
い
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
如
の
外
側
か
ら
見
る
な
ら
ば
」
と
大
拙
自
身

が
明
言
し
て
い
る
以
上
、
こ
こ
で
い
わ
れ
る
「
非
Ａ
」
と
は
第
一
に
「
Ａ
以
外
の
存
在
」
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。 

「
非
Ａ
」
を
「
Ａ
な
ら
ざ
る
も
の
」
と
理
解
す
る
と
、
こ
の
定
式
は
次
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
Ａ
は
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
と
い
っ
た
Ａ
な
ら
ざ
る
も

の
と
無
限
に
区
別
さ
れ
る
が
故
に
、
Ａ
と
し
て
存
在
し
う
る
。
山
は
、
川
で
も
な
く
、
谷
で
も
な
く
、
海
で
も
な
く
、
と
山
以
外
の
も
の
と
の
境
界
を
無
限
に

引
く
こ
と
に
よ
っ
て
山
と
呼
ば
れ
る
。
山
は
川
や
海
と
区
別
さ
れ
る
も
の
と
し
て
存
立
し
て
お
り
、
山
と
い
う
存
在
の
成
立
に
は
（
山
の
中
に
は
）
、
山
で
な
い

も
の
の
存
在
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
彼
は
Ａ
と
い
う
個
の
成
立
に
Ａ
以
外
の
も
の
が
不
可
欠
に
介
在
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
相
依
相
関
関
係
の
観
点
か
ら
一
切
の
事
物
の
自
性
（
そ
れ
自
体
の
本
性
）
を
否
定
し
た
、
龍
樹
の
縁
起
思
想
と
類
似
し
て
く
る

一
六

。
し
か
し
、
大
拙
の
「
即
非
の
論
理
」
が
龍
樹
の
縁
起
説
と
異
な
る
の
は
、
Ａ
が
Ａ
の
み
に
よ
っ
て
存
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
う
ち
に
非
Ａ
を
含
む

こ
と
と
い
う
こ
と
を
、「
Ａ
は
非
Ａ
で
あ
る
」
と
表
現
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
Ａ
と
非
Ａ
の
相
依
相
関
関
係
が
Ａ
と
非
Ａ
の
相
即
矛
盾
関
係
と
し
て
示
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
転
ず
れ
ば
山
は
川
で
あ
り
、
谷
で
あ
る
、
と
い
っ
た
言
明
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。 

 

 

が
作
っ
た
も
の
だ
と
い
ふ
こ
と
を
忘
れ
て
ゐ
る
。
禅
は
、
一
切
を
あ
る
が
ま
ま
に
受
け
入
れ
る
。
そ
し
て
矛
盾
は
、
大
騒
ぎ
を
せ
ず
と
も
、
お
の
づ
か
ら

解
消
す
る
。
矛
盾
の
消
滅
を
体
験
せ
ん
が
た
め
に
全
世
界
を
滅
却
し
去
つ
た
り
、
あ
る
い
は
抽
象
的
非
実
体
に
帰
し
て
し
ま
つ
た
り
す
る
の
は
、
禅
の
行

き
方
で
は
な
い
。
（
『
全
集
』
第
十
四
巻
、
四
七
七
～
四
七
八
頁
、
初
出
一
九
五
六
年
） 

云
ひ
換
へ
る
と
、
Ａ
が
Ｂ
に
な
り
Ｃ
に
な
り
、
ま
た
そ
の
他
の
も
の
に
な
る
。
論
理
的
に
み
る
と
は
な
は
だ
非
論
理
的
だ
が
、
さ
う
い
ふ
こ
と
の
で
き
る

世
界
を
東
洋
人
は
持
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
が
、
東
洋
文
化
の
根
柢
、
ま
た
、
生
活
の
基
礎
と
な
つ
て
ゐ
る
。
も
う
一
度
云
ひ
換
へ
る
と
、
Ａ
が
Ａ
で
あ
つ
て
、

Ｂ
が
Ｂ
で
あ
つ
て
、
し
か
も
Ａ
が
Ｂ
に
な
り
、
Ｂ
が
Ａ
に
な
る
、
と
い
ふ
こ
と
は
論
理
だ
け
で
は
で
き
な
い
働
き
で
あ
る
。
そ
の
働
き
の
出
る
と
こ
ろ
を

つ
か
ま
へ
な
い
と
、
本
当
の
東
洋
精
神
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
を
つ
か
む
こ
と
に
よ
つ
て
、
わ
れ
わ
れ
東
洋
人
の
物
の
見
方
が
理
解
で
き
る
。
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こ
の
よ
う
に
「
Ａ
は
Ａ
な
ら
ず
（
非
Ａ
な
り
）
、
故
に
Ａ
な
り
」
と
い
う
定
式
は
、
Ａ
と
非
Ａ
を
同
定
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
眼
目
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
は

い
う
な
れ
ば
矛
盾
の
肯
定
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
拙
は
「
即
非
の
論
理
」
の
本
質
を
矛
盾
の
同
一
性
と
し
て
規
定
す
る
。 

こ
れ
は
『
東
洋
の
心
』
（
一
九
六
五
年
）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
先
の
無
分
別
と
分
別
の
相
即
矛
盾
関
係
が
垂
直
方
向
の
「
即
非
の
論
理
」
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、

こ
こ
で
い
う
個
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
世
界
と
の
相
即
矛
盾
関
係
は
水
平
方
向
の
「
即
非
の
論
理
」
と
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

前
節
で
は
「
即
非
の
論
理
」
を
「
Ａ
は
Ａ
で
な
い
」
も
し
く
は
「
Ａ
は
非
Ａ
な
り
」
と
分
析
し
た
が
、
こ
こ
で
は
ま
と
め
て
相
矛
盾
す
る
二
つ
の
原
理
と
し
て

「
即
」
と
「
非
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
即
」
と
は
同
一
性
、「
非
」
と
は
「
根
本
の
矛
盾
」
を
意
味
し
て
い
る
。「
非
」
の
原
理
は
矛
盾
と
い
う
観
点
か
ら
世
界

     

こ
れ
を
般
若
哲
学
の
論
理
で
云
ふ
と
、
「
即
非
」
の
論
理

―
当
今
の
弁
証
法
で
あ
る
。
「
非
」
と
は
根
本
の
矛
盾
を
云
ふ
。
「
さ
う
だ
」
と
「
さ
う
で
な

い
」
と
の
対
立
を
云
ふ
。
即
ち
生
死
の
世
界
、
寒
暑
の
世
界
、
絶
対
に
相
容
れ
ぬ
も
の
の
抗
争
を
云
ふ
。「
即
」
と
は
此
の
絶
対
に
相
容
れ
ぬ
も
の
が
、
そ

の
ま
ま
に
同
一
性
と
云
ふ
場
面
に
動
い
て
居
る
と
の
義
で
あ
る
。
同
一
性
と
云
う
も
の

―
「
即
」

―
が
別
に
あ
つ
て
、
そ
れ
で
相
容
れ
ぬ
も
の

―
「
非
」

―
を
包
む
と
云
ふ
の
で
な
い
。
「
非
」
そ
の
ま
ま
に
「
即
」
、
即
ち
絶
対
に
相
「
非
」
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
直
ち
に
「
即
」
な
の
で
あ
る
。

「
即
」
と
「
非
」
と
は
そ
の
ま
ま
で
同
一
な
の
で
あ
る
。
一
方
か
ら
他
方
へ
移
る
こ
と
が
な
い
の
だ
。
移
る
と
云
ふ
こ
と
が
あ
れ
ば
、「
即
」
も
「
非
」
も

な
く
な
る
。
「
即
非
」
の
論
理
は
成
り
立
た
ぬ
。
そ
れ
故
、
此
論
理
を
成
り
立
た
す
る
は
、
普
通
に
云
ふ
知
的
分
別
を
棄
て
て
し
ま
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

（
『
全
集
』
第
十
三
巻
、
二
七
四
～
二
七
五
頁
、
初
出
一
九
四
一
年
）
一
七 

第
五
節 

矛
盾
の
自
己
同
一
と
し
て
の
「
即
非
の
論
理
」 

（
『
全
集
』
第
二
十
巻
、
六
八
頁
、
初
出
一
九
五
七
年
） 
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こ
こ
で
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
二
つ
の
原
理
の
提
示
そ
れ
自
体
の
中
に
「
即
」
と
「
非
」
と
い
う
原
理
が
働
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
即
」
の
原
理
と
「
非
」
の
原
理
は
そ
れ
ぞ
れ
、
同
一
性
と
矛
盾
と
い
う
絶
対
に
異
な
る
二
つ
の
内
容
を
意
味
し
て
い
る
。「
即
非
の
論
理
」
を
、
言
葉
に
よ
っ

て
諸
機
能
に
分
析
す
る
「
非
」
の
観
点
か
ら
見
る
限
り
、「
即
」
と
「
非
」
と
は
相
対
立
す
る
二
つ
の
矛
盾
す
る
原
理
の
提
示
で
あ
る
。
他
方
、
こ
の
二
つ
の
原

す
な
わ
ち
、
言
語
で
表
現
さ
れ
た
分
別
と
し
て
の
矛
盾
対
立
関
係
が
、
言
語
以
前
と
も
い
う
べ
き
「
無
分
別
」
に
お
い
て
相
即
す
る
と
い
う
こ
と
が
、「
即
」
の

意
味
な
の
で
あ
る
。 

で
は
同
一
性
を
意
味
す
る
「
即
」
と
は
何
か
。
こ
こ
で
い
う
同
一
性
と
は
何
ら
か
の
数
的
、
質
的
な
共
通
性
の
故
に
Ａ
と
Ｂ
が
同
一
で
あ
る
と
す
る
も
の
で

は
な
く
、
矛
盾
す
る
Ａ
と
Ｂ
が
そ
の
ま
ま
で
同
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
矛
盾
す
る
と
い
う
こ
と
そ
れ
自
体
が
同
一
性
を
有
し
て
い
る
と
い

う
主
張
で
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
れ
は
言
語
に
よ
っ
て
世
界
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
分
別
の
立
場
に
立
つ
限
り
不
可
能
な
事
態
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

大
拙
は
こ
こ
で
も
「
即
」
を
「
無
分
別
」
に
対
応
さ
せ
て
い
る
。 

を
認
識
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
般
的
に
我
々
が
言
葉
を
用
い
て
認
識
す
る
方
法
と
考
え
て
よ
い
。
人
間
は
Ａ
と
Ｂ
と
が
対
立
す
る
（
同
一
で
な
い
）

と
い
う
区
別
に
よ
っ
て
、
世
界
を
様
々
に
切
り
分
け
て
い
く
。 

  

大
乗
仏
教
の
根
本
思
想
は
、
一
切
は
無
住
、
、
の
上
に
立
て
ら
れ
る
と
云
ふ
と
こ
ろ
に
在
る
。
無
住
、
、
は
無
縛
・
無
解
・
無
為
・
無
所
得
・
無
所
住
で
あ
り
、
又

如、
で
あ
る
。
無、
は
絶
対
否
定
で
、
如、
は
絶
対
肯
定
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
絶
対
否
定
が
絶
対
肯
定
で
あ
り
、
絶
対
肯
定
が
絶
対
否
定
で
あ
る
と
、
般
若
哲

学
は
云
ふ
。
こ
れ
を
ま
た
即
非
の
論
理
と
も
云
ふ
。
即、
は
否
定
が
肯
定
で
、
肯
定
が
否
定
で
あ
る
と
こ
ろ

―
相
即、
す
る
と
こ
ろ

―
を
指
し
、
非、
は
否

定
と
肯
定
と
が
相
対
立
し
、
相
矛
盾
し
、
相
非、
す
る
と
こ
ろ
を
指
す
の
で
あ
る
。
即、
を
無
分
別
と
も
云
ひ
、
非、
を
分
別
と
も
云
ふ
。
無
分
別
の
分
別
、
分

別
の
無
分
別
の
と
こ
ろ
に
仏
者
は
安
心
す
る
の
で
あ
る
。
が
、
即、
の
外
に
非、
が
あ
り
、
非、
の
外
に
即、
が
あ
り
、
ま
た
は
無、
と
並
ん
で
如、
が
あ
り
、
如、
の
う

ら
に
無、
が
あ
る
な
ど
と
考
え
る
と
、
そ
こ
に
縛
な
き
に
縛
を
つ
け
て
、
解
を
求
め
る
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
。
（
『
全
集
』
第
一
巻
、
三
〇
四
～
三
〇
五
頁
、

初
出
一
九
四
三
年
） 
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つ
ま
り
、「
即
非
の
論
理
」
と
は
単
純
に
「
即
」
と
い
う
言
葉
で
は
表
現
し
き
れ
な
か
っ
た
動
的
な
相
入
関
係
を
描
写
し
て
い
る
。
彼
は
そ
れ
を
「
般
若
経
の

弁
証
法
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
た
（
『
全
集
』
第
一
巻
、
三
六
一
頁
）
。
言
語
使
用
を
不
可
欠
と
す
る
論
理
の
立
場
に
お
い
て
は
、
本
来
不
可
説
の
「
即
」
と

い
え
ど
も
、
仮
に
言
語
化
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、「
即
」
は
「
非
」
と
対
立
す
る
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
「
即
」
は
結
局
観
念
で
し
か

な
く
、「
即
」
そ
の
も
の
の
動
的
な
内
実
か
ら
か
け
離
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
「
即
」
は
「
非
」
を
媒
介
と
し
て
、
よ
り
的
確
に
そ
の
内
実
を
表
現
す
る
「
即

非
」
の
論
理
へ
と
止
揚
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
止
揚
と
は
対
立
そ
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
肯
定
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
両
者
の
弁
証
法

的
統
一
と
で
も
い
う
べ
き
関
係
が
こ
こ
に
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。 

 
「
非
」
と
は
、「
非
」
そ
の
も
の
を
も
包
む
「
即
」
を
も
、
一
つ
の
対
象
と
し
て
ど
こ
ま
で
も
観
念
化
、
言
語
化
し
て
い
き
、
対
立
の
図
式
に
組
み
込
む
。
他

方
「
即
」
と
は
、
「
即
」
自
身
を
対
象
化
し
よ
う
と
す
る
「
非
」
を
も
無
限
に
包
み
込
ん
で
い
く
相
即
の
原
理
で
あ
る
。
「
即
非
の
論
理
」
と
は
こ
れ
ら
二
つ
の

相
互
に
矛
盾
す
る
動
的
な
原
理
の
同
時
成
立
を
表
現
し
た
も
の
な
の
で
あ
っ
て
、「
即
非
の
論
理
」
そ
れ
自
体
が
矛
盾
的
に
同
一
性
を
有
す
る
と
い
う
自
己
言
及

的
な
関
係
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
即
」
は
「
即
」
と
「
非
」
を
相
即
さ
せ
、
「
非
」
は
、
「
即
」
と
「
非
」
を
対
立
す
る
二
者
と
し
て
見
る
。

二
つ
の
原
理
が
、
対
立
す
る
原
理
を
自
分
自
身
ご
と
取
り
込
ん
で
い
こ
う
と
い
う
、
双
方
向
の
作
用
の
動
的
な
緊
張
関
係
が
、「
即
非
」
の
二
文
字
に
込
め
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
一
八

。 

 

す
な
わ
ち
、
繰
り
返
し
を
恐
れ
ず
に
述
べ
れ
ば
、「
即
」
と
い
う
原
理
が
形
而
上
学
的
に
我
々
の
言
語
認
識
の
世
界
か
ら
独
立
し
て
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
。
そ
の
よ
う
に
「
即
」
を
ど
れ
ほ
ど
丁
寧
に
注
意
深
く
規
定
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
一
つ
の
観
念
と
し
て
設
定
さ
れ
る
以
上
、
結
局
は
「
非
」
を
根

本
と
す
る
分
別
の
立
場
に
還
元
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
真
の
意
味
で
「
即
」
の
内
実
を
表
現
し
て
は
い
な
い
。「
即
」
を
真
に
「
即
」
そ
れ
自
体
の
立
場
か
ら
表

現
す
る
に
は
、「
即
」
と
「
非
」
と
い
う
対
立
そ
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
肯
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
こ
の
「
即
非
」
同
時
成
立
の
論
理
は
「
即
が
そ

の
ま
ま
で
非
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、「
即
非
の
論
理
」
は
、「
非
」
に
つ
い
て
は
一
応
の
説
明
が
可
能
で
あ
る
が
、「
即
」
は
も
は
や
説
明
不
可
能
な
も
の
で
あ
る

と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。「
「
非
」
は
知
性
の
論
理
で
、「
即
」
は
霊
性
の
論
理
で
あ
る
」（
『
全
集
』
第
六
巻
、
八
〇
頁
）
と
大
拙
自
身
が
明
言
し
て
い
る
よ
う
に
、

理
を
「
即
」
の
観
点
か
ら
見
る
と
き
、
「
即
」
と
「
非
」
と
は
矛
盾
し
な
が
ら
も
「
即
非
」
の
論
理
と
し
て
相
即
し
て
い
る
。 
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ど
の
点
か
ら
見
て
も
、
此
土
と
相
対
し
て
相
容
れ
ぬ
浄
土
が
、
実
際
の
経
験
の
上
で
、
此
土
に
は
た
ら
き
か
け

、
、
、
、
、
、
を
す
る
か
ら
、
そ
れ
を
何
と
か
理
窟
づ
け

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
矛
盾
即
自
己
同
一
性
を
、
今
の
場
合
廻
向
、
、
と
云
ふ
。
（
『
全
集
』
第
六
巻
、
一
七
二
頁
、
初
出
一
九
四
二
年
） 

既
に
論
じ
た
よ
う
に
、「
機
法
一
体
」
は
真
宗
教
学
に
お
い
て
は
、
阿
弥
陀
仏
か
ら
の
本
願
廻
向
の
は
た
ら
き
に
お
け
る
機
と
法
の
円
環
的
統
一
性
を
意
味
し

て
い
た
。
大
拙
は
こ
の
こ
と
を
次
に
よ
う
に
示
す
。 

こ
の
「
即
」
は
知
性
の
認
識
対
象
で
は
な
く
、
知
性
に
よ
っ
て
分
別
さ
れ
る
以
前
の
「
無
分
別
」
の
世
界
を
直
接
に
つ
か
む
と
い
う
宗
教
的
な
認
識
、「
霊
性
的

自
覚
」
に
よ
っ
て
初
め
て
自
己
同
一
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
「
即
」
と
は
「
無
分
別
（
未
分
化
）
」
の
「
事
実
そ
の
も
の
」
と
で
も
い

う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
矛
盾
を
原
理
と
し
て
構
成
さ
れ
た
言
語
的
な
現
象
世
界
す
べ
て
を
「
包
む
」
無
分
別
の
立
場
は
分
別
に
よ
っ
て
で
は
な

く
、
霊
性
的
に
自
覚
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
「
即
非
の
論
理
」
は
「
絶
対
に
相
い
れ
な
い
も
の
の
同
一
化
」
と
い
う
説
明
様
式
を
も
有
し
て
い
る
。
こ
れ
は
彼
自
身
明
言
し
て
い
る
よ
う
に
西

田
哲
学
の
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
る
（
『
全
集
』
第
二
十
巻
、
三
五
四
頁
）
。
こ
こ
で
は
第
一
章
で
考
察
し
た
浄
土
教
に
お
け
る

「
機
法
一
体
」
の
思
想
が
「
即
非
の
論
理
」
と
の
連
関
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
大
拙
に
と
っ
て
、「
即
非
の
論
理
」
は
、
阿
弥
陀
仏
と
念
仏
者
の
よ
う
に
「
絶
対

に
相
容
れ
な
い
」
二
者
の
同
一
性
と
い
う
文
脈
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

 

真
宗
で
は
「
南
無
」
は
機、
で
あ
り
、「
阿
弥
陀
仏
」
は
法、
で
あ
る
。
こ
の
機
と
法
と
は
絶
対
相
い
れ
な
い
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
真
宗
は
、
機
と

法
と
は
そ
の
ま
ま
に
一
体
で
あ
り
同
物
で
あ
る
、
そ
こ
に
信
心
決
定
の
安
心
そ
の
も
の
が
あ
る
の
だ
、
と
教
へ
る
。
誠
に
玄
妙
な
話
で
あ
る
。
絶
対
相
い

れ
ぬ
自
力
と
他
力
と
を
同
一
化
し
て
、
そ
れ
が
宗
教
の
究
竟
性
そ
の
ま
ま
、
自
然
法
爾
な
る
も
の
が
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。「
Ａ
が
Ａ
で
な
い
か
ら
Ａ
だ
」

と
い
ふ
矛
盾
論
理
そ
の
ま
ま
で
、
極
楽
往
生
の
神
秘
が
実
現
す
る
。
（
『
全
集
』
第
二
十
巻
、
三
五
四
頁
、
初
出
一
九
六
六
年
） 

と
こ
ろ
で
、
大
拙
は
こ
の
よ
う
な
「
即
」
と
「
非
」
の
関
係
を
「
矛
盾
的
自
己
同
一
」
と
表
現
す
る
。 
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「
願
力
の
廻
向
」
は
一
方
向
き
の
運
動
で
は
な
い
、
願
力
は
い
つ
も
往
還
性
・
回
互
性
・
還
自
性
を
持
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
、
願
力
の
廻
向
は

考
へ
ら
れ
ぬ
。
願
力
が

自
み
ず
か

ら
に
還
る
時
、
そ
れ
は
信
心
の
相
形

か

た

ち

で
還
つ
て
来
る
。
自
分
か
ら
出
る
時
は
願
力
で
、
戻
つ
て
来
る
時
は
信
心
で
あ
る
。
即
非

の
論
理
は
い
つ
も
こ
の
還
自
性
を
持
つ
。
（
『
全
集
』
第
六
巻
、
二
三
六
頁
、
初
出
一
九
四
二
年
） 

 
 

 

霊
の
宗
教

―
以
下
特
別
に
限
定
せ
ぬ
場
合
に
は
唯
々
宗
教
と
云
つ
て
お
く

―
、
こ
れ
に
は
二
つ
の
対
立
す
る
思
想
が
含
ま
れ
て
居
て
、
そ
の
関
係

か
ら
人
間
の
宗
教
生
活
が
出
る
の
で
あ
る
。
二
つ
の
思
想
を
仮
り
に
無
限
と
有
限
と
云
つ
て
お
い
て
も
よ
い
が
、
そ
れ
で
は
餘
り
漠
然
と
す
る
で
あ
ら
う
。

有
限
と
無
限
の
対
立
を
今
少
し
は
つ
き
り

、
、
、
、
さ
せ
る
と
、
左
の
如
き
内
容
が
盛
ら
れ
る
。 

上
述
の
よ
う
な
「
機
法
一
体
」
と
し
て
の
「
即
非
の
論
理
」
は
特
に
浄
土
教
の
文
脈
で
露
わ
に
な
る
が
、
こ
の
主
題
を
一
般
化
し
て
、
宗
教
論
に
普
遍
的
な
問

題
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
の
が
『
宗
教
経
験
の
事
実
』（
一
九
四
三
年
）
で
あ
る
。
大
拙
は
そ
こ
で
、
無
限
と
有
限
、
仏
と
衆
生
、
涅
槃
と
生
死
な
ど
、
対
立

す
る
聖
俗
の
諸
概
念
を
並
列
さ
せ
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。 

   

動
か
ぬ
も
の
、
変
わ
ら
ぬ
も
の
（
寂
然
不
動
） 

動
い
て
止
ま
ぬ
も
の
、
絶
え
ず
変
異
す
る
も
の
（
無
常
迅
速
） 

「
無
限
」
の
な
か
に
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
有
限
」
の
な
か
に
は 

対
を
絶
す
る
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

対
を
待
つ
も
の 

般
若
の
大
知
恵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

分
別
識 

涅
槃 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
死 

無
縁
の
大
悲 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

愛
憎
の
中
に
生
き
る
こ
と
、
倫
理
道
義
の
世
界 

無
知
、
無
分
別 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

見
聞
覚
知
、
対
象
的
認
識 
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こ
の
よ
う
に
宗
教
は
、
無
限
な
る
も
の
と
有
限
な
る
も
の
と
い
う
絶
対
に
対
立
す
る
も
の
の
一
致
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
一
致
」
と
い
っ

て
も
、
有
限
が
無
限
に
合
一
す
る
と
い
う
関
係
に
は
な
ら
な
い
。
大
拙
の
思
想
に
お
い
て
こ
の
両
者
は
「
は
た
ら
き
」
と
し
て
一
と
な
る
の
で
あ
る
。
大
拙
は

「
行
為
的
立
場
」
を
表
明
し
、
あ
く
ま
で
も
有
限
な
る
も
の
の
行
為
を
通
じ
て
無
限
な
る
も
の
と
出
会
う
と
い
う
「
動
態
的
」
な
相
即
関
係
こ
そ
が
真
の
宗
教

 

是
等
対
立
の
両
項
は
絶
対
に
互
に
相
容
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
相
容
れ
ぬ
と
云
ふ
事
実
そ
の
こ
と
の
故
に
、
両
者
は
絶
え
ず
対
立
し
つ
つ
、
而
も

合
致
せ
ん
と
し
て
已
ま
ぬ
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
そ
の
已
ま
ぬ
と
こ
ろ
に
人
間
の
悩
み
が
あ
る
、
そ
こ
か
ら
宗
教
が
生
ま
れ
て
来
る
。
（
『
全
集
』
第
十

巻
、
一
六
～
一
七
頁
、
初
出
一
九
四
三
年
） 

是
等
の
二
列
の
雑
然
と
し
て
並
べ
ら
れ
た
項
目
は
絶
対
に
相
容
れ
ぬ
概
念
の
対
峙
で
あ
る
。
一
方
を
肯
定
す
れ
ば
、
他
は
全
然
そ
の
否
定
で
あ
る
。
… 

法
身
仏 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

仏
魔 

法 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

機 

畢
竟
浄
、
明
浄
直 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

煩
悩
熾
盛
、
染
汚
、
罪
悪 

遊
戯
自
在
、
神
通
無
礙 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

業
、
因
果
、
応
報 

求
む
れ
ば
即
ち
応
ず
る
も
の 

 
 

 
 

 
 

 

求
め
て
已
ま
ぬ
も
の 

心
真
如 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

物
心
、
心
生
滅 

一
切
を
赦
す
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

赦
さ
れ
ざ
る
を
恐
れ
る
も
の 

祈
り
を
き
く
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

祈
る
も
の 

造
つ
て
造
ら
れ
ぬ
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

造
ら
れ
て
造
ら
ぬ
も
の 

仏
（
神
単
数
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

衆
生
、
凡
夫
、
人
、
神
複
数
、
悪
魔

サ

タ

ン 
自
然
、
常
爾
、
法
爾 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

人
為
、
は
か
ら
ひ 

愛
ア
ガ
ペ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

力
マ
ハ
ト 
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と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
い
う
実
存
論
的
即
非
の
論
理
は
具
体
的
に
は
真
宗
の
「
願
生
の
廻
向
」
の
論
理
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
返
し
て
み
る
と
、

そ
こ
に
は
往
相
還
相
と
い
う
二
種
の
側
面
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
大
拙
の
主
張
す
る
「
廻
向
」
が
「
往
相
即
還
相
、
還
相
即
往
相
」
と
い
う
内
実
を
も
つ

も
の
で
あ
る
こ
と
は
後
に
問
題
と
な
る
の
で
、
注
意
し
て
お
き
た
い
。 

 

こ
の
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
と
し
て
の
「
即
非
の
論
理
」
の
背
景
に
も
、
や
は
り
「
体
用
論
」
が
機
能
し
て
い
る
。
無
限
な
る
も
の
は
、
単
に
有
限
な

る
も
の
と
対
立
し
、
超
越
し
て
存
在
し
て
い
る
「
体
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
有
限
な
る
も
の
へ
の
は
た
ら
き
か
け
る
「
用
」
で
も
あ
る
（
体
用
一
致
）
。
絶
対
に

矛
盾
し
な
が
ら
も
、
両
者
が
相
即
す
る
直
接
的
な
契
機
は
無
限
の
側
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
が
「
体
用
」
の
論
理
に
基
づ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
考
察
し
て
い
る
実
存
論
的
な
「
即
非
の
論
理
」
と
は
、
無
限
な
る
も
の
と
有
限
な
る
も
の
を
対
置
さ
せ
る
だ
け
で
は
成
り
立
た
ず
、
そ
の
無
限
な
る
も

の
に
「
体
用
」
の
論
理
を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
る
関
係
で
あ
る
も
の
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

こ
の
よ
う
に
他
力
廻
向
は
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
、
そ
し
て
「
即
非
の
論
理
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
前
節
で

考
察
し
て
き
た
Ａ
と
非
Ａ
の
定
式
と
は
説
明
方
式
を
異
に
し
て
い
る
。
定
式
で
は
、
Ａ
と
い
う
一
つ
の
個
物
が
そ
の
内
に
非
Ａ
を
含
む
が
故
に
Ａ
と
し
て
認
識

可
能
に
な
る
と
い
う
関
係
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
絶
対
に
矛
盾
す
る
二
項
の
同
一
性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
一
九

。
こ
れ
は
Ａ
と
い
う
個
物
の
存
立
構
造

を
明
ら
か
に
す
る
認
識
論
的
・
言
語
論
的
説
明
と
は
異
な
り
、
仏
（
神
）
と
人
間
と
い
う
二
者
の
関
係
を
示
す
、
い
わ
ば
実
存
論
的
な
説
明
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。 

 

こ
の
場
合
、
絶
対
に
矛
盾
す
る
二
者
の
「
即
」
を
可
能
と
す
る
の
は
、
無
限
な
る
も
の
か
ら
の
「
は
た
ら
き
」
で
あ
る
。
無
限
な
る
も
の
は
、
単
に
有
限
な

る
も
の
と
対
立
す
る
超
越
的
存
在
で
は
な
く
、
同
時
に
有
限
な
る
も
の
を
通
じ
て
は
た
ら
く
も
の
で
あ
る
。
有
限
な
る
人
間
は
み
ず
か
ら
が
作
り
出
し
た
分
別

作
用
を
放
擲
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
限
な
る
も
の
の
は
た
ら
き
を
そ
の
身
に
現
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
大
拙
に
と
っ
て
、
こ
の
論
理
を

も

如
実
に
体
現
し
て
い
る
存
在
が
法
然
や
親
鸞
、
そ
し
て
妙
好
人
と
い
っ
た
念
仏
者
で
あ
っ
た
。 

意
識
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
大
拙
は
こ
の
よ
う
な
無
限
な
る
も
の
と
有
限
な
る
も
の
の
、
絶
対
に
矛
盾
す
る
相
即
関
係
を
、
妙
好
人
浅
原
才
市
を

例
に
、
「
即
で
非
、
非
で
即
な
る
と
こ
ろ
」
（
『
全
集
』
第
十
巻
、
三
二
一
頁
）
と
評
し
て
い
る
。 
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さ
て
、
以
上
「
即
非
の
論
理
」
の
諸
相
を
考
察
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
諸
側
面
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
度
そ
の
諸
側
面
を
整
理
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。（
一
）
未
分
化
の
場
と
分
化
作
用
と
の
相
即
矛
盾
関
係
、（
二
）

或
る
個
と
他
の
個
と
の
相
依
相
関
と
し
て
の
相
即
矛
盾
関
係
、
（
三
）
無
限
な
る
も
の
の
は
た
ら
き
か
け
に
お
け
る
動
的
統
一
。
（
一
）
と
（
二
）
は
認
識
論
的

な
説
明
で
、
そ
れ
ぞ
れ
垂
直
方
向
と
水
平
方
向
と
い
う
特
徴
を
有
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
（
三
）
は
実
存
論
的
な
解
釈
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
一
見
す
る
と
そ
れ

ぞ
れ
無
関
係
な
文
脈
に
お
い
て
機
能
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
を
統
一
的
に
解
釈
す
る
観
点
が
あ
る
。
本
論
は
華
厳
教
学
に
お
け

る
四
法
界
を
基
軸
に
、
こ
れ
ら
「
即
非
の
論
理
」
の
諸
側
面
の
間
に
連
絡
を
設
け
て
み
た
い
。「
即
非
の
論
理
」
と
華
厳
教
学
と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
既
に

木
村
雄
吉
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

華
厳
の
四
法
界
が
現
象
世
界
と
真
理
の
関
係
を
四
段
階
に
見
た
の
に
対
し
て
、
大
拙
は
あ
く
ま
で
も
「
即
」
と
「
非
」
の
二
原
理
の
緊
張
関
係
に
よ
っ
て
そ
れ

を
示
そ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、「
即
」
と
「
非
」
が
四
法
界
の
各
段
階
と
ど
の
よ
う
な
対
応
関
係
に
あ
る
か
に
つ
い
て
、
木
村
は
言
及
し
て
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
、
本
章
で
は
以
下
、
両
者
の
対
応
関
係
を
実
際
に
考
察
し
て
い
く
こ
と
す
る
。 

第
三
章
に
お
い
て
神
秘
主
義
を
大
拙
思
想
の
中
に
位
置
づ
け
る
際
に
も
こ
の
四
法
界
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
改
め
て
大
拙
の
言
に
従
っ
て
四
法
界

の
内
容
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

   
第
六
節 

華
厳
教
学
の
四
法
界
と
「
即
非
の
論
理
」 

即
非
の
論
理
と
は
、
禅
に
お
け
る

も
原
初
的
で
力
強
い
体
験
の
論
理
な
の
で
あ
る
。
即
非
の
論
理
は
、
論
理
形
式
の
進
化
し
た
形
で
は
仮
空
中
の
三
諦

や
四
法
界
の
論
理
構
造
と
な
る
が
、
三
諦
や
四
法
界
で
は
禅
者
に
と
っ
て
「
ま
だ
る
っ
こ
い
」
の
で
あ
る
。
禅
者
に
と
っ
て
は
、
三
諦
や
四
法
界
な
ど
の

蛇
足
的
な
形
で
は
い
け
な
い
。
即
非
の
論
理
で
十
分
な
の
で
あ
る
。
二
〇 
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さ
て
こ
の
四
法
界

―
理
法
界
・
事
法
界
・
理
事
無
礙
法
界
・
事
事
無
礙
法
界
の
四
つ

―
だ
が
、
そ
の
中
の
事
法
界
の
事
は
、
「
こ
と
」
と
い
ふ
意
味

の
事
で
な
く
、
一
一
の
意
味
で
あ
る
。
今
の
事
の
用
ゐ
方
と
違
ふ
、
個

―
イ
ン
デ
ィ
ビ
デ
ュ
ア
ル

―
の
意
味
で
あ
る
。
法
界
も
、
イ
ン
ド
の
法
界
の

意
味
と
、
シ
ナ
の
と
は
ち
よ
つ
と
違
ふ
。
法
界
は
、
た
だ
の
物
理
の
世
界
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
、
感
覚
の
世
界
と
、
知
識
の
世
界
と
も
一
つ
上
の
霊
性

の
世
界
を
引
つ
く
る
め
た
世
界
を
い
ふ
。 

 

理
事
無
礙
法
界
と
は
、「
事
と
理
が
、
一
一
の
個
と
一
般
と
が
お
互
に
衝
突
し
な
い
で
融
通
無
礙
と
な
つ
て
ゐ
る
世
界
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
理
」
と
「
事
」

が
そ
れ
ぞ
れ
「
体
」
と
「
用
」
に
該
当
す
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
理
事
無
礙
法
界
と
は
「
体
用
一
致
」
を
意
味
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
い
う
「
体
用

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
法
界
を
「
真
理
が
は
た
ら
く
現
象
世
界
を
捉
え
る
四
つ
の
見
方
」
と
い
う
意
に
理
解
し
て
お
く
。
こ
れ
は
『
華
厳
経
』
そ
の
も
の

で
説
か
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
中
国
華
厳
宗
の
第
四
祖
澄
観
が
創
出
し
た
説
で
あ
る
二
一

。
こ
こ
で
は
特
に
理
事
無
礙
法
界
と
事
事
無
礙
法
界
の
関
係
に
つ
い
て

着
目
し
た
い
。 

 

理
事
無
礙
は
、
事
と
理
が
、
一
一
の
個
と
一
般
と
が
お
互
に
衝
突
し
な
い
で
融
通
無
礙
と
な
つ
て
ゐ
る
世
界
で
あ
る
。
理
が
事
と
な
り
事
が
理
と
な
る

世
界
、
こ
れ
ま
で
は
西
洋
の
論
理
に
も
あ
ら
う
が
、
も
一
つ
上
に
事
事
無
礙
法
界
を
認
め
た
。
こ
れ
が
華
厳
哲
学
の
頂
点
で
、
吾
々
の
考
へ
の
到
る
頂
点

で
あ
る
。 

事
事
無
礙
の
事
事
は
…
…
、
こ
こ
に
卓
が
あ
る
、
そ
こ
に
縁
側
が
あ
る
、
向
う
に
木
が
あ
る
、
敷
居
が
あ
る
、
鴨
居
が
あ
る
、
わ
た
し
が
あ
る
、
あ
な

た
が
あ
る
。
そ
し
て
、
敷
居
が
鴨
居
、
わ
た
し
が
あ
な
た
、
あ
な
た
が
わ
た
し
で
あ
る
。
…
…
何
億
年
の
光
年
を
通
さ
ね
ば
、
こ
の
目
に
映
ら
ぬ
星
も
、

こ
の
地
球
と
一
つ
で
あ
る
。
同
一
と
は
い
は
ぬ
、
星
が
月
で
、
月
が
地
球
で
と
同
一
の
や
う
に
い
つ
た
が
、
こ
れ
を
無
礙
と
い
ふ
言
葉
で
あ
ら
は
す
。
こ

れ
を
円
融
無
礙
と
い
ふ
、
同
一
と
は
い
は
ぬ
、
無
礙
と
い
ふ
。
そ
こ
に
「
幽
」
が
成
り
立
つ
こ
と
に
な
る
。
円
融
が
な
か
つ
た
ら
「
幽
」
が
出
ぬ
。
理
事

無
礙
で
は
、
理
と
事
と
の
間
の
働
き
が
あ
ら
は
さ
れ
ぬ
が
、
事
事
と
い
ふ
と
、
そ
の
事
と
事
と
の
間
の
働
き
が
展
開
す
る
。
（
『
全
集
』
第
二
十
二
巻
、
三

四
五
～
三
四
六
頁
、
初
出
一
九
五
四
年
） 

理
法
界
の
理
と
は
、
知
識
の
上
で
抽
象
し
た
、
一
般
的
に
し
た
、
事
の
一
一
の
世
界
を
抽
象
し
、
個
個
を
統
べ
る
一
般
の
理
窟
で
押
す
世
界
で
あ
る
。 
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で
は
次
に
（
三
）
実
存
論
的
即
非
の
論
理
は
四
法
界
の
い
ず
れ
に
分
類
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
実
証
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
大
拙
の
所
論
を
一
つ
引

用
し
た
い
。 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
「
即
非
の
論
理
」
を
捉
え
返
し
て
み
る
と
、（
一
）
は
理
事
無
礙
法
界
、（
二
）
は
事
事
無
礙
法
界
に
該
当
す
る
と
い
え
る
。（
一
）
未
分

化
と
分
化
の
相
即
矛
盾
関
係
は
、
未
分
化
の
場
で
あ
る
「
理
」
か
ら
個
々
の
「
事
」
が
分
化
展
開
し
て
く
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
れ
は
理
事
無
礙
法
界

に
当
た
る
。（
二
）
個
と
個
の
相
依
相
関
と
し
て
の
相
即
矛
盾
関
係
は
、「
Ａ
が
Ａ
で
あ
つ
て
、
Ｂ
が
Ｂ
で
あ
つ
て
、
し
か
も
Ａ
が
Ｂ
に
な
り
、
Ｂ
が
Ａ
に
な
る
」

と
い
う
も
の
で
、
も
は
や
一
般
的
な
論
理
に
よ
っ
て
は
把
握
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
事
事
無
礙
法
界
が
理
事
無
礙
法
界
を
前
提
と
し
て
顕
わ
に
な
る
も
の

だ
と
し
た
ら
、
こ
の
（
二
）
の
「
即
非
の
論
理
」
も
（
一
）
の
「
即
非
の
論
理
」
を
踏
ま
え
た
上
で
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
関
係
を
も
つ
。（
一
）
の
「
即
非
の

論
理
」
は
い
う
な
れ
ば
、
個
々
の
事
象
の
根
柢
に
本
来
無
差
別
の
理
を
見
出
す
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。
個
々
の
存
在
と
は
、
そ
の
本
来
無
差
別
で
あ
る
と
こ

ろ
に
、
分
別
が
相
関
性
を
根
拠
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
Ａ
は
Ａ
で
あ
り
つ
つ
も
相
依
相
関
す
る
Ｂ
を
も
本
来
そ
の
う
ち
に
含
ん
で
い
る
と

主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
二
三

。 

一
致
」
は
大
拙
の
い
う
よ
う
な
「
た
だ
は
た
ら
き
の
み
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
真
理
が
個
々
の
事
象
に
円
満
に
現
れ
て
い
る
と
い
う
関
係
を
指
す
。

す
な
わ
ち
「
体
」
と
「
用
」
を
峻
別
し
た
上
で
、
両
者
の
本
来
的
同
一
性
を
主
張
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

事
事
無
礙
法
界
と
は
、
そ
の
理
が
背
後
に
隠
れ
、
個
々
の
事
象
ど
う
し
の
関
係
が
円
融
無
礙
な
る
在
り
様
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で

も
前
段
階
と
し
て
理
事
無
礙
法
界
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
個
々
の
事
象
に
真
理
が
円
か
に
現
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
個
々
の
事
象
ど
う

し
も
互
い
に
相
妨
げ
る
こ
と
な
く
融
け
合
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
二
二

。
こ
こ
で
は
理
の
観
念
は
姿
を
消
す
も
の
の
、
理
の
は
た
ら
き
そ
の
も
の
は

各
々
の
事
を
通
じ
て
絶
え
ず
作
用
し
て
い
る
。
大
拙
の
い
う
「
は
た
ら
き
の
み
あ
る
」
と
い
う
体
用
一
致
論
は
こ
こ
を
指
し
て
い
る
。
理
事
無
礙
法
界
と
事
事

無
礙
法
界
は
、
（
そ
し
て
理
法
界
も
事
法
界
）
も
、
抽
象
性
・
具
体
性
の
程
度
の
違
い
が
あ
る
だ
け
で
、
本
質
的
に
異
な
る
世
界
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

 

浄
土

―
畢
竟
浄
の
処
で
は
弥
陀
を
見
る
こ
と
が
で
き
ぬ
。
弥
陀
は
娑
婆
で
の
み
そ
の
大
悲
力
・
本
願
力
の
は
た
ら
き

、
、
、
、
を
顕
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
故
菩
薩
は
、
理
平
等
の
と
こ
ろ
で
は
弥
陀
は
拝
ま
れ
ぬ
、
弥
陀
は
決
定
し
て
事
別
の
世
界
、
事
事
無
礙
の
世
界
で
見
奉
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
で
還  
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こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
事
事
無
礙
法
界
の
世
界
認
識
と
、
廻
向
の
円
環
性
が
同
義
で
語
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。（
三
）
実
存
論
的
即
非
の
論
理
は
廻
向
、
す

な
わ
ち
無
限
な
る
も
の
と
有
限
な
る
も
の
の
互
い
の
働
き
か
け
に
お
け
る
動
的
相
即
矛
盾
関
係
で
あ
っ
た
が
、
両
者
の
働
き
か
け
が
十
全
な
る
円
環
と
し
て
還

自
性
を
も
つ
と
き
、
そ
れ
が
事
事
無
礙
法
界
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
だ
と
大
拙
は
い
う
。
こ
れ
は
具
体
的
に
は
「
往
相
即
還
相
、
還
相
即
往
相
」
を
意
味

す
る
。
他
方
、
こ
の
円
環
性
が
十
全
に
展
開
さ
れ
な
い
一
方
向
き
の
廻
向
に
つ
い
て
も
大
拙
は
論
じ
て
い
る
。 

大
拙
は
浄
土
教
論
に
お
い
て
、
た
び
た
び
還
相
廻
向
の
重
要
性
を
喚
起
す
る
。
し
か
し
、
還
相
廻
向
は
往
相
廻
向
を
前
提
に
す
る
た
め
、
そ
れ
は
先
の
よ
う
に

往
相
と
不
可
分
に
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
往
相
廻
向
で
浄
土
に
行
っ
た
き
り
で
還
っ
て
こ
な
い
こ
と
を
批
判
し
て
い
う
の
で
あ
る
が
、
実
は
こ
れ
は

西
洋
の
神
秘
主
義
批
判
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
既
に
第
三
章
で
引
い
た
が
も
う
一
度
改
め
て
確
認
す
る
と
そ
の
主
張
は
こ
う
で
あ
る
。 

      

而
し
て
こ
の
飛
躍
は
一
方
向
き
の
も
の
で
な
く
て
、
往
還
性
又
は
円
環
性
又
は
回
互
性
を
も
つ
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
本
当
の
飛
躍
即

ち
横
超
で
あ
り
さ
へ
す
れ
ば
、
こ
の
往
還
性
は
自
然
に
具
は
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
二
十
一
巻
、
一
八
一
頁
、
初
出
一
九
四
六
年
） 

こ
れ
を
普
通
の
言
葉
で
い
ふ
と
汎
神
論
的
な
考
へ
方
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
往
往
に
し
て
仏
教
は
汎
神
論
だ
と
い
ふ
人
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の

理
事
無
礙
の
世
界
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
二
十
一
巻
、
一
三
五
頁
、
初
出
一
九
四
六
年
） 

神
秘
主
義
に
は
ま
だ
抜
け
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
事
を
理
に
没
入
さ
せ
よ
う
と
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
事
を
事
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
な
く
て
な
ら

ぬ
。
そ
こ
に
事
事
無
礙
の
法
界
が
現
出
す
る
。
こ
れ
を
神
秘
主
義
と
は
云
は
れ
ぬ
。
（
『
全
集
』
第
九
巻
、
一
四
〇
頁
、
初
出
一
九
四
六
年
） 

相
廻
向
が
完
遂
せ
ら
れ
、
往
還
の
円
環
性
が
充
足
せ
ら
れ
る
。
（
『
全
集
』
第
六
巻
、
二
八
四
頁
、
初
出
一
九
四
二
年
） 
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さ
て
、
本
章
に
お
け
る
「
即
非
の
論
理
」
及
び
他
の
諸
概
念
の
対
応
関
係
を
ま
と
め
る
と
巻
末
の
図
３
の
よ
う
に
な
る
。
本
章
で
は
大
拙
の
論
ず
る
と
こ
ろ

に
従
っ
て
「
即
非
の
論
理
」
を
認
識
論
的
側
面
と
実
存
論
的
側
面
に
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
理
事
無
礙
法
界
と
事
事
無
礙
法
界
と
い
う
二
層
に
分
類
し
た
。
も
と

よ
り
大
拙
が
こ
の
よ
う
な
分
類
を
み
ず
か
ら
展
開
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
彼
の
論
を
詳
細
に
追
っ
て
い
く
と
こ
の
よ
う
な
分
類
に
辿
り
つ
く
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、（
三
）
の
即
非
の
論
理
は
、
そ
の
廻
向
の
内
実
次
第
で
、
理
事
無
礙
法
界
と
事
事
無
礙
法
界
の
両
方
に
ま
た
が
る
可
能
性
を
有
し
て

い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

実
存
論
的
即
非
の
論
理
は
、
無
限
な
る
も
の
と
有
限
な
る
も
の
の
相
互
作
用
に
お
け
る
相
即
矛
盾
関
係
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
用
が
一
方
向
き
に
偏
り
、

専
ら
無
限
な
る
も
の
に
帰
入
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
十
全
な
円
環
性
が
現
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
大
拙
は
往
相
廻
向
に
偏
す
る
在
り
様
を
、
神
秘
主
義
と
と
も

に
理
事
無
礙
法
界
と
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。 

大
拙
の
い
う
「
即
非
の
論
理
」
は
霊
性
的
自
覚
の
世
界
を

も
具
体
的
に
表
現
し
得
る
論
理
で
あ
っ
た
。「
有
無
と
か
、
肯
定
否
定
と
か
に
つ
い
て
ま
は
つ
て

居
る
限
り
は
、
分
別
の
論
理
で
も
、
即
非
の
論
理
で
も
、
ど
う
も
知
的
臭
み
が
と
れ
ぬ
」
（
『
全
集
』
第
十
三
巻
、
二
八
二
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
が

も

具
体
的
に
表
現
さ
れ
る
と
き
に
は
も
は
や
「
論
理
」
の
影
を
も
残
さ
な
い
こ
と
に
な
る
。
彼
は
『
碧
巌
録
』
第
五
十
五
則
の
「
兎
馬
に
角
あ
り
、
牛
羊
に
角
な

し
。
毫
を
絶
し
氂
を
絶
し
て
、
山
の
如
し
嶽
の
如
し
」
と
い
う
雪
竇
の
頌
を
取
り
上
げ
て
い
う
。 

    

結 こ
れ
だ
け
で
は
、
殆
ど
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
ら
う
。
兎
や
馬
に
角
の
あ
る
の
を
見
た
も
の
は
な
い
、
牛
や
羊
に
角
の
な
い
の
を
見
た
も
の
も
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
無
い
も
の
が
有
つ
て
、
有
る
も
の
が
無
い
と
は
如
何
。
無
が
有
で
、
有
が
無
か
。
肯
定
の
否
定
、
否
定
の
肯
定
で
あ
る
か
。
こ
れ
は
即
非
の
論
理
の

禅
的
表
現
法
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
三
巻
、
二
八
二
頁
、
初
出
一
九
四
一
年
） 
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さ
て
、
本
章
の
考
察
に
よ
っ
て
「
即
非
の
論
理
」
の
成
立
と
そ
の
内
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
前
章
の
「
体
用
論
」
と
併
せ
て
、
大
拙
の
宗
教
論
に
お
け
る

基
本
的
な
思
惟
構
造
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
。
「
体
用
論
」
と
「
即
非
の
論
理
」
を
基
軸
に
、
「
無
分
別
の
分
別
」
や
「
霊
性
」
と
い
っ
た
彼
の
中
心
思
想
が

説
明
さ
れ
る
と
同
時
に
、
「
神
秘
主
義
」
や
華
厳
の
「
四
法
界
」
、
西
田
哲
学
の
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
と
い
っ
た
禅
以
外
の
文
脈
か
ら
彼
の
思
想
に
取
り

込
ま
れ
た
諸
思
想
の
位
置
づ
け
も
明
確
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
の
宗
教
論
の
中
心
部
分
の
構
造
、
思
惟
の
枠
組
み
が
ほ
ぼ
顕
わ
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
そ
の
基
本
構
造
が
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
思
想
史
的
課
題
に
も
一
定
の
視
座
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
章
で
新
た
に
判
明

し
た
点
と
し
て
は
、
後
期
思
想
を
特
徴
付
け
る
「
即
非
の
論
理
」
そ
れ
自
体
の
発
展
で
あ
る
。
一
九
四
〇
年
代
に
は
即
非
の
論
理
（
一
）
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、

一
九
五
〇
年
代
に
な
る
と
、
即
非
の
論
理
（
二
）
が
現
れ
て
く
る
。
こ
れ
は
大
拙
自
身
が
、
み
ず
か
ら
の
思
想
を
理
事
無
礙
法
界
か
ら
事
事
無
礙
法
界
へ
と
昇

華
さ
せ
た
跡
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
大
拙
は
後
期
思
想
に
至
っ
て
な
お
、
そ
の
思
想
的
発
展
に
向
け
て
自
己
を
投
企
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
の

で
あ
る
。 

本
論
は
第
四
章
に
お
い
て
、
大
拙
思
想
の
三
期
区
分
仮
説
を
試
み
た
が
、
本
章
に
お
け
る
こ
の
事
事
無
礙
法
界
の
強
調
を
も
っ
て
後
期
思
想
を
さ
ら
に
二
分

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
の
変
化
は
彼
の
宗
教
思
想
全
体
の
転
換
と
い
う
程
に
は
、
決
定
的
な
変
化
で
は
な
い
。
加
え
て
、
そ
れ
ま
で

の
理
事
無
礙
法
界
の
立
場
が
放
棄
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
見
ら
れ
な
い
。
彼
が
「
即
非
の
論
理
」
を
深
め
た
と
は
い
え
る
が
、
そ
の
内
実
を
変
質
さ
せ
た
と
ま

で
は
い
い
難
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
「
即
非
の
論
理
」
の
変
化
を
後
期
思
想
の
さ
ら
な
る
展
開
と
し
て
位
置
づ
け
つ
つ
も
、
本
論
で
は
依
然
三
期
区
分
説
を
採

る
こ
と
と
す
る
。 

大
拙
に
と
っ
て
「
即
非
の
論
理
」
の
構
築
と
は
、
禅
思
想
の
基
礎
固
め
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
禅
語
録
中
に
頻
出
す
る
矛
盾
的
表
現
を
統
一
的
に
説
明
す
る
道

具
と
も
な
り
得
た
の
で
あ
る
。
特
に
公
案
は
「
論
理
の
働
き
が
出
来
な
い
や
う
に
な
つ
て
居
る
」
（
『
全
集
』
第
十
四
巻
、
九
三
頁
）
の
で
、
ど
う
し
て
も
分
別

に
よ
っ
て
は
解
決
し
な
い
。
分
別
を
超
え
た
禅
の
悟
り
を
つ
か
む
霊
性
の
論
理
が
「
即
非
の
論
理
」
な
の
で
あ
る
。 

大
拙
に
お
け
る
体
用
論
と
即
非
の
論
理
の
形
成
史
に
つ
い
て
は
、
以
上
で
可
能
な
限
り
の
素
描
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
第
二
部
の
目
的
で
あ
っ
た
大
拙
思

想
の
思
想
史
的
解
明
に
伴
い
、
彼
の
思
想
の
中
心
構
造
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
部
全
体
を
総
括
す
る
も
の
と
し
て
、
大
拙
思
想
に
お
け
る
諸
概
念
の
展

開
を
巻
末
の
図
４
に
示
し
た
。
こ
の
図
に
よ
っ
て
三
期
区
分
の
仮
説
を
視
覚
的
に
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
構
造
を
踏
ま
え
る  
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こ
と
で
、
い
よ
い
よ
大
拙
の
倫
理
思
想
を
追
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。 

  

 

一 

例
え
ば
、
秋
月
龍
珉
は
「
ど
ん
な
思
想
で
も
思
想
で
あ
る
限
り
は
、
そ
れ
自
身
の
論
理
を
も
ち
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
思
想
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
秋
月
龍
珉
『
鈴
木
禅
学
と

西
田
哲
学
』
春
秋
社
、
一
九
七
一
年
、
六
八
頁
）
。 

二 

こ
れ
ら
は
次
の
よ
う
な
言
説
か
ら
窺
わ
れ
る
。
「
…
…
わ
れ
わ
れ
は
さ
ら
に
、
こ
の
般
若
の
論
理
で
あ
り
、
禅
の
論
理
で
あ
る
「
即
非
の
論
理
」
の
究
明
に
即
し
つ
つ
、
わ
れ
わ
れ

の
あ
る
べ
き
唯
一
の
論
理
学
を
、
さ
ら
に
は
わ
れ
わ
れ
自
身
の
あ
る
べ
き
哲
学
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
「
禅
」
が
単
に
禅
宗
と
い
う
一
宗
一

派
の
専
有
物
で
な
く
、
ま
た
単
に
仏
教
の
総
府
た
る
に
も
止
ら
ず
、
人
間
実
存
至
深
の
要
求
に
応
え
る
究
極
の
智
慧
（
般
若
）
で
あ
り
、
実
存

後
の
自
覚(

宗
教

高
の
霊
性
的
直
覚
）

で
あ
る
と
い
う
、
禅
の
も
つ
こ
の
実
存
論
的
な
真
実
が
、
わ
れ
わ
れ
の
要
求
と
試
み
と
を
支
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
―
こ
こ
に
、
一
切
の
論
理
的
概
念
的
な
も
の
と
実
在
的
実
存
的

な
も
の
の
存
在
理
由
が
あ
る
の
で
あ
る
」
（
秋
月
龍
珉
『
鈴
木
禅
学
と
西
田
哲
学
』
、
六
五
頁
）
。
「
…
…
個
と
超
個
と
は
、
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
個
即
超
個
・
超

個
即
個
で
は
あ
る
が
、
む
し
ろ
個
即
非
超
個
・
超
個
即
非
個
と
で
も
言
う
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
に
は
即
非
の
論
理
が
厳
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

に
気
づ
く
と
き
、
本
来
の
宗
教
的
実
存
が
実
現
す
る
」
（
竹
村
牧
男
『
西
田
幾
多
郎
と
鈴
木
大
拙
』
大
東
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
三
五
二
頁
）
。 

三 

中
村
元
・
紀
野
一
義
訳
注
『
般
若
心
経
・
金
剛
般
若
経
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
、
六
八
頁
、
一
〇
四
頁
、
一
一
二
～
一
一
四
頁
。 

四 

立
川
武
蔵
「
『
金
剛
般
若
経
』
に
見
ら
れ
る
「
即
非
の
論
理
」
批
判
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
十
一
（
二
）
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
一
九
九
三
年
）
、
参
照
。 

五 

谷
口
富
士
男
「
『
金
剛
般
若
経
』
に
お
け
る
言
語
と
対
象
」
（
阿
部
慈
園
編
『
金
剛
般
若
経
の
思
想
的
研
究
』
所
収
、
春
秋
社
、
一
九
九
九
年
）
、
参
照
。 

六 

末
木
文
美
士
「
〈
即
非
の
論
理
〉
再
考
」
（
『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
号
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
四
年
）
、
参
照
。 

 
t

 
 

七 W
.S

. Y
ok

oyam
a, "N

ish
ida K

itaro an
d D

.T.S
u

zu
k

i's L
ogic of S

ok
u

-h
i." B

u
lletin

 of th
e

F
acu

l
y

of L
etters

vol.33, H
an

azon
o U

n
iversity, 2001, p.30.  

八 

な
お
、A

n
 In

trodu
ction

 to Z
en

 B
u

ddh
ism

で
は
次
の
よ
う
な
文
が
続
け
ら
れ
る
。「
何
故
な
ら
ば
、
奇
し
く
も
こ
の

矛

盾

コ
ン
ト
ラ
デ
イ
ク
シ
ヨ
ン

こ
そ
、
知
性
の
黎
明
以
来
我
々
の
始
終
た
づ

ね
て
止
ま
な
か
つ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
Ａ
は
Ａ
で
あ
る
」
と
い
ふ
命
題
の
意
味
は
「
Ａ
は
非
Ａ
で
あ
る
」
意
味
が
手
に
入
つ
て
初
め
て
分
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
自
身
で
あ
る
、
と

い
ふ
こ
と
は
、
そ
れ
自
身
で
は
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
―
こ
れ
こ
そ
禅
の
論
理
で
あ
り
、
我
々
の
あ
ら
ゆ
る
渇
望
を
充
た
す
に
足
る
も
の
で
あ
る
」（
『
全
集
』
第
十
四
巻
、
二
四
〇
～

二
四
一
頁
）
。
こ
の
「IL

L
O

G
IC

A
L

 Z
E

N

」
と
い
う
章
は
、
も
と
も
とT

h
e N

ew
 E

ast

誌
に
一
九
一
七
年
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え

て
こ
の
引
用
に
注
目
す
る
と
、
大
拙
は
「
即
非
の
論
理
」
の
定
式
を
一
九
一
七
年
か
ら
「
禅
の
論
理
」
と
し
て
使
用
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
こ
の
引
用
箇

所
はT

h
e N

ew
 E

ast

の
誌
面
に
は
対
応
す
る
英
文
が
存
在
せ
ず
、A

n
 In

trodu
ction

 to Z
en

 B
u

ddh
ism

, 1934

へ
の
収
録
に
際
し
て
の
加
筆
部
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ

て
一
九
一
七
年
の
時
点
で
は
、
大
拙
は
Ａ
が
非
Ａ
で
あ
る
と
い
う
没
論
理
性
を
強
調
に
す
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。 

九 

文
部
省
教
学
局
編
『
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
研
究
報
告 

第
八
篇
（
哲
学
）
』
内
閣
印
刷
局
、
一
九
四
〇
年
、
一
頁
。 

一
〇 

兵
頭
高
夫
「
鈴
木
大
拙
と
神
秘
主
義
」
『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
第
八
（
二
）
号
、
武
蔵
大
学
、
一
九
七
六
年
、
二
一
頁
。 

一
一 

レ
ヴ
ィ
＝
ブ
リ
ュ
ル
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
随
つ
て
、
我
々
は
、
融
即
の
法
則
の
作
用
が
、
我
々
が
集
団
表
象
と
呼
ぶ
も
の
に
支
配
的
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
ゐ
る
ば
か

り
で
な
く
、
な
ほ
す
べ
て
の
心
的
作
業
の
中
に
大
小
の
強
さ
で
そ
の
力
を
感
じ
さ
せ
て
居
る
も
の
と
予
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
に
矛
盾
律
の
影
響
は
、
先
づ
第
一
に
そ
れ
が
な

く
て
は
不
可
能
な
作
業
（
算
数
、
推
理
其
の
他
）
の
中
に
、
次
に
ま
た
融
即
の
法
則
に
支
配
さ
れ
る
作
業
の
中
に
、
既
に
、
多
少
力
強
く
且
つ
多
少
連
続
的
に
作
用
は
し
て
ゐ
る
。
だ
が

そ
れ
は
甚
だ
し
く
不
安
定
的
な
も
の
で
、
そ
し
て
こ
れ
が
我
々
の
仕
事
の

大
の
困
難
の
一
つ
で
あ
る
」
（
レ
ヴ
ィ
・
ブ
ル
ュ
ル
著
・
山
田
吉
彦
訳
『
未
開
社
会
の
思
惟
』
小
山
書
店
、

一
九
三
五
年
、
一
〇
六
～
一
〇
七
頁
）
。
彼
は
矛
盾
律
と
融
即
律
の
使
用
が
截
然
と
分
か
れ
て
お
ら
ず
、
両
者
が
混
ざ
り
合
っ
て
使
用
さ
れ
る
点
に
、
彼
等
の
思
惟
を
理
解
す
る
困
難
さ
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を
指
摘
し
て
い
る
。 

一
二 
大
拙
は
「
不
思
議
を
思
議
し
て
も
思
議
し
き
れ
ぬ
の
で
あ
る
が
、
思
議
す
べ
く
運
命
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
」（
『
全
集
』
第
六
巻
、
二
三
〇
頁
）
と
説
い
て
い
る
。
彼
に
こ
の
よ
う
な
態

度
変
化
を
も
た
ら
し
た
を
本
文
と
は
異
な
る
側
面
か
ら
考
え
た
と
き
、
宗
教
の
心
理
学
的
理
解
へ
の
批
判
的
態
度
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
「
禅
を
説
く
に
当
り
て
、
第
一
に
心
得
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
一
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
禅
経
験
な
る
も
の
は
、
根
本
的
に
、
他
の
心
理
的
経
験
と
相
違
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
自
分
も
始
め
は
禅
の
心
理
学

的
研
究
の
や
う
な
も
の
を
書
き
た
い
と
も
思
つ
た
。
併
し
そ
れ
は
公
案
禅
な
る
も
の
を
、
伝
統
的
に
学
習
す
る
場
合
、
そ
の
技
術
の
方
面
か
ら
、
心
理
学
的
・
器
械
的
工
作
を
記
述
す

る
と
き
に
の
み
可
能
な
の
で
あ
る
。
禅
経
験
そ
の
も
の
を
中
心
と
し
て
見
る
と
き
は
、
そ
れ
に
至
る
ま
で
の
心
理
的
工
作
な
ど
は
、
何
等
の
交
渉
も
な
い
も
の
に
な
る
。
従
つ
て
経
験

そ
の
も
の
は
、
そ
の
過
程
心
理
と
没
交
渉
な
の
だ
と
云
つ
て
よ
い
」
（
『
全
集
』
第
十
三
巻
、
二
九
六
頁
）
。
こ
れ
は
『
禅
へ
の
道
』
（
一
九
四
一
年
）
の
一
節
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
回

顧
は
『
禅
と
念
仏
の
心
理
学
的
基
礎
』
（
一
九
三
七
年
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
こ
れ
ま
で
の
禅
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
に
つ
い
て
の
自
己
批
判
と
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
禅
思
想
の
成
立

は
、
同
時
に
宗
教
心
理
学
と
の
決
別
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

一
三 

こ
の
概
念
を
英
語
で
表
記
し
た
も
の
と
し
て
、"d

ifferen
tiation

 u
n

d
ifferen

tiated
"

（D
.T.S

u
zu

k
i, Z

en
 B

u
ddh

ism
, D

ou
bleday, 2006, p.327

）
、
も
し
く
は"th

e 
distin

ction
 of n

on
-distin

ction
"

、"th
e discrim

in
ation

 of n
on

-discrim
in

ation
"

（D
.T.S

u
zu

k
i,E

ssen
tials of Z

en B
u

ddh
ism

, G
reen

w
ood P

ress, 1973, p.387

）

な
ど
が
あ
る
。 

一
四 

定
方
晟
は
「
こ
れ
は
…
…
概
念
（
実
在
化
さ
れ
た
概
念
）
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
定
方
晟
『
空
と
無
我 

仏
教
の
言
語
観
』
講
談
社
、
一
九
九
〇
年
、
七
七
頁
）

と
解
し
て
い
る
。 

一
五 

谷
口
富
士
夫
は
定
式
中
の
「
是
名
」
の
重
要
性
を
主
張
し
、
そ
れ
を
単
に
「
で
あ
る
」
と
公
式
化
し
た
大
拙
の
解
釈
に
反
論
を
向
け
て
い
る
。
「
即
非
の
文
は
、
従
来
、

も
単
純

に
は
「
Ａ
は
Ａ
で
は
な
い
。
ゆ
え
に
Ａ
で
あ
る
」
と
公
式
化
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
式
に
基
づ
い
て
、
各
人
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
来
た
。
し
か
し
右
に
挙
げ
た
よ

う
な
、
鈴
木
大
拙
氏
を
は
じ
め
と
す
る
従
来
の
即
非
の
文
の
式
は
、
公
式
化
の
仕
方
が
不
十
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
公
式
は
、
羅
什
訳
に
お
け
る
「
是
名
」
あ
る
い
は
梵
本
に
お

け
る
“u

cyate…
…

iti

”
に
相
当
す
る
部
分
を
欠
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
（
谷
口
富
士
男
「
『
金
剛
般
若
経
』
に
お
け
る
言
語
と
対
象
」
、
一
四
三
頁
）
。 

一
六 

「
『
中
論
』
に
よ
る
と
、
一
切
の
も
の
の
関
係
は
決
し
て
各
自
独
存
自
立
で
は
な
く
て
、
相
依
相
資
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
一
切
の
事
物
は
相
互
に
限
定
し
合
う
無
限
の
相
関

関
係
を
な
し
て
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
何
ら
他
の
も
の
と
は
無
関
係
な
独
立
固
定
の
実
体
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
主
張
の
下
に
、
相
依
性
の
意
味
の
縁
起
を
説
い
た

の
で
あ
る
。
」
（
中
村
元
『
龍
樹
』
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
、
二
〇
三
頁
） 

一
七 

第
一
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
彼
は
「
包
む
」
と
い
う
語
の
使
用
に
対
し
て
抵
抗
感
を
抱
い
て
い
る
（
『
全
集
』
第
十
三
巻
、
二
七
六
頁
、
参
照
）
。 

一
八 

上
田
閑
照
は
こ
の
面
に
つ
い
て
、
「
「
即
」
と
は
つ
ま
り
有
的
な
融
合
、
実
体
的
同
一
化
を
あ
ら
わ
す
の
で
は
な
く
、
両
項
の
相
違
な
い
し
矛
盾
を
前
提
し
か
つ
そ
れ
を
保
持
し
生

か
し
つ
つ
、
両
項
の
全
関
係
が
一
方
か
ら
も
同
時
に
ま
た
逆
方
向
に
他
方
か
ら
も
等
し
く
包
み
つ
く
さ
れ
る
と
い
う
一
如
の
関
係
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る
。
（
上
田
閑

照
『
哲
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅳ 

非
神
秘
主
義 

―
禅
と
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
―
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
、
一
七
〇
頁
）
。 

一
九 

こ
こ
に
西
田
幾
多
郎
の
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
の
影
響
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
「
即
非
の
論
理
」
と
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
の
間
に
相
互
の
影
響
関
係
が
あ
っ
た

こ
と
は
、
西
田
本
人
の
記
述
や
そ
の
後
の
研
究
が
一
致
し
て
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二
〇 

木
村
雄
吉
「
「
即
非
の
論
理
」
に
つ
い
て
―
禅
に
お
け
る
同
一
性
と
差
異
の
構
造
―
」
『
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
五
十
四
号
、
法
政
大
学
教
養
部
、
一
九
八
五
年
、
八
八
頁
。 

二
一 

澄
観
は
『
華
厳
法
界
玄
鏡
』
巻
一
で
「
然
し
て
總
て
四
種
を
具
す
。
一
に
事
法
界
、
二
に
理
法
界
、
三
に
理
事
無
礙
法
界
、
四
に
事
事
無
礙
法
界
な
り
」（
『
大
正
蔵
』
第
四
十
五
巻
、

六
七
二
頁
）
と
示
し
て
い
る
。 

二
二

こ
の
こ
と
は
澄
観
自
身
『
演
義
鈔
（
大
方
広
仏
華
厳
経
随
疏
演
義
鈔
）
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
事
理
無
礙
に
由
り
て
、
方
め
て
事
事
無
礙
を
得
る
。
若
し
事
、
理

に
即
さ
ざ
れ
ば
、
事
、
理
の
成
に
非
ず
。
則
ち
互
い
に
相
い
礙
ぐ
。
今
、
理
に
即
す
る
に
由
る
が
故
に
無
礙
を
得
る
」
（
『
大
正
蔵
』
第
三
十
六
巻
、
九
頁
）
。 

二
三 

秋
月
龍
珉
は
こ
の
定
式
と
し
て
の
「
即
非
の
論
理
」
に
つ
い
て
、
「
Ａ
と
非
Ａ
と
、
す
な
わ
ち
肯
定
（
即
）
と
否
定
（
非
）
と
が
、
そ
の
ま
ま
自
己
同
一
だ
と
い
う
の
で
あ
る
」
と

解
釈
し
て
い
る
（
秋
月
龍
珉
『
鈴
木
禅
学
と
西
田
哲
学
』
春
秋
社
、
一
九
七
一
年
、
六
九
頁
）
。
Ａ
を
肯
定
、
非
Ａ
を
否
定
と
す
る
こ
と
は
確
か
に
妥
当
で
あ
る
。
Ａ
と
い
う
個
的
存
在
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を
措
定
す
る
こ
と
は
、
Ａ
と
い
う
個
物
の
肯
定
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
そ
の
個
物
の
肯
定
は
、
分
別
に
よ
っ
て
為
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
即
」
で
は
な
く
「
非
」
に
よ
っ
て
可
能

と
な
る
。
同
様
に
、
個
物
Ａ
の
否
定
は
、
分
別
を
超
え
た
無
分
別
の
領
域
を
指
し
示
す
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
否
定
は
「
非
」
で
は
な
く
「
即
」
に
よ
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

大
拙
は
「
即
非
の
論
理
」
を
肯
定
と
否
定
の
相
即
と
し
て
示
す
が
、
そ
の
「
肯
定
」
と
「
否
定
」
の
意
味
に
つ
い
て
の
言
及
は
少
な
い
。
以
下
の
一
節
は
彼
の
「
肯
定
」
と
「
否
定
」
の

意
味
を
知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
大
拙
は
趙
州
の
「
不
是
仏
。
不
是
物
。
不
是
衆
生
。
這
箇
是
断
語
。
如
何
是
不
断
語
」
と
い
う
一
節
を
解
釈
し
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
「
「

後
の
実
在
と
い
ふ
も
の
は
、
何
れ
も
否
定
的
―
断
語
的
―
に
云
ひ
詮
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
仏
で
も
な
い
、
物
で
も
な
い
、
衆
生
で
も
な
い
、
一
切
何
も
の
で
も
な
い
と
云
は
れ
る
。
こ
れ

で
は
ど
う
も
取
り
と
め
ら
れ
ぬ
。
何
と
か
肯
定
的
―
不
断
語
的
―
に
、
こ
れ
と
か
、
あ
れ
と
か
、
は
つ
き
り
指
示
せ
ら
れ
ぬ
も
の
か
」
と
の
意
で
あ
る
」（
『
全
集
』
第
六
巻
、
一
三
三
頁
）
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
否
定
と
は
「
断
語
」
、
す
な
わ
ち
言
語
使
用
の
否
定
、
肯
定
と
は
「
不
断
語
」
、
す
な
わ
ち
言
語
使
用
の
肯
定
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
否
定
は
「
即
」

を
、
肯
定
は
「
非
」
で
あ
る
（
も
し
く
は
志
向
す
る
）
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。 



第
三
部

鈴
木
大
拙
の
倫
理
思
想



 
第
七
章 

行
為
と
こ
と
ば 

大
拙
が
生
涯
を
通
じ
て
宗
教
的
境
地
を
重
要
視
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
に
よ
り
望
ま
し
い
「
価
値
」
が
見
出
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
宗
教
的
な
実

践
の
果
て
に
そ
の
理
想
と
す
べ
き
境
地
を
設
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
覚
以
前
の
一
般
的
な
人
間
の
在
り
よ
う
に
超
克
さ
れ
る
べ
き
問
題
を
見
て
い
た

と
い
う
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
主
張
が
為
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
宗
教
へ
向
か
う
生
の
方
向
付
け
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
は

鈴
木
大
拙
の
思
想
は
、
単
に
仏
教
や
禅
を
記
述
的
に
解
説
す
る
だ
け
で
の
も
の
で
は
な
く
、
読
者
に
対
し
て
熱
烈
な
主
張
を
持
つ
価
値
的
な
言
説
を
多
く
含

ん
で
い
る
。
マ
ク
ロ
な
視
野
で
捉
え
れ
ば
、
彼
の
規
範
的
言
説
は
、
人
の
生
に
お
い
て
宗
教
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
一
点
を
指
し
示
す
。
他
方
、
ミ
ク
ロ
な
視

野
に
転
ず
れ
ば
、
彼
の
主
張
は
悟
り
を
表
し
た
行
為
を
我
々
に
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。「
行
為
」
は
大
拙
思
想
の
根
幹
で
あ
る
「
悟
り
」
と
不
可
分
な
関
係
を

有
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
彼
が
強
調
し
た
「
行
為
」
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
し
か
し
、
悟
り
と
し
て
の
「
行
為
」
の
意
味
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
は
、
同
時
に
悟
り
以
前
の
人
間
の
在
り
様
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
逆
に
煩
悩
に
覆
わ
れ
た
人
間
の
具
体
的
な
姿
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
「
行
為
」

の
意
味
を
逆
照
射
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
本
章
は
人
間
の
「
行
為
」
を
主
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
彼
の
人
間
観
を
覚
と
不
覚
の
両

面
か
ら
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。 

第
二
部
ま
で
の
考
察
を
通
じ
て
、
悟
り
が
論
じ
ら
れ
る
論
理
的
な
構
造
に
つ
い
て
は
一
応
の
見
通
し
が
つ
い
た
も
の
と
思
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
実
践
的
に

い
か
な
る
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
視
点
が
全
く
異
な
る
た
め
、
改
め
て
論
じ
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
悟
り
の

実
践
的
な
意
味
と
い
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ
は
大
拙
が
「
実
践
性
」
を
ど
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
か
と
い
う
思
想
家
内
在
的
な
問
題
で
あ
っ
て
、
禅
の
実

践
そ
の
も
の
の
問
題
と
は
微
妙
に
そ
の
焦
点
が
異
な
る
。
本
論
の
目
指
す
も
の
は
、
禅
の
実
践
を
考
究
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
禅
の
実
践
を
め
ぐ
る
大
拙
の
思

想
を
体
系
的
に
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

  

 
 

 
 

 

―
大
拙
思
想
に
お
け
る
価
値
の
構
造

― 
序 
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大
拙
の
人
間
観
を
知
る
た
め
に
、
こ
の
浄
土
教
の
「
凡
夫
」
を
手
が
か
り
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
大
拙
が
凡
夫
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
、
そ
の
所
論
を
引
用
す
る
。 

 

一
般
に
浄
土
教
で
は
「
煩
悩
熾
盛
の
凡
夫
」
と
い
っ
た
言
葉
を
用
い
て
人
間
の
在
り
方
を
表
現
す
る
。「
凡
夫p

ṛth
ag

-jan
a

」
の
語
は
浄
土
教
の
成
立
以
前
か

ら
、
仏
教
の
長
い
伝
統
の
中
で
複
雑
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
語
は
仏
教
の
教
え
を
理
解
し
て
い
な
い
者
を
意
味
し
、
聖
者
と
は
異
な
り
低
い
階
梯
に
い
る

修
行
者
と
し
て
記
述
さ
れ
る
。
実
際
、
浄
土
教
は
自
ら
の
教
え
を
、
修
行
を
実
践
す
る
能
力
の
な
い
人
間
を
救
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
き
た

一

。
善
導
の
『
観
無
量
寿
仏
経
疏
』
（
『
観
経
疏
』
）
に
基
づ
い
て
、
親
鸞
は
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
「
二
種
深
信
」
を
論
じ
て
お
り
、
浄
土
往
生
の
た
め
に
、

「
法
に
対
す
る
信
心
」
、
す
な
わ
ち
人
間
の
救
済
を
誓
っ
た
阿
弥
陀
仏
の
本
願
へ
の
信
心
と
、「
機
に
対
す
る
信
心
」
、
す
な
わ
ち
人
間
が
自
己
の
力
に
よ
っ
て
は

決
し
て
救
わ
れ
得
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
へ
の
信
心
、
こ
の
二
種
の
信
心
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
の
う
ち
後
者
の
「
機
の
深
信
」
と
は
、
ま
さ
に

人
間
自
身
の
「
凡
夫
の
自
覚
」
を
意
味
し
て
い
る
。 

こ
こ
で
批
判
さ
れ
て
い
る
「
悪
い
衝
動
と
か
欲
望
と
か
性
癖
と
か
を
有
し
て
居
て
、
是
を
放
縦
に
す
れ
ば
、
他
人
の
破
滅
を
来
す
許
り
で
な
く
、
自
分
自
身
の

覚
以
前
の
人
間
の
在
り
様
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
大
拙
の
周
辺
に
あ
っ
て
人
間
の
有
限
性
を
深
く
反
省
し
て
い
た
思
想
潮
流
と
し
て
、
ま
ず
は
浄
土
教
の
人

間
観
を
考
察
の
手
が
か
り
と
し
た
い
。 

   

 
第
一
節 
大
拙
の
凡
夫
理
解 

仏
教
で
罪
悪
深
重
の
凡
夫
で
あ
る
と
い
ふ
の
は
、
悪
い
衝
動
と
か
欲
望
と
か
性
癖
と
か
を
多
分
に
有
し
て
居
て
、
是
を
放
縦
に
す
れ
ば
、
他
人
の
破
滅
を

来
す
許
り
で
な
く
、
自
分
自
身
の
破
滅
を
も
惹
き
起
す
と
い
ふ
意
味
で
は
な
い
、
か
う
い
ふ
考
へ
よ
り
も
も
つ
と
深
い
と
こ
ろ
迄
入
つ
て
行
つ
て
、
我
々

の
存
在
の
根
柢
に
根
ざ
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
七
巻
、
三
六
七
頁
） 
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し
か
し
そ
れ
に
対
し
て
、
大
拙
は
凡
夫
の
凡
夫
た
る
所
以
は
そ
の
よ
う
な
一
つ
一
つ
の
具
体
的
な
意
識
の
在
り
様
に
よ
っ
て
完
全
に
説
明
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
よ
り
「
深
い
」
「
根
柢
」
を
見
る
必
要
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。 

破
滅
を
も
惹
き
起
こ
す
」
と
い
う
凡
夫
理
解
は
、
ご
く
一
般
的
な
凡
夫
の
理
解
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
凡
夫
は
た
び
た
び
「
煩
悩
具
足
」
の
存
在
と
し
て
描

か
れ
、
過
去
世
の
宿
業
に
よ
っ
て
縛
ら
れ
、
ま
た
現
在
の
一
瞬
一
瞬
に
お
い
て
も
悪
業
を
つ
く
り
つ
づ
け
、
み
ず
か
ら
の
力
に
よ
っ
て
善
根
を
積
む
こ
と
も
で

き
な
い
存
在
で
あ
る
。
そ
の
凡
夫
と
し
て
の
在
り
様
を
、「
悪
い
衝
動
と
か
欲
望
と
か
性
癖
」
と
い
っ
た
心
の
動
機
づ
け
に
由
来
す
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
は
決

し
て
不
可
解
で
は
な
い
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
当
然
の
結
論
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
自
尊
心
が
強
く
他
者
の
社
会
的
成
功
に
対
し
て
妬
み
や
怒
り
の
絶
え
な
い

者
が
い
た
と
す
る
。
も
し
そ
の
人
物
が
み
ず
か
ら
を
顧
み
て
「
嫉
み
」
や
「
怒
り
」
と
い
う
具
体
的
な
心
の
在
り
様
を
省
察
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
者
は
自
身

を
煩
悩
具
足
の
存
在
と
自
覚
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
以
来
の
伝
統
の
中
で
、
仏
教
は
人
間
の
心
作
用
を
詳
細
に
分
析
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

九
十
八
も
し
く
は
百
八
を
数
え
る
煩
悩
の
リ
ス
ト
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
が
作
ら
れ
る
に
至
っ
た
。「
悪
い
衝
動
と
か
欲
望
と
か
性
癖
」
の
た
め
に
凡
夫
と
み
な

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
個
々
人
の
心
の
在
り
様
が
こ
の
リ
ス
ト
中
の
煩
悩
に
該
当
す
る
か
否
か
が
、
凡
夫
で
あ
る
こ
と
の
基
準
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
同
様
の
考
え
方
は
『
一
念
多
念
文
意
』
の
中
で
親
鸞
も
表
明
し
て
い
る
。 

「
い
か
り
」「
は
ら
た
ち
」「
そ
ね
み
」「
ね
た
む
こ
こ
ろ
」
な
ど
、
具
体
的
な
心
の
在
り
様
を
列
挙
し
て
煩
悩
を
指
示
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
心
に
終
世
支
配

さ
れ
て
い
る
人
物
を
こ
こ
で
は
「
凡
夫
」
と
い
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
非
常
に
大
雑
把
で
は
あ
る
が
、
親
鸞
は
凡
夫
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
を
、
一
つ
一

つ
の
具
体
的
な
心
の
在
り
様
、
特
に
煩
悩
に
染
ま
っ
た
有
漏
の
心
に
求
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

   

「
凡
夫
」
と
い
ふ
は
、
無
明
煩
悩
わ
れ
ら
が
み
に
み
ち
み
ち
て
、
欲
も
お
ほ
く
、
い
か
り
・
は
ら
た
ち
・
そ
ね
み
・
ね
た
む
こ
こ
ろ
お
ほ
く
ひ
ま
な
く
し

て
、
臨
終
の
一
念
に
い
た
る
ま
で
と
ど
ま
ら
ず
、
き
え
ず
、
た
え
ず
と
、
水
火
二
河
の
た
と
え
に
あ
ら
わ
れ
た
り
。
二 

迷
を
迷
と
知
る
の
は
、
ど
う
し
て
も
、
一
遍
其
境
地
を
出
た
と
こ
ろ
か
ら
見
か
へ
さ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
ど
ん
な
知
識
で
も
実
地
の
経
験
を
土
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「
凡
夫
の
自
覚
」
が
ど
の
よ
う
な
形
で
成
立
す
る
か
は
、
凡
夫
が
何
故
に
凡
夫
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
先
程
示
し
た
『
一
念
多
念

文
意
』
の
よ
う
に
、
凡
夫
で
あ
る
こ
と
の
所
以
を
、
一
つ
一
つ
の
心
の
具
体
相
が
リ
ス
ト
化
さ
れ
た
煩
悩
に
合
致
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
煩
悩
に
塗

れ
た
心
か
ら
逃
れ
難
い
と
い
う
生
の
事
実
に
求
め
る
と
す
れ
ば
、「
凡
夫
の
自
覚
」
と
は
そ
の
よ
う
な
心
の
在
り
方
に
対
す
る
反
省
的
な
自
己
認
識
と
い
う
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
先
の
例
で
言
え
ば
、
自
尊
心
の
強
い
者
は
、
何
ら
か
の
契
機
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
の
心
の
在
り
様
を
反
省
し
、
自
分
が
他
者
に
向
け
て
い
る

感
情
に
気
付
き
、
「
自
分
が
ど
う
し
よ
う
も
な
く
嫉
妬
深
く
、
怒
り
っ
ぽ
く
、
自
尊
心
を
捨
て
る
こ
と
も
で
き
な
い
」
な
ど
と
自
己
認
識
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
彼
・
彼
女
に
と
っ
て
凡
夫
性
の
自
覚
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 

一
般
的
に
「
迷
」
と
「
悟
」
と
は
対
立
す
る
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
を
字
義
通
り
に
解
す
る
な
ら
ば
、
迷
い
を
脱
し
た
境
地
が
「
悟
」
で
あ
り
、
未
だ
悟
れ
て

い
な
い
境
涯
が
「
迷
」
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
「
迷
」
の
補
集
合
と
し
て
「
悟
」
を
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
迷
」

の
否
定
態
（
迷
い
を
脱
却
し
た
と
こ
ろ
）
が
「
悟
」
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

し
か
し
、
上
述
の
よ
う
に
大
拙
は
こ
の
よ
う
な
単
に
理
性
的
、
感
情
的
な
理
解
と
し
て
の
凡
夫
の
自
覚
を
不
十
分
な
も
の
と
す
る
。
真
に
凡
夫
で
あ
る
こ
と

が
自
覚
さ
れ
る
の
は
よ
り
根
源
的
な
次
元
に
お
い
て
で
あ
る
と
い
い
、
そ
し
て
そ
れ
は
凡
夫
を
脱
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
に
な
る
と
論
じ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
大
拙
に
と
っ
て
「
自
分
が
凡
夫
で
あ
る
こ
と
」
が
、
彼
の
い
う
よ
う
に
単
に
自
己
の
衝
動
や
欲
望
の
反
省
的
な
自
覚
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な

る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
わ
か
る
。
端
的
に
言
え
ば
「
迷
」
を
脱
し
た
「
悟
」
に
お
い
て
初
め
て
「
迷
」
の
内
実
、
凡
夫
で
あ
る
こ
と
の
本
質
が
明

ら
か
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
何
故
「
迷
」
は
「
悟
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の
問
題
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。 

こ
こ
で
は
「
迷
」
を
「
凡
夫
で
あ
る
こ
と
」
と
読
み
替
え
て
解
釈
す
る
と
、
文
意
が
よ
り
判
然
と
す
る
。
す
な
わ
ち
凡
夫
が
凡
夫
で
あ
る
こ
と
を
知
る
と
い
う

こ
と
は
、
凡
夫
と
い
う
在
り
様
を
超
脱
し
て
か
ら
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
人
間
に
と
っ
て
凡
夫
で
あ
る
こ
と
の
自

覚
は
、
「
機
の
深
信
」
と
し
て
浄
土
往
生
に
お
い
て
不
可
欠
な
契
機
と
な
る
。
そ
こ
で
次
に
「
凡
夫
の
自
覚
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 
し
か
し
、
大
拙
の
思
想
に
お
い
て
、
「
迷
」
と
「
悟
」
の
両
者
の
線
引
き
は
理
性
（
＝
分
別
作
用
）
に
よ
っ
て
可
能
に
は
な
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

台
と
し
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
（
『
全
集
』
第
一
巻
、
四
二
九
頁
） 
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こ
こ
で
説
か
れ
る
「
悟
」
を
め
ぐ
る
言
説
は
、
互
い
に
循
環
し
て
お
り
実
践
的
に
は
ほ
と
ん
ど
意
味
を
な
さ
な
い
。「
悟
」
を
得
る
た
め
に
は
、
自
ら
の
凡
夫

性
を
自
覚
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
凡
夫
性
を
自
覚
す
る
と
い
う
こ
と
は
、「
悟
」
を
得
な
く
て
は
叶
わ
な
い
と
い
う
循
環
的
な
関
係
が
呈
さ
れ
、
結
局
こ
れ

は
「
悟
を
得
る
た
め
に
は
悟
を
得
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
同
語
反
復
に
至
る
。 

 

大
拙
に
と
っ
て
「
悟
」
と
は
理
性
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
「
無
分
別
」
の
妙
な
る
は
た
ら
き
で
あ
り
、
そ
れ
を
経
験
す
る
こ
と
が
「
宗
教
体
験
」
と
い
わ
れ
た
。

従
っ
て
「
迷
」
と
は
「
そ
の
よ
う
な
妙
な
る
は
た
ら
き
を
経
験
し
て
い
な
い
状
態
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、「
悟
」
が
あ
っ
て
初
め
て
そ
の
欠
如
態
（
自

覚
の
欠
如
）
で
あ
る
「
迷
」
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
理
解
の
仕
方
は
理
性
的
な
も
の
で
は
な
く
、
直
観
的
な
も
の
で
あ
る
と

い
う
。「
迷
」
と
「
悟
」
の
対
立
を
為
す
境
界
線
は
、
悟
り
の
智
慧
（
無
分
別
の
分
別
）
に
よ
っ
て
自
覚
可
能
で
あ
る
た
め
、
特
権
的
に
「
悟
」
の
側
か
ら
の
み

引
か
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
凡
夫
」
で
あ
る
こ
と
を
真
に
自
覚
す
る
に
は
、
ま
ず
は
悟
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
凡
夫
は
あ
く
ま
で

も
凡
夫
で
あ
る
の
だ
が
、
自
分
が
何
故
に
凡
夫
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
悟
り
を
得
る
ま
で
気
付
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

大
拙
は
「
悟
」
を
「
無
分
別
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
自
覚
し
た
分
別
」
、
そ
し
て
「
迷
」
を
「
無
分
別
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
な
い

分
別
」
と
位
置
付
け
て
お
り
、
自
覚
の
有
無
を
別
に
し
て
も
両
者
が
と
も
に
分
別
の
作
用
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
両
者
を
決
定
的
に
隔

て
て
い
る
も
の
は
、
分
別
の
根
柢
に
あ
る
「
無
分
別
」
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
積
極
的
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
し
か
し
、
た
び
た

び
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
無
分
別
」
と
は
決
し
て
分
別
の
対
象
と
は
な
り
え
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
分
別
の
作
用
に
よ
っ
て
「
迷
」
と
「
悟
」
を
峻
別
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
こ
の
考
察
か
ら
彼
の
人
間
理
解
を
察
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
大
拙
に
と
っ
て
凡
夫
と
は
二
重
の
意
味
で
疎
外
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
で

き
る
。
ま
ず
衝
動
や
欲
望
に
対
し
て
抗
う
こ
と
が
で
き
ず
、
善
根
を
修
す
る
こ
と
に
徹
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
み
ず
か
ら
の
力
で
往
生
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

無
力
な
存
在
と
し
て
、
凡
夫
は
自
分
自
身
の
成
仏
の
可
能
性
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
加
え
て
、
凡
夫
は
自
ら
が
凡
夫
た
る
こ
と
を
真
に
把
握

で
き
て
い
な
い
と
い
う
無
知
（
無
智
）
に
よ
っ
て
、
凡
夫
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
拙
か
ら
す
る
と
、
凡
夫
と
は
自
分
が
悟

り
に
対
し
て
い
か
に
縁
遠
い
か
、
自
分
が
何
故
凡
夫
で
あ
る
の
か
を
知
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
程
の
凡
夫
な
の
で
あ
る
。 
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上
述
の
引
用
で
は
阿
弥
陀
仏
を
対
象
と
す
る
分
別
作
用
が
特
に
「
悪
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
箇
所
も
鑑
み
る
と
、
分
別
に
よ
る
弊
害
は
こ
れ
に
と

 

『
歎
異
抄
』
の
悪
人
正
機
説
に
お
け
る
「
悪
」
が
何
を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
学
に
よ
っ
て
様
々
な
解
釈
を
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
論
で
は
あ

く
ま
で
も
大
拙
が
そ
の
悪
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
か
を
見
て
い
き
た
い
。 

善
導
は
『
観
経
疏
』
に
お
い
て
、
様
々
な
善
行
を
自
力
で
実
践
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
下
三
品
の
凡
夫
に
唯
一
可
能
な
実
践
と
し
て
口
称
の
念
仏
を
位
置
づ

け
た
。
そ
し
て
そ
の
下
三
品
の
た
め
に
説
か
れ
た
念
仏
こ
そ
が
一
切
衆
生
を
救
う
と
い
う
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
な
し
、
彼

ら
の
往
生
可
能
性
を
強
調
し
た
。
さ
ら
に
日
本
で
は
親
鸞
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
悪
人
こ
そ
が
弥
陀
の
救
う
べ
き
真
の
対
象
で
あ
る
と
い
う
「
悪
人
正
機
説
」
が

説
か
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
親
鸞
の
文
脈
に
お
い
て
凡
夫
の
自
覚
と
は
同
時
に
「
悪
の
自
覚
」
と
も
密
接
な
関
わ
り
を
も
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

分
別
的
、
対
象
的
論
理
に
よ
っ
て
仏
や
仏
の
世
界
を
論
じ
る
こ
と
が
、
こ
こ
で
「
悪
」
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
大
拙
に
と
っ
て
悟
り
と
は
、
分
別
の
背
後
に
働

く
無
分
別
を
自
覚
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
無
分
別
も
し
く
は
仏
と
の
あ
る
べ
き
本
来
的
関
係
を
分
別
に
よ
っ
て
妨
げ
、
そ
れ
ら
か
ら
み
ず
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と

を
、
大
拙
は
「
悪
」
と
し
て
解
釈
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

で
は
大
拙
の
い
う
凡
夫
の
「
よ
り
深
い
根
柢
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
凡
夫
の
凡
夫
た
る
所
以
は
、
凡
夫
の
境
地
を
離
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
が
、
そ
れ
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
凡
夫
と
は
い
っ
た
い
誰
の
こ
と
を
指
し
て

い
る
の
か
。
次
に
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
可
能
な
限
り
の
考
察
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。 

   
第
二
節 

大
拙
に
お
け
る
「
善
」
と
「
悪
」 

そ
れ
で
、
真
宗
の
人
は
「
悪
人
正
機
」
と
云
ふ
。
併
し
此
の
悪
は
必
ず
し
も
倫
理
的
に
云
ふ
の
で
は
な
い
。
分
別
智
の
上
で
、
疑
ひ
深
く
、
迷
ひ
深
い
も

の
、
即
ち
何
か
と
分
別
的
・
対
象
的
論
理
で
も
ふ
り
ま
は
し
て
、
弥
陀
の
存
在
・
慈
悲
・
威
神
力
、
そ
れ
か
ら
浄
土
建
設
・
荘
厳
な
ど
云
ふ
こ
と
に
対
し

て
、
彼
是
の
議
論
を
す
る
も
の
は
、
悉
く
「
悪
人
」
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
巻
、
二
七
頁
） 
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以
上
、「
悪
人
」
、「
悪
」
を
手
が
か
り
に
「
迷
」
の
問
題
を
考
察
し
て
き
た
。
大
拙
に
と
っ
て
悪
人
と
は
、
仏
や
浄
土
を
分
別
の
み
に
よ
っ
て
把
握
し
よ
う
と

す
る
人
間
の
こ
と
を
指
し
、
ま
た
一
切
の
罪
業
の
源
も
ま
た
そ
の
「
分
別
識
へ
の
囚
わ
れ
」
に
求
め
ら
れ
た
。
大
拙
が
「
我
々
の
存
在
の
根
柢
に
根
ざ
し
て
居

る
も
の
」
と
し
た
も
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
分
別
」
、
「
こ
と
ば
」
の
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
凡
夫
の
凡
夫
た
る
所
以
な
の
で
あ
る
。 

 

従
っ
て
大
拙
の
い
う
「
凡
夫
」
の
語
に
は
大
部
分
の
人
間
に
妥
当
し
う
る
普
遍
性
が
あ
る
。
人
間
を
一
義
的
に
規
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
の
、
人
間
が

一
般
的
に
こ
と
ば
を
用
い
る
存
在
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
と
ば
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
様
々
な
概
念
を
区
別
し
て
思
考
を
展
開
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
高
度
で
複
雑
な
思
考
を
展
開
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
大
拙
の
論
を
見
る
限
り
、
文
字
言
句
を
、
そ
の
構
造
を

自
覚
せ
ぬ
ま
ま
に
使
用
し
て
い
る
人
間
は
す
べ
て
分
別
に
囚
わ
れ
た
凡
夫
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
三 

。 

こ
こ
で
よ
り
端
的
に
分
別
識
、
分
別
作
用
そ
の
も
の
が
一
切
の
罪
業
の
出
ど
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
凡
夫
を
凡
夫
た
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
た

だ
し
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
分
別
識
が
そ
の
ま
ま
で
罪
業
の
根
本
と
し
て
否
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
無
分
別
の
基
礎
づ
け

を
自
覚
す
る
な
ら
ば
分
別
は
悟
り
の
智
慧
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
よ
う
に
、
分
別
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
か
が
、
「
迷
」
と
「
悟
」
の
分
水
嶺
と
な
る
。

こ
こ
で
は
「
分
別
に
囚
へ
ら
れ
る
」
こ
と
が
罪
業
の
源
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。 

ど
ま
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

そ
し
て
、
こ
の
分
別
の
本
質
が
「
こ
と
ば
」
で
あ
る
。
前
章
の
「
即
非
の
論
理
」
の
考
察
で
も
確
認
し
た
よ
う
に
、「
こ
と
ば
」
と
は
本
来
無
限
の
記
述
可
能

性
を
も
つ
動
的
な
世
界
を
、
有
限
に
切
り
取
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
無
分
別
」
の
世
界
を
分
別
し
て
い
く
も
の
が
「
こ
と
ば
」
に
他
な
ら
な
い
。

「
こ
と
ば
」
と
は
世
界
の
本
来
的
姿
に
モ
ザ
イ
ク
を
か
け
る
フ
ィ
ル
タ
ー
で
あ
り
、
そ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
た
影
像
を
真
実
そ
の
も
の
と
誤
認
す
る
と
き
、

人
は
悪
人
と
化
す
の
で
あ
る
。 

  
無
分
別
智
即
ち
不
生
の
仏
心
を
知
ら
ざ
る
は
、
分
別
に
囚
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
分
別
に
囚
へ
ら
れ
る
を
惑
と
云
ひ
、
迷
と
云
ふ
。
而
し
て
一
切
の
罪

業
は
こ
れ
か
ら
出
る
。
…
…
迷
は
即
ち
因
果
の
世
界
を
構
成
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
、
分
別
識
そ
の
も
の
で
あ
る
。
（
第
一
巻
、
四
二
四
頁
） 
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こ
の
議
論
を
展
開
す
る
上
で
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
点
は
、
大
拙
の
宗
教
論
に
お
い
て
は
、
有
限
な
る
人
間
が
無
限
な
る
存
在
へ
の
関
係
を
結
ぼ
う
と

す
る
欲
求
が
普
遍
的
で
あ
る
と
す
る
点
で
あ
る
。
人
間
は
総
じ
て
宗
教
的
で
あ
っ
て
、
限
ら
れ
た
人
間
の
み
が
無
限
な
る
も
の
を
希
求
す
る
の
で
は
な
く
、
人

間
で
あ
る
か
ら
に
は
必
ず
こ
の
関
係
を
希
求
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
断
言
す
る
。 

 

「
凡
夫
」
と
い
う
語
は
歴
史
的
に
仏
教
内
部
の
術
語
で
あ
っ
た
が
、
大
拙
の
理
解
に
お
い
て
は
単
に
浄
土
教
、
仏
教
の
信
者
の
み
の
問
題
に
と
ど
ま
る
も
の

で
は
な
く
、
人
間
一
般
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
彼
は
『
宗
教
経
験
の
事
実
』（
一
九
四
三
年
）
に
お
い
て
、
無
限
な
る
も
の
（
第
一
系

列
）
と
有
限
な
る
も
の
（
第
二
系
列
）
の
対
比
に
よ
っ
て
普
遍
的
な
宗
教
論
を
展
開
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
単
に
仏
教
用
語
と
し
て
の
「
凡
夫
」
だ
け
で
な
く
、

「
人
」
一
般
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
大
拙
が
特
定
の
宗
教
の
思
想
を
紹
介
し
な
が
ら
も
、
人
間
普
遍
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ

れ
ま
で
論
じ
て
き
た
「
凡
夫
」
は
、「
衆
生
」
や
「
人
」
と
と
も
に
仏
や
神
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
大
拙
は
そ
の
対
立
を
絶
対
的
な
も
の
で

あ
る
と
強
調
す
る
。
人
間
は
第
二
系
列
、
す
な
わ
ち
分
別
に
依
存
し
た
境
地
に
い
る
限
り
自
己
や
環
境
に
対
す
る
自
己
反
省
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
大
拙

は
そ
れ
を
人
間
の
悩
み
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
先
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
大
拙
に
と
っ
て
分
別
的
立
場
に
終
始
す
る
こ
と
は
、
み
ず
か
ら
「
事

実
」
か
ら
遠
ざ
か
り
、
実
在
性
を
も
た
な
い
こ
と
ば
の
世
界
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
悩
み
の
生
じ
る
と
き
に
は
、
第
二
系

列
に
い
る
人
間
（
凡
夫
）
は
な
ん
と
か
し
て
第
一
系
列
と
関
係
を
結
ぼ
う
と
す
る
。 

 

先
述
し
た
よ
う
に
「
凡
夫
」
の
語
は
も
と
も
と
聖
者
に
対
し
て
修
行
の
能
力
の
な
い
人
間
を
指
し
示
す
言
葉
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
凡
夫
と
い
う
語
に
は
も
と

も
と
能
力
の
欠
如
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
多
分
に
含
ま
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
修
行
中
の
人
間
は
悟
り
に
向
か
っ
て
修
行
し
て
い
る
限
り
、
凡
夫
で
は
な
い

の
で
あ
る
。
他
方
、
大
拙
の
い
う
凡
夫
と
は
、
分
別
識
に
囚
わ
れ
て
い
る
存
在
す
べ
て
を
指
し
示
す
語
で
あ
り
、
修
行
者
の
能
力
と
は
関
係
な
く
規
定
さ
れ
る
。

唯
一
例
外
と
な
る
の
は
、
分
別
へ
の
囚
わ
れ
を
脱
し
た
覚
者
の
み
と
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
悟
っ
て
い
な
い
も
の
は
、
修
行
者
で
あ
ろ
う
と
も
皆
凡
夫
で
あ
る

こ
と
に
な
る
。
大
拙
の
人
間
観
は
、
こ
の
よ
う
に
覚
者
を
除
い
た
す
べ
て
の
人
間
を
凡
夫
と
み
な
し
た
点
に
、
一
つ
の
特
質
が
あ
る
と
言
え
る
。 

 

 

第
三
節 

無
限
と
有
限
の
関
係 
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蓋
し
人
類
の
信
仰
的
即
宗
教
的
な
る
は
其
天
性
な
り

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。
精
神
発
達
し
て
一
定
の
程
度
に
至
る
時

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
自
ら
宗
教
的
疑
問
の
簇
起
す
る
所
と
な
り
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
為
め
に

、
、
、

煩
悶
苦
悶
に
堪
へ
ざ
ら
む
と
す
る
な
り

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。
之
を
人
心

高
の
現
象
と
な
す

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
巻
、
二
四
頁
） 

 
 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
や
う
な
求
め
が
実
際
に
吾
々
人
間
に
あ
る
の
で
あ
る
。
経
験
し
な
い
も
の
は
、
論
理
と
か
分
別
と
か
い
ふ
も
の
か
ら
、
抽
象
的
に
見
て
、

そ
の
有
無
を
判
断
し
て
、
問
題
を
一
蹴
し
去
ら
ん
と
す
る
。
こ
れ
が
ま
た
現
代
人
の
悩
み
の
種
に
な
る
の
で
あ
る
。 

そ
の
実
態
を
わ
か
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
が
求
め
ず
に
は
や
ま
な
い
も
の
、
大
拙
は
そ
う
宗
教
を
語
る
。「
霊
性
」
が
人
間
普
遍
の
宗
教
意
識
で
あ
っ
た
の

と
同
様
、
こ
の
「
霊
性
的
胎
動
」
も
人
間
が
普
遍
的
に
持
つ
宗
教
へ
の
志
向
性
を
意
味
し
て
い
る
。
人
間
心
理
の
根
底
に
横
た
わ
る
宗
教
へ
の
志
向
性
は
、
実

は
大
拙
の
前
期
思
想
か
ら
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
一
八
九
四
年
の
「
宗
教
論
」
と
題
し
た
一
篇
に
お
い
て
既
に
そ
の
発
想
を
提
示
し
て
い
る
。 

大
拙
の
宗
教
思
想
は
、
誰
も
が
経
験
す
る
思
春
期
に
揺
れ
動
く
心
理
を
、
そ
し
て
現
代
人
の
も
つ
煩
悶
を
、
人
間
一
般
に
伏
在
し
て
い
る
宗
教
性
と
し
て
据
え

る
こ
と
で
、
宗
教
の
問
題
を
人
間
普
遍
の
も
の
と
し
て
保
証
し
た
の
で
あ
る
。 

    

求
め
る
も
の
が
は
つ
き
り
す
れ
ば
、
そ
れ
が
未
だ
手
に
入
ら
な
い
で
も
、
そ
ん
な
に
悩
む
こ
と
は
な
い
、
手
段
を
つ
く
せ
ば
何
と
か
し
て
も
の
、
、
に
な
る

で
あ
ら
う
。
た
だ
、
求
め
の
対
象
が
何
と
も
わ
か
ら
な
い
で
、
而
も
何
だ
か
向
う
に
在
る
と
す
る
と
、
こ
れ
ほ
ど
気
に
か
か
る
こ
と
は
な
い
。
論
理
で
「
そ

ん
な
も
の
は
な
い
」
と
は
ね
つ
け
て
も
、
そ
れ
で
も
、
心
の
奥
に
時
々
動
き
出
す
も
の
の
あ
る
の
を
お
さ
へ
つ
け
る
わ
け
に
行
か
な
い
。
こ
こ
に
宗
教
が

あ
る
の
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
を
霊
性
的
胎
動
と
名
づ
け
て
お
く
。 

こ
の
胎
動
を
心
理
的
に
云
ふ
と
、
「
悩
み
」
に
な
る
の
で
あ
る
。
た
だ
固
定
の
物
件
が
得
ら
れ
な
い
、
そ
れ
が
欲
し
い
と
い
ふ
や
う
な
悩
み
で
な
く
て
、

神
自
身
が
自
身
を
自
覚
し
よ
う
と
い
ふ
悩
み
で
あ
る
、
存
在
の
根
元
に
お
け
る
悩
み
で
あ
る
。
こ
こ
に
宗
教
が
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
二
十
二
巻
、
一
九
六

頁
） 
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大
拙
の
宗
教
論
は
無
限
と
有
限
、
絶
対
と
相
対
の
循
環
的
関
係
の
内
実
を
「
円
環
性
」
と
み
な
し
、
そ
れ
を
積
極
的
に
評
価
す
る
。
こ
の
こ
と
は
特
に
往
相

還
相
二
種
廻
向
と
い
う
浄
土
教
の
文
脈
を
め
ぐ
っ
て
論
じ
ら
れ
る
。
大
拙
は
真
宗
の
思
想
を
次
の
よ
う
に
紹
介
す
る
。 

 

さ
て
、「
霊
性
的
胎
動
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
人
間
の
宗
教
的
欲
求
は
、
第
一
系
列
と
し
て
列
挙
さ
れ
た
諸
々
の
無
限
性
を
、
そ
の
実
態
も
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
に
追

い
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
拙
は
こ
の
欲
求
の
解
決
手
段
と
し
て
哲
学
と
宗
教
を
挙
げ
る
。
し
か
し
大
拙
は
、
知
性
に
よ
っ
て
両
者
の
関
係
を
と
り
も
つ
哲

学
を

終
的
な
解
決
方
法
と
は
み
な
さ
ず
、
や
は
り
個
人
が
み
ず
か
ら
体
験
的
に
第
一
系
列
と
関
係
を
結
ぶ
宗
教
を
よ
り
重
要
視
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
大
拙

は
宗
教
を
通
じ
て
凡
夫
が
凡
夫
な
ら
ざ
る
も
の
と
の
関
係
を
結
び
う
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
次
に
そ
の
関
係
づ
け
の
内
実
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。 

こ
の
よ
う
な
理
解
は
確
か
に
真
宗
の
思
想
を
表
現
す
る
も
の
と
言
え
る
。
例
え
ば
『
歎
異
抄
』
第
四
条
に
、「
浄
土
の
慈
悲
と
い
ふ
は
、
念
仏
し
て
、
い
そ
ぎ
仏

に
な
り
て
、
大
慈
大
悲
心
を
も
つ
て
、
思
ふ
が
ご
と
く
、
衆
生
を
利
益
す
る
を
い
ふ
べ
き
な
り
。
今
生
に
、
い
か
に
、
い
と
ほ
し
、
不
便
と
思
ふ
と
も
、
存
知

の
ご
と
く
た
す
け
が
た
け
れ
ば
、
こ
の
慈
悲
、
始
終
な
し
」 

四

と
あ
る
。
こ
の
記
述
を
素
朴
に
受
け
取
る
と
す
れ
ば
、
衆
生
は
ま
ず
念
仏
す
る
こ
と
で
浄
土
に

生
ま
れ
、
そ
こ
で
仏
と
な
り
、
仏
と
し
て
他
の
衆
生
へ
の
慈
悲
を
振
り
向
け
る
と
い
う
順
序
に
な
る
。
つ
ま
り
二
種
廻
向
と
は
あ
く
ま
で
も
往
相
が
済
ん
で
初

め
て
還
相
が
可
能
と
な
る
と
い
う
時
間
的
前
後
関
係
を
も
つ
も
の
と
な
る
。
し
か
し
、
大
拙
は
別
の
箇
所
で
は
、
自
身
の
解
釈
を
加
え
て
次
の
よ
う
な
主
張
を

展
開
す
る
。 

   

真
宗
の
廻
向
は
そ
の
道
筋
が
二
重
で
円
環
的
で
あ
つ
て
、
直
線
的
に
一
重
で
は
な
い
。
一
つ
の
道
は
浄
土
往
生
の
方
向
〔
往
相
・
蓮
沼
〕
に
進
む
も
の
で

あ
る
。
す
べ
て
の
真
宗
信
者
の
歩
み
が
弥
陀
と
そ
の
国
土
に
向
け
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
ら
う
が
、
彼
等
は
浄
土
に
生
れ
る
や
否
や
、
再
び
業
の
世
界
に

還
つ
て
来
て
、
衆
生
の
た
め
に
自
己
を
捨
て
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
方
向
を
「
還
相
」
と
名
づ
け
る
。
真
宗
に
は
往
還
の
二
重
廻
向
が
あ
つ
て
、
そ

れ
が
相
互
性
・
円
環
性
・
自
己
還
来
性
を
も
つ
て
ゐ
る
。
（
『
全
集
』
第
六
巻
、
四
四
頁
） 

往
相
と
は
穢
土
か
ら
浄
土
へ
向
ふ
こ
と
で
あ
り
、
還
相
と
は
浄
土
か
ら
穢
土
へ
向
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
往
還
の
廻
向
は
、
浄
穢
の
間
で
も
、
涅
槃
と
生

 235



浄
土
教
の
用
語
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
こ
こ
も
や
は
り
よ
り
一
般
的
な
、
第
一
系
列
と
第
二
系
列
の
関
係
と
し
て
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
廻
向
の
運
動
そ

の
も
の
は
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
運
動
の
二
つ
の
側
面
が
往
相
還
相
と
い
う
別
々
の
運
動
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
先
の
よ
う
な
往
相
の
後
の
還
相
と
い
う
順
序

を
も
つ
二
種
廻
向
に
比
し
て
、
こ
の
運
動
は
理
解
し
に
く
い
。
大
拙
は
妙
好
人
・
浅
原
才
市
の
詩
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
」
の
名
号
の
作
用
を

円
環
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
浅
原
才
市
は
名
号
を
称
え
る
こ
と
で
、
あ
さ
ま
し
き
身
へ
の
慚
愧
と
本
願
に
救
わ
れ
た
歓
喜
と
を
同
時
に
感
じ
取
っ
て
い
る
。 

大
拙
は
こ
こ
で
何
を
円
環
と
い
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
大
拙
に
と
っ
て
宗
教
意
識
と
は
一
貫
し
て
無
限
な
る
も
の
と
有
限
な
る
も
の
と
の
「
交
渉
」
と
し
て

扱
わ
れ
て
い
る
。
彼
は
こ
の
よ
う
な
「
交
渉
」
を
問
題
と
す
る
際
に
は
必
ず
「
は
た
ら
き
」
や
「
作
用
」
と
し
て
論
じ
る
。 

例
え
ば
、
「
凡
夫
が
阿
弥
陀
仏
に
対
し
て
受
動
的
で
あ
る
」
と
い
う
時
に
は
、
阿
弥
陀
仏
か
ら
凡
夫
へ
の
は
た
ら
き
か
け
が
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

能
動
と
受
動
が
論
じ
ら
れ
る
場
に
は
、
無
限
な
る
も
の
か
ら
の
愛
や
慈
悲
、
有
限
な
る
も
の
か
ら
の
祈
り
と
い
っ
た
お
互
い
が
相
手
に
向
け
て
差
し
向
け
る
は

た
ら
き
か
け
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
浅
原
才
市
の
詩
に
お
い
て
、
そ
の
両
者
の
は
た
ら
き
か
け
を
同
時
に
現
実
化
す
る
も
の
が
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
で

   

浅
間
敷
き
自
分

―
慚
愧

―
歓
喜

―
「
な
む
あ
み
だ
ぶ
」
、
こ
れ
は
一
連
の
体
験
で
あ
る
。
何
も
あ
れ
か
ら
こ
れ
、
こ
れ
か
ら
そ
れ
と
、
直
線
的
に
連

続
す
る
の
で
な
い
。
何
れ
も
同
時
の
出
来
事
で
あ
る
。
そ
れ
が
個
己
の
意
識
の
上
で
分
析
せ
ら
れ
る
と
、
慚
愧
と
歓
喜
と
云
ふ
矛
盾
し
て
相
容
れ
ざ
る
情

性
的
な
心
象
に
な
る
が
、
そ
れ
を
霊
性
の
面
か
ら
見
る
と
、
慚
愧
と
歓
喜
、
浅
間
敷
さ
と
「
な
む
あ
み
だ
ぶ
」

―
何
れ
も
が
渾
融
し
て
立
体
的
或
は
円

環
的
な
も
の
と
な
る
。
こ
の
当
体
が
「
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
」
な
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
八
巻
、
一
八
七
頁
） 

死
と
の
間
で
も
、
正
覚
と
煩
悩
と
の
間
で
も
、
無
分
別
と
分
別
の
間
で
も
か
ま
は
な
い
、
す
べ
て
対
立
す
る
も
の
の
二
者
の
間
に
行
は
れ
る
運
動
で
あ
る
。

浄
土
と
い
ふ
も
の
の
考
へ
ら
れ
る
の
は
、
実
に
こ
の
廻
向
の
論
理
に
よ
る
と
云
つ
て
よ
い
。 

廻
向
に
二
種
の
相
を
区
別
で
き
る
が
、
こ
れ
は
相
に
す
ぎ
ぬ
、
廻
向
の
運
動
そ
の
も
の
は
一
つ
で
あ
る
、
而
し
て
そ
れ
が
循
環
的
で
あ
る
。
即
ち
、
往

相
と
見
え
る
も
の
は
還
相
で
あ
り
、
還
相
と
見
え
る
も
の
は
往
相
で
あ
る
。
往
還
は
一
つ
の
も
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
六
巻
、
一
七
二
頁
） 
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あ
っ
た
。
円
環
と
は
、
名
号
に
お
い
て
、
凡
夫
（
有
限
な
る
も
の
）
を
救
い
と
ろ
う
と
い
う
阿
弥
陀
仏
（
無
限
な
る
も
の
）
の
本
願
（
愛
・
慈
悲
）
と
、
た
だ

ひ
た
す
ら
阿
弥
陀
仏
を
頼
ん
で
浄
土
に
摂
め
と
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
凡
夫
の
願
い
と
が
、
同
時
に
動
き
出
す
相
互
作
用
を
描
き
だ
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
「
自
己
還
来
性
」
と
い
う
よ
う
に
、
凡
夫
が
発
し
た
弥
陀
へ
の
帰
依
が
弥
陀
か
ら
の
救
い
と
し
て
還
っ
て
く
る
、
ま
た
弥
陀
の
側
か
ら
い
っ
て
も
、
自
ら
立

て
た
本
願
が
凡
夫
の
称
名
と
し
て
還
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
無
限
と
有
限
そ
れ
ぞ
れ
を
始
発
点
及
び
終
点
と
す
る
二
重
の
自
己
還
来
的
な
往
復
運
動
を
大
拙

は
「
円
環
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
場
合
、
凡
夫
の
弥
陀
へ
の
は
た
ら
き
か
け
と
弥
陀
か
ら
凡
夫
へ
の
は
た
ら
き
か
け
が
別
々
の
も
の
と
し
て
存
在

す
る
の
で
は
な
い
。
大
拙
に
と
っ
て
は
弥
陀
へ
の
は
た
ら
き
か
け
と
弥
陀
か
ら
の
は
た
ら
き
か
け
は
一
つ
の
も
の
の
二
つ
の
側
面
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
第
一
系
列
と
第
二
系
列
と
は
こ
の
相
互
作
用
（
一
つ
の
は
た
ら
き
）
に
お
い
て
「
一
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
言

い
換
え
れ
ば
無
限
と
有
限
の
相
即
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
相
即
の
内
実
は
、
単
に
有
限
な
る
も
の
が
無
限
な
る
も
の
に
合
一
、
没
入
す
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る

神
秘
主
義
的
な
も
の
で
は
な
い
。
有
限
な
る
も
の
が
無
限
な
る
も
の
の
一
部
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
両
者
の
関
係
は
彼
が
繰
り
返
し
強
調

す
る
よ
う
な
「
絶
対
の
矛
盾
」
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
有
限
な
る
人
間
が
無
限
に
働
き
か
け
ら
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
も
、
人
間
か
ら
分
別
が

な
く
な
る
訳
で
は
な
い
。
凡
夫
は
あ
く
ま
で
も
凡
夫
と
し
て
生
き
な
が
ら
、
無
限
な
る
も
の
の
は
た
ら
き
を
活
か
し
て
い
く
。
無
限
と
有
限
は
あ
く
ま
で
も
絶

対
に
矛
盾
し
な
が
ら
、
し
か
も
同
一
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
前
章
で
考
察
し
た
実
存
論
的
「
即
非
の
論
理
」
で
あ
る
。 

    

彼
は
そ
の
「
即
非
的
統
一
」
の
内
実
を
「
動
態
的
」
で
「
行
為
的
」
な
も
の
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。 

第
四
節 

無
限
な
る
事
実
の
世
界 

分
別
意
識
の
上
に
止
ま
つ
て
居
る
限
り
、
無
分
別
面
は
無
記
と
し
か
想
像
せ
ら
れ
ぬ
。
分
別
を
空
間
的
・
分
割
的
な
も
の
に
の
み
見
て
、
分
別
の
中
に
行

為
的
・
能
動
的
・
持
続
的
な
も
の
を
見
な
い
と
、
無
分
別
の
分
別
は
考
へ
ら
れ
ぬ
。
（
『
全
集
』
第
一
巻
、
四
〇
六
頁
） 
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こ
の
よ
う
に
行
為
的
立
場
が
必
要
と
さ
れ
る
の
も
、
ま
ず
は
先
述
の
「
事
実
」
の
観
点
か
ら
説
明
さ
れ
る
だ
ろ
う
。「
事
実
」
と
は
こ
と
ば
に
よ
っ
て
分
節
化
さ

れ
る
前
の
「
生
の
現
実
」
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
凡
夫
は
動
的
な
そ
の
「
事
実
」
そ
の
も
の
よ
り
も
、
抽
象
物
た
る
こ
と
ば
や
概
念
を
実
体
視
す

る
こ
と
で
、
み
ず
か
ら
不
要
な
混
乱
を
招
い
て
い
た
。
こ
の
混
乱
か
ら
脱
却
す
る
上
で
必
要
な
こ
と
は
、「
事
実
」
に
対
し
て
言
語
を
媒
介
と
し
て
間
接
的
に
関

係
す
る
の
で
は
な
く
、
み
ず
か
ら
が
直
接
的
に
同
一
化
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。「
事
実
」
の
世
界
が
時
時
刻
刻
と
流
転
し
て
い
く
無
常
な
も
の
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
人
間
の
側
に
要
求
さ
れ
る
も
の
も
ま
た
、
そ
の
世
界
の
動
性
へ
と
柔
軟
に
同
一
化
し
て
い
く
動
態
性
な
の
で
あ
る
。
で
は
、
何
故
未
分
化
の
世
界
の
動
態

性
と
一
体
化
し
て
い
く
た
め
に
「
行
為
」
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

そ
れ
は
、
行
為
が
「
事
実
」
と
直
接
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
行
為
は
動
的
な
「
事
実
」
の
世
界
に
順
応
す
る
こ

と
が
で
き
る
柔
軟
性
を
有
し
て
い
る
。
大
拙
が
行
為
を
強
調
す
る
の
は
ま
さ
に
、
そ
の
柔
軟
な
順
応
性
の
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
行
為
と
は
単
に
「
身
体
的
運

動
」
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
と
ば
を
介
さ
な
い
直
接
的
な
「
事
実
」
と
の
関
係
は
「
身
体
的
運
動
」
に
よ
っ
て
も
可
能
と
な
る
。
し
か
し

身
体
的
運
動
が
目
的
意
識
に
囚
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
む
し
ろ
抽
象
化
さ
れ
た
「
こ
と
ば
」
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
っ
て
「
事
実
」
と
の
直

接
の
交
渉
を
持
ち
え
な
い
。
他
方
、
こ
と
ば
を
用
い
る
「
思
索
」
で
あ
っ
て
も
そ
の
こ
と
ば
が
「
事
実
」
に
順
応
す
る
だ
け
の
柔
軟
性
を
有
し
て
い
れ
ば
、
そ

れ
も
行
為
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
思
惟
は
は
た
ら
き
か
ら
独
立
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
に
大
拙
は
言
及
し
て
い
る
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
六
巻
、

六
六
〇
頁
）
。
彼
が
繰
り
返
し
強
調
す
る
「
無
分
別
の
分
別
」
と
は
こ
の
よ
う
に
人
間
の
す
べ
て
の
営
み
に
お
け
る
「
行
為
」
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
そ
の
柔
軟
性
を
知
る
た
め
に
は
、
人
間
は
一
度
「
事
実
」
そ
の
も
の
の
動
態
性
に
向
け
て
み
ず
か
ら
の
分
別
意
識
を
放
棄
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
そ
し
て
「
事
実
」
と
の
一
体
化
が
叶
っ
た
と
き
、
そ
の
「
事
実
」
そ
の
も
の
の
動
態
性
が
人
間
に
と
っ
て
、
み
ず
か
ら
の
分
別
を
超
え
た
「
無
分
別

の
は
た
ら
き
」
と
し
て
自
覚
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

先
に
妙
好
人
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
を
例
に
円
環
的
関
係
を
考
察
し
た
が
、
こ
の
円
環
性
は
、「
事
実
」
と
「
人
間
」
の
相
互
作
用
と
し
て
も
説
明
す

業
と
云
ふ
は
行
為
的
世
界
の
義
で
あ
る
。
禅
は
業
の
外
に
は
な
い
。
行
為
の
無
い
と
こ
ろ
に
は
、
禅
も
な
い
。
禅
は
行
為
と
終
始
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

業
の
中
に
起
臥
し
行
為
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
業
を
超
越
し
、
業
繋
を
離
脱
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
五
巻
、
三
〇
〇
頁
） 
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「
行
為
」
が
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
行
為
が
世
界
と
「
直
接
」
に
関
わ
る
と
い
う
直
接
性
に
求
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
本
章
に
お
い
て
「
行
為
」
と
対
置
さ

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、「
事
実
」
の
世
界
と
は
「
仏
」
や
「
神
」
と
い
っ
た
第
一
系
列
の
存
在
と
同
格
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
も
そ
も
こ
こ

で
い
う
「
事
実
」
と
は
、
こ
と
ば
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
以
前
の
未
分
節
の
世
界
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
れ
は
『
起
信
論
』
の
説
く
心
真
如
に
相
当
す
る
も
の

で
あ
る 

五

。
人
間
の
分
別
に
よ
る
限
定
を
経
な
い
未
分
節
の
世
界
は
人
間
の
眼
前
に
常
に
広
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

も
具
体
的
な
無
限
で
あ
る
。
む
し
ろ
仏

や
神
す
ら
も
そ
の
よ
う
な
無
限
な
る
「
事
実
」
の
世
界
か
ら
、
覚
者
、
超
越
者
と
し
て
抽
象
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
と
の
見
方
も
で
き
る
。
大
拙
は
常
に
具
体
的

な
日
常
の
中
に
宗
教
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
。 

る
こ
と
が
で
き
る
。「
生
の
現
実
」
は
常
に
人
間
を
取
り
巻
き
な
が
ら
、
人
間
に
対
し
て
時
々
刻
々
無
常
の
世
界
を
展
開
し
て
い
る
。
天
気
も
季
節
も
制
度
も
人

間
関
係
も
人
間
自
身
も
す
べ
て
変
化
し
て
い
く
。
無
限
な
る
「
事
実
」
の
世
界
は
有
限
な
人
間
に
対
し
て
常
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
は
た
ら
き
か
け
て
い
る
。
人

間
は
自
己
の
静
的
な
分
別
意
識
を
放
棄
す
る
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
動
的
な
「
事
実
」
の
世
界
の
流
れ
に
一
体
化
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
と
き
相
異

な
る
両
者
の
相
互
作
用
は
そ
の
動
態
性
に
お
い
て
一
体
と
な
る
の
で
あ
る
。
人
間
か
ら
の
は
た
ら
き
か
け
は
「
事
実
」
の
世
界
に
順
応
す
る
こ
と
で
、
事
実
の

は
た
ら
き
と
し
て
み
ず
か
ら
に
自
覚
さ
れ
、
他
方
「
事
実
」
の
人
間
へ
の
は
た
ら
き
か
け
は
人
間
が
「
事
実
」
そ
の
も
の
に
同
一
化
す
る
こ
と
で
み
ず
か
ら
の

一
部
と
し
て
還
っ
て
く
る
。
こ
こ
に
も
や
は
り
二
重
の
自
己
還
来
的
な
往
復
運
動
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。 

彼
に
と
っ
て
、
仏
や
神
と
は
人
間
の
世
界
を
抜
け
出
た
形
而
上
学
的
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
人
間
が
直
面
す
る
「
事
実
」
の
世
界
そ
の
も
の
が
無
限
な
る
存

在
で
あ
り
、
彼
の
思
想
は
悟
り
と
迷
い
、
涅
槃
と
生
死
、
仏
と
凡
夫
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
そ
の
具
体
的
世
界
か
ら
説
明
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 

  

事
実
上
我
々
の
日
常
意
識
を
離
れ
て
そ
の
や
う
な
領
域
〔
何
か
近
づ
き
が
た
い
領
域
・
蓮
沼
〕
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
一
般
に
理
解
に
よ
り
便
で
あ
る
為

に
さ
う
い
ふ
云
ひ
方
を
す
る
ま
で
で
あ
る
。
公
案
が
す
べ
て
の
邪
魔
者
を
打
摧
い
て

後
の
真
理
を
了
得
す
る
と
き
、
我
々
は
結
局
「
心
の
秘
密
の
奥
所
」

な
ど
と
い
ふ
も
の
、
或
は
始
終
神
秘
的
に
思
は
れ
た
禅
の
真
理
な
ど
と
い
ふ
も
の
す
ら
、
全
然
存
在
し
な
い
こ
と
を
さ
と
る
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十

四
巻
、
三
○
二
頁
） 
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大
拙
が
人
間
の
罪
業
の
根
源
と
し
て
「
分
別
へ
の
囚
わ
れ
」
を
指
摘
し
た
こ
と
は
、
同
時
に
「
分
別
へ
の
囚
わ
れ
」
を
脱
し
た
方
向
に
悟
り
を
見
出
し
て
い

た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
、
悟
り
、
す
な
わ
ち
「
無
分
別
の
分
別
」
の
自
覚
こ
そ
が
人
間
の
理
想
的
態
様
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
分
別
」
の
立

場
は
そ
の
欠
如
態
で
あ
る
以
上
、
批
判
の
矛
先
は
常
に
そ
こ
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
彼
は
み
ず
か
ら
が
仏
教
者
、
宗
教
者
で
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由

で
、
宗
教
に
価
値
を
求
め
て
い
た
の
で
は
な
い
（
こ
の
点
は
第
九
章
に
て
詳
述
す
る
）
。
「
分
別
へ
の
囚
わ
れ
」
を
悪
と
見
な
し
た
こ
と
か
ら
必
然
的
に
結
論
さ

れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
に
と
っ
て
善
と
は
「
悟
り
」
を
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
彼
の
規
範
的
言
説
の
全
体
は
、
覚
と
不
覚
と
を
基
軸
と
し
て
計
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
大
拙
に
特
有
な
も
の
で
は
な
く
、
仏
教
の
伝
統
か
ら
鑑
み
れ
ば
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
い

え
る
六

。 

例
え
ば
、
仏
教
者
の
行
為
の
善
悪
を
考
え
る
上
で
一
般
的
な
視
点
は
戒
で
あ
る
。
仮
に
仏
教
者
が
殺
生
を
犯
し
た
と
す
れ
ば
、
彼
の
行
為
は
刑
事
罰
の
対
象

と
な
る
と
同
時
に
、
殺
生
戒
へ
の
違
背
を
意
味
し
て
い
る
。
戒
は
律
と
と
も
に
仏
教
者
の
修
行
生
活
の
規
範
と
し
て
、
仏
教
史
上
様
々
な
形
へ
と
展
開
し
て
い

っ
た
。
こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
戒
が
、
修
行
者
が
悟
り
へ
向
か
う
た
め
の
実
践
項
目
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
金
児
黙
存
が
、
「sīla

・v
atta

〔
「
戒
」
及

び
「
務
」
・
蓮
沼
」
〕
は
之
を
方
法
に
於
て
誤
り
我
見
の
た
め
こ
れ
に
取
著
し
て
蒙
昧
と
な
り
之
を
直
ち
に
目
的
（
浄
乃
至
解
脱
）
視
す
る
こ
と
は
排
す
る
が
、

併
し
真
の
解
脱
へ
の
「
正
し
き
道p

āṭip
ād

a

」
を
修
す
る
場
合
に
て
は
こ
のsīla

・v
atta

は
見
・
聞
等
と
共
に
必
ず
具
す
べ
き
も
の
と
な
し
た
様
で
あ
る
」
七

と

論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
戒
は
解
脱
へ
の
道
で
あ
る
が
、
決
し
て
解
脱
そ
の
も
の
で
は
な
い
。 

れ
た
「
こ
と
ば
」
は
、「
事
実
」
の
世
界
を
記
号
に
よ
っ
て
象
徴
化
さ
せ
る
こ
と
で
他
者
と
の
情
報
の
共
有
を
可
能
と
し
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
世
界
と
そ
の
ま

ま
の
形
で
触
れ
合
う
こ
と
を
阻
む
も
の
で
も
あ
っ
た
。
逆
に
「
行
為
」
と
は
、
世
界
と
の
間
に
何
者
も
介
在
さ
せ
ず
に
、「
直
接
」
に
交
流
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

人
間
が
動
的
な
世
界
の
中
に
み
ず
か
ら
動
的
に
参
入
す
る
と
き
に
、
世
界
と
一
如
の
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
静
的
に
世
界
を
切

り
取
る
「
こ
と
ば
」
を
交
え
な
い
「
行
為
」
の
立
場
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
（
こ
の
直
接
性
に
つ
い
て
は
第
九
章
に
て
改
め
て
考
察
す
る
）
。 

 

第
五
節 

宗
教
的
価
値
と
道
徳
的
価
値 
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不
殺
生
・
不
偸
盗
・
不
邪
婬
・
不
妄
語
・
不
飲
酒
、
こ
れ
ら
五
戒
は
仏
教
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、
当
時
の
イ
ン
ド
社
会
で
共
有
さ
れ
て
い
た
倫
理
観
に
基

づ
い
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
出
家
者
集
団
と
し
て
の
僧
伽
が
機
能
し
て
い
る
仏
教
を
想
定
す
れ
ば
、
戒
は
僧
伽
で
の
共
同
生
活
を
詳
細
に
規
定
し
た

律
と
共
に
、
修
行
者
の
日
常
的
な
行
動
内
容
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
戒
律
が
修
行
者
に
と
っ
て
規
範
と
な
り
得
る
根
拠
に
つ
い
て
、
氣
多
雅
子
は

「
智
慧
」
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
。「
…
…
戒
律
の
存
在
意
義
は
理
念
的
に
も
実
質
的
に
も
僧
伽
の
内
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
戒
律
と
い
う
規
範
の

正
当
性
は
、
や
は
り
僧
伽
で
は
な
く
、
仏
陀
の
智
慧
に
基
づ
く
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
…
…
僧
伽
が
正
し
い
智
慧
の
獲
得
と
い
う
目
的
に
向
け
て
形
成
さ
れ

た
宗
教
共
同
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
戒
律
の
存
在
意
義
は
僧
伽
の
存
立
に
あ
る
が
、
僧
伽
の
存
在
意
義
は
智
慧
の
獲
得
に
あ
る
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ

て
、
我
々
が
戒
律
の
根
拠
を
探
求
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
結
局
、
仏
陀
の
智
慧
の
あ
り
方
が
問
題
と
な
る
」
八

。
こ
の
よ
う
に
、
仏
教
者
の
規
範
の
根
底
に
、

解
脱
も
し
く
は
智
慧
の
獲
得
が
暗
黙
の
目
的
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
戒
律
を
基
本
と
す
る
仏
教
者
の
規
範
は
、
覚
と
不
覚
を
両

極
と
し
て
そ
の
善
悪
を
設
定
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
単
に
覚
を
善
と
し
、
煩
悩
を
悪
と
す
る
と
い
う
静
的
な
規
定
で
は
な
く
、
修
行
者
を
覚
へ
と
至

ら
せ
る
力
を
持
っ
た
行
為
が
善
と
い
わ
れ
、
も
し
く
は
正
し
く
修
行
の
完
遂
を
希
求
す
る
心
を
伴
っ
て
実
践
さ
れ
る
行
為
が
善
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
覚
へ
の

志
向
性
を
有
す
る
行
為
が
善
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
初
心
の
修
行
者
で
あ
ろ
う
と
も
、
戒
律
に
従
っ
て
清
浄
な
生
活
を
送
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
善

行
を
修
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
九

。 

他
方
、
大
拙
思
想
に
見
ら
れ
る
規
範
の
範
疇
は
、
覚
と
不
覚
を
両
極
と
し
て
そ
れ
が
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
伝
統
的
な
仏
教
思
想
と
変
わ

り
は
な
い
。
し
か
し
、
よ
り
厳
密
に
見
て
い
く
と
大
拙
の
い
う
善
悪
の
範
疇
が
、
上
述
の
規
定
と
明
確
に
異
な
る
点
も
見
え
て
く
る
。
次
の
一
節
は
彼
の
考
え

を
如
実
に
表
現
し
て
い
る
。 

  

私
は
若
い
時
に
、
円
覚
寺
の
管
長
さ
ん
、
今
北
洪
川
老
師
と
い
ふ
方
に
お
会
ひ
し
た
が
、
よ
く
こ
の
老
師
が
お
話
し
に
な
つ
た
言
葉
に
「
善
悪
と
い
ふ
も

の
を
悟
ら
ん
さ
き
の
善
悪
と
い
ふ
も
の
は
悉
く
悪
だ
、
そ
れ
か
ら
悟
つ
た
善
悪
は
悉
く
善
だ
」
と
い
ふ
こ
と
を
聞
か
さ
れ
て
を
つ
た
。（
『
全
集
』
第
十
巻
、

四
一
七
頁
） 
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と
は
い
え
、「
行
為
」
を
対
象
と
し
て
善
悪
を
論
ず
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
決
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
行
為
が
悟
り
の
智
慧
に

相
応
し
て
い
る
か
否
か
は
、
行
為
の
外
面
的
な
形
式
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
結
局
は
行
為
者
の
内
面
的
動
機
の
部
分
に
、
智
慧
が
存
す
る
か

否
か
に
よ
っ
て
決
定
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
智
慧
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
外
面
に
現
れ
た
行
為
に
よ
っ
て
は
判
断
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
先
に
考
察
し
た
よ

う
に
、
悟
り
と
迷
い
と
の
境
界
線
が
特
権
的
に
悟
り
の
側
か
ら
の
み
引
か
れ
得
る
も
の
で
あ
っ
た
の
と
同
様
に
、
そ
の
行
為
が
智
慧
に
基
づ
い
た
も
の
か
否
か

は
、
た
だ
覚
者
に
よ
っ
て
の
み
自
覚
さ
れ
る
。 

の
伝
統
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
大
拙
は
あ
く
ま
で
も
「
悟
り
」
を
得
た
上
で
の
行
為
を
善
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
悟
り
を
志
向
す
る
無
漏
の
善
行
も
、
そ
れ

が
「
悟
り
」
と
し
て
自
覚
さ
れ
な
い
限
り
は
、
「
善
」
と
み
な
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
素
朴
に
読
解
す
れ
ば
、
こ
の
一
節
は
悟
っ
た
後
の
人
間
が
善
人
、
悟
る
前
の
人
間
が
悪
人
と
い
う
、
人
格
の
徳
性
に
つ
い
て
の
評
価
に
見
え
る
。
し

か
し
、
大
拙
の
い
う
悟
り
と
は
、
無
限
な
る
も
の
の
は
た
ら
き
を
人
が
み
ず
か
ら
の
行
為
を
通
じ
て
現
す
こ
と
で
あ
り
、
悟
り
の

小
単
位
は
彼
に
と
っ
て
は

あ
く
ま
で
も
「
行
為
」
で
あ
っ
た
。
大
拙
の
禅
思
想
に
お
い
て
、
悟
り
の
体
験
を
得
た
人
は
確
か
に
覚
者
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
無
条
件
に
保
持
さ
れ
る
資
格
と

い
う
よ
り
も
、
そ
の
都
度
そ
の
都
度
み
ず
か
ら
の
「
行
為
」
を
先
鋭
化
さ
せ
て
い
く
不
断
の
実
践
を
通
じ
て
、
そ
の
深
ま
り
の
中
で
覚
者
た
り
得
る
の
で
あ
る
。

臨
済
禅
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
悟
後
の
修
行
の
軽
視
を
指
摘
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
臨
済
禅
が
見
性
体
験
を
強
調
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、
悟
後
の
修

行
で
あ
る
「
聖
胎
長
養
」
は
厳
然
と
存
在
す
る
。
覚
者
は
見
性
に
よ
っ
て
決
定
的
な
転
換
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
以
後
も
「
行
為
」
を
綿
密
に
習
熟
さ

せ
る
過
程
が
長
く
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
一
〇

。
従
っ
て
、
行
為
に
お
け
る
悟
り
に
先
立
っ
て
覚
者
が
い
る
の
で
は
な
く
、
行
為
に
お
い
て
悟
り
を
現
す
人
が

覚
者
な
の
で
あ
る
。
大
拙
に
と
っ
て
善
か
悪
か
と
い
う
問
題
は

終
的
に
そ
の
「
行
為
」
の
質
に
よ
っ
て
決
定
す
る
の
で
あ
る
。 

彼
の
言
を
用
い
れ
ば
、「
無
分
別
の
分
別
」
が
善
で
あ
り
、
無
分
別
を
（
も
し
く
は
無
分
別
が
）
自
覚
し
な
い
「
分
別
」
が
悪
で
あ
る
。
こ
の
善
悪
は
、
道
徳

的
善
悪
そ
の
も
の
を
メ
タ
的
に
捉
え
た
も
の
で
あ
り
、
道
徳
的
善
悪
か
ら
直
接
に
演
繹
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
は
「
道
徳
的
善
悪
」
に
つ
い
て
も
論
じ
て

大
拙
は

初
の
師
で
あ
る
今
北
洪
川
の
言
葉
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
内
容
は
大
拙
自
身
の
思
想
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。
悟
っ
た
後
は

悉
く
善
、
悟
る
前
は
悉
く
悪
と
い
う
規
定
は
、
あ
ま
り
に
極
端
に
も
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
今
北
洪
川
に
仮
託
し
な
が
ら
、

大
拙
が
志
向
性
と
し
て
の
善
行
を
否
定
す
る
立
場
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
で
大
拙
（
と
今
北
洪
川
）
は
、
先
に
見
た
よ
う
な
僧
伽
的
仏
教 
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こ
こ
で
い
う
道
徳
と
は
、
善
悪
を
峻
別
し
、
善
を
選
び
、
悪
を
捨
て
る
行
為
を
指
す
。
あ
る
行
為
の
善
さ
の
根
拠
は
、
い
か
な
る
結
果
を
も
た
ら
す
か
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
る
か
、
規
範
に
照
ら
し
て
決
め
ら
れ
る
か
、
も
し
く
は
直
観
に
よ
っ
て
予
め
知
ら
れ
て
い
る
か
、
倫
理
学
説
に
よ
り
多
様
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に

せ
よ
善
は
悪
と
厳
格
に
区
別
さ
れ
、
善
を
よ
り
望
ま
し
い
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
道
徳
と
は
、
何
を

す
べ
き
で
あ
る
か
、
何
が
善
で
あ
る
か
を
、
規
範
や
目
的
に
照
ら
し
て
み
ず
か
ら
判
断
し
て
、
選
び
取
り
、
決
意
し
、
実
行
し
て
い
く
営
み
と
い
っ
て
よ
い
。

あ
る
行
為
の
道
徳
的
善
悪
が
問
題
と
な
る
と
き
に
前
提
と
さ
れ
る
の
は
、
行
為
者
自
身
の
自
由
意
志
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
同
時
に
そ
の
基
礎
に
あ
る
も
の

は
行
為
者
の
思
惟
能
力
で
あ
る
。
行
為
者
が
あ
く
ま
で
も
自
身
の
思
惟
を
頼
り
に
、
み
ず
か
ら
の
行
為
を
選
び
取
っ
て
い
く
点
に
道
徳
一
般
の
特
質
が
あ
る
と

い
っ
て
よ
い
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
大
拙
は
一
般
的
な
道
徳
論
が
前
提
と
し
て
い
る
善
悪
の
峻
別
そ
の
も
の
に
批
判
を
向
け
て
い
る
。
そ
れ
は
道
徳
に
お
け
る
善
と
悪
が
、
分

別
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
る
限
り
、
自
身
の
宗
教
論
の
立
場
と
相
容
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
善
と
悪
が
目
的
や
規
範
に
適
っ
て
い
る
か

ど
う
か
で
規
定
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
道
徳
と
は
目
的
や
規
範
に
よ
っ
て
人
が
み
ず
か
ら
の
行
為
を
規
定
し
て
い
く
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
大
拙
に
と
っ
て
、

本
来
無
分
別
の
世
界
に
生
き
る
べ
き
人
間
が
、
自
身
を
不
当
に
束
縛
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
大
拙
が
道
徳
の
存
在
を
す
べ
て
否
定
し
て
い
る

の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
分
別
の
み
を
頼
っ
て
道
徳
的
善
悪
を
実
在
視
す
る
と
こ
ろ
に
は
、
分
別
の
は
た
ら
き
を
過
剰
に
信
頼
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

大
拙
が
い
う
「
分
別
へ
の
囚
は
れ
」
は
こ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
再
び
問
題
と
な
る
。 

い
る
。 

   
道
徳
と
い
ふ
も
の
は
知
的
に
考
へ
る
と
分
別

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
な
ん
で
す
。
善
悪
、
、
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
善
悪
と
い
ふ
も
の
を
超
越
す
る
と
、
こ
れ
は
分
別
を
超
越

、
、
、
、
、

す
る
こ
と
に
な
り
、
道
徳
は
難
行
苦
行
に
よ
つ
て
欲
を
制
し
て
、
さ
う
し
て
そ
れ
に
よ
つ
て
解
脱
を
得
よ
う
と
す
る
、
や
は
り
分
別
面
に
停
ま
つ
て
を
る
、

分
別
智
に
何
か
が
残
つ
て
を
る
、
か
う
い
う
て
よ
い
。
（
『
全
集
』
第
十
巻
、
四
一
七
頁
） 
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無
功
用
的
行
為
は
報
を
考
の
中
に
入
れ
ぬ
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
ん
な
仕
事
を
す
れ
ば
こ
ん
な
報
が
あ
る
と
云
つ
て
、
そ
の
報
の
方
を
仕
事
そ
の
も
の

よ
り
余
計
に
考
へ
る
こ
と
は
、
無
功
用
的
行
為
で
は
な
い
。
も
つ
と
厳
粛
に
云
ふ
と
、
仕
事
だ
け
を
考
へ
て
そ
の
外
一
切
の
事
を
考
へ
ぬ
の
が
、
そ
れ
で

あ
る
。
今
の
場
合
こ
の
事
は
為
す
べ
き
事
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
に
筋
が
き
ま
れ
ば
、
只
そ
の
事
を
行
じ
て
、
そ
の
他
一
切
の
利
害
得
失
を
考
へ
ぬ
こ
と
、

こ
れ
が
無
功
用
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
三
巻
、
九
九
頁
） 

で
は
こ
の
行
為
的
原
理
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。 

こ
こ
か
ら
彼
の
い
う
「
行
為
」
の
内
実
が
明
ら
か
に
な
る
。
行
為
そ
の
も
の
よ
り
も
行
為
の
結
果
に
対
し
て
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
は
、
行
為
そ
の
も
の
の

質
を
負
の
方
向
へ
変
容
さ
せ
る
。
大
拙
に
よ
れ
ば
、「
無
功
用
」
と
は
、
行
為
を
、
そ
の
行
為
の
評
価
を
考
慮
に
い
れ
ず
に
行
じ
て
い
く
様
子
を
指
す
も
の
と
い

っ
て
よ
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
行
為
は
余
念
を
交
え
ぬ
純
粋
な
も
の
と
な
り
、
人
は
そ
の
行
為
に
お
い
て
各
々
が
持
て
る
力
を

大
限
に
発
揮
す
る
こ
と

こ
の
よ
う
な
考
え
を
見
て
く
る
と
、
大
拙
の
行
為
論
は
「
無
分
別
」
と
い
う
面
に
お
い
て
は
善
悪
を
峻
別
す
る
道
徳
に
対
す
る
否
定
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
行
為
論
は
単
に
道
徳
を
否
定
す
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
基
礎
づ
け
る
面
も
存
在
す
る
。
悟
り
と
い
う
主
観
的
な
体
験
を
論

じ
る
と
き
、
そ
の
認
識
論
的
側
面
に
着
目
す
る
場
合
、「
無
分
別
」
と
い
う
名
を
も
っ
て
表
現
さ
れ
る
が
、
特
に
「
行
為
」
と
し
て
主
題
に
す
る
場
合
は
「
無
功

徳
」
と
表
現
さ
れ
る
。 

     
第
六
節 

無
功
徳
の
功
徳 

無
功
用
、
又
は
無
用
、
又
は
無
功
徳
は
禅
の
行
為
的
原
理
で
あ
る
。
禅
は
こ
れ
で
吾
等
の
す
べ
て
の
行
為
を
生
か
し
て
行
か
う
と
す
る
。
（
『
全
集
』
第
十

三
巻
、
九
八
頁
） 
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従
っ
て
、
大
拙
の
行
為
論
は
、
行
為
を
「
如
何
に
行
じ
る
か
」
と
い
う
問
題
で
あ
り
、「
何
を
行
じ
る
か
」
と
い
う
問
題
で
は
な
い
。
実
際
、
何
を
行
為
す
る

か
、
と
い
う
問
題
は
大
拙
に
と
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
。
先
の
引
用
に
お
い
て
も
、「
今
の
場
合
こ
の
事
は
為
す
べ
き
事
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と

に
筋
が
き
ま
れ
ば
、
只
そ
の
事
を
行
じ
て
、
そ
の
他
一
切
の
利
害
得
失
を
考
へ
ぬ
こ
と
、
こ
れ
が
無
功
用
で
あ
る
」
と
あ
っ
た
が
、
大
拙
の
議
論
に
お
い
て
は

何
を
為
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
各
人
に
と
っ
て
は
始
め
か
ら
決
定
し
た
も
の
と
し
て
省
略
さ
れ
て
い
る
。
二
つ
の
選
択
肢
の
間
で
の
葛
藤
や
決
断
と
い
っ

た
実
存
の
問
題
よ
り
も
、
選
択
や
決
断
を
し
た
後
、
実
際
に
行
為
に
及
ぶ
際
の
内
面
性
こ
そ
が
大
拙
の
強
調
し
た
点
で
あ
っ
た
。
何
を
為
す
べ
き
か
と
い
う
点

よ
り
も
、
如
何
に
為
す
べ
き
か
と
い
う
点
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
捉
え
る
な
ら
ば
、
大
拙
の
倫
理
思
想
は
一
種
の
動
機
論
と
い
う
こ
と
も
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
行
為
が
悟
り
の
無
功
徳
と
い
う
内
面
性
を
発
揮
し
て
い
る
か
否
か
が
、
そ
の
行
為
の
善
悪
（
覚
、
不
覚
）
を
決
定
す
る
基
準
と
な
る
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
無
分
別
」
が
「
分
別
」
の
対
象
と
な
り
得
な
か
っ
た
よ
う
に
、
「
無
功
徳
」
も
ま
た
、
そ
れ
を
対
象
化
し
て
獲
得
し
よ
う
と
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
「
無
功
徳
」
で
行
為
し
よ
う
と
い
う
企
図
は
、
行
為
そ
の
も
の
に
「
無
功
徳
」
と
い
う
観
念
を
持
ち
込
む
こ
と
に
な
り
、
か
え
っ
て
「
無
功
徳
」

と
い
う
理
想
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
。「
無
功
徳
」
と
は
あ
ら
か
じ
め
そ
れ
を
対
象
化
し
て
保
持
す
る
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
人
が
行
為
に
徹
す
る
中
で
お

の
ず
と
立
ち
現
れ
て
く
る
様
態
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
点
に
つ
い
て
の
彼
の
考
え
は
、
次
の
一
節
に
如
実
に
表
れ
て
い
る
。 

こ
こ
で
は
「
仕
事
の
結
果
と
し
て
の
報
」
が
例
示
さ
れ
て
い
る
が
、
同
様
に
道
徳
的
善
悪
の
評
価
も
「
行
為
」
そ
の
も
の
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
外
側
の
問
題

で
あ
る
。
未
来
に
対
し
て
そ
の
行
為
が
何
を
結
果
す
る
の
か
、
も
し
く
は
過
去
の
ど
の
よ
う
な
原
因
で
そ
の
行
為
を
行
う
の
か
、
こ
の
よ
う
な
考
え
を
行
為
中

の
意
識
に
持
ち
込
む
こ
と
は
、
行
為
を
十
全
に
実
施
す
る
上
で
の
障
害
に
な
る
。 

が
出
来
る
。
そ
れ
は
人
が
み
ず
か
ら
の
本
分
を
十
全
に
顕
わ
に
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、「
自
由
」
の
問
題
に
も
連
な
っ
て
い
く
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
九
章
に

お
い
て
詳
述
す
る
）
。 

 

感
状
を
呉
れ
た
り
、
表
彰
し
呉
れ
た
り
す
る
の
は
、
そ
れ
は
向
う
の
人
の
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
や
つ
た
心
持
と
は
何
等
関
係
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
い

い
事
を
し
た
と
云
つ
て
上
か
ら
褒
め
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
上
の
人
が
褒
め
る
の
で
あ
つ
て
、
自
分
の
方
か
ら
見
れ
ば
褒
め
ら
れ
て
も
よ
し
褒
め
ら
れ
ぬ
で
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し
か
し
大
拙
は
、
あ
る
行
為
が
そ
の
行
為
の
及
ぼ
す
影
響
や
結
果
と
全
く
無
縁
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
例
え
、
あ
る
行
為
が
「
無
功
徳
」
と

い
う
内
面
性
に
基
づ
い
て
為
さ
れ
て
い
よ
う
と
も
、
実
際
に
そ
の
行
為
は
外
面
的
に
は
他
者
へ
と
作
用
し
、
未
来
に
そ
の
対
価
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
大
拙

の
い
う
よ
う
に
、
あ
る
行
為
が
無
功
徳
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
れ
に
対
す
る
賞
罰
は
存
在
し
う
る
。 

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
大
拙
の
い
う
行
為
論
は
確
か
に
彼
の
い
う
道
徳
と
は
そ
も
そ
も
問
題
の
領
域
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
の
い
う

「
行
為
」
は
「
無
功
徳
」
と
い
う
内
面
性
に
基
づ
い
て
い
る
か
否
か
が
そ
の
本
質
を
規
定
す
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
と
対
比
さ
れ
る
「
道
徳
」
は
そ
の
内
面
性

如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
行
為
が
、
集
団
生
活
の
安
全
性
を
損
な
わ
な
い
か
、
規
範
に
照
ら
し
て
違
反
で
な
い
か
、
と
い
っ
た
外
面
性
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ

る
。
従
っ
て
、
厳
密
に
い
え
ば
両
者
に
は
そ
も
そ
も
相
関
性
が
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。「
無
功
徳
」
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
道
徳
的
善
行
を

為
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
道
徳
的
悪
行
を
為
す
こ
と
も
あ
り
う
る
。 

道
徳
と
は
異
な
る
大
拙
の
行
為
論
の
特
質
を
こ
こ
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
彼
の
い
う
道
徳
と
は
、「
集
団
生
活
を
す
る
も
の
が
、
そ
の
集
団
の
安
全
性
を
保

持
す
る
行
為
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
ま
た
こ
ん
な
行
為
を
す
れ
ば
、
こ
ん
な
報
い
が
あ
る
と
云
つ
て
、
所
謂
る
因
果
の
理
法
で
、
総
て
の
行
為
を
規
制

し
て
行
く
こ
と
で
あ
る
」
（
『
全
集
』
第
十
六
巻
、
一
五
九
頁
）
と
、
規
定
す
る
。
共
時
的
に
は
他
者
と
の
共
存
、
通
時
的
に
は
行
為
の
対
価
を
評
価
の
基
準
と

し
て
行
為
を
規
制
し
て
い
く
こ
と
が
道
徳
で
あ
る
。「
無
功
徳
」
と
は
行
為
の
も
つ
こ
れ
ら
他
者
や
未
来
へ
の
関
わ
り
を
行
為
そ
の
も
の
に
持
ち
込
ま
な
い
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
大
拙
の
行
為
論
は
、
道
徳
と
は
異
な
る
の
だ
と
い
う
。 

 

で
は
、「
無
功
徳
」
と
い
う
内
面
性
に
基
づ
い
た
行
為
が
道
徳
的
善
と
さ
れ
る
も
の
だ
と
し
て
、
逆
に
そ
れ
が
悪
と
な
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点

も
よ
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
禅
の
方
で
は
、
無
功
用
の
働
き
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
ん
な
意
味
で
あ
る
か
と
云
ふ
に
、
自
分
の
行
為
は
集

団
的
生
活
の
上
に
影
響
あ
る
も
の
と
し
て
、
集
団
の
権
力
は
こ
れ
を
認
め
た
の
で
あ
る
が
、
此
行
為
の
発
生
の
源
と
な
る
自
分
の
心
と
い
ふ
も
の
を
動
か

し
た
原
理
は
、
集
団
生
活
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

後
の
も
の
で
、
又

初
の
も
の
な
の
で
、
そ
れ
は
集
団
も
環
境
も
、
何
と
も
す
る
こ
と
の
出

来
ぬ
も
の
で
あ
る
。
所
謂
る
「
自
分
」
な
る
も
の
は
此
原
理
で
動
い
て
居
る
の
で
、
行
為
の
跡
は
他
か
ら
詮
索
せ
ら
れ
て
も
、
原
理
そ
の
も
の
は
そ
の
詮

索
を
超
越
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
無
功
用
の
意
味
が
あ
る
。
禅
の
道
徳
観
の
狙
ひ
は
こ
こ
に
在
る
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
六
巻
、
一
六
一
頁
） 
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一
体
本
当
の
道
徳
と
い
ふ
も
の
は
、
若
し
そ
れ
が
本
当
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
道
徳
は
単
な
る
道
徳
に
止
ま
ら
な
い
で
、
そ
の
上
の
世
界
、
つ
ま
り

超
道
徳
の
世
界
へ
出
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
超
道
徳
の
世
界
へ
出
る
時
に
お
い
て
初
め
て
、
道
徳
と
い
ふ
も
の
の
意
味
も
は
つ
き
り
わ
か
つ
て

来
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
超
道
徳
と
い
ふ
の
が
即
ち
無
分
別
の
世
界
で
あ
る
、
禅
の
道
徳
の
働
く
場
所
な
の
で
あ
る
。 

 
 

道
徳
は
宗
教
よ
り
流
出
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
そ
の
純
真
さ
積
極
さ
を
証
拠
す
る
と
云
つ
て
よ
い
。
六
波
羅
蜜
を
そ
の
表
面
か
ら
見
る
と
、
只
々
の
道
徳

品
目
の
や
う
に
も
見
え
る
が
、
そ
の
何
れ
も
が
宗
教
意
識
の
完
成
し
た
姿
で
あ
る
時
、
其
の
中
に
何
等
の
努
力
の
跡
を
認
め
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
（
『
全

集
』
第
十
巻
、
六
七
～
六
八
頁
） 

大
拙
は
、
禅
の
倫
理
が
一
般
道
徳
の
基
礎
付
け
と
し
て
機
能
す
る
点
を
指
摘
す
る
。
先
述
の
考
察
に
お
い
て
は
、
大
拙
の
い
う
禅
の
倫
理
は
、
道
徳
と
は
異

な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
両
者
は
そ
も
そ
も
評
価
の
基
準
が
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
拙
に
と
っ
て
は
、
ま
ず
禅
の
行
為
論
が
道
徳
的
実
践

と
は
異
な
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
両
者
の
非
連
続
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
、
禅
に
よ
る
道
徳
の
基
礎
づ
け
と
い
う

両
者
の
積
極
的
関
係
を
可
能
に
す
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
っ
た
。 

を
め
ぐ
っ
て
大
拙
の
所
論
は
他
の
禅
学
者
と
異
な
っ
た
様
相
を
呈
す
る
。 

彼
は
「
無
分
別
」
や
「
無
功
徳
」
と
い
っ
た
宗
教
特
有
の
智
慧
に
よ
っ
て
、
道
徳
も
真
の
道
徳
と
な
り
う
る
と
論
じ
て
い
る
。
大
拙
の
い
う
禅
の
行
為
論
は
道

徳
を
超
越
し
て
い
る
と
た
び
た
び
強
調
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
道
徳
を
否
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
宗
教
に
よ
る
基
礎
づ
け
に
よ
っ
て
道
徳
を
真
に
活

か
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。 

  
 

 

分
別
だ
け
の
世
界
で
は
、
い
つ
も
矛
盾
を
免
れ
な
い
。
分
別
そ
の
こ
と
が
既
に
矛
盾
な
の
で
あ
る
。
道
徳
も
矛
盾
で
あ
る
。
矛
盾
の
な
い
世
界
に
は
道

徳
は
な
い
、
道
徳
の
あ
る
世
界
に
は
必
ず
矛
盾
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
矛
盾
と
そ
の
道
徳
を
超
え
る
こ
と
に
依
つ
て
、
本
当
の
道
徳
、
即
ち
矛
盾
の
な

い
本
当
の
世
界
が
出
て
来
る
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
六
巻
、
一
六
六
頁
） 
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む
し
ろ
、
道
徳
と
い
う
具
体
的
実
践
徳
目
は
、
禅
の
行
為
論
を
実
施
す
る
上
で
不
可
欠
の
要
素
で
も
あ
る
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
大
拙
の
い
う
「
無
功

徳
」
と
は
、
如
何
に
行
為
す
る
か
と
い
う
点
を
問
う
も
の
で
あ
り
、
何
を
為
す
か
と
い
う
問
題
に
は
触
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
人
が
何
を
す
べ
き
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
同
体
、
も
し
く
は
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
伝
統
に
お
い
て
共
有
さ
れ
て
い
る
実
践
徳
目
が
予
め
存
在

し
て
い
る
。
大
拙
自
身
も
六
波
羅
蜜
の
実
践
を
行
為
の
内
容
と
し
て
提
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
何
を
為
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
行
為
者
を
取
り
巻
く
既
存
の

道
徳
体
系
に
一
任
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

無
分
別
が
分
別
を
離
れ
て
独
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
必
ず
分
別
を
通
じ
て
は
た
ら
く
「
無
分
別
の
分
別
」
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
無
功
徳
」
と
い
う
こ
と
も
、

そ
れ
が
具
体
的
に
活
か
さ
れ
る
場
で
あ
る
「
功
徳
」
の
立
場
、
道
徳
の
立
場
か
ら
離
れ
て
存
在
し
得
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
「
無
功
徳
」
の
立
場
は
厳
密
に

は
「
無
功
徳
の
功
徳
」
と
し
て
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

   

何
故
に
、
宗
教
人
は
道
徳
人
に
な
れ
る
が
、
道
徳
人
は
宗
教
人
に
な
れ
な
い
か
と
い
ふ
こ
と
を
一
言
に
し
て
い
ふ
と
、
道
徳
と
い
ふ
も
の
は
、
限
ら
れ
た

も
の
の
中
に
生
き
て
居
る
時
に
あ
る
関
係
で
、
宗
教
と
い
ふ
も
の
は
、
そ
の
限
ら
れ
た
も
の
を
破
つ
て
出
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
破
つ
て
出
る
と
い
ふ

こ
と
は
、
限
ら
れ
た
も
の
を
捨
て
る
と
い
ふ
の
で
な
く
、
限
ら
れ
た
と
い
ふ
時
は
、
限
ら
れ
た
も
の
の
外
に
何
か
が
あ
る
と
い
ふ
意
味
が
あ
る
か
ら
、
そ

の
限
ら
れ
た
も
の
を
破
る
と
い
ふ
の
は
、
そ
の
限
ら
れ
た
も
の
が
限
ら
れ
な
い
も
の
の
中
に
あ
る
と
い
ふ
こ
と
の
意
味
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
宗

教
の
世
界
が
開
け
て
来
る
。
け
れ
ど
も
道
徳
の
世
界
は
壊
れ
は
し
な
い
。
も
と
も
と
限
ら
れ
た
も
の
の
中
に
秩
序
を
立
て
て
、
色
々
な
関
係
が
そ
こ
か
ら

出
来
上
つ
て
居
る
か
ら
、
そ
の
限
ら
れ
て
居
る
も
の
の
中
を
飛
び
出
る
と
い
ふ
意
味
は
、
限
ら
れ
た
も
の
を
壊
す
と
い
ふ
意
味
で
な
い
。
限
ら
れ
た
も
の

を
壊
せ
ば
、
限
ら
れ
た
と
は
い
へ
ぬ
か
ら
、
宗
教
と
い
ふ
こ
と
も
無
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
も
の
を
限
ら
れ
た
も
の
と
い
ふ
に
は
、
限
ら
れ
な

い
も
の
も
そ
こ
に
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
限
ら
れ
た
も
の
を
破
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
限
ら
れ
た
も
の
を
壊
す
と
い
ふ
意
味
で
は
な
く
、
限
ら
れ
た
も
の

そ
の
ま
ま
で
、
限
ら
れ
な
い
も
の
で
、
し
た
が
つ
て
、
道
徳
そ
の
も
の
が
宗
教
に
な
る
。
（
『
全
集
』
第
二
十
一
巻
、
六
七
頁
） 
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さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
大
拙
思
想
内
部
の
価
値
概
念
が
「
こ
と
ば
」
へ
の
盲
信
と
い
う
「
悪
」
と
、「
無
功
徳
」
の
行
為
と
い
う
「
善
」
と
い
う
対
極
の
下

に
そ
の
姿
を
現
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
を
も
う
一
度
見
直
し
て
お
き
た
い
。 

大
拙
思
想
の
焦
点
は
常
に
「
悟
り
」
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
実
践
面
で
あ
る
「
無
功
徳
」
の
行
為
が
何
よ
り
望
ま
し
い
も
の
と
さ
れ
る
。
で
は
何
故
、
そ

れ
が
望
ま
し
い
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
大
拙
の
い
う
通
り
、
善
と
悪
が
相
関
的
な
概
念
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
善
の
意
味
は
悪
の
欠
如
と
し
て
、
悪
は
善
の

欠
如
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
悪
と
は
人
間
が
世
界
の
真
の
在
り
様
を
、「
こ
と
ば
」
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
っ
て
遮
断
す
る
こ
と
で
直
接
認
識
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
か
ら
、
善
に
は
世
界
と
の
直
接
的
な
関
係
を
取
り
戻
す
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
し
か
し
、
何
故
、
人
間
は
世
界
を
本
来
の
在
り
様

で
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
仏
教
に
内
在
的
な
人
間
に
と
っ
て
は
、「
悟
り
」
が
望
ま
れ
る
べ
き
も
の
で
、
凡
夫
が
忌
避
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

こ
と
は
無
条
件
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
拙
自
身
が
前
提
と
し
て
い
る
こ
の
規
範
の
根
源
は
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
問
い
自
体
は
既
に
仏
教
思
想
の
内
部
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
原
坦
山
は
、「
自
利
は
離
苦
得
楽
、
利
他
は
与
楽
抜
苦
」
と
述
べ
て
い
た
と

い
う
一
一

。
原
始
仏
教
は
苦
集
滅
道
と
い
う
四
諦
の
冒
頭
で
、
生
を
苦
し
み
と
し
て
規
定
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
苦
か
ら
の
解
放
（
解
脱
）
を
価

値
あ
る
も
の
と
し
て
対
置
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
解
脱
や
涅
槃
は
「
楽
」
と
し
て
記
述
さ
れ
る
。
し
か
し
、
仏
教
思
想
の
規
範
の
体
系
を
す
べ
て
「
苦
」

と
「
楽
」
に
還
元
す
る
こ
と
は
果
た
し
て
妥
当
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
仏
教
の
真
理
が
、「
真
理
で
あ
る
か
ら
」
と
い
う
同
語
反
復
以
上
に
何
か
価
値
を
持
つ
と
し

た
ら
、
そ
れ
は
如
何
な
る
価
値
で
あ
ろ
う
か
。 

  

大
拙
は
少
な
く
と
も
、
自
身
の
禅
思
想
に
お
け
る
価
値
の
体
系
を
、
苦
楽
と
は
別
の
よ
り
積
極
的
な
意
味
に
還
元
さ
せ
て
い
る
。 

 

第
七
節 

生
の
充
溢 

物
心
一
如
と
云
ふ
こ
と
さ
へ
も
な
し
に
動
く
時
が
、
そ
の
動
き
の

も
効
果
的
で
、
ま
た

も
そ
の
妙
を
発
揮
す
る
時
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
巻
、
七

五
頁
） 
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先
に
人
間
の
悪
性
の
根
柢
に
、
「
こ
と
ば
」
に
よ
る
囚
わ
れ
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
「
こ
と
ば
」
は
「
こ
と
ば
」
と
し
て
否
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
大
拙

は
、
分
別
そ
の
も
の
の
存
在
で
は
な
く
、
分
別
に
囚
わ
れ
る
と
い
う
人
間
の
在
り
様
を
悪
と
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
こ
と
ば
」
と
は
そ
の
本
来
の
機
能
と

限
界
を
把
握
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、

も
効
果
的
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
「
こ
と
ば
」
の
機
能
と
は
、
「
符
号
」
も
し
く
は
「
象
徴
」
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
無
限
の
世
界
を
有
限
的
に
抽
象
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
抽
象
化
に
よ
っ
て
、
人
間
は
み
ず
か
ら
の
経
験
を
互
い

に
伝
達
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
無
限
の
内
容
を
も
つ
経
験
を
、
無
限
の
ま
ま
に
伝
達
し
て
い
く
こ
と
は
、
有
限
を
生
き
る
人
間
に
は
不
可
能
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
抽
象
化
に
よ
る
伝
達
可
能
性
を
「
こ
と
ば
」
の
基
本
的
役
割
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
「
こ
と
ば
」
に
実
在
性
と
い
う
過
剰

な
権
能
を
期
待
す
る
こ
と
は
、
期
待
す
る
人
間
に
と
っ
て
も
「
こ
と
ば
」
そ
の
も
の
に
と
っ
て
も
、
挫
折
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
道
具
を
、
そ
の
道
具

が
も
つ
限
界
を
超
え
て
使
用
す
る
こ
と
は
、
使
用
者
も
道
具
も
共
に
傷
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
道
具
の
使
用
に
は
、
そ
の
道
具
に
適
し
た
使
用
法
が
要

求
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
道
具
を

も
効
果
的
に
働
か
せ
る
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
使
用
者
の
能
力
を

大
限
に
引
き
出
す
こ
と
で
も
あ
る
。 

こ
こ
で
は
、
「
無
功
徳
」
と
い
う
心
理
態
の
も
つ
「
効
果
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
「
物
心
一
如
」
と
は
自
己
と
自
己
の
心
の
対
象
と
な
る
物
と
の
間
に
、

無
駄
な
分
別
が
介
在
し
な
い
で
「
一
つ
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
瞑
想
と
い
う
静
的
な
状
態
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
の
対
象
と
の
関
係

を
動
的
に
結
ぶ

中
に
お
い
て
で
あ
る
。
ペ
ン
を
に
ぎ
っ
て
い
れ
ば
、
字
を
書
く
と
い
う
行
為
に
、
畑
を
耕
し
て
い
る
と
き
に
は
、
鍬
を
土
に
立
て
る
と
い
う

行
為
に
、
そ
れ
ぞ
れ
集
中
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
字
を
書
く
と
い
う
行
為
も
、
畑
を
耕
す
と
い
う
行
為
も
、

も
「
効
果
的
」
と
な
る
。
そ
れ
は
道

具
そ
の
も
の
の
機
能
を

大
限
に
引
き
出
し
て
「
活
か
す
」
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
自
己
の
生
命
力
を
十
全
に
「
活
か
す
」
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
し
て

そ
の
と
き
、
行
為
そ
の
も
の
も

も
効
果
的
に
「
活
き
た
」
も
の
と
な
る
。「
無
功
徳
」
が
そ
の
効
果
を
発
揮
す
る
と
き
、
人
間
も
行
為
も
そ
の
本
分
を
発
揮
し
、

「
活
き
た
」
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。 

  

知
性
的
な
る
も
の
も
亦
人
間
意
識
の
所
産
で
あ
つ
て
、
そ
の
限
ら
れ
た
と
こ
ろ
を
知
つ
て
お
き
さ
へ
す
れ
ば
、
大
い
に
活
用
し
て
然
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

（
『
全
集
』
第
三
巻
、
五
三
五
頁
） 
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本
章
で
は
大
拙
の
人
間
観
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
彼
の
宗
教
論
に
お
け
る
倫
理
思
想
の
端
緒
を
提
示
し
て
き
た
。
彼
の
い
う
「
善
」
と
「
悪
」
は
、

分
別
的
善
悪
に
囚
わ
れ
る
か
、
超
越
す
る
か
と
い
っ
た
次
元
か
ら
評
価
さ
れ
て
お
り
、
行
為
に
お
い
て
悟
り
の
具
体
的
発
露
が
現
れ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
を

論
じ
て
い
た
。
彼
は
道
徳
を
行
為
の
外
面
性
、
宗
教
を
行
為
の
内
面
性
に
配
当
す
る
こ
と
で
、
後
者
に
よ
る
前
者
の
補
完
と
い
う
積
極
的
関
係
を
提
示
し
た
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
大
拙
の
い
う
「
無
功
徳
」
と
は
、
人
間
が
与
え
ら
れ
た
条
件
の
中
で
、

大
限
に
自
己
や
周
囲
の
存
在
を
「
活
か
す
」
と
い
う
効
果
が
あ

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
間
の
全
存
在
、「
生
命
」
の
充
実
が
結
果
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
空
寂
へ
の
隠
遁
を
示
す
ど
こ
ろ
か
、
実
践
的
生
を
見
据
え
た
極

め
て
現
世
的
で
実
践
的
な
思
想
で
あ
る
。
自
己
や
他
の
存
在
を
生
命
全
体
と
し
て
活
か
し
て
行
く
こ
と
、
そ
れ
は
「
苦
」
か
ら
離
れ
る
た
め
の
「
解
脱
」
に
比

し
て
、
人
の
生
に
お
い
て
よ
り
積
極
的
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。
大
拙
思
想
の
価
値
体
系
の
根
源
は
、

終
的
に
、
人
の
生
命
を
可
能
な
限
り
力
漲
る
も
の
へ

昇
華
さ
せ
よ
う
と
い
う
、
生
の
讃
美
に
還
元
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
大
拙
の
倫
理
思
想
は
、
伝
統
的
な
禅
の
教
義
面
と
連
続
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
と
も
す
れ
ば
そ
こ
か
ら
逸
脱
す
る
可
能
性
を
孕
ん
で
い
る
。

彼
の
行
為
論
は
、
そ
の
実
践
内
容
を
既
存
の
道
徳
体
系
へ
と
一
任
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
仏
教
の
伝
統
内
部
で
語
ら
れ
る
場
合
と
近
代
社
会
全

こ
の
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
人
間
に
は
「
こ
と
ば
」
を
、
そ
の
役
割
の
範
囲
内
に
お
い
て

大
限
効
果
的
に
使
用
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は

す
な
わ
ち
、
「
こ
と
ば
」
に
対
応
す
る
実
在
（
シ
ニ
フ
ィ
エ
）
が
個
々
別
々
に
存
在
す
る
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
「
こ
と
ば
」
が
あ
く
ま
で
も
表
現
（
シ
ニ
フ

ィ
ア
ン
）
で
あ
る
と
い
う
智
慧
を
持
つ
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
こ
と
ば
」
の
も
つ
諸
機
能
か
ら
、
も
と
も
と
過
剰
に
付
与
さ
れ
て
い
た
「
実
在
性
の
指
示
」
と
い
う

項
目
を
取
り
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
、「
こ
と
ば
」
は
本
来
の
機
能
を
十
全
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
語
り
手
で
あ
る
人
間
自
身
が

本
来
の
天
分
を
存
分
に
は
た
ら
か
せ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
「
無
分
別
の
分
別
」
と
は
、
「
分
別
」
の
否
定
を

通
じ
て
、「
分
別
」
そ
の
も
の
の
も
つ
限
界
を
体
認
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
逆
に
「
分
別
」
本
来
の
機
能
を

大
限
に
発
揮
す
る
と
い
う
「
効
用
」
を
も
つ
も
の
と

結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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「
大
用
現
前
し
て
軌
則
を
存
せ
ず
」
と
い
う
禅
語
が
あ
る
。「
大
用
の
現
前
し
、
活
躍
し
、
そ
の
真
面
目
を
露
堂
堂
た
ら
し
め
る
と
き
に
は
、
軌
則
な
ど
に
こ

だ
は
る
こ
と
は
な
い
」
（
『
全
集
』
第
二
十
巻
、
三
七
五
頁
）
と
大
拙
は
解
説
し
て
い
る
。
こ
れ
は
禅
の
行
為
論
が
道
徳
に
対
し
て
超
越
し
て
い
る
面
を
表
現
し

て
い
る
。
禅
の
教
義
の
中
に
は
既
に
道
徳
の
否
定
面
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
こ
こ
か
ら
窺
え
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
禅
の
実
践
は
禅
堂
に
お
け
る

修
行
生
活
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。 

 

他
方
、
大
拙
の
い
う
行
為
論
は
禅
堂
で
の
修
行
を
必
ず
し
も
前
提
と
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
、
職
域
に
生
き
る
人
々
が
、
そ
こ
で
機
能
し
て
い
る

道
徳
や
規
律
を
無
心
に
実
践
し
て
い
く
こ
と
を
彼
は
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
禅
の
近
代
化
と
し
て
悟
り
の
実
践
を
禅
堂
の
中
か
ら
一
般
社
会
へ
開
放
し
た
と

こ
ろ
に
、
彼
の
在
家
禅
者
と
し
て
の
真
骨
頂
が
あ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
禅
堂
生
活
の
規
律
や
、
仏
教
徒
と
し
て
の
戒
律
を
離
れ
て
説
か
れ
る

無
功
徳
の
行
為
論
は
、
と
も
す
れ
ば
曲
解
さ
れ
る
可
能
性
を
多
分
に
有
し
て
い
る
。
彼
の
思
想
が
同
時
代
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
反
社
会
的
な
ビ
ー
ト
族
や

脱
社
会
的
な
ヒ
ッ
ピ
ー
た
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
も
、
当
時
の
西
洋
世
界
が
中
国
や
日
本
の
禅
宗
の
伝
統
と
全
く
無
縁
で
あ
る
た
め
に
、
大
拙
の
思
想
の
背

後
に
禅
堂
生
活
の
存
在
を
連
続
的
に
見
透
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
大
拙
自
身
に
お
い
て
も
、
み
ず
か
ら
の
禅
思
想
が
禅
堂
の
伝

 

歴
史
的
に
禅
の
修
行
は
馬
祖
道
一
、
百
丈
懐
海
ら
洪
州
禅
の
一
派
に
よ
っ
て
体
系
化
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
中
国
の
禅
宗
の
教
団
が
僧
の
行
動
規
範
を
定

め
よ
う
と
し
た
と
き
、
イ
ン
ド
仏
教
の
僧
伽
に
お
け
る
戒
と
律
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
受
容
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
禅
宗
の
叢
林
独
自
の
規
律
の
体
系
を

「
清
規
」
と
い
う
形
で
新
た
に
提
示
し
た
の
が
百
丈
懐
海
だ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
百
丈
に
よ
る
清
規
が
新
た
に
創
作
さ
れ
た
背
景
に
は
、
馬
祖
道
一
に
よ

っ
て
確
立
さ
れ
た
洪
州
宗
の
教
説
が
あ
っ
た
。
馬
祖
は
「
平
常
心
是
道
」
、
す
な
わ
ち
日
常
の
所
作
す
べ
て
の
行
為
を
仏
道
修
行
の
実
践
と
し
て
位
置
づ
け
、
生

活
に
即
し
た
叢
林
修
行
を
提
唱
し
た
。
こ
の
こ
と
は
仏
教
の
中
国
的
展
開
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
も
の
の
、
そ
れ
は
他
方
で
外
面
的
な
堕
落
の
可
能
性
を
孕
む

も
の
で
も
あ
っ
た
。
百
丈
に
よ
る
清
規
制
定
は
、
こ
の
現
実
そ
の
も
の
を
仏
性
の
現
れ
と
認
め
る
禅
宗
の
教
説
に
対
す
る
他
宗
か
ら
の
批
判
に
応
え
る
側
面
が

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
一
二

。
す
な
わ
ち
、
禅
の
伝
統
で
は
「
無
功
徳
」
の
行
為
は
道
徳
を
超
越
す
る
一
方
で
、
そ
の
修
行
者
の
生
活
を
実
際
に
規
制
す

る
禅
宗
独
自
の
規
律
が
「
清
規
」
と
い
う
形
で
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
禅
宗
教
団
の
中
で
は
、
如
何
に
行
為
す
る
か
と
い
う
行
為
論
は
、
清
規

に
よ
っ
て
何
を
為
す
べ
き
か
と
い
う
面
を
補
い
な
が
ら
実
践
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

体
を
視
野
に
含
め
る
場
合
と
で
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
異
な
っ
て
く
る
。 

 252



 253

け
る

                                        

         

統
に
深
く
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
自
明
で
あ
る
が
故
に
逆
に
明
確
に
自
覚
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
彼
が
み
ず
か
ら
の
行
為
論
を
無
条

件
に
一
般
社
会
全
体
に
開
放
し
た
点
に
は
、
近
代
と
い
う
時
代
の
要
請
に
応
え
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
同
時
に
そ
れ
ま
で
の
禅
の
伝
統
か
ら
切
り
落
と
さ
れ

る
部
分
も
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

と
は
い
え
、
大
拙
の
行
為
論
を
反
社
会
的
、
も
し
く
は
脱
社
会
的
な
文
脈
で
理
解
す
る
こ
と
は
彼
の
真
意
で
は
な
い
。
大
拙
に
と
っ
て
道
徳
と
は
一
つ
に
集

団
生
活
を
存
立
さ
せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
行
為
を
評
価
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
行
為
が
他
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
い
か
な
る
意
味
を
持

つ
の
か
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
。
本
章
で
は
大
拙
の
行
為
論
を
、
道
徳
と
の
対
比
の
も
と
で
考
察
し
て
き
た
が
、
彼
の
禅
思
想
に
は
社
会
に
お

行
為
、
す
な
わ
ち
「
他
者
」
へ
の
ま
な
ざ
し
が
、
道
徳
論
と
は
異
な
る
方
向
か
ら
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
大
拙
は
「
大
悲
」
の
名
の
下
に
、
他
者
、
も
し

く
は
そ
れ
を
拡
張
し
て
社
会
に
対
し
て
は
た
ら
き
か
け
よ
う
と
す
る
側
面
を
確
か
に
考
慮
し
て
い
た
。
彼
の
行
為
論
は
確
か
に
具
体
的
実
践
徳
目
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、「
大
悲
」
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
為
を
社
会
全
体
の
幸
福
へ
と
方
向
付
け
よ
う
と
す
る
思
想
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
無
分
別
」
を
基
調
と
す
る
大
拙
思
想
が
「
他
者
」
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
く
の
か
、
そ
れ
を
考
究
す
る
こ
と
が
次
章
の
課
題
と
な
る
。 

 
 

 

 

一 

「
凡
夫
」
と
い
う
語
が
、
中
国
の
浄
土
教
に
お
い
て
も
多
様
な
意
味
を
持
つ
概
念
で
あ
っ
た
こ
と
が
松
尾
得
晃
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
松
尾
は
「
凡
夫
」
の
意

味
を
次
の
四
点
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
（
一
）
劣
っ
た
者
、
平
凡
な
人
間
な
ど
を
あ
ら
わ
す
場
合
、
（
二
）
仏
道
に
入
っ
て
い
な
い
者
を
あ
ら
わ
す
場
合
、
（
三
）
仏
道

に
入
っ
て
い
る
が
劣
っ
て
い
る
者
を
あ
ら
わ
す
場
合
、
（
四
）
異
生
と
漢
訳
さ
れ
る
よ
う
に
、
業
に
よ
る
報
い
を
受
け
、
定
ま
っ
た
形
が
な
い
存
在
と
い
う
生
死
の
本
質
的
部
分
を
あ
ら

わ
す
場
合
、
こ
の
四
点
で
あ
る
（
松
尾
得
晃
「
中
国
浄
土
教
に
お
け
る
凡
夫
観
の
展
開
」
『
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
』
第
三
十
号
、
同
編
集
委
員
会
、
二
〇
〇
八
年
参

照
）
。 

二 

石
田
瑞
麿
訳
『
親
鸞
全
集
』
第
四
巻
、
春
秋
社
、
二
〇
〇
一
年
、
三
一
一
頁
。 

三 

こ
の
こ
と
か
ら
大
拙
は
、
言
語
習
得
以
前
の
子
供
を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
。
彼
は
理
想
的
宗
教
意
識
で
あ
る
「
日
本
的
霊
性
」
の
特
性
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
嬰
児
性
」
を
挙
げ
て

い
る
。
し
か
し
大
人
は
す
で
に
言
語
を
習
得
し
て
し
ま
っ
た
以
上
、
単
に
退
嬰
す
る
だ
け
で
は
凡
夫
を
脱
却
で
き
ず
、
そ
の
た
め
「
無
分
別
の
分
別
」
と
い
っ
た
在
り
方
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。 

四 

伊
藤
博
之
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成 

歎
異
抄 

三
帖
和
讃
』
新
潮
社
、
一
九
八
一
年
、
一
六
頁
。 

五 

ま
た
、
第
一
系
列
に
は
「
動
か
ぬ
も
の
」
が
列
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
事
実
」
の
世
界
の
動
態
性
と
は
異
な
る
位
相
の
も
の
で
あ
る
。
「
動
態
性
」
と
は
、
「
事
実
」
の
世

界
を
分
別
の
結
果
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
そ
れ
は
「
表
現
」
で
あ
っ
て
「
事
実
」
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
事
実
は
「
動
」
的
と
も
言
え
な
い
無
限
定
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
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絶
対
的
な
表
現
不
可
能
性
を
大
拙
は
「
動
か
ぬ
」
と
評
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

六 
例
え
ば
、
仏
教
の
善
悪
論
に
つ
い
て
、
峰
島
旭
雄
は
次
に
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
…
…
仏
教
に
お
い
て
は
、
悪
は
不
善
で
あ
り
、
煩
悩
で
あ
っ
て
、
や
が
て
善
へ
転
換
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
善
と
は
十
善
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
倫
理
的
な
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
し
て
宗
教
的
な
究
極
の
境
涯
へ
連
な
る
も
の
で
も
あ
っ
た
」（
峰
島
旭
雄
編
『
倫

理
と
宗
教
の
間
』
北
樹
出
版
、
一
九
八
四
年
、
一
三
六
頁
）
。 

七 

金
児
黙
存
「
原
始
仏
教
に
於
け
る
戒
の
根
源
的
意
義
」
（
日
本
仏
教
学
会
編
『
仏
教
に
お
け
る
戒
の
問
題
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
五
年
）
、
三
三
～
三
四
頁
。 

八 

氣
多
雅
子
「
仏
教
に
お
け
る
「
規
範
の
基
礎
」
」
（
日
本
倫
理
学
会
編
『
日
本
倫
理
学
会
論
集
二
十
五 

規
範
の
基
礎
』
慶
應
通
信
、
一
九
九
〇
年
）
、
二
五
～
二
六
頁
。 

九 

説
一
切
有
部
の
論
書
『
倶
舎
論
』
に
お
い
て
、
こ
の
こ
と
は
有
為
と
無
為
、
有
漏
と
無
漏
と
い
う
二
つ
の
区
分
法
の
間
の
非
重
複
部
分
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
『
倶
舎
論
』
は

一
切
の
法
を
こ
れ
ら
二
つ
の
二
分
法
に
よ
っ
て
区
分
し
て
い
る
。
ま
ず
、
有
為
法
と
は
因
果
の
中
に
あ
る
法
、
無
為
法
と
は
因
果
を
離
れ
た
法
を
意
味
し
て
い
る
。
他
方
、
有
漏
法
と

は
煩
悩
の
対
象
に
な
り
、
ま
た
煩
悩
を
増
大
さ
せ
る
法
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
無
漏
法
と
は
、
煩
悩
と
の
関
わ
り
を
持
た
な
い
法
、
具
体
的
に
は
択
滅
・
非
択
滅
・
虚
空
の
三
法
と
し

て
分
類
さ
れ
る
。
有
為
と
有
漏
、
無
為
と
無
漏
は
凡
そ
重
複
し
て
い
る
の
だ
が
、
四
諦
の
う
ち
の
「
道
」
の
み
が
、
有
為
で
あ
り
な
が
ら
無
漏
で
あ
る
と
い
う
特
殊
な
位
置
を
与
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
す
な
わ
ち
、
仏
道
の
修
行
の
み
は
因
果
関
係
の
世
界
に
あ
り
つ
つ
も
煩
悩
を
離
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
（
桜
部
建
『
仏
典
講
座
十
八 

倶
舎
論
』
大
蔵

出
版
、
一
九
八
一
年
、
五
九
～
六
一
頁
、
参
照
）
。
こ
の
こ
と
を
本
論
の
議
論
に
引
き
寄
せ
て
考
え
る
と
、
悟
り
そ
の
も
の
で
な
く
と
も
、
悟
り
を
志
向
す
る
行
為
で
あ
る
な
ら
ば
「
善
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
な
る
。 

一
〇 

大
拙
は
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
フ
ロ
ム
と
の
対
談
で
、
見
性
に
対
す
る
興
味
深
い
比
喩
を
残
し
て
い
る
。
一
面
の
暗
闇
を
照
ら
し
出
す
場
合
、
そ
こ
に
あ
る
無
数
の
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を
点

さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
過
程
で

も
決
定
的
な
転
機
と
な
る
の
は
、

初
の
一
本
に
火
を
点
し
た
時
で
あ
る
と
い
う
。
見
性
と
は
、
こ
の

初
の
一
本
を
意
味
し
て
い
る
（D

.T. 
S

u
zu

k
i, E

rich
 F

rom
m

, an
d R

icard
 D

e M
artin

o, Z
en

 B
u

ddh
ism

 &
 P

sych
oan

alysis, H
arper &

 R
ow

, 1960, p.138

）
。 

一
一

渡
部
清
「
仏
教
哲
学
者
と
し
て
の
原
坦
山
と
『
現
象
即
実
在
論
』
と
の
関
係
」
（
『
上
智
大
学
哲
学
科
紀
要
』
第
二
十
四
号
、
上
智
大
学
哲
学
科
、
一
九
九
八
年
）
、
一
〇
二
頁
。 

一
二 

西
村
惠
信
『
禅
林
修
行
論
』
法
蔵
館
、
一
九
八
七
年
、
一
一
三
～
一
一
四
頁
。
ま
た
西
村
は
こ
の
点
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
と
し
て
、
鈴
木
哲
雄
『
唐
五
代
禅
宗
史
』
（
山
喜
房
書

林
、
一
九
八
五
年
）
を
挙
げ
て
い
る
。 



   

前
章
の
考
察
を
通
じ
て
、
大
拙
の
い
う
行
為
が
集
団
の
共
存
を
目
指
す
道
徳
を
超
越
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
は
一
見
す
る
と
、
例
え
集

団
の
共
存
を
破
壊
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
も
、
無
心
に
徹
し
た
行
為
で
あ
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
解
釈
を
も
招
き
か
ね
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
拙
の

思
想
の
実
際
は
、
反
社
会
的
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
近
代
社
会
の
積
極
的
な
建
設
を
謳
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
の
多

数
の
エ
ッ
セ
イ
や
評
論
か
ら
は
っ
き
り
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
問
題
は
、
彼
の
行
為
論
が
こ
の
社
会
運
営
へ
の
志
向
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
か

と
い
う
点
に
あ
る
。
大
拙
の
思
考
方
法
の
基
盤
は
、
早
く
『
新
宗
教
論
』
で
論
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
宗
教
を
分
別
以
上
の
も
の
と
し
て
、
そ
れ
以
外
の
哲

学
や
科
学
と
い
っ
た
学
問
領
域
を
分
別
に
配
当
し
、
前
者
に
よ
っ
て
後
者
を
基
礎
づ
け
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。
前
章
の
道
徳
も
分
別
に
よ
る
営
為
で
あ
り
、

宗
教
と
道
徳
の
関
係
も
こ
の
範
疇
に
あ
る
。 

 

一
般
に
大
乗
仏
教
は
自
分
の
み
が
解
脱
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
「
小
乗
」
と
み
な
し
、
自
ら
は
一
切
衆
生
を
救
う
、
よ
り
偉
大
な
教
え
で
あ
る
と
自
認
し
て

い
た
。
少
な
く
と
も
、
大
乗
仏
教
自
身
で
は
自
ら
の
独
自
性
を
「
利
他
」
の
精
神
に
見
出
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
禅
に
対
し
て
は
往
々

に
し
て
そ
の
大
悲
の
側
面
、
も
し
く
は
還
相
の
側
面
の
希
薄
さ
が
指
摘
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
田
辺
元
は
禅
に
つ
い
て
「
単
な
る
着
衣
喫
飯
の
日
常
性
に
還
帰

す
る
ば
か
り
で
、
国
家
社
会
の
倫
理
に
還
相
せ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
の
は
事
実
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る
一

。
確
か
に
禅
仏
教
に
は
、
戒
律
も
し
く
は
清
規

 

大
拙
の
論
じ
た
行
為
の
特
質
、
無
功
徳
と
は
い
う
な
れ
ば
自
身
へ
の
思
い
計
ら
い
を
捨
て
去
る
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
者
へ
の
思
い
計
ら
い
を
も
放
棄

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
社
会
性
以
前
の
個
に
焦
点
を
当
て
る
議
論
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
拙
が
宗
教
を
基
礎
に
し
て
社
会
の
積
極
的
発
展
を
論
じ
る
と
い

う
こ
と
は
、
一
見
す
る
と
社
会
性
の
有
無
を
め
ぐ
る
矛
盾
を
内
包
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
そ
の
よ
う
な
大
拙
の
思
想
に
お
い
て
こ
の
矛
盾
を
解
消
す
る
役

割
を
果
た
し
て
い
る
も
の
が
「
大
悲
」
の
概
念
に
他
な
ら
な
い
。 

第
八
章 

他
者
へ
の
ま
な
ざ
し 

 

 
 

 
 

 

―
禅
思
想
の
社
会
性
へ
の
展
開

― 
序 
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一
五
〇 

ま
た
全
世
界
に
対
し
て
無
量
の
慈
し
み
の
意
を
起
す
べ
し
。 

 
 

一
四
九 

あ
た
か
も
、
母
が
己
が
独
り
子
を
身
命
を
賭
し
て
護
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
一
切
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
ど
も
に
対
し
て
も
、
無
量
の
（
慈

し
み
の
）
こ
こ
ろ
を
起
す
べ
し
。 

 

大
乗
仏
教
が
自
利
利
他
を
目
指
す
道
を
新
た
に
唱
導
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
声
聞
・
縁
覚
と
は
異
な
り
、「
上
求
菩
提
、
下
化
衆
生
」
を
旗
印
と
し
た

菩
薩
の
道
が
西
暦
紀
元
に
前
後
し
て
現
れ
て
き
た
。
大
乗
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
仏
教
は
僧
団
内
の
出
家
者
が
自
身
の
悟
り
の
み
を
目
指
し
た
独
善

的
な
も
の
と
み
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
大
乗
に
よ
る
利
他
行
の
強
調
が
事
実
だ
と
し
て
も
、
大
乗
以
前
の
仏
教
が
他
者
と
の
関
わ
り
を
冷
徹
に
拒
否
し
て
い
た

と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
原
始
仏
教
に
お
い
て
も
慈
悲
は
そ
の
教
義
の
一
翼
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
。 

そ
も
そ
も
、
そ
の
よ
う
な
批
判
の
前
提
と
し
て
の
「
慈
悲
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
、
禅
を
背
景
と
す
る
鈴
木
大
拙
の
思
想
に
お
い

て
、
利
他
の
精
神
、
大
悲
の
側
面
が
、
戒
律
と
い
う
通
仏
教
的
な
側
面
を
超
え
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
か
と
い
う
点
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
禅
が
社
会
倫
理

に
対
し
て
い
か
な
る
基
礎
づ
け
を
与
え
得
る
か
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
本
論
で
は
ま
ず
、
そ
の
予
備
的
考
察
と
し
て
、「
悲
」
を
め
ぐ
る
仏
教

の
伝
統
的
な
思
想
を
概
観
し
て
お
き
た
い
二

。 

に
よ
っ
て

も
原
理
的
な
形
式
で
他
者
と
の
関
わ
り
が
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
個
を
超
え
た
社
会
特
有
の
次
元
で
利
他
行
を
位
置
づ
け
る
よ
う
な
積

極
的
、
具
体
的
な
主
張
は
あ
ま
り
目
立
た
な
い
。
そ
し
て
後
に
見
る
よ
う
に
こ
の
問
題
は
禅
の
紹
介
者
た
る
大
拙
も
ま
た
同
じ
く
指
摘
す
る
点
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
こ
と
は
必
ず
し
も
禅
に
大
悲
の
側
面
が
皆
無
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
は
い
な
い
。 

    

第
一
節 

仏
教
に
お
け
る
「
慈
悲
」
概
観 

上
に
下
に
ま
た
横
に
、
障
礙
な
く
怨
恨
な
く
敵
意
な
き
（
慈
し
み
を
行
う
べ
し
）
。
三 
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初
期
の
仏
教
は
「
慈
悲
」
の
う
ち
、「
慈
」
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
の
ち
に
「
悲
」
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
両
者
の
併
記
が
為
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
「
喜
」
と
「
捨
（
平
静
）
」
が
加
え
ら
れ
る
と
、「
慈
悲
喜
捨
」
は
「
四
無
量
心
」
と
い
う
実
践
徳
目
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
に
至
る
。

こ
の
他
者
へ
の
慈
し
み
の
心
が
、
そ
の
ま
ま
そ
の
者
へ
の
利
他
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
釈
尊
が
梵
天
の
勧
請
を

受
け
て
法
を
説
い
た
こ
と
は
、
確
か
に
慈
悲
の
心
に
基
づ
き
な
が
ら
、
衆
生
を
し
て
苦
し
み
か
ら
脱
却
せ
し
め
る
と
い
う
利
他
性
の
営
み
で
あ
っ
た
。
釈
尊
が

法
を
説
く
と
い
う
こ
と
は
衆
生
を
悟
り
へ
と
導
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
利
他
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。 

「
慈
悲
」
と
い
う
言
葉
は
い
ま
や
一
般
的
な
日
本
語
と
し
て
定
着
し
て
い
る
が
、
厳
密
な
仏
教
語
と
し
て
は
「
慈
悲
」
は
も
と
も
と
「
慈
」
と
「
悲
」
と
い

う
別
々
の
語
で
あ
っ
た
。「
慈
」
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
に
お
け
る
原
語
は
、
パ
ー
リ
語
のm

ettā

、
も
し
く
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
のm

aitrī

で
あ
り
、「
悲
」

は
パ
ー
リ
語
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
のk

aru
ṇ
ā

で
あ
る
。
前
者
は
「
い
つ
く
し
み
（
慈
）
」
、
後
者
は
「
あ
わ
れ
み
（
悲
）
」
を
意
味
し
て
い
る
。
中
国
、
日
本

の
仏
教
に
対
し
て
多
大
な
影
響
を
与
え
た
龍
樹
の
『
大
智
度
論
』
で
は
、
両
者
の
違
い
を
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。 

龍
樹
の
『
大
智
度
論
』
は
、『
無
尽
意
経
（
阿
差
末
経
）
』
を
元
に
四
無
量
心
を
解
説
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
大
乗
の
『
涅
槃
経
』
に
お
い
て
も
説
か
れ
て
い
る
。

龍
樹
は
「
与
楽
」
「
抜
苦
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
慈
」
と
「
悲
」
に
当
て
て
理
解
し
て
い
る
。 

   

 

四
無
量
心
は
、
慈
悲
喜
捨
な
り
。
慈
は
衆
生
を
愛
念
す
る
を
名
づ
く
。
常
に
安
隱
楽
事
を
求
む
る
に
、
以
て
之
を
饒
益
す
。
悲
は
衆
生
を
愍
念
す
る
を
名

づ
け
、
五
道
の
中
の
種
種
の
身
苦
心
苦
を
受
く
。
喜
は
衆
生
を
し
て
楽
得
に
従
い
歓
喜
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
を
名
づ
く
。
捨
は
三
種
の
心
を
捨
て
る
を
名

づ
け
、
但
だ
衆
生
の
不
憎
不
愛
を
念
ず
る
。
五 

大
慈
は
一
切
衆
生
に
楽
を
与
え
、
大
悲
は
一
切
衆
生
の
苦
を
抜
く
。
大
慈
は
喜
楽
の
因
縁
を
以
て
衆
生
に
与
え
、
大
悲
は
離
苦
の
因
縁
を
以
て
衆
生
に
与

え
る
。
四 

  

 257



 

そ
し
て
原
始
仏
教
以
来
の
「
慈
悲
」
の
考
え
は
大
乗
仏
教
に
お
い
て
一
層
強
調
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
四
無
量
心
の
中
の
慈
悲
と
区
別
し
て
、
仏
の
「
大
悲
」

が
説
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
大
乗
仏
教
が
新
た
に
仏
陀
の
権
能
を
神
格
化
し
て
い
く
中
で
、
仏
の
慈
悲
は
、
凡
夫
の
そ
れ
と
は
異
な
る
よ
り
高
次
の
「
大
悲
」

と
し
て
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
慈
悲
と
い
う
観
念
に
、
修
行
者
の
内
的
境
地
に
応
じ
た
諸
段
階
を
設
け
る
こ
と
に
も
な
る
。 

こ
れ
ら
の
分
類
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
の
は
「
縁
（
対
象
）
」
で
あ
っ
て
、
衆
生
縁
と
は
衆
生
を
対
象
と
し
て
は
た
ら
く
慈
悲
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
、

親
類
や
友
人
な
ど
近
し
い
人
間
に
限
ら
ず
、
人
々
が
苦
し
み
の
中
に
生
き
て
い
る
姿
を
見
て
、
憐
れ
み
の
心
を
起
こ
し
、
彼
ら
に
好
事
安
穏
を
与
え
た
い
と
思

う
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
法
縁
の
慈
悲
と
は
、
仏
法
、
仏
の
教
え
を
対
象
と
し
て
は
た
ら
く
慈
悲
を
い
う
。
こ
れ
は
「
個
人
存
在
或
い
は
そ
れ
と
関
連
あ
る
諸

種
の
物
を
個
別
的
な
要
素
に
分
析
し
て
、
そ
れ
ら
は
独
立
な
実
体
で
な
い
と
思
っ
て
、
執
着
を
去
っ
て
他
人
に
何
ら
か
の
物
を
与
え
て
奉
仕
す
る
こ
と
」
と
い

わ
れ
る
七

。 

後
の
「
無
縁
の
慈
悲
」
と
は
仏
心
に
よ
る
慈
悲
で
あ
る
が
、
仏
の
心
は
空
に
徹
し
て
い
る
た
め
、
上
述
の
二
つ
の
慈
悲
と
は
異
な
り
、
そ
の
慈
悲
は
特
定

の
対
象
を
も
た
な
い
。
そ
の
内
実
は
単
に
他
者
に
楽
を
与
え
、
自
ら
と
同
じ
悟
り
の
智
慧
を
得
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
三
種
に
分
類
さ
れ
る
も
の

の
、
い
ず
れ
も
慈
悲
で
あ
る
以
上
は
そ
の
語
源
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
い
つ
く
し
み
」
、
「
あ
わ
れ
み
」
の
発
露
と
し
て
理
解
で
き
る
。
他
者
の
身
苦
や
心
苦
を
あ

わ
れ
ん
で
「
苦
」
を
抜
き
「
楽
」
を
与
え
よ
う
と
す
る
こ
と
も
確
か
に
慈
悲
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
あ
く
ま
で
も
対
症
療
法
で
あ

る
限
り
、
生
死
に
お
い
て
次
々
と
直
面
す
る
苦
に
対
し
て
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
煩
悩
の
根
本
た
る
「
無
明
」
を
断
じ
て
生
死
を

あ
る
文
脈
で
は
、
大
乗
仏
教
に
お
け
る
慈
悲
は
縁
（ālam

b
an

a

対
象
）
に
よ
っ
て
三
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
衆
生
縁
の
慈
悲
、
法
縁
の
慈
悲
、

無
縁
の
慈
悲
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
大
般
涅
槃
経
』
や
『
大
智
度
論
』
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
ド
の
経
論
、
ま
た
日
本
で
は
源

信
の
『
往
生
要
集
』
や
夢
窓
疎
石
の
『
夢
中
問
答
集
』
に
お
い
て
で
あ
る
。
例
え
ば
『
大
智
度
論
』
で
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

復
た
次
い
で
慈
悲
心
に
三
種
有
り
。
衆
生
縁
、
法
縁
、
無
縁
な
り
。
凡
夫
人
は
衆
生
縁
な
り
。
声
聞
、
辟
支
仏
、
及
び
菩
薩
初
め
衆
生
縁
に
し
て
、
後
に

は
法
縁
な
り
。
諸
仏
善
く
畢
竟
空
を
修
行
す
る
故
に
名
づ
け
て
無
縁
と
為
す
。
六 
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無
縁
の
慈
悲
と
は
、
慈
悲
の
対
象
と
し
て
特
定
の
存
在
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
前
章
ま
で
の
考
察
に
則
っ
て
表
せ
ば
、
「
無
分
別
」

や
「
無
功
徳
」
と
関
わ
っ
て
来
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
小
川
一
乗
の
見
解
は
興
味
深
い
。「
だ
い
た
い
仏
教
で
言
う
慈
悲
と
い
う
の
は
、
無
縁
の
慈
悲
が
い
ち
ば

ん
の
基
本
で
す
。
無
縁
の
慈
悲
を
抜
き
に
し
て
、
衆
生
縁
の
慈
悲
も
法
縁
の
慈
悲
も
ほ
ん
と
う
は
成
り
立
た
な
い
と
い
う
の
が
、
仏
教
だ
と
思
い
ま
す
。
困
っ

て
い
る
衆
生
が
い
れ
ば
助
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
人
情
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
根
底
に
無
縁
と
い
う
、
わ
が
身
の
命
の
事
実
を
と
も
ど
も
に
明

ら
か
に
し
て
い
く
と
い
う
基
本
線
が
あ
れ
ば
、
衆
生
縁
の
慈
悲
も
仏
道
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
無
縁
の
慈
悲
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
単
な
る
人

情
に
終
わ
る
わ
け
で
す
」
八

。
こ
の
小
川
の
指
摘
は
、
上
述
三
種
の
慈
悲
の
う
ち
、
前
二
者
を
「
人
情
」
と
し
、「
無
縁
の
慈
悲
」
こ
そ
を
三
者
の
基
盤
と
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
大
拙
思
想
に
お
け
る
宗
教
と
道
徳
の
関
係
と
類
比
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
道
徳
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
宗
教
と
は

異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
宗
教
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
道
徳
的
行
為
は
そ
の
質
を
よ
り
高
次
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
衆
生
縁
、
法
縁
の
慈
悲

は
人
情
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
宗
教
的
慈
悲
で
は
な
い
が
、「
無
縁
の
慈
悲
」
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
仏
道
と
し
て
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
功
徳
と

無
功
徳
の
間
の
往
復
運
動
が
、
大
拙
思
想
の
実
践
面
に
お
け
る
「
円
環
性
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
大
乗
仏
教
の
慈
悲
が
「
無
縁
の
慈
悲
」
を
そ

の
本
質
と
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。 

し
か
し
、「
無
縁
の
慈
悲
」
と
は
そ
も
そ
も
何
か
。
対
象
を
持
た
な
い
慈
悲
が
ど
う
し
て
慈
悲
た
り
う
る
の
か
。
そ
し
て
そ
れ
が
他
者
の
生
に
ど
の
よ
う
な
形

で
作
用
す
る
の
か
。
倫
理
思
想
と
し
て
鈴
木
大
拙
の
慈
悲
論
を
考
察
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
構
造
の
も
つ
実
践
的
な
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

他
な
ら
な
い
。
こ
の
無
縁
の
慈
悲
と
は
凡
夫
と
区
別
さ
れ
る
仏
の
慈
悲
で
あ
り
、
龍
樹
の
言
に
よ
れ
ば
「
諸
仏
」
が
「
空
を
修
行
す
る
」
と
こ
ろ
で
初
め
て
実

現
さ
れ
る
慈
悲
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
大
拙
の
慈
悲
論
も
ま
た
、
彼
の
悟
り
の
理
論
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
以
下
は
大
智
と
大
悲
が
い
か
に
関

係
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
議
論
の
中
心
と
な
る
。 

脱
す
る
以
外
に
、
苦
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
慈
悲
が
慈
悲
と
し
て
十
全
に
果
た
さ
れ
る
の
は
、
衆
生
に
智
慧
を
得
さ
せ
る
仏
の

大
悲
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
大
乗
仏
教
の
行
者
は
み
ず
か
ら
の
理
想
す
な
わ
ち
利
他
行
を
完
遂
す
る
た
め
に
こ
そ
、
自
身
の
仏
道
を
達
成
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
想
が
こ
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
従
っ
て
大
乗
仏
教
の
慈
悲
を
論
じ
る
上
で
は
、
そ
の
実
践
者
が
「
仏
」
と
な
る
点
、
す

な
わ
ち
「
悟
り
」
と
の
関
わ
り
が
必
然
的
に
重
要
な
視
点
と
な
る
の
で
あ
る
。 
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彼
は
著
作
中
で
「
大
悲
」
を
強
調
す
る
一
方
で
、
そ
の
本
質
と
し
て
の
「
悲
」
に
言
及
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
こ
こ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
の
愛
と
の
比
較
と
し
て

論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
悲
」
が
よ
り
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
悲
」
と
は
自
己
愛
を
他
者
に
向
け
た
も
の
で
は
な
く
、
他
者
の
苦

し
み
に
よ
っ
て
お
の
ず
か
ら
喚
起
さ
れ
る
感
情
で
あ
る
と
い
う
。
仏
教
が
元
来
自
我
意
識
の
活
動
を
休
息
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
人
間
の
意
志
活
動
に
対
し

て
消
極
的
で
あ
る
以
上
、「
悲
」
の
本
質
と
い
え
ど
も
、
意
識
的
に
な
さ
れ
る
当
為
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
大
拙
は
道
徳
律
と
し
て
「
他
者
を

あ
わ
れ
む
べ
し
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
他
者
と
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
「
自
然
に
」
発
露
す
る
点
に
「
悲
」
の
価
値
を
見
出
し
て
い
る
。

ま
た
「
悲
」
は
人
間
で
あ
れ
ば
誰
で
も
持
ち
う
る
感
情
で
あ
る
が
、「
大
悲
」
は
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
。
そ
れ
は
仏
道
の
発
展
で
あ
り
、
悟

議
論
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
大
拙
に
お
け
る
「
悲
」
の
一
般
的
な
側
面
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
彼
は
「
悲
」
を
キ
リ
ス
ト
教
の
「
愛
」
と
比
較
し
て
、

以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。 

    

第
二
節 

般
若
の
弁
証
法
と
体
用
論 

悲、
は
こ
れ
〔
愛
・
蓮
沼
〕
に
反
し
て
「
痛
む
」
又
は
「
傷
む
」
の
義
で
あ
る
と
云
ふ
。
他
己
の
苦
し
み
悩
む
の
を
見
て
、
自
か
ら
そ
の
心
を
傷
め
し
め
る

の
が
悲、
で
あ
る
。
此
の
点
で
は
消
極
性
を
持
つ
や
う
に
思
は
れ
る
が
、
他
の
苦
し
み
に
対
し
て
こ
ち
ら
の
心
の
動
く
と
こ
ろ
に
は
、
他
と
己
れ
と
の
繋
が

り
に
目
覚
め
る
も
の
が
あ
る
。
…
…
愛
の
場
合
で
は
、
自
己
を
愛
す
る
一
念
を
押
し
ひ
ろ
げ
て
他
に
及
ぶ
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
が
、
悲、
の
場
合
で
は
、
他

の
悩
み
に
心
が
痛
ん
で
何
と
か
し
て
行や

ら
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
い
ふ
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
愛、
は
自じ

か
ら
始
ま
り
、
悲、
は
他
か
ら
始
ま
る
。
愛、
は
自、
の
自

覺
を
推
し
て
他、
に
及
ぼ
す
こ
と
で
あ
り
、
悲、
は
他、
の
自
覺
か
ら
自、
を
超
え
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
う
し
て
「
仏
教
道
徳
」
な
る
も
の
は
、
此
く
の
如
く
に
し

て
発
動
し
た
悲、
の
動
き
を
大
悲
心

、
、
、
の
意
識
に
ま
で
向
上
さ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
（
『
全
集
』
第
七
巻
、
九
七
頁
） 
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さ
て
「
大
智
」
と
「
大
悲
」
を
こ
の
よ
う
に
捉
え
る
な
ら
ば
、
ま
ず

初
に
あ
る
べ
き
も
の
は
「
大
智
」
で
あ
り
、「
大
悲
」
は
そ
れ
に
従
っ
て
生
じ
て
く
る

こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
菩
薩
は
ま
ず
「
般
若
智
」
を
証
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
般
若
智
」
す
な
わ
ち
「
大
智
」
を
得
る
と
、
そ
の
「
大
智
」
か
ら
「
大

慈
悲
心
」
が
目
覚
め
、
さ
ら
に
こ
の
「
大
悲
」
か
ら
「
方
便
」
が
生
じ
、
こ
の
「
方
便
」
が
再
び
「
般
若
智
」
を
動
か
す
と
い
う
。
す
な
わ
ち
「
方
便
」
を
介

し
て
「
大
智
」
と
「
大
悲
」
は
お
互
い
を
成
立
さ
せ
あ
う
関
係
に
あ
る
。
し
か
し
「
大
悲
」
は
あ
く
ま
で
も
菩
薩
の
心
の
内
容
で
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
衆
生

を
救
済
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
衆
生
を
救
う
た
め
の
具
体
的
な
手
段
と
し
て
の
「
方
便
」
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。 

り
へ
の
過
程
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
大
拙
も
ま
た
完
全
な
「
悲
」
の
在
り
方
を
「
大
悲
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。 

「
大
智
」
と
「
大
悲
」
の
関
係
に
つ
い
て
彼
が
積
極
的
に
論
じ
て
い
る
著
作
と
し
て
は
、
ま
ず
『
般
若
経
の
哲
学
と
宗
教
』
が
挙
げ
ら
れ
る
九

。
『
般
若
経
』

の
思
想
へ
の
解
釈
中
で
彼
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。 

そ
し
て
こ
れ
ら
三
者
の
連
結
の
具
体
的
な
関
係
に
つ
い
て
も
続
け
て
言
及
す
る
。 

   

『
般
若
経
』
の
根
本
的
主
張
は
、
大
乗
教
の
精
神
の
完
全
な
る
理
解
に
於
て
は
般
若
智
の
証
得
が
先
づ
第
一
に
来
る
べ
き
も
の
だ
、
而
し
て
こ
の
般
若
智

の
証
得
こ
そ
菩
薩
行
（b

o
d

h
isattv

acary
ā

）
を
形
づ
く
る
も
の
だ
と
い
ふ
に
あ
る
。
菩
薩
の
心
（citta; m

an
asik

āra

）
は
日
夜
般
若
波
羅
蜜
と
の
完
全
な

る
相
應
（p

ratiy
u

k
ta

）
に
住
す
る
、
そ
の
時
、
菩
薩
は
一
切
衆
生
の
施
者
（d

ak
ṣiṇ

īyatā

）
と
な
る
、
何
と
な
れ
ば
其
の
時
こ
そ
大
慈
悲
心
（m

aitrīsah
agataṁ

cittam

）
が
一
切
衆
生
に
対
し
て
菩
薩
の
内
に
目
覚
め
る
か
ら
で
あ
る
。
…
…
般
若
智
は
方
便
に
よ
つ
て
動
く
も
の
で
あ
り
、
こ
の
方
便
は
大
悲
か
ら
生

れ
る
も
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
五
巻
、
六
九
～
七
〇
頁
） 

大
智
・
大
悲
・
大
方
便
の
三
つ
の
連
結
は
大
乗
仏
教
の
全
体
系
に
通
じ
る
と
こ
ろ
の
も
の
だ
。
こ
の
三
つ
の
連
結
こ
そ
大
乗
教
を
大
乗
教
た
ら
し
め
る
特

質
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
五
巻
、
六
九
頁
） 
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と
こ
ろ
が
「
大
悲
」
に
つ
い
て
、
大
拙
は
こ
れ
以
後
、
若
干
異
な
っ
た
論
理
で
説
明
を
与
え
て
い
る
一
一

。
そ
れ
は
ま
ず
『
一
真
実
の
世
界
』（
一
九
四
一
年
）

で
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

も
の
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
菩
薩
は
ま
ず

初
に
悟
り
、
他
に
捉
わ
れ
な
い
自
由
の
智
慧
を
も
っ
て
、
他
を
利
す
る
こ
と
が
「
無
縁
の
慈
悲
」
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
「
大
智
」
と
「
大
悲
」
が
、
あ
く
ま
で
も
別
々
の
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
わ
れ
わ
れ

は
大
智
・
大
悲
及
び
方
便
の
綜
合
が
菩
薩
行
を
形
成
す
る
こ
と
を
知
つ
た
」
（
『
全
集
』
第
五
巻
、
七
五
頁
）
と
い
う
一
節
か
ら
は
、
両
者
が
敢
え
て
綜
合
す
べ

き
区
別
さ
れ
た
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
例
え
ば
夢
窓
疎
石
の
『
夢
中
問
答
集
』
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。 

こ
こ
で
は
、「
大
智
」
を
は
た
ら
き
の
主
体
、
そ
し
て
「
大
悲
」
を
は
た
ら
き
そ
の
も
の
と
捉
え
る
「
体
用
論
」
が
採
ら
れ
て
い
る
。
大
拙
は
悟
り
を
禅
の
「
見

性
」
と
し
て
論
じ
る
際
に
は
、
た
び
た
び
「
働
く
も
の
と
働
き
そ
の
も
の
」
と
い
う
関
係
で
説
明
し
て
い
る
。
既
に
第
五
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
大
拙
は
一
九

三
〇
年
代
後
半
か
ら
、
敦
煌
か
ら
出
土
し
た
初
期
禅
宗
文
献
の
研
究
を
通
じ
て
、
中
国
思
想
特
有
の
体
用
論
を
み
ず
か
ら
の
思
想
の
範
疇
と
し
て
採
用
し
て
い

た
。
こ
こ
で
は
「
大
智
」
と
「
大
悲
」
を
そ
れ
ぞ
れ
体
と
用
と
す
る
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

「
仏
果
に
到
り
て
後
」
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
様
に
、
夢
窓
疎
石
も
ま
た
「
大
智
」
と
「
大
悲
」
を
、
先
後
関
係
を
も
つ
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。 

   

慈
悲
に
三
種
あ
り
。
一
に
は
衆
生
縁
の
慈
悲
。
二
に
は
法
縁
の
慈
悲
。
三
に
は
無
縁
の
慈
悲
な
り
。
…
…
無
縁
の
慈
悲
と
い
つ
ぱ
、
仏
果
に
到
り
て
後
、

本
有
性
徳
の
慈
悲
現
は
れ
て
、
化
度
の
心
発
さ
ざ
れ
ど
も
、
自
然
に
衆
生
を
済
度
す
る
こ
と
、
月
の
衆
水
に
影
を
う
つ
す
が
ご
と
し
。
一
〇 

一
が
二
に
分
れ
る
前
に
、
一
の
中
に
在
る
と
こ
ろ
の
も
の
、
こ
れ
が
智
で
あ
る
が
、
そ
の
智
に
は
ま
だ
働
き
が
見
え
ぬ
。
一
が
二
に
分
れ
る
所
に
、
智
の

働
き
が
出
る
、
そ
れ
と
同
時
に
そ
こ
に
悲
の
働
き
が
出
る
。
悲
は
智
の
働
き
、
智
は
悲
の
主
体
だ
と
、
か
う
い
ふ
具
合
に
、
智
と
悲
と
を
見
る
と
こ
ろ
に

東
洋
的
考
へ
方
が
あ
る
と
思
ふ
。
（
『
全
集
』
第
十
六
巻
、
六
五
頁
） 
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こ
の
論
理
は
表
面
的
に
は
先
述
し
た
先
後
関
係
と
し
て
の
智
悲
関
係
と
は
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。『
般
若
経
』
の
文
脈
に
お
い
て
「
覚
り
の
上
で
は
、

菩
薩
も
声
聞
も
同
じ
レ
ベ
ル
の
上
に
あ
る
も
の
と
も
い
へ
る
」
（
『
全
集
』
第
五
巻
、
七
二
頁
）
と
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
確
か
に
智
と
悲
と
を
分
断
し
て

論
じ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
説
明
様
式
は
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
次
の
一
節
に
着
目
し
た
い
。 

 

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
智
悲
関
係
は
先
ほ
ど
示
し
た
先
後
関
係
と
し
て
の
「
大
智
」
「
大
悲
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
「
大
智
」
と
「
大

悲
」
は
は
た
ら
き
の
主
体
と
は
た
ら
き
そ
の
も
の
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
は
た
ら
き
の
主
体
な
し
に
は
た
ら
き
が
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
一
般
に
考
え

う
る
こ
と
で
あ
る
が
、
大
拙
の
用
い
る
体
用
の
論
理
に
お
い
て
は
、
は
た
ら
き
が
な
い
と
こ
ろ
に
は
た
ら
き
の
主
体
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
ま
た
同
時
に
言
い

う
る
一
二

。
従
っ
て
、「
大
智
」
と
「
大
悲
」
は
、
そ
れ
ら
が
不
二
で
あ
る
と
き
に
こ
そ
、「
大
智
」
で
あ
り
「
大
悲
」
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
概
念
は
、
そ
も

そ
も
別
個
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
以
上
、
「
大
悲
」
を
欠
い
た
「
大
智
」
を
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

大
拙
は
「
大
悲
」
と
「
方
便
」
が
そ
れ
と
対
立
す
る
は
ず
の
般
若
智
か
ら
生
じ
て
く
る
と
い
う
関
係
を
指
摘
し
て
お
り
、
そ
れ
を
「
般
若
の
弁
証
法
（d

ialectics 

o
f P

rajñ
ā

）
」
と
名
づ
け
て
い
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
大
智
と
大
悲
は
方
便
を
媒
介
に
し
た
相
互
依
存
関
係
に
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
三
者
の
無
限
の
展
開
を
弁
証

法
と
称
す
る
こ
と
に
は
納
得
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
先
後
関
係
を
も
っ
た
「
大
智
（
般
若
智
）
」
と
「
大
悲
」
は
、
弁
証
法
的
連
関
の
中
で
、
互
い
を
規
定
し

あ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
説
明
様
式
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、「
大
智
」
と
「
大
悲
」
を
相
互
の
連
関
の
中
で
規
定
し
よ
う
と
し
て
い
た

点
に
お
い
て
は
、
「
般
若
の
弁
証
法
」
と
「
体
用
論
」
の
間
で
、
大
拙
の
立
場
は
一
貫
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。 

と
は
い
え
、
両
者
は
説
明
様
式
と
し
て
は
明
確
に
異
な
っ
て
い
る
。
あ
ら
か
じ
め
想
定
し
た
二
者
を
綜
合
さ
せ
る
「
般
若
の
弁
証
法
」
と
、

初
か
ら
不
二

の
二
者
を
想
定
す
る
「
体
用
論
」
の
間
に
は
決
定
的
な
差
異
が
あ
る
。
こ
の
差
異
の
背
後
に
は
、
大
拙
が
依
拠
す
る
思
想
的
文
脈
の
違
い
が
あ
る
。
先
に
示
し

た
『
般
若
経
の
哲
学
と
宗
教
』
で
は
あ
く
ま
で
も
、『
大
般
若
経
』
の
論
述
に
即
し
て
大
拙
が
説
明
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
論
理
展
開
と
し
て
は
イ
ン
ド
思
想

  

即
ち
般
若
智
は
そ
れ
自
ら
の
内
に
ま
た
一
切
衆
生
の
救
済
を
成
就
す
る
方
便
を
宿
し
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
の
論
理
を
わ
れ
わ
れ
は
般
若
の
弁

証
法
と
呼
ん
で
よ
い
だ
ら
う
。
（
『
全
集
』
第
五
巻
、
九
一
頁
） 
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こ
の
よ
う
な
『
仏
教
の
大
意
』
に
お
け
る
基
本
的
な
主
張
は
そ
れ
ま
で
の
著
作
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
書
の
特
徴
は
そ
の
智
悲
関
係
を
華
厳

系
の
思
想
と
の
関
連
で
論
じ
て
い
る
点
に
あ
る
一
四

。 

彼
は
「
悟
り
」
を
論
じ
る
際
に
、
常
に
そ
れ
を
「
動
態
的
」
な
も
の
と
し
て
説
明
し
て
い
る
が
、
そ
れ

を
適
切
に
表
現
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、『
華
厳
経
』
で
説
く
「
事
事
無
礙
法
界
」
を
挙
げ
て
い
る
。
第
三
章
、
第
六
章
に
お
い
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
、

に
忠
実
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
他
方
、
体
用
論
は
中
国
に
お
い
て
成
立
し
た
論
理
で
あ
り
、
仏
教
の
み
な
ら
ず
宋
学
を
は
じ
め
と
し
て
中
国
思
想

に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
し
て
『
六
祖
壇
経
』
に
お
い
て
、
そ
の
影
響
は
禅
宗
に
も
及
び
、「
即
ち
定
は
是
れ
恵
の
体
、
即
ち
恵
は
是
れ
定
の
用
な
り
、
即

ち
恵
な
る
時
、
定
は
恵
に
在
り
、
即
ち
定
な
る
時
、
恵
は
定
に
在
り
」
一
三

と
論
じ
ら
れ
る
に
至
り
、
大
拙
は
こ
こ
に
み
ず
か
ら
の
理
論
的
基
礎
づ
け
を
見
出
し

た
。
大
拙
思
想
に
お
け
る
智
悲
表
現
の
異
同
は
、
経
典
に
現
れ
た
イ
ン
ド
思
想
と
禅
籍
に
示
さ
れ
た
中
国
思
想
と
の
差
異
に
由
来
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
五
章
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
大
拙
は
後
期
に
お
い
て
は
南
宗
禅
の
立
場
で
あ
る
体
用
論
を
採
る
こ
と
に
な
る
。 

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
た
「
分
別
智
の
上
で
話
す
る
と
き
」
と
い
う
限
定
は
、
「
般
若
の
弁
証
法
」
の
よ
う
に
、
「
大
智
」
と
「
大
悲
」
を
別
々
の
概
念
と
し
て
扱
う

こ
と
に
際
し
て
の
忠
告
で
あ
る
と
も
い
え
る
。 

表
現
形
式
と
し
て
は
、
彼
は
後
者
を
重
要
視
し
、
多
用
し
て
い
っ
た
。
般
若
の
弁
証
法
と
は
「
大
智
」
を
そ
の
は
た
ら
き
で
あ
る
「
大
悲
」
と
は
独
立
に
「
大

智
」
を
想
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
五
章
の
末
尾
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
大
拙
の
禅
思
想
に
お
い
て
「
体
」
と
「
用
」
を
峻
別
す
る
こ
と
は
未
だ
悟
り
を
観
念

と
し
て
想
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
真
理
の
具
体
的
表
現
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
は
「
体
用
不
二
」
の
論
理
を
用
い
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。
事
実
、「
大
智
」
と
「
大
悲
」
に
つ
い
て
、

も
詳
し
く
論
じ
て
い
る
『
仏
教
の
大
意
』（
一
九
四
七
年
）
に
お
い
て
も
後
者
の
説
明
方
式
が
採
用
さ
れ
、

両
者
は
不
可
分
な
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
次
の
一
節
は
同
書
の
内
容
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

  

仏
教
と
云
ふ
大
建
築
を
載
せ
て
居
る
二
つ
の
大
支
柱
が
あ
る
、
一
を
般
若
又
は
大
智
と
云
ひ
、
今
一
を
大
悲
又
は
大
慈
と
云
ひ
ま
す
。
智
は
悲
か
ら
出
る

し
、
悲
は
智
か
ら
出
ま
す
。
元
来
は
一
つ
物
で
あ
り
ま
す
が
、
分
別
智
の
上
で
話
す
る
と
き
二
つ
の
物
で
あ
る
や
う
に
分
れ
る
の
で
す
。
（
『
全
集
』
第
七

巻
、
四
四
頁
） 
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大
拙
は
「
大
悲
」
を
華
厳
思
想
の
「
事
事
無
礙
法
界
」
と
の
結
び
つ
き
で
考
え
て
い
た
が
、
そ
の
思
想
は
『
華
厳
経
』
と
共
に
『
楞
伽
経
』
に
も
由
来
を
も

っ
て
い
る
。
大
拙
は
『
楞
伽
経
』
の
「
世
間
は
生
滅
を
離
る
。
猶
ほ
虚
空
華
の
如
し
。
智
は
有
無
を
得
ず
、
而
も
大
悲
心
を
興
す
」
と
い
う
一
節
か
ら
自
身
の

大
智
大
悲
論
を
展
開
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、「
智
悲
一
如
」
の
慈
悲
理
解
は
華
厳
の
「
事
事
無
礙
法
界
」
と
の
関
わ
り
の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
「
大
悲
」
の
は
た
ら
き
を
動
的

に
表
現
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
一
五

。 

一
切
の
事
物
が
空
と
い
う
理
に
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
空
の
理
を
介
し
て
事
物
と
事
物
と
が
互
い
に
対
立
す
る
こ
と
な
く
円
融
し
て
い
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
大
拙
は
、
空
と
い
う
理
を
瞑
想
に
よ
っ
て
観
ず
る
だ
け
で
は
、
仏
道
修
行
者
の
意
識
が
事
物
の
否
定
に
偏
り
、
現
実
の
世
界
に
対
す
る
積

極
的
な
関
わ
り
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
し
た
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
「
理
事
無
礙
法
界
」
の
立
場
を
乗
り
越
え
る
も
の
と
し
て
、「
事
事
無
礙
法
界
」
こ
そ
が
、

世
界
も
し
く
は
修
行
者
の
心
の
真
実
の
在
り
方
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。 

  

鎔、
及
び
融、
の
字
義
は
空
間
的
で
あ
つ
て
運
動
を
示
し
て
は
ゐ
な
い
。
理
事
無
礙
で
も
空
色
無
関
で
も
大
智
の
姿
を
現
は
し
ま
す
が
、
大
悲
の

用
は
た
ら
き

は
そ
こ

に
は
見
え
ま
せ
ぬ
。
（
『
全
集
』
第
七
巻
、
四
八
頁
） 

智
は
有
無
を
絶
し
て
居
て
、
而
か
も
其
基
体
性
を
失
は
ぬ
の
で
、
そ
れ
か
ら
大
悲
心
が
興
り
得
る
の
で
あ
る
。
大
悲
心
は
有
無
生
滅
の
世
間
の
創
造
主
で

あ
る
。
万
物
を
無
か
ら
造
り
出
す
神

―
そ
れ
が
大
悲
心
で
あ
る
。
大
悲
心
に
何
か
目
的
・
対
象
が
あ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
は
有
無
に
陥
る
、
生
滅
的
世

間
の
事
象
の
外
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。
大
悲
は
即
ち
大
智
、
大
智
は
即
ち
大
悲
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
か
ら
出
る
働
き
は
す
べ
て
無
目
的
的
な
も
の
で
な
く

華
厳
の
事
事
無
礙
法
界
を
動
か
し
て
ゐ
る
力
は
大
悲
心
に
外
な
ら
ぬ
の
で
す
。
（
『
全
集
』
第
七
巻
、
五
八
頁
） 

 

 

 265



 

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
「
大
悲
」
を
、
大
拙
は
や
は
り
「
無
縁
の
慈
悲
」
と
み
な
し
て
い
た
一
六

。
し
か
し
、
こ
の
「
智
悲
一
如
」
た
る
「
大
悲
」
が
「
無
縁

の
慈
悲
」
で
あ
る
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
か
。「
般
若
の
弁
証
法
」
に
即
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
悟
っ
た
上
で
慈
悲
の
心
が
生
じ
る
の
だ
と
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
体
用
論
の
文
脈
で
は
、
悟
る
こ
と
そ
の
も
の
が
そ
の
ま
ま
慈
悲
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
一
見
す
る
と
不
可
解

な
理
解
で
あ
る
。
次
の
一
節
は
こ
の
問
題
に
対
す
る
一
つ
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。 

 

第
五
章
で
の
考
察
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、「
般
若
の
弁
証
法
」
で
示
さ
れ
た
論
理
は
、
一
九
四
〇
年
代
以
降
は
体
用
論
と
し
て
の
大
智
大
悲
論
へ
と
転
換
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ど
ち
ら
も
大
拙
の
思
想
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
本
論
は
鈴
木
大
拙
の
「
禅
思
想
」
の
倫
理
的
展
開
の
考
察
を
企
図
す
る
も
の
で

あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
「
禅
思
想
」
の
思
想
構
造
で
あ
る
体
用
論
と
し
て
の
大
智
大
悲
論
に
焦
点
を
当
て
て
、
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

般
若
智
は
分
別
を
絶
し
た
境
地
で
、
こ
こ
で
は
「
無
分
別
性
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
他
方
「
大
悲
」
は
、
そ
れ
と
対
置
さ
れ
「
分
別
識
」
と
し
て
言
い
換
え

ら
れ
て
い
る
。
大
拙
の
禅
思
想
は
、
一
貫
し
て
「
分
別
」
を
批
判
し
続
け
る
も
の
で
あ
る
が
、「
無
分
別
」
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
分
別
は
「
無
分
別
の
分

別
」
と
し
て
初
め
て
肯
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

大
拙
の
大
乗
仏
教
研
究
は
、
般
若
系
、
浄
土
系
、
華
厳
系
と
多
方
面
に
渉
っ
て
展
開
さ
れ
た
が
、
大
智
と
大
悲
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
彼
の
学
位
論
文
の
テ
ー

マ
の
な
っ
た
『
楞
伽
経
』
か
ら
も
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

    
第
三
節 

大
悲
の
具
体
相 

て
は
な
ら
ぬ
。
…
…
霊
性
的
自
覚
の
境
地
で
は
す
べ
て
こ
れ
を
無
功
用
の
行
為
に
帰
す
る
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
九
巻
、
八
一
頁
） 

般
若
の
無
分
別
性
と
大
悲
の
分
別
識
が
、
円
融
無
礙
、
轉
轆
轆
地
な
る
を
宗
教
的
生
涯
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
一
巻
、
四
四
九
頁
） 
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で
は
、
「
分
別
」
が
「
大
悲
」
で
あ
る
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
先
述
し
た
よ
う
に
大
拙
は
「
悲
」
の
一
般
的
な
側
面
に
つ
い
て
、
「
他
己
の
苦

し
み
悩
む
の
を
見
て
、
自
か
ら
そ
の
心
を
傷
め
し
め
る
の
が
悲
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
悲
」
は
必
ず
し
も
「
他
者
を
救
う
」
と
い
う
何
か

特
別
な
道
徳
的
行
為
と
し
て
は
論
じ
ら
れ
て
は
い
な
い
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
も
し
他
者
を
救
う
と
い
う
こ
と
が
、
み
ず
か
ら
悟
る
こ
と
と
は
別
の
、
何
か
特

別
の
行
為
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
確
か
に
分
別
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
具
体
的
行
為
と
な
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
他
者
を
救
う
」
と
い
う
明
確
な
目
的
を

持
っ
た
行
為
で
あ
り
、
そ
の
目
的
達
成
に
適
う
か
ど
う
か
を
計
ら
れ
る
道
徳
的
行
為
と
な
る
。
そ
こ
に
は
目
的
と
行
為
が
区
別
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
分
別
」
の

立
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
拙
が
利
他
の
具
体
的
な
在
り
方
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
特
別
な
道
徳
的
行
為
（
分
別
的
行
為
）
を

想
定
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。 

上
述
し
た
「
理
事
無
礙
法
界
」
と
同
様
、
空
を
悟
る
こ
と
に
偏
し
た
立
場
の
問
題
点
が
こ
こ
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ひ
た
す
ら
無
分
別
に
留
ま
る
立
場
を
、

彼
は
「
植
物
や
動
物
の
世
界
」
と
評
し
て
い
る
。「
般
若
の
弁
証
法
」
に
お
け
る
「
般
若
智
」
は
「
悲
」
を
含
ま
な
い
た
め
、
こ
の
「
理
事
無
礙
法
界
」
に
該
当

す
る
と
言
え
る
。
そ
こ
で
、
第
二
次
の
「
分
別
」
に
よ
っ
て
再
び
個
物
の
世
界
を
認
識
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
者
自
身
に
と
っ
て
「
無
」
に
も
捉
わ
れ

な
い
動
的
な
悟
り
が
も
た
ら
さ
れ
、
現
実
の
世
界
へ
の
具
体
的
な
は
た
ら
き
か
け
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
第
二
次
の
「
分
別
」
を
も
た
ら
す

も
の
が
「
慈
悲
心
」
な
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
『
浄
土
系
思
想
論
』
に
お
い
て
は
「
大
悲
は
無
分
別
と
分
別
と
を
繋
ぐ
媒
体
と
見
て
よ
い
」
（
『
全
集
』
第
六

巻
、
一
九
一
頁
）
と
論
じ
て
い
る
。
彼
は
「
無
分
別
の
分
別
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
、
は
た
ら
き
と
し
て
の
悟
り
、「
大
智
」
を
示
そ
う
と
し
て
い
た
が
、
以
上

の
考
察
か
ら
こ
の
言
葉
は
た
だ
単
に
悟
り
（
大
智
）
の
み
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
無
分
別
が
分
別
に
は
た
ら
き
出
す
と
い
う
「
大
悲
」
の
側
面
を
も
包
含
し

た
言
葉
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

  

無
分
別
の
鐵
槌
は
動
き
始
め
て
分
別
の
世
界
が
開
け
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
併
し
こ
れ
だ
け
で
は
ま
だ
植
物
や
動
物
の
世
界
で
人
間
の
世
界
に
な
ら
ぬ
。
人

間
の
世
界
に
な
る
に
は
第
二
次
の
分
別
が
動
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
此
分
別
で
始
め
て
無
分
別
が
も、
の、
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
…
…
宗
教
の
大
慈
悲
は

こ
れ
か
ら
出
る
の
で
す
。
（
『
全
集
』
第
七
巻
、
一
九
〇
頁
） 
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無
分
別
が
分
別
に
は
た
ら
き
だ
す
こ
と
が
「
大
悲
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
分
別
を
は
た
ら
か
せ
て
何
か
目
的
に
適
し
た
行
為
を
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
無
分
別
を
分
別
に
は
た
ら
か
せ
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
「
大
悲
」
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
は
「
大
悲
」
の
内
実
で
あ
る

と
同
時
に
、
彼
の
い
う
悟
り
、
「
大
智
」
の
内
実
で
も
あ
る
。
「
大
智
」
と
「
大
悲
」
は
い
ず
れ
も
「
無
分
別
の
分
別
」
と
し
て
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
を
大
拙
は
「
大
悲
は
即
ち
大
智
、
大
智
は
即
ち
大
悲
で
あ
る
」
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

「
大
智
」
そ
の
も
の
は
、
本
来
言
語
で
指
し
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
故
、
禅
宗
は
「
不
立
文
字
」
と
い
う
語
で
自
ら
の
立
場
を
表
現
す
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
の
悟
り
の
体
験
を
み
ず
か
ら
の
も
の
と
し
て
独
占
す
る
の
で
は
な
く
、
他
者
に
も
体
験
さ
せ
よ
う
と
す
る
際
に
は
、
悟
り
は
言
語
と
な
っ
て
表
現
さ

れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
、
禅
に
お
け
る
「
無
分
別
の
分
別
」
の
例
と
し
て
、
「
一
句
子
」
「
活
句
」
と
い
う
禅
語
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
ら
は
禅
門
で
は

「
仏
法
の
端
的
を
表
詮
し
た
言
葉
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
に
は
、
み
ず
か
ら
が
悟
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
他
者
の
救
済
に
な
る
と
い
う
解
釈
を
想
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。「
大
智
」
を
体
得
し

た
あ
と
で
、「
大
悲
」
心
を
発
し
て
衆
生
救
済
へ
と
向
か
う
の
で
は
な
い
。
大
智
の
悟
得
そ
れ
自
体
が
、
衆
生
救
済
の
大
悲
心
な
の
で
あ
る
。
大
拙
の
大
智
大
悲

の
相
即
論
は
、
こ
の
よ
う
な
論
と
し
て
で
は
な
く
て
は
理
解
で
き
な
い
。
で
は
何
故
、
自
身
が
悟
る
こ
と
が
他
者
へ
の
慈
悲
と
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

宗
教
上
の
体
験
に
つ
い
て
云
へ
ば
、
体
験
そ
の
も
の
に
は
徹
底
性
が
あ
つ
て
も
、
思
想
上
の
明
瞭
性
が
加
は
ら
ぬ
と
、「
一
句
子
」
は
単
な
る
エ
ジ
ャ
キ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
叫
び
）
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
と
な
る
。
そ
の
人
に
と
り
て
は
、
そ
れ
で
も
結
構
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
を
見
る
人
、
聞
く
人
に
と
つ
て
も
、
或
る

度
ま
で
も
、
そ
れ
で
も
結
構
で
あ
る
。
が
、
人
間
の
意
識
な
る
も
の
は
表
現
性

―
曲
折
あ
る
表
現
性
の
上
に
成
立
す
る
も
の
で
、
エ
ジ
ャ
キ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
だ
け
で
は
い
け
な
い
。
何
か
言
語
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
思
想
的
な
も
の
が
そ
こ
に
酌
み
と
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
人
の
体
験
は
こ
れ
で
又
明
瞭

性
を
加
へ
る
こ
と
に
な
る
、
従
つ
て
そ
の
体
験
が
社
会
性
を
帯
び
て
来
る
、「
一
句
子
」
は
為
人
度
生
的
効
果
を
も
つ
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
。（
『
全
集
』
第

一
巻
、
一
四
頁
） 
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大
拙
の
禅
思
想
は
、
禅
体
験
と
禅
意
識
の
相
互
補
完
関
係
を
そ
の
規
定
と
し
て
い
る
。
彼
は
中
期
思
想
に
お
い
て
は
、
神
秘
体
験
に
類
す
る
も
の
と
し
て
、

禅
体
験
を
表
現
不
能
な
も
の
と
み
な
し
て
い
た
。
し
か
し
後
期
思
想
（
禅
思
想
）
で
は
禅
体
験
は
禅
意
識
に
よ
っ
て
言
語
化
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
は
、
真
の
禅

体
験
た
り
え
な
い
と
す
る
立
場
へ
と
転
回
し
た
。「
即
非
の
論
理
」
も
、
そ
の
内
実
は
無
分
別
を
分
別
し
て
い
く
こ
と
、
無
分
別
が
分
別
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、

い
ず
れ
に
せ
よ
悟
り
の
言
語
化
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
後
期
思
想
の
中
核
で
あ
る
こ
の
悟
り
の
言
語
化
は
、
同
時
に
「
大
智
」
と
「
大
悲
」
の
相
即
関
係

を
表
す
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
悟
り
の
は
た
ら
き
を
示
す
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
言
語
に
よ
っ
て
表
現
す
る
こ
と
に
は
止
ま
ら
な
い
。
上
述
の
考
察
は
、
先
達
者
の
「
大
智
」

の
表
現
が
そ
の
ま
ま
「
大
悲
」
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
と
い
う
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
言
語
に
止
ま
ら
ず
何
ら
か
の
行
為
も
ま
た
悟
り
の
表
現

で
あ
る
と
言
え
る
。
大
悲
と
し
て
の
言
語
表
現
を
「
活
句
」
と
す
る
な
ら
ば
、
大
悲
的
行
為
は
特
に
再
び
「
無
功
用
行
」
、
「
無
功
徳
の
行
」
と
し
て
論
じ
ら
れ

る
。
大
拙
が
真
実
の
慈
悲
を
「
無
縁
の
慈
悲
」
と
し
て
言
及
し
て
お
り
、
そ
れ
を
無
功
徳
性
の
も
の
と
し
て
説
明
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
の
点
を

考
察
す
る
こ
と
は
、
「
大
悲
」
の
具
体
的
内
容
と
直
結
す
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。 

こ
の
一
節
か
ら
少
な
く
と
も
「
一
句
子
」
「
活
句
」
、
す
な
わ
ち
悟
り
の
体
験
そ
の
も
の
を
十
全
に
表
現
し
て
い
る
言
葉
が
、
禅
に
お
け
る
大
悲
の
働
き
の
一
つ

で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
何
故
そ
れ
が
他
者
救
済
に
な
る
か
と
い
え
ば
、
そ
こ
に
は
叢
林
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
例
え

ば
師
が
弟
子
に
対
し
て
示
す
「
活
句
」
は
、
悟
り
を
求
め
る
弟
子
に
と
っ
て
は
自
ら
の
修
行
の
指
標
と
な
る
。
も
し
仏
教
に
お
け
る
利
他
の
目
的
が
他
者
を
悟

ら
せ
、
解
脱
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
先
達
者
が
自
ら
の
境
地
を
言
葉
で
示
す
こ
と
は
、
極
め
て
直
接
的
な
方
法
で
あ
る
と
言
え
る
。
禅
に
お
い
て
は

自
ら
が
悟
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
悟
り
を
分
別
的
言
語
で
表
現
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
他
者
へ
の
慈
悲
と
な
る
と
い
う
発
想
が
あ
り
、
そ
の
た
め
大
拙
は
「
大

悲
」
を
「
分
別
」
と
し
て
示
し
た
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

「
無
功
用
、
又
は
無
用
、
又
は
無
功
徳
は
禅
の
行
為
的
原
理
で
あ
る
。
禅
は
こ
れ
で
吾
等
の
す
べ
て
の
行
為
を
生
か
し
て
行
か
う
と
す
る
」
（
『
全
集
』
第
十

禅
の
活
句
は
大
悲
の
中
か
ら
の
表
詮
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
さ
う
で
な
い
も
の
は
、
何
れ
も
死
句
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
一
巻
、
一
九
〇
頁
） 
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で
は
、
こ
の
「
無
功
徳
の
行
」
が
他
者
へ
の
慈
悲
と
な
り
得
る
の
は
何
故
か
。
こ
の
点
は
、
大
拙
自
身
の
論
述
で
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
れ

も
や
は
り
、
先
の
活
句
と
同
様
に
、
先
達
者
と
し
て
行
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
す
点
に
、
同
行
の
者
へ
の
慈
悲
が
あ
る
の
だ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、「
無
縁
の
慈
悲
」
で
い
う
「
無
縁
」
と
は
、
特
定
の
対
象
に
執
着
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。『
夢
中
問
答
集
』
に
お
い
て
も
、「
化
度

の
心
を
発
さ
ざ
れ
ど
も
、
自
然
に
衆
生
を
済
度
す
る
こ
と
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
特
定
の
誰
か
を
対
象
に
し
た
行
為
と
い
う
よ
り
も
、
先
達
者
が
行

そ
の
も
の
に
徹
し
て
い
る
姿
を
示
す
こ
と
で
、
お
の
ず
と
周
り
の
人
間
へ
の
感
化
を
与
え
て
い
く
、
と
い
う
関
係
で
理
解
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。 

三
巻
、
九
八
頁
）
と
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、「
無
功
徳
行
」
は
禅
の
中
心
的
原
理
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
点
は
前
章
に
お
い
て
既
に
論
及
し
た
が
、
こ
こ
で
改
め

て
そ
の
内
実
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

覚
者
が
悟
り
の
智
慧
に
相
応
し
た
行
為
を
示
す
こ
と
は
、
本
来
因
果
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
悟
り
を
因
果
の
世
界
へ
と
具
現
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
後
学

の
者
は
そ
の
行
為
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
身
の
悟
り
へ
の
媒
介
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
覚
者
自
身
は
そ
れ
を
目
的
と
し
て
企
図
し
て
い
る

の
で
は
な
い
。
覚
者
自
身
は
あ
く
ま
で
も
「
無
功
徳
行
」
に
徹
し
て
い
る
た
め
、
後
進
の
者
を
導
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
こ
と
が

却
っ
て
後
進
の
者
に
と
っ
て
の
導
き
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
の
関
係
は
「
自
然
」
に
為
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
覚
者
の
は
か
ら
い
の
外
側
の
事
象
で
あ
る
。

大
拙
の
行
為
論
に
お
い
て
行
為
者
は
行
為
を
通
じ
て
自
身
の
悟
り
を
表
現
す
る
。
そ
の
表
現
は
特
定
の
対
象
に
向
け
ら
れ
た
表
現
で
は
な
く
、
一
切
の
衆
生
に

向
け
ら
れ
て
い
る
。
行
為
者
が
自
身
を
空
に
し
て
行
為
に
徹
す
る
姿
は
、
そ
れ
を
見
る
も
の
が
い
よ
う
と
い
ま
い
と
関
係
な
く
、
彼
を
取
り
巻
く
全
世
界
へ
無

差
別
に
差
し
向
け
ら
れ
る
。
こ
こ
に
「
大
悲
」
の
無
差
別
性
が
あ
る
。
後
進
の
非
覚
者
は
、
覚
者
が
無
差
別
に
差
し
向
け
る
こ
の
悟
り
の
表
現
を
感
受
す
る
こ

 

 
無
功
用
的
行
為
は
報
を
考
の
中
に
入
れ
ぬ
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
ん
な
仕
事
を
す
れ
ば
こ
ん
な
報
が
あ
る
と
云
つ
て
、
そ
の
報
の
方
を
仕
事
そ
の
も
の

よ
り
余
計
に
考
へ
る
こ
と
は
、
無
功
用
的
行
為
で
は
な
い
。
も
つ
と
厳
粛
に
云
ふ
と
、
仕
事
だ
け
を
考
へ
て
そ
の
外
一
切
の
事
を
考
へ
ぬ
の
が
、
そ
れ
で

あ
る
。
今
の
場
合
こ
の
事
は
為
す
べ
き
事
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
に
筋
が
き
ま
れ
ば
、
只
そ
の
事
を
行
じ
て
、
そ
の
他
一
切
の
利
害
得
失
を
考
へ
ぬ
こ
と
、

こ
れ
が
無
功
用
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
三
巻
、
九
九
頁
） 
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と
で
、
自
身
の
進
む
べ
き
道
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
覚
者
と
非
覚
者
と
の
間
の
逆
説
的
な
関
係
が
、
人
間
の
計
ら
い
を
超
え
た
地
平
で
お
の
ず

か
ら
成
立
す
る
こ
と
が
、
大
拙
の
い
う
「
大
悲
」
の
内
実
な
の
で
あ
る
。 

第
一
章
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
仏
の
慈
悲
が
念
仏
者
に
振
り
向
け
ら
れ
る
様
を
「
機
法
一
体
」
と
し
て
論
じ
た
よ
う
に
、
慈
悲
の
授
受
を
め
ぐ
る
両
者
の
間
に
は

本
来
的
同
一
性
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
同
様
に
そ
の
本
来
的
同
一
性
が
慈
悲
の
根
源
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
一
性
と
い
っ
て
も
、
そ

れ
は
万
物
を
無
差
別
に
帰
一
さ
せ
る
同
一
性
で
は
な
く
、
個
物
に
お
い
て
は
た
ら
く
円
融
無
礙
の
原
理
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
「
即
非
の
論
理
」
が

繰
り
返
し
説
く
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
無
分
別
の
「
同
一
性
」
を
内
容
と
す
る
大
拙
の
「
即
非
の
論
理
」
は
、
そ
の

も
徹
底
さ
れ
た
形
に
お
い
て
は
、
個
物
と

そ
し
て
、
行
為
者
と
感
受
者
の
間
に
こ
の
よ
う
な
慈
悲
の
関
係
が
可
能
と
な
る
に
は
、
両
者
の
間
を
取
り
持
つ
存
在
論
的
な
背
景
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
第
六

章
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
個
物
の
世
界
は
そ
の
背
景
に
本
来
的
な
無
分
別
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
大
拙
が
複
数
の
人
間
の
間
に
慈
悲
が
生
じ
る
根
拠
を
、
こ
の

無
分
別
に
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
以
下
の
問
答
は
志
村
武
と
の
間
で
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

第
二
章
に
お
い
て
、「
体
」
か
ら
「
用
」
が
は
た
ら
き
出
す
と
こ
ろ
に
、
大
拙
は
悟
り
の
動
性
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
を
、
こ
こ
で
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
中

村
元
（
一
九
一
二
～
九
九
年
）
は
、
慈
悲
を
「
絶
対
静
の
境
地
か
ら
動
の
境
地
に
歩
み
出
る
と
い
う
こ
と
」
一
七

と
表
現
し
て
い
る
。
仏
は
絶
対
寂
静
の
涅
槃
に

入
ら
ず
、
輪
廻
に
苦
し
む
衆
生
を
憐
れ
み
救
う
。
静
か
ら
動
へ
、
無
分
別
か
ら
分
別
へ
の
回
帰
は
、
そ
れ
自
体
仏
教
に
お
い
て
は
慈
悲
た
り
う
る
の
で
あ
る
。 

  

「
〝
琴
瑟
相
和
す
〟
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
意
味
だ
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
う
る
に
は
、
向
こ
う
に
、
や
は
り
本
来
受
け
る
べ
き
も
ん
が
な
け

れ
ば
な
ら
ん
わ
け
だ
。
受
け
る
べ
き
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
す
べ
て
の
も
の
は
み
な
同
一
性
を
持
ち
、
同
一
質
の
も
の
を
持
っ
て
お
る
こ

と
に
な
る
。
憐
み
と
い
う
も
の
は
、
こ
の
同
一
性
か
ら
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」
一
八 

「
〝
琴
瑟
相
和
す
〟
で
す
か
」
〔
志
村
武
の
発
言
・
蓮
沼
〕 

た
と
え
ば
、
こ
ち
ら
が
琴
の
糸
を
ピ
ン
と
や
っ
た
の
が
、
隣
り
の
琴
の
糸
に
ピ
ン
と
響
く
。
ま
た
、
向
こ
う
の
琴
が
ピ
ン
と
鳴
る
と
、
こ
ち
ら
の
琴
が
、

…
…
あ
れ
を
な
ん
と
か
い
う
ね
」 
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他
者
に
対
し
て
慈
悲
心
が
涌
く
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
慈
悲
心
に
相
手
が
呼
応
す
る
こ
と
の
根
拠
と
し
て
、
個
人
と
個
人
が
本
来
的
に
無
分
別
（
相
依
相
関
）
の

関
係
で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大
拙
は
仏
教
的
慈
悲
と
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
を
対
比
さ
せ
て
、
こ
の
点
を
強
調
し
よ
う
と
し
て
い
た
（
本
章
第

二
節
参
照
）
。
キ
リ
ス
ト
教
の
愛
が
自
己
へ
の
愛
を
他
者
に
及
ぼ
す
よ
う
指
令
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
仏
教
的
慈
悲
は
、
他
者
の
苦
し
み
を
目
の
当

た
り
に
そ
れ
を
解
決
し
よ
う
と
お
の
ず
か
ら
湧
き
出
す
感
情
の
こ
と
を
指
す
と
、
大
拙
は
い
う
。
悲
が
惹
起
さ
れ
る
契
機
に
は
、
自
他
の
本
来
的
無
分
別
が
前

提
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
自
他
が
個
々
に
独
立
し
た
存
在
で
あ
る
と
前
提
す
る
よ
り
も
、
自
他
が
本
来
無
分
別
で
あ
る
と
想
定
す
る
方
が
、
他
者
の
苦
し
み

に
み
ず
か
ら
心
を
痛
め
る
心
情
を
よ
り
直
接
に
説
明
で
き
る
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
『
大
乗
起
信
論
』
に
、
諸
仏
如
来
は
「
一
切
の
衆
生
を
取
る
こ
と
己
身

の
如
く
な
る
を
以
て
の
故
に
而
も
亦
衆
生
と
い
う
相
を
も
取
ら
ず
。
此
れ
何
れ
の
義
を
以
て
な
り
や
。
謂
く
如
実
に
一
切
衆
生
と
及
び
己
身
と
は
真
如
と
し
て

平
等
に
し
て
別
異
無
し
と
知
る
が
故
な
り
」
一
九

と
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
由
来
す
る
。
真
如
に
お
い
て
は
自
他
の
分
別
が
取
り
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

大
拙
は
人
間
の
同
情
を
例
に
と
っ
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
拙
の
こ
の
発
想
も
、
彼
独
自
の
も
の
と
い
う
よ
り
は
「
同
体
の
慈
悲
」
と
い
わ
れ
る
概
念
の

系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。 

個
物
の
相
依
相
関
関
係
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
慈
悲
の
文
脈
で
も
適
用
さ
れ
て
い
る
。 

  

 

そ
れ
に
反
し
て
、
愛
は
、
相
依
相
関
の
心
か
ら
生
ま
れ
、
自
我
中
心
・
自
己
強
調
と
は
ほ
ど
遠
い
。
力
が
、
表
面
は
強
く
、
抵
抗
し
が
た
く
見
え
な
が

ら
、
実
は
み
づ
か
ら
を
枯
渇
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
の
に
反
し
、
愛
は
自
己
否
定
を
通
し
て
、
つ
ね
に
創
造
的
で
あ
る
。
愛
は
、
外
部
の
全
能
な
る
も
の
を

待
た
ず
し
て
、
み
づ
か
ら
働
く
。
愛
は
生
命
で
あ
り
、
生
命
は
愛
で
あ
る
。 

 

生
命
は
、
か
ぎ
り
な
く
錯
綜
し
た
相
依
相
関
の
網
で
あ
る
か
ら
、
愛
の
支
へ
な
く
し
て
生
命
た
り
得
な
い
。
（
『
全
集
』
第
十
四
巻
、
四
八
八
頁
） 

愛
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
外
か
ら
与
へ
ら
れ
る
命
令
で
は
な
い
。
外
か
ら
の
命
令
に
は
、
力
の
意
味
が
ふ
く
ま
れ
て
ゐ
る
。
行
き
す
ぎ
た
個
人
主
義
は
、
力

の
思
ひ
を
育
て
は
ぐ
く
む
温
床
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
自
己
中
心
的
で
、
ひ
と
た
び
外
に
向
か
つ
て
動
き
出
し
、
他
人
を
支
配
し
よ
う
と
し
は

じ
め
る
と
、
は
な
は
だ
尊
大
に
、
ま
た
し
ば
し
ば
、
は
げ
し
い
手
段
を
も
つ
て
自
己
を
主
張
す
る
。 
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し
か
し
な
が
ら
、
禅
の
「
大
悲
」
を
以
上
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
し
た
ら
、
実
際
に
慈
悲
の
対
象
と
な
る
人
間
は
、
叢
林
内
部
の
人
間
に
限
ら
れ
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
、「
悟
り
」
に
到
ら
せ
る
と
い
う
点
を
も
っ
て

終
的
な
利
他
と
為
す
以
上
、
仏
教
的
価
値
体
系
を
共
有
す
る
人
間
以
外
に
は
慈
悲

た
り
え
な
い
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
本
章
冒
頭
で
紹
介
し
た
批
判
に
即
し
て
み
れ
ば
、
禅
者
が
着
衣
喫
飯
の
日
常
に
徹
し
て
い
る
こ
と
は
、
叢
林

の
内
部
に
お
い
て
は
確
か
に
「
大
悲
」
と
し
て
の
意
義
を
持
ち
う
る
が
、
外
部
の
社
会
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
そ
れ
が
叶
わ
な
い
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い

た
と
理
解
で
き
る
。
禅
の
社
会
倫
理
の
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
市
川
白
弦
（
一
九
〇
二
～
一
九
八
六
年
）
は
、
禅
籍
を
始
め
大
拙
思
想
や
西
田
哲
学
を

も
視
野
に
含
め
、
禅
が
社
会
倫
理
と
の
連
結
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
大
拙
の
「
大
悲
」
を
考
え
る
上
で
も
、
重
要
な
視
点
を
含
ん
で
い
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
彼
の
主
張
に
耳
を
傾
け
て
み
た
い
。 

 

市
川
は
社
会
倫
理
を
め
ぐ
る
大
拙
の
態
度
を
「
禅
は
百
般
の
中
間
底
と
没
交
渉
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
で
要
約
し
て
い
る
。
禅
で
は
生
死
の
解
決
と
い
う
人

生
に
お
け
る

も
根
本
的
な
問
題
の
み
を
扱
い
、
歴
史
や
社
会
を
め
ぐ
る
諸
問
題
は
そ
れ
に
比
し
て
「
中
間
」
、
副
次
的
な
意
義
し
か
も
た
な
い
と
い
う
の
で
あ

る
。
市
川
は
『
禅
と
現
代
思
想
』（
一
九
六
七
年
）
に
お
い
て
自
身
の
立
場
を
「
社
会
主
義
」
と
称
し
、
禅
と
社
会
倫
理
と
の
結
合
を
模
索
し
た
。
し
か
し
、
上

述
し
て
き
た
よ
う
に
禅
に
お
け
る
「
大
悲
」
は
、
い
わ
ゆ
る
道
徳
律
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
を
市
川
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。 

 

慈
悲
の
基
本
的
規
定
に
お
い
て
「
同
体
の
慈
悲
」
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
の
と
同
様
に
、
慈
悲
の

も
純
粋
な
形
で
あ
る
「
大
悲
」
に
も
そ
の
背
景
は
共
有

さ
れ
て
い
る
。
先
達
者
が
悟
り
に
徹
し
て
い
る
姿
を
、
悟
り
の
表
現
と
し
て
後
学
の
者
が
感
受
し
、
薫
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
も
、
両
者
の
間

に
分
別
以
前
の
次
元
で
連
続
性
を
も
つ
と
い
う
存
在
論
的
背
景
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
大
拙
に
と
っ
て
の
「
大
悲
」
と
は
、「
大
智
」
を
具
体
的
行
為
に
お
い
て
作
用
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
彼

の
主
張
す
る
真
実
の
慈
悲
と
は
、
自
ら
の
悟
り
を
表
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
表
現
は
他
者
へ
の
慈
悲
を
意
味
す
る
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
自
ら
の
悟
り
を

悟
り
た
ら
し
め
る
と
い
う
点
で
、
「
大
智
即
大
悲
、
大
悲
即
大
智
」
と
い
う
関
係
を
構
築
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

  

第
四
節 
大
悲
か
ら
方
便
へ 
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こ
の
よ
う
な
批
判
に
加
え
て
、
市
川
は
積
極
的
に
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。 

大
拙
を
意
識
し
た
市
川
の
こ
の
よ
う
な
理
解
は
確
か
に
大
拙
の
思
想
の
特
徴
を
的
確
に
捉
え
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
ア
ウ
シ
ュ

ビ
ッ
ツ
の
虐
殺
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
直
面
し
な
が
ら
「
真
実
の
社
会
倫
理
は
無
功
徳
・
没
交
渉
の
遊
戯
三
昧
で
あ
る
と
、
い
わ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
う
し

た
あ
ま
り
に
も
正
し
い
言
葉
を
私
は
好
ま
な
い
」
二
一

と
吐
露
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
市
川
は
大
拙
思
想
も
し
く
は
禅
の
立
場
を
十
全
に
理
解
し
、
そ
れ
を
学
と

し
て
正
し
い
も
の
と
み
な
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
現
実
の
社
会
に
対
す
る
は
た
ら
き
か
け
の
面
に
お
い
て
「
社
会
主
義
」
の
立
場
か
ら
の
欠

点
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
人
の
意
識
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
禅
者
も
社
会
と
関
わ
ら
ず
に
生
き
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
社
会
と
の
関
わ
り
の
中

に
居
な
が
ら
、
一
人
社
会
に
対
し
て
「
超
然
」
と
し
た
態
度
を
と
る
こ
と
に
市
川
は
抵
抗
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
禅
者
の
い
う
こ
の
「
超
然
」
が
、
と
き
に
時

代
へ
の
迎
合
に
終
始
す
る
こ
と
へ
も
拒
絶
を
示
し
て
い
る
。
彼
は
「
随
所
に
主
と
な
る
」
と
い
う
禅
の
「
超
然
」
と
し
た
態
度
に
は
、「
随
所
に
従
と
な
る
」
と

い
う
現
状
追
従
に
す
り
替
え
ら
れ
る
危
険
性
が
伴
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。 

   

禅
の
本
領
が
倫
理
道
徳
に
な
い
こ
と
は
、
も
っ
と
も
重
要
な
禅
書
と
み
ら
れ
て
い
る
『
無
門
関
』
や
『
碧
巌
録
』
な
ど
が
禅
の
倫
理
に
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た

く
ふ
れ
て
い
な
い
事
実
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
義
務
だ
の
責
任
だ
の
純
粋
意
志
の
至
上
命
令
だ
の
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
禅
は
な
い
。
か
り
に
禅
の
倫

理
と
よ
ぶ
に
し
て
も
、
そ
れ
は
倫
理
で
な
い
倫
理
、
即
非
の
倫
理
、
遊
戯
と
か
無
作
の
妙
用
と
で
も
よ
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
善
を
行
っ
て
善
を
忘

れ
、
徳
を
行
じ
て
徳
の
跡
な
し
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
〇 

仏
教
倫
理
の
問
題
は
何
を
為
す
か
と
い
う
行
為
論
の
そ
れ
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
結
果
を
期
待
す
る
か
と
い
う
結
果
論
で
も
な
く
、
ま
し
て
効
果
を
求

め
る
効
果
論
で
も
な
い
、
中
心
問
題
は
如
何
に
な
す
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
、w

h
at to do

で
は
な
くh

ow
 to do

の
態
度
論
に
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
見
解
は
無
漏
・
無
為
の
倫
理
の
核
心
を
示
し
て
い
る
、
と
私
も
考
え
る
。 

し
か
し
核
心
に
は
、
核
心
を
包
ん
で
い
る
も
の
が
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
骨
髄
は
皮
肉
を
そ
な
え
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
ど
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そ
こ
で
市
川
の
批
判
に
対
し
て
大
拙
思
想
か
ら
い
か
な
る
返
答
が
可
能
で
あ
る
か
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
実
は
大
拙
自
身
も
す
で
に
上
述
の
問
題
点
を
自

し
か
し
、
社
会
主
義
的
視
点
に
基
づ
い
て
い
る
と
は
い
え
、
市
川
の
批
判
は
禅
に
と
っ
て
完
全
に
外
在
的
な
も
の
で
は
な
い
。
他
者
の
身
体
的
、
精
神
的
苦

に
対
し
て
自
か
ら
心
を
痛
め
る
と
い
う
点
に
「
悲
」
の
本
質
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
本
論
に
お
い
て
も
確
認
し
て
き
た
。
禅
の
倫
理
に
対
す
る
市
川
の
批
判
が
、

同
時
代
人
の
「
痛
み
」
に
衝
き
動
か
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
や
は
り
彼
の
「
悲
」
の
主
張
で
あ
る
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
彼
の

批
判
は
、
「
社
会
主
義
者
」
と
い
う
彼
の
自
己
認
識
と
は
無
関
係
に
、
「
悲
」
に
よ
る
「
大
悲
」
へ
の
批
判
と
い
う
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。
現
実
社
会
に
対
し

て
「
大
悲
」
が
十
全
な
効
果
を
果
た
し
得
る
か
と
い
う
問
題
を
考
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
や
は
り
大
拙
思
想
に
内
在
的
な
問
題
で
あ
り
、
大
拙
の
禅
思
想
の

側
か
ら
何
ら
か
の
回
答
が
求
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

禅
の
倫
理
を
「
如
何
に
な
す
か
」
と
い
う
態
度
論
だ
と
み
な
し
た
市
川
の
立
場
は
彼
自
身
の
い
う
よ
う
に
、
前
章
で
考
察
し
た
無
功
用
行
の
内
実
を
的
確
に
表

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
彼
は
「
何
を
な
す
か
」
と
い
う
点
に
よ
っ
て
そ
れ
が
補
足
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
論
ず
る
。「
何
を
な
す
か
」
と
い
う

意
識
は
、
行
為
の
結
果
も
し
く
は
目
的
を
想
定
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
一
種
の
「
功
徳
」
で
あ
る
と
い
え
る
。
大
拙
は
「
無
功
徳
行
」
の
内
実
を
「
無
功
徳

の
功
徳
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
「
無
功
徳
行
」
に
お
い
て
無
功
徳
と
功
徳
の
両
面
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
解
釈
も
成
り
立
つ
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
「
無
功
徳
の
功
徳
」
と
は
行
者
が
無
功
徳
の
意
識
（
態
度
）
に
徹
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
お
の
ず
か
ら
」
現
れ
る
功
徳
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
行

為
の
結
果
を
期
す
る
意
識
と
は
無
縁
の
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、「
無
功
徳
の
「
功
徳
」
」
を
「
何
を
な
す
か
」
と
い
う
「
目
的
」
も
し
く
は
「
内

容
」
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
何
を
な
す
か
」
と
い
う
視
点
を
組
み
込
む
こ
と
は
、
大
拙
の
大
悲
論
に
お
い
て
は
や
は
り
拒
絶
さ
れ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。
前
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
大
拙
は
「
何
を
な
す
か
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
道
徳
に
依
存
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
行
う
か
を
問
題
と
せ
ず
、
そ
の
行
い
が
ど
の
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
す
か
に
も
頓
着
し
な
い
よ
う
な
倫
理
道
徳
は
な
い
は
ず
で

あ
る
。
倫
理
道
徳
は
誰
も
い
な
い
グ
ラ
ン
ド
の
ま
ん
中
で
、
た
だ
ひ
と
り
、
手
足
を
ふ
り
ま
わ
す
体
操
で
は
な
い
。
い
や
そ
の
体
操
で
す
ら
他
人
と
の
約

束
履
行
を
怠
っ
て
や
っ
て
い
る
な
ら
、
道
徳
問
題
で
あ
る
。
忘
却
に
は
忘
却
の
、
無
知
に
は
無
知
の
責
任
が
あ
る
。
体
操
の
結
果
が
相
手
の
迷
惑
と
な
る

か
ら
で
あ
る
。W

h
at

はh
ow

の
角
度
か
ら
、h

ow

はw
h

at

の
視
点
か
ら
、
十
分
に
検
討
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
二
二 

 275



大
拙
に
と
っ
て
は
、
悟
り
そ
の
も
の
を
表
現
、
伝
達
し
て
い
こ
う
と
す
る
点
に
、
い
わ
ゆ
る
「
小
乗
」
の
阿
羅
漢
を
超
え
た
禅
の
社
会
性
が
あ
り
、
そ
こ
に
大

乗
仏
教
と
し
て
の
「
大
悲
」
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
近
代
と
い
う
時
代
的
状
況
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
「
社
会
」
が
極
め
て
閉
鎖
的
な

も
の
で
あ
り
、
多
く
の
人
間
が
生
き
る
一
般
的
社
会
と
乖
離
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
大
拙
は
晩
年
ま
で
「
方
便
」
を
主
張
し
つ
づ
け
た
の
だ
と
考
え
ら

れ
る
。 

大
智
を
強
調
す
る
と
大
悲
が
軽
視
さ
れ
、
大
悲
を
強
調
す
る
と
大
智
が
軽
視
さ
れ
る
と
い
う
関
係
を
見
抜
い
た
彼
は
、
禅
が
大
智
偏
重
に
な
り
、
現
実
世
界
へ

の
適
応
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
明
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
問
題
に
つ
い
て
、
大
拙
は
大
智
・
大
悲
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
生
じ
て
く
る
「
方
便
」
に

注
目
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
智
・
大
悲
そ
の
も
の
は
時
代
を
問
わ
ず
不
変
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
現
実
に
応
用
さ
せ
る
面
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時

代
へ
の
適
応
を
試
み
た
の
で
あ
る
二
三

。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
方
便
を
強
調
す
る
言
説
は

晩
年
の
『
大
拙
つ
れ
づ
れ
草
』
（
一
九
六
六
年
）
ま
で
引
き
継
が

れ
て
い
っ
た
。 

覚
し
て
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

    

仏
性
は
大
智
に
し
て
大
悲
、
大
悲
に
し
て
大
智
だ
。
大
智
は
無
分
別
の
絶
対
境
に
正
坐
不
動
で
あ
る
が
、
大
悲
に
千
差
万
別
の
分
別
界
に
出
て
、
千
変
万

化
の
現
実
界
に
活
躍
す
る
、
す
な
は
ち
大
方
便
を
も
つ
て
一
切
衆
生
済
度
の
大
事
業
に
精
進
す
る
。
大
智
だ
け
で
も
い
け
な
い
し
、
大
悲
だ
け
で
も
不
足

で
あ
る
。
大
智
で
大
悲
、
大
悲
で
大
智

―
大
方
便
の
法
体

―
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
（
『
全
集
』
第
二
十
巻
、
三
三
五
頁
） 

禅
に
は
智
慧
が
あ
つ
て
悲
願
が
な
い
。
な
い
で
は
な
い
、
唯
々
近
代
的
世
界
環
境
に
即
応
す
る
だ
け
の
方
便
が
、
そ
の
中
か
ら
出
て
来
な
い
。
そ
れ
は
悲

願
が
足
り
な
い
か
ら
だ
と
云
ひ
た
い
の
で
あ
る
。
悲
か
ら
方
便
が
出
る
。
智
は
ひ
と
り
よ
が
り
に
な
り
勝
ち
な
も
の
で
あ
る
。
人
間
と
し
て
は
已
む
を
得

ぬ
。
そ
れ
故
、
不
断
の
反
省
が
要
る
、
努
力
が
要
る
、
他
に
学
ぶ
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
（
『
全
集
』
第
二
十
一
巻
、
七
四
頁
） 
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確
か
に
大
拙
は
「
大
智
」
と
「
大
悲
」
を
仏
教
の
二
大
要
素
と
し
て
提
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
「
方
便
」
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

体
用
論
に
よ
っ
て
「
大
智
即
大
悲
」
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、「
方
便
」
を
媒
介
と
す
る
「
般
若
の
弁
証
法
」
を
否
定
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
何
よ
り
、
大
拙
に
と
っ
て
、
現
実
社
会
と
の
適
応
は
、「
慈
悲
」
よ
り
も
「
方
便
」
に
よ
っ
て
、
よ
り
直
接
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
で

は
、
彼
の
い
う
「
方
便
」
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。 

 
 

 

大
拙
の
上
述
の
論
述
を
踏
ま
え
る
と
、
逆
に
市
川
が
禅
と
社
会
倫
理
と
の
連
結
を
あ
く
ま
で
も
「
慈
悲
」
の
問
題
と
し
て
い
た
こ
と
も
逆
照
射
的
に
明
ら
か

に
な
る
。『
禅
と
現
代
思
想
』
に
お
い
て
彼
が
終
始
し
た
の
は
「
禅
の
慈
悲
」
と
「
社
会
倫
理
」
と
の
接
続
の
問
題
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
彼
は
結
局
禅
そ
の
も
の

の
立
場
か
ら
そ
れ
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
ず
、「
タ
テ
の
次
元
の
理
法
〔
個
人
の
宗
教
的
意
識
の
深
ま
り
・
蓮
沼
〕
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
ヨ
コ
の
次
元
〔
現
実
社
会

の
広
が
り
・
蓮
沼
〕
と
短
絡
さ
せ
よ
う
と
す
る
安
易
な
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
が
ヨ
コ
の
さ
ま
ざ
ま
な
理
法
に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
る
こ
と
」
二
四

を
必
要
と
す
る
「
原

点
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
を
主
張
す
る
に
至
っ
た
。 

大
拙
に
と
っ
て
「
大
悲
」
と
は
「
大
智
」
と
不
可
分
な
悟
り
の
は
た
ら
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
無
縁
の
慈
悲
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。「
化
度
の
心
発

せ
ざ
れ
ど
も
、
自
然
に
衆
生
を
済
度
す
る
こ
と
、
月
の
衆
水
に
影
を
う
つ
す
が
ご
と
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
慈
悲
に
特
定
の
対
象
は
な
い
。
市
川
の
批
判

は
、
大
悲
の
無
差
別
性
が
そ
の
無
差
別
性
故
に
、
現
実
社
会
に
お
い
て
機
能
し
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
引
い
た
一
節
は
ま

さ
に
、「
方
便
」
が
あ
る
特
定
の
目
的
を
志
向
し
た
作
用
で
あ
り
、
上
述
し
て
き
た
「
慈
悲
」
を
社
会
へ
と
接
続
す
る
た
め
の
原
理
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

 

三
種
の
慈
悲
に
即
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、「
方
便
」
と
は
、
あ
え
て
「
無
縁
の
慈
悲
」
を
否
定
し
、
特
定
の
対
象
を
も
つ
「
衆
生
縁
の
慈
悲
」
、「
法
縁
の
慈
悲
」

方
便
と
い
ふ
の
は
、
歴
史
的
に
、
そ
の
時
そ
の
時
の
間
に
間
に
合
せ
の
人
間
の
働
き
と
考
へ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
そ
の
働
き
の
方
便
は
必
ず
し
も
さ
う
い

ふ
こ
と
で
な
く
、
一
種
の
工
夫
、
一
種
の
働
き
で
あ
り
、
一
種
の
手
段
で
あ
る
。
か
う
い
ふ
こ
と
を
す
る
に
は
、
か
う
い
ふ
手
段
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

何
事
に
し
て
も
、
も
の
を
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
し
よ
う
と
す
る
目
的
に
対
し
て
、
ふ
さ
は
し
い
働
き
、
手
段
が
出
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
働

き
を
方
便
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
（
『
増
補
新
版
全
集
』
第
三
十
四
巻
、
三
七
一
頁
） 
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こ
の
よ
う
な
に
具
体
的
対
象
を
も
つ
「
方
便
」
を
可
能
に
す
る
の
は
、
や
は
り
「
分
別
」
に
他
な
ら
な
い
。「
大
悲
」
を
対
象
に
応
じ
た
形
で
実
践
す
る
に
は
、

そ
の
対
象
を
め
ぐ
る
思
惟
分
別
に
依
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
無
分
別
の
分
別
」
と
あ
え
て
区
別
す
れ
ば
「
方
便
と
し
て
の
分
別
」
と

呼
べ
る
か
も
し
れ
な
い
二
五

。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
三
種
の
「
分
別
」
を
区
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
Ａ
「
大
智
」「
大
悲
」
以
前
の
「
分
別
」
、
Ｂ
「
大
智

即
大
悲
、
大
悲
即
大
智
」
と
し
て
の
「
分
別
」
（
無
分
別
の
分
別
）
、
Ｃ
方
便
と
し
て
の
「
分
別
」
で
あ
る
。
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
は
実
践
上
こ
の
順
序
を
追
っ
て
発
展

し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
ま
ず
、
Ａ
と
Ｂ
の
間
に
は
宗
教
経
験
の
有
無
を
め
ぐ
っ
て
明
確
な
断
絶
が
あ
る
。
問
題
は
Ｂ
と
Ｃ
と
の
関
係
で
あ
る
。
Ｂ
に
は
大
悲

が
あ
る
が
、
方
便
が
欠
如
し
て
い
る
。
Ｃ
に
は
さ
ら
に
積
極
的
な
方
便
が
備
わ
っ
て
い
る
。
Ｃ
方
便
と
し
て
の
分
別
と
は
、
い
う
な
れ
ば
、
Ｂ
無
分
別
の
分
別

を
踏
ま
え
た
上
で
、
Ａ
の
分
別
を
用
い
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。
田
辺
元
は
禅
に
つ
い
て
「
平
常
心
是
道
と
か
無
事
是
貴
人
と
か
い
う
語
が
、
無
分

別
へ
の
往
相
的
一
面
に
偏
し
て
、
分
別
の
還
相
面
を
稀
薄
な
ら
し
め
る
こ
と
も
避
け
難
い
」
二
六

と
批
判
し
た
。
彼
の
い
う
分
別
の
還
相
面
の
希
薄
さ
が
、
Ｃ
方

便
と
し
て
の
分
別
を
指
し
て
の
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、
彼
の
批
判
は
大
拙
の
言
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
禅
に
お
い
て
は
、
Ｂ
無
分

別
の
分
別
（
悟
り
の
言
語
化
）
そ
れ
自
体
を
慈
悲
と
す
る
思
考
的
枠
組
み
が
存
在
す
る
た
め
、
還
相
面
の
希
薄
さ
を
大
悲
の
欠
如
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
妥

当
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

の
立
場
へ
と
還
帰
し
て
く
る
こ
と
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
大
拙
に
と
っ
て
「
大
智
」
が
個
別
の
世
界
に
は
た
ら
き
出
す
点
に
「
大
悲
」
の
社
会
性
が
想
定
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
社
会
性
（
利
他
）
を
徹
底
す
る
た
め
に
は
、
あ
え
て
対
象
も
し
く
は
目
的
を
も
つ
「
慈
悲
」
を
行
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
議
論
か
ら
「
慈
悲
」
を
「
利
他
行
」
と
直
結
さ
せ
る
発
想
の
問
題
点
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。
例
え
ば
、
困
っ
て
い

る
人
に
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
る
人
は
、
宗
教
的
文
脈
に
お
い
て
は
「
慈
悲
深
い
人
」
と
し
て
賞
賛
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
厳
密
に
考
え
る
な
ら
ば
、
手
を

差
し
伸
べ
る
人
は
確
か
に
「
慈
悲
深
い
人
」
か
も
し
れ
な
い
が
、
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
そ
れ
自
体
は
「
慈
悲
」
で
は
な
い
。
そ
の
行
為
自
体
が
慈
悲
で
あ
る

と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
行
為
の
背
後
に
働
く
動
機
、
他
者
へ
の
あ
わ
れ
み
こ
そ
が
「
慈
悲
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
内
的
動
機
で
あ
る
慈
悲
を
そ
の
ま
ま

社
会
倫
理
的
な
「
行
為
」
と
し
て
強
調
す
る
こ
と
は
、
禅
宗
の
外
部
の
人
間
に
と
ど
ま
ら
ず
、
内
部
の
人
間
に
と
っ
て
も
み
ず
か
ら
の
実
践
に
誤
解
を
招
く
こ

と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
市
川
は
大
拙
を
も
視
野
に
含
み
、
禅
に
お
け
る
倫
理
を
慈
悲
に
即
し
て
批
判
し
た
が
、
慈
悲
か
ら
方
便
へ
の
展
開
に
つ
い
て
ほ

と
ん
ど
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
大
拙
思
想
を
十
全
に
踏
ま
え
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
大
拙
の
思
想
に
お
い
て
社
会
倫
理
を
問
題
に
す
る
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な
ら
ば
、
具
体
的
手
段
と
し
て
の
「
方
便
」
へ
の
視
点
を
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
大
拙
で
さ
え
、
般
若
智
、
大
悲
、
方
便
の
三

者
の
相
関
関
係
を
示
す
「
般
若
の
弁
証
法
」
よ
り
も
、
「
大
智
即
大
悲
、
大
悲
即
大
智
」
と
い
う
「
大
智
」
と
「
大
悲
」
の
み
を
焦
点
と
す
る
「
体
用
一
致
論
」

を
多
用
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
と
し
て
そ
の
よ
う
な
誤
解
を
助
長
し
た
一
面
が
あ
る
。「
大
智
と
大
悲
」
の
不
二
を
強
調
す
れ
ば
す
る
程
、
現
実
社
会
へ
接

続
の
原
理
た
る
「
方
便
」
が
彼
の
禅
思
想
の
中
心
か
ら
は
逸
れ
て
い
っ
た
と
い
う
事
実
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。 

「
方
便
」
と
は
、
そ
れ
は
彼
自
身
が
「
近
代
的
世
界
環
境
に
即
応
す
る
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
行
為
者
の
心
の
在
り
様
を
基
準
に
し
た
宗
教
的
行
為
で

は
な
く
、
明
確
な
外
的
な
目
的
を
も
っ
た
分
別
的
、
道
徳
的
な
行
為
で
あ
る
。
大
拙
の
行
為
論
は
特
定
の
目
的
を
持
た
な
い
が
故
に
、
時
代
や
地
域
を
問
わ
な

い
普
遍
性
を
も
っ
て
い
た
が
、
方
便
は
そ
の
場
、
そ
の
時
の
環
境
の
様
相
に
よ
っ
て
様
々
な
可
能
性
を
も
つ
特
殊
な
行
為
で
あ
る
。
環
境
に
即
応
す
る
こ
と
を

第
一
の
目
的
と
す
る
以
上
、
そ
の
環
境
が
変
化
す
れ
ば
「
何
を
為
す
か
」
と
い
う
内
容
は
そ
の
都
度
変
化
し
て
い
く
。
従
っ
て
、
彼
の
禅
思
想
に
と
っ
て
「
何

を
為
す
か
」
と
い
う
問
題
は
や
は
り
副
次
的
な
位
置
づ
け
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
も
な
る
。
一
八
七
〇
年
か
ら
一
九
六
六
年
、
大
拙
の
生
き
て
い
た
時
代
は
ま
さ

に
日
本
の
近
代
化
の
過
程
を
な
ぞ
る
も
の
で
あ
り
、
二
一
世
紀
の
現
代
社
会
が
抱
え
て
い
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
状
況
と
は
、
決
定
的
に
異
な
る
。
そ
の
た
め
彼

の
残
し
た
「
方
便
」
が
、
現
代
社
会
へ
と
そ
の
ま
ま
応
用
で
き
る
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
で
も
な
お
、
彼
の
論
が
現
代
社
会
に
対
し
て
も
未
だ
有
効

な
も
の
か
ど
う
か
、
も
し
く
は
既
に
時
代
遅
れ
の
言
と
な
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
現
代
を
生
き
る
人
間
が
各
々
み
ず
か
ら
の
思
索
に
よ
っ
て
確
か
め
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。 

大
拙
の
禅
思
想
は
「
方
便
」
と
い
う
原
理
を
も
っ
て
、
大
智
と
大
悲
を
よ
り
具
体
的
な
社
会
的
実
践
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
い
っ
た
い
ど

の
よ
う
な
「
内
容
を
も
つ
」
の
だ
ろ
う
か
。「
如
何
に
為
す
か
」
と
い
う
大
拙
の
行
為
論
は
こ
こ
に
至
っ
て
よ
う
や
く
「
何
を
為
す
か
」
を
議
論
の
俎
上
に
上
げ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

彼
が
残
し
た
文
章
の
中
に
は
社
会
論
評
も
多
く
含
ま
れ
、
時
代
に
対
し
て
常
に
自
ら
の
立
場
か
ら
提
言
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
一
節
に

  

第
五
節 

方
便
の
具
体
相 
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社
会
奉
仕
の
組
織
化
に
つ
い
て
の
所
論
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
「
公
共
の
福
祉
」
と
「
大
衆
の
教
化
」
と
が
並
列
的
に
論
じ
て
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
彼
が
現
実
の
社
会
に
お
け
る
慈
悲
の
展
開
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
彼
が
現
実
の
社
会
の
福
祉
や
正
義
を
問
題
に
し
た
と
し
て

も
、
そ
れ
は
単
な
る
慈
善
事
業
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
他
者
を
悟
り
へ
と
導
く
た
め
の
「
教
化
」
と
し
て
で
あ
る
。
従
っ
て
、
社
会
奉
仕
の

終
的
な
目
的

は
一
切
衆
生
の
救
済
と
い
う
宗
教
性
へ
と
回
帰
す
る
。
無
縁
の
慈
悲
を
経
た
衆
生
縁
の
慈
悲
が
、
単
な
る
人
情
で
は
な
く
仏
道
と
し
て
の
慈
悲
と
し
て
活
か
さ

れ
る
よ
う
に
、
大
拙
の
い
う
「
方
便
」
も
単
な
る
社
会
奉
仕
で
は
な
く
仏
国
土
実
現
を
目
的
連
関
の

終
地
点
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

着
目
し
た
い
。 

   
然
る
に
、
仏
教
徒
が
い
は
ゆ
る
「
社
会
奉
仕
」
事
業
の
面
で
、
怠
け
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
た
り
後
れ
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
る
の
は
、
一
つ
に
次
の
理
由
に

よ
る
。
す
な
は
ち
、
仏
教
が
さ
か
え
て
ゐ
る
東
洋
人
の
間
で
は
組
織
化
が
充
分
に
行
は
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
な
の
で
あ
る
。
東
洋
の
仏
教
徒
も
他
の
宗
教
を

信
ず
る
人
々
と
同
じ
く
非
常
に
慈
悲
深
く
、
仏
の
教
へ
る
と
こ
ろ
を
直
ち
に
実
践
に
う
つ
す
の
で
は
あ
る
が
、
彼
等
は
自
己
の
博
愛
慈
善
の
事
業
を
組
織

的
に
遂
行
す
る
こ
と
に
な
れ
て
ゐ
な
い
。
む
し
ろ
彼
等
は
、
自
己
の
仕
事
を
静
か
に
、
秘
密
に
、
個
人
的
に
、
自
分
が
何
を
し
て
ゐ
る
か
を
他
の
人
に
は

知
ら
れ
な
い
や
う
に
進
め
る
こ
と
を
奨
励
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
従
つ
て
、
も
し
も
わ
れ
わ
れ
が
仏
教
の
対
社
会
的
側
面
を
見
ん
と
し
て
仏
教
史
を
ひ

も
と
く
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
仏
教
徒
が
如
何
に
公
共
の
福
祉
、
大
衆
の
教
化
の
た
め
に
力
を
尽
し
た
か
を
は
つ
き
り
と
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
（
『
増

補
新
版
全
集
』
第
三
十
四
巻
、
五
〇
～
五
一
頁
） 

と
に
角
、
今
日
の
日
本
で
は
、
仏
教
は
貧
民
救
済
の
上
に
お
い
て
、
罪
人
を
少
な
く
す
る
点
に
お
い
て
、
宗
教
的
教
育
を
普
及
す
る
上
に
お
い
て
、
相
互

扶
助
の
徳
を
進
む
る
上
に
お
い
て
、
市
民
的
公
徳
の
進
歩
向
上
を
計
る
こ
と
に
お
い
て
、
国
際
的
平
和
の
建
設
を
促
進
し
確
立
す
る
働
き
に
関
し
て
、
宗

教
的
熱
情
を
以
て
斡
旋
努
力
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
（
『
全
集
』
第
十
九
巻
、
四
三
〇
頁
） 
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彼
の
慈
悲
論
の
中
核
に
は
、
覚
者
と
非
覚
者
と
の
間
に
生
じ
る
人
格
的
徳
化
関
係
が
据
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
関
係
は
ま
さ
に
宗
教
的
教
育
そ
の
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
を
世
俗
社
会
へ
直
接
移
植
す
る
と
す
れ
ば
、
ま
ず
も
っ
て
教
育
の
問
題
へ
と
応
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
彼
の
禅
思
想

に
独
自
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
あ
る
禅
宗
の
伝
統
か
ら
も
直
接
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
貧
民
の
経
済
的
救
済
、
国
際
平
和
、
市
民
的
公
徳
の
修
養
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
欠
く
こ
と
な
ら
ざ
る
課
題
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
大
拙
の
論
の
直
接
的
な
応
用
は
ま
ず
教
育
の
問
題
に
帰
着
す
る
。
特
に
戦
時

中
の
日
本
の
軍
国
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
、
自
国
他
国
を
問
わ
ず
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
に
至
っ
た
こ
と
は
、
大
拙
に
と
っ
て
教
育
の
重
要
性
を
自
覚
さ

せ
る
に
は
十
分
で
あ
っ
た
。
以
下
の
引
用
で
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
大
拙
の
ス
タ
ン
ス
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
。
少
々
長
く
な
る
が
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
い
。

こ
れ
に
よ
っ
て
大
拙
の
考
え
る
教
育
問
題
の
概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

こ
こ
で
は
貧
民
の
救
済
な
ど
諸
々
の
社
会
活
動
が
示
さ
れ
て
い
る
。
人
間
社
会
の
営
み
を
鑑
み
る
に
、
政
治
、
経
済
、
文
化
と
様
々
な
活
動
領
域
を
み
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
一
切
衆
生
の
救
済
と
い
う
目
的
を
掲
げ
た
と
き
、
大
拙
が

も
多
く
の
関
心
を
払
っ
て
い
た
の
は
教
育
の
問
題
で
あ
っ
た
。
大
拙
は
研
究
者
も

し
く
は
編
集
者
と
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
と
同
時
に
、
教
育
者
で
あ
っ
た
。
学
習
院
大
学
、
大
谷
大
学
に
奉
職
す
る
以
前
に
も
、
彼
は
石
川
県
で
小
学
校
の

英
語
教
師
を
勤
め
て
い
た
。
特
に
学
習
院
大
学
で
は
、
寮
長
と
し
て
学
生
達
と
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
大
拙
の
教
育
へ
の
関
心
は
こ
の
よ
う
な
経

歴
か
ら
見
れ
ば
当
然
の
結
論
と
映
る
が
、
上
述
の
禅
思
想
の
面
か
ら
見
て
も
必
然
的
に
導
出
さ
れ
る
。 

 

仏
教
徒
と
し
て
、
そ
れ
故
に
、

も
心
配
す
べ
き
こ
と
は
、
如
何
な
る
時
代
、
如
何
な
る
場
合
に
あ
り
て
も
、「
衆
生
無
辺
誓
願
度
」
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。

何
と
云
う
て
も
此
以
外
に
出
る
こ
と
は
な
い
。
但
し
之
を
解
釈
す
る
に
其
の
時
代
時
代
の
思
潮
に
よ
り
て
、
い
く
ら
か
の
影
響
を
受
く
る
こ
と
は
あ
る
。

時
に
は
封
建
時
代
の
や
う
に
曲
解
せ
ら
る
る
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
其
頃
の
人
々
の
誤
見
で
あ
つ
て
、
済
度
主
義
の
原
則
に
触
れ
る
こ
と
は

な
い
。
そ
ん
な
ら
今
日
で
は
如
何
に
せ
ん
か
と
云
ふ
に
、
仏
教
徒
の
な
す
べ
き
こ
と
は
、
各
自
を
し
て
其
力
量
を
十
分
に
発
達
せ
し
む
る
に
在
る
。
而
し

て
そ
れ
と
同
時
に
自
分
の
物
質
的
存
在
に
対
し
て
何
等
の
威
嚇
や
強
迫
を
感
ぜ
ぬ
や
う
に
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
あ
た
ら
一
生
を
汲
汲
と
し
て
此
五
尺
の

体
躯
を
ど
う
し
て
生
か
し
て
行
く
か
と
云
ふ
こ
と
に
費
し
去
つ
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ
よ
り
も
精
神
の
発
展
を
も
つ
と
も
つ
と
自
由
に
束
縛
な
く
向
上
し
て
、

吾
と
人
と
共
に
其
の
福
祉
に
浴
す
る
や
う
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。 
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以
上
の
考
察
か
ら
大
拙
思
想
に
お
け
る
他
者
の
問
題
に
つ
い
て
お
お
よ
そ
の
見
通
し
が
つ
い
た
こ
と
と
思
う
。
前
章
で
提
示
し
た
よ
う
に
、
大
拙
の
い
う
道

徳
と
は
共
同
体
の
運
営
、
集
団
の
共
存
と
い
う
目
的
の
下
に
為
さ
れ
る
行
為
を
指
し
、
宗
教
は
そ
れ
を
超
越
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
彼
の
宗
教
的
行
為

論
は
、
行
為
者
が
自
己
は
お
ろ
か
他
者
に
さ
え
も
執
着
し
な
い
無
功
徳
の
心
に
よ
っ
て
行
為
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
他
者
へ
の
ま
な
ざ
し
を
欠
く

可
能
性
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
本
章
で
示
し
た
よ
う
に
、
大
拙
は
自
身
が
無
功
徳
行
に
徹
底
す
る
姿
を
表
現
す
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
他
者
へ
の
慈

悲
で
あ
る
と
い
う
枠
組
み
に
則
る
こ
と
で
、
自
身
の
行
為
論
の
社
会
性
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

彼
の
倫
理
思
想
を
探
る
本
論
の
試
み
は
、
前
章
と
本
章
を
通
じ
て
彼
の
実
践
的
思
想
の
諸
側
面
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
彼
の
規
範
的
言
説
は
、
無
功
徳
の

行
為
、
無
縁
の
慈
悲
を
人
々
に
要
請
す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。
で
は
、
こ
の
要
請
の
根
拠
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
章
に
お

い
て
既
に
若
干
の
言
及
を
試
み
た
）
。
彼
の
宗
教
論
、
禅
思
想
が
、
上
述
の
よ
う
な
実
践
的
思
想
を
要
請
し
た
の
は
、
単
に
禅
研
究
者
、
宗
教
研
究
者
の
自
家
撞

 

し
か
し
、
大
拙
は
悟
り
の
表
現
と
し
て
の
「
大
悲
」
に
止
ま
る
こ
と
を
選
ば
ず
、「
方
便
」
に
よ
っ
て
よ
り
積
極
的
な
社
会
性
の
提
示
を
試
み
た
。
教
育
と
い

う
主
題
に
焦
点
を
定
め
る
こ
と
で
、
彼
は
自
身
の
生
き
た
近
代
日
本
の
社
会
へ
向
け
て
具
体
的
提
言
を
残
し
た
も
の
と
い
え
る
。 

  

結 

こ
れ
を
す
る
に
は
、
何
よ
り
も
教
育
が
第
一
で
あ
る
。
教
育
の
準
備
が
な
く
て
矢
鱈
に
無
我
と
云
う
て
も
済
度
と
云
う
て
も
効
果
が
あ
が
ら
ぬ
。
宗
教

と
教
育
と
は
並
行
し
て
進
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
…
… 

何
を
云
う
て
も
帰
す
る
所
は
、
心
の
中
か
ら
先
づ
浄
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
社
会
を
ど
の
様
に
組
織
し
て
も
、
其
単
位
が
い
つ
も
他
を
犯
し
て
や
ら
ん

と
の
我
執
が
あ
つ
て
は
、
何
処
か
ら
か
崩
潰
の
兆
は
出
て
来
る
。
…
…
そ
れ
故
、
一
方
で
は
一
般
に
衆
生
済
度
教
育
を
や
る
と
同
時
に
、
仏
教
徒
の
団
体

は
模
範
的
組
織
を
示
し
て
教
理
の
実
現
を
自
家
の
上
に
期
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
し
て
見
る
と
、
仏
教
徒
は
此
際
何
を
す
る
か
と
云
ふ
に
、
只
益
々
其
身

を
修
め
る
と
云
ふ
、
極
め
て
平
凡
な
こ
と
に
な
つ
て
仕
舞
ふ
。
さ
う
し
て
其
れ
が
い
つ
ま
で
行
つ
て
も
変
ら
ぬ
原
理
な
の
で
あ
ら
う
。
（
『
全
集
』
第
十
九

巻
、
四
二
五
～
四
二
六
頁
） 
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よ
る
も
の
で
は
な
い
。
人
間
の
理
想
的
な
生
死
の
在
り
様
と
し
て
大
拙
は
「
自
由
」
の
問
題
を
考
え
て
い
た
。
彼
の
規
範
的
言
説
の
根
源
を
遡
る
と
、
こ

の
「
自
由
」
と
い
う
問
題
に
帰
着
す
る
。
大
拙
に
と
っ
て
宗
教
が
価
値
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
は
、
宗
教
そ
れ
自
体
が
絶
対
的
権
威
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、

宗
教
が
「
自
由
」
を
論
じ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。 

彼
の
「
自
由
」
が
い
か
な
る
内
実
を
も
つ
か
、
本
論
の
掉
尾
と
し
て
次
章
で
は
そ
の
問
題
を
考
究

し
て
い
く
。 

  

 

一 

田
辺
元
『
京
都
哲
学
撰
書 

懺
悔
道
と
し
て
の
哲
学
・
死
の
哲
学
』
燈
影
舎
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
八
五
頁
。 

二 

な
お
、
「
慈
悲
」
に
つ
い
て
の
以
下
の
考
察
に
は
、
中
村
元
『
慈
悲
』
（
講
談
社
、
二
〇
一
〇
年
）
、
仏
教
思
想
研
究
会
編
『
仏
教
思
想
一 

愛
』
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
五
）
を
参

照
し
た
。 

三 

中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば 

―
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
―
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
、
三
三
頁
。 

四 

原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
大
慈
與
一
切
衆
生
樂
。
大
悲
拔
一
切
衆
生
苦
。
大
慈
以
喜
樂
因
縁
與
衆
生
。
大
悲
以
離
苦
因
縁
與
衆
生
」
（
『
大
正
蔵
』
第
二
十
五
巻
、
二
五
六
頁
）
。 

五 

「
四
無
量
心
者
。
慈
悲
喜
捨
。
慈
名
愛
念
衆
生
。
常
求
安
隱
樂
事
以
饒
益
之
。
悲
名
愍
念
衆
生
。
受
五
道
中
種
種
身
苦
心
苦
。
喜
名
欲
令
衆
生
。
從
樂
得
歡
喜
。
捨
名
捨
三
種
心
。

但
念
衆
生
不
憎
不
愛
」
（
『
大
正
蔵
』
第
二
十
五
巻
、
二
〇
八
頁
）
。 

六 

『
大
正
蔵
』
第
二
十
五
巻
、
三
五
〇
頁
。 

七 

中
村
元
『
慈
悲
』
、
一
一
六
頁
。 

八 

小
川
一
乗
『
大
乗
仏
教
の
根
本
思
想
』
法
蔵
館
、
一
九
九
五
年
、
四
三
九
～
四
四
〇
頁
。 

 
 

i

九 

本
書
はD

.T. S
u

zu
k

i, E
ssays

in
 Z

en
B

u
ddh

ism
 th

rd series, L
u

zac A
n

d C
om

pan
y, 1934.

の
第
五
・
第
六
論
文
を
邦
訳
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
後
述
の
諸
著
作

に
先
行
す
る
作
品
と
し
て
扱
っ
た
。 

一
〇

川
瀬
一
馬
校
注
『
夢
中
問
答
集
』
講
談
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
六
五
～
六
六
頁
。 

一
一 

こ
れ
以
降
一
九
四
〇
年
代
、
一
九
五
〇
年
代
の
諸
々
の
著
作
か
ら
引
用
す
る
が
、
「
大
智
」
と
「
大
悲
」
を
め
ぐ
る
彼
の
基
本
的
な
思
想
は
一
貫
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
本
論
で
は

そ
れ
ら
を
総
合
し
て
一
つ
の
解
釈
を
目
指
す
。 

一
二 

大
拙
は
六
祖
慧
能
の
「
定
慧
不
二
」
に
も
体
用
の
論
理
を
適
用
し
て
い
る
。
「
慧
は
定
の
用
で
、
定
は
慧
の
体
で
あ
る
が
、
体
用
は
元
来
同
一
主
体
を
知
性
的
に
そ
の
両
面
か
ら
見

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
慧
に
即
し
て
の
定
、
定
に
即
し
て
の
慧
で
あ
る
。
こ
れ
を
わ
け
て
見
よ
う
と
す
る
か
ら
、
両
者
の
先
後
を
争
う
た
り
、
不
一
を
説
い
た
り
、
頓
漸
を
分
け
た
り

し
た
く
な
る
」
（
『
全
集
』
第
一
巻
、
八
六
～
八
七
頁
）
。 

一
三 

柳
田
聖
山
編
『
世
界
の
名
著
十
八 

禅
語
録
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
年
、
一
〇
九
頁
。 

一
四 

『
華
厳
経
（
大
方
広
仏
華
厳
経
）
』
に
限
ら
ず
、
中
国
華
厳
宗
の
僧
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
論
書
も
含
め
て
、
こ
こ
で
華
厳
系
思
想
と
呼
ぶ
。 

一
五 

志
村
武
に
よ
る
次
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
大
拙
の
華
厳
思
想
へ
の
傾
倒
の
一
端
を
窺
わ
せ
る
。
人
類
救
済
の
た
め
の
思
想
的
拠
り
処
を
尋
ね
た
志
村
に
対
し
て
、
大
拙
は
一
冊
の
和
綴

じ
本
を
本
棚
か
ら
取
り
出
し
て
、
「
こ
の
『
註
華
厳
法
界
観
門
』
と
い
う
本
の
な
か
に
は
、
実
に
す
ば
ら
し
い
思
想
が
あ
る
。
西
田
も
こ
れ
を
ひ
じ
ょ
う
に
ほ
め
と
っ
た
よ
」
と
語
っ
た

と
い
う
（
志
村
武
『
鈴
木
大
拙
随
聞
記
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
六
七
年
、
二
六
二
頁
）
。
こ
の
『
註
華
厳
法
界
観
門
』
に
は
、
「
自
然
悲
智
相
導
」（
『
大
正
蔵
』
第
四
十
五
巻
、
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六
八
七
頁
）
と
あ
る
か
ら
、
彼
が
こ
の
よ
う
な
華
厳
思
想
の
中
か
ら
「
大
智
即
大
悲
、
大
悲
即
大
智
」
を
導
出
し
た
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

一
六

「
真
実
は
大
悲
で
あ
る
、
無
縁
の
慈
悲
で
あ
る
、
無
功
徳
性
の
も
の
で
あ
る
」
（
『
全
集
』
第
五
巻
、
六
九
頁
）
。 

一
七 
中
村
元
『
慈
悲
』
、
八
六
頁
。 

一
八 

志
村
武
『
鈴
木
大
拙
随
聞
記
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
六
七
年
、
二
三
八
頁
。 

一
九 

宇
井
伯
寿
・
高
崎
直
道
訳
注
『
大
乗
起
信
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
、
六
三
頁
。 

二
〇

『
市
川
白
弦
著
作
集
』
第
二
巻 

法
蔵
館 

一
九
九
三
年
、
四
七
頁
。 

二
一

『
市
川
白
弦
著
作
集
』
第
二
巻
、
八
二
頁 

こ
こ
で
市
川
が
誰
を
想
定
し
て
い
る
か
は
定
か
で
は
な
い
。 

二
二

『
市
川
白
弦
著
作
集
』
第
二
巻
、
八
四
頁
。 

二
三 

大
拙
は
確
か
に
「
大
悲
」
を
強
調
し
た
が
、
そ
の
前
段
階
の
「
慈
悲
」
を
軽
視
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
「
仏
に
な
ら
な
け
れ
ば
大
慈
悲
を
行
ぜ
ら
れ
ぬ
と
云
つ
て
も
、
そ
れ
は
ま

だ
仏
に
な
ら
ぬ
吾
等
凡
夫
の
可
能
な
範
囲
で
の
慈
悲
行
を
阻
止
す
る
も
の
で
な
い
で
あ
ら
う
。
不
便
な
も
の
を
不
便
と
見
る
の
は
、
吾
等
凡
夫
も
仏
も
か
は
り
な
い
、

―
實
に
こ
の

か
は
り
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
凡
夫
も
仏
に
な
り
能
ふ
の
で
あ
る
。
…
…
仏
に
な
つ
た
ら
、
そ
の
時
は
固
よ
り
大
慈
大
悲
を
行
ず
る
が
、
仏
に
な
ら
ぬ
前
で
も
、
不
便
を
見
殺
し
に

す
べ
き
理
由
は
な
い
。
小
悲
を
大
慈
大
悲
と
思
ひ
上
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
よ
い
わ
け
だ
。
そ
れ
か
ら
、
凡
夫
は
凡
夫
だ
け
の
事
を
実
行
す
れ
ば
よ
い
。
…
…
或
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、

凡
夫
の
限
り
に
於
て
行
ず
る
衆
生
利
益
行
が
、
そ
の
ま
ま
に
仏
の
大
慈
大
悲
の
旨
に
通
ふ
も
の
が
、
十
分
に
備
は
つ
て
居
る
の
で
あ
る
」（
『
全
集
』
第
十
巻
、
三
一
一
頁
）
。
こ
の
よ
う

な
論
述
か
ら
、
彼
が
仏
の
立
場
の
大
悲
だ
け
で
な
く
、
凡
夫
の
慈
悲
を
も
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
社
会
に
慈
悲
を
活
か
す
と
い
う
課
題
は
、
こ
こ
で
い

う
「
小
慈
小
悲
」
で
は
な
く
「
方
便
」
と
い
う
概
念
に
担
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
「
小
慈
小
悲
」
と
い
う
概
念
が
「
大
悲
」
と
の
対
比
の
下
で
、
消
極
的
な
印
象
を
拭
い
き
れ

な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

二
四

『
市
川
白
弦
著
作
集
』
第
二
巻
、
二
〇
七
頁
。 

二
五 

た
だ
し
、
こ
の
区
別
は
便
宜
的
な
も
の
で
あ
る
。
「
無
分
別
」
の
は
た
ら
き
が
「
分
別
」
に
活
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
一
種
の
体
験
と
す
る
な
ら
ば
、
「
無
分
別
の
分
別
」
は
特

別
な
宗
教
体
験
と
し
て
論
じ
ら
れ
、
そ
れ
と
は
別
に
「
方
便
と
し
て
の
分
別
」
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
し
く
は
、
「
無
分
別
」
が
そ
の
自
覚
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
常
に
「
分

別
」
の
根
柢
に
は
た
ら
い
て
い
る
、
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
「
方
便
と
し
て
の
分
別
」
も
ま
た
「
無
分
別
の
分
別
」
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。 

二
六 

田
辺
元
『
懺
悔
道
と
し
て
の
哲
学
』
、
一
八
五
頁
。 



  

大
拙
の
倫
理
思
想
、
そ
れ
を
「
行
為
」
と
「
他
者
」
と
い
う
視
点
か
ら
論
じ
て
き
た
。
そ
れ
は
本
論
が
第
二
部
を
通
じ
て
考
察
し
て
き
た
禅
思
想
の
、
実
践

面
へ
の
直
接
的
な
展
開
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
二
部
で
明
ら
か
に
し
た
「
体
用
論
」
と
「
即
非
の
論
理
」
の
問
題
は
、
悟
り
の
認
識
論
的
、
言
語
論
的
、

も
し
く
は
存
在
論
的
観
点
か
ら
の
説
明
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
第
三
部
で
論
じ
て
き
た
「
行
為
」
と
「
他
者
」
の
問
題
は
悟
り
の
行
為
論
的
側
面
を
示
す
も

の
で
あ
っ
た
。
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
「
他
者
」
の
問
題
は
実
質
的
に
は
行
為
論
へ
と
還
元
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
大
拙
に
と
っ
て
「
他
者
」

の
問
題
は
、
結
局
は
社
会
性
の
観
点
か
ら
行
為
の
意
味
を
問
う
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
第
二
部
の
議
論
領
域
と
第
三
部
の
議
論
領
域
、
両
者
の
間
の
差

異
は
、
大
拙
の
い
う
悟
り
を
ど
の
方
向
か
ら
理
解
す
る
か
と
い
う
読
み
取
り
方
の
問
題
で
あ
っ
て
、
書
き
手
で
あ
る
大
拙
に
と
っ
て
こ
の
両
面
は
密
接
に
し
て

不
可
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。
後
者
へ
の
展
開
の
な
い
前
者
は
考
え
ら
れ
ず
、
ま
た
前
者
を
無
視
し
た
後
者
と
い
う
も
の
も
あ
り
得
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、「
行

為
」
で
あ
ろ
う
と
「
他
者
」
で
あ
ろ
う
と
、
彼
の
思
想
の
中
心
点
は
常
に
「
悟
り
」
を
離
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
定
慧
不
二
」
、「
即
非

の
論
理
」
、
「
無
功
徳
の
功
徳
」
、
「
無
縁
の
大
悲
」
、
も
し
く
は
「
大
智
即
大
悲
」
、
こ
れ
ら
の
諸
思
想
は
皆
、
大
拙
に
と
っ
て
は
同
一
の
経
験
事
実
を
文
脈
に
応

じ
て
多
様
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
指
し
示
す
体
験
的
事
実
が
相
違
す
る
の
で
は
な
い
。
よ
り
厳
密
に
い
え
ば
、「
意
味
」
を
超
越
し
た
現
象
に
対

し
て
、
様
々
な
意
味
を
与
え
た
結
果
が
上
述
の
多
様
な
表
現
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
本
章
で
論
じ
る
「
自
由
」
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
同
一
の
構
造
を
指

摘
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
「
悟
り
」
を
離
れ
て
「
自
由
」
が
扱
わ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
。 

第
九
章 

自
由
の
創
造
性 

し
か
し
、
こ
の
「
自
由
」
の
問
題
を
他
の
テ
ー
マ
と
比
較
す
る
時
、
そ
こ
に
独
特
な
意
味
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
彼
の
行
為
論
は
大
拙
の

思
想
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
の
議
論
の
中
心
は
仏
教
思
想
の
枠
内
を
出
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
独
自
の
偏
り
と
限
界
が
あ
る
も
の
の
、

大
拙
の
思
想
が
基
本
的
に
仏
教
思
想
の
伝
統
を
踏
ま
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
自
由
」
と
い
う
概
念
は
、
単
に
仏
教
思
想
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と
こ
ろ
で
、
大
拙
の
自
由
論
を
考
え
る
と
き
、
そ
こ
に
二
つ
の
領
域
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
は
「
即
非
の
論
理
」
の
実
践
面
と
し
て
の
「
宗
教
と
し

て
の
自
由
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
歴
史
性
を
超
え
た
宗
教
的
実
存
の
普
遍
的
主
題
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
宗
教
と
は
異
な
る
領
域
に
お
け

る
自
由
を
論
じ
る
。
そ
れ
は
近
代
と
い
う
歴
史
の
只
中
で
直
面
す
る
自
由
の
限
界
を
見
据
え
る
こ
と
で
あ
る
。
本
章
の
主
な
目
的
は
、
後
者
の
自
由
論
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
は
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
る
た
め
、
後
者
を
闡
明
す
る
た
め
に
は
、
前
者
を
先
に
明
ら
か
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
宗
教
的
自
由
論
の
延
長
線
上
に
、
近
代
特
有
の
自
由
の
問
題
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
前
章
で
は
、「
大
智
」
と
「
大
悲
」
か
ら
生
じ
る
「
方

便
」
が
時
代
へ
の
適
応
と
い
う
形
で
、
大
拙
思
想
の
倫
理
的
側
面
を
浮
き
彫
り
に
し
た
が
、
本
論
は
こ
の
自
由
の
問
題
を
通
じ
て
、
彼
の
宗
教
思
想
が
倫
理
の

問
題
へ
と
展
開
し
て
い
く
第
二
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 

問
題
は
、
我
々
の
生
に
お
い
て
大
拙
の
言
説
が
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
時
代
を
超
え
た
普
遍
性
に
徹
し
よ
う
と
、
特
殊
な
時
代
状

況
へ
と
応
用
さ
せ
よ
う
と
、
そ
の
思
想
が
倫
理
思
想
と
し
て
意
義
を
持
つ
か
否
か
は
、
我
々
が
生
き
る
こ
の
「
い
ま
」「
こ
こ
」
に
と
っ
て
そ
れ
が
意
味
を
持
ち

得
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
一

。
本
章
は
大
拙
の
自
由
論
を
、
悟
り
の
と
の
関
わ
り
に
止
ま
ら
ず
、
そ
れ
が
近
代
社
会
に
お
い
て
如
何
な
る
意
義
を
も
つ

も
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
察
す
る
が
、
そ
れ
は
我
々
の
生
き
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
状
況
に
お
い
て
も
、
彼
の
見
た
「
近
代
」
の
課
題
は
い
ま
だ
乗
り
越
え
ら
れ

ず
に
残
っ
て
い
る
ど
こ
ろ
か
、
よ
り
鋭
く
我
々
の
生
を
脅
か
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
彼
の
自
由
論
の
意
義
を
考
究
す
る
こ
と
は
、
単
に
「
自

由
」
の
問
題
に
止
ま
ら
ず
、
前
章
ま
で
で
論
じ
て
き
た
禅
思
想
の
意
義
、
行
為
論
の
意
義
を
新
た
に
照
ら
し
出
す
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
「
自
由
」
が
近
代

に
お
い
て
特
に
重
要
な
概
念
で
あ
る
と
同
時
に
、
や
は
り
「
悟
り
」
そ
の
も
の
と
不
可
分
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
本
章
で
は
大
拙
の
禅
思
想
、

行
為
論
全
体
が
現
代
社
会
に
お
い
て
如
何
な
る
倫
理
的
意
義
を
も
つ
の
か
を
、
「
自
由
」
の
問
題
を
媒
介
と
し
て
、
遡
及
的
に
総
括
す
る
こ
と
を
試
み
る
。 

内
部
で
「
悟
り
」
と
の
関
わ
り
で
論
じ
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
大
拙
が
近
代
社
会
特
有
の
問
題
を
扱
う
際
に
、
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
く
る
も
の
で
も
あ
る
。

仏
教
思
想
の
内
部
で
論
じ
ら
れ
る
場
合
、
そ
れ
は
時
代
や
地
域
を
超
え
た
普
遍
的
な
人
間
の
問
題
と
な
る
。
他
方
で
、
近
代
社
会
に
視
野
を
限
定
す
る
こ
と
は
、

本
来
普
遍
的
な
そ
の
宗
教
性
を
、
特
殊
な
領
域
へ
と
下
降
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大
拙
自
身
の
い
う
「
方
便
」
が
時
代
や
環
境
へ
の
「
即
応
性
」
を

武
器
と
す
る
一
方
で
、
そ
の
環
境
そ
の
も
の
が
変
化
し
た
と
き
に
、
そ
の
効
果
を
喪
失
す
る
と
い
う
弱
点
を
も
併
せ
も
っ
て
い
た
よ
う
に
、
近
代
特
有
の
言
説

と
い
う
も
の
は
、
人
の
世
が
移
り
ゆ
く
以
上
い
ず
れ
は
そ
の
意
義
を
喪
失
す
る
運
命
を
背
負
っ
て
い
る
。 
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で
は
、
ま
ず
は
実
際
に
彼
の
宗
教
思
想
に
お
け
る
自
由
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
大
拙
に
お
け
る
禅
思
想
や
行
為
論
が
規
範
的
に
語
ら
れ

る
場
合
、
そ
の
規
範
性
の
根
拠
と
な
る
も
の
が
自
由
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
彼
の
言
は
以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。 

彼
は
仏
教
や
宗
教
を
無
条
件
に
肯
定
す
る
立
場
に
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
仏
教
内
在
的
な
視
点
で
は
な
い
。
天
台
智
顗
の
『
法
華
文
句
（
妙
法
蓮
華

経
文
句
）
』
の
「
疑
い
な
き
を
信
と
曰
う
」
と
い
う
一
節
は
『
宗
鏡
録
』
中
に
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
依
れ
ば
仏
教
的
信
心
は
そ
れ
以
上
の
根
拠
付
け
を
拒
否

す
る
も
の
で
あ
る
。
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
い
う
「
な
ぜ
と
い
う
問
の
な
い
生
き
方
」
二

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
宗
教
的
実
践
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る

心
理
態
に
お
い
て
そ
れ
自
体
の
意
味
づ
け
を
慮
ら
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
理
想
を
あ
え
て
自
由
と
い
う
他
の
観
念
へ
と
還
元
し
よ
う
と
す

る
大
拙
の
態
度
は
、
そ
の
限
り
宗
教
の
信
仰
者
で
あ
る
こ
と
を
超
え
た
宗
教
思
想
家
と
し
て
の
面
目
を
発
揮
し
て
い
る
。 

大
拙
の
思
想
構
造
が
中
国
禅
や
大
乗
仏
教
に
由
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
が
、「
自
由
」
が
規
範
的
言
説
の
基
盤
に
据
え
ら
れ
る
背
景
に

つ
い
て
も
、
直
接
原
始
仏
教
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
四
諦
八
正
道
と
い
う
仏
教
の
基
本
的
立
場
に
お
い
て
、

初
に
提
示
さ
れ
る
苦
諦
は
、
人
間
の
生

死
を
苦
し
み
に
彩
ら
れ
た
も
の
と
し
て
描
き
出
す
が
、
大
拙
に
と
っ
て
の
「
自
由
」
は
ま
さ
に
苦
か
ら
の
解
放
と
い
う
側
面
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。 

    

第
一
節 

「
自
由
」
と
悟
り 

禅
の
効
用
と
で
も
云
ふ
も
の
を
列
挙
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
一
つ
に
は
必
ず
此
の
根
本
的
自
由
性
を
数
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
今
日
の
日
本
人
の
多
数
の

や
う
で
は
、
あ
ち
ら
へ
ぐ
ら
ぐ
ら

、
、
、
、
、
こ
ち
ら
へ
ぐ
ら
ぐ
ら

、
、
、
、
し
て
何
等
の
操
守
が
な
い
。
学
者
と
云
ふ
側
に
属
す
る
人
で
さ
へ
、
曲
学
阿
世
、
大
い
に
そ
の

任
務
に
背
く
。
（
『
全
集
』
第
十
三
巻
、
三
七
九
頁
） 

人
が
目
的
論
的
な
生
存
概
念
の
面
に
あ
る
限
り
は
、
決
し
て
自
由
と
は
云
へ
な
い
。
自
由
な
ら
ざ
る
こ
と
が
、
こ
の
世
に
行
は
れ
る
一
切
の
苦
悩
、
一
切
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日
本
で
一
般
に
い
う
「
自
由
」
の
語
が
浸
透
す
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
と
し
て
、
大
拙
は
明
治
期
に
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
（
一
八
〇
六
～
七
三
年
）
のO

n liberty

が
『
自
由
之
理
』
と
訳
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
確
か
に
現
代
で
「
自
由
」
と
い
え
ば
、liberty

も
し
く
はfreedom

を
意
味
す
る
語
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
自
由
の
語
が
漢
語
と
し
て
は
中
国
古
典
に
そ
の
出
自
を
持
つ
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
大
拙
は
禅
籍
に
お
け
る
「
自
由
自
在
」
の
初
出
と

し
て
『
六
祖
壇
経
』
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
本
来
の
意
味
と
し
て
こ
こ
で
は
「
自
ら
主
と
な
る
」
、
「
自
ら
に
由
る
」
と
い
う
漢
語
と
し
て
の
意
味
を
提

西
洋
思
想
に
お
け
る
自
由
論
が
「
～
か
ら
の
自
由
」
と
「
～
へ
の
自
由
」
と
い
う
自
由
の
二
面
性
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
大
拙
の

上
述
の
言
説
も
ま
た
「
束
縛
か
ら
の
自
由
」
と
「
霊
性
（
本
来
性
）
へ
の
自
由
」
と
い
う
二
面
性
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
後
に
改
め
て
触
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
こ
こ
で
は
こ
の
二
面
性
の
う
ち
、「
霊
性
へ
の
自
由
」
と
い
う
こ
と
の
構
造
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
彼
の
自
由
論

の
中
心
は
こ
こ
に
あ
る
。 

そ
し
て
、
苦
諦
に
端
を
発
す
る
四
諦
が
そ
こ
か
ら
の
解
放
（
解
脱
）
を
志
向
す
る
よ
う
に
、
大
拙
の
自
由
論
も
「
解
脱
」
と
の
連
関
で
規
定
さ
れ
る
。 

     

「
自
由
」
と
は
「
自
ら
主
と
な
る
」
、
即
ち
「
自
ら
に
由
り
て
他
に
由
ら
ず
」
の
義
で
あ
つ
て
、
も
と
も
と
宗
教
経
験
の
上
に
お
い
て
意
味
を
も
つ
。
仏
教

で
は
「
解
脱
」
即
ち
「
繋
縛
を
離
れ
る
」
と
云
ふ
こ
と
を
教
へ
る
の
で
、
禅
家
で
は
「
無
依
真
人
」
な
る
も
の
が
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
九
巻
、
三
三
頁
） 

霊
性
的
自
由
が
宗
教
の
本
体
で
あ
る
。
宗
教
は
こ
こ
に
在
り
、
こ
こ
で
生
き
て
ゐ
る
。
自
由
の
消
極
面
は
解
脱
で
あ
り
、
解
放
で
あ
る
が
、
何
と
云
つ
て

も
同
一
物
に
外
な
ら
ぬ
。
自
由
は
元
来
自
分
の
も
の
で
あ
る
が
、
自
由
の
自
覚
が
な
い
と
、
有
つ
て
も
無
い
と
同
様
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
二
十
二
巻
、

三
一
頁
） 

の
悲
惨
、
一
切
の
軋
轢
の
原
因
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
十
一
巻
、
二
一
九
頁
） 
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そ
う
な
る
と
、
次
に
問
題
と
な
る
の
は
こ
の
「
自
ら
」
と
い
う
語
、
即
ち
自
己
の
内
実
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
大
拙
が
「
自

由
」
を
託
し
た
自
己
に
は
、
特
別
な
意
味
が
あ
る
。 

 

い
ま
こ
こ
で
、
第
五
章
に
お
い
て
「
霊
性
」
と
い
う
概
念
を
「
体
用
論
」
の
観
点
か
ら
考
察
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
い
。
「
霊
性
」
（
体
）
は
「
霊
性
的
自

覚
」（
用
）
と
不
可
分
で
あ
り
、
そ
れ
は
体
用
不
二
か
ら
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。
用
を
離
れ
て
体
が
な
い
よ
う
に
、
霊
性
的
自
覚
を
離
れ
て
独
立
に
霊
性
を
実
体
化
、

観
念
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
に
類
す
る
論
理
が
自
由
論
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
て
い
る
。 

絶
対
の
「
自
」
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
如
何
な
る
相
対
的
規
定
を
も
斥
け
る
地
平
で
あ
る
。「
有
名
大
学
出
身
」
、「
一
流
企
業
役
員
」
な
ど
と
い
っ
た
陳

腐
な
例
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
人
は
自
己
の
存
在
を
何
ら
か
の
社
会
的
な
記
号
に
仮
託
し
て
生
き
る
。
こ
れ
こ
そ
が
自
分
で
あ
る
と
い
う
自
己
同
一
性
の
認

識
は
、
そ
れ
が
何
ら
か
言
語
的
で
あ
る
限
り
、
観
念
的
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
な
い
。「
彼
、
彼
女
と
は
異
な
る
私
」
、「
～
で
あ
る
私
」
と
い
う
形
式
で
規
定
さ
れ

る
「
自
己
」
は
、
対
象
化
さ
れ
た
自
己
で
あ
っ
て
、
そ
の
限
り
自
己
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
大
拙
の
い
う
絶
対
独
立
の
「
自
」
と
は
、
一
切
の
記
号
を
取
り
払

っ
た
あ
と
に
残
る
主
体
性
そ
の
も
の
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
言
語
に
よ
っ
て
自
己
を
指
示
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
全
て
挫
折
す
る
よ
う
な
自
己
の
根
柢
、

「
実
存
」
と
い
う
語
の
も
つ
独
特
の
拡
が
り
は
、
こ
の
絶
対
的
主
体
性
を
内
包
す
る
も
の
で
も
あ
る
が
、
大
拙
自
身
は
こ
の
語
を
用
い
ず
「
超
個
の
個
」
、
も
し

く
は
「
霊
性
」
と
い
っ
た
独
自
の
語
に
よ
っ
て
そ
れ
を
表
現
し
て
い
る
。 

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

   

「
自
由
」
と
は
、
自
ら
に
在
り
、
自
ら
に
由
り
、
自
ら
で
考
へ
、
自
ら
で
行
為
し
、
自
ら
で
作
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
う
し
て
こ
の
「
自
」
は
自
他
な
ど
と

云
ふ
対
象
的
な
も
の
で
な
く
、
絶
対
独
立
の
「
自
」

―
「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」
の
、
我、
で
あ
り
、
独、
で
あ
り
、
尊、
で
あ
る

―
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
ぬ
。
（
『
全
集
』
第
二
十
一
巻
、
二
一
九
頁
） 

元
来
自
由
と
い
ふ
も
の
は
無
い
も
の
で
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
自
由
と
い
ふ
考
へ
が
出
て
来
た
か
と
云
ふ
と
、
こ
こ
に
吾
々
が
環
境
の
色
々
な
も
の
に
対
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無
分
別
が
分
別
に
は
た
ら
く
と
こ
ろ
を
「
無
分
別
」
と
い
い
、
無
功
徳
が
功
徳
に
展
開
す
る
と
こ
ろ
を
「
無
功
徳
」
と
い
う
よ
う
に
、
大
拙
の
概
念
規
定
に
は

特
有
の
癖
が
あ
る
。
ま
ず
観
念
と
し
て
無
限
定
な
る
も
の
を
規
定
し
（
仮
に
「
無
限
Ａ
」
と
す
る
）
、
さ
ら
に
そ
れ
と
矛
盾
対
立
す
る
概
念
と
相
即
相
入
す
る
形

で
よ
り
具
体
的
な
無
限
の
概
念
を
提
示
す
る
（
仮
に
「
無
限
Ｂ
」
と
す
る
）
。
大
拙
の
文
章
の
困
難
さ
は
、
彼
が
無
限
Ａ
と
無
限
Ｂ
を
特
別
に
区
別
せ
ず
に
使
用

す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
即
非
の
論
理
も
同
様
で
、
即
と
非
の
矛
盾
的
関
係
の
相
即
が
真
の
「
即
」
で
あ
る
と
い
う
、
自
分
自
身
の
用
い
た
概
念
を
メ
タ
的
に
塗

り
替
え
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
概
念
そ
の
も
の
の
動
性
を
見
出
し
て
い
こ
う
と
す
る
大
拙
の
思
考
様
式
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
も
自
由
は
不
自
由
と
の
連
関
そ
の
も
の
か
ら
メ
タ
的
に
規
定
さ
れ
る
。「
～
か
ら
の
自
由
」
と
い
う
語
を
俟
つ
ま
で
も
な
く
、
人
間
の
生
は
様
々
な
束

縛
に
よ
っ
て
雁
字
搦
め
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
対
人
関
係
、
社
会
的
立
場
、
経
済
的
状
況
、
様
々
な
要
因
は
人
間
に
対
す
る
制
約
と
し
て
機
能
す
る
。
た
と
え

人
が
真
理
に
触
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
と
も
、
人
が
こ
れ
ら
の
束
縛
を
離
れ
て
生
き
る
こ
と
は
客
観
的
に
不
可
能
で
あ
る
。
む
し
ろ
大
拙
は
こ
の
社
会
的
制
約
の

只
中
に
あ
り
つ
つ
、
そ
こ
に
束
縛
さ
れ
な
い
心
理
的
在
り
様
を
問
題
に
し
て
い
る
。
不
自
由
の
只
中
で
自
由
に
行
為
す
る
、
こ
の
矛
盾
的
な
関
係
は
倫
理
思
想

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。 

大
拙
に
と
っ
て
自
由
と
は
、
み
ず
か
ら
の
存
在
の
根
柢
に
あ
る
絶
対
の
主
体
性
を
発
揮
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
人
間
の
本
来
的
な
姿
を
、
彼
は
「
ク
リ

エ
テ
ィ
ヴcreative

」
と
し
て
捉
え
て
い
た
。 

 

 

し
て
か
う
し
て
居
る
の
だ
と
い
ふ
自
覚
を
も
つ
、
そ
の
自
覚
と
い
ふ
も
の
が
、
自
由
と
い
ふ
観
念
の
本
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
自
覚
と
い
ふ
も
の
は
、

普
通
の
心
理
学
的
意
識
と
い
ふ
も
の
を
通
つ
て
出
て
来
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
心
理
学
的
意
識
を
通
る
と
、
も
う
す
で
に
不
自
由
に
な
つ
て
し
ま
ふ
、
け

れ
ど
も
そ
の
心
理
学
的
不
自
由
さ
を
感
じ
る
前
に
、
一
つ
の
自
由
な
も
の
を
も
つ
て
ゐ
た
か
ら
、
そ
こ
を
出
る
と
不
自
由
と
い
ふ
感
じ
に
な
る
の
で
す
。

不
自
由
と
い
ふ
自
覚
意
識
が
出
来
る
前

―
時
間
的
で
は
な
し
に
論
理
的
に
云
ふ
以
前
の
と
こ
ろ

―
に
、
自
由
な
も
の
が
あ
つ
た
と
云
は
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
自
由
か
ら
不
自
由
に
転
ず
る
転
機
に
、
今
云
ふ
ほ
ん
た
う
の
意
味
に
お
け
る
自
由
の
自
覚
が
あ
つ
て
、
そ
の
自
覚
に
よ
つ
て
、
自
由
と

い
ふ
も
の
が
、
吾
々
に
考
へ
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
（
『
全
集
』
第
二
十
二
巻
、
二
四
三
～
二
四
四
頁
） 
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先
に
人
間
の
社
会
が
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
個
人
の
自
由
を
束
縛
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
た
。
行
為
の
選
択
可
能
性
の
多
さ
を
自
由
と
み
な
す
立
場
に
お
い

て
は
、
そ
の
束
縛
を
取
り
除
く
こ
と
こ
そ
が
自
由
を
保
障
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
し
か
し
、
不
自
由
に
お
い
て
自
由
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
大
拙
の
自
由

論
に
お
い
て
は
、
社
会
的
束
縛
は
そ
れ
自
体
と
し
て
否
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
社
会
的
束
縛
が
自
由
の
妨
害
と
な
る
の
は
、
選
択
可
能
性
を
限
定
す
る

か
ら
で
は
な
く
、
人
間
本
来
の
活
動
性
を
阻
害
し
、
そ
の
こ
と
が
人
の
懊
悩
を
招
く
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。 

こ
の
「
ク
リ
エ
テ
ィ
ブ
」
と
い
う
形
容
を
巡
る
議
論
か
ら
い
よ
い
よ
、
彼
の
自
由
論
の
実
践
面
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
に
と
っ
て
、
社
会
的
記
号
を
取
り

払
っ
た
人
間
本
来
の
主
体
性
と
は
、
静
的
な
観
念
で
は
な
か
っ
た
。
具
体
的
な
人
間
心
理
に
即
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
人
間
は
常
に
意
志
す
る
存
在
で
あ
り
、

何
ら
か
の
社
会
の
中
で
「
活
動
」
す
る
存
在
で
あ
る
。 

「
人
が
目
的
論
的
な
生
存
概
念
の
面
に
あ
る
限
り
は
、
決
し
て
自
由
と
は
云
へ
な
い
」
、
こ
れ
が
先
に
見
た
大
拙
の
立
場
で
あ
っ
た
。
人
が
社
会
に
お
い
て
そ

の
主
体
性
を
発
揮
で
き
な
い
の
は
、
み
ず
か
ら
の
欲
求
の
体
系
に
束
縛
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
欲
求
の
体
系
は

終
的
に
「
生
き
る
た
め
に
」
と
い

う
目
的
に
還
元
さ
れ
る
。
自
己
が
生
き
る
た
め
に
は
、
社
会
か
ら
の
保
障
が
必
要
で
あ
り
、
社
会
か
ら
の
保
障
を
得
る
た
め
に
は
、
本
来
意
志
さ
れ
な
い
行
為

へ
と
身
を
任
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
目
的
論
の
連
鎖
の
中
で
、
人
間
は
本
来
の
活
動
性
を
喪
失
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
第
七
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
大

 

禅
宗
の
「
自
由
」
に
も
フ
リ
ー
の
義
は
勿
論
あ
る
が
、
何
と
な
く
こ
れ
よ
り
も
深
い
意
味
が
潜
ん
で
を
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
拘
束
な
い
処
は
自
由
で
、

又
自
在
で
、
フ
リ
ー
で
あ
る
が
、
予
の
考
へ
で
は
、
此
「
自
由
」
を
今
少
し
く
深
く
、
さ
う
し
て
主
観
的
に
見
ね
ば
な
ら
ぬ
と
信
ず
る
。
そ
こ
で
予
はcreative

又
はorigin

al

と
云
ふ
字
を
思
ひ
つ
い
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
よ
り
ク
リ
エ
テ
ィ
ヴ
の
方
が
面
白
い
。
ク
リ
エ
テ
ィ
ヴ
を
和
訳
す
れ
ば
創
始
的
と
か
、
造
化
的

と
か
云
ひ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
独
創
的
・
創
作
的
で
あ
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
は
始
め
の
義
は
あ
る
が
、
造
る
義
は
な
い
、
こ
れ
は
ク
リ
エ
テ
ィ
ヴ
に
あ
る
。

そ
し
て
又
ク
リ
エ
テ
ィ
ヴ
に
は
造
化
不
断
の
義
が
籠
つ
て
を
る
、
綿
綿
と
し
て
窮
ま
る
と
こ
ろ
が
な
い
容
子
が
顕
は
れ
て
を
る
、
多
多
益
々
弁
ず
る
底
の

消
息
が
あ
る
。
禅
語
の
「
自
由
」
は
つ
ま
り
皆
此
義
を
含
ん
で
を
る
。
字
の
通
り
に
解
す
れ
ば
、「
自
ら
に
由
る
」
と
云
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
さ
う
し
て
ま

た
人
生
は
活
動
の
一
形
式
で
あ
る
か
ら
、「
自
ら
に
由
り
て
活
動
す
」
る
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
ク
リ
エ
テ
ィ
ヴ
の
義
は
充
分
に
見
え
る
で
は
な
い
か
。（
『
全

集
』
第
十
六
巻
、
二
八
二
頁
） 
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拙
思
想
の
実
践
的
側
面
は
ま
ず
行
為
論
と
し
て
論
じ
ら
れ
、
そ
し
て
そ
の
行
為
の
内
実
は
「
無
功
徳
」
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。「
無
功
徳
」
と
は
、
行
為

が
前
提
と
す
る
目
的
意
識
を
行
為
に
お
い
て
放
棄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
為
そ
の
も
の
の
効
果
を

大
限
に
高
め
る
と
い
う
意
義
を
有
し
て
い
た
。
自
由
論

は
同
じ
こ
と
を
違
っ
た
面
か
ら
描
き
出
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
自
己
や
近
親
者
の
生
存
に
帰
着
す
る
目
的
論
の
体
系
の
中
に
お
い
て
、
人
の
行
為
は
「
～
の

た
め
に
」
と
い
う
目
的
意
識
に
指
示
さ
れ
、
実
践
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
み
ず
か
ら
作
り
出
し
た
観
念
と
し
て
の
目
的
論
の
体
系
に
縛
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点

に
お
い
て
、
人
は
自
主
的
に
行
為
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
そ
の
実
、
他
律
的
に
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
真
の
自
主
性
は
、
み
ず
か
ら
が
外
化
さ
せ
た

意
志
に
従
う
と
い
う
間
接
的
な
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
直
接
的
に
、
自
己
に
内
在
す
る
活
動
性
そ
の
も
の
を
発
揮
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

生
の
現
実
は
時
々
刻
々
変
化
し
て
い
く
。
人
は
一
度
た
り
と
も
同
じ
経
験
を
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
中
で
人
は
現
実
を
様
々
に
記
述
し
、
表
現
す
る
。
そ
の

記
述
を
論
理
的
、
体
系
的
に
連
関
さ
せ
る
営
み
は
や
が
て
学
問
を
構
築
す
る
に
至
る
。
自
然
科
学
の
諸
学
問
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
対
象
と
な
る
現
実
を
分

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
目
的
論
的
な
行
為
そ
れ
自
体
が
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
人
が
行
為
を
選
択
す
る
際
、
目
的
論
的
観
点
を
捨
象
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
無
功
徳
」
の
行
為
論
は
、
一
度
選
択
さ
れ
た
行
為
が
実
践
さ
れ
る
時
、
実
践
す
る
者
が
そ
の
行
為
に
徹
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
を

問
う
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
行
為
が
自
己
の
活
動
性
か
ら
直
接
に
由
来
す
る
と
き
、
そ
れ
が
「
自
由
」
と
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
人
間
の
本
来
具
え
も
つ
活
動
性
が
「
ク
リ
エ
テ
ィ
ブ
」
と
評
さ
れ
る
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
み
ず
か
ら
の
本
性
に
従
っ
て
行
為
す
る
こ
と
と
創

作
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
は
一
見
す
る
と
無
縁
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
人
が
自
己
を
取
り
巻
く
環
境
世
界
と
如

何
に
し
て
関
わ
る
か
と
い
う
点
を
考
察
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
次
の
一
節
に
着
目
し
た
い
。 

 

 

何
事
に
よ
ら
ず
禅
は
反
復
や
模
倣
を
忌
む
。
そ
れ
は
殺
す
か
ら
で
あ
る
。
同
じ
理
由
か
ら
で
あ
る
が
、
禅
は
決
し
て
説
明
に
亘
ら
な
い
。
唯
肯
定
す
る
だ

け
で
あ
る
。
生
は
事
実
で
あ
る
。
如
何
な
る
説
明
も
、
必
要
で
も
な
け
れ
ば
相
応
は
し
く
も
な
い
。
説
明
は
弁
護
で
あ
る
。
生
き
る
こ
と
に
何
の
弁
護
が

要
ら
う
か
。
生
き
る
、
そ
れ
で
十
分
で
は
な
い
か
。
生
き
よ
う
で
は
な
い
か
。
肯
定
し
よ
う
で
は
な
い
か
。
浄
裸
裸
、
赤
灑
灑
の
と
こ
ろ
に
こ
そ
禅
が
あ

る
の
だ
。
（
『
全
集
』
第
十
四
巻
、
二
五
四
～
二
五
五
頁
） 

 292



 

大
拙
は
、
そ
の
よ
う
に
現
実
を
記
号
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
経
験
す
る
在
り
様
を
、「
反
復
」
、「
模
倣
」
と
評
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
は
記
号
に
よ
っ
て
情

報
の
伝
達
を
可
能
に
し
た
が
、
伝
達
さ
れ
る
情
報
は
常
に
無
限
の
現
実
に
対
し
て
画
一
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
結
局
は
情
報
の
反
復
に
終
始
す
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
言
語
的
に
認
識
を
一
度
否
定
し
た
悟
り
の
立
場
に
お
い
て
は
、
現
実
は
現
実
と
し
て
直
接
に
把
握
さ
れ
る
。
言
語
の
媒
介
を
経
な
い
で
経
験
さ
れ
る

現
実
は
、
時
々
刻
々
変
化
す
る
在
り
様
を
そ
の
ま
ま
に
顕
わ
に
す
る
。
そ
の
都
度
新
た
に
与
え
ら
れ
る
現
実
を
、
そ
の
も
の
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
肯
定
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
都
度
そ
の
都
度
の
新
た
な
現
実
を
「
創
作
」
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
言
語
が
あ
ら
か
じ
め
与
え
て
い
る
観
念
と
し
て
の
現
実
、

「
反
復
」
、
「
模
倣
」
と
し
て
の
現
実
を
、
新
た
に
捉
え
直
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
捉
え
直
し
は
、
裏
面
で
は
自
身
の
活
動
性
を
行
為
や
こ
と
ば
を
通
じ

て
表
現
し
て
い
く
こ
と
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
表
現
さ
れ
た
こ
と
ば
は
、「
無
分
別
の
分
別
」
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
こ
と
ば
で
あ
り
、
人
が
「
反
復
」
や

「
模
倣
」
と
し
て
用
い
る
こ
と
ば
と
は
異
な
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
は
現
実
に
対
し
て
新
た
な
表
現
を
与
え
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
ク
リ

エ
テ
ィ
ブ
」
と
は
、
社
会
に
通
有
し
て
い
る
概
念
を
前
提
と
せ
ず
、
言
語
以
前
の
現
実
と
照
ら
し
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
常
に
新
た
な
行
為
や
こ
と
ば
を
紡

ぎ
出
し
て
い
く
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

析
し
、
学
的
秩
序
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
く
。
し
か
し
他
方
で
、
そ
れ
は
現
実
を
一
つ
の
記
号
と
し
て
抽
象
化
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。「
雲
」
と
い
う
言
葉

が
指
し
示
す
実
際
の
雲
は
、
一
度
と
し
て
同
じ
形
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
同
じ
赤
い
花
で
も
、
隣
合
う
二
つ
の
花
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
色
合
い
は
微
妙
に
異
な
る
。

こ
の
よ
う
に
現
実
は
言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
無
限
の
広
が
り
を
も
っ
て
い
る
が
、
我
々
は
往
々
に
し
て
現
実
よ
り
も
抽
象
化
さ
れ
た
記
号
・
観
念
の
方
を
認

識
し
よ
う
と
す
る
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
書
か
れ
た
三
つ
星
の
マ
ー
ク
は
、
料
理
の
味
を
実
際
よ
り
も
よ
り
味
わ
い
深
く
感
じ
さ
せ
る
し
、
幾
人
か
の
客
は
観
光

地
の
絶
景
を
前
に
し
て
、
そ
の
絶
景
の
説
明
書
き
を
凝
視
し
た
り
す
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
我
々
の
日
常
の
至
る
所
に
潜
ん
で
い
る
。 

  

禅
は
固
よ
り
人
を
自
由
に
す
る
と
云
う
て
よ
い
が
、
又
人
を
し
て
ク
リ
エ
テ
ィ
ヴ
な
ら
し
め
、
日
に
新
た
に
し
て
又
日
に
新
た
な
ら
し
む
る
処
が
あ
る
、

さ
う
な
る
と
大
い
に
こ
こ
に
活
動
的
禅
の
面
目
を
描
き
出
す
こ
と
が
出
来
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
…
…
い
つ
も
新
た
な
も
の
を
造
つ
て
行
つ
て
止
ら
な
い

と
云
ふ
処
は
、
ク
リ
エ
テ
ィ
ヴ
の
方
が
面
白
い
。
（
『
全
集
』
第
十
六
巻
、
二
八
三
頁
） 
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以
上
の
大
拙
の
自
由
論
は
、
い
う
な
れ
ば
第
七
章
で
論
じ
た
行
為
論
の
別
側
面
で
あ
っ
た
。
体
用
論
、
即
非
の
論
理
と
い
っ
た
大
拙
思
想
の
根
幹
を
為
す
範

疇
の
実
践
面
へ
の
応
用
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
自
由
論
は
単
に
大
拙
思
想
の
一
面
を
表
す
に
過
ぎ
な
い
と
も
い
え
る
が
、
既
に
述
べ

た
よ
う
に
こ
の
問
題
は
、
大
拙
が
同
時
代
的
状
況
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
を
込
め
た
近
代
特
有
の
意
義
を
有
す
る
。
本
章
で
は
以
下
、
そ
の
点
を
考
察
し
て

い
き
た
い
。 

 

彼
が
近
代
社
会
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
危
機
感
は
主
に
技
術
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
い
た
。
大
拙
が
生
き
た
時
代
と
は
、
ま
さ
に
日
本
が
近
代
国
家
と
し
て

整
備
さ
れ
て
い
く
過
程
で
あ
り
、
そ
の
近
代
化
は
人
々
の
生
活
に
劇
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
日
本
に
お
け
る
産
業
革
命
は
日
清
戦
争
に
前
後
し
て
、
ま
ず

は
紡
績
業
、
製
糸
業
な
ど
の
軽
工
業
部
門
、
後
れ
て
製
鉄
業
な
ど
の
重
工
業
部
門
で
展
開
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
科
学
技
術
の
発
達
に
よ
っ
て
生
産
過

程
が
機
械
化
し
た
こ
と
で
順
次
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
科
学
技
術
は
経
済
機
構
そ
の
も
の
を
革
命
的
に
変
化
さ
せ
た
が
、
そ
の
こ
と
が
も
た
ら
す
弊
害

を
、
大
拙
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
一
節
は
上
述
の
考
察
に
一
つ
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。 

   

第
二
節 

技
術
と
自
由 

―
疎
外
論
と
し
て
― 

今
日
の
や
う
に
機
械
文
明
が
進
ん
で
来
る
と
、
人
間
は
機
械
で
縛
ら
れ
て
し
ま
つ
て
、
手
も
足
も
動
か
ぬ
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
、
人
間
自
身
が
機
械
の
一

部
に
な
つ
て
し
ま
ふ
。
人
間
は
労
力
を
省
き
、
時
間
を
節
約
す
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
機
械
を
拵
へ
た
の
で
あ
る
が
、
機
械
は
人
間
の
思
ふ
や
う
に
は
動

か
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
大
量
生
産
と
い
ふ
こ
と
は
成
程
便
利
で
結
構
な
こ
と
だ
が
、
こ
れ
が
た
め
に
金
持
と
貧
乏
人
と
は
実
際
の
生
活
に
お
い
て
大

な
る
懸
隔
を
生
ず
る
や
う
に
な
つ
た
。
機
械
が
出
来
る
と
、
要
ら
な
い
も
の
が
沢
山
出
来
る
、
そ
れ
を
何
と
か
売
捌
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
そ
れ
を
捨
て

て
置
く
訳
に
行
か
な
い
、
捨
て
て
置
く
と
資
本
が
損
に
な
る
、
ど
う
か
し
て
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
売
る
先
を
拡
げ
に
や
な
ら
ぬ
。
（
『
全
集
』
第
十
六

巻
、
五
二
頁
） 
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 フ

ロ
ム
の
分
析
に
お
い
て
も
、
結
果
と
し
て
社
会
に
お
け
る
富
の
偏
在
、
経
済
的
階
級
の
分
裂
を
招
く
と
い
う
点
で
マ
ル
ク
ス
の
考
え
を
確
実
に
踏
襲
し
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
「
技
術
」
と
い
う
契
機
を
前
面
に
押
し
出
し
た
点
に
、
マ
ル
ク
ス
の
生
き
た
一
九
世
紀
に
比
し
て
二
〇
世
紀
の
産
業
社
会
の
も
つ
新
た

な
危
機
感
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
先
の
大
拙
の
所
論
も
同
様
の
視
座
か
ら
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
拙
と
フ
ロ
ム
、
こ
の
二
人
の
直
接
的
な
出
会
い
は
一
九

五
〇
年
代
の
メ
キ
シ
コ
で
の
こ
と
で
、
彼
ら
の
交
流
の
成
果
はZen B

uddhism
 and P

sychoanalysis, 1960

（
『
禅
と
精
神
分
析
』
）
と
し
て
結
実
し
た
。

他
方
、
技
術
に
よ
る
人
間
の
疎
外
を
描
い
た
の
は
Ｅ
・
フ
ロ
ム
で
あ
っ
た
。
彼
は
マ
ル
ク
ス
の
疎
外
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
二
〇
世
紀
社
会
特
有
の
社
会
分

析
を
行
っ
て
い
る
。 

技
術
が
労
働
の
現
場
に
お
い
て
人
間
を
疎
外
し
て
い
く
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
の
文
脈
は
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
端
を
発
し
、
の
ち
に
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
フ
ロ

ム
（
一
九
〇
〇
～
八
〇
年
）
の
諸
著
作
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
疎
外
論
を
意
味
し
て
い
る
。
一
九
三
二
年
に
公
開
さ
れ
た
『
経
済
学
・
哲
学
草
稿
』
「
〔
四
〕

疎
外
さ
れ
た
労
働
」
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
は
、
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
労
働
者
の
疎
外
を
四
つ
の
点
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
労
働
者
が
労
働
の
生
産
物
か
ら
、

次
に
労
働
者
自
身
の
生
産
活
動
か
ら
、
そ
し
て
人
間
の
類
的
存
在
か
ら
、
疎
外
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
き
、
労
働
者
は
さ
ら
に
人
間
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
に
お
い
て
は
、
労
働
そ
の
も
の
が
生
産
物
も
し
く
は
労
働
者
自
身
と
の
連
関
の
中
で
如
何
に
疎
外
を
生
じ
さ
せ
て
い
く
か
を

論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
「
技
術
」
を
本
質
的
な
契
機
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。 

 

 

生
産
様
式
に
お
け
る
技
術
の
変
化
は
、
資
本
集
中
の
増
大
に
よ
っ
て
起
る
と
と
も
に
、
資
本
集
中
の
増
大
を
必
要
と
し
て
い
る
。
小
規
模
な
会
社
の
数
が

減
り
、
そ
の
重
要
性
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
規
模
な
経
済
的
な
巨
人
が
増
大
し
て
い
る
の
と
正
比
例
し
て
い
る
。
三 

十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
の
も
っ
と
も
明
白
な
変
化
は
、
技
術
的
変
化
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
蒸
気
機
関
、
内
燃
機
関
、
電
気
の
使
用
の
増
加
と
、

原
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
は
じ
め
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
発
達
は
、
手
の
労
働
の
機
械
労
働
に
よ
る
お
き
か
え
や
、
さ
ら
に
機
械
の
知
能
に
よ
る
人
間
の

知
能
の
お
き
か
え
が
増
大
し
て
い
る
点
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
…
… 
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技
術
は
経
済
活
動
の
領
域
を
離
れ
て
、
我
々
の
存
在
そ
の
も
の
の
在
り
様
を
揺
る
が
し
て
い
る
。 

 
し
か
し
、
フ
ロ
ム
の
技
術
観
が
資
本
主
義
経
済
に
お
け
る
疎
外
論
と
し
て
主
題
化
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
大
拙
の
技
術
理
解
は
人
間
の
よ
り
実
存
的
な
部
分

へ
接
近
し
て
い
る
。
宗
教
的
個
の
生
死
を
思
索
し
続
け
た
大
拙
に
と
っ
て
、
社
会
に
お
け
る
疎
外
の
問
題
は
技
術
の
も
つ
力
の
一
端
を
示
す
に
過
ぎ
な
か
っ
た

と
い
っ
て
も
よ
い
。 

人
類
の
歴
史
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
い
て
技
術
は
人
の
用
い
る
道
具
と
し
て
結
実
し
て
き
た
。
そ
れ
が
近
代
に
お
い
て
は
「
機
械
」
、
す
な
わ
ち
そ
れ
自
身
が
動

力
を
も
っ
て
あ
ら
か
じ
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
目
的
へ
と
作
動
す
る
道
具
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
決
定
的
な
こ
と
は
、
道
具
が
使
用
者
の
思
惑
を
離
れ
て
「
自

ら
動
く
」
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
人
間
が
み
ず
か
ら
作
り
出
し
た
も
の
に
よ
っ
て
、
支
配
さ
れ
て
い
る
点
を
、
ヘ
ー
ゲ
ル
や
マ
ル
ク
ス
と
は
異
な
る
意

味
で
疎
外
（E

n
tfrem

du
n

g

）
と
呼
ぶ
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
ろ
う
。 

禅
の
研
究
者
と
社
会
心
理
学
者
と
い
う
異
な
っ
た
文
脈
の
思
想
家
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
「
技
術
」
に
対
す
る
警
戒
へ
と
至
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。 

    

今
度
は
人
間
の
作
つ
た
機
械
は
な
く
な
つ
た
。
そ
の
代
り
に
機
械
化
し
た
人
間
が
出
来
た
。
人
間
の
作
つ
た
も
の
は
人
間
の
自
由
に
使
は
れ
る
も
の
だ
と

思
つ
た
が
、
大
間
違
ひ
。
作
ら
れ
て
使
は
れ
る
も
の
が
逆
襲
し
て
来
た
。
さ
う
し
て
作
る
も
の
、
使
ふ
も
の
が
却
つ
て
作
ら
れ
る
も
の
、
使
は
れ
る
も
の

に
な
つ
た
。
即
ち
人
間
そ
の
も
の
が
機
械
に
な
つ
た
。
全
体
主
義
の
人
間
は
た
だ
使
は
れ
る
も
の
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
自
由
も
な
く
流
動
性
も
な
い

ミ
イ
ラ
そ
の
も
の
と
な
つ
た
。
（
『
全
集
』
第
九
巻
、
三
七
七
頁
） 

男
女
を
問
は
ず
、
す
べ
て
の
現
代
人
の
心
に
つ
き
ま
と
つ
て
ゐ
る
苦
悩
の
中
で
、

も
大
き
な
も
の
の
一
つ
は
、
殆
ん
ど
す
べ
て
の
人
が
喪
失
し
て
し
ま

つ
て
ゐ
る
人
間
性
を
如
何
に
し
て
回
復
す
る
か
、
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
今
や
人
類
は
、
自
由
と
創
造
性
と
を
失
ひ
、
科
学
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
つ
く
り

上
げ
た
一
つ
の
巨
大
な
機
械
の
一
部
分
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
二
十
一
巻
、
三
二
八
頁
） 
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し
か
し
、「
技
術
」
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
意
味
で
人
間
性
を
脅
か
す
も
の
か
。
大
拙
の
著
作
に
お
い
て
、
そ
の
詳
細
を
論
理
的
に
明
ら
か
に
す
る
所
論
は
見

ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
本
論
は
大
拙
の
自
由
と
技
術
の
相
克
を
よ
り
明
確
に
呈
示
す
る
た
め
、
技
術
そ
の
も
の
を
め
ぐ
る
思
想
に
目
を
向
け
な
く
て
は
な
ら
な

い
。 

 

技
術
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
世
界
の
変
容
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
の
は
、
後
期
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
で
あ
っ
た
。
一
九
四
九
年
一
二
月
に
行
わ
れ
た
連
続
講

演
が
『
ブ
レ
ー
メ
ン
講
演
』
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
彼
の
技
術
論
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
彼
の
技
術
論
の
中
心
を
為
す
概
念
は
「
組
み

立
て
（G

estell

）
」
四

で
あ
る
。
人
間
は
技
術
に
対
し
て
中
立
的
で
、
彼
ら
は
み
ず
か
ら
の
意
志
に
基
づ
い
て
自
由
に
技
術
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
、
こ
の

よ
う
に
人
間
は
暗
黙
の
裡
に
信
じ
て
い
る
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
組
み
立
て
」
は
、
そ
の
よ
う
な
人
間
の
素
朴
な
思
考
を
残
酷
に
覆
す
五

。
技
術
時
代
に
あ
っ

て
、
人
間
は
も
は
や
自
然
の
存
在
物
を
、
単
に
そ
の
も
の
と
し
て
受
け
取
る
の
で
は
な
く
、
「
役
立
つ
も
の
（bestan

d

）
」
と
し
て
仕
立
て
る
（best

）

と
い
う
関
係
を
構
築
す
る
。

「
人
間
性
の
喪
失
」
、
こ
れ
は
現
代
社
会
に
生
き
る
人
間
が
み
ず
か
ら
の
生
き
る
世
界
に
批
判
を
向
け
る
際
に
用
い
る
常
套
句
で
あ
る
。
現
代
社
会
の
急
速
な
変

化
に
引
き
ず
ら
れ
て
、
無
数
に
引
き
裂
か
れ
て
い
く
伝
統
的
価
値
観
の
悲
鳴
が
こ
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。
大
拙
に
お
い
て
「
人
間
性
」
と
は
、
「
自
由
」

と
「
創
造
性
」
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
人
間
の
本
来
性
で
あ
り
、
そ
の
存
立
を
脅
か
す
敵
性
存
在
が
「
技
術
」
な
の
で
あ
る
。 

  

第
三
節 

技
術
論
の
視
座 

で
は
一
体
こ
う
し
た
挑
発
し
つ
つ
立
た
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
ら
は
、
ど
ん
な
理
（U

n
verborgen

h
eit

）
を
具
備
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
役
立
ち
の
た
め
に
立
つ
よ
う
に
、
し
か
も
次
の
仕
立
て
の
た
め
に
、
自
分
で
用
意
し
て
立
っ
て
い
る
よ
う
に
、
仕
立

て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
仕
立
て
ら
れ
る
も
の
は
、
自
分
の
独
自
の
立
つ
座
を
も
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
役
立
つ
も
の
と
呼
ん
で
い
る
。

六 

ellen

 

 297



 

そ
し
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
こ
の
事
態
を
人
間
性
に
と
っ
て
の
危
機
と
し
て
記
述
す
る
。 

人
間
は
技
術
の
中
に
あ
っ
て
、
単
に
眼
前
の
存
在
物
を
み
ず
か
ら
の
対
象
と
し
て
置
く
こ
と
は
で
き
ず
、
常
に
有
用
性
の
連
関
の
中
に
位
置
づ
け
る
よ
う
に
喚

起
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
喚
起
を
「
挑
発
（H

erau
sforderu

n
g

）
」
と
い
う
語
で
表
現
し
て
い
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
こ
の
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
ラ
イ
ン
河
の

例
え
を
用
い
て
い
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
作
品
中
で
そ
の
風
光
を
讃
え
ら
れ
た
ラ
イ
ン
河
と
、
水
力
発
電
所
の
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
た
ラ
イ
ン
河
と
は
、

そ
の
在
り
様
は
決
定
的
に
異
な
る
。
現
代
の
技
術
社
会
で
は
、
発
電
の
タ
ー
ビ
ン
を
廻
す
水
圧
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
仕
立
て
ら
れ
た
と
き
、
ラ
イ
ン
の
流

れ
は
、
も
は
や
人
間
の
「
対
象
」
、
主
観
の
向
こ
う
に
対
置
す
る
も
の
で
は
な
く
、
主
観
の
側
に
あ
ら
か
じ
め
取
り
込
ま
れ
た
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
た
だ
ラ
イ
ン
河
と
い
う
自
然
的
存
在
の
み
に
ま
つ
わ
る
問
題
で
は
な
い
。
技
術
に
よ
る
役
立
て
、
用
立
て
は
人
間
自
身
に
対
し
て
も
同

様
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

「
組
み
立
て
（G

estell

）
」
と
は
、
こ
の
よ
う
に
人
間
が
、
存
在
者
を
「
役
立
て
る
」
、
「
用
立
て
る
」
と
い
う
仕
方
で
現
出
さ
せ
る
構
造
の
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
い
う
な
れ
ば
、
客
観
と
し
て
立
て
ら
れ
た
存
在
者
を
主
観
が
ど
の
よ
う
に
役
立
て
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
主
観
が
そ
も
そ
も
役
立
つ
も
の

と
し
て
客
観
を
定
立
さ
せ
る
と
い
う
、
よ
り
根
源
的
な
事
態
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

「
組
み
立
て
」
の
構
造
は
人
間
を
音
も
な
く
取
り
込
ん
で
い
る
。
そ
し
て
人
間
自
身
は
そ
の
構
造
の
存
在
に
気
付
く
こ
と
も
な
い
。
こ
の
技
術
の
問
題
が
危
機

で
あ
る
の
は
、
人
間
と
世
界
と
の
関
わ
り
を
根
柢
か
ら
揺
る
が
し
て
い
る
と
い
う
事
実
だ
け
で
な
く
、
そ
の
こ
と
自
体
に
気
付
か
な
い
ま
ま
に
、
人
間
が
み
ず

か
ら
が
自
由
に
技
術
を
使
用
し
て
い
る
と
錯
覚
し
て
い
る
点
に
あ
る
の
で
あ
る
。 

   

と
こ
ろ
が
人
間
は
今
日
、
も
は
や
真
な
る
意
味
に
お
い
て
は
徹
頭
徹
尾
、
自
分
自
身
に
即
ち
人
間
の
本
性
に
出
逢
う
こ
と
は
な
い
。
人
間
は
か
く
ま
で
も

決
定
的
に
立
て
―
組
の
挑
発
の
連
鎖
の
中
に
立
っ
て
い
る
の
で
、
彼
は
な
ん
ら
そ
の
立
て
―
組
を
呼
び
求
め
と
し
て
聞
き
取
り
も
せ
ず
、
ま
た
自
分
自
身

が
か
く
呼
び
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
逃
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
七 
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特
に
聴
覚
と
視
覚
に
対
す
る
技
術
の
影
響
は
決
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
西
洋
思
想
の
伝
統
で
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
、
触
覚
、
味
覚
、
嗅
覚
、
聴
覚
、

視
覚
と
い
う
五
感
が
人
間
の
感
覚
器
官
に
根
ざ
し
た
認
識
と
し
て
定
立
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
前
三
者
は
自
然
物
と
の
直
接
的
関
係
を
特
徴
と
し
、

後
二
者
が
間
接
的
関
係
を
特
徴
と
す
る
と
い
う
点
で
対
比
関
係
に
あ
る
。
技
術
時
代
で
は
こ
の
後
二
者
の
知
覚
が
優
位
性
を
弥
増
し
に
押
し
進
め
ら
れ
る
よ
う

促
さ
れ
て
き
た
。 

 

ハ
イ
デ
ガ
ー
が
暴
い
た
技
術
論
の
問
題
圏
に
お
い
て
、
我
々
の
生
の
内
実
の
変
容
を
明
ら
か
に
し
た
研
究
と
し
て
、
河
上
正
秀
『
行
為
と
意
味 

技
術
時
代
の

人
間
像
』（
未
知
谷
、
一
九
九
三
年
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
の
所
論
は
、
大
拙
の
技
術
論
、
延
い
て
は
彼
の
自
由
論
を
闡
明
す
る
こ
と
に
直
結
す

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
そ
の
論
及
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

以
上
の
よ
う
な
技
術
論
が
語
ら
れ
始
め
て
既
に
半
世
紀
を
経
た
。
現
代
社
会
に
お
い
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
指
摘
は
、
古
び
て
い
く
ど
こ
ろ
か
、
よ
り
一
層
の
リ

ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
我
々
の
日
常
の
問
い
直
し
を
迫
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
、
そ
し
て
大
拙
の
生
き
た
時
代
に
比
し
て
、
技
術
の
力
が
よ

り
一
層
圧
倒
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
技
術
そ
の
も
の
は
ま
す
ま
す
存
在
の
背
後
へ
と
隠
蔽
さ
れ
て
い
く
と
い
う

逆
説
的
な
事
態
が
続
い
て
い
る
。
我
々
の
日
常
に
お
い
て
、
一
体
如
何
な
る
こ
と
が
起
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

聴
覚
に
お
い
て
は
、
ラ
ジ
オ
、
レ
コ
ー
ド
、
電
話
の
発
明
に
よ
っ
て
、
空
間
的
に
は
遠
く
、
時
間
的
に
は
過
去
の
音
声
を
、
保
存
し
、
伝
達
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
演
奏
さ
れ
た
音
楽
、
も
し
く
は
講
演
会
で
の
演
説
、
部
屋
で
対
面
し
な
が
ら
交
わ
す
言
葉
、
本
来
五
感
全
体
へ
の
広
が
り

を
も
っ
た
こ
れ
ら
の
経
験
は
、
記
録
や
伝
達
の
過
程
を
経
る
こ
と
で
聴
覚
情
報
に
一
元
化
さ
れ
る
。
そ
れ
は
人
間
が
、
本
来
も
つ
は
ず
の
経
験
の
広
が
り
を
切

り
捨
て
て
、
音
声
情
報
の
み
に
関
わ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
遠
く
に
あ
っ
た
も
の
を
近
く
へ
と
引
き
寄
せ
た
だ
け
で
は
な
く
、
保
存
さ
れ
た
情
報
は
本
来

 

現
代
社
会
に
お
け
る
技
術
の
進
歩
は
、
我
々
の
生
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
「
擬
似
的
」
な
も
の
へ
と
変
え
て
い
く
。
自
然
を
再
現
可
能
に
し
た
技
術
を
前
に
し

て
、
自
然
そ
の
も
の
が
も
は
や
必
要
と
さ
れ
ず
、
疑
似
自
然
が
前
景
へ
と
現
れ
て
く
る
こ
と
と
な
る
。
と
い
う
の
も
、「
自
然
」
と
「
疑
似
自
然
」
と
の
間
の
差

異
を
埋
め
る
べ
く
技
術
は
発
達
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
映
像
技
術
は
も
は
や
実
際
の
視
界
と
比
し
て
も
遜
色
な
い
き
め
細
や
か
さ
を
、
も
し
く
は
、
加
工
食

品
は
と
き
に
生
鮮
食
品
以
上
の
風
味
を
「
再
現
」
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
自
然
そ
の
も
の
が
精
巧
に
再
現
さ
れ
て
い
く
と
こ
ろ
で
は
、
む
し
ろ
「
生
～
～
」

と
い
う
形
で
、
本
来
的
な
自
然
が
観
念
化
、
神
話
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 
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し
か
し
、
人
間
に
残
さ
れ
た
わ
ず
か
な
積
極
性
に
つ
い
て
も
、
映
像
技
術
の
前
に
お
い
て
は
完
全
に
押
収
さ
れ
て
し
ま
う
。
す
な
わ
ち
、
視
覚
に
対
す
る
技

術
の
支
配
力
は
聴
覚
に
対
す
る
そ
れ
と
比
し
て
も
圧
倒
的
で
あ
る
。
音
声
情
報
を
前
に
し
た
人
間
の
想
像
力
は
、
鮮
明
な
映
像
が
放
映
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
お
い

て
は
放
逐
さ
れ
て
し
ま
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

 

望
遠
鏡
、
顕
微
鏡
の
発
明
に
よ
っ
て
、
人
と
自
然
と
の
距
離
感
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
対
象
を
拡
大
し
、
縮
小
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
は
そ
れ
ま
で

見
え
な
か
っ
た
世
界
を
見
え
る
よ
う
に
し
た
。
レ
ン
ズ
を
媒
介
と
す
る
こ
と
で
、
我
々
は
細
菌
の
世
界
か
ら
銀
河
系
の
果
て
ま
で
を
も
、
み
ず
か
ら
の
視
界
へ

と
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
肉
眼
に
よ
っ
て
把
捉
さ
れ
て
い
た
世
界
に
加
え
て
、
レ
ン
ズ
が
可
視
化
し
た
世
界
、
さ
ら
に
は
映
像

技
術
が
引
き
寄
せ
る
視
覚
世
界
が
、
我
々
の
生
活
深
く
に
浸
透
し
て
き
た
。
し
か
し
、
問
題
は
こ
の
可
視
化
の
構
造
が
視
る
者
に
と
っ
て
自
覚
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
眼
鏡
を
か
け
る
人
に
レ
ン
ズ
が
見
え
な
い
」
八

よ
う
に
、
映
像
技
術
を
通
じ
て
知
覚
さ
れ
る
視
覚
世
界
は
、
そ
れ
が
技
術
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
な
い
。
技
術
の
発
展
は
ま
さ
に
、
現
実
と
寸
分
違
わ
ぬ
世
界
を
構
成
す
る
と
こ
ろ
に
向
か
う
か
ら
で
あ
る
。
人
は
無
自

覚
の
う
ち
に
、
技
術
を
通
じ
て
与
え
ら
れ
た
知
覚
に
拘
束
さ
れ
て
お
り
、「
目
線
の
延
長
線
上
で
し
か
モ
ノ
を
対
象
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
」
九

く
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

先
に
触
覚
、
味
覚
、
嗅
覚
の
三
者
が
対
象
と
直
接
的
に
関
わ
る
知
覚
で
あ
り
、
聴
覚
と
視
覚
が
対
象
へ
の
間
接
的
な
知
覚
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
た
。
前
三
者

の
知
覚
が
対
象
と
直
接
触
れ
る
か
、
限
り
な
く
接
近
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
二
者
は
対
象
と
の
間
に
一
定
の
距
離
（
遠
さ
）
が
あ
る
こ
と
を

こ
う
し
て
、
技
術
時
代
に
お
い
て
人
の
経
験
は
視
覚
を

も
優
位
な
る
も
の
と
し
て
再
構
築
さ
れ
る
。
先
に
、
音
声
技
術
を
通
じ
て
聴
覚
が
他
の
知
覚
を
捨

象
し
て
み
ず
か
ら
へ
一
元
化
し
て
い
く
様
に
言
及
し
た
が
、
同
質
の
、
そ
し
て
よ
り
強
烈
な
現
象
が
視
覚
へ
の
一
元
化
と
し
て
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
映
像

技
術
の
発
展
は
単
に
視
覚
の
み
の
問
題
に
止
ま
ら
な
い
。
リ
ア
ル
な
映
像
を
前
に
し
た
と
き
、
人
は
視
覚
に
伴
っ
て
触
覚
な
ど
他
の
諸
知
覚
に
お
い
て
も
リ
ア

リ
テ
ィ
を
増
長
さ
せ
る
。
こ
こ
に
至
り
、
人
間
の
知
覚
の
逆
転
が
起
こ
る
。 

一
回
的
で
あ
っ
た
経
験
を
反
復
可
能
な
も
の
へ
と
変
え
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
聞
き
手
は
こ
の
聴
覚
情
報
を
元
に
本
来
の
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
や
部
屋
の
雰
囲
気

を
想
像
力
に
よ
っ
て
補
完
す
る
こ
と
で
、
聴
覚
情
報
か
ら
経
験
を
構
築
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
の
補
完
の
在
り
様
、
想
像
力
の
内
容
は
聞
き
手
で
あ
る
人

間
の
側
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
技
術
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
人
間
に
も
わ
ず
か
な
が
ら
積
極
性
も
し
く
は
能
動
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
。 
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以
上
の
よ
う
な
知
覚
の
変
容
は
、
人
間
と
世
界
と
の
間
に
「
技
術
」
の
構
造
が
不
可
避
に
介
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
「
技
術
」
の
み
な
ら
ず
、

「
道
具
」
も
ま
た
、
人
間
が
世
界
を
関
わ
る
際
に
介
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、「
技
術
」
と
「
道
具
」
の
間
に
は
明
確
な
差
異
が
あ
る
。
人
が
「
道
具
」
を

用
い
て
世
界
と
関
わ
る
と
き
、「
道
具
」
は
あ
く
ま
で
も
身
体
の
延
長
と
し
て
、
人
間
の
側
に
属
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
万
年
筆
を
揮
っ
て
字
を
書
く
と
き
、
意

識
の
対
象
は
綴
ら
れ
た
字
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
万
年
筆
の
存
在
は
意
識
化
さ
れ
ず
に
い
る
。
も
し
人
が
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
と
し
て
、
彼
が
自
身
の
利
き
腕
を

「
道
具
」
と
し
て
意
識
す
る
こ
と
は
な
い
の
と
同
様
、
万
年
筆
は
身
体
の
一
部
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
人
と
世
界
の
間
の
媒
介
と
い
っ
て
も
、
「
道
具
」

が
「
道
具
」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
限
り
、
そ
れ
は
人
と
世
界
の
直
接
の
関
係
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。 

 

他
方
、「
技
術
」
に
お
い
て
は
事
情
が
異
な
る
。
現
代
社
会
に
浸
透
し
て
い
る
「
技
術
」
は
、
人
と
世
界
と
の
直
接
の
関
わ
り
に
割
り
込
ん
で
く
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
世
界
全
体
が
「
技
術
」
を
通
じ
て
露
わ
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

技
術
が
遠
く
に
あ
る
も
の
を
近
く
へ
引
き
寄
せ
る
と
き
、
当
初
近
く
に
あ
っ
た
も
の
は
退
化
し
、
隠
蔽
さ
れ
て
い
く
。
触
覚
、
味
覚
、
嗅
覚
、
聴
覚
は
、
視
覚

の
も
つ
支
配
力
の
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
と
き
、
実
体
感
の
在
処
が
視
覚
に
偏
在
す
る
と
い
う
新
た
な
事
態
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。 

前
提
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
技
術
時
代
に
お
け
る
知
覚
の
変
容
は
、
視
覚
へ
の
一
元
化
と
し
て
こ
の
距
離
感
を
逆
転
さ
せ
る
。 

   
そ
し
て
技
術
そ
の
も
の
が
志
向
対
象
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
分
だ
け
世
界
が
背
後
へ
退
い
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
つ
ね
に
起
こ
っ
て
く
る
可
能
性
が

あ
る
。
技
術
は
そ
れ
自
体
で
人
間
と
の
リ
ア
ル
で
直
接
的
な
関
係
に
あ
る
か
に
見
え
て
、
実
は
そ
れ
が
世
界
と
一
体
化
す
る
た
め
に
人
間
と
の
間
接
的
関

視
覚
が

良
の
基
準
に
な
る
と
こ
ろ
、
そ
こ
で
は
他
の
知
覚
が
退
去
・
退
化
す
る
。
よ
り
正
し
く
い
え
ば
、
視
覚
は
技
術
化
と
と
も
に
そ
れ
自
体
の
う
ち

に
他
の
も
ろ
も
ろ
の
知
覚
を
収
斂
し
一
元
化
す
る
。
そ
し
て
モ
ノ
の
認
識
の
知
覚
手
続
き
は
、
視
覚
を
上
位
と
す
る
特
有
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
生
む
。
モ

ノ
の
実
在
感
は
ま
ず
像
化
さ
れ
た
世
界
、
像
（
と
し
て
の
）
世
界
に
お
い
て
初
め
て
成
立
を
み
、
こ
れ
に
他
の
知
覚
が
従
属
す
る
と
い
う
逆
転
の
構
図
で

現
れ
る
。
一
〇 
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 こ

れ
は
、
先
程
ま
で
問
題
に
し
て
き
た
知
覚
の
直
接
性
と
間
接
性
を
そ
の
ま
ま
な
ぞ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
大
拙
に
お
い
て
も
、
こ
の
こ
と
は
単
な
る
知
覚

の
記
述
に
止
ま
ら
ず
、
具
体
性
と
抽
象
性
と
い
う
自
身
の
価
値
概
念
に
配
当
さ
れ
て
い
く
。 

「
技
術
」
の
構
造
を
通
じ
て
し
か
人
間
は
世
界
と
交
渉
し
え
な
く
な
る
。
技
術
社
会
が
新
た
に
生
み
出
し
た
人
間
の
危
機
は
、
再
び
人
間
の
自
由
を
問
い
直
す

こ
と
と
な
る
。 

以
上
の
河
上
の
論
は
、
大
拙
自
身
の
抱
い
て
い
た
危
機
意
識
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
。
大
拙
の
『
東
洋
と
西
洋
』（
一
九
四
八
年
）
は
、
人
間
の
六
感
を
主
題
に

し
た
六
つ
の
文
章
を
収
録
し
て
い
る
一
二

。
そ
の
う
ち
「
妙
触
宣
明
」
と
題
し
た
文
章
中
で
彼
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

     

第
四
節 

身
体
の
表
現
可
能
性 

眼
は

も
知
性
的
で
あ
る
。
従
つ
て
抽
象
的
で
あ
る
。
耳
は
こ
れ
に
つ
ぐ
。
耳
は
寧
ろ
情
性
的
で
あ
る
。
鼻
と
舌
と
に
な
る
と
余
程
具
体
的
で
実
感
的
・

肉
体
的
に
な
る
。
或
る
意
味
で
は
、
鼻
と
舌
と
は
身
の
局
部
的
に
限
定
せ
ら
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
。
嗅
覚
の
世
界
は
必
ず
し
も
接
触
を
必
要
と
し
な
い

が
、
眼
や
耳
の
場
合
に
比
べ
る
と
、
近
接
の
度
は
減
少
し
て
ゐ
る
〔
マ
マ
・
蓮
沼
一
三

〕
。
併
し
或
る
場
合
で
は
殆
ん
ど
接
触
を
必
要
と
さ
へ
す
る
の
で
あ

る
。
舌
に
至
り
て
は
、
離
れ
て
ゐ
て
は
そ
の
用
を
な
さ
な
い
、
皮
膚
の
や
う
に
近
づ
く
こ
と
を
要
求
す
る
。
（
『
全
集
』
第
二
十
一
巻
、
二
八
一
頁
） 

係
に
お
い
て
し
か
意
味
を
も
た
な
く
な
る
。
そ
の
と
き
退
行
現
象
は
人
間
と
世
界
と
の
あ
い
だ
で
生
じ
、
ま
た
近
接
化
・
近
似
化
は
人
間
と
技
術
と
の
あ

い
だ
で
顕
現
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
一
一 

目
や
耳
は
、
必
ず
し
も
其
物
に
直
接
触
れ
な
く
て
も
、
其
物
の
存
在
や
性
格
を
知
覚
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
で
耳
や
目
は
、
鼻
よ
り
も
余
計
に
知
性
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視
覚
、
そ
し
て
聴
覚
に
よ
る
知
覚
は
対
象
と
の
距
離
を
保
っ
た
ま
ま
に
把
握
す
る
と
い
う
意
味
で
、
抽
象
性
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
手
で
触
れ
る

こ
と
、
触
覚
に
よ
る
認
識
は
対
象
と
の
直
接
的
な
交
流
で
あ
り
、
そ
れ
を
自
他
の
相
即
相
入
関
係
と
ま
で
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
差
異
は
「
道
具
」
と
「
技
術
」

の
間
の
差
異
と
し
て
も
語
ら
れ
る
。 

マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
（
一
八
六
九
～
一
九
四
八
年
）
の
糸
車
は
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
繊
維
工
業
か
ら
の
経
済
的

   

昔
は
手
工
と
云
つ
て
も
手
で
も
の
を
拵
へ
た
。
印
度
の
ガ
ン
ヂ
ー
は
何
で
も
紡
績
機
械
を
使
は
な
い
で
、
昔
の
我
等
の
親
達
が
や
ら
れ
た
手
車
で
織
物
を

や
る
の
が
宜
い
と
唱
へ
て
居
る
。
あ
れ
も
機
械
は
機
械
だ
け
れ
ど
も
、
あ
れ
に
は
余
程
人
間
の
手
が
触
れ
て
居
る
。
人
間
の
直
接
の
は
た
ら
き
が
加
は
つ

て
居
る
。
…
…
こ
れ
に
反
し
て
我
々
の
近
代
文
明
に
な
る
と
い
ふ
と
、
機
械
と
い
ふ
も
の
が
、
益
々
複
雑
に
な
り
、
益
々
緻
密
に
な
り
、
益
々
自
動
的
に

な
つ
て
、
我
等
の
手
と
離
れ
、
我
等
の
身
体
と
離
れ
て
、
独
立
の
存
在
を
持
つ
て
来
る
。
さ
う
し
て
そ
の
独
立
の
存
在
が
、
物
・
力
と
い
ふ
形
で
、
却
つ

て
我
等
に
向
つ
て
圧
迫
を
加
へ
て
来
る
。
…
…
そ
れ
が
力
で
あ
る
、
科
学
で
あ
る
、
機
械
で
あ
る
、
人
間
の
手
を
放
れ
て
独
立
し
た
魔
の
力
で
あ
る
。（
『
全

集
』
第
十
六
巻
、
一
五
三
～
一
五
四
頁
） 

手
は
時
間
的
で
あ
り
、
目
は
空
間
的
で
あ
る
と
云
へ
る
。
時
間
的
な
る
も
の
は
具
象
的
で
あ
り
、
空
間
的
な
も
の
は
抽
象
的
で
あ
る
。
触
れ
る
と
云
ふ
こ

と
は
、
そ
の
物
に
親
し
む
こ
と
で
あ
る
、
即
ち
そ
の
物
の
す
べ
て
か
又
は
そ
の
一
部
か
を
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
で
あ
る
、
又
そ
れ
と
同
時
に
自
分
の

も
の
を
他
に
伝
へ
る
こ
と
で
あ
る
。
人
間
は
手
を
通
し
て
自
己
と
他
己
と
の
相
即
相
入
的
関
係
に
這
入
る
と
云
つ
て
よ
い
。
（
『
全
集
』
第
二
十
一
巻
、
二

五
九
頁
） 

的
・
概
念
的
・
抽
象
的
で
あ
り
、
随
つ
て
高
級
と
も
云
ひ
得
る
。
そ
れ
だ
け
に
耳
と
目
と
は
却
つ
て
具
体
性
に
欠
け
て
居
て
、
そ
れ
か
ら
出
る
あ
ら
ゆ
る

弱
点
を
持
つ
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
。
（
『
全
集
』
第
二
十
一
巻
、
二
六
九
頁
） 
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い
ま
、
大
拙
の
自
由
論
と
技
術
を
め
ぐ
る
考
察
は
、「
身
体
」
と
い
う
主
題
へ
と
至
っ
た
が
、
大
拙
が
「
身
体
」
を
直
接
禅
思
想
の
中
心
概
念
に
据
え
た
か
と

 

こ
こ
で
第
二
章
で
考
察
し
た
悟
り
の
「
動
性
」
を
思
い
返
し
た
い
。
大
拙
と
道
元
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
意
味
で
悟
り
の
「
動
性
」
を
重
要
視
し
て
い

た
。
道
元
が
修
証
を
未
来
に
向
か
っ
て
不
断
に
、
更
新
的
に
、
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
を
動
性
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
大
拙
は
体
用
論
的
な
枠
組
み
の
中

で
、
静
な
る
「
体
」
が
、
「
用
」
と
し
て
「
動
き
出
す
」
と
い
う
こ
と
を
、
「
動
性
」
と
み
な
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
道
元
が
仏
行
と
し
て
の
「
只
管
打
坐
」

を
標
榜
し
た
の
に
対
し
て
、
大
拙
（
も
し
く
は
中
国
禅
）
は
多
様
な
表
現
可
能
性
を
身
体
に
認
め
て
い
た
。 

 

こ
れ
ら
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
大
拙
の
禅
思
想
が
「
身
体
」
を
不
可
避
な
要
素
と
し
て
も
つ
こ
と
が
改
め
て
喚
起
さ
れ
る
。「
動
性
」
の
問
題
も
、「
行
為
」

の
問
題
も
、
結
局
、
身
体
な
く
し
て
云
為
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
テ
ー
マ
だ
か
ら
で
あ
る
。
大
拙
の
自
由
論
が
技
術
時
代
へ
の
危
機
と
し
て
論
じ
ら
れ
た
こ
と

は
、「
技
術
」
が
人
格
（
悟
り
と
い
う
心
理
態
も
含
め
た
心
の
は
た
ら
き
）
の
表
現
の
場
で
あ
る
「
身
体
」
か
ら
そ
の
表
現
可
能
性
を
取
り
上
げ
、
逆
に
技
術
の

構
造
の
中
に
人
格
を
取
り
込
も
う
と
い
う
疎
外
現
象
が
生
じ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。 

に
独
立
す
る
た
め
の
運
動
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
イ
ン
ド
の
伝
統
的
手
法
を
貫
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
依
拠
し
な
い
産
業
の
確
立
を

企
図
し
て
い
た
の
だ
と
語
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
大
拙
は
、
単
に
伝
統
的
手
法
と
い
う
以
上
に
、
独
立
し
た
動
力
を
有
す
る
機
械
の
も
つ
力
、
圧
迫
感
へ

の
忌
避
と
い
う
文
脈
で
ガ
ン
ジ
ー
の
糸
車
を
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
み
ず
か
ら
力
を
加
え
る
と
い
う
契
機
が
存
す
る
か
ど
う
か
が
、「
道
具
」
と

「
技
術
」
の
差
異
を
生
み
出
す
。
同
様
の
関
係
が
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
ペ
ン
、
毛
筆
と
い
う
例
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
三
様

に
書
か
れ
た
文
字
に
お
い
て
は
、
心
の
働
き
の
現
れ
方
が
異
な
る
と
い
う
。
画
一
化
さ
れ
た
フ
ォ
ン
ト
を
打
ち
出
す
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
は
論
外
と
し
て
、
硬
質

な
ペ
ン
と
柔
軟
な
毛
筆
に
お
い
て
も
自
由
の
は
た
ら
き
方
に
差
が
生
じ
る
。
こ
の
違
い
を
突
き
詰
め
て
い
く
と
、
人
が
身
体
を
通
じ
て
ど
れ
程
自
身
の
力
を
伝

達
し
て
い
け
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
道
具
は
、
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
身
体
の
延
長
と
し
て

筋
力
の
伝
達
を
可
能
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
機
械
は
人
間
の
外
部
に
動
力
を
も
つ
と
い
う
点
で
、
人
格
の
表
現
可
能
性
が
欠
如
し
て
い
る
の
で
あ
る
一
四

。 

  

第
五
節 

「
大
地
性
」
概
念
の
裏
側 
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で
は
、
両
者
の
対
比
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
、「
大
地
性
」
の
概
念
は
「
農
業
」
を
中
心
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
農
作
業

は
人
間
の
身
体
を
疲
弊
さ
せ
る
と
同
時
に
、
人
間
の
自
己
本
位
な
慮
り
を
退
け
る
。
人
間
が
土
を
支
配
す
る
自
然
の
法
則
に
、
私
心
を
棄
て
て
関
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
土
は
そ
の
報
酬
と
し
て
自
然
の
実
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
北
野
裕
通
は
そ
の
よ
う
に
、
農
作
業
を
通
じ
て
身
体
と
知
性
が
そ
れ
ぞ
れ
否
定
と
肯
定
を

経
験
す
る
在
り
様
を
「
大
地
性
」
の
禅
的
側
面
と
し
て
描
出
し
た
。
そ
し
て
、「
泥
」
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
、
大
地
に
勤
し
む
人
間
が
、
自
身
を
極
悪
人
と
し

て
自
覚
し
、
絶
対
的
存
在
か
ら
の
救
い
を
希
求
す
る
と
こ
ろ
に
、
「
大
地
性
」
の
浄
土
教
的
側
面
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
一
六

。 

 

鎌
倉
時
代
に
至
っ
て
初
め
て
仏
教
が
日
本
化
し
た
と
す
る
「
日
本
的
霊
性
」
の
宗
教
史
は
、
お
の
ず
と
平
安
期
の
仏
教
に
対
す
る
批
判
を
孕
む
こ
と
と
な
る
。

そ
し
て
、
平
安
時
代
ま
で
の
古
代
仏
教
と
鎌
倉
以
後
の
仏
教
と
を
象
徴
的
に
表
現
し
た
言
葉
が
「
天
日
」
と
「
大
地
」
で
あ
っ
た
。 

奈
良
・
平
安
期
の
仏
教
が
「
天
日
」
と
し
て
象
徴
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
未
だ
民
衆
に
根
付
か
な
い
国
家
も
し
く
は
貴
族
の
宗
教
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
示
さ
れ
る
。
一
般
に
古
代
の
日
本
仏
教
史
は
、
各
宗
が
律
令
制
下
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
国
家
の
管
理
、
保
護
を
受
け
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
八
宗
が
国

家
の
安
泰
を
祈
念
す
る
と
い
う
、
国
家
と
仏
教
の
相
互
関
係
を
中
心
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。「
鎮
護
国
家
」
を
大
義
と
す
る
こ
と
で
、
仏
教
は
日
本
の
政
治
シ

ス
テ
ム
の
中
に
定
着
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
そ
れ
故
に
南
都
北
嶺
の
仏
教
は
、
国
家
の
中
枢
を
担
う
朝
廷
や
貴
族
た
ち
の
周
囲
に
活
動
の
中
心
を
置

い
て
い
た
。
官
僧
た
ち
に
よ
る
学
問
研
究
も
ま
た
未
だ
社
会
全
体
に
還
元
さ
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
大
拙
は
こ
の
よ
う
に
仏
教
が
学
問
や
政
治
と
い
う
社

会
の
上
層
部
で
の
み
受
容
さ
れ
て
い
る
様
子
を
、「
天
日
」
と
評
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
鎌
倉
期
の
仏
教
が
「
大
地
性
」
を
担
う
も
の
と
し
て
象
徴
化
さ
れ
る
の

も
、
こ
の
民
衆
へ
の
伝
播
と
い
う
点
に
依
る
。
農
民
も
し
く
は
武
士
と
い
っ
た
大
地
と
関
わ
る
人
々
、
す
な
わ
ち
農
業
に
携
わ
る
人
間
た
ち
の
間
に
、
禅
や
浄

土
教
が
受
容
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
教
の
日
本
化
が
達
成
さ
れ
た
の
だ
と
大
拙
は
主
張
す
る
。 

い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
彼
は
「
身
体
」
の
意
義
を
示
す
に
あ
た
っ
て
、
独
自
の
表
現
を
用
い
た
。
そ
れ
が
「
大
地
性
」
の
概
念
で
あ
る
。
第
五
章
冒
頭
で
行

っ
た
「
日
本
的
霊
性
」
の
概
念
分
析
で
は
割
愛
し
た
が
、
著
作
『
日
本
的
霊
性
』
で
は
「
大
地
性
」
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
据
え
ら
れ
て
い
る
。
大
拙
の
自

由
論
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
、
以
下
、
議
論
の
焦
点
を
こ
の
概
念
に
移
す
こ
と
に
し
た
い
。
と
は
い
え
、
大
拙
の
論
述
の
曖
昧
さ
も
手
伝
っ
て
か
、
こ
の
「
大

地
性
」
と
い
う
概
念
の
正
体
は
非
常
に
掴
み
に
く
い
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
何
人
か
の
論
者
が
こ
の
概
念
の
意
義
の
解
明
を
試
み
て
い
る
一
五

。
本
論
は
そ
れ
ら
の

成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
の
概
念
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。 
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華
厳
教
学
の
四
法
界
が
示
し
て
い
た
よ
う
に
、
理
は
「
理
」
と
し
て
観
念
化
さ
れ
た
時
点
で
、
抽
象
化
を
免
れ
な
い
。
大
拙
に
と
っ
て
「
理
」
と
は
「
事
」

に
お
い
て
作
用
す
る
具
体
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。「
日
本
的
霊
性
」
も
し
く
は
「
霊
性
的
自
覚
」
と
い
っ
た
場
合
も
同
様
で
、
そ
れ
は
何
ら
か
の
実
体
的
な
概
念

で
は
な
い
。
そ
れ
は
常
に
人
間
の
活
動
の
根
柢
に
お
い
て
は
た
ら
く
も
の
で
あ
り
、
は
た
ら
き
そ
の
も
の
を
通
じ
て
自
覚
し
た
と
き
（
は
た
ら
き
が
は
た
ら
き

自
身
を
自
覚
す
る
）
、
そ
の
内
容
が
「
霊
性
的
自
覚
」
と
い
う
形
で
観
念
化
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
人
間
の
活
動
を
離
れ
て
「
霊
性
」
と
い
う
も
の
を
措
定
す
る
こ

と
は
大
拙
の
意
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

他
方
、
堀
尾
孟
は
「
大
地
」
を
「
超
個
己
」
と
「
個
己
」
の
相
即
関
係
が
成
立
す
る
場
所
、
「
「
即
」
の
事
の
現
場
」
と
解
釈
す
る
。
霊
性
的
普
遍
と
個
己
的

個
性
と
が
、
そ
こ
で
一
つ
に
切
り
結
ぶ
媒
介
と
し
て
「
大
地
」
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
「
大
地
」
を
「
単
に
い
わ
ゆ
る
自
然
生
命
が
芽
吹
き
枯
死
す
る

土
壌
（soil

）
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
自
己
意
識
的
一
生
命
体
と
し
て
の
人
間
が
、
種
々
の
思
い
を
懐
い
て
そ
こ
か
ら
生
れ
、
思
い
の
成
就
と
し
て
そ

こ
へ
と
死
に
行
く
、
そ
う
い
う
生
死
成
就
の
絶
対
の
地
を
意
味
し
て
い
る
」
と
論
じ
る
一
七

。 

 

以
上
の
よ
う
な
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、「
大
地
性
」
概
念
の
輪
郭
は
十
分
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
本
論
の
解
釈
も
こ
の
両
研
究
と
異
な
る
も
の
で
は
な
い

が
、
先
の
自
由
論
、
技
術
論
の
考
察
を
踏
ま
え
て
若
干
の
補
足
を
加
え
た
い
。
大
拙
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。 

先
の
堀
尾
説
は
こ
の
一
節
を
踏
ま
え
て
「
生
死
成
就
の
絶
対
の
地
」
と
評
し
て
い
た
が
、
本
論
も
ま
た
「
大
地
」
を
「
生
命
」
と
い
う
観
点
か
ら
解
釈
し
た
い
。

  

い
ま
こ
こ
で
、
そ
の
人
間
の
活
動
の
総
体
を
「
生
命
」
と
み
な
す
な
ら
ば
、
「
霊
性
」
と
は
「
生
命
そ
の
も
の
」
で
あ
り
、
「
霊
性
的
自
覚
」
と
は
「
生
命
が

天
日
は
有
難
い
に
相
違
な
い
。
又
こ
れ
な
く
て
は
生
命
は
な
い
。
生
命
は
み
な
天
を
指
し
て
居
る
。
が
、
根
は
ど
う
し
て
も
大
地
に
下
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

大
地
に
係
は
り
の
な
い
生
命
は
、
本
当
の
意
味
で
生
き
て
居
な
い
。
天
は
畏
る
べ
き
だ
が
大
地
は
親
し
む
べ
く
愛
す
べ
き
で
あ
る
。
大
地
は
い
く
ら
踏
ん

で
も
叩
い
て
も
お
こ
ら
ぬ
。
生
れ
る
も
大
地
か
ら
だ
。
死
ね
ば
固
よ
り
そ
こ
に
帰
る
。
天
は
ど
う
し
て
も
仰
が
ね
ば
な
ら
ぬ
、
自
分
を
引
取
つ
て
は
呉
れ

ぬ
。
天
は
遠
い
、
地
は
近
い
。
大
地
は
ど
う
し
て
も
、
母
で
あ
る
。
愛
の
大
地
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
具
体
的
な
も
の
は
な
い
。
宗
教
は
実
に
此
具
体
的
な

も
の
か
ら
で
な
い
と
発
生
し
な
い
。
（
『
全
集
』
第
八
巻
、
四
五
頁
） 
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「
大
地
性
」
が
生
命
の
サ
イ
ク
ル
へ
の
直
接
の
接
触
を
意
味
す
る
と
き
、
「
技
術
」
が
も
た
ら
す
危
機
も
よ
り
鮮
明
に
そ
の
姿
を
現
す
。
「
技
術
」
と
は
、
人

間
が
世
界
を
知
覚
す
る
際
に
、
両
者
の
間
に
立
ち
は
だ
か
る
媒
介
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
世
界
と
直
接
的
に
触
れ
あ
う
こ
と
を
求
め
る
大
拙
の
「
自
由
論
」
と

対
立
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
い
う

G
estell

（
組
み
立
て
）
は
、
自
然
の
存
在
者
を
「
役
立
て
る
」
と
い
う
観
点
の
元
に
現
出
さ
せ
る
構

 

大
拙
が
悟
り
を
「
動
性
」
と
し
て
記
述
し
た
こ
と
は
、
人
間
の
生
命
の
活
動
性
に
根
拠
を
も
つ
。
そ
し
て
そ
れ
と
同
様
に
、
環
境
世
界
も
本
来
、
言
語
に
よ

っ
て
切
り
取
ら
れ
る
以
前
に
は
動
的
に
生
成
流
転
し
て
い
る
。
人
間
が
本
来
的
動
性
を
有
す
る
の
も
、
人
間
が
世
界
を
構
成
す
る
自
然
の
一
部
で
あ
る
か
ら
で

あ
り
、
人
間
と
世
界
は
生
命
の
活
動
と
い
う
点
に
お
い
て
同
根
で
あ
る
。「
大
地
」
に
触
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
み
ず
か
ら
主
体
的
に
自
然
の
生
命
活
動
へ
と
再

帰
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
主
体
的
で
あ
る
が
、
北
野
の
い
う
よ
う
に
「
人
間
本
位
な
知
性
」
を
否
定
し
て
い
く
と
い
う
点
で
、「
無
我
」
と
表
現
さ
れ

る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、「
無
分
別
の
分
別
」
と
は
、
実
践
的
に
は
、
人
間
が
自
己
を
取
り
巻
く
世
界
の
生
命
活
動
と
帰
一
し
て
い
き
な
が
ら
、
そ
の

生
命
に
即
し
て
主
体
的
に
活
動
し
て
い
く
様
態
を
意
味
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
活
動
性
に
よ
っ
て
瞬
間
瞬
間
に
新
た
な
姿
を
見
せ
る
世
界

を
、
「
そ
の
ま
ま
」
捉
え
て
、
表
現
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
大
拙
の
い
う
「
自
由
」
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
一
文
が
端
的
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
直
接
」
「
大
地
に
」
「
触
れ
」
る
こ
と
こ
そ
が
、
大
拙
の
要
請
し
た
人
間
性
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

生
命
自
身
を
自
覚
す
る
こ
と
」
と
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
生
命
活
動
を
離
れ
た
実
体
と
し
て
生
命
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
具
体
的
生
命
を
抽
象
化
し
て
し
ま
う

こ
と
と
な
り
退
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

他
方
、
大
拙
の
い
う
よ
う
に
「
大
地
」
と
は
「
生
れ
来
て
」
ま
た
「
死
し
て
帰
る
」
場
所
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
命
の
サ
イ
ク
ル
全
体
を
象
徴
し
て
い
る

と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
農
業
と
は
、
そ
の
生
命
の
サ
イ
ク
ル
に
「
直
接
」
「
触
れ
る
」
営
み
に
他
な
ら
な
い
。
大
拙
に
と
っ
て
、
「
農
」
へ
の
関
与
は
そ
れ
自

体
と
し
て
理
想
化
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
人
間
を
取
り
巻
く
生
命
活
動
に
「
手
を
通
し
て
」「
相
即
相
入
的
関
係
に
這
入
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
希
求
さ
れ
た

の
で
あ
る
。 

 

 

南
都
北
嶺
の
仏
教
、
何
れ
も
人
間
的
真
実
性
を
欠
い
て
居
る
。
直
接
に
大
地
に
触
れ
て
居
な
い
か
ら
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
八
巻
、
四
七
頁
） 
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造
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
世
界
を
「
そ
の
ま
ま
」
に
知
覚
し
て
い
こ
う
と
す
る
大
拙
の
立
場
と
は
正
反
対
に
あ
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
大
拙
は
「
日
本
的
霊
性
」

と
は
異
な
る
文
脈
に
お
い
て
、
「
大
地
」
と
「
機
械
」
を
対
比
さ
せ
る
発
言
を
残
し
て
お
り
、
上
述
の
考
察
の
妥
当
性
を
証
拠
づ
け
て
い
る
。 

以
上
の
考
察
か
ら
、「
大
地
性
」
と
い
う
概
念
が
、
単
に
農
業
を
通
じ
た
人
間
の
宗
教
的
徳
育
や
、
霊
性
的
自
覚
の
場
で
あ
る
と
い
う
以
上
に
、
世
界
に
対
し
て

「
身
体
に
よ
っ
て
」「
直
接
的
に
」
関
わ
ろ
う
と
す
る
人
間
本
来
の
知
覚
の
在
り
様
を
復
権
さ
せ
よ
う
と
し
た
概
念
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

大
拙
の
「
日
本
的
霊
性
」
と
は
、
日
本
が
軍
国
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
下
で
戦
争
に
突
き
進
ん
で
い
く
時
代
に
、
あ
る
べ
き
宗
教
の
姿
を
自
国
の
仏
教
史
の

中
に
見
出
そ
う
と
い
う
理
念
的
構
想
で
あ
っ
た
。「
大
地
性
」
と
い
う
概
念
は
表
向
き
、
鎌
倉
時
代
に
農
民
た
ち
に
仏
教
が
受
容
さ
れ
た
と
い
う
民
主
的
側
面
を

掲
げ
た
も
の
と
し
て
受
け
取
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
裏
で
は
、
技
術
時
代
に
お
い
て
疎
外
さ
れ
て
い
く
人
間
性
の
危
機
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
が
込
め
ら
れ

た
理
念
だ
っ
た
の
で
あ
る
一
八

。 

   

農
業
の
工
業
化
は
中
止
せ
ら
れ
ぬ
、
手
工
の
機
械
化
も
抑
止
す
る
わ
け
に
行
か
ぬ
と
な
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
人
間
生
活
は
益
々
大
地
を
遠
ざ
か
る
よ
り
外

な
く
な
る
。
併
し
吾
等
は
ど
う
し
て
も
大
地
を
離
れ
て
は
な
ら
ぬ
と
云
ふ
と
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。 

併
し
吾
等
は
ど
う
し
て
も
大
地
を
離
れ
る
わ
け
に
行
か
ぬ
の
で
あ
る
。
大
空
を
翔
け
る
飛
行
機
も
基
地
が
な
け
れ
ば
飛
べ
ぬ
、
又
降
り
れ
ば
必
ず
大
地

に
降
り
る
。
虚
空
を
通
ず
る
と
云
ふ
無
線
電
信
も
大
地
が
な
く
て
は
何
の
働
き
も
な
さ
ぬ
。
吾
等
が
機
械
文
化
に
よ
り
て
得
る
と
こ
ろ
の
恩
沢

―
実
際

生
活
上
の
恩
沢

―
は
、
実
に
云
ひ
知
れ
ぬ
も
の
が
あ
る
。
併
し
吾
等
は
亦
こ
れ
が
た
め
に
い
つ
も
浮
き
足
が
ち
に
さ
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
、
即
ち

機
械
に
使
役
せ
ら
れ
て
そ
の
一
部
分
と
な
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
二
十
一
巻
、
三
二
〇
頁
） 

困
難
の

も
基
本
的
な
も
の
は
、
近
代
生
活
が
い
や
が
上
に
も
大
地
を
離
れ
ん
と
す
る
傾
向
を
示
す
と
こ
ろ
に
在
る
の
で
あ
る
。
即
ち
機
械
文
化
が
近
代

人
に
加
へ
て
来
る
枷
鎖
の
益
々
緊
し
く
な
る
を
、
如
何
に
し
て
除
去
す
べ
き
か
と
云
ふ
問
題
、
こ
れ
が
吾
等
の
当
面
す
る
大
問
題
な
の
で
あ
る
。 

大
地
を
離
れ
ら
れ
ぬ
と
云
ふ
の
は
、
こ
の
所
謂
る
肉
体
な
る
も
の
を
否
定
出
来
ぬ
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
（
『
全
集
』
第
二
十
一
巻
、
三
二
一
頁
） 

 308



 

技
術
の
時
代
、
直
接
的
・
身
体
的
大
地
性
、
紆
余
曲
折
を
経
た
考
察
を
、
も
う
一
度
大
拙
の
自
由
論
へ
と
返
し
た
い
。
フ
ロ
ム
は
「
自
由
」
を
消
極
的
自
由

と
積
極
的
自
由
に
分
類
し
た
。
厳
密
に
い
え
ば
、「
～
か
ら
の
自
由
」
と
「
～
へ
の
自
由
」
と
い
う
二
分
法
で
は
大
拙
の
自
由
論
を
正
確
に
捉
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
積
極
と
消
極
と
い
う
観
点
か
ら
も
う
一
度
大
拙
の
自
由
論
を
捉
え
て
み
た
い
。 

大
拙
の
自
由
論
に
お
け
る
「
消
極
的
自
由
」
を
「
～
か
ら
の
自
由
」
と
し
て
理
解
す
る
場
合
、
そ
れ
は
何
か
ら
の
自
由
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
く
は
、
何

か
ら
の
解
脱
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
八
章
ま
で
の
考
察
に
則
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
分
別
へ
の
囚
わ
れ
」
で
あ
ろ
う
。
大
拙
が
「
分
別
」
に
向
け
る
執
拗
と
も

い
え
る
攻
撃
は
、
人
間
を
言
語
の
も
つ
束
縛
か
ら
解
放
し
よ
う
と
い
う
意
図
の
下
に
為
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
分
別
へ
の
囚
わ
れ
か
ら
の
解
放
が
、「
無
分

別
」
の
自
覚
と
表
裏
一
体
で
あ
る
よ
う
に
、
大
拙
の
自
由
論
は
人
間
を
た
だ
ち
に
禅
思
想
の
領
域
へ
と
招
き
入
れ
る
。
そ
れ
は
、
倫
理
の
領
域
を
一
跨
ぎ
に
横

超
し
て
、
宗
教
の
領
域
へ
直
入
し
て
い
く
経
験
を
意
味
し
て
い
る
。
大
拙
は
終
始
、
「
倫
理
を
超
越
し
た
宗
教
」
の
像
を
描
き
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
大
拙
に
と
っ
て
、「
自
由
」
と
は
「
解
脱
」
の
積
極
面
、
も
し
く
は
「
解
脱
」
は
「
自
由
」
の
消
極
面
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
大
拙

思
想
に
お
い
て
消
極
的
自
由
と
積
極
的
自
由
は
同
じ
内
容
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
前
者
は
後
者
に
還
元
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
他
の

自
由
論
者
と
対
比
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
フ
ロ
ム
自
身
の
提
示
し
た
自
由
論
は
、
Ｉ
・
バ
ー
リ
ン
（
一
九
〇
九
～
九
七
年
）
に
よ
っ
て
、「
消
極

的
自
由
に
対
す
る
願
望
は
必
ず
し
も
積
極
的
自
由
に
対
す
る
願
望
で
は
な
く
、
む
し
ろ
積
極
的
自
由
は
、
消
極
的
自
由
の
結
果
と
し
て
論
理
的
に
生
ず
る
自
然

の
理
法
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
非
常
に
特
別
な
諸
条
件
を
必
要
と
す
る
理
念
で
あ
る
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
一
九

。「
消
極
的
自
由
」
と
「
積

極
的
自
由
」
の
間
に
あ
る
こ
の
空
白
は
、
大
拙
思
想
を
考
え
る
と
き
実
は
特
殊
な
意
味
を
持
つ
。 

し
か
し
、
本
章
で
考
察
し
た
「
技
術
」
を
こ
の
議
論
の
中
に
挿
入
す
る
と
、
彼
の
思
想
の
異
な
る
側
面
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
大
拙
の
自
由
論

を
「
技
術
か
ら
の
自
由
」
と
し
て
解
す
る
と
き
、
彼
の
自
由
論
は
、
消
極
的
自
由
と
積
極
的
自
由
の
間
の
空
白
に
止
ま
る
こ
と
に
な
る
。
何
故
な
ら
、
「
技
術
」

か
ら
の
解
放
は
そ
の
ま
ま
で
、
積
極
的
自
由
、
す
な
わ
ち
「
霊
性
」
も
し
く
は
本
来
的
活
動
性
に
目
覚
め
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

  

結 
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し
か
し
、
あ
え
て
こ
こ
で
大
拙
の
宗
教
思
想
の
中
心
を
問
う
な
ら
ば
、
大
拙
の
説
い
た
思
想
は
や
は
り
「
宗
教
以
後
の
倫
理
」
に
重
心
を
置
く
も
の
で
あ
っ

た
。
彼
は
「
宗
教
以
前
の
倫
理
」
を
そ
こ
ま
で
前
面
に
押
し
出
し
て
は
こ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
章
が
技
術
論
と
の
関
わ
り
の
中
で
そ
の

「
宗
教
以
前
の
倫
理
」
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
我
々
の
生
き
る
現
代
社
会
が
、
大
拙
の
時
代
に
比
し
て
も
一
層
技
術
の
持
つ
支
配
力
が
増
し
て
き
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。 

「
技
術
」
か
ら
の
自
由
は
、
霊
性
的
自
覚
へ
の
必
要
条
件
で
は
あ
る
が
、
十
分
条
件
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
消
極
的
自
由
と
積
極
的
自
由
の
間
に
横
た
わ

る
距
離
感
こ
そ
が
、
倫
理
思
想
の
要
請
さ
れ
る
領
域
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
大
拙
は
乖
離
し
た
二
つ
の
自
由
の
間
を
、
大
地
と
の
直
接
的
交
流
、
具
体
的

に
は
「
農
業
」
に
よ
っ
て
橋
渡
し
し
よ
う
と
し
た
。「
大
地
は
人
間
に
取
り
て
大
教
育
者
で
あ
る
、
大
訓
練
師
で
あ
る
」（
『
全
集
』
第
八
巻
、
四
六
頁
）
と
い
う

彼
の
語
り
口
に
は
、
宗
教
性
に
直
入
す
る
前
の
人
間
の
苦
闘
の
様
子
が
現
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。 

例
え
ば
、
大
拙
の
時
代
に
お
い
て
為
さ
れ
た
「
筆
・
万
年
筆
・
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
」
と
い
う
技
術
発
展
の
足
跡
は
、
我
々
の
時
代
に
お
い
て
は
さ
ら
な
る
展

開
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
三
者
に
は
人
格
表
現
の
度
合
い
に
お
い
て
段
階
的
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
既
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。
で
は
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に

お
い
て
既
に
人
格
の
表
現
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
近
づ
い
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
以
上
の
展
開
が
可
能
と
な
る
の
は
ど
の
よ
う
に
し
て
で
あ
ろ
う
か
。
大
拙

の
没
後
半
世
紀
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
今
日
で
は
、
文
書
作
成
は
専
ら
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
に
よ
っ
て
為
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

大
拙
の
自
由
論
に
お
い
て
、
積
極
的
自
由
と
消
極
的
自
由
が
本
来
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
の
あ
ら
ゆ
る
文
脈
か
ら
説
明
す

る
こ
と
が
出
来
る
。
彼
の
禅
思
想
を
、
時
代
を
超
え
た
普
遍
的
な
宗
教
思
想
と
し
て
理
解
す
る
限
り
、
こ
の
構
造
は
揺
る
が
な
い
。
し
か
し
、
大
拙
の
思
想
を

超
歴
史
的
文
脈
か
ら
、
近
代
と
い
う
特
殊
な
歴
史
的
局
面
へ
と
引
き
下
ろ
し
て
き
た
と
き
、
技
術
時
代
と
対
決
す
る
た
め
の
倫
理
思
想
が
大
拙
思
想
の
中
に
要

請
さ
れ
る
。
「
非
宗
教
―
宗
教
」
と
い
う
二
項
の
間
に
「
非
宗
教
―
倫
理
―
宗
教
」
と
い
う
一
項
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

第
八
章
に
お
い
て
、
宗
教
の
社
会
性
が
「
方
便
」
と
い
う
原
理
の
も
と
に
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
を
こ
こ
で
も
う
一
度
取
り
挙
げ
た
い
。
「
方
便
」
と
は
、
「
大

智
即
大
悲
、
大
悲
即
大
智
」
と
い
う
宗
教
経
験
を
通
過
し
た
後
に
、
そ
の
経
験
を
社
会
へ
と
伝
達
し
て
い
く
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
い
う
な
れ
ば
宗
教
以
後
の

倫
理
で
あ
っ
た
。
他
方
、
こ
こ
で
考
察
し
た
こ
と
は
、「
技
術
」
の
構
造
化
に
対
す
る
人
間
の
抵
抗
で
あ
り
、
宗
教
以
前
の
倫
理
で
あ
る
。
大
拙
の
禅
思
想
は
こ

の
よ
う
に
、
禅
経
験
、
も
し
く
は
宗
教
経
験
を
基
軸
と
し
た
実
践
時
間
の
前
後
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
独
自
の
倫
理
思
想
を
要
請
す
る
体
系
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
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ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
及
び
カ
ナ
漢
字
変
換
ソ
フ
ト
の
進
化
に
よ
っ
て
、
文
法
上
の
誤
表
記
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
我
々
は
も
は
や
自
分
の
知

ら
な
い
文
字
す
ら
も
ソ
フ
ト
の
助
け
に
よ
っ
て
紙
面
に
表
現
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
単
に
手
を
用
い
て
文
字
を
表
現
し
て
い
く
人
間
の
能

動
性
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
と
い
う
事
態
を
通
り
過
ぎ
、
機
械
に
対
し
て
受
動
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
人
間
像
の
一
端
が
現
れ
て
す
ら
い
る
。 

現
代
社
会
は
技
術
の
進
歩
か
ら
様
々
な
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
今
日
手
放
し
に
技
術
そ
の
も
の
を
批
判
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
、
技
術
の
恩

恵
の
裏
に
潜
む
問
題
に
目
を
向
け
る
こ
と
の
な
い
無
批
判
な
讃
美
も
ま
た
同
様
に
無
意
味
で
あ
ろ
う
。
大
拙
の
自
由
論
は
、
人
間
が
技
術
と
ど
の
よ
う
な
距
離

を
持
つ
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
際
の
、
一
つ
の
基
準
を
提
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
彼
は
技
術
を
技
術
と
し
て
批
判
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
技

術
が
人
間
の
自
由
を
疎
外
す
る
が
故
に
批
判
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
人
間
が
自
己
の
自
由
を
直
接
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
な
ら

ば
、
技
術
も
ま
た
創
造
的
な
人
間
の
行
為
の
中
で
適
切
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
技
術
に
対
す
る
無
条
件
の
讃
美
も
批
判
も
そ
こ
で
は
斥
け
ら
れ
、

そ
れ
を
用
い
る
人
間
の
態
度
こ
そ
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。 

盲
目
的
に
技
術
を
追
い
求
め
る
、
も
し
く
は
技
術
に
対
抗
す
る
の
で
は
な
く
、「
技
術
の
本
性
を
沈
思
す
る
」
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
示
し
た
技
術

か
ら
の
解
放
可
能
性
で
あ
っ
た
。 

大
拙
の
「
大
地
性
」
概
念
は
宗
教
的
実
践
に
お
け
る
身
体
的
側
面
を
重
要
視
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
技
術
以
前
の
世
界
の
態
様
を
体
験
的
に
知
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
技
術
の
本
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
関
係
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
拙
の
行
為
論
は
「
無
功
徳
の
功
徳
」
と
し
て
示

技
術
論
を
提
示
し
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
本
人
は
、
技
術
の
も
つ
支
配
的
な
力
か
ら
我
々
人
間
が
解
放
さ
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。 

  

と
こ
ろ
が
、
技
術
の
本
性
を
沈
思
す
る
と
き
、
そ
こ
に
私
た
ち
は
立
て
―
組
を
発
露
の
命
運
と
し
て
経
験
す
る
。
か
く
し
て
私
た
ち
は
、
す
で
に
命
運
の

開
闊
の
地
に
逗
留
す
る
の
で
あ
っ
て
、
も
は
や
こ
こ
で
は
技
術
を
盲
目
に
追
い
廻
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
同
じ
こ
と
だ
が
、
徒
ら
に
技
術
に
反
抗
し
て
も

恰
も
そ
れ
が
悪
魔
の
仕
業
で
あ
る
か
に
断
罪
し
た
り
す
る
よ
う
な
、
鈍
重
な
抑
圧
の
な
か
に
監
禁
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
逆
に
、
技
術
の
本
性
に
適
っ
て

自
ら
を
う
ち
開
く
と
き
、
私
た
ち
は
は
か
ら
ず
も
自
由
に
解
き
放
つ
呼
び
求
め
に
出
会
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。
二
〇 
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さ
れ
た
。
道
徳
と
い
う
合
目
的
的
活
動
を
無
目
的
の
根
柢
か
ら
基
礎
づ
け
る
と
い
う
宗
教
論
は
、
道
徳
の
合
目
的
性
を
「
活
か
す
」
と
い
う
性
格
を
示
し
て
い

た
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
い
うG

estell

が
、
有
用
性
と
い
う
観
点
か
ら
事
物
を
現
す
構
造
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
大
拙
の
行
為
論
の
合
目
的
的
活
動
の
中
に
「
技
術
」

め
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
技
術
以
前
の
知
（
無
分
別
知
）
に
立
ち
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
技
術
と
い
う
有
用
性
の
連
関
に
支

配
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
自
由
に
活
か
す
と
い
う
関
係
も
示
唆
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。 

技
術
と
自
由
の
問
題
は
、
宗
教
以
前
の
倫
理
と
し
て
そ
の
問
題
を
提
起
さ
れ
た
が
、
大
拙
思
想
に
お
け
る
そ
の
解
決
可
能
性
は
や
は
り
「
宗
教
以
後
の
倫
理
」

に
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

  

 

一 

伊
藤
益
『
親
鸞
』
集
英
社
、
二
〇
〇
一
年
、
二
五
頁
。 

二 

田
島
照
久
編
訳
『
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
説
教
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
三
五
頁
。 

三 

エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
フ
ロ
ム
著
・
加
藤
正
明
・
佐
藤
隆
夫
訳
『
正
気
の
社
会
』
社
会
思
想
社
、
一
九
五
八
年
、
一
二
五
～
一
二
六
頁
。 

四 G
estell

に
は
様
々
な
訳
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
全
―
仕
組
み
」
、
「
集
―
立
」
、
「
総
か
り
立
て
体
制
」
、
「
立
て
―
組
」
、
「
組
―
立
」
、
「
仕
―
組
み
」
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
瀧
将
之
「
ゲ
・
シ
ュ
テ
ル
（G

e-S
tell

）
の
訳
語
に
つ
い
て
」
（
加
藤
尚
武
編
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
技
術
論
』
理
想
社
、
二
〇
〇
三
年
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
示
さ

れ
て
い
る
。
「
つ
ま
り
、G

e-stell

の

stell

の
方
は
、
「
立
て
る
」S

tellen

、
「
用
立
て
る
」B

estellen

と
い
う
こ
と
か
ら
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

S
tellen

を
集
め
るG

e

こ
と
がG

e-stell

だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
。
そ
し
て
こ
の
語
に
は
別
の
側
面
も
あ
る
。
「
こ
のG

e-stell

と
い
う
語
か
ら
は
、
当
時
の
人
々
を
戦
闘
要
員
と
し
て
用
立

て
、
召
集
し
た
時
代
の
政
治
的
な
意
味
を
も
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
（
加
藤
尚
武
編
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
技
術
論
』
、
一
四
五
～

一
四
六
頁
）
。
本
論
で
は
、
後
述
す
る
河
上
の
論
述
に
従
い
、
「
組
み
立
て
」
の
語
を
用
い
た
。 

五 

「
も
し
技
術
を
使
い
方
次
第
の
何
か
中
立
的
な
も
の
だ
と
観
ず
る
な
ら
、
そ
の
時
こ
そ
却
っ
て
私
た
ち
は

も
忌
ま
わ
し
く
技
術
に
身
を
売
り
渡
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」（
小
島
威

夫
・
ア
ル
ム
ブ
ル
ス
タ
ー
共
訳
『
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
選
集
』
第
十
八
巻
、
理
想
社
、
一
九
六
五
年
、
一
八
頁
）
。 

六 

『
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
選
集
』
第
十
八
巻
、
三
三
～
三
四
頁
。 

七 

『
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
選
集
』
第
十
八
巻
、
四
九
頁
。 

八 

河
上
正
秀
『
行
為
と
意
味 

技
術
時
代
の
人
間
像
』
未
知
谷
、
一
九
九
三
年
、
四
六
頁
。 

九 

河
上
正
秀
『
行
為
と
意
味
』
、
四
六
～
四
七
頁
。 

一
〇 

河
上
正
秀
『
行
為
と
意
味
』
、
五
三
頁
。 

一
一 

河
上
正
秀
『
行
為
と
意
味
』
、
六
一
頁
。 

一
二 

い
ず
れ
も
雑
誌
『
談
論
』
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
人
間
の
目
」
、
「
人
間
の
耳
」
、
「
鼻
孔
在
別
人
手
裏
」
、
「
広
長
舌
」
、
「
妙
触
宣
明
」
、
「
意
識
」
と
題
さ

れ
て
い
る
。 

一
三 

全
体
の
文
意
か
ら
判
断
す
る
と
、
こ
こ
は
「
舌
や
身
の
場
合
に
比
べ
る
と
、
近
接
の
度
は
減
少
し
て
ゐ
る
」
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。 
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一
四 

Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
『
複
製
技
術
時
代
に
お
け
る
芸
術
』（
一
九
三
九
年
）
で
提
唱
し
た
「
ア
ウ
ラ
」
の
概
念
は
、
芸
術
作
品
が
も
つ
「
い
ま
」「
こ
こ
」
の
一
回
性
と
い
う
性
格
が
、

複
製
技
術
の
発
達
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
の
映
画
の
出
現
は
、
俳
優
が
観
客
の
前
で
見
せ
る
べ
き
演
技
を
、
機
械
の
前
で
披
露
す
る
も
の
へ
と

変
容
さ
せ
た
。
劇
場
で
の
一
回
限
り
の
演
技
は
、
フ
ィ
ル
ム
の
切
り
貼
り
と
い
う
作
業
の
中
で
、
「
ア
ウ
ラ
」
を
剥
奪
さ
れ
て
い
く
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
複
製
技
術
と
し
て
映
画
に
注
視
し

て
い
た
が
、
大
拙
も
ま
た
映
画
文
化
に
対
す
る
批
判
的
態
度
を
示
し
て
い
た
。
「
器
械
化
し
た
人
間
の
浅
間
し
さ
を
見
よ
、
こ
こ
に
現
代
人
の
悩
み
が
あ
る
。
ど
う
し
て
此
浅
間
し
さ
か

ら
脱
離
で
き
る
か
。
問
題
は
此
に
在
る
。
浅
間
し
さ
の
種
種
相
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
云
ふ
な
ら
、
ま
づ
活
動
写
真
の
流
行
を
見
よ
。
平
面
だ
け
し
か
な
い
極
め
て
薄
ぺ
ら
な
映
画
に
何

等
の
芸
術
味
が
あ
る
か
な
い
か
は
わ
し
の
関
知
せ
ぬ
所
で
あ
る
が
、
此
平
面
的
な
る
が
故
に
、
所
謂
る
「
活
動
」
を
主
と
す
る
も
の
が
映
画
の
主
題
と
な
る
。
…
…
而
し
て
こ
れ
が
実
に

器
械
圧
迫
に
堪
へ
か
ね
た
人
々
の
心
に

も
好
適
な
安
慰
法
と
な
る
。
器
械
化
し
た
人
間
は
創
造
本
能
を
滅
却
せ
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
腹
癒
せ
に
何
か
や
た
ら
に
安
価
な
表
現
的
な
刺

戟
を
求
め
ま
は
る
。
映
画
大
流
行
の
裡
面
に
は
か
く
の
如
き
人
生
の
大
悲
劇
が
読
ま
れ
る
の
で
あ
る
」（
『
全
集
』
第
十
九
巻
、
四
一
八
頁
）
。
こ
こ
に
も
、
「
技
術
」
が
み
ず
か
ら
の
構

造
の
裡
に
人
間
を
取
り
込
む
こ
と
で
、
人
間
の
「
自
由
」
な
活
動
性
を
阻
ん
で
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。 

一
五 

「
大
地
性
」
を
取
り
上
げ
た
研
究
と
し
て
、
北
野
裕
通
「
大
地
と
日
本
的
霊
性
的
自
覚
」（
『
宗
教
研
究
』
第
六
五
（
一
）
号
、
日
本
宗
教
学
会
、
一
九
九
一
年
）
、
堀
尾
孟
「
鈴
木

大
拙
の
歴
史
的
視
座 

―
『
日
本
的
霊
性
』
の
場
合
」
（
『
哲
学
論
集
』
第
四
十
二
号
、
大
谷
大
学
哲
学
会
、
一
九
九
五
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

一
六 

北
野
裕
通
「
大
地
と
日
本
的
霊
性
的
自
覚
」
、
五
三
～
五
七
頁
。 

一
七 

堀
尾
孟
「
鈴
木
大
拙
の
歴
史
的
視
座 
―
『
日
本
的
霊
性
』
の
場
合
」
、
七
頁
。 

一
八 

た
だ
し
、
急
激
な
近
代
化
、
工
業
化
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
「
農
業
」
を
掲
げ
る
態
度
は
、
大
拙
特
有
の
も
の
で
は
な
い
。
近
代
日
本
の
工
業
化
の
波
は
、
当
時
の
知
識

人
た
ち
を
農
業
の
神
聖
視
へ
と
駆
り
立
て
た
。
例
え
ば
白
樺
派
の
文
学
者
た
ち
は
ロ
シ
ア
革
命
の
影
響
を
受
け
て
、
農
村
を
理
想
郷
と
す
る
独
自
の
活
動
を
展
開
し
た
。
武
者
小
路
実

篤
（
一
八
八
五
～
一
九
七
六
年
）
は
文
学
青
年
や
農
村
の
青
年
た
ち
を
集
め
て
、
宮
崎
県
に
「
新
し
い
村
」
を
建
設
し
た
。
武
者
小
路
の
そ
の
活
動
を
批
判
し
た
有
島
武
郎
（
一
八
七
八

～
一
九
二
三
年
）
も
、
北
海
道
狩
太
の
地
で
小
作
人
た
ち
の
共
生
農
園
を
経
営
し
た
。
彼
ら
は
マ
ル
ク
ス
主
義
思
想
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
へ
の
憧
憬
の
中
で
「
農
業
」
へ
向
か
っ
た
と
い

え
る
。
（
今
井
清
一
『
日
本
の
歴
史 

二
三 

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
四
年
、
参
照
）
。
ま
た
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
農
本
主
義
思
潮
も
当
時
見
逃
せ
な
い

力
を
有
し
て
い
た
。
権
藤
成
卿
（
一
八
六
八
～
一
九
三
七
年
）
や
橘
孝
三
郎
（
一
八
九
三
～
一
九
七
四
年
）
と
い
っ
た
農
本
主
義
者
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
農
村
」
を
基
盤
と
す
る
社
会

の
建
設
を
謳
い
、
日
本
の
国
家
主
義
化
を
促
し
て
い
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
と
国
家
主
義
、
両
方
の
文
脈
に
お
い
て
「
農
」
が
理
念
化
さ
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
の
産
業
社
会
の
機
械
化

が
如
何
に
圧
倒
的
な
力
を
も
っ
て
い
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。
大
拙
が
「
大
地
性
」
を
提
唱
す
る
に
至
っ
た
こ
と
も
、
こ
れ
ら
の
先
例
と
同
様
、
「
工
業
化
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て

の
農
業
」
と
い
う
、
近
代
に
対
す
る
典
型
的
な
危
機
感
の
表
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
挙
げ
た
例
が
い
ず
れ
も
「
社
会
」
、
も
し
く
は
「
共
同
体
」
を
単
位
と
し
て
「
農
」
へ
の
回

帰
を
掲
げ
た
の
に
対
し
、
大
拙
が
個
の
宗
教
性
の
文
脈
で
「
農
」
に
至
っ
た
こ
と
は
、
注
意
深
く
区
別
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

一
九 

野
村
博
「
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
フ
ロ
ム
と
自
由
の
問
題
」
（
『
仏
教
大
学
研
究
紀
要
』
第
六
十
五
号
、
仏
教
大
学
学
会
、
一
九
八
一
年
）
、
一
七
七
頁
。 

二
〇 

『
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
選
集
』
第
十
八
巻
、
四
六
頁
。 



 

一
九
四
四
年
以
来
、
鈴
木
大
拙
は
「
日
本
的
霊
性
」
の
構
想
に
よ
っ
て
、
極
東
ア
ジ
ア
一
国
の
宗
教
史
上
に
、
世
界
宗
教
に
も
劣
ら
ぬ
深
淵
な
宗
教
思
想
が

存
在
す
る
こ
と
を
声
高
に
宣
言
し
た
。
来
る
べ
き
、
そ
し
て
実
際
に
来
っ
た
国
家
存
亡
の
危
機
に
対
し
て
、
彼
は
こ
の
構
想
を
通
じ
て
国
家
再
建
の
指
導
的
理

念
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
日
本
」
的
霊
性
の
宣
言
は
、
同
時
に
「
東
洋
」
的
霊
性
の
開
示
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
戦
後
、「
東
洋
と
西
洋
」
と
い
う
枠
組

み
の
下
に
、
み
ず
か
ら
の
禅
思
想
を
位
置
づ
け
て
い
っ
た
。
米
英
を
中
心
と
す
る
西
洋
と
、
日
本
を
中
心
と
す
る
東
洋
と
い
う
二
項
対
立
は
、
分
別
と
無
分
別

の
対
比
、
論
理
と
非
論
理
の
対
比
と
し
て
示
さ
れ
る
。
西
洋
世
界
に
対
し
て
は
「
無
分
別

、
、
、
の
分
別
」
を
、
そ
し
て
東
洋
の
伝
統
的
世
界
に
対
し
て
は
「
無
分
別

の
分
別
、
、
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
強
調
点
を
変
え
て
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
一

。 

 

こ
の
よ
う
な
無
分
別
と
分
別
に
象
徴
さ
れ
る
「
東
洋
と
西
洋
」
と
い
う
図
式
は
、
多
様
な
価
値
、
多
彩
な
文
化
が
併
存
し
て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
い

か
な
る
意
味
を
持
つ
だ
ろ
う
か
。
実
際
、
大
拙
の
禅
思
想
の
も
つ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
に
つ
い
て
は
、
既
に
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
に
よ
っ
て
「
禅
オ
リ
エ
ン

タ
リ
ズ
ム
」
と
し
て
厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
二

。
確
か
に
彼
の
提
示
し
た
禅
、
そ
し
てZ

E
N

に
つ
い
て
の
枠
組
み
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
当
時
の
西

洋
世
界
に
多
大
な
影
響
力
を
も
っ
て
受
容
さ
れ
た
。
彼
の
語
り
方
に
、
極
度
の
単
純
化
と
排
外
主
義
的
な
東
洋
讃
美
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
の
妥
当
性
を
認
め
る
一
方
で
、
同
時
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
根
柢
に
あ
る
思
想
構
造
に
着
目
し
な
い
限
り
、
そ
の
批
判
も
ま
た
批
判
を
前
提

と
し
た
批
判
に
終
始
す
る
恐
れ
が
あ
る
。 

結
章 

思
想
家
と
し
て
の
鈴
木
大
拙 

  
彼
が
提
示
し
た
東
洋
と
西
洋
と
い
う
枠
組
み
は
、
一
つ
に
「
事
事
無
礙
法
界
」
の
有
無
と
い
う
点
に
還
元
さ
れ
る
。 

 

序 仏
教
の
言
葉
で
事
と
理
と
い
ふ
の
が
あ
る
。
事
と
は
個
個
の
現
象
、
理
は
抽
象
的
原
理
で
あ
る
。
仏
教
、
こ
と
に
華
厳
に
、
四
法
界
（
事
法
界
、
理
法
界
、

理
事
無
礙
法
界
、
事
事
無
礙
法
界
）
と
い
ふ
の
が
あ
る
が
、
西
洋
で
は
上
の
三
つ
を
い
つ
て
、
最
後
の
事
事
無
礙
法
界
に
つ
い
て
は
ま
だ
何
も 
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本
論
が
三
部
九
章
を
通
じ
て
試
み
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
諸
研
究
が
各
領
域
、
各
テ
ー
マ
で
個
別
に
扱
っ
て
い
た
問
題
を
、
一
つ
の
全
体
的
観
点
か
ら
ま

と
め
上
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
論
は
限
ら
れ
た
視
点
で
は
あ
る
が
、
不
可
欠
な
テ
ー
マ
を
選
び
出
し
、
そ
こ
か
ら
彼
の
思
想
の
横
へ
の
拡
が
り
、
そ
し
て
縦

へ
の
展
開
、
そ
し
て
我
々
の
実
践
に
関
わ
る
立
体
性
、
こ
の
三
つ
の
位
相
か
ら
大
拙
思
想
の
骨
組
み
を
掘
り
出
し
て
き
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
骨
組
み
の

細
部
に
つ
い
て
は
、
未
だ
考
察
さ
れ
る
べ
き
問
題
が
山
積
し
て
い
る
が
、
骨
格
全
体
の
成
り
立
ち
を
示
す
と
い
う
本
論
の
目
的
は
一
応
達
せ
ら
れ
た
こ
と
と
思

う
。
本
論
の
総
括
と
し
て
、
本
章
で
は
も
う
一
度
そ
れ
ら
の
成
果
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

も
ち
ろ
ん
、
各
領
域
に
お
い
て
既
に
先
学
の
検
討
が
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
大
拙
と
親
鸞
の
関
係
は
真
宗
教
学
の
中
で
、
臨
済
禅
と
曹
洞
禅
の
関
係
は
、

主
に
曹
洞
宗
教
学
、
道
元
研
究
に
お
い
て
、
も
し
く
は
「
即
非
の
論
理
」
に
関
し
て
は
西
田
幾
多
郎
の
影
響
下
に
あ
る
宗
教
哲
学
の
文
脈
で
、
そ
れ
ぞ
れ
論
じ

ら
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
哲
学
や
思
想
史
学
、
宗
教
学
の
領
域
で
個
別
に
問
題
と
さ
れ
て
い
た
大
拙
の
思
想
に
つ
い
て
、
そ
の
全
体
像
を
提
示
し
よ
う
と
い

う
試
み
は
こ
れ
ま
で
為
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。 

彼
の
言
説
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
以
上
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
根
源
で
あ
る
思
想
の
中
心
、
す
な
わ
ち
「
事
事
無
礙
法
界
」
や
「
即
非
の

論
理
」
の
内
実
こ
そ
が
、
次
に
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
西
洋
に
対
す
る
「
禅
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
の
み
の
問
題
で
は
な
い
。

大
拙
の
語
っ
た
あ
ら
ゆ
る
言
説
が
、
思
想
研
究
の
観
点
か
ら
再
考
さ
れ
る
べ
き
余
地
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

  

…
…
云
ひ
換
へ
る
と
、
Ａ
が
Ｂ
に
な
り
Ｃ
に
な
り
、
、
ま
た
そ
の
他
の
も
の
に
な
る
。
論
理
的
に
み
る
と
は
な
は
だ
非
論
理
的
だ
が
、
さ
う
い
ふ
こ
と
の
で

き
る
世
界
を
東
洋
人
は
持
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
が
東
洋
文
化
の
根
柢
、
ま
た
生
活
の
基
礎
と
な
つ
て
ゐ
る
。
も
う
一
度
云
ひ
換
へ
る
と
、
Ａ
が
Ａ
で
あ
つ
て
、

Ｂ
が
Ｂ
で
あ
つ
て
、
し
か
も
Ａ
が
Ｂ
に
な
り
、
Ｂ
が
Ａ
に
な
る
、
と
い
ふ
こ
と
は
論
理
だ
け
で
は
で
き
な
い
働
き
で
あ
る
。
そ
の
働
き
の
出
る
と
こ
ろ
を

つ
か
ま
へ
な
い
と
、
本
当
の
東
洋
精
神
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
を
つ
か
む
こ
と
に
よ
つ
て
、
わ
れ
わ
れ
東
洋
人
の
物
の
見
方
が
理
解
で
き
る
。

（
『
全
集
』
第
二
十
巻
、
六
七
～
六
八
頁
） 

い
は
れ
て
ゐ
な
い
。
こ
の
事
事
無
礙
法
界
が
東
洋
特
有
の
考
へ
方
な
の
で
あ
る
。 
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第
一
章
で
は
、
親
鸞
と
妙
好
人
に
着
目
す
る
こ
と
で
大
拙
の
浄
土
教
解
釈
が
真
宗
教
学
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
考
察
し
た
。
彼
は
親
鸞
思
想
よ

り
も
浅
原
才
市
の
「
機
法
一
体
」
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
そ
れ
は
禅
思
想
の
論
理
た
る
「
即
非
の
論
理
」
と
高
い
親
和
性
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
る
が
、

大
拙
は
無
条
件
に
禅
の
立
場
か
ら
真
宗
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
拙
は
真
宗
教
学
と
は
微
妙
に
異
な
る
「
機
法
一
体
」

を
説
く
『
安
心
決
定
鈔
』
を
、
真
宗
の
文
献
で
あ
る
と
み
な
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
真
宗
理
解
の
根
本
的
な
部
分
で
宗
門
の
教
学
と
齟
齬
を
き
た
し
た
こ

と
を
考
察
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
単
な
る
大
拙
の
誤
解
で
あ
っ
た
以
上
に
、
彼
の
「
即
非
の
論
理
」
の
枠
組
み
を
適
用
さ
せ
る
た
め
の
思
想
的
基
盤
を
提
供

す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
『
安
心
決
定
鈔
』
を
積
極
的
に
評
価
し
た
と
こ
ろ
に
、
大
拙
の
浄
土
教
理
解
の
特
質
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

第
二
章
で
は
、
大
拙
と
道
元
の
問
題
を
扱
っ
た
。
特
に
諸
宗
教
の
一
致
を
論
じ
る
大
拙
が
、
道
元
の
「
禅
宗
」
批
判
を
ど
う
摂
取
し
て
い
く
の
か
を
考
察
し

た
。
本
章
で
は
道
元
の
「
禅
宗
」
批
判
を
、
悟
り
に
つ
い
て
、
修
行
の
方
法
に
つ
い
て
、
そ
し
て
悟
り
と
修
行
の
関
係
に
つ
い
て
、
と
い
う
三
つ
の
視
点
に
絞

り
、
こ
れ
ら
の
批
判
に
対
す
る
大
拙
の
応
答
を
検
討
し
た
。
大
拙
は
あ
く
ま
で
も
道
元
が
批
判
し
た
見
性
の
立
場
に
立
ち
つ
つ
も
、
道
元
の
批
判
を
み
ず
か
ら

の
禅
思
想
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
た
。
そ
れ
は
仏
道
の
多
様
性
を
主
張
す
る
こ
と
で
、
道
元
の
い
う
唯
一
の
仏
道
を
摂
取
し
た
と
い
う
関
係
と
い
え
る
。
し
か

し
、
両
者
は
あ
く
ま
で
も
強
調
す
る
方
向
性
が
異
な
る
。
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
「
動
性
」
を
実
践
の
根
幹
に
据
え
な
が
ら
も
、
道
元
禅
が
未
来
へ
の
不
断
の

継
続
を
実
践
の
動
性
と
し
た
の
に
対
し
て
、
大
拙
は
一
つ
一
つ
の
行
為
が
、
本
来
的
寂
静
か
ら
身
体
的
動
作
へ
と
展
開
す
る
と
こ
ろ
に
悟
り
の
動
性
を
見
出
し

て
い
た
。
こ
れ
は
、
修
行
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
想
定
す
る
出
家
者
道
元
と
、
悟
り
を
す
べ
て
の
人
間
に
開
放
し
よ
う
と
し
た
在
家
居
士
大
拙
の
間
の
最
も
根

本
的
な
対
比
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

ま
ず
、
第
一
部
で
は
大
拙
が
宗
教
全
体
を
ど
の
よ
う
な
枠
組
み
か
ら
理
解
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
こ
と
を
知
る
た
め
に
、
彼
の
禅
論
そ
の
も
の
に
で
は
な
く
、

禅
以
外
の
宗
教
を
ど
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
。
そ
こ
で
、
大
拙
に
と
っ
て
最
も
近
し
い
他
宗
教
と
し
て
の
浄
土
教
を
第

一
章
に
て
、
自
身
に
と
っ
て
最
も
内
在
的
な
批
判
者
で
あ
っ
た
道
元
禅
を
第
二
章
に
て
、
そ
し
て
自
身
の
宗
教
観
を
諸
宗
教
全
体
へ
と
一
気
に
敷
衍
さ
せ
る
媒

介
と
な
っ
た
神
秘
主
義
の
問
題
を
第
三
章
に
て
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
た
。 

 
第
一
節 

本
論
の
ま
と
め 
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第
四
章
は
、
大
き
な
流
れ
と
し
て
大
拙
思
想
の
三
期
区
分
の
試
み
を
仮
説
と
し
て
提
示
し
た
。
彼
の
言
説
は
最
初
期
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
「
神
秘
主
義
」

と
い
う
立
場
と
の
連
関
の
う
ち
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
彼
の
発
言
を
時
代
毎
に
列
挙
し
て
み
る
と
、
そ
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
二
度
の
転
換
期
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
た
。
一
度
目
は
渡
米
後
の
二
〇
世
紀
初
頭
、
二
度
目
は
一
九
三
〇
年
代
末
で
あ
る
。
本
章
で
は
特
に
最
初
の
転
換
期
の
意
味
を
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
思
想
の
受
容

と
し
て
位
置
付
け
、
そ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
約
三
〇
年
間
を
中
期
思
想
と
し
、
そ
れ
と
前
後
す
る
時
期
を
そ
れ
ぞ
れ
前
期
、
後
期
と
し
て
区
分
し
た
。
前
期
思

想
は
、
大
拙
が
明
治
国
家
の
直
面
し
て
い
た
宗
教
上
の
課
題
を
、
合
理
的
理
性
を
頼
り
に
論
じ
て
い
く
と
い
う
特
質
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
で
ジ

ェ
イ
ム
ズ
思
想
を
受
容
し
て
い
く
こ
と
は
、
大
拙
思
想
に
と
っ
て
新
た
な
展
開
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

第
二
部
は
こ
れ
ら
大
拙
思
想
に
お
け
る
中
心
的
な
論
理
、
範
疇
、
概
念
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
も
っ
て
受
容
、
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
問
う
た
。
そ

れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
第
二
部
で
は
ま
ず
大
拙
思
想
全
体
の
大
き
な
流
れ
を
示
し
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
い
て
彼
が
時
代
状
況
や
自
身
の
思
想

内
部
の
要
請
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
応
答
し
て
い
っ
た
の
か
を
見
る
こ
と
で
、
彼
の
思
想
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
に
迫
っ
た
。 

 

第
三
章
で
は
、
神
秘
主
義
の
問
題
へ
い
く
つ
か
の
方
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
。
彼
自
身
縁
が
深
か
っ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
に
つ
い
て
は
受
容
し
き
れ

な
か
っ
た
も
の
の
、
大
拙
は
『
禅
の
立
場
か
ら
』
に
お
い
て
、
洋
の
東
西
を
越
え
た
様
々
な
宗
教
伝
統
を
類
型
化
し
て
い
た
。
し
か
し
、
大
拙
は
禅
を
神
秘
主

義
と
し
て
論
じ
る
こ
と
に
は
終
始
迷
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
こ
と
は
後
に
神
秘
主
義
批
判
と
な
っ
て
現
れ
て
く
る
。
大
拙
は
華
厳
教
学
の
四
法
界
の
枠
組

み
を
用
い
て
、
神
秘
主
義
を
不
十
分
な
も
の
と
し
て
批
判
す
る
に
至
る
が
、
そ
の
中
で
も
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
み
は
晩
年
ま
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
っ
た
。
大
拙

は
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
ド
イ
ツ
語
説
教
の
中
に
み
ず
か
ら
の
思
想
と
の
親
近
性
を
見
出
す
こ
と
で
、
彼
を
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
上
の
よ

う
な
神
秘
主
義
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら
見
出
せ
る
こ
と
は
、
大
拙
が
「
神
秘
主
義
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
斥
け
つ
つ
も
、「
宗
教
体
験
」
の
概
念
を
み
ず
か
ら
の

思
想
の
基
盤
と
し
て
援
用
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
明
晰
に
論
理
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
体
験
が
実
際
に
存
在
す

る
と
い
う
事
実
を
、
大
拙
は
宗
教
理
解
の
上
で
多
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

第
五
章
で
は
体
用
論
を
主
題
と
し
て
扱
っ
た
。「
日
本
的
霊
性
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
体
用
論
は
大
拙
に
と
っ
て
中
心
的
範
疇
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

 

以
上
の
よ
う
な
第
一
部
の
考
察
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
大
拙
の
諸
々
の
宗
教
を
理
解
す
る
際
の
枠
組
み
と
し
て
、「
即
非
の
論
理
」
や
中
国
思

想
に
お
け
る
「
体
用
論
」
と
い
う
範
疇
、
そ
し
て
宗
教
学
に
お
け
る
「
神
秘
主
義
」
や
「
体
験
」
と
い
っ
た
思
考
様
式
が
存
在
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。 
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そ
し
て
、
第
六
章
で
は
「
即
非
の
論
理
」
に
つ
い
て
そ
の
成
立
と
諸
側
面
を
追
っ
た
。
大
拙
は
早
く
か
ら
、『
金
剛
般
若
経
』
の
「
Ａ
即
非
Ａ
、
是
名
Ａ
」
と

い
う
定
式
に
着
目
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
あ
く
ま
で
も
経
典
の
論
理
で
あ
る
と
し
、
禅
そ
の
も
の
の
立
場
と
は
異
な
る
と
い
う
態
度
を
採
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

後
期
思
想
に
お
い
て
は
そ
れ
を
み
ず
か
ら
の
禅
思
想
の
根
幹
を
為
す
「
即
非
の
論
理
」
と
し
て
改
め
て
評
価
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
「
即
非
の

論
理
」
に
も
い
く
つ
か
の
解
釈
が
派
生
し
て
く
る
こ
と
と
な
る
。
当
初
は
「
無
分
別
」
と
「
分
別
」
の
間
の
相
即
矛
盾
関
係
と
し
て
示
さ
れ
た
「
即
非
の
論
理
」

は
大
拙
自
身
の
「
事
事
無
礙
法
界
」
の
強
調
に
伴
い
、
晩
年
に
な
る
と
個
物
と
個
物
の
相
即
矛
盾
関
係
と
し
て
改
め
て
提
示
さ
れ
る
に
至
る
。
ま
た
、
他
方
で

は
、
絶
対
に
矛
盾
す
る
も
の
の
自
己
同
一
と
し
て
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
る
。「
即
非
の
論
理
」
は
こ
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
側
面
を
内
包
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
様
々
な
宗
教
の
解
釈
へ
と
応
用
可
能
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

第
三
部
は
以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
た
上
で
、
鈴
木
大
拙
の
言
説
群
を
倫
理
思
想
の
観
点
か
ら
捉
え
直
そ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
鈴
木
大
拙
は
倫
理
学
者
で

は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
言
説
は
我
々
の
生
に
お
け
る
実
践
性
を
多
分
に
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
実
践
性
の
構
造
の
内
実
を
探
る
こ
と
は
、
彼
の
思
想
を
単

な
る
宗
教
思
想
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
倫
理
思
想
と
し
て
解
明
す
る
意
義
を
も
つ
。
そ
こ
で
本
論
は
、「
行
為
」
、「
他
者
」
、「
自
由
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
大
拙

の
倫
理
思
想
を
切
り
出
し
て
い
っ
た
。 

 

「
行
為
」
の
問
題
は
、
大
拙
思
想
に
お
い
て
悟
り
と
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
。
そ
の
悟
り
を
中
心
と
す
る
価
値
構
造
の
解
明
を
試
み
る
こ
と
が
第
七
章
の
課

題
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
大
拙
の
人
間
観
を
浄
土
教
の
凡
夫
理
解
を
手
が
か
り
に
考
究
す
る
こ
と
で
、
大
拙
が
何
を
「
悪
」
と
み
な
し
て
い
た
の
か
を
確
認
し
た
。

彼
に
と
っ
て
「
悪
」
と
は
分
別
へ
の
囚
わ
れ
と
し
て
提
示
さ
れ
、「
こ
と
ば
」
の
も
つ
権
能
を
無
条
件
に
信
頼
す
る
人
間
が
悪
人
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
対
極

と
し
て
、
悟
り
を
「
善
」
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
大
拙
思
想
の
価
値
の
二
極
が
示
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
価
値
体
系
は
分
別
に
よ
っ
て
行
為
を
規
制
し
よ
う
と
す

本
章
で
は
そ
の
よ
う
な
体
用
論
を
大
拙
が
ど
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
る
か
を
追
う
こ
と
で
、
一
九
三
〇
年
代
に
初
期
禅
宗
文
献
の
影
響
に
よ
っ
て
そ
の
独
自
の

使
用
を
始
め
た
こ
と
を
つ
き
と
め
た
。
大
拙
は
こ
の
時
期
、
敦
煌
か
ら
出
土
し
た
初
期
禅
宗
文
献
の
校
訂
に
携
わ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
禅
の
思
想
的
側
面
を
新

た
に
発
見
し
て
い
く
最
中
で
あ
り
、
こ
の
新
た
な
展
開
が
前
章
で
示
し
た
第
二
の
転
換
期
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
大
拙
は
ジ
ェ

イ
ム
ズ
宗
教
学
の
影
響
下
で
神
秘
主
義
を
積
極
的
に
援
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
か
ら
は
南
宗
禅
の
「
定
慧
不
二
」
の
立
場
を
基
盤
と
し
て
、
み

ず
か
ら
の
禅
思
想
を
構
築
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 
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第
八
章
で
は
、「
大
悲
」
の
概
念
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
大
拙
思
想
に
お
け
る
他
者
の
位
置
づ
け
を
考
察
し
た
。
大
拙
の
「
大
悲
」
論
の
根
本
は
「
大
智
即
大

悲
、
大
悲
即
大
智
」
と
し
て
示
さ
れ
る
。「
大
智
」
と
「
大
悲
」
の
相
即
を
意
味
す
る
こ
の
言
明
は
、
そ
の
ま
ま
で
理
解
す
る
な
ら
ば
、
み
ず
か
ら
の
悟
り
が
そ

の
ま
ま
で
他
者
へ
の
慈
悲
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
論
で
は
、
そ
れ
を
悟
り
の
表
現
と
他
者
へ
の
薫
化
と
い
う
観
点
か
ら
解
釈
し
た
。
特
定
の
対
象

へ
の
慈
悲
で
は
な
く
、
覚
者
が
自
身
の
悟
り
を
表
現
す
る
こ
と
は
無
限
な
る
悟
り
の
世
界
を
具
体
的
な
身
体
を
通
じ
て
具
現
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
未
だ
悟

ら
ざ
る
も
の
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
自
身
の
悟
り
へ
の
道
し
る
べ
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
禅
の
社
会
性
と
は
一
に
、
悟
り
を
他
者
に
向
け
て
表
現
す

る
こ
と
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
拙
は
「
大
悲
」
に
と
ど
ま
ら
ず
「
方
便
」
と
い
う
別
の
原
理
を
示
す
こ
と
で
、
社
会
へ
の
よ
り
積
極
的
な
適
応
を
基
礎
づ
け
よ

う
と
し
て
い
た
。
こ
こ
に
宗
教
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
倫
理
の
一
側
面
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
実
践
性
は
、
仏
教
思
想
の
伝
統
の
内
部
か
ら
も
説
明
可
能
で
あ
る
。
近
代
と
い
う
時
代
状
況
を
特
別
に
意
識
し
た
と
き
、
大
拙
の

倫
理
思
想
は
そ
の
よ
う
な
仏
教
の
内
在
的
視
点
を
越
え
、
そ
の
独
自
の
姿
を
露
呈
す
る
こ
と
に
な
る
。
大
拙
の
い
う
自
由
と
は
、
英
語
のliberty

やfreedom

で
は
な
く
、
そ
の
翻
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
漢
語
と
し
て
の
「
自
由
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
自
ら
主
と
な
る
」
と
い
っ
た
も
の
で
、
自
己
本
来
の
活
動
性
に

根
ざ
し
て
行
為
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
し
か
し
、
近
代
に
お
け
る
科
学
技
術
の
発
達
に
伴
い
、
大
拙
の
自
由
論
は
別
の
側
面
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
技
術
と
は
人
間
と
世
界
と
の
直
接
的
な
関
係
を
、
技
術
の
構
造
の
中
に
取
り
込
ん
で
い
く
力
を
も
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
人
間
と

世
界
の
直
接
的
関
係
に
割
り
込
む
媒
体
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
程
の
明
確
な
形
で
は
な
い
も
の
の
、
大
拙
も
技
術
の
も
つ
こ
の
危

険
性
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
た
。
彼
が
創
出
し
た
「
大
地
性
」
の
概
念
は
、
人
間
が
「
直
接
」
に
世
界
と
「
触
れ
」
合
う
こ
と
の
重
要
性
を
説
く
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
大
拙
の
自
由
論
を
技
術
論
の
文
脈
で
考
え
る
と
き
、
宗
教
経
験
へ
と
一
挙
に
超
え
出
る
前
の
倫
理
の
領
域
が
問
わ
れ
る
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る

の
で
あ
る
。 

 

以
上
の
本
論
の
考
察
の
主
題
は
そ
れ
ぞ
れ
の
章
に
よ
っ
て
個
別
に
設
定
し
た
。
そ
の
た
め
、
本
論
が
全
体
を
通
じ
て
一
貫
し
た
テ
ー
マ
を
有
す
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
各
章
の
考
察
が
全
体
と
し
て
密
接
な
連
関
を
有
し
、
全
体
が
一
つ
の
体
系
と
し
て
構
築
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
第
一
部
の
考
察
は
、
大

る
道
徳
的
な
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
分
別
を
も
超
越
す
る
宗
教
的
価
値
体
系
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
宗
教
的
価
値
体
系
も
、
単
に
現

世
を
超
越
し
た
観
点
か
ら
の
み
基
礎
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
人
間
の
生
の
充
溢
と
い
う
観
点
に
根
拠
を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。 
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本
論
第
一
部
で
は
大
拙
思
想
そ
の
も
の
の
解
明
を
、
い
く
つ
か
の
宗
教
思
想
と
の
関
わ
り
か
ら
論
じ
た
。
し
か
し
、
そ
の
構
想
を
採
る
こ
と
で
取
り
こ
ぼ
し

た
問
題
領
域
が
存
在
す
る
。
大
拙
と
心
理
学
、
精
神
分
析
学
と
の
関
わ
り
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
大
拙
は
生
涯
を
通
じ
て
幾
人
か
の
精
神
分
析
家
と
の
交
流
を

持
っ
て
い
る
。
Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グ
と
Ｅ
・
フ
ロ
ム
、
そ
し
て
Ｋ
・
ホ
ー
ナ
イ
（
一
八
八
五
～
一
九
五
二
年
）
で
あ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
本
論
は
鈴
木
大
拙
の
思
想
の
諸
側
面
を
体
系
的
に
論
じ
る
こ
と
を
試
み
て
き
た
。
し
か
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
の
限
ら
れ
た
紙
幅
で
彼

の
思
想
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
考
察
の
未
だ
不
十
分
で
あ
っ
た
点
が
多
数
残
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
本
研
究
の
今
後
の
課
題
を
明

ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。 

そ
の
点
、
大
拙
と
の
交
流
を
一
つ
の
成
果
に
ま
で
も
た
ら
し
た
の
は
、
第
九
章
で
言
及
し
た
フ
ロ
ム
で
あ
る
。
本
論
で
は
技
術
論
の
文
脈
で
彼
に
触
れ
た
が
、

実
際
の
二
人
の
関
わ
り
は
「
禅
と
精
神
分
析
」
を
主
題
と
し
て
深
め
ら
れ
た
。
一
九
五
四
年
年
一
月
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在
中
の
大
拙
を
フ
ロ
ム
は
初
め
て

訪
問
し
て
い
る
。
そ
れ
と
関
連
し
て
か
、
翌
月
に
大
拙
は
分
析
心
理
学
ク
ラ
ブ
で
「
禅
と
精
神
分
析
」
に
つ
い
て
講
演
を
し
て
い
る
。
ま
た
一
九
五
六
年
八
月

に
は
、
メ
キ
シ
コ
の
フ
ロ
ム
宅
に
数
日
滞
在
す
る
な
ど
、
両
者
の
交
流
は
続
き
、
翌
年
に
は
フ
ロ
ム
が
主
催
し
た
精
神
分
析
学
会
に
お
い
て
大
拙
が
数
度
の
講

ホ
ー
ナ
イ
と
大
拙
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ホ
ー
ナ
イ
邸
に
お
い
て
、
食
事
を
と
も
に
し
な
が
ら
の
対
談
を
重
ね
て
い
た
よ
う
だ
が
、
大
拙
は
次
第
に
ホ
ー
ナ

イ
を
取
り
巻
く
精
神
分
析
家
の
会
合
や
セ
ミ
ナ
ー
に
も
顔
を
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
一
九
五
二
年
七
月
に
は
大
拙
が
ホ
ー
ナ
イ
を
日
本
に
招
き
、
日
本

の
禅
仏
教
を
直
接
紹
介
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
で
の
経
験
が
著
作
に
残
さ
れ
る
間
も
な
く
、
ホ
ー
ナ
イ
は
同
年
一
二
月
に
没
し
て
し

ま
う
。
両
者
の
交
流
が
思
想
的
影
響
に
ま
で
至
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

拙
が
（
臨
済
）
禅
と
そ
の
外
部
と
の
結
び
つ
き
を
捉
え
る
際
の
思
考
の
枠
組
み
の
抽
出
、
そ
し
て
第
二
部
は
そ
の
思
考
の
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
歴

史
的
経
緯
、
さ
ら
に
第
三
部
は
そ
れ
ら
の
中
心
思
想
の
実
践
的
側
面
を
明
ら
か
に
し
た
。
い
ず
れ
の
章
に
お
い
て
も
、
他
の
章
と
無
縁
に
語
ら
れ
る
も
の
で
な

か
っ
た
こ
と
は
、
既
に
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
体
系
的
解
釈
の
試
み
は
最
低
限
果
た
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。 

  

第
二
節 
今
後
の
課
題 
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大
拙
と
こ
の
三
人
の
精
神
分
析
家
と
関
わ
り
は
、
大
拙
の
生
涯
全
体
か
ら
見
れ
ば
そ
の
一
断
面
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
仏
教
と
心
理
学
も
し
く
は
精
神
分

析
と
の
間
の
交
流
史
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
両
者
の
関
係
は
独
自
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
大
拙
は
、
ユ
ン
グ
の
集
合
的
無
意
識
と
唯
識
の
阿
梨
耶
識
と
を

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
結
び
つ
け
て
お
り
（
『
全
集
』
第
十
一
巻
、
一
三
二
頁
）
、
そ
の
構
想
は
後
の
仏
教
と
精
神
分
析
の
交
流
の
嚆
矢
と
し
て
、
改
め
て
見
直
す
価

値
が
あ
る
。
大
拙
は
み
ず
か
ら
「
無
意
識
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
心
理
学
的
な
無
意
識
と
は
区
別
し
て
、
そ
れ
を
「
形
而
上
学
的
無
意
識
」
と
呼
ん

で
い
た
。
彼
の
思
想
に
お
け
る
心
理
学
の
位
置
を
確
認
す
る
と
い
う
作
業
は
、
大
拙
思
想
の
体
系
性
を
確
保
す
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
広
い
領
域
に
お
い
て
な

お
考
究
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 

そ
し
て
次
に
大
拙
の
思
想
形
成
史
を
追
っ
た
第
二
部
に
お
い
て
も
、
さ
ら
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
可
能
と
な
る
。
そ
れ
は
大
拙
と
禅
籍
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。

本
論
で
は
思
想
的
研
究
を
第
一
に
試
み
た
た
め
、
大
拙
の
こ
と
ば
を
第
一
次
の
資
料
と
し
、
そ
の
背
後
に
あ
る
禅
籍
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
追
及
し
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
、
禅
籍
の
中
心
を
占
め
る
禅
問
答
が
思
想
解
釈
を
ど
こ
ま
で
も
拒
否
し
て
い
く
と
い
う
性
格
を
も
つ
こ
と
に
起
因
す
る
。
し
か
し
、
大
拙
の
思
想
形
成

を
追
う
と
き
、
彼
と
彼
が
引
用
し
た
禅
問
答
と
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
本
論
が
描
い
た
思
想
形
成
史
を
別
の
角
度
か
ら
傍
証
し
て
い
く
可
能
性
が
残
さ

れ
て
い
る
。 

上
述
の
二
人
は
新
フ
ロ
イ
ト
派
の
精
神
分
析
家
で
あ
っ
た
が
、
フ
ロ
イ
ト
と
袂
を
分
か
っ
た
ユ
ン
グ
も
ま
た
大
拙
と
の
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
。
彼
は
そ
も

そ
も
禅
や
仏
教
に
と
ど
ま
ら
ず
東
洋
文
化
全
体
に
対
し
て
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
が
、
彼
は
仏
教
の
瞑
想
に
注
目
し
、
自
身
の
無
意
識
の
論
と
の
関
連
を
主

張
し
た
。
彼
ら
の
直
接
的
な
接
触
は
一
九
三
九
年
の
こ
と
、
ユ
ン
グ
が
大
拙
の
英
著A

n Introduction to Zen B
uddhism

, 1934

の
独
訳
（
同
年
）
に
際

し
て
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
企
画
自
体
は
出
版
社
の
意
向
に
よ
り
実
現
し
た
と
い
う
が
、
大
拙
は
こ
の
序
文
を
『
禅
へ
の
道
』（
一
九
四
一
年
）
に
お
い
て
、

そ
の
ま
ま
紹
介
し
て
い
る
。
二
人
の
関
わ
り
は
そ
の
後
し
ば
ら
く
絶
え
る
が
、
一
九
五
三
年
、
大
拙
は
ユ
ン
グ
研
究
所
を
訪
れ
ユ
ン
グ
と
話
を
交
わ
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
一
九
五
三
年
、
五
四
年
と
つ
づ
け
て
、
彼
は
ユ
ン
グ
が
中
心
と
な
っ
て
主
催
し
て
い
た
当
時
の
エ
ラ
ノ
ス
会
議
に
参
加
し
て
い
る
。
東
西
の
宗
教
思

想
の
対
話
の
場
で
あ
る
会
議
に
お
い
て
、
大
拙
は
禅
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
る
。 

演
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
大
拙
の
講
演
に
、
フ
ロ
ム
の
論
文
を
併
せ
た
も
の
が
、Zen B

uddhism
 &

 P
sychoan

alysis, 1960

と
し
て
上
梓
さ
れ
、
日
本
に

お
い
て
も
同
年
中
に
『
禅
と
精
神
分
析
』
と
い
う
邦
訳
で
公
刊
さ
れ
た
。 
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本
論
に
お
い
て
も
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
大
拙
の
禅
学
史
、
も
し
く
は
禅
宗
史
の
研
究
は
、
彼
の
生
涯
を
通
じ
て
深
ま
っ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
前
期
思

想
に
お
い
て
、
大
拙
が
引
用
し
た
禅
籍
の
多
く
は
日
本
の
宗
門
内
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
傾
向
は
中
期
思
想
に
至
っ
て
も

あ
る
程
度
継
続
す
る
。
し
か
し
、『
禅
の
研
究
（
大
正
五
年
版
）
』（
一
九
一
六
年
）
に
な
る
と
、
大
拙
は
体
系
的
で
な
い
と
後
に
述
懐
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
の
、

『
景
徳
伝
燈
録
』
を
始
め
と
す
る
燈
史
類
を
手
が
か
り
と
し
て
、
中
国
禅
の
歴
史
研
究
に
も
従
事
し
て
い
く
。
し
か
し
、
そ
の
立
場
も
未
だ
宗
門
に
伝
承
さ
れ

て
い
る
歴
史
の
確
認
作
業
で
あ
っ
て
、
近
代
的
な
学
問
と
し
て
の
歴
史
記
述
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
特
に
五
祖
弘
忍
下
で
北
宗
と
南
宗
と
に
分
か
れ
た
禅

宗
の
う
ち
、
日
本
で
は
鎌
倉
期
以
降
南
宗
の
み
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
た
め
、
南
宗
中
心
の
歴
史
観
が
長
ら
く
受
け
継
が
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
敦
煌
か
ら
発
見

さ
れ
た
文
書
群
の
中
に
北
宗
禅
の
燈
史
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
南
宗
禅
の
燈
史
を
相
対
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
歴
史
を
窺
い
知
る
こ
と
の

で
き
る
、
よ
り
古
い
資
料
が
学
界
に
提
供
さ
れ
た
。
大
拙
の
思
想
的
立
脚
点
が
こ
こ
で
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
は
本
論
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上

に
大
拙
が
ど
の
よ
う
な
禅
籍
と
関
わ
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
は
、
禅
研
究
史
上
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
拙
の
内
的
展
開
を
よ
り
詳
細
に
描
き
出
す
た

め
の
手
が
か
り
と
な
る
。「
思
想
的
研
究
」
を
第
一
の
主
題
と
す
る
以
上
、
こ
の
「
禅
」
と
い
う
視
点
と
は
一
度
距
離
を
と
る
必
要
が
あ
る
が
、
広
く
鈴
木
大
拙

の
伝
記
的
部
分
に
光
り
を
当
て
よ
う
と
す
る
と
き
、
大
拙
が
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
に
禅
籍
と
関
わ
っ
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

大
拙
と
禅
の
よ
り
詳
細
な
関
係
を
追
う
こ
と
が
本
論
に
残
さ
れ
た
第
二
の
課
題
で
あ
る
。 

第
三
に
、
英
語
資
料
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
本
論
は
日
本
語
資
料
を
中
心
に
大
拙
の
思
想
を
捉
え
て
来
た
。
そ
れ
は
第
一
に
、
本
論
が
、
仏
教
の
紹

介
者
た
ろ
う
と
す
る
大
拙
の
言
葉
よ
り
も
、
そ
の
独
自
な
思
想
家
と
し
て
の
言
葉
に
着
目
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
事
実
、「
日
本
的
霊
性
」
や
「
即
非

の
論
理
」
と
い
っ
た
彼
の
中
心
思
想
は
、
英
語
文
献
で
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
第
二
に
、
資
料
的
な
制
約
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
大
拙
の
英
文
著
作

は
『
全
集
』
に
は
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
在
で
は
入
手
困
難
な
も
の
も
あ
る
。
研
究
の
質
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
各
著
書
が
全
て
整
っ
た
状
況
を
待
た
ね

ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。
彼
の
英
文
著
作
の
い
く
つ
か
、
彼
の
在
世
中
に
（
彼
の
チ
ェ
ッ
ク
を
経
た
上
で
）
邦
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
本
研
究
で
は
、
英
語
著

作
と
日
本
語
著
作
を
特
別
に
区
別
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
を
明
確
に
峻
別
し
た
上
で
、
彼
が
国
内
外
で
ど
の
よ
う
に
言
葉
を
使
い
分
け
て
い
た
の
か
と
い
う
こ

と
も
今
後
問
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。 
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最
後
に
本
論
の
閉
じ
め
と
し
て
、
大
拙
の
思
想
研
究
の
意
義
を
も
う
一
度
述
べ
て
お
き
た
い
。 

 

大
拙
の
発
言
が
、
ミ
ク
ロ
な
次
元
で
一
貫
性
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
は
確
か
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
本
音
と
建
て
前
の
二
面
性
の
問
題
で
あ

る
。
第
三
章
で
見
た
よ
う
な
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
協
会
で
の
講
演
な
ど
は
そ
の
顕
著
な
例
で
、
彼
の
言
葉
は
表
向
き
の
讃
美
と
本
音
と
し
て
の
不
満
と
い
う

二
面
性
を
有
し
て
い
た
。
ま
た
、
同
様
の
こ
と
が
オ
イ
リ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル
『
弓
と
禅
』
へ
の
序
文
に
も
見
て
と
れ
る
。
彼
の
文
章
は
表
向
き
賛
辞
を
述
べ
る
も

の
で
あ
っ
た
が
、
後
の
久
松
真
一
と
の
対
談
で
、
大
拙
は
ヘ
リ
ゲ
ル
が
禅
を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
に
苦
言
を
呈
し
て
い
る
三

。
こ
の
よ
う
な
裏
表
の

激
し
い
落
差
を
、
末
木
文
美
士
は
「
あ
る
意
味
で
は
こ
の
よ
う
な
大
拙
の
態
度
は
、
禅
の
融
通
無
碍
的
な
と
こ
ろ
に
基
づ
い
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
」

四

と
評
し
て
い
る
。
大
拙
と
い
う
人
物
の
も
つ
世
界
的
影
響
力
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
二
面
性
も
問
題
と
な
る
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
こ
と
が
戦
争
と
関
わ
っ
て
く
る
と
問
題
は
深
刻
に
な
る
。

 

「
鈴
木
大
拙
は
融
通
無
礙
に
生
き
た
禅
者
で
あ
り
、
彼
は
そ
の
時
と
場
所
に
応
じ
て
自
由
に
語
り
、
ま
た
書
い
た
」
、
大
拙
の
人
物
評
と
し
て
こ
の
よ
う
な
言

説
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
あ
る
と
き
に
賛
美
し
た
も
の
を
、
あ
る
と
き
は
酷
評
す
る
、
そ
の
よ
う
な
矛
盾
し
た
態
度
に
対
し
て
、
執
着
を
離
れ
た
禅
者
の

風
格
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
賛
辞
は
、
と
き
に
一
貫
し
な
い
大
拙
の
語
り
方
を
暗
に
揶
揄
す
る
と
い
う
側
面
も
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
「
矛
盾
的
な
態
度
」
も
大
拙
自
身
が
矛
盾
そ
の
も
の
を
肯
定
す
る
思
想
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
と
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
彼
は
世
俗
と
の
関
わ
り
を

断
っ
た
超
然
と
し
た
人
間
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の
『
禅
と
戦
争Z

en at W
ar

』
は
、
日
本
の
禅
仏
教
が
明
治
以
降
に
経
験
し
た
三
つ
の
戦
争
の
中
で
、
禅
僧
た
ち
が
ど
の
よ

う
に
戦
争
協
力
し
て
い
た
か
を
取
り
上
げ
た
が
、
そ
こ
に
は
鈴
木
大
拙
の
名
も
連
ね
ら
れ
て
い
た
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
は
『
禅
と
日
本
文
化
』
に
収
録
さ
れ
て
い

る
「
禅
と
武
士
」
、
「
禅
と
剣
道
」
と
い
っ
た
論
説
を
根
拠
に
、
大
拙
が
戦
争
肯
定
的
な
言
説
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
大
拙
は
そ
の
著
作
で
、
日

本
の
武
士
道
と
禅
が
如
何
に
深
く
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
歴
史
的
事
実
と
し
て
論
じ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
は
、
大
拙
が
武
士
道
を
論

じ
る
背
後
に
、
同
時
代
の
日
本
軍
が
中
国
へ
と
進
出
し
て
い
く
こ
と
の
正
当
化
を
読
み
取
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
は
大
拙
が
『
新
宗
教
論
』

 
結 
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例
え
ば
浄
土
教
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
真
宗
教
学
と
彼
の
浄
土
教
理
解
の
間
の
差
異
は
、
世
界
的
禅
者
の
浄
土
教
観
と
し
て
、
そ
れ
以
上
問
う
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
面
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
拙
と
い
う
人
格
に
根
ざ
し
た
解
釈
を
認
め
る
か
否
か
、
と
い
う
点
が
ま
ず
も
っ
て
問
題
と
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
見
え
る
。

に
お
い
て
国
家
と
宗
教
の
相
補
性
を
論
じ
て
い
る
こ
と
、
侵
略
し
て
く
る
暴
国
に
対
し
て
は
不
正
を
正
す
た
め
に
戦
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
発
言
か
ら
、
大
拙

が
著
述
活
動
の
当
初
か
ら
一
貫
し
て
戦
争
肯
定
の
態
度
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
よ
う
と
す
る
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の
こ
の
よ
う
な
大
拙
批
判
に
対
し
て
は
、

山
崎
光
治
「
鈴
木
大
拙
の
戦
争
責
任
」
五

に
お
い
て
既
に
内
在
的
な
反
論
が
為
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の
批
判
は
誤
解
で
あ
る
の
か
、
大
拙
の
発
言
に

誤
解
を
招
く
不
用
意
さ
は
な
か
っ
た
か
、
大
拙
を
め
ぐ
る
近
年
の
議
論
は
こ
の
よ
う
な
地
平
に
至
っ
て
い
る
。
大
拙
の
残
し
た
文
章
は
、
多
量
に
し
て
多
様
で

あ
っ
た
。
禅
の
根
本
を
語
る
と
同
時
に
社
会
批
評
を
口
に
す
る
、
そ
の
軽
妙
な
性
格
は
、
彼
の
言
葉
の
多
方
面
で
の
受
容
を
促
し
た
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る

が
、
や
は
り
そ
れ
は
同
時
に
誤
解
を
招
く
原
因
と
も
な
り
得
た
の
で
あ
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
大
拙
の
「
真
意
」
や
、「
思
想
そ
の
も
の
」
が
無
条
件
で
そ
こ
に
用
意
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
楽
観
的
で
あ
る
。
筆
者
の
試

み
た
こ
と
あ
く
ま
で
も
体
系
性
を
求
め
た
一
つ
の
解
釈
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
大
拙
研
究
の
多
く
が
「
浄
土
教
」
や
「
神
秘
主
義
」
と

い
っ
た
個
別
領
域
で
の
研
究
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
本
論
の
試
み
に
も
一
定
の
意
義
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
少
な
く
と
も
、
本
論
が
明
ら

か
に
し
た
成
果
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
逆
に
個
別
領
域
で
の
研
究
に
新
た
な
視
点
を
も
た
ら
す
こ
と
も
可
能
に
思
う
。
す
な
わ
ち
、
大
拙
の
思
想
形
成
の
過
程

や
彼
の
思
想
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
、
大
拙
を
単
に
「
世
界
の
禅
者
」
と
い
う
人
格
的
権
威
で
は
な
く
、
一
人
の
思
想
家
と
し
て
論
じ

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。 

し
か
し
、「
誤
解
」
を
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
真
意
」
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
大
拙
を
手
放
し
に
讃
美
す

る
こ
と
も
、
表
面
的
に
批
判
す
る
こ
と
も
、
そ
れ
ら
が
為
さ
れ
る
言
論
空
間
で
は
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
彼
を
ど
う
評
価
す
る
の
か
と
い
う
態
度
は
あ
ら
か
じ

め
決
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
彼
の
真
意
を
知
ろ
う
と
い
う
志
向
は
そ
こ
に
は
生
じ
な
い
。
本
論
は
、
筆
者
自
身
が
彼
の
思
想
を
ど
う
評
価
す
る
か
ど
う

か
に
一
切
言
及
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
彼
の
思
想
が
、
一
度
そ
の
も
の
と
し
て
相
対
化
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
論
は
大

拙
の
「
禅
者
」
と
し
て
の
生
き
様
、
も
し
く
は
彼
の
人
格
的
側
面
に
つ
い
て
は
触
れ
ず
、
彼
の
語
っ
た
言
葉
を
可
能
な
限
り
整
合
的
に
読
解
す
る
こ
と
に
努
め

た
。
彼
の
「
真
意
」
と
は
い
わ
な
い
ま
で
も
、
彼
の
思
想
の
構
造
に
つ
い
て
は
そ
の
お
ぼ
ろ
げ
な
影
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。 
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以
上
の
論
を
踏
ま
え
、
本
論
は
最
後
に
鈴
木
大
拙
の
思
想
家
と
し
て
の
側
面
を
改
め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
今
日
に
お
い
て
も
大
拙
は
十
分

に
思
想
家
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
大
拙
の
思
想
は
時
代
に
よ
っ
て
変
遷
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
時
代
毎
に
明
確
な
枠
組
み
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
て
い

る
。
特
に
「
神
秘
主
義
」
の
評
価
を
見
る
限
り
、
大
拙
の
思
想
は
一
貫
し
な
い
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
著
作
の
成
立
年
代
を
整
理
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
時
代
毎
に
整
然
と
語
り
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
禅
思
想
を
語
る
後
期
思
想
に
お
い
て
も
、
彼
の
論
調
は
あ
く
ま

で
も
日
常
の
論
理
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
お
り
、
彼
自
身
の
い
う
「
即
非
の
論
理
」
を
無
造
作
に
乱
用
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
犬
が
猫
で
あ
り
、
猫
が

犬
で
あ
る
」
、
「
即
非
の
論
理
」
が
こ
の
よ
う
な
荒
唐
無
稽
な
言
明
に
至
る
こ
と
を
招
く
こ
と
を
大
拙
は
自
覚
し
て
い
た
が
、
彼
が
そ
れ
を
用
い
る
の
は
禅
問
答

や
神
秘
家
の
矛
盾
的
言
説
を
解
釈
す
る
場
面
に
限
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
著
作
は
、
分
別
を
超
え
た
「
論
理
」
を
論
じ
つ
つ
も
、
そ
の
「
論
理
」
を

説
明
す
る
に
は
あ
く
ま
で
も
通
常
の
論
理
形
式
に
従
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
大
拙
の
思
想
的
立
場
は
二
度
に
わ
た
っ
て
大
き
な
変
化
を
迎
え
た
が
、
自

し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、『
安
心
決
定
鈔
』
の
内
包
す
る
「
仏
と
衆
生
の
本
来
的
同
一
性
」
の
意
義
と
し
て
今
後
は
別
の
側
面
か
ら
議
論
可
能
と
な
る
よ

う
に
見
込
ま
れ
る
。 

ま
た
、
特
に
大
拙
の
思
想
を
三
期
に
区
分
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
精
確
な
議
論
を
導
く
こ
と
の
で
き
る
主
題
も
あ
る
。
大
拙
と
神
秘
主
義
の
関
係
を
論

じ
る
研
究
は
こ
れ
ま
で
幾
度
も
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
論
で
見
た
よ
う
に
、
大
拙
思
想
に
お
け
る
神
秘
主
義
の
位
置
づ
け
は
一
定
し
な
い
ど
こ
ろ
か
、

時
に
全
く
正
反
対
の
内
容
を
述
べ
て
す
ら
い
る
。
神
秘
体
験
を
単
に
言
語
を
絶
し
た
も
の
と
み
る
中
期
思
想
と
、
分
別
意
識
に
よ
っ
て
言
語
化
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
初
め
て
体
験
が
体
験
た
り
え
る
と
論
じ
る
後
期
思
想
の
間
に
は
、
明
確
な
差
異
が
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
の
差
異
は
大
拙
の
没
後
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
神

秘
主
義
論
争
に
照
ら
し
て
み
る
と
き
、
根
本
的
立
場
の
相
異
と
し
て
決
定
的
な
も
の
と
な
る
。
深
澤
英
隆
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
神
秘
主
義
を
見
る
枠
組
み
そ
の

も
の
に
つ
い
て
の
議
論
で
あ
る
六

。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
影
響
下
に
あ
る
中
期
思
想
の
宗
教
体
験
は
、
体
験
と
そ
の
解
釈
と
い
う
二
分
法
か
ら
理
解
す
る
Ｗ
・
ス
テ

イ
ス
の
解
釈
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
体
験
に
言
語
化
を
不
可
欠
な
も
の
と
み
な
す
後
期
大
拙
思
想
の
立
場
は
、
体
験
に
先
行
す
る
宗
教
伝
統
の
存

在
を
否
応
な
く
強
調
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
む
し
ろ
ス
テ
イ
ス
を
批
判
し
た
Ｓ
・
Ｔ
・
カ
ッ
ツ
の
立
場
に
近
づ
い
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
拙
の
神
秘

主
義
論
を
理
解
す
る
際
に
は
、
彼
の
思
想
的
変
遷
を
考
慮
に
入
れ
な
い
と
、
相
矛
盾
す
る
主
張
を
同
時
に
扱
う
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
。
相
矛
盾
す
る
言
説
を

「
融
通
無
碍
」
と
い
う
言
葉
で
解
決
し
よ
う
と
し
な
い
限
り
、
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
。 
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分
別

                                        

         

身
の
思
想
の
変
化
に
際
し
て
、
大
拙
は
み
ず
か
ら
そ
の
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
逆
に
、
大
拙
が
常
に
自
身
の
依
拠
す
る
思
想
的
構
造
に
自
覚

的
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。 

こ
の
よ
う
な
諸
側
面
か
ら
描
き
出
さ
れ
る
大
拙
像
は
、
分
別
を
無
視
す
る
超
然
者
で
は
な
く
、「
無
分
別
」
を
分
別
の
枠
組
み
に
則
っ
て
語
ろ
う
と
し
た
思
想

家
で
あ
ろ
う
。
大
拙
は
み
ず
か
ら
が
語
っ
た
内
容
の
結
果
か
、
こ
れ
ま
で
「
分
別
」
を
超
え
た
存
在
と
し
て
あ
る
種
神
格
化
さ
れ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ

は
彼
の
人
格
が
多
く
の
人
間
を
魅
了
し
て
き
た
こ
と
に
多
く
依
っ
て
い
る
。
本
論
は
彼
の
人
格
的
側
面
を
軽
視
す
る
つ
も
り
は
全
く
な
い
。
し
か
し
、
彼
の
超

的
側
面
の
み
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
で
、
彼
の
語
っ
た
言
葉
が
無
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
言
葉
を
掬
い
上
げ
て
い
く
必
要
性
が
生
じ
る

こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
彼
は
彼
自
身
の
論
理
と
学
問
的
構
造
に
則
っ
た
思
想
家
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
今
後
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
研
究
に
も
さ
ら
な
る
問
題
を
要
請
す
る
こ
と
に
も
な
る
が
、
今
後
の
課
題
を
見
据
え
な
が
ら
、
本
論
は
こ
こ
で
擱
筆
す
る
こ
と
と
し
た

い
。 
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図 1. 『鈴木大拙全集』頁数対応表 
 

以下の図は、久松真一他編『鈴木大拙全集』（岩波書店、1968～71 年）を中心に巻数頁

数に対応する著書を図示したものである。なお、26 巻のみ、『増補新版鈴木大拙全集』の

情報を記載した。 

 

 

巻 頁 著書 発行年

1～344 禅思想史研究 第一 1943 年 1

巻 345～491 盤珪の不生禅 1940 年 

2

巻 
1～456 禅思想史研究 第二 1951 年 

1～336 禅思想史研究 第三 遺稿 3

巻 337～560 臨済の基本思想 1949 年 

1～186 禅思想史研究 第四 遺稿 
4

巻 187～369 
禅と念仏の心理学的

基礎 
1937 年 

1～134 般若経の哲学と宗教 1950 年 

135～362 華厳の研究 1955 年 

363～456 金剛経の禅 1944 年 

457～508 楞伽経 1943 年 

5

巻 

509～558 楞伽経研究序論 1931 年 

1～320 浄土系思想論 1942 年 

321～336 わが浄土観 遺稿 

337～378 わが真宗観 遺稿 

6

巻 

379～432 真宗概論 遺稿 

1～80 仏教の大意 1947 年 

81～114 仏教道徳 1955 年 

115～304 無心といふこと 1939 年 

7

巻

305～442 東洋的一 1942 年 

1～224 日本的霊性 1944 年 8

巻 225～420 日本の霊性化 1947 年 

1～258 霊性的日本の建設 1946 年 

259～268 
国家と宗教（昭和 22

年） 
1947 年 

269～296 
国家と宗教（昭和 23

年） 
1948 年 

297～352 自主的に考へる 1947 年 

353～400 青年に与ふ 1948 年 

9

巻

401～422 
戦争―人間生存―仏

教 
1948 年 

1～124 宗教経験の事実 1943 年 

125～322 妙好人 1948 年 

323～354 宗教経験に就きて 1930 年 

10

巻

355～428 宗教入門 1952 年 
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1～170 禅と日本文化 1940 年 

171～310 続 禅と日本文化 1942 年 
11

巻 

311～480 日本仏教 1961 年 

1～258 
禅の研究（昭和三十

二年版） 
1957 年 12

巻 
259～470 禅による生活 1957 年 

1～206 禅の思想 1943 年 

207～338 禅への道 1941 年 
13

巻 

339～518 禅問答と悟り 1941 年 

1～194 禅とは何ぞや 1930 年 

195～340 禅学への道 1949 年 
14

巻 

341～506 禅 1965 年 

1～156 一禅者の思索 1943 年 

157～344 禅百題 1943 年 
15

巻 

345～426 禅一拶 1948 年 

1～178 一真実の世界 1941 年 

179～342 
禅の研究（大正五年

版） 
1916 年 

16

巻 

343～540 禅の立場から 1916 年 

1～192 向上の鉄槌 1915 年 

193～316 百醜千拙 1925 年 
17

巻 

317～470 禅道生活 1948 年 

1～242 禅の諸問題 1941 年 

243～390 禅の第一義 1914 年 
18

巻 

391～404 静坐のすすめ 1899 年 

1～296 文化と宗教 1943 年 19

巻 297～642 随筆 禅 1927 年 

1～150 東洋の心 1965 年 

151～308 東洋的な見方 1963 年 
20

巻

309～422 大拙つれづれ草 1966 年 

1～168 宗教と近代人 1948 年 

169～322 東洋と西洋 1948 年 
21

巻

323～432 よみがへる東洋 1954 年 

1～160 宗教論集 1952 年 

161～318 宗教と現代生活 1958 年 

319～348 宗教とは何ぞや 1949 年 

349～358 少し「宗教」を説く 1937 年 

22

巻

359～388 仏教の核心 1941 年 

1～148 新宗教論 1896 年 23

巻 149～556 天界と地獄 1910 年 

1～68 スエデンボルグ 1913 年 

69～154 
新エルサレムとその

教説 
1914 年 

24

巻

155～576 神慮論 1915 年 

1～274 神智と神愛 1914 年 

275～510 仏陀の福音 1896 年 
25

巻

511～588 阿弥陀仏 1906 年 

1～18 今北洪川 1946 年 

19～78 翻訳小篇   

79～162 支那仏教印象記 1934 年 

163～380 今北洪川 1946 年 

381～498 古代中国哲学史 1949 年 

増

補

26

巻

499～540 私の履歴書 1984 年 
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図 2. 鈴木大拙全著作一覧 
 

以下の図は鈴木大拙が執筆した著作の初出年代とその構成についてまとめたものである。 

また、《 》を付した著書は、大拙による編集・翻訳・校訂などを意味する。 

共編本・共校訂本・校閲本については、共同編者・共同校訂者を備考に示した。 

なお、本図は以下の資料を基に作成した。 

・古田紹欽「後記」（『鈴木大拙全集』） 

・桐田清秀編『財団法人松ヶ岡文庫叢書第三 鈴木大拙研究基礎資料』 

 

年 月 著書・訳書 出版社 原作・出典・備考 

1895 年 1 月 《仏陀の福音》 佐藤茂信（発行） Paul Carus, The Gospel of Buddha 

1896 年 11 月 新宗教論 貝葉書院   

1898 年 9 月 《因果の小車》 長谷川書店 Paul Carus, Karma 

1900 年 12 月 

《Aśvaghosha's Discourse on the 

Awakening of Faith in the 

Mahāyāna》 

The Open Court 馬鳴『大乗起信論』 

1906 年 10 月 《阿弥陀仏》 丙午社 Paul Carus, Amitabha 

1906 年 10 月 《Sermons of a Buddhist Abbot》 The Open Court 釈宗演のアメリカでの講演草稿。 

1906 年 10 月 

《T'ai-Shang Kan-Ying P'ien. 

-Treatise of the Exalted One on 

Response and Retribution-》 

The Open Court 
『太上感応篇』、ポール・ケーラスとの共

訳。 

1906 年 10 月 
《Yin Chin Wen -The Tract of the 

Quiet Way-》 
The Open Court 『陰隲文』、ポール・ケーラスとの共訳。 

1907 年 12 月 The Zen Sect of Buddhism Henry Frowde 
『禅の研究』（1957 年）「一 禅宗」として収

録される。 

1907 年 12 月 Outlines of Mahayana Buddhism. Luzac and Company 佐々木閑訳『大乗仏教概論』（2004 年） 

1910 年 3 月 《天界と地獄》 

英国倫敦スエデン

ボルグ協会代表鈴

木貞太郎 

Emanuel Swedenborg, Heaven and its 

Wonders and Hell 

1911 年 4 月 《The Life of the Shonin Shinran》 The Buddhist Text 佐々木月樵との共訳。 
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Translation Society

1913 年 5 月 禅学の大要 光融館 
『禅道』掲載論文をまとめたもの。『禅の

第一義』第一編に相当。 

1913 年 11 月 スエデンボルグ 丙午出版社   

1914 年 5 月 禅の第一義 丙午出版社 『禅の大要』（1913 年）加筆版。 

1914 年 6 月 《新エルサレムとその教説》 丙午出版社 
Emanuel Swedenborg, The New 

Jerusalem and its Heavenly Doctorine 

1914 年 11 月 《神智と神愛》 丙午出版社 
Emanuel Swedenborg, The Divine Love 

and Wisdom 

1914 年 12 月 
A Brief History of Early Chinese 

Philosophy 
Probsthain & Co. 

英文論文三稿をまとめたもの。志村武訳

『古代中国哲学史』（1949 年） 

1915 年 7 月 《神慮論》 丙午出版社 
Emanuel Swedenborg, Angelic Wisdom 

concerning His divine Providence 

1915 年 9 月 向上の鉄槌 興成館書店 『新仏教』掲載論文をまとめたもの。 

1916 年 3 月 禅の研究（大正五年版） 丙午出版社   

1916 年 3 月 禅の立場から 光融館 『禅道』掲載論文をまとめ、さらに加筆。 

1920 年 12 月 

Handbook of the Old Shrines and 

Temples and Their Treasures in 

Japan 

Bureau of 

Religions , 

Department of 

Education 

  

1925 年 9 月 百醜千拙 中外出版社 
1922～25 年に、『中外日報』、『大乗禅』な

どに掲載された論文をまとめたもの。 

1927 年 10 月 禅 <貧人の社会宗教観> 大雄閣 1922 年頃からの論文をまとめたもの。 

1927 年 11 月 随筆 禅 大雄閣 
『禅 <貧人の社会宗教観>』（同年）と同

じ。 

1927 年 12 月 
Essays in Zen Buddhism -First 

Sries- 
Luzac and Company

The Earstern Buddhist に 1921～24 年頃

掲載された論文をまとめたもの。 

1930 年 6 月 禅とは何ぞや 大雄閣 
昭和 2～3 年の大阪妙中禅寺での講演を

まとめたもの。 

1930 年 12 月 宗教経験に就きて 白道社 
1930 年 8 月の 3 日間の講演録。波多野

玄猷他編。 
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1930 年 12 月 Studies in the Lankavatara Sutra 
George Routledge & 

Sons 

『楞伽経研究序論』として後に冒頭部の

み翻訳される。 

1932 年 10 月 
《敦煌出土神会録》《敦煌出土神会

録解説》 
石井光雄 影印本、和綴じ。解説は小冊子。 

1932 年 11 月 《The Lankavatara Sutra》 
George Routledge & 

Sons 
『楞伽経』 

1933 年 2 月 禅の真髄 大雄閣 
An Introduction to Zen Buddhism, 1934 の

邦訳（豊田義道訳）。 

1933 年 9 月 
《興聖寺本六祖壇経》《興聖寺本六

祖壇経解説》 
安宅弥吉 影印本、和綴じ。解説は小冊子。 

1933 年 12 月 
Essays in Zen Buddhism -Scond 

Sries- 
Luzac and Company

全 4 章、うち 2 章分は、『禅と念仏の心理

学的基礎』（1937 年）と『東洋的一』（1942

年）に収録。 

1933 年 12 月 An Index to the Lankavatara Sutra
Eastern Buddhist 

Society 
  

1934 年 4 月 

《敦煌出土荷澤神会禅師語録》《敦

煌出土六祖壇経》《興聖寺本六祖

壇経》 

森江書店 
公田連太郎との共校訂本。三冊分の目

次と解説を含む四冊目が付属する。 

1934 年 10 月 支那仏教印象記 森江書店 

1934 年 5 月初頭から 6 月末まで、南支か

ら北京・満州・朝鮮各地での視察内容を

発表したもの。 

1934 年 10 月 

An Index to the Lankavatara Sutra 

-Sanskrit-Chinese-Tibetan,Chines

e-Sanskrit, and Tibetan-Sanskrit- 

The Sanskrit 

Buddhist Text 

Puclishing Society 

『梵文楞伽経梵漢蔵書索引』（1934 年） 

1934 年 10 月 梵文楞伽経梵漢蔵書索引 梵文仏典刊行会 An Index to the Lankavatara Sutra , 1934

1934 年 11 月 
《The Gandavyuha Sutra (PartsⅠ 

and Ⅱ)》 

The Sanskrit 

Buddhist Text 

Puclishing Society 

『梵文華厳経入法界品』、泉芳璟との共

校訂。 

1934 年 12 月 
Essays in Zen Buddhism -Third 

Sries- 
Luzac and Company

全 8 章。うち 4 章分は『華厳の研究』、2 章

分は『般若経の哲学と宗教』に収録。 

1934 年 12 月 
The Training of the Zen Buddhist 

Monk 

Eastern Buddhist 

Society 

横川顕正訳『禅堂の修行と生活』（1935

年）、『禅堂生活』（1948 年）。 

1934 年 12 月 An Introduction to Zen Buddhism 
Eastern Buddhist 

Society 

The New East に 1917～18 年頃掲載され

た論文のまとめ。『禅の真髄』（1933）『禅

学への道』（1934）『禅学入門』（1940）の
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諸訳あり。 

1935 年 1 月 悟道禅 大雄閣 
『禅とは何ぞや』（1930）の再編成版。非

重複部は『禅問答と悟り』（1941）に収録。

1935 年 3 月 禅堂の修行と生活 森江書店 

The Training of the Zen Buddhist Monk の

邦訳（横川顕正訳）。『禅堂生活』として改

版。 

1935 年 6 月 《敦煌出土少室逸書》 私家本 影印本。 

1935 年 8 月 Manual of Zen Buddhism 
Eastern Buddhist 

Society 
  

1934 年 11 月 《The Gandavyuha Sutra (PartsⅢ)》

The Sanskrit 

Buddhist Text 

Puclishing Society 

『梵文華厳経入法界品』、泉芳璟との共

校訂。 

1935 年 12 月 禅と日本人の気質 日本文化協会 
『一真実の世界』（1941 年）の一編に組み

込まれる。 

1934 年 11 月 《The Gandavyuha Sutra (PartsⅣ)》

The Sanskrit 

Buddhist Text 

Puclishing Society 

『梵文華厳経入法界品』、泉芳璟との共

校訂。 

1936 年 4 月 

Buddhist Philosophy and its Effects 

on the Life and Thought of the 

Japanese People 

Kokusai Bunka 

Shinkokai 
  

1936 年 6 月 校刊少室逸書及解説 安宅仏教文庫 『敦煌出土少室逸書』の活字版。 

1936 年 6 月 
校刊少室逸書解説附録 達磨の禅

法と思想及其他 
安宅仏教文庫   

1936 年 11 月 
World Fellowship through Religion 

-Ignorance and World Fellowship- 

The World Congress 

of Faiths 

『一禅者の思索』（1943 年）に「無明と世

界友好」（楠恭訳）として組み込まれる。 

1937 年 4 月 禅と念仏の心理学的基礎 大東出版社 
Essays in Zen Buddhism -Scond Sries-の

1 Koan Exercise 部分訳（横川顕正訳）。 

1937 年 6 月 少し「宗教」を説く 光融館 小冊子。 

1937 年 7 月 From The Shin Sect 
Eastern Buddhist 

Society 
  

1937 年 12 月 
Buddism in the Life and Thought of 

Japan 
The Buddhist Lodge

Buddhist Philosophy and its Effects on 

the Life and Thought of the Japanese 

People の再版。 
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1938 年 4 月 Japanese Buddhism 
Japan Tourist 

Bureau 
  

1938 年 5 月 
Zen Buddhism and its Influence on 

Japanese Culture 

Eastern Buddhist 

Society 

講演録。『禅と日本文化』（1940）、『続禅

と日本文化』（1942） 

1939 年 3 月 近代生活に於ける禅堂の意義 文部省教学局 『禅の諸問題』（1941）に組み込まれる。 

1939 年 5 月 無心と言ふこと 大東出版社 
東本願寺門徒への 4 回の講演に、2 回分

を補足したもの。 

1940 年 3 月 盤珪の不生禅 弘文堂   

1940 年 4 月 禅堂の教育 三友社 『禅堂の修行と生活』（1935）の改版。 

1940 年 4 月 《青蓮仏教小観》 
イースタンブディス

ト協会 
亡妻ビアトリス・レーンの遺稿集。 

1940 年 9 月 禅と日本文化 岩波書店 

Zen Buddhism and its Influence on 

Japanese Culture 前半の邦訳（北川桃雄

訳）。 

1940 年 11 月 禅学入門 大東出版社 
An Introduction to Zen Buddhism の邦

訳。『禅の真髄』の改題・改訂。 

1940 年 12 年 《韶州曹渓山六祖壇経》 安宅仏教文庫 大乗寺本『六祖壇経』の校訂本。 

1941 年 4 月 禅の見方と行ひ方 大東出版社 
『百醜千拙』（1925）の改題。非重複部は

『随筆 禅』（1927）からの転載。 

1941 年 4 月 禅への道 雄山閣 

『講座 禅』（1941 年）の第一編として執筆

されたもの。『鈴木大拙禅選集』（1960 年）

において、一書として刊行。 

1941 年 6 月 禅問答と悟り 近藤書店   

1941 年 7 月 禅の諸問題 大東出版社 
1911 年～39 年の禅に関する諸論文を古

田紹欽がまとめたもの。 

1941 年 7 月 仏教の核心 顕道書院 山内慶華会館における講演の速記。 

1941 年 9 月 《盤珪禅師語録》 岩波書店 校訂本。 

1941 年 12 月 一真実の世界 近藤書店 
1941 年の講演や論文を中心にまとめたも

の。 

1942 年 10 月 続 禅と日本文化 岩波書店 
Zen Buddhism and its Influence on 

Japanese Culture 後半の邦訳。（北川桃

 333



雄訳） 

1942 年 10 月 東洋的一 大東出版社 
1941 年頃からの論考。『禅論文集二』か

らの訳出が大半を占める。 

1942 年 11 月 《盤珪禅の研究》 山喜房書林 古田紹欽との共編書。 

1942 年 11 月 《仏果碧巌破関撃節 上・下》 岩波書店 大乗寺本『碧巌録』。上下二巻本。 

1942 年 11 月 仏果碧巌破関撃節の刊行に際して 岩波書店 
『禅思想史第四』の一部に組み込まれ

る。 

1942 年 12 月 浄土系思想論 法蔵館 1939～42 年の論稿をまとめたもの。 

1943 年 2 月 文化と宗教 信道会館 
『信道』掲載論文（1936 年 1 月～1942 年 9

月）を論文をまとめたもの。 

1943 年 2 月 《盤珪禅師説法》 大東出版社 古田紹欽との共編校。 

1943 年 3 月 一禅者の思索 一条書房 
1916 年から 1942 年までの諸論稿をまと

めたもの。 

1943 年 6 月 宗教経験の事実 大東出版社   

1943 年 7 月 禅思想史研究第一 岩波書店   

1943 年 9 月 禅の思想 日本評論社   

1943 年 11 月 《抜隊禅師法語》 田邊宗英 古田紹欽との共編校。 

1943 年 12 月 禅百題 大東出版社 
『中外日報』掲載記事（1942～43 年頃）を

まとめたもの。 

1944 年 6 月 《大燈百二十則》 大東出版社   

1944 年 12 月 日本的霊性 大東出版社   

1944 年 12 月 《月庵和尚法語》 大東出版社 古田紹欽との共編校。 

1945 年 5 月 《絶観論》 弘文堂 古田紹欽との共編校。 

1946 年 6 月 日本的霊性的自覚 大谷教学研究所 
『霊性的日本の建設』第二編に組み込ま

れる。 

1946 年 4 月 今北洪川 雄山閣 
試刷は1944年夏。戦中に焼けたので、46

年に発行。 
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1946 年 9 月 霊性的日本の建設 大東出版社 

第二編は未発講演（45 年）を基にした大

谷教学研究所の冊子（46 年）から。武人

禅の初稿は戦中に焼失し、これが改訂二

稿。 

1946 年 12 月 The Essence of Buddhism 
The Buddhist 

Society 
  

1947 年 2 月 宗教と生活 大蔵出版 旧稿を一書にしたもの。 

1947 年 2 月 自主的に考へる 日高書房   

1947 年 3 月 
宗教経験の事実（讃岐の庄松の経

験） 
大東出版社 『宗教経験の事実』（1943 年）の改訂版。

1947 年 4 月 仏教の大意 法蔵館 
1946 年 4 月の昭和天皇への進講に増補

したもの。 

1947 年 7 月 文化と宗教 清水書店 『文化と宗教』（1943 年）の改版。 

1947 年 8 月 神秘主義と禅 泰尚社 
『禅の立場から』（1916 年）第二篇の再編

集。 

1947 年 8 月 《無難禅師道歌》 松ヶ岡文庫   

1947 年 11 月 日本の霊性化 法蔵館 
1946 年 6 月に大谷大学で行われた 7 回

の講演をまとめたもの。 

1948 年 3 月 宗教と近代人 桃李書院 

主に 1945 年以降の『仏教文化』『知と行』

などに掲載された論文を古田紹欽がまと

めたもの。 

1948 年 3 月 禅堂生活 大蔵出版 

The Training of the Zen Buddhist Monk の

邦訳。（横川顕正訳）『禅堂の修行と生

活』（1935 年）の改訂版。 

1948 年 4 月 宗教と文化 仏教文化協会 『文化と宗教』（1943 年）の改版。 

1948 年 5 月 青年に与ふ 弘文堂アテネ文庫   

1948 年 6 月 禅一拶 龍吟社 
昭和 17～18 年頃、『中外日報』に掲載さ

れた記事集。 

1948 年 8 月 東洋と西洋 桃李書院 
『談論』その他雑誌掲載論文（1943～47

年）を古田紹欽がまとめたもの。 

1948 年 8 月 《驢鞍橋》 岩波文庫 
校訂本。解説の一部が『日本仏教』（1961

年）に組み込まれる。 
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1948 年 10 月 日本の霊性化 天地社 霊性三部作の抜粋再編集。 

1948 年 12 月 妙好人 大谷出版社   

1948 年 12 月 The Ten Oxherding Pictures 
Sekai Seiten Kanko 

Kyokai 
  

1949 年 1 月 知性を超えるもの 天地社 『日本的霊性』からの抜粋再編集。 

1949 年 5 月 仏教とキリスト教 法蔵館 1947 年石川県小松市での講演。 

1949 年 5 月 Living by Zen Sanseido 
北川桃雄・小堀宗柏訳『禅による生活』

（1957） 

1949 年 8 月 禅学への道 法蔵館 

An Introduction to Zen Buddhism の邦訳

（坂本弘訳）。『禅の真髄』『禅学入門』の

改訳。 

1949 年 9 月 古代中国哲学史 新潮社 
A Brief History of Early Chinese 

Philosophy の邦訳（志村武訳）。 

1949 年 10 月 
A Miscellany on the Shin Teaching 

of Buddhism 
Higashi-Honganji 

『日本仏教の底を流れるもの』（楠恭訳）

に邦訳され、後に『日本仏教』に収録され

る。 

1949 年 11 月 臨済の基本思想 中央公論社 
『哲学季刊』第 5・6 号（1947～48）に掲

載。成立は発表の 2、3 年前頃。 

1949 年 11 月 

The Zen Doctrine of No-Mind. -The 

Significance of the Sutra of 

Hui-neng(Wei-lang)- 

Rider and Company クリスマス・ハンフレイズ編。 

1950 年 3 月 日本仏教の底を流れるもの 大谷出版社 
『日本仏教』（1961）に組み込まれる。元

英文の楠恭訳。 

1950 年 11 月 般若経の哲学と宗教 法蔵館 
Essays in Zen Buddhism -Third Sries-の

第 5 第 6 論文の訳。（杉平顗智訳） 

1951 年 5 月 禅思想史研究第二 岩波書店 

『少室逸書附録達磨の禅法と思想及其

他』を基礎とする。1943～44 年頃執筆。

1948 年後序。 

1951 年 12 月 
宗教生活の在り方―禅と生死の問

題― 
東成出版社 

『禅 第一巻』（雄山閣、1941 年）「禅への

道」の一部。 

1952 年 2 月 宗教の根本疑点について 東成出版社 岩野真雄との質疑応答。 

1952 年 7 月 宗教入門 弘文堂 1947 年と 1952 年の二回の講演をまとめ
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たもの。 

1952 年 8 月 宗教論集 春秋社 
1943～48 年の諸稿。『選集』八巻に初収

録。 

1954 年 1 月 《宗教》 毎日新聞社 編著。 

1954 年 5 月 

Living in the Light of Eternity. The 

Twelfth Annual Meeting Friends 

Conference on Religion and 

Psychology- 

PendleHill 

Wallingford 
  

1954 年 8 月 よみがへる東洋 読売新聞社 
1948～54 年の諸講演を古田紹欽がまと

めたもの。 

1954 年 10 月 禅とは何か 角川文庫 『禅とは何ぞや』（1930 年）の改版。 

1955 年 7 月 仏教哲学・仏教道徳 春秋社 

｢仏教哲学」の一編は『禅の研究（昭和 32

年版）』（1957 年）へ、「仏教道徳」は『全

集』七巻に一書として収録。 

1955 年 12 月 華厳の研究 法蔵館 
Essays in Zen Buddhism -Third Sries-の

第１～第 4 論文の邦訳（杉平顗智訳）。 

1955 年 12 月 Studies in Zen A Delta Book 
ハンフレーズ編。北川桃雄・小堀宗柏訳

『禅の研究（昭和 32 年版）』（1957 年） 

1956 年 12 月 Zen Buddhism Doubleday & Co. 
一部が『禅』（1965 年）の第三～六章に組

み込まれる。 

1957 年 11 月 Mysticism：Christian and Buddhist Allen and Unwin 
坂東性純・清水守拙訳『神秘主義』（2004

年） 

1957 年 2 月 禅による生活 春秋社 
Living by Zen の邦訳（北川桃雄・小堀宗

柏訳）。『選集』追二巻に初収録。 

1957 年 10 月 禅の研究（昭和 32 年版） 春秋社 
Studies in Zen の邦訳。（北川桃雄・小堀

宗柏訳）『選集』追三巻初収録。 

1958 年 4 月 宗教と現代生活 春秋社 
1951～57 年の諸稿。『選集』追五巻初収

録。 

1958 年 5 月 Zen and Japanese Buddhism 日本交通公社   

1958 年 冬 Zen and Japanese Culture 
Routledge and 

Kegan Paul 

Zen Buddhism and its Influence on 

Japanese Culture の改訂版。 

1960 年 12 月 Sengai Calendar 1961 Idemitdu Kosan CO.   

 337



1961 年 1 月 仙厓和尚「暦」によせて 出光興産株式会社   

1961 年 9 月 日本仏教 春秋社 

1949～50 年の論文七稿（英文からの翻

訳を含む）と 1928 年の一稿を古田紹欽が

まとめたもの。『鈴木大拙選集』追一巻に

初収録。 

1961 年 12 月 Sengai 
Kokusai Bunka 

Shinkokai 
  

1961 年 12 月 Sengai Calendar 1962 Idemitdu Kosan CO.   

1962 年 3 月 《趙州禅師語録全》 松ヶ岡文庫 校閲本。秋月龍珉校訂。 

1962 年 8 月 《趙州禅師語録（国訳）》 松ヶ岡文庫 校閲本。 

1962 年 12 月 The Essencials of Zen Buddhism E. P. Dutton & Co. バーナード・フィリップス編。 

1963 年 5 月 東洋的な見方 春秋社 
『心』等の雑誌掲載論文（1958～63 年）を

まとめたもの。 

1963 年 6 月 《生きている禅》 木耳社 監修本。 

1963 年 12 月 Sengai Calendar 1963 Idemitdu Kosan CO.   

1964 年 3 月 《校訂国訳趙州禅師語録》 春秋社 校閲本。秋月龍珉校訂。 

1964 年 10 月 禅仏教入門 春秋社 

An Introduction to Zen Buddhism の邦訳

（増原良彦訳）。『禅の真髄』『禅学への

道』と同じ。 

1964 年 12 月 Sengai Calendar 1964 Idemitdu Kosan CO.   

1965 年 2 月 禅 筑摩新書 

Zen Buddhism を中心に、英文論文（1954

～63）三稿を邦訳（工藤澄子訳）し、まと

めたもの。 

1965 年 8 月 東洋の心 春秋社 
新聞・雑誌の記事（1957～65 年）を古田

紹欽がまとめたもの。 

1966 年 12 月 大拙つれづれ草 読売新聞社 
1961～66 年の新聞記事を古田紹欽がま

とめたもの。 

1966 年 12 月 The Chain of Compassion 
Cambridge Buddhist 

Association INC 

「生物愛護の意義」の抄訳（工藤澄子

訳）。 
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1967 年 1 月 対話 人間いかに生くべきか 社会思想社 古田紹欽編。 

1967 年 7 月 《妙好人浅原才市集》 春秋社 編著。 

1967 年 11 月 On Indian Mahayana Buddhism  Haroer Torchbooks 英文旧著の再編集。 

1969 年 4 月 The Field of Zen 
The Buddhist 

Society 

ハンフレーズ編。The Middle way 掲載論

文から一書にしたもの。 

1970 年 12 月 Shin Buddhism Harper & Row 佐藤平訳『鈴木大拙真宗入門』（1983 年）

1971 年 9 月 What is Zen? 
The Buddhist 

Society 
英文雑誌および旧著から再編集。 

1971 年 12 月 Sengai -The Zen Master- 
Faber and Faber 

Limited 
  

1972 年 3 月 Japanese Spirituality 

Japan Society for 

the Promotion of 

Science 

『日本的霊性』の英訳（Norman Waddell

訳）。 

1972 年 10 月 日本的霊性 岩波文庫 『日本的霊性』（1944 年）の文庫版。 

1973 年 5 月 
Collected Writings on Shin 

Buddhism 
Shinshu Otaniha   

1973 年 11 月 『大乗仏教概論』抄 佼成出版社 志村武編『青春の鈴木大拙』所収。 

1973 年 11 月 鈴木大拙遺墨 読売新聞社 古田紹欽編。 

1980 年 10 月 The Awakening of Zen 
The Buddhist 

Society 
ハンフレーズ編。英文雑誌からの編著。 

1983 年 6 月 鈴木大拙 真宗入門 春秋社 Shin Buddhism の邦訳（佐藤平訳）。 

1984 年 5 月 私の履歴書 日本経済新聞社 
日本経済新聞に 1961 年に 21 回掲載され

たものをまとめたもの。 

1989 年 11 月 鈴木大拙の世界 燈影社 雑誌『心』掲載論文を一書にしたもの。 

2003 年 10 月 禅学への道 アートデイズ 『禅学への道』（1949 年）の再版。 

2004 年 1 月 大乗仏教概論 岩波書店 
Outlines of Mahayana Buddhism の邦訳

（佐々木閑訳）。 

2004 年 2 月 神秘主義 キリスト教と仏教 岩波書店 
Mysticism：Christian and Buddhist の邦訳

（坂東性純・清水守拙訳）。 
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2004 年 3 月 仙厓の書画 岩波書店 
Sengai -The Zen Master-の邦訳（月村麗

子訳）。 

2004 年 8 月 西田幾多郎宛 鈴木大拙書簡 岩波書店 西村惠信編。 

     

『全集』で初収録（収録順） 

年 月 著書・訳書 全集収録巻 原作・出典・備考 

遺稿  禅思想史研究第三 『全集』第三巻 1945 年 3 月頃の成立か。 

遺稿  禅思想史研究第四 『全集』第四巻 
古田紹欽が、「槐安国語を読みて」を中心

に、関係諸稿をまとめたもの。 

1934 年 1 月 楞伽経 『全集』第五巻 
『日本宗教講座』の一分冊として発刊され

たもの。 

1931 年 3 月 楞伽経研究序論 『全集』第五巻 
『日本仏教学協会年報』第三年に掲載さ

れたもの。原文は英文。 

1961 年 9 月 わが浄土観 『全集』第六巻 
講座『近代仏教』第 5 巻に寄稿されたも

の。 

遺稿  わが真宗観 『全集』第六巻 

『親鸞教学』（1963～64）に掲載された論

文をまとめたもの。大谷大学での特別講

義の筆記。 

遺稿  真宗概論 『全集』第六巻 

『親鸞教学』に掲載された論文（1964～66

年）をまとめたもの。大谷大学での特別公

開講座３回の筆記。 

1955 年 7 月 仏教道徳 『全集』第七巻 
『仏教哲学・仏教道徳』のうち「仏教道徳」

を一書にしたもの。 

1947 年 3 月 国家と宗教（昭和 22 年版） 『全集』第九巻 『知と行』（大東出版）に掲載されたもの。

1948 年 9 月 国家と宗教（昭和 23 年版） 『全集』第七巻 
『宗教大系』（大東出版）に掲載されたも

の。 

1948 年 5 月 戦争――人間生存――仏教 『全集』第七巻 世界人社の『世界人』（世界人社）所収 

1954 年 1 月 宗教とは何ぞや 『全集』第二十二巻
毎日ライブラリー『宗教』（毎日新聞社）の

中の一篇。 
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図 3. 諸概念の連関 
 

 以下の図は本論の考察によって明らかになった諸概念の対応関係を示したものである。 

 

真理の表現段階 未顕在 抽象的観念 具体的表現 

華厳の四法界 事法界 理法界 理事無礙法界 事事無礙法界 

体用論 （潜在的用） 体 体用峻別 体用一致 

無分別の分別 分別 無分別 無分別の分別 

認識論的（一） 認識論的（二） 

即非の論理 非 即 

即非の論理 

往相廻向のみ 
往相即還相    

還相即往相 
二種廻向 （念仏者＝機） （阿弥陀仏＝法） 

機法一体 

神秘主義 （人間） （神） 合一 （エックハルトの眼）

 

 ・「潜在的用」とは、人間の分別に「体」の「用」がはたらきつつも、それが自覚されて

いない状態を指す（第五章 結を参照）。 

 ・「エックハルトの眼」とは、「見る」という「行為」によって観念としての神が放擲さ

れていく様態を指す（第三章 第四節を参照）。 
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図 4. 諸概念の展開 
 

 以下の図は鈴木大拙の著作中で用いられる諸概念（もしくは論理・範疇）の使用につい

て、時代別にまとめたものである。各時期に使用が見られた概念について、下記の規則

に従って表記した。 

 

 
 

年
代 

神
秘
主
義 

体
験 

体
用
論 

即
非
の
論
理 

霊
性 

四
法
界 

前期 1894 年~ …  
 

 
 

 
 …  
 

 
 1900 年~ → →  
 

 
 …  
 

1905 年~ → →  
 

 
 

 

 
 

1910 年~ → →  
 

 
 …  
 

1915 年~ → →  
 

 
 …  
 

1920 年~ → → … … …  
 

中期 

1925 年~ → → … … …  
 

1930 年~ → → … …  

 
 

  

1935 年~ → → → → …  
 

1940 年~ … → → → → → 

1945 年~ … → → → → → 

1950 年~ … → → → → → 

1955 年~ … → → → → → 

後期 

1960 年~ … → → → → → 

 

 

・神秘主義  … 批判的言及 

      → 積極的言及 

・体験    → 積極的言及 

・体用論   … 体用峻別 

       → 体用一致 

 

 

 

・即非の論理 … 定式のみ提示 

       → 「即非の論理」として 

・霊性    … 一般名詞として 

       → 「日本的霊性」として 

・四法界   → 事事無礙法界の強調 

 

 

 



 
 

参
考
文
献
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
順
で
示
し
た
。「
一
次
資
料
」
、「
関
連
著
書
」
、「
研
究
論
文
」
、「
古
典
資
料
」
、「
辞
書
類
」
。「
一
次
資
料
」
の
み
、
年
代

順
に
並
べ
、
そ
れ
以
外
は
著
者
（
筆
頭
編
者
）
姓
の
五
十
音
順
で
挙
げ
、
同
一
著
者
の
場
合
は
年
代
順
に
示
し
た
。
ま
た
、
日
本
語
資
料
の
後
に
欧
文
資

料
を
著
者
姓
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
で
示
し
た
。
な
お
、
外
国
人
著
者
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
つ
い
て
は
現
代
表
記
に
改
め
、
ま
た
同
一
著
者
に
つ
い
て
は

表
記
を
統
一
し
た
。 

 
 参

考
文
献 

一
次
資
料 

 

松
ヶ
岡
文
庫
洋
書
目
録
共
同
研
究
作
業
グ
ル
ー
プ
編
『
財
団
法
人
松
ヶ
岡
文
庫
叢
書
第
三 
松
ヶ
岡
文
庫
洋
書
目
録
』
松
ヶ
岡
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
。 

重
松
宗
育
監
・
訳
『
大
拙 

禅
を
語
る 

―
世
界
を
感
動
さ
せ
た
三
つ
の
英
語
講
演
―
』
ア
ー
ト
デ
イ
ズ
、
二
〇
〇
六
年
。 

西
村
惠
信
編
『
西
田
幾
多
郎
宛 

鈴
木
大
拙
書
簡
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
。 

『
鈴
木
大
拙
禅
選
集 

新
装
版
別
巻 

鈴
木
大
拙
の
人
と
学
問
』
春
秋
社
、
一
九
七
五
年
。 

鈴
木
大
拙
著
・
北
川
桃
雄
『
（
対
訳
）
禅
と
日
本
文
化 Z

en
 an

d Japan
ese C

u
ltu

re

』
講
談
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
二
〇
〇
五
年
。 

鈴
木
大
拙
著
・
坂
東
性
純
・
清
水
守
拙
訳
『
神
秘
主
義 

キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
。 

鈴
木
大
拙
著
・
佐
々
木
閑
訳
『
大
乗
仏
教
概
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
。 

久
松
真
一
・
山
口
益
・
古
田
紹
欽
編
・
堀
尾
孟
・
桐
田
清
秀
編
集
協
力
『
鈴
木
大
拙
全
集 

増
補
新
版
』
全
四
十
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
～
二
〇
〇
三
年
。

鈴
木
大
拙
著
・
佐
藤
平
訳
『
真
宗
入
門
』
春
秋
社
、
一
九
八
三
年
。 

古
田
紹
欽
編
『
鈴
木
大
拙
坐
談
集
』
全
五
巻
、
読
売
新
聞
社
、
一
九
七
一
～
七
二
年
。 

久
松
真
一
・
山
口
益
・
古
田
紹
欽
編
『
鈴
木
大
拙
全
集
』
全
三
十
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
～
七
一
年
。 

桐
田
清
秀
編
『
財
団
法
人
松
ヶ
岡
文
庫
叢
書
第
二 

鈴
木
大
拙
研
究
基
礎
資
料
』
松
ヶ
岡
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
。 
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 関

連
著
書 

浅
見
洋
編
『
鈴
木
大
拙
と
日
本
文
化
』
朝
文
社
、
二
〇
一
〇
年
。 

浅
見
洋
『
二
人
称
の
死 

西
田
・
大
拙
・
西
谷
の
思
想
を
め
ぐ
っ
て
』
春
風
社
、
二
〇
〇
三
年
。 

秋
月
龍
珉
『
秋
月
龍
珉
著
作
集
』
第
六
巻
、
第
七
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
七
八
年
。 

秋
月
龍
珉
編
『
現
代
の
エ
ス
プ
リ 

鈴
木
大
拙
』
至
文
堂
、
一
九
七
三
年
。 

秋
月
龍
珉
『
鈴
木
禅
学
と
西
田
哲
学
』
春
秋
社
、
一
九
七
一
年
。 

秋
月
龍
珉
『
道
元
入
門
』
講
談
社
、
一
九
七
〇
年
。 

鈴
木
大
拙
著
・
常
盤
義
伸
編
・
酒
井
懋
訳
『E

IG
H

T
 L

E
C

T
U

R
E

S
 O

N
 C

H
A

N
 

禅
八
講 

鈴
木
大
拙
講
演
録
』
松
ヶ
岡
文
庫
、
二
〇
一
一
年
。 

綱
澤
満
昭
『
農
本
主
義
と
天
皇
制
』
イ
ザ
ラ
書
房
、
一
九
七
四
年
。 

鈴
木
大
拙
著
・
常
盤
義
伸
編
・
酒
井
懋
訳
『
禅
八
講 

鈴
木
大
拙
最
終
講
義
』
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
三
年
。 

S
u

zu
k

i, D
ais etz Teitaro, F

rom
m

, E
rich

, an
d D

e M
artin

o, R
ich

ard, Zen B
uddhism

 &
 P

sychoanalysis. N
ew

 Y
ork

, H
agerstow

n
, S

an
 

S
u

zu
k

i, D
aisetz Teitaro. Zen B

uddhism
 (ed. by B

arrett, W
illiam

). N
ew

 Y
ork

: T
h

ree L
eaves P

ress, 1956. 

S
u

zu
k

i, D
aisetz Teitaro. E

ssays in Zen B
uddhism

: S
econd series (ed. by H

u
m

ph
reys, C

h
ristm

as). L
on

don
: R

ider an
d C

om
pan

y,  

S
u

zu
k

i, D
aisetz Teitaro. E

ssays in Zen B
uddhism

: T
hird series. L

on
don

: L
u

zac an
d C

om
pan

y, 1934. 

S
u

zu
k

i, D
aisetz Teitaro.  A

n Introduction to Zen B
uddhism

. N
ew

 Y
ork

: G
rove P

ress, 1964. 

S
u

zu
k

i, D
aisetz Teitaro. E

ssays in Zen B
uddhism

: F
irst series. N

ew
 Y

ork
: G

rove P
ress, 1961. 

S
u

zu
k

i, D
ais etz Teitaro. L

ivin
g by Zen. Tok

yo: S
an

seido, 1949. 

1970. 

F
ran

cisco, L
on

don
 H

arper &
 R

ow
, 1960. 
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ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
、
ブ
ラ
ィ
ア
ン
・
ア
ン
ド
ル
ー
著
・
ツ
ジ
モ
ト
、
エ
ィ
ミ
ー
ル
・
ル
ィ
ー
ズ
訳
『
禅
と
戦
争 

禅
仏
教
は
戦
争
に
協
力
し
た
か
』
光
人
社
、
二

岡
村
美
穂
子
・
上
田
閑
照
『
大
拙
の
風
景 

―
鈴
木
大
拙
と
は
誰
か
―
』
燈
影
社
、
一
九
九
九
年
。 

小
川
一
乗
『
大
乗
仏
教
の
根
本
思
想
』
法
蔵
館
、
一
九
九
五
年
。 

上
田
良
準
・
大
橋
俊
雄
『
浄
土
仏
教
の
思
想 

第
十
一
巻 

証
空 

一
遍
』
講
談
社
、
一
九
九
二
年
。 

上
田
閑
照
『
哲
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅳ 

非
神
秘
主
義 

―
禅
と
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
―
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
。 

上
田
閑
照
・
岡
村
美
穂
子
『
大
拙
の
風
景 

鈴
木
大
拙
と
は
誰
か
』
燈
影
舍
、
一
九
九
九
年
。 

今
北
洪
川
著
・
太
田
悌
蔵
訳
注
『
禅
海
一
瀾
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
。 

今
井
清
一
『
日
本
の
歴
史 

二
十
三 

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
年
。 

伊
吹
敦
『
禅
の
歴
史
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
一
年
。 

伊
藤
益
『
歎
異
抄
論
究
』
北
樹
出
版
、
二
〇
〇
三
年
。 

伊
藤
益
『
親
鸞 

―
悪
の
思
想
―
』
集
英
社
、
二
〇
〇
一
年
。 

伊
藤
益
『
信
の
思
想 
親
鸞
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
』
北
樹
出
版
、
一
九
九
八
年
。 

岩
倉
政
治
『
真
人 

鈴
木
大
拙
』
法
蔵
館
、
一
九
八
六
年
。 

池
田
英
俊
『
明
治
の
仏
教 

―
そ
の
行
動
と
思
想
―
』
評
論
社
、
一
九
七
六
年
。 

井
筒
俊
彦
『
意
識
の
形
而
上
学 

―
『
大
乗
紀
信
論
』
の
哲
学
―
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
一
年
。 

市
川
白
弦
『
市
川
白
弦
著
作
集
』
第
一
巻
、
第
二
巻
、
法
蔵
館
、
一
九
九
三
年
。 

石
井
性
純
監
修
・
角
田
泰
隆
編
『
禅
と
林
檎 

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
と
い
う
生
き
方
』
ミ
ヤ
オ
ビ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二
〇
一
二
年
。 

石
井
修
道
『
道
元
禅
の
成
立
史
的
研
究
』
大
蔵
出
版
、
一
九
九
一
年
。 

衛
藤
即
應
『
正
法
眼
蔵
序
説
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
。 

〇
〇
一
年
。 
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木
村
清
孝
『
中
国
華
厳
思
想
史
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
九
二
年
。 

三
枝
充
悳
『
三
枝
充
悳
著
作
集
第
二
巻 

初
期
仏
教
の
思
想
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
四
年
。 

小
川
隆
『
語
録
の
思
想
史 

中
国
禅
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
。 

小
川
隆
『
唐
代
の
禅
僧
二 

神
会
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
七
年
。 

篠
原
壽
雄
・
田
中
良
昭
編
『
講
座
敦
煌
八 

敦
煌
仏
典
と
禅
』
大
東
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
。 

定
方
晟
『
空
と
無
我 

仏
教
の
言
語
観
』
講
談
社
、
一
九
九
〇
年
。 

岸
本
英
夫
『
宗
教
神
秘
主
義
』
大
明
堂
、
一
九
五
八
年
。 

河
上
正
秀
『
行
為
と
意
味 
技
術
時
代
の
人
間
像
』
未
知
谷
、
一
九
九
三
年
。 

鏡
島
元
隆
『
道
元
禅
師
』
春
秋
社
、
一
九
九
七
年
。 

島
地
大
等
『
現
代
仏
教
名
著
全
集 

普
及
版 

天
台
教
学
史
』
隆
文
館
、
一
九
八
六
年
。 

信
楽
峻
麿
『
真
宗
学
概
論
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
〇
年
。 

鎌
田
東
二
『
宗
教
と
霊
性
』
角
川
書
店
、
一
九
九
五
年
。 

佐
橋
法
龍
『
禅
』
角
川
書
店
、
一
九
六
八
年
。 

桜
部
建
『
大
乗
仏
典
十
八 

倶
舍
論
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
一
年
。 

金
子
務
編
『
追
想 

鈴
木
大
拙 

―
没
後
四
十
年
記
念
寄
稿
集
―
』
松
ヶ
岡
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
。 

柏
原
祐
泉
・
大
峯
顕
『
浄
土
仏
教
の
思
想 

第
十
三
巻 

妙
好
人 

良
寛 

一
茶
』
講
談
社
、
一
九
九
二
年
。 

 

香
田
芳
樹
『
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト 
生
涯
と
著
作
』
創
文
社
、
二
〇
一
一
年
。 

ジ
ェ
イ
ム
ズ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
著
・
今
田
寛
訳
『
心
理
学
』
下
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
。 

ジ
ェ
イ
ム
ズ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
著
・
桝
田
啓
三
郎
訳
『
宗
教
的
経
験
の
諸
相
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
。 

加
藤
尚
武
編
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
技
術
論
』
理
想
社
、
二
〇
〇
三
年
。 
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田
丸
徳
善
『
宗
教
学
の
歴
史
と
課
題
』
山
本
書
店
、
一
九
八
七
年
。 

田
辺
元
『
京
都
哲
学
撰
書
第
三
巻 

懺
悔
道
と
し
て
の
哲
学
・
死
の
哲
学
』
燈
影
舍
、
二
〇
〇
〇
年
。 

田
中
良
昭
『
唐
代
の
禅
僧
一 

慧
能 

禅
宗
六
祖
像
の
形
成
と
変
容
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
七
年
。 

田
中
良
昭
編
『
禅
学
研
究
入
門
［
第
二
版
］
』
大
東
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。 

田
中
良
昭
『
敦
煌
禅
宗
文
献
の
研
究
』
大
東
出
版
社
、
一
九
八
三
年
。 

末
木
文
美
士
『
鎌
倉
仏
教
展
開
論
』
ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
八
年
。 

末
木
文
美
士
『
仏
教vs.

倫
理
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
六
年
。 

末
木
文
美
士
『
近
代
日
本
の
思
想
・
再
考
Ⅱ 

近
代
日
本
と
仏
教
』
ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
四
年
。 

末
木
文
美
士
『
近
代
日
本
の
思
想
・
再
考
Ⅰ 

明
治
思
想
家
論
』
ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
四
年
。 

末
木
文
美
士
編
『
叢
書 

禅
と
日
本
文
化 

第
八
巻 

禅
と
思
想
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
七
年
。 

玉
村
竹
二
・
井
上
禅
定
『
円
覚
寺
史
』
春
秋
社
、
一
九
六
四
年
。 

鈴
木
範
久
『
明
治
宗
教
思
潮
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
。 

タ
ナ
カ
、
ケ
ネ
ス
『
ア
メ
リ
カ
仏
教 

―
仏
教
も
変
わ
る
、
ア
メ
リ
カ
も
変
わ
る
―
』
武
蔵
野
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
。 

竹
村
牧
男
『
西
田
幾
多
郎
と
鈴
木
大
拙
』
大
東
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。 

竹
村
牧
男
『
西
田
幾
多
郎
と
仏
教
』
大
東
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
。 

竹
村
牧
男
『
親
鸞
と
一
遍
』
法
蔵
館
、
一
九
九
九
年
。 

竹
林
史
博
編
『
曹
洞
宗
正
信
論
争
〔
全
〕
』
青
山
社
、
二
〇
〇
四
年
。 

志
村
武
『
鈴
木
大
拙
随
聞
記
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
六
七
年
。 

高
崎
直
道
・
梅
原
猛
『
仏
教
の
思
想 

十
一 

古
仏
の
ま
ね
び
〈
道
元
〉
』
角
川
書
店
、
一
九
九
六
年
。 

釈
悟
庵
編
『
坦
山
和
尚
全
集
』
光
融
館
、
一
九
〇
九
年
。 
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田
村
芳
朗
『
田
村
芳
朗
仏
教
学
論
集 

第
一
巻 

本
覚
思
想
論
』
春
秋
社
、
一
九
九
〇
年
。 

中
村
元
『
慈
悲
』
講
談
社
、
二
〇
一
〇
年
。 

中
村
元
『
龍
樹
』
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
。 

西
村
惠
信
編
『
叢
書 

禅
と
日
本
文
化 
第
九
巻 

禅
と
現
代
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
八
年
。 

西
村
惠
信
『
鈴
木
大
拙
の
原
風
景
』
大
蔵
出
版
、
一
九
九
三
年
。 

西
村
惠
信
『
禅
林
修
行
論
』
法
蔵
館
、
一
九
八
七
年
。 

西
谷
啓
治
監
・
上
田
閑
照
編
『
禅
と
哲
学
』
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
八
八
年
。 

西
谷
啓
治
編
『
回
想 

鈴
木
大
拙
』
春
秋
社
、
一
九
七
五
年
。 

古
田
紹
欽
『
鈴
木
大
拙 

そ
の
人
と
そ
の
思
想
』
春
秋
社
、
一
九
九
三
年
。 

古
田
紹
欽
『
古
田
紹
欽
著
作
集
』
第
一
巻
、
講
談
社
、
一
九
八
一
年
。 

坂
東
性
純
・
伊
東
慧
明
・
幡
谷
明
『
浄
土
仏
教
の
思
想 
第
十
五
巻 

鈴
木
大
拙 

曽
我
量
深 

金
子
大
栄
』
講
談
社
、
一
九
九
三
年
。 

朴
倍
暎
『
儒
教
と
近
代
国
家 

「
人
倫
」
の
日
本
、
「
道
徳
」
の
韓
国
』
講
談
社
、
二
〇
〇
六
年
。 

平
川
彰
『
イ
ン
ド
仏
教
史
』
上
巻
、
春
秋
社
、
一
九
七
九
年
。 

フ
ロ
ム
、
エ
ー
リ
ッ
ヒ
著
・
谷
口
龍
之
助
・
早
坂
泰
次
郎
訳
『
人
間
に
お
け
る
自
由
』
創
元
新
社
、
一
九
六
六
年
。 

フ
ロ
ム
、
エ
ー
リ
ッ
ヒ
著
・
加
藤
正
明
・
佐
藤
隆
夫
訳
『
正
気
の
社
会
』
社
会
思
想
社
、
一
九
五
八
年
。 

フ
ロ
ム
、
エ
ー
リ
ッ
ヒ
著
・
日
高
六
郎
訳
『
自
由
か
ら
の
逃
走
』
創
元
新
社
、
一
九
五
一
年
。 

林
田
久
美
野
編
著
『
大
叔
父
・
鈴
木
大
拙
か
ら
の
手
紙
』
法
蔵
館
、
一
九
九
五
年
。 

永
久
岳
水
『
正
法
眼
蔵
著
述
史
の
研
究
』
中
山
書
房
、
一
九
七
二
年
。 

仏
教
思
想
史
研
究
会
編
『
仏
教
思
想
一 

愛
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
五
年
。 

袴
谷
憲
昭
『
本
覚
思
想
批
判
』
大
蔵
出
版
、
一
九
九
〇
年
。 
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研
究
論
文 

 

レ
ヴ
ィ
＝
ブ
リ
ュ
ル
著
・
山
田
吉
彦
訳
『
未
開
社
会
の
思
惟
』
小
山
書
店
、
一
九
三
五
年
。 

松
本
史
朗
『
禅
思
想
の
批
判
的
研
究
』
大
蔵
出
版
、
一
九
九
三
年
。 

松
ヶ
岡
文
庫
編
『
道
の
手
帖 

鈴
木
大
拙 

没
後
四
十
年
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
六
年
。 

松
岡
由
香
子
『
古
仏
道
元
の
思
惟
』
、
『
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
研
究
報
告
』
第
三
冊
、
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
、
一
九
九
四
年
。 

浅
見
洋
「
大
拙
「
日
本
的
霊
性
」
と
西
田
「
宗
教
論
」
の
相
関
関
係
」
『
北
陸
宗
教
文
化
』
第
十
九
号
、
北
陸
宗
教
文
化
学
会
、
二
〇
〇
七
年
。 

浅
見
洋
「
鈴
木
大
拙
の
年
譜
に
お
け
る
誤
り
と
空
白 

―
第
四
高
等
中
学
校
・
小
学
校
教
師
時
代
―
」『
宗
教
研
究
』
第
五
十
九
（
二
）
号
、
日
本
宗
教
学
会
、

森
清
『
大
拙
と
幾
多
郎
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
一
年
。 

安
中
隆
徳
「
ス
ピ
ノ
ザ
と
鈴
木
大
拙
に
お
け
る
目
的
論
の
否
定 

―
そ
の
因
果
観
と
自
由
観
―
」
『
比
較
思
想
研
究
』
第
二
十
一
号
、
比
較
思
想
学
会
、
一
九 

柳
田
聖
山
・
梅
原
猛
『
仏
教
の
思
想 
七 
無
の
探
求
〈
中
国
禅
〉
』
角
川
書
店
、
一
九
九
七
年
。 

柳
宗
悦
『
南
無
阿
弥
陀
仏
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
。 

村
上
速
水
『
親
鸞
教
義
と
そ
の
背
景
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
七
年
。 

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
著
・
佐
々
木
基
一
・
高
木
久
雄
訳
『
複
製
技
術
時
代
の
芸
術
』
晶
文
社
、
一
九
九
九
年
。 

南
直
哉
『
日
常
生
活
の
な
か
の
禅
』
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
。 

朝
日
隆
「
『
正
法
眼
藏
』
と
「
即
非
の
論
理
」
」
『
宗
学
研
究
』
第
三
十
九
号
、
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
七
年
。 

井
上
克
人
「
鈴
木
大
拙
の
禅
思
想
に
寄
せ
て 

―
般
若
即
非
の
真
如
観
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
―
」
『
宗
教
哲
学
研
究
』
第
二
十
九
号
、
宗
教
哲
学
会
、
二
〇 

峰
島
旭
雄
編
『
倫
理
と
宗
教
の
間
』
北
樹
出
版
、
一
九
八
四
年
。 

九
五
年
。 

一
九
八
五
年
。 
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梅
原
猛
「
日
本
文
化
論
へ
の
批
判
的
考
察 

―
鈴
木
大
拙
・
和
辻
哲
郎
の
場
合
―
」
『
展
望
』
昭
和
四
十
一
年
八
月
号
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
六
年
。 

木
村
雄
吉
「
「
即
非
の
論
理
」
に
つ
い
て 

―
禅
に
お
け
る
同
一
性
と
差
異
の
構
造
―
」『
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
五
十
四
号
、
法
政
大
学
教
養
部
、
一
九

岡
島
秀
隆
「
鈴
木
大
拙
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
」
『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
五
十
七
（
一
）
号
、
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
、
二
〇
〇
九
年
。 

岡
廣
二
「
場
所
的
論
理
と
即
非
の
論
理
」
『
宗
教
研
究
』
第
八
十
一
（
四
）
号
、
日
本
宗
教
学
会
、
二
〇
〇
八
年
。 

岸
英
司
「
鈴
木
大
拙
に
お
け
る
霊
性
的
自
覚 

―
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
の
観
点
か
ら
―
」『
宗
教
研
究
』
第
六
十
五
（
一
）
号
、
日
本
宗
教
学
会
、
一
九
九
一
年
。

北
野
裕
通
「
大
地
と
日
本
的
霊
性
的
自
覚
」
『
宗
教
研
究
』
第
六
十
五
（
一
）
号
、
日
本
宗
教
学
会
、
一
九
九
一
年
。 

浮
田
雄
一
「
自
覚
の
問
題 
―
鈴
木
大
拙
と
ニ
ー
チ
ェ
―
」
『
比
較
思
想
研
究
』
第
十
九
号
、
比
較
思
想
学
会
、
一
九
九
二
年
。 

浮
田
雄
一
「S

piritu
ality

（
霊
性
）
―
近
代
日
本
哲
学
と
鈴
木
大
拙
―
」
『
社
会
科
学
討
究
』
第
三
十
七
（
一
）
号
、
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
、
一 

浮
田
雄
一
「
鈴
木
大
拙
に
お
け
る
東
洋
と
西
洋
」
『
比
較
思
想
研
究
』
第
十
六
号
、
比
較
思
想
学
会
、
一
九
八
九
年
。 

元
永
常
「
鈴
木
大
拙
に
お
け
る
禅
仏
教
の
論
理
と
民
族
主
義
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
十
七
（
二
）
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二
〇
〇
九
年
。 

鎌
田
東
二
「
「
日
本
的
霊
性
」
の
批
判
的
考
察
」
『
宗
教
研
究
』
第
七
十
七
（
四
）
号
、
日
本
宗
教
学
会
、
二
〇
〇
四
年
。 

鎌
田
茂
雄
「
中
国
禅
思
想
形
成
の
教
学
的
背
景 

―
大
乗
起
信
論
を
中
心
と
し
て
―
」
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
四
十
九
冊
、
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九 

今
井
雅
晴
「
鎌
倉
時
代
の
浄
土
真
宗
と
時
宗
」
、
浄
土
真
宗
教
学
研
究
所
編
『
蓮
如
上
人
研
究 

教
義
篇
一
』
所
収
、
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
八
年
。 

金
児
黙
存
「
原
始
仏
教
に
於
け
る
戒
の
根
源
的
意
義
」
、
日
本
仏
教
学
会
編
『
仏
教
に
お
け
る
戒
の
問
題
』
所
収
、
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
五
年
。 

大
野
晃
彦
「
鈴
木
大
拙
の
霊
性
概
念
と
自
己
性
の
問
題
」
『
横
浜
市
立
大
学
論
叢 

人
文
科
学
系
列
』
第
五
十
八
（
三
）
号
、
横
浜
市
立
大
学
学
術
研
究
会
、 

九
九
一
年
。 

二
〇
〇
六
年
。 

一
二
年
。 

八
五
年
。 

 

六
九
年
。 
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小
林
亜
早
里
「
鈴
木
大
拙
の
「
霊
性
」
―
浄
土
真
宗
観
を
通
し
て
―
」『
聖
心
女
子
大
学
大
学
院
論
集
』
第
二
十
九
（
一
）
号
、
聖
心
女
子
大
学
、
二
〇
〇
七

坂
本
弘
「
鈴
木
大
拙
と
神
秘
思
想
」
『
日
本
佛
教
学
会
年
報
』
第
四
十
号
、
日
本
佛
教
学
会
、
一
九
七
四
年
。 

幸
城
勇
猛
「
鈴
木
大
拙
師
に
見
出
さ
れ
た
才
市
の
歌
」
『
真
宗
研
究
』
第
二
十
六
号
、
真
宗
連
合
学
会
、
一
九
八
二
年
。 

桑
原
直
己
「
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
「
神
秘
主
義
」
と
説
教
・
霊
的
指
導
の
言
語
」『
哲
学
・
思
想
論
集
』
第
三
十
八
号
、
筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
専
攻
、
二
〇
一

甲
田
烈
「
「
個
を
超
え
る
」
と
い
う
問
題 

―
鈴
木
大
拙
の
霊
性
理
論
の
再
検
討
―
」『
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
／
精
神
医
学
』
第
二
（
一
）
号
、
日
本

鏡
島
元
隆
「
道
元
禅
師
研
究
の
回
顧
と
展
望
」
『
文
学
』
第
二
十
九
（
六
）
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
。 

斎
藤
真
希
「
親
鸞
に
お
け
る
還
相
廻
向
」
『
倫
理
学
年
報
』
第
六
十
集
、
日
本
倫
理
学
会
、
二
〇
一
一
年
。 

佐
藤
誠
「
フ
ロ
ム
と
自
由
の
問
題
（
下
）
」
『
同
朋
大
学
論
叢
』
第
六
十
八
号
、
同
朋
学
会
、
一
九
九
三
年
。 

佐
藤
誠
「
フ
ロ
ム
と
自
由
の
問
題
（
上
）
」
『
同
朋
大
学
論
叢
』
第
六
十
七
号
、
同
朋
学
会
、
一
九
九
二
年
。 

佐
藤
平
「
鈴
木
大
拙
先
生
と
の
出
会
い
」
『
宗
教
哲
学
研
究
』
第
二
十
九
号
、
宗
教
哲
学
会
、
二
〇
一
二
年
。 

氣
多
雅
子
「
仏
教
に
お
け
る
「
規
範
の
基
礎
」
」
、
日
本
倫
理
学
会
編
『
日
本
倫
理
学
会
論
集
二
十
五 

規
範
の
基
礎
』
所
収
、
慶
應
通
信
、
一
九
九
〇
年
。 

桐
田
清
秀
「
大
谷
大
学
時
代
の
鈴
木
大
拙
」
『
花
園
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
第
四
十
三
号
、
花
園
大
学
文
学
部
、
二
〇
一
一
年
。 

桐
田
清
秀
「
戦
後
ア
メ
リ
カ
滞
在
記
の
鈴
木
大
拙
」
『
禅
学
研
究
』
第
八
十
八
号
、
花
園
大
学
、
二
〇
一
〇
年
。 

桐
田
清
秀
「
戦
時
中
の
鈴
木
大
拙
」
『
日
本
の
哲
学
（
特
集 

昭
和
の
哲
学
）
』
第
十
号
、
昭
和
堂
、
二
〇
〇
九
年
。 

桐
田
清
秀
「
鈴
木
大
拙
の
禅
堂
教
育
論
に
つ
い
て
」
『
禅
学
研
究
』
特
別
号
、
花
園
大
学
、
二
〇
〇
五
年
。 

桐
田
清
秀
「
学
習
院
時
代
の
鈴
木
貞
太
郎
大
拙
」
『
禅
学
研
究
』
第
八
十
二
号
、
花
園
大
学
、
二
〇
〇
四
年
。 

桐
田
清
秀
「
青
年
鈴
木
貞
太
郎
大
拙
の
社
会
観
」
『
禅
学
研
究
』
第
七
十
二
号
、
花
園
大
学
、
一
九
九
五
年
。 

年
。 

ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
／
医
学
会
、
二
〇
〇
一
年
。 

二
年
。 
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立
川
武
蔵
「
『
金
剛
般
若
経
』
に
見
ら
れ
る
「
即
非
の
論
理
」
批
判
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
十
一
（
二
） 

号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
一
九
九
三

末
木
文
美
士
「
大
拙
批
判
再
考
」
『
財
団
法
人
松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報
』
第
二
十
四
号
、
松
ヶ
岡
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
。 

末
木
文
美
士
「
禅
の
言
語
は
思
想
を
表
現
し
う
る
か 

―
公
案
禅
の
展
開
―
」
『
思
想
』
第
九
六
〇
号
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
。 

末
木
文
美
士
「
〈
即
非
の
論
理
〉
再
考
」
『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
号
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
四
年
。 

末
木
剛
博
「
鈴
木
大
拙
の
非
大
拙
的
理
解
」
、
芳
賀
徹
他
編
『
講
座
比
較
文
学 

五 

西
洋
の
衝
撃
と
日
本
』
所
収
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
。 

谷
口
富
士
夫
「
『
金
剛
般
若
経
』
に
お
け
る
言
語
と
対
象
」
阿
部
慈
園
編
『
『
金
剛
般
若
経
』
の
思
想
的
研
究
』
所
収
、
春
秋
社
、
一
九
九
九
年
。 

玉
城
康
四
郎
「
大
拙
の
思
想
発
展
の
問
題
」
、
玉
城
康
四
郎
『
仏
教
の
思
想
四 

禅
仏
教
』
所
収
、
法
蔵
館
、
一
九
八
五
年
。 

築
山
修
道
「
鈴
木
大
拙
の
浄
土
思
想
」
『
宗
教
哲
学
研
究
』
第
二
十
九
号
、
宗
教
哲
学
会
、
二
〇
一
二
年
。 

鈴
木
昭
明
「
鈴
木
大
拙
「
若
き
思
い
出
」
に
附
す
」
『
禅
学
研
究
』
第
七
十
三
号
、
花
園
大
学
、
一
九
九
六
年
。 

鈴
木
大
拙
「
六
祖
壇
経
に
関
す
る
二
三
の
意
見
」
『
大
谷
学
報
』
第
十
九
（
一
）
巻
、
大
谷
学
会
、
一
九
三
八
年
。 

杉
本
耕
一
「
鈴
木
大
拙
「
霊
性
」
再
考 

―
道
元
の
「
禅
宗
」
批
判
を
手
引
き
と
し
て
―
」
『
北
陸
宗
教
文
化
』
第
二
十
四
号
、
北
陸
宗
教
文
化
学
会
、
二
〇 

杉
本
耕
一
「
道
元
の
「
行
」
と
田
辺
元
の
「
行
為
」
」
『
倫
理
学
年
報
』
第
六
十
集
、
二
〇
一
一
年
。 

島
田
虔
次
「
体
用
の
歴
史
に
寄
せ
て
」
『
塚
本
博
士
頌
寿
記
念
仏
教
史
学
論
集
』
塚
本
博
士
頌
寿
記
念
会
、
一
九
六
一
年
。 

竹
村
牧
男
「
大
拙
の
道
元
観
」
『
財
団
法
人
松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報
』
第
十
八
号
、
二
〇
〇
四
年
。 

竹
村
牧
男
「
鈴
木
禅
学
へ
の
一
視
点 

―
個
と
超
個
の
思
想
を
め
ぐ
っ
て
―
」
『
財
団
法
人
松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報
』
第
十
七
号
、
松
ヶ
岡
文
庫
、
二
〇
〇
三 

竹
内
道
雄
「
日
本
に
お
け
る
曹
洞
禅
の
展
開
」
、
西
谷
啓
治
編
『
講
座 

禅
』
第
四
巻
所
収
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
七
年
。 

嶋
本
浩
子
「
鈴
木
大
拙
と
仙
厓
の
書
画 

―
不
二
思
想
を
中
心
に
し
て
―
」
宝
塚
造
形
芸
術
大
学
大
学
院
学
位
論
文
、
二
〇
〇
九
年
（
未
公
刊
）
。 

年
。 

年
。 

一
一
年
。 
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中
山
剛
史
「
鈴
木
大
拙
と
ヤ
ス
パ
ー
ス 

―
主
体
の
〈
根
源
性
〉
の
自
覚
―
」
、
峰
島
旭
雄
他
編
『
比
較
思
想
の
展
開
』
所
収
、
北
樹
出
版
、
一
九
九
四
年
。 

寺
本
剛
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
技
術
論
と
技
術
の
批
判
理
論 

―
近
代
技
術
の
本
質
を
め
ぐ
る
対
立
―
」
『
人
文
研
紀
要
』
第
七
十
四
号
、
中
央
大
学
人
文
科
学
研 

橋
本
芳
契
「
鈴
木
大
拙
の
生
死
観
と
仏
教
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
十
二
（
一
）
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
一
九
九
三
年
。 

橋
本
芳
契
「
鈴
木
大
拙
の
宗
教
思
想
論 

―
『
日
本
的
霊
性
』
の
研
究
―
」
『
日
本
海
域
研
究
所
報
告
』
第
二
十
五
号
、
金
沢
大
学
日
本
海
域
研
究
所
、
一
九 

橋
本
芳
契
「
鈴
木
大
拙
論
序
説 

―
禅
仏
教Z

en
 B

u
ddh

ism

の
思
想
的
展
開
―
」『
日
本
海
域
研
究
所
報
告
』
第
二
十
四
号
、
金
沢
大
学
日
本
海
域
研
究
所
、

鶴
岡
賀
雄
「
宗
教
学
者
は
神
秘
家
の
テ
ク
ス
ト
に
い
か
に
接
近
す
る
か
」
、
脇
本
平
也
・
柳
川
啓
一
編
『
現
代
宗
教
学
二 

宗
教
思
想
と
言
葉
』
所
収
、
東
京 

大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
。 

究
所
、
二
〇
一
二
年
。 

徳
永
道
雄
「
鈴
木
大
拙
の
弥
陀
身
土
観
」
『
龍
谷
教
学
』
第
十
七
号
、
龍
谷
教
学
会
議
、
一
九
八
二
年
。 

徳
永
道
雄
「
蓮
如
教
学
と
本
覚
思
想
」
、
浄
土
真
宗
教
学
研
究
所
編
『
蓮
如
上
人
研
究 

教
義
篇
Ⅰ
』
所
収
、
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
八
年
。 

徳
永
道
雄
「
蓮
如
の
機
法
一
体
観
に
つ
い
て
」
『
真
宗
研
究
』
第
四
十
四
号
、
百
華
苑
、
二
〇
〇
〇
年
。 

野
村
博
「
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
フ
ロ
ム
と
自
由
の
問
題
」
『
仏
教
大
学
研
究
紀
要
』
第
六
十
五
号
、
仏
教
大
学
学
会
、
一
九
八
一
年
。 

橋
本
芳
契
「
鈴
木
大
拙
研
究
序
説 

―
「
大
拙
禅
」
の
形
成
と
真
義
―
」『
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集 

哲
学
篇
』
第
十
五
号
、
金
沢
大
学
法
文
学
部
、
一
九
六  

橋
本
芳
契
「
鈴
木
大
拙
に
お
け
る
禅
と
念
仏 

―
世
界
宗
教
へ
の
課
題
性
を
含
め
て
―
」
『
日
本
海
域
研
究
所
報
告
』
第
十
五
号
、
金
沢
大
学
日
本
海
域
研
究 

橋
本
芳
契
「
鈴
木
大
拙
の
浄
土
教
観
に
つ
い
て
」
『
真
宗
研
究
』
第
十
三
号
、
真
宗
連
合
学
会
、
一
九
六
八
年
。 

蓮
沼
直
應
「
鈴
木
大
拙
に
お
け
る
禅
と
浄
土
教 

―
『
浄
土
系
思
想
論
』
の
解
釈
を
中
心
に
―
」
『
倫
理
学
』
第
二
十
七
号
、
筑
波
大
学
倫
理
学
研
究
会
、
二 

九
三
年
。 

八
年
。 

一
九
九
二
年
。   

所
、
一
九
八
三
年
。 
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深
澤
英
隆
「
「
体
験
」
と
「
伝
統
」 

―
近
年
の
神
秘
主
義
論
争
に
寄
せ
て
―
」
、
脇
本
平
也
・
柳
川
啓
一
編
『
現
代
宗
教
学
一 

宗
教
体
験
へ
の
接
近
』
所
収
、

廣
川
堯
敏
「
浄
土
教
に
お
け
る
「
機
法
一
体
」
に
つ
い
て 
―
と
く
に
西
山
系
仮
名
法
語
を
中
心
と
し
て
―
」
『
浄
土
宗
学
研
究
』
第
七
号
、
知
恩
院
浄
土
宗 

坂
東
性
純
「
鈴
木
大
拙
と
国
際
文
化
」
、
小
林
孝
輔
他
監
修
『
現
代
日
本
と
仏
教
Ⅲ 

現
代
思
想
・
文
学
と
仏
教
』
所
収
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
〇
年
。 

平
井
俊
栄
「
中
国
仏
教
と
体
用
思
想
」
『
理
想
』
第
五
四
九
号
、
理
想
社
、
一
九
七
九
年
。 

フ
ォ
ー
ル
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
著
・
金
子
奈
央
訳
「
禅
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
興
起
（
下
） 

―
鈴
木
大
拙
と
西
田
幾
多
郎
―
」
『
思
想
』
第
九
六
一
号
、
岩
波
書 

フ
ォ
ー
ル
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
著
・
金
子
奈
央
訳
「
禅
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
興
起
（
上
） 

―
鈴
木
大
拙
と
西
田
幾
多
郎
―
」
『
思
想
』
第
九
六
〇
号
、
岩
波
書 

蓮
沼
直
應
「
鈴
木
大
拙
の
機
法
一
体
論 

―
妙
好
人
・
蓮
如
・
西
山
派
の
思
想
を
め
ぐ
っ
て
―
」
『
倫
理
学
』
第
二
十
九
号
、
筑
波
大
学
倫
理
学
研
究
会
、
二 

蓮
沼
直
應
「
鈴
木
大
拙
の
人
間
観 

―
こ
と
ば
と
行
為
を
め
ぐ
っ
て
―
」
『
求
真
』
第
十
九
号
、
求
真
会
、
二
〇
一
二
年
。 

蓮
沼
直
應
「
悟
り
の
「
動
性
」 

―
鈴
木
大
拙
の
道
元
解
釈
―
」
『
倫
理
学
』
第
二
十
八
号
、
筑
波
大
学
倫
理
学
研
究
会
、
二
〇
一
二
年
。 

蓮
沼
直
應
「
禅
と
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義 

―
鈴
木
大
拙
の
解
釈
を
中
心
に
―
」
、
加
藤
信
郎
監
修
『
キ
リ
ス
ト
教
と
日
本
の
深
層
』
所
収
、
オ
リ
エ
ン
ス
宗 

蓮
沼
直
應
「
禅
に
お
け
る
利
他
行
の
基
礎
付
け 

―
鈴
木
大
拙
の
大
智
と
大
悲
―
」
『
求
真
』
第
十
八
号
、
求
真
会
、
二
〇
一
一
年
。 

蓮
沼
直
應
「
「
日
本
的
霊
性
」
概
念
の
諸
側
面
」
『
哲
学
・
思
想
論
叢
』
第
二
十
九
号
、
筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
学
会
、
二
〇
一
一
年
。 

兵
頭
高
夫
「
鈴
木
大
拙
と
神
秘
主
義
」
『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
第
八
（
二
）
号
、 

武
蔵
大
学
、
一
九
七
六
年
。 

〇
一
一
年
。 

〇
一
三
年
。 

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
。 

学
研
究
所
、
一
九
七
三
年
。 

店
、
二
〇
〇
四
年
。 

店
、
二
〇
〇
四
年
。 

教
研
究
所
、
二
〇
一
二
年
。 
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源
了
圓
「
妙
好
人
浅
原
才
市
と
蓮
如 

―
一
つ
の
試
論
―
」
、
浄
土
真
宗
教
学
研
究
所
編
『
蓮
如
上
人
研
究 

教
義
篇
Ⅰ
』
所
収
、
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
八
年
。

源
重
浩
「
鈴
木
大
拙
の
自
由
論
（
二
） 

―
禅
と
真
宗
の
自
由
な
世
界
―
」
『
真
宗
学
』
第
七
十
二
号
、
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
、
一
九
八
五
年
。 

源
重
浩
「
鈴
木
大
拙
の
自
由
論
（
一
） 

―
禅
と
真
宗
の
自
由
な
世
界
―
」
『
龍
谷
紀
要
』
第
六
（
一
）
号
、
龍
谷
大
学
、
一
九
八
四
年
。 

松
尾
得
晃
「
中
国
浄
土
教
に
お
け
る
凡
夫
観
の
展
開
」『
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
』
第
三
十
号
、
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
〇

森
政
弘
「
「
超
」: 

般
若
の
「
即
非
の
論
理
」
『
日
本
機
械
学
會
誌
』
第
九
十
五
号
、
一
般
社
団
法
人
日
本
機
械
学
会
、
一
九
九
二
年
。 

藤
田
裕
司
「
東
洋
的
一
元
論
に
つ
い
て:

「
即
非
の
論
理
」
と
「
万
物
斉
同
」
化
の
論
理
」
『
大
阪
教
育
大
学
教
育
研
究
所
報
』
第
三
十
五
号
、
大
阪
教
育
大 

柳
田
聖
山
「
道
元
と
臨
済
」
『
理
想
』
第
五
一
三
号
、
理
想
社
、
一
九
七
六
年
。 

村
本
詔
司
「
鈴
木
大
拙
と
心
理
学
」
『
神
戸
外
大
論
叢
』
第
五
十
四
（
六
）
号
、
神
戸
市
外
国
語
大
学
、
二
〇
〇
三
年
。 

増
谷
文
雄
「
鈴
木
大
拙
論
」
、
増
谷
文
雄
『
現
代
日
本
思
想
大
系
八 

鈴
木
大
拙
』
所
収
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
四
年
。 

堀
尾
孟
「
鈴
木
大
拙
」
『
岩
波
講
座
日
本
文
学
と
仏
教 

十 

近
代
文
学
と
仏
教
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
。 

堀
尾
孟
「
鈴
木
大
拙
の
歴
史
的
視
座 

―
『
日
本
的
霊
性
』
の
場
合
―
」
『
哲
学
論
集
』
第
四
十
二
号
、
大
谷
大
学
哲
学
会
、
一
九
九
五
年
。 

普
賢
晃
寿
「
機
法
一
体
論
の
展
開
」
『
石
田
充
之
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
二
年
。 

守
屋
友
江
「
鈴
木
大
拙
に
お
け
る
東
洋
と
西
洋 : 

在
米
中
の
思
想
変
遷
を
中
心
に
」『
宗
教
研
究
』
第
八
十
三
（
四
）
号
、
日
本
宗
教
学
会
、
二
〇
一
〇
年
。

満
井
秀
城
「
蓮
如
上
人
と
安
心
決
定
鈔
」
、
蓮
如
上
人
研
究
会
編
『
蓮
如
上
人
研
究
』
所
収
、
思
文
閣
、
一
九
九
八
年
。 

宮
川
敬
之
「
胡
適
・
鈴
木
大
拙
「
論
争
」
要
約
お
よ
び
解
説
」
『
中
国
哲
学
研
究
』
第
十
七
号
、
東
京
大
学
中
国
哲
学
研
究
会
、
二
〇
〇
二
年
。 

前
田
專
學
・
武
田
浩
学
「
大
拙
英
訳
『
教
行
信
証
』
の
編
集
を
終
え
て
」『
財
団
法
人
松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報
』
第
二
十
五
号
、
松
ヶ
岡
文
庫
、
二
〇
一
一
年
。

学
教
育
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
。 

船
岡
誠
「
日
本
的
霊
性
に
つ
い
て
」
『
北
海
学
園
大
学
人
文
論
集
』
第
十
号
、
北
海
学
園
大
学
、
一
九
九
八
年
。 

    

モ
ー
ル
、
ミ
シ
ェ
ル
「
近
代
「
禅
思
想
」
の
形
成 

―
洪
岳
宗
演
と
鈴
木
大
拙
の
役
割
を
中
心
に
―
」
『
思
想
』
第
九
四
三
号
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
。 

八
年
。 
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和
田
真
二
「
鈴
木
大
拙
と
「
国
家
と
宗
教
」
に
つ
い
て
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
十
八
（
二
）
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二
〇
一
〇
年
。 

山
折
哲
雄
「
鈴
木
大
拙 

―
ア
ジ
ア
型
宗
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
純
血
種
―
」
、
山
折
哲
雄
『
ア
ジ
ア
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
発
掘
』
所
収
、
勁
草
書
房
、
一
九
六
八 

年
。 

山
崎
光
治
「
鈴
木
大
拙
の
戦
争
責
任
に
つ
い
てB

rian
 V

ictoria, Z
en

 at W
ar

の
諸
説
を
め
ぐ
っ
て
」『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
第
三
十
七
（
二
）
号
、    

和
田
真
二
「
鈴
木
大
拙
と
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト 

―
そ
の
思
想
的
親
近
性
―
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
十
四
（
一
）
号
、
日
本
印
度
学
仏
教 

和
田
真
二
「
鈴
木
大
拙
研
究
の
諸
問
題 
―
『
鈴
木
大
拙
全
集
増
補
新
版
』
の
一
側
面
―
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
十
三
（
二
）
号
、
日
本
印
度
学
仏 

和
田
真
二
「
鈴
木
大
拙
博
士
に
お
け
る
「
楞
伽
経
研
究
」
の
意
義
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
十
六
（
二
）
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
一
九
八
八
年
。

和
田
真
二
「
禅
と
念
仏
の
問
題
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
十
七
（
二
）
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
一
九
七
九
年
。 

脇
本
平
也
「
鈴
木
大
拙
に
お
け
る
禅
と
念
仏
の
比
較
」
『
財
団
法
人
松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報
』
第
九
号
、
松
ヶ
岡
文
庫
、
一
九
九
五
年
。 

渡
部
清
「
仏
教
哲
学
者
と
し
て
の
原
坦
山
と
『
現
象
即
実
在
論
』
と
の
関
係
」『
上
智
大
学
哲
学
科
紀
要
』
第
二
十
四
号
、
上
智
大
学
哲
学
科
、
一
九
九
八
年
。

渡
辺
章
悟
「
『
金
剛
般
若
経
』
の
「
即
非
の
論
理
」
『
財
団
法
人
松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報
』
第
二
十
七
号
、
松
ヶ
岡
文
庫
、
二
〇
一
三
年
。 

吉
永
進
一
「
近
代
仏
教
史
に
お
け
る
鈴
木
大
拙
」
『
宗
教
哲
学
研
究
』
第
二
十
九
号
、
宗
教
哲
学
会
、
二
〇
一
二
年
。 

吉
永
進
一
「
大
拙
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ 

―
そ
の
歴
史
的
背
景
―
」
『
宗
教
哲
学
研
究
』
第
二
十
二
号
、
京
都
宗
教
哲
学
会
、
二
〇
〇
二
年
。 

S
u

zu
k

i, D
aisetz Teitaro. "Illogical Z

en
."  T

he N
ew

 E
ast vol.1 N

o.2, Tok
yo: S

h
in

toyosh
a, 1917, pp.72-74. 

Y
ok

oyam
a, W

.S
. "N

ish
ida K

itaro an
d D

.T.S
u

zu
k

i's L
ogic of S

ok
u

-h
i." B

ulletin of the F
aculty of L

etters vol.33, K
yoto: H

an
azon

o 

N
agash

im
a, T

atsu
ya. "D

aisetsu
 T. S

u
zu

k
i, In

tern
ation

aly k
n

ow
n

 B
u

ddh
ist, C

rypto-S
w

eden
borgian

?" N
ew

 C
hurch L

ife vol.112,  

A
m

sterdam
: T

h
e G

en
eral C

h
u

rch
 of T

h
e N

ew
 Jeru

salem
, 1993, pp.202-217. 

武
蔵
大
学
、
二
〇
〇
五
年
。 

学
会
、
二
〇
〇
五
年
。 

教
学
会
、
二
〇
〇
五
年
。 
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古
典
資
料 

田
島
照
久
編
訳
『
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
説
教
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
。 

笠
原
一
男
・
井
上
鋭
夫
『
日
本
思
想
大
系 

十
七 

蓮
如 
一
向
一
揆
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
。 

宇
井
伯
寿
・
高
崎
直
道
訳
注
『
大
乗
起
信
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
。 

川
瀬
一
馬
訳
注
『
夢
中
問
答
集
』
講
談
社
、
二
〇
〇
〇
年
。 

小
島
威
夫
・
ア
ル
ム
ブ
ル
ス
タ
ー
共
訳
『
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
選
集
』
第
十
八
巻
、
理
想
社
、
一
九
六
五
年
。 

植
田
兼
義
訳
『
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
著
作
集
六 

エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
Ⅰ
』
教
文
社
、
一
九
八
九
年
。 

安
倍
能
成
他
編
『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
第
十
七
巻
、
第
十
八
巻
、
第
十
九
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
一
～
五
三
年
。 

鈴
木
大
拙
編
『
韶
州
曹
渓
山
六
祖
師
壇
経
』
岩
波
書
店
、
一
九
四
二
年
。 

多
田
厚
隆
・
大
久
保
良
順
・
田
村
芳
朗
・
浅
井
円
道
校
注
『
日
本
思
想
大
系 

九 

天
台
本
覚
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
。 

伊
藤
博
之
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成 

歎
異
抄 

三
帖
和
讃
』
新
潮
社
、
一
九
八
一
年
。 

大
橋
俊
雄
校
注
『
日
本
思
想
大
系 

十 

法
然 

一
遍
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
。 

酒
井
得
元
監
修
『
道
元
禅
師
全
集
』
第
四
巻
、
春
秋
社
、
一
九
八
八
年
。 

井
上
円
了
選
集
編
集
等
委
員
会
『
井
上
円
了
選
集
』
第
六
巻
、
東
洋
大
学
、
一
九
九
〇
年
。 

入
矢
義
高
他
訳
注
『
碧
巌
録
』
全
三
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
。 

市
川
白
弦
・
入
矢
義
高
・
柳
田
聖
山
校
注
『
日
本
思
想
大
系 

十
六 

中
世
禅
家
の
思
想
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
。 

石
田
瑞
麿
訳
『
親
鸞
全
集
』
第
三
巻
、
第
四
巻
、
春
秋
社
、
一
九
八
五
～
八
六
年
。 

高
楠
順
次
郎
・
渡
辺
海
旭
・
小
野
玄
妙
編
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
大
蔵
出
版
、
一
九
二
四
～
三
四
年
。 

 

U
n

iversity, 2001, pp.18-49. 
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寺
田
透
・
水
野
弥
穂
子
校
注
『
日
本
思
想
大
系 

十
二 

道
元
』
上
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
。 

寺
田
透
・
水
野
弥
穂
子
校
注
『
日
本
思
想
大
系 

十
三 

道
元
』
下
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
。 

中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば 

ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
。 

中
村
元
・
紀
野
一
義
訳
注
『
般
若
心
経
・
金
剛
般
若
経
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
。 

福
谷
茂
他
訳
『
カ
ン
ト
全
集
』
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
。 

星
野
元
豊
・
石
田
充
之
・
家
永
三
郎
校
注
『
日
本
思
想
大
系 

十
一 

親
鸞
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
。 

柳
田
聖
山
編
『
世
界
の
名
著 

十
八 

禅
語
録
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
年
。 

和
辻
哲
郎
校
訂
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
岩
波
書
店
、
一
九
二
九
年
。 

M
eister E

ck
h

art, M
eister E

ckhart by F
ranz P

feiffer , (ed. an
d tran

s. by E
vam

s, C
. de B

.), L
on

don
: W

atk
in

s, 1924. 

M
eister E

ck
h

art , M
eister E

ckhart: a m
odern translation. tran

s.by B
lak

n
ey, R

aym
on

d B
ern

ard, N
ew

 Y
ork

, H
agerstow

n
, S

an
 

F
ran

cisco, L
on

don
: H

arper &
 R

ow
, 1941. 

 

辞
書
類 

入
矢
義
高
監
修
・
古
賀
英
彦
編
著
『
禅
語
辞
典
』
思
文
閣
、
一
九
九
一
年
。 

尾
崎
雄
二
郎
他
編
『
角
川
大
字
源
』
角
川
書
店
、
一
九
九
二
年
。 

駒
沢
大
学
内
禅
学
大
辞
典
編
纂
所
編
『
新
版 

禅
学
大
辞
典
』
大
修
館
書
店
、
一
九
七
八
年
。 

永
原
慶
二
監
修
『
岩
波 

日
本
史
辞
典
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
。 

中
村
元
他
編
『
岩
波
仏
教
辞
典 

第
二
版
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
。 

中
村
元
『
広
説
仏
教
語
大
辞
典
』
全
四
巻
、
東
京
書
籍
、
二
〇
〇
一
年
。 

廣
松
渉
他
編
『
岩
波 

哲
学
・
思
想
辞
典
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
。 
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